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ま　え　が　き

学校において児童生徒等が安全で安心な環境で学習活動等に励むことができるようにする

ことは、公教育の実施において不可欠なものであり、各学校において、事件、事故あるいは

災害に対して、児童生徒等の安全の確保が的確になされるようにすることが重要です。

また、児童生徒等は守られるべき対象であることにとどまらず、学校において、その生涯

にわたり、安全を確保することのできる基礎的な素養を育成していくことが求められており、

自他の生命尊重の理念を基盤として、生涯にわたって健康・安全で幸福な生活を送るための

基礎を培うとともに、進んで安全で安心な社会づくりに参加し貢献できるような資質や能力

を育てることは、学校教育の重要な目標の一つです。

しかしながら、近年、学校に不審者が侵入して児童生徒等や教職員の安全を脅かす事件や、

通学路で児童生徒等に危害が加えられる事件、校舎等からの落下事故、遊具による事故など

が発生していることや、児童生徒等の登下校中の交通事故、さらに、地震や台風などの自然

災害の発生も懸念されることから、通学路を含めた学校での児童生徒等の安全を確保するこ

とが喫緊の課題となっています。

こうした中、学校保健法が改正され、名称が「学校保健安全法」に改められるとともに、

学校における学校安全計画の策定・実施、危険等発生時対処要領の作成、地域の関係機関等

との連携など、学校安全に関して各学校において共通に取り組まれるべき事項が規定され、

平成21年4月から施行されています。

また、学習指導要領の改訂においては、その総則に安全に関する指導について新たに規定

されたほか、関連する各教科においても安全に関する指導の観点から内容の充実が図られた

ところです。

このような状況を踏まえ、平成13年に教職員用の参考資料として作成した「『生きる力』を

はぐくむ学校での安全教育」を、近年の児童生徒等の安全を脅かす事件・事故災害の発生等

及びその対応を踏まえ、また学校保健安全法や学習指導要領に則した内容とするため、改訂

することとしました。

本書が、各学校等において広く活用され、学校における安全教育の充実と適切な安全管理

に役立てられることを念願しています。

末尾となりましたが、本書の作成に当たり多大な御協力をいただいた作成協力者並びに関

係の方々に、心から感謝申し上げます。

平成22年３月

文部科学省スポーツ・青少年局長　　　　　
布村　幸彦　
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第１章　総　　説

― 11 ―

1
章

第１節　学校安全の意義

安全な社会を実現することは、すべての人々が生きる上で最も基本的かつ不可欠なことであ

る。安全とは、心身や物品に危害をもたらす様々な危険や災害が防止され、万が一、事件・事

故災害が発生した場合には、被害を最小限にするために適切に対処された状態である。人々が

自他の安全を確保するためには、個人だけではなく社会全体として安全意識を高め、すべての

人々が安全な社会を築いていくために必要な取組を進めていかなければならない。

しかし、現代社会では生命や安全を軽視する風潮もうかがえ、それに起因する事件・事故災

害の発生も少なくない。そのためか、個人や社会は、安全は言うに及ばず、安心をも強く求め

るようになってきた。実際多くの自治体で生活安全条例が整備されるなどしている。そのよう

な状況の中、学校安全の果たす役割の重要性は、ますます高まってきている。

現在、我が国では、１歳から14歳までの年齢層において、不慮の事故が死因別順位の第１位

を占めている。事件・事故災害は、日常生活の様々な場面で起きており、通学路を含めた学校

をはじめとして、家庭や社会生活における事故、誘拐や傷害などの犯罪による被害、交通事故、

自然災害、原子力災害など、多くの危険が子どもたちを取り巻いている。特に、地震や台風な

どによる重大な自然災害の発生が懸念される。学校安全が取り組むべき課題は、緊急かつ重要

である。

学校をはじめ、家庭、地域社会は、子どもたちの安全を脅かす事件・事故災害に対して手を

こまねいてきたわけではない。発生した事件・事故災害を教訓として、様々な対策が取られ、

子どもの犯罪被害発生数、交通事故死者数、通学路を含めた学校での死者数は低下している。

しかし、交通事故、転落事故、不審者等による事件などが依然として起きており、これらは、

安全に関する取組の継続、充実が不可欠であることを示している。我が国では、過去に、安全

は水とともに「ただである」と言われていたが、現在、無策のまま安全が確保されることはあ

り得ない。子どもたちの安全を確保するためには、不断の「努力」が必要である。

学校安全は、幼児、児童及び生徒（以下「児童生徒等」とする。）が、自他の生命尊重を基

盤として、自ら安全に行動し、他の人や社会の安全に貢献できる資質や能力を育成するととも

に、児童生徒等の安全を確保するための環境を整えることをねらいとしている。また、児童生

徒等の安全を守るための取組を進めていくには、　１．安全な環境を整備し、事件・事故災害

の発生を未然に防ぐための事前の危機管理　２．事件・事故災害の発生時に適切かつ迅速に対

処し、被害を最小限に抑えるための発生時の危機管理　３．危機が一旦収まった後、心のケア

や授業再開など通常の生活の再開を図るとともに、再発の防止を図る事後の危機管理の三段階

の危機管理に対応して、安全管理と安全教育の両面から取組を行うことが必要である。

学校安全の活動は、児童生徒等が自らの行動や外部環境に存在する様々な危険を制御して、
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自ら安全に行動したり、他の人や社会の安全のために貢献したりできるようにすることを目指

す安全教育と、児童生徒等を取り巻く環境を安全に整えることを目指す安全管理、そして両者

の活動を円滑に進めるための組織活動という三つの主要な活動から構成されている。その際、

安全教育と安全管理は学校安全の両輪とされ、相互に関連付けて行う必要がある。また、校内

組織、家庭・地域社会と連携を図る組織などの活動との関連付けも図るべきである。

また、学校安全の領域としては、「生活安全」「交通安全」「災害安全（防災と同義。以下同じ。）」

の三つの領域が挙げられる。「生活安全」では、日常生活で起こる事件・事故災害を取り扱い、

児童生徒等が不審者により危害を加えられる事件も少なくないことから、誘拐や傷害などの犯

罪被害防止も重要な内容の一つとしている。「交通安全」には、様々な交通場面における危険

と安全が含まれる。「災害安全」には、地震、津波、火山活動、風水（雪）害のような自然災

害はもちろん、火災や原子力災害も含まれる。なお、学校給食における食中毒、薬物乱用、違

法・有害サイトを通じた犯罪、児童生徒間暴力の防止や解決及び学校環境の衛生等については、

学校給食、学校保健、生徒指導等の関連領域で取り扱うことが適切であると考えられることか

ら、本資料では取り扱わない。ただし、事件・事故災害を防ぐとともに、発生時の被害を最小

限にするためには、必要に応じて関連領域と連携することが求められる。

以上のように、学校安全の活動は、内容や展開される場が多様である。したがって、特定の

個人や機関のみで取り組むものではない。校内での協力体制を確立するとともに、家庭や地域

の関係機関・団体等と密接に連携し、計画的に進める必要がある。

本資料作成の背景としては、児童生徒等を取り巻く状況が深刻であることはもちろん、「生

きる力」をはぐくむことを引き続き重要なねらいとした学習指導要領等が平成20年３月、21年

３月に告示され、基礎・基本を確実に身に付け主体的に問題を解決する能力や豊かな人間性の

育成、たくましく生きるための健康や体力を身に付けることが児童生徒等に求められている。

さらに、学校における教育活動が安全な環境で実施され、児童生徒等の安全の確保が図られる

よう、家庭、地域、関係機関と連携して学校安全の充実を目指す学校保健安全法が、平成21年

度から施行された。また、各教科や道徳、総合的な学習の時間等での安全に関する学習、特別

活動、日常の学校生活等での安全に関する指導など、学校の教育活動全体を通じて安全に関す

る指導を実施するよう充実が図られている。併せて、最近、学校、家庭、地域、関係機関等が

連携して様々な取組を行ってきており、それらの経験や知見を反映させる必要がでてきたこと

が挙げられる。

第２節　心身の発達と学校安全上の問題点

児童生徒等は、心身の発育発達面からみると、一生のうちでも極めて劇的な変化と特徴を見

せる時期である。こうした発育発達の段階における特徴を考慮して、学校安全の内容や進め方
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を検討することは重要である。以下に、幼児、小学生、中学生、高校生、障害のある児童生徒

等に分けて、安全・危険にかかわる発達的特徴をまとめ、配慮すべき学校安全上の問題点を解

説する。

１　幼児

幼児は、乳児期を経て、随意運動やコミュニケーション能力を確立しつつある自分のイメー

ジ能力を十分に発揮し、外界と生き生きとした交流を図るようになる。こうした中で、親の日

常的な保護を離れ始めたばかりの幼児は、まだ外界の危険との直接的な体験が少ないために、

思わぬ事故に出会うことがある。そのため幼児は、親や教師の援助の下で、様々な危険の一つ

一つに対し、自ら体験し、何が危険であるかを理解し、それに対する基本的な対処方法を身に

付けていくことになる。

この時期の幼児は、小学生や中学生などと比べ、身体発育や精神的機能の発達が十分でない

ばかりでなく、この時期独特の特徴を有している。安全という視点から幼児の特徴を挙げると、

まず、この年齢が身体的苦痛や精神的恐怖など、身体の安全と心の安全（安心と不安）に関し

て最も敏感な時期である。幼児は、危険や恐怖に対し非常に臆病であるので、場面限定付きで

あるが、危険を理解させることによって、慎重な行動をとることができる。しかし、事故防止

のために危険や恐怖を強調しすぎると、身動きができなくなり、行動のすべてが消極的となり、

かえって危険判断や危険対処能力が身に付かなくなるおそれがあるので、バランスのとれた配

慮が必要となる。また、幼児は危険や恐怖に対し臆病であるが、危険を予測する認知能力が不

足しているために、事故に遭遇することが多い。教師や保護者は危険に対する注意を怠らない

ようにすることが重要である。

幼児の認知は、中心化という特徴をもち、一つの事柄に注意や認知が固定化して、それ以外

のことの認知的処理が困難になる。この場合、自分の一つの視点に中心化しやすいので、この

幼児の特徴は自己中心性と呼ばれることが多いが、これは幼児の認知的特徴を示す言葉である。

例えば、この時期の「かくれんぼ」で「頭隠して、尻隠さず」といった行動がみられ、自分に

相手が見えなければ、相手も自分が見えないと認知してしまうように、自己中心性は複数の視

点からの情報処理ができにくい様子を表している。このことは、特に興味あるものに注意が奪

われると、そのこと以外はまったく目に入らなくなるという危険状態になる。しばしば幼児の

交通事故にみられるが、道路の向かい側に保護者や友達を発見すると、車の往来に関係なく一

目散に走り出してしまう。交通場面には、隠れた危険が潜在しているので、実際の道路場面は

もとより、スライドや絵などを用いて、潜在する危険を認知・予測する教育は有効である。

幼児の危険に対する感覚は、成人のものとは大いに異なる。危険の概念の理解に非現実的な

側面があり、「こわい＝あぶない」という感覚で危険をとらえる傾向が成人よりも強い。トラ、

ワニなど獰猛な動物はもちろん、お化けや怪獣など想像上のものも危険に含まれる。また、対
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処の術をもたない対象、例えば、刃物や火においても「こわい＝あぶない」としてとらえる。

また、幼児は、こわいと感じる対象から身を隠すことによって、安全が得られると理解して

いる。例えば、火災のときにベッドの下や物置の中に隠れてしまうことがある。

「こわい＝あぶない」という感覚で危険を認識することにより、直観的にこわさを感じない

対象に対しては、危険を認識できない場合が生じる。幼児が生活する環境内には、目に見えな

い危険が多々あり、学習経験を得なければ危険を認識できないものがたくさん存在する。した

がって、できるだけ具体的な題材を示して、何がどのように危ないのかを理解できるようにな

ることが大切である。自分や他者に対して、危害を引き起こす可能性のあるものや行為（自分

の行為・他者の行為）が、具体的にどのようなものかについて、学習する機会が提供されるこ

とが望ましい。

幼児は全般的に行動の抑制が難しく、衝動的な行動が多くみられ、大きな事故につながって

しまうことが少なくない。強く興味を引き付けられた事柄に対して行動を停止することは難し

く、教師や保護者からみて予め危険が予想される場面においては、十分な保護が必要になる。

実際の生活場面において、危険行動を抑制する実体験を重ねることが、この時期の発達課題で

ある。これと並行して、基本的生活習慣の形成に向けた生活全般における適切な抑制体験も、

大脳の抑制回路の形成に結び付き、衝動的行動をコントロールすることに貢献していく。

幼児は、他の時期の子どもと比較して好奇心が旺盛である。このおかげで、行動の種類も範

囲も広がり、様々な経験をする中で、周りの世界についての理解を豊かにしていく。しかし、

その反面、大人が想像もしないような危険を試みたりする。自分の背丈よりも高いベランダの

フェンスから近くの物を踏み台にして顔を出そうとしたり、園のジャングルジムや滑り台など

にロープを吊るしたりして遊び、大けがをしたりするなど、事故災害を招くケースも少なくな

い。子どもの成長において、些細なけがであれば、その経験を通して、環境を理解し危険に対

する感受性を高めることにつながるが、致命的な重傷を負うことになりかねない危険行為につ

いては強い指導が必要である。幼児の好奇心の発達を大切にしながら、教師や保護者は幼児の

行為に十分に気を付け、日常のヒヤリハットなどの情報を共有し、安全管理の観点から環境の

中の危険に対して物理的な対策を講じていく必要がある。その際、幼児はその体形上、頭の部

分の重さが大きいことから転落、落下などの事故防止を常に心得ておかねばならない。

幼児は現実的ではない万能意識にとらわれる場合があり、テレビなどのヒーローの力も自分

の力のように感じて同じような行動をとり、これが時には事故災害に結び付く。自己の行為自

体が危険となる場合があることを学ぶ必要がある。このとき、実際の体験を通じ自他の区別を

意識させるような学習が、幼児や小学校低学年児童の安全教育の重要なポイントとなる。４歳

ごろから「他者の心の存在」をしっかりと理解できるようになるので、自分の気持ち（感情や

意図）と他者の気持ち（感情や意図）とが異なることを学習する中で、「自分の気持ちを伝える」

「相手の気持ちを理解する」などの対人コミュニケーション技能を身に付けさせることも、安
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全教育の大事な課題である。

教育方法として「具体性」が非常に重要となる。言葉だけの指導で安全行動を形成すること

は難しい。例えば、見通しの悪い交差点に対して「止まる」の大切さを言葉で伝えても、どの

位置で止まるのかが幼児には十分に理解できない。大人は、見えるか見えないかの箇所で立ち

止まって、「顔だけを前に出して左右を見る」位置を経験上知っているが、幼児には分からない。

この場合、モデリングによる学習方法（観察学習）が有効である。お手本となる行動を大人が

示し、子どもはそれを観察し、模倣することで、「止まる」という行動を具体的に学習するこ

とができる。この教育に保護者の参加があることで、家庭との連携による安全教育を推進する

ことができる。

２　小学生

小学生は、保護者や教師のしつけを素直に受ける時期であり、家や学校のルールを身に付け

る中で、大脳の抑制回路も順調に発達し、衝動的な行動は減少をみせる。低学年の児童は、ま

だ幼児の基本的な特徴を色濃く残しているが、認知の脱中心化も進み、物事の因果関係の理解

能力も発達する。中学年、高学年の児童になると、ヒヤリハット体験を含むさまざまな経験を

通して、危険に対する判断や対処能力が身に付いてくる。

小学生は、安全教育に対して習得の程度に個人差はあっても、一様に素直に受け止め、身に

付けようとすることから、安全教育にとって最適な時期である。それゆえ、身の回りの危険に

ついては、一通りの教育が可能であり、その効果は大きいといえる。反対にこの時期、安全教

育の内容に著しい不足が生じると、その後の人生における安全にとって、大きな不利益を残す

ことになる。したがって、学童期における安全教育の果たす役割は非常に大きいといえるだろ

う。

低学年の児童は、幼児と比較して環境の現実的側面に対する理解が進むが、危険を読み取る

技能に未熟さが残る。危険を「見える危険（顕在的危険）」と「見えない危険（潜在的危険）」

に分けた場合、この時期の子どもは、見えるものに対しては危険と判断できるが、環境内に明

確な危険が見えない場合は、安全だと判断してしまう。死角が存在する場面（例：遮蔽物によ

り見通しが悪い交差点）や、因果関係又は事象の展開により危険事態が発生するような場面

（例：荷物を背負う→階段の手すりで遊ぶ→バランスを崩す→転落・転倒）に対する指導が重

要となる。

この時期の児童は、学んだ知識が必ずしも行動に結び付くとは限らない。できるだけ実際的

な場面の中で、具体的な題材を用いて、知識及び行動の両側面について安全教育を実施するこ

とが望ましい。また、学習経験を一般化する力がまだ弱く、特定の場面で学んだ規則や法則性

を、他の類似場面にあてはめて考えることが難しい。場面ごとに一対一の対応関係で教育内容

を提供しながら、学習経験を徐々に広げていくアプローチをとることになる。
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中学年になると、行動範囲が大きく広がり、教師や保護者の目の届かない場所にも遊びに出

かける。小学生は、普段身近な場所での危険については知識をもっているものの、まだ十分な

危険予測や判断の能力をもつに至らない。未知の場所での危険予測や判断は難しく、事故に遭

遇する可能性がある。遠方の場所にある沼、川、湖などの水辺や、豪雨や台風の後で増水した

用水路など、普段経験することの少ない場所や状況における潜在的危険については、十分な安

全指導が必要である。

行動範囲が広がるとともに、意識される生活空間も広がっていく。自分たちの生活空間と関

連付けて、安全・危険の問題を具体的に考える「安全マップづくり」のような教育は非常に有

効である。

また、この時期の児童は、大人の行動を客観的に見ることができるようになる。教育効果を

考えると、大人たちの安全行動がどのようなものか、小学生が観察するモデルの良し悪しによっ

て大きな影響を受ける。とりわけ、モデルとしての教師や保護者の影響は大きく、単に言葉で

指導するだけではなく、実際の行動で模範を示すことができなければ、安全教育の効果は期待

できない。交通信号を守り、青信号に変わるのを待っている小学生は、赤信号で渡る大人たち

を見て、大人たちへの不信を抱くと同時に、信号を守ろうとする意欲を弱めていく。実際の場

面では、自分たちが学習した行動を、周囲の大人が実行するとは限らない。「負のモデル」と

して観察学習される可能性もある。児童が学習した行動がぶれないように、安全であることが

いかに重要であるかという価値の形成や態度の形成への働きかけも重要となってくる。

中学年から高学年へと成長するにつれて、いわゆる「ギャングエイジ」の時期に入る。数名

による閉鎖的な仲間集団を作り、行動をともにする機会が増えてくる。冒険心や仲間への同調

行動からあえて危険を冒し、事故に遭う児童も少なくない。高いところに登ったり、小川を飛

び越えようとしたりして、それらがうまくいかず事故に結び付いたりする。特に、仲間への所

属感を求める気持ちが高まる高学年の児童は、仲間が行っている危険行動に加わろうとする意

識を抱く。社会生活のルールや対人関係を学ぶなど、ギャングエイジは人間成長において非常

に重要な時期ではある。しかし、危険な行動が一層過激になる場合があるため、教育的対応が

必要となり、例えば、仲間の圧力（ピア・プレッシャー）にどう対処して行動するかという指

導は、安全教育上、重要なポイントの一つとなる。

３　中学生

思春期を迎える中学生は、心身ともに大きな変化を示す。とりわけ、二次性徴の出現等によ

り、生徒は自分のことを「子ども時代を卒業した存在」というようにとらえ、大人から子ども

扱いされることに反発心をもつとともに、背伸びして大人っぽい行動を顕示しようとする。ま

た、これまで身に付けてきた慣習や道徳、社会規範などに反発する中学生も現れる。他方、形

式論理的に考える力も伸びてくるので、理にかなった教育が効果をもつようになる。
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こうした特徴を持ち始める中学生の安全教育においては、規則を守ることを強制したり、指

示的な指導をしたりするよりも、安全規則を遵守することの意義や安全な行動を取ることの理

由を明確に示すことが大切である。具体的な場面を用いて、自分や他者の危険を予測し、どの

ようにすれば安全が確保できるのか、その知識と技能に、まず目を向けさせることが重要であ

る。例えば、交通安全においては、歩行中でも、自転車乗用中の場合でも、周囲の人とのコミュ

ニケーションが必須であり、他者からの情報の収集や読み取りとともに、自分の意図を伝える

技能を身に付けることが必要になる。また、夜間の無灯火自転車での走行の危険性や道路の斜

め横断の危険性など、科学的理解に沿って指導することで、指導効果を上げることができる。

ただし、留意すべき点として、知識学習を中心とした危険予測の教育のみにとどまってはい

けないことを教える側は認識していなければならない。知識学習のみの教育を進めると、「答

えを知っている（知らない）」など、表面的な理解にとどまったり、自己との関与が意識され

ないテーマについては関心を示さないことがあり、この時期の生徒に対する安全教育は決して

容易ではない。

このような問題を解決するために、第一に、自己との関わりが意識されるような教育内容を

設定し、題材を提供することが重要である。中学生になると、生活が個別化・複雑化するため、

教育内容と教育ニーズとのずれが生じやすい。そのため、事前に生徒の教育ニーズを把握し、

生徒の関心事と安全教育との接点を見出しておくことが大切である。

第二に、動機、感情、コミュニケーション、責任、価値など、自己管理の観点や社会生活全

般の技能習得という観点から安全教育を進めるなど、アプローチ方法を工夫することが考えら

れる。安全教育の中心課題は、危険に関する知識と安全行動の技能を習得することではあるが、

その周辺に、動機や感情のコントロール、社会の一員としての責任、安全に関する価値の形成

など、様々な関連テーマが存在する。安全に対する複数の視点が獲得される中で、安全行動の

水準が徐々に向上していくものととらえ、教育内容を設定することが求められる。

教育方法に関する留意点として、指示的な指導は心理的反発を招きやすく、教育効果が得ら

れないことがある。強い指導が求められる場面と、主体的な学習が求められる場面とを使い分

けることが大切である。主体的な学習に関しては、体験活動等の機会を利用し、振り返りや気

付きを促すような働きかけが必要となる。自分、他者（高齢者、幼児など）、対人関係（友人

関係など）について振り返る機会を提供し、自分たちの身体的情緒的発達を自己理解できるよ

うな方法が望ましい。その際、ポジティブな言葉を用いるよう心がけ、「どのように考えたか」

「どうすれば安全か」と前向きな言葉で働きかける方法が、主体的な学習に適している。

仲間の圧力は、中学生の行動を左右する重要な要因である。仲間はずれにされることを恐れ

るあまり、本人が危険と知りつつも、仲間の前ではあえて危険に身をさらさなければいけない

ような場面に直面することもある。また、時には他者を危険にさらすこともありうる。このよ

うな場面において、個々の状況の中でどのような行動が可能か、そしてどの行動を選択するこ
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とが望ましいのかを判断できる教育が求められる。

中学生の「子ども卒業意識」を考慮するならば、「大人になりつつある存在」を認め、指導

することも効果的である。教師や保護者が人生の先輩として、中学生が大人になるために必要

な知識や技能、心構え、そして責任について、アドバイスするという姿勢が、中学生の安全教

育として受け入れられやすいことになる。また、一人で問題解決することが難しい生徒もおり、

相談できる、助けを求められる相手が複数存在するようなソーシャルサポートの体制をつくる

ことも大切である。

４　高校生

高校生の特徴としては、中学生とくらべると、「子ども卒業意識」から生じる大人への強い

反発心は沈静化し、自分らしい生き方を模索するようになる。冒険心などから生まれる子どもっ

ぽい危険行動は少なくなってくる反面、二輪車や自動車などを運転することに強い興味や関心

をもつようになる。

高校生が模索する生き方とは、自分の興味・関心や能力・適性、性格あるいは家庭や地域な

どにおける「自分の生きる条件」に適応した自分らしい生き方であり、それは人から与えられ

るものではなく、自分探しの過程を経て自らが発見していくものである。高校生は、こうした

プロセスを経ることによって、模索している生き方を自分の納得できるものに作り上げていく

ことができる反面、自分の興味・関心や自分の利害などに傾きがちになる。安全教育の立場か

らは、社会的貢献など、社会の一員としての役割を意識するなど、より大きな視点に立った生

き方を促すことも必要となるといえる。

第一に、高校生の行動が、良くも悪くもモデルとなり、幼児や小学生の観察学習の対象にな

るという事実を理解しなくてはならない。例えば、信号を無視して道路を横断する高校生がい

たとすると、それを見た幼児や小学生らが、行動を模倣して赤信号を渡り、事故に遭遇するこ

とにもなる。

また、高校生自身が地域社会における各種交通安全の催しや、災害時のボランティア活動に

取り組むことは、社会人としての自覚を高め、より広い視野から安全をとらえる機会になる。

第二に、事故の加害者にならないことを強く意識しなければならない。とりわけ、自転車通

学者が多くなり二輪車での通学者も出てくる高校においては、「被害者にならないための教育」

と同時に、「加害者にならないための教育」が具体的に求められる。また、幼児や高齢者及び

障害のある人々などに配慮した安全教育は、高校生の「加害者にならないための教育」につな

がっていくものである。その他、夜間の自転車走行時にはライトを必ず点灯させ事故防止に努

める、違法駐輪をしない、点字ブロック上に駐輪しないなど、社会の一員としての役割意識を

促すことが重要となる。この「加害者にならないための教育」及び「社会の一員としての意識

を促す教育」は、もちろん小学校、中学校でも取り入れることが望ましい。
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具体的な教育方法として、社会的貢献という観点から安全教育にかかわり、社会的責任を意

識する機会を経験する方法が挙げられる。例えば、幼児や小学生への安全教育に参加して生徒

自身が教育する立場を経験する、地域の防災活動にボランティアとして参加するなどの活動は、

別の視点から安全の問題を理解することにつながっていく。ボランティア活動、社会貢献活動

などの体験活動の機会を活用し、安全のために何を考え、何ができるかなど、気付きを促すよ

うな教育が必要である。このような機会を経験した上で、再度、危険予測の教育に取り組むと、

危険を見る視点が新たに加わり、危険予測に深みが生まれる。自分を守る安全教育から、社会

の安全に自分がどのようにかかわるかを意識する安全教育へと発展するであろう。

５　障害のある児童生徒等

障害の有無にかかわらず、国民誰もが相互に人格と個性を尊重し支え合う「共生社会」の実

現に向けて、障害のある人たちが、障害のない人たちとともに生活ができる社会づくり、すな

わち、心や環境のバリアフリーが求められている。

しかし、現在の社会状況において、交通事情を考えてみても、あらゆる状況において危険が

存在するため、障害のある人たちが危険を回避し、安全に行動をするためには、障害のある人

の安全が確保されるように環境が改善されるとともに、障害のある人自身が障害による種々の

困難を可能な限り改善・克服することが期待されるところである。障害のある人たちが安全な

生活を送るためには、自らの力を最大限に生かし、危険から回避できる能力を育てることが求

められる。

障害には、視覚障害、聴覚障害、知的障害、肢体不自由、病弱・身体虚弱、言語障害、自閉

症・情緒障害、LD（学習障害）、ADHD（注意欠陥多動性障害）などがあり、近年、児童生徒

等の障害は重度・重複化、多様化してきている。安全な日常生活を送るために介助を必要とす

る児童生徒等から、職業的な自立を目指す児童生徒等に至るまで、障害の状態に大きな差があ

ることを理解しておくことが大切である。障害のある児童生徒等の一人一人の課題を教職員間

で共有し、個別に安全教育の内容や進め方を検討する必要がある。

LD（学習障害）、ADHD（注意欠陥多動性障害）、高機能自閉症等の発達障害のある児童生

徒等に対しても、幼稚園、小学校、中学校などを通じて、理解度や行動の特徴に応じて個別に

安全指導の計画を作り、実施することが求められる。

障害のある児童生徒等が、自ら安全に行動するためには、冷静に考える力、前後の事情を総

合して物事をどうするのかを決める力を育てることや、話し言葉によるコミュニケーションに

限らず、表情や身振り、手話や指文字、コンピュータなどの情報機器や文字カード・絵カード

などの道具を使ってコミュニケーションできる力のほか、一人一人のニーズに対応した技術や

能力などの育成を図ることが必要であり、学校生活や社会生活の中で安全に行動できる態度を

身に付けていくことが大切となる。
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安全指導に関して障害別・発達の段階別に考えてみると、以下のようなことが考えられる。

例えば、障害のある児童生徒等が、生活環境の変化など様々な要因から、心理的に緊張した

り不安になったりする状態が継続し、集団に参加することが難しくなることがある。このよう

な場合は、環境的な要因が心理面に大きく関与していることが考えられることから、睡眠、生

活リズム、体調、気候、家庭生活、交友関係など、その要因を明らかにし、情緒の安定を図る

とともに、必要に応じて環境の改善を図ることが大切になってくる。

自閉症のある児童生徒等においては、予告されない避難訓練の実施など突発的な出来事に遭

遇したときや、運動会当日のチームの変更など、当初の予定を急に変更した場合など、状況の

変化の過程を推測できないことから、自分がどのような行動をとったらよいか分からず、心理

的に混乱し、人に説明を求めるなどの適切な対応行動が難しい場合がある。予定を変更する場

合には、あらかじめ本人が理解できるよう、その日の予定と適切な行動の仕方を説明しておく

ことが大切である。

進行性筋ジストロフィーの児童生徒等の場合には、小学部低学年の頃は歩行が可能であるが、

年齢が上がるにつれて歩行が困難になり、その後、車いすや電動車いすの安全な利用も考えて

いかなければならない。

聴覚に障害がある場合には、感覚の補助手段としての補聴器の活用とともに、代行手段とし

ての視覚の活用が考えられる。つまり、相手が伝えようとしていることを、補聴器を通して耳

からの情報を手掛かりに表情や口形等を基にして理解したり、あるいは視覚的に読み取る手段

としての指文字や手話などで理解したりする。これ以外にも、緊急の情報を光信号に変え、そ

れを見ることによって、その意味を理解したりするなど、代行手段として様々な機器等の活用

を図ることも大切である。

視覚に障害がある場合、白杖を用いて一人で市街を歩くときには、歩く前に、出発点から目

的地までの道順を頭の中に描き、歩き始めてからは、歩きながら得られる感覚を総合的に活用

して、得られた情報を頭の中に描いてある地図と照らし合わせ、確かめながら歩くことになる

ため、周囲の状況の把握と、それに基づく的確な判断と行動についての力を付けることが極め

て重要になる。

肢体不自由がある児童生徒等の場合、歩行器を用いた歩行や車いすの利用など、日常生活に

役立つ移動能力を習得することが必要となることがある。この場合、歩行器や車いすの安全な

操作方法や周囲の障害物に十分気を付けて移動することなどを指導することが必要である。

以上のように安全な生活を送るためには、様々な場面を想定し、危険に対する認知や、違い

を見分けて区別する力、視覚・聴覚・触覚などの保有する感覚の活用を図るとともに、とっさ

の危険からの回避に必要な瞬発力など、身体的な能力を高めることと、危険に対して予測でき

る能力の育成を図り、地震や火災等の緊急災害時に冷静に判断して適切な行動がとれるように

することが大切であり、自他の生命の尊重や安全に関する態度の育成を図ることが重要である。
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また、緊急時における障害のある人たちの避難経路や避難場所への誘導及び介助の方法など

のマニュアルの作成と、緊急時に際して、自ら情報の発信や受信ができる力を身に付けさせる

ことが必要不可欠となってくる。

障害のある児童生徒等が、安全面でどのような困難を有しているかを、障害のない児童生徒

等といっしょに考え、意識を共有できる機会があるとよい。例えば、点字ブロック上に駐輪し

ている自転車があると、視覚障害のある人の歩行の妨げにより大きな事故につながることなど

を話し合うことは、障害のない児童生徒等にとっても意識や行動を変える機会になり、すべて

の人がともに安全な社会生活を送ることの大切さを考えることにつながる。

また、環境の変化が著しい現代社会では、安全面での困難の内容も変化していく。例えば、

エンジン音が発生しない電気自動車の増加は、歩行時に聴覚的情報を強く必要とする視覚障害

のある児童生徒等にとって、脅威となる。その他、道路環境の変化、建物の改修などにより、

新たな危険性が発生している可能性がある。障害のある児童生徒等の視点から、安全指導、避

難誘導等のマニュアルを定期的に見直す必要がある。

６　安全行動形成の段階と習得上の課題

一般的に子どもの安全行動の形成には、いくつかの段階がある。遊具の使い方、避難の仕方、

助けの求め方、自転車の乗り方など、まず安全な行為の基本を習得することが安全行動の基盤

をつくることになる。基本的な安全行為は、多様な生活活動の体験を通して、また、家庭や学

校などでの道具等の使い方や安全な行動の仕方などを学ぶことによって培われる。このような

経験の機会を提供することが、安全行動の基盤づくりの第一歩となる。次に、どのような状況

性が危険な事態を引き起こすのか、自己の行為、他者の行為、環境内にあるものや条件に対す

る危険認知が必要となる。安全マップづくりなどの教育を通して、犯罪が起きそうな場所・時

間帯、河川の増水や冠水の危険性がある通学路の条件、交通事故が多発する交差点と事故発生

状況などに関する具体的知識は、危険状況に対する感受性を高め、回避行動を促すであろう。

危険事態を予測する力が養われることで、安全な状態が維持され環境への適応が実現可能とな

る。もし、危険予測が不十分であれば、基本的な安全行為が身に付いたとしても、意図せずし

て危険事態にかかわっていくことになり、事件・事故災害にかかわる可能性はなくならない。

このように安全にかかわる能力や技能の習得には、階層性ともいうべき段階があり、児童生

徒等の心身の発達に応じて、安全行動の基盤づくりから危険予測へと、教育内容をステップアッ

プしていくことが大切となる。特に、幼児、小学生の時期は、安全行動の基盤づくりと危険予

測が、環境への適応のため必要不可欠であり、不足がないよう充実した教育内容を提供しなく

てはならない。

しかし、中学生、高校生へと、子どもたちが成長するにつれて、安全にかかわる基礎知識や

基礎技能の学習を主とした安全教育のみにとどまってはいけない。教育内容に目新しさを感じ
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ず興味をもてない、そもそも安全や危険の問題に関心がないなどの反応が返ってきて、安全教

育の実施が困難な場面に直面する場合がある。

この問題を解決するためには、例えば、動機、感情、対人行動、責任、価値など、社会生活

全般にかかわる技能を課題として取り上げ、自分たちの身体的情緒的発達を自己理解する教育

が考えられる。例えば、仲間からの圧力に対処するには、相手を傷つけないように断る適切な

自己表現能力が必要である。通学時に遅刻しそうなときは、あせった気持ちとうまくつき合い、

自転車のスピードを抑制しなくてはならない。こうした社会生活に必要な生きるための能力に

ついて、生徒自身が主体的に学習する機会があると、楽しみながら役立つ授業に参加している

という意識が生まれ、効果的な安全教育が実現できる。

もう一つの視点として、社会の一員としての意識が挙げられる。「社会から守られている」

という意識から、「社会の安全をつくることにかかわる」という意識をもつことで、自己管理

技能の向上、価値の形成、責任の認識が促される。安全にかかわる社会貢献活動やボランティ

ア活動に参加し、主体的な気付きが得られることで、高齢者、幼児、障害のある人々のことを

考え、他者といっしょに安全な社会をつくっているという意識が芽生える。

こうした学習の後、再び安全行動の基盤となる基礎知識や基礎技能の学習に戻るアプローチ

があると、複合的な観点から、安全・危険の問題に取り組むことができる。幼児から発展させ

てきた安全教育の学習経験が生かされるためにも、この時期での教育が非常に重要である。

第３節　学校安全の考え方とその内容

１　学校安全の定義

学校安全は、学校保健、学校給食とともに学校健康教育の三領域の一つであり、それぞれが、

独自の機能を担いつつ、相互に関連を図りながら、児童生徒等の健康の保持増進を図っている。

また、課題によっては、生徒指導、情報モラルの育成などとの連携も必要となる。

学校安全は、安全教育と安全管理、そして両者の活動を円滑に進めるための組織活動という

三つの主要な活動から構成されている。

安全教育には、安全に関する基礎的・基本的事項を系統的に理解し、思考力、判断力を高め

ることによって安全について適切な意志決定ができるようにすることをねらいとする「安全学

習」の側面と、当面している、あるいは近い将来当面するであろう安全に関する問題を中心に

取り上げ、安全の保持増進に関するより実践的な能力や態度、さらには望ましい習慣の形成を

目指して行う「安全指導」の側面があり、相互の関連を図りながら、計画的、継続的に行われ

るものである。このことを、教育課程の領域に則して考えてみると、主として、前者は小学校

体育科（保健領域）、中学校保健体育科（保健分野）及び高等学校保健体育科（科目「保健」）

を中心として、生活科、社会科、理科などの関連した内容のある教科や道徳、総合的な学習の
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時間などで取り扱い、後者は、特別活動の学級（ホームルーム）活動や学校行事・課外指導な

どで取り上げられることが多い。

なお、道徳教育は、生命の尊重をはじめ、きまりの遵守、公徳心、公共心など、安全な生活

を営むために必要な基本的な内容の指導を行うこととされており、安全にとって望ましい道徳

的態度の形成という観点から、安全学習及び安全指導双方の基盤としての意義をもつことがで

きる。

安全教育を行う場合には、児童生徒等が安全に関する問題について、興味・関心をもって積

極的に学習に取り組み、思考力・判断力を身に付け、安全について適切な意志決定や行動選択

ができるように工夫する。例えば、危険予測の演習、視聴覚教材や資料の活用、地域や校内の

安全マップづくり、学外の専門家による指導、避難訓練や応急手当のような実習、誘拐や傷害

などの犯罪から身を守るためにロールプレイングを導入することなどが効果的である。さらに

は、周囲の人々の安全、家庭、地域など社会の安全に貢献できるような資質や能力を養うため、

学校、家庭及び地域社会の安全活動に参加・協力する体験等も効果的である。

学校における安全管理は、事故の要因となる学校環境や児童生徒等の学校生活等における行

動の危険を早期に発見し、それらの危険を速やかに除去するとともに、万が一、事件・事故災

害が発生した場合には、適切な応急手当や安全措置ができるような体制を確立して、児童生徒

等の安全の確保を図ることを目指して行われるものである。安全管理は、児童生徒等の心身状

態の管理及び様々な生活や行動の管理からなる対人管理、さらには学校の環境の管理である対

物管理から構成される。安全管理は、教職員が中心となって行われるものであるが、安全に配

慮しつつ、児童生徒等が危険な状況を知らせたり簡単な安全点検にかかわったりするなど、児

童生徒等に関与、参画させることは、安全教育の視点からも重要であると考えられる。

安全教育や安全管理は、内容、対象となる場、行われる機会などが多様である。安全教育と

安全管理を効果的に進めるためには、学校の教職員の研修、児童生徒等を含めた校内の協力体

制や家庭及び地域社会との密接な連携を深めながら、学校安全に関する組織活動を円滑に進め

ることが極めて重要である。

学校安全

安全教育

対人管理

対物管理

安全管理

組織活動

心身の安全管理

生活や行動の安全管理

学校環境の安全管理

校内の協力体制

家庭及び地域社会との連携

安全学習

学 校 安 全 の 構 造 図（図1）

安全指導
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２　学校安全を取り巻く状況

（１）安全への希求

我が国は、これまでの半世紀余にわたり、四季の変化と恵まれた自然環境の下で、いくつか

の重大な事件、事故災害、自然災害等を経験しつつも、安全で安心できる豊かな国民生活を発

展させ、そのことを誇りとしてきた。しかしながら、近年、人命にかかわりのある事件・事故

災害の発生状況において、懸念が増大している。例えば、交通事故の恒常的な多発、鉄道や航

空機の事故の発生、様々な犯罪の発生、地震や風水害、火山活動などの自然災害の脅威、原子

力災害などである。

こうした状況の中で、「安全文化」の創造、すなわち、組織や個人が人々の生命を尊重し、

安全を最優先する気風や気質を、国を挙げて育てていくことが重要として、学校教育や企業内

教育における安全教育の充実や地域の人々の安全意識の向上等の取組が図られている。

近年、都道府県等において生活安全条例等が制定されるなど、安全は、個人の問題にとどま

らず社会問題としてもとらえられるようになった。また、安全のための様々な情報や資源の整

備が進みつつあり、それらの効果的な活用が期待されている。さらに、世界保健機関（ＷＨＯ）

から、傷害をもたらす事故、犯罪被害、自傷行為等を、部門や職種の垣根を越えた協働や科学

的に評価可能な介入により予防しようとするセーフティプロモーションの考え方が提案されて

いる。このように、安全に対する関心は以前にも増して高まっている。

（２）児童生徒等の生命と安全に関する実態

児童生徒等の生命と安全に関する学校安全の分野でも、多くの課題が認められる。学校にお

いて、捻挫、打撲、骨折などの負傷などが年間120万件発生している（独立行政法人日本スポー

ツ振興センターによる災害共済給付の対象となった災害件数）。いじめや校内暴力事件、不審

者等による犯罪の被害などについても注意を要するところである。さらに、刑法犯や触法少年

の傾向をみると、おおむね14歳から16歳のときに高率を占めることから、児童生徒等を被害者

や加害者にしないための適切な対策が必要である。このような実態からも、事件・事故災害の

防止とともに、発生時の被害を最小限にするために、生徒指導や学校保健等の取組と連携し、

学校安全における「生活安全」「交通安全」「災害安全」の各領域を通じて、安全教育と安全管

理に関する指導を充実させる必要がある。

（３）「生きる力」と安全教育

中央教育審議会答申「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領

等の改善について（答申）」（平成20年１月）では、今後における教育の在り方の方向として、

引き続き「生きる力」が位置付けられた。答申では、「生きる力」として、基礎・基本を確実

に身に付け、いかに社会が変化しようと、自ら課題を見つけ、主体的に判断し、行動し、より

よく問題を解決する資質や能力、自らを律しつつ、他人とともに協調し、他人を思いやる心や

感動する心などの豊かな人間性、たくましく生きるための健康や体力が挙げられている。
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このことから分かるように、「生きる力」で目指す資質や能力は、安全教育で目指す「自他

の生命尊重を基盤として、自ら安全に行動し、他の人や社会の安全に貢献できる資質や能力」

と軌を一にするものといえ、「生きる力」の涵養にとっても、安全教育の充実が不可欠という

ことができる。

安全教育では、生涯にわたって健康で安全な生活を送るために必要な資質や能力の基礎を培

う必要がある。その際、人を思いやる心、生命や人権を尊重する心、自然や美しいものに感動

する心、正義感、公徳心、ボランティア精神、豊かな人間性を育てることなどが不可欠である。

そのため、引き続き、「地域に開かれた学校づくり」を進め、地域社会における活動の機会

を充実し、地域ぐるみで安全に関する教育や活動を展開することが重要である。例えば、地域

の大人たちが率先して、あいさつ運動、環境浄化活動、交通安全活動、防災活動、防犯活動、

ボランティア活動等を進めるなど、地域と密着した実践活動である。

また、教育基本法や学校教育法では、「生きる力」を支える「確かな学力」、「豊かな心」、「健

やかな体」の調和を重視するとともに、学力の重要な要素は、①基礎的・基本的な知識・技能

の習得、②知識・技能を活用して課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力等、③

学習意欲、であるとされている。

安全教育においても、安全に関する基礎的・基本的な知識・技能の確かな習得、それらを活

用した危険予測や危険回避の能力の育成、情報や関連組織などの社会的資源の活用能力の育成

などが求められる。

第４節　学校安全計画の作成

児童生徒等の事件・事故災害はあらゆる場面において発生しうることから、すべての教職員

が学校安全の重要性を認識し、様々な取組を総合的に進めることが求められている。そのため、

学校保健安全法第27条で策定・実施が規定されている学校安全計画を作成し、教職員の共通理

解の下で計画に基づく取組を進めていくことが重要である。

学校安全計画は、安全教育の各種計画に盛り込まれる内容と安全管理の内容とを統合し、全

体的な立場から、年間を見通した安全に関する諸活動の総合的な基本計画として、教職員の共

通理解の下で立案することが望ましい。

１　学校安全計画の内容

（１）安全教育に関する事項

ア　学年別・月別の関連教科、道徳の時間、総合的な学習の時間における安全に関する指導

事項

イ　学年別・月別の安全指導の指導事項
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・学級（ホームルーム）活動における指導事項

（生活安全、交通安全、災害安全の内容についての題材名等）

・学校行事（避難訓練、交通安全教室などの安全に関する行事）における指導事項

・児童（生徒）会活動、クラブ活動・部活動等での安全に関して予想される活動に関する

指導事項

・課外における指導事項

・個別指導に関する事項

ウ　その他必要な事項

（２）安全管理に関する事項

①生活安全

ア　施設・設備、器具・用具等の安全点検

イ　各教科、学校行事、クラブ活動・部活動、休憩時間その他における学校生活の安全のき

まり・約束等の設定、安全を確保するための方法等に関する事項

ウ　生活安全に関する意識や行動、事件・事故災害の発生状況等の調査

エ　校内及び地域における誘拐や傷害などの犯罪被害防止対策及び緊急通報等の体制に関す

る事項

オ　その他必要な事項

②交通安全

ア　通学路の設定と安全点検

イ　通学に関する安全のきまり・約束等の設定

ウ　自転車、二輪車、自動車（定時制高校の場合）の使用に関するきまりの設定

エ　交通安全に関する意識や行動、交通事故の発生状況等の調査

オ　その他必要な事項

※通学に関しては、誘拐や傷害などの犯罪被害防止という生活安全の観点も考慮すること。

③災害安全

ア　防災のための組織づくり、連絡方法の設定

イ　避難場所、避難経路の設定と点検・確保

ウ　防災設備の点検、防災情報の活用方法の設定

エ　防災に関する意識や行動、過去の災害発生状況等の調査

オ　その他必要な事項

※災害安全では、自然災害以外の火災や原子力災害なども取り上げること。

なお、事件・事故災害発生時における措置の具体的な内容及び手順を定めた対処要領、いわ

ゆる危機管理マニュアル（以下「危険等発生時対処要領（危機管理マニュアル）」とする。）の

整備に関する事項については、不審者の侵入事件や防災をはじめ各学校の実情に応じて取り上
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げること。

（３）安全に関する組織活動

ア　家庭、地域社会との連携を密にするための地域学校安全委員会等の開催

イ　安全教育、応急手当、防犯・防災等に関する危険等発生時対処要領（危機管理マニュア

ル）等に関する校内研修事項

ウ　保護者対象の安全に関する啓発事項

エ　家庭、地域社会と連携した防犯、防災、交通安全などに関する具体的な活動

オ　その他必要な事項

２　学校安全計画の策定・実施に当たって

学校安全の取組の実施に当たっては、教職員が学校安全の重要性を認識し、様々な取組を総

合的に進めることが求められている。そのためには、作成の過程から、各学校の学校安全の運

営方針や指導の重点事項、生活安全・交通安全・災害安全に関する取組のねらい・内容等につ

いて共通理解が図られるよう配慮するとともに、教職員の役割分担を明確にしつつ体制を整え、

計画に基づく取組を進めていくことが重要である。

また、児童生徒等の安全を守るための取組が適切に行われるようにするためには、内容や手

段、学校内の取組体制が適切であったか、地域との連携が適切に進められていたかなど定期的

に取組状況を振り返り、点検し、次の対策につなげていくことが必要である。具体的には、計

画（PLAN）－実施（DO）－評価（CHECK）－改善（ACTION）のサイクルの中で、定期的に

計画の内容や取組を評価し見直しを行い、効果的な学校安全活動を充実させていくことが必要

である。

さらに、保護者や関係機関・関係団体等と連携協力を図っていくことが重要であることから、

学校安全計画の内容について、保護者等の関係者に周知することが望ましい。

PLAN

学校安全計画の作成

◇地域学校安全委員会
◇職員会議

活動内容についての評価

◇学校評価や教職員による
　評価

DO

計画に基づく

学校安全活動の実施
学校安全計画の

改善・見直し

CHECK

ACTION

（図2）　PDCAサイクル
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第１節　安全教育の目標、重点及び内容

１　安全教育の目標

学校における安全教育の目標は、概説すると、日常生活全般における安全確保のために必要

な事項を実践的に理解し、自他の生命尊重を基盤として、生涯を通じて安全な生活を送る基礎

を培うとともに、進んで安全で安心な社会づくりに参加し貢献できるような資質や能力を養う

ことにある。具体的には次の三つの目標が挙げられる。

ア　日常生活における事件・事故災害や犯罪被害等の現状、原因及び防止方法について理解

を深め、現在及び将来に直面する安全の課題に対して、的確な思考・判断に基づく適切な

意志決定や行動選択ができるようにする。

イ　日常生活の中に潜む様々な危険を予測し、自他の安全に配慮して安全な行動をとるとと

もに、自ら危険な環境を改善することができるようにする。

ウ　自他の生命を尊重し、安全で安心な社会づくりの重要性を認識して、学校、家庭及び地

域社会の安全活動に進んで参加・協力し、貢献できるようにする。

２　各発達段階等における安全教育の重点

（１）幼児

日常生活の場面で、安全な生活習慣や態度を身に付けることができるようにする。

また、危険な場所での行動や事件・事故災害時には、教職員や保護者の指示に従い行動でき

るようにするとともに、危険な状態を発見したときには教職員や保護者など近くの大人に伝え

ることができるようにする。

（２）小学生

ア　低学年では、安全に行動することの大切さを理解し、安全のためのきまり・約束を守る

ことや身の回りの危険に気付くことができるようにする。また、危険な状態を発見した場

合や事件・事故災害時には、教職員や保護者など近くの大人に速やかに連絡し、指示に従

うなど適切な行動ができるようにする。

イ　中学年では、「生活安全」「交通安全」「災害安全」に関する様々な危険の原因や事故の

防止について理解し、危険に気付くことができるとともに、自ら安全な行動をとることが

できるようにする。

ウ　高学年では、中学年までに学習した内容を一層深めるとともに、様々な場面で発生する

危険を予測し、進んで安全な行動ができるようにする。また、自分自身の安全だけでなく、

家族など身近な人々の安全にも気配りができるようにする。さらに、簡単な応急手当がで

きるようにする。
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（３）中学生

小学校までに学習した内容をさらに深め、交通安全や日常生活に関して安全な行動をとると

ともに、応急手当の技能を身に付けたり、防災への日常の備えや的確な避難行動ができるよう

にする。

また、他者の安全に配慮することはもちろん、自他の安全に対する自己責任感の育成も必要

である。さらに、学校、地域の防災や災害時のボランティア活動等の大切さについても理解を

深め、参加できるようにする。

（４）高校生

自らの安全の確保はもとより、友人や家族、地域社会の人々の安全にも貢献する大切さにつ

いて一層理解を深める。また、心肺蘇生法などの応急手当の技能を高め、適切な手当が実践で

きるようにする。さらに、安全で安心な社会づくりの理解を深めるとともに、地域の安全に関

する活動や災害時のボランティア活動等に積極的に参加できるようにする。

（５）障害のある児童生徒等

児童生徒等の障害の状態、発達の段階、特性等及び地域の実態等に応じて、自ら危険な場所

や状況を予測・回避したり、必要な場合には援助を求めたりすることができるようにする。

３　安全教育の各領域の内容

（１）生活安全に関する内容

日常生活で起こる事故の内容や発生原因、結果と安全確保の方法について理解し、安全に行

動ができるようにする。

ア　学校（園）生活や各教科、総合的な学習の時間などの学習時における危険の理解と安全

確保

イ　児童（生徒）会活動やクラブ活動等における危険の理解と安全確保

ウ　運動会、校内競技会等の健康安全・体育的行事における危険の理解と安全確保

エ　遠足・旅行・集団宿泊的行事、勤労生産・奉仕的行事等学校行事における危険の理解と

安全確保

オ　始業前や放課後等休憩時間及び清掃時間等における危険の理解と安全確保

カ　登下校（園）や家庭生活などにおける危険と安全確保

キ　野外活動等における危険の理解と安全確保

ク　事故発生時の通報と応急手当

ケ　誘拐や傷害などの犯罪に対する適切な行動の仕方など、学校や地域社会での犯罪被害の

防止

コ　携帯電話やコンピュータ等の情報ネットワークの活用による犯罪被害の防止と適切な利

用の必要性
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サ　施設・設備の状態の把握と安全な環境づくり

（２）交通安全に関する内容

様々な交通場面における危険について理解し、安全な歩行、自転車・二輪車等の利用ができ

るようにする。

ア　道路の歩行や道路横断時の危険の理解と安全な行動の仕方

イ　踏切での危険の理解と安全な行動の仕方

ウ　交通機関利用時の安全な行動

エ　自転車の点検・整備と正しい乗り方

オ　二輪車の特性の理解と安全な利用

カ　自動車の特性の理解と自動車乗車時の安全な行動の仕方

キ　交通法規の正しい理解と遵守

ク　運転者の義務と責任についての理解

ケ　幼児、高齢者、障害のある人、傷病者等の交通安全に対する配慮

コ　安全な交通社会づくりの重要性の理解と積極的な参加・協力

（３）災害安全に関する内容

様々な災害発生時における危険について理解し、正しい備えと適切な行動がとれるようにす

る。

ア　火災発生時における危険の理解と安全な行動の仕方

イ　地震・津波発生時における危険の理解と安全な行動の仕方

ウ　火山活動による災害発生時の危険の理解と安全な行動の仕方

エ　風水（雪）害、落雷等の気象災害発生時における危険の理解と安全な行動の仕方

オ　放射線の理解と原子力災害発生時の安全な行動の仕方

カ　避難所の役割と避難経路についての理解、避難の仕方

キ　災害に関する情報の活用や災害に対する備えについての理解

ク　地域の防災活動の理解と積極的な参加・協力

ケ　災害時における心のケア

第２節　教育課程における安全教育

学校における安全教育は、以下のように教育課程の各教科・科目、道徳、特別活動等に位置

付けられ、それぞれの特質に応じて適切に実施されるものである。なお、学校における安全教

育には、「安全学習」の側面と「安全指導」の側面があり、主として取り扱われる教科・領域

等は、図3に示したとおりである。なお、安全学習と安全指導は、重複無く明確に区別される

ものではない。例えば、安全指導において、児童生徒が自主的活動を行うことや意志決定、行
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動選択を扱うことなどが考えられる。

道徳

○体育科の保健領域、保健体育科の「保健分野」「科目保健」

における安全に関する学習

○関連教科における安全に関する学習

○「総合的な学習の時間」における安全に関する学習

○自立活動における安全に関する学習

○学級活動・ホームルーム活動における安全指導

○学校行事等における安全指導

○児童会活動、生徒会活動、クラブ活動における安全指導

○部活動等の課外における安全指導

○日常の学校生活における安全指導

（図3）　安全教育の領域と構造

安

全

教

育

安 全 学 習

安 全 指 導

１　幼稚園

幼稚園教育要領の領域「健康」では、「健康な心と体を育て、自ら健康で安全な生活をつく

り出す力を養う。」とし、ねらいとして「健康、安全な生活に必要な習慣や態度を身に付ける。」

ことが示されている。その内容としては、「危険な場所、危険な遊び方、災害時などの行動の

仕方が分かり、安全に気を付けて行動する。」ことが挙げられている。

このように、幼稚園における安全教育では、幼稚園生活を通して安全な生活習慣や態度の育

成に重点が置かれ、教師や保護者の支援を受けながら、自らが安全な生活を送ることができる

ようにすることを目指している。

２　小学校

小学校学習指導要領総則第１の３において、「学校における体育・健康に関する指導は、児

童の発達の段階を考慮して、学校の教育活動全体を通じて適切に行うものとする。特に、学校

における食育の推進並びに体力の向上に関する指導、安全に関する指導及び心身の健康の保持

増進に関する指導については、体育科の時間はもとより、家庭科、特別活動などにおいてもそ

れぞれの特質に応じて適切に行うよう努めることとする。また、それらの指導を通して、家庭

や地域社会との連携を図りながら、日常生活において適切な体育・健康に関する活動の実践を

促し、生涯を通じて健康・安全で活力ある生活を送るための基礎が培われるよう配慮しなけれ

ばならない。」と規定しており、その趣旨を受け、安全に関する指導は、学校における教育活

動全体を通じて行われなければならないものである。

体育科においては、第５学年の保健領域において、「けがの防止について理解するとともに、
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けがなどの簡単な手当ができるようにする。」ことをねらいとし「交通事故や身の回りの生活

の危険が原因となって起こるけがの防止には、周囲の危険に気付くこと、的確な判断の下に安

全に行動すること、環境を安全に整えることが必要であること。」「けがの簡単な手当は、速や

かに行う必要があること。」を取り上げる。もちろん体育科運動領域での安全に関する態度や

社会科での安全を守る諸活動や自然災害の防止等、理科での地震などによる土地の変化等、生

活科での安全で適切な行動等、図画工作科、家庭科などでの用具の取扱いなど、安全に関連す

る内容等に関する指導を通じて安全についての知識や態度等を習得させることも重要である。

総合的な学習の時間においても、各学校の判断により、安全に関するテーマを取り上げるこ

とが可能であり、そのような時間を積極的に利用することが望ましい。例えば、交通安全や地

域の災害、防災体制などについて、課題を設定して学習を行うことなどが考えられる。

道徳の時間においては、生命の尊重をはじめとして、きまりの遵守、公徳心、公共心など安

全な生活を営むために必要な基本的な内容について指導することとなっている。

特別活動は、「望ましい集団活動を通して、心身の調和のとれた発達と個性の伸長を図り、

集団の一員としてよりよい生活や人間関係を築こうとする自主的、実践的な態度を育てるとと

もに、自己の生き方についての考えを深め、自己を生かす能力を養う。」ことが目標となって

おり、安全教育は、この目標に沿って学級活動、児童会活動、クラブ活動及び学校行事におい

て取り扱われる。

３　中学校

中学校学習指導要領総則第１の３において、「学校における体育・健康に関する指導は、生

徒の発達の段階を考慮して、学校の教育活動全体を通じて適切に行うものとする。特に、学校

における食育の推進並びに体力の向上に関する指導、安全に関する指導及び心身の健康の保持

増進に関する指導については、保健体育科の時間はもとより、技術・家庭科、特別活動などに

おいてもそれぞれの特質に応じて適切に行うよう努めることとする。また、それらの指導を通

して、家庭や地域社会との連携を図りながら、日常生活において適切な体育・健康に関する活

動の実践を促し、生涯を通じて健康・安全で活力ある生活を送るための基礎が培われるよう配

慮しなければならない。」と規定しており、その趣旨を受け、安全に関する指導は、小学校と

同様に、学校における教育活動全体を通じて行われなければならない。

保健体育科では、保健分野の「傷害の防止」において「傷害の防止について理解を深めるこ

とができるようにする。」ことをねらいとし「交通事故や自然災害などによる傷害は、人的要

因や環境要因などがかかわり合って発生すること。」「交通事故などによる傷害の多くは、安全

な行動、環境の改善によって防止できること。」「自然災害による傷害は、災害発生時だけでな

く、二次災害によっても生じること。また、自然災害による傷害の多くは、災害に備えておく

こと、安全に避難することによって防止できること。」「応急手当を適切に行うことによって、
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傷害の悪化を防止することができること。また応急手当には、心肺蘇生等があること。」を取

り上げる。もちろん、体育分野での安全に関する態度や社会科での自然災害と防災を取り上げ

ての自然環境の特色の理解等、理科での自然の恵みと災害を調べること等、技術・家庭科など

での用具の取扱いなど、安全に関連する内容等に関する指導を通じて、安全についての知識や

態度等技能を習得させることもが重要である。

総合的な学習の時間においても、その趣旨に即した安全に関する素材を取り上げることが望

ましい。例えば、交通安全や地域の災害、防災体制などについて、課題を設定して学習を行う

ことなどが考えられる。

道徳の時間の指導においては、「主として自分自身に関すること」「主として他の人とのかか

わりに関すること」「主として自然や崇高なものとの関わりに関すること」「主として集団との

かかわりに関すること」に関して、生命の尊重、遵法の精神や公徳心、公共心など安全な生活

を営むために必要な基本的な内容について指導することとしている。

特別活動は、「望ましい集団活動を通して、心身の調和のとれた発達と個性の伸長を図り、

集団や社会の一員としてよりよい生活や人間関係を築こうとする自主的、実践的な態度を育て

るとともに、人間としての生き方についての自覚を深め、自己を生かす能力を養う。」ことが

目標となっており、安全教育は、この目標に沿って学級活動、生徒会活動及び学校行事におい

て取り扱われる。

４　高等学校

高等学校学習指導要領総則第１款の３において、「学校における体育・健康に関する指導は、

生徒の発達の段階を考慮して、学校の教育活動全体を通じて適切に行うものとする。特に、学

校における食育の推進並びに体力の向上に関する指導、安全に関する指導及び心身の健康の保

持増進に関する指導については、保健体育科はもとより、家庭科、特別活動などにおいてもそ

れぞれの特質に応じて適切に行うよう努めることとする。また、それらの指導を通して、家庭

や地域社会との連携を図りながら、日常生活において適切な体育・健康に関する活動の実践を

促し、生涯を通じて健康・安全で活力ある生活を送るための基礎が培われるよう配慮しなけれ

ばならない。」と規定しており、その趣旨を受け、安全に関する指導は、小学校、中学校と同

様に、学校における教育活動全体を通じて行われなければならない。

保健体育科における科目「保健」においては、「現代社会と健康」で交通安全と応急手当が

内容となっている。交通安全では、「交通事故を防止するには、車両の特性の理解、安全な運

転や歩行など適切な行動、自他の生命を尊重する態度、交通環境の整備などがかかわること。

また、交通事故には責任や補償問題が生じること。」とあり、応急手当では「適切な応急手当は、

傷害や疾病の悪化を軽減できること。応急手当には、正しい手順や方法があること。また、心

肺蘇生等の応急手当は、傷害や疾病によって身体が時間の経過とともに損なわれていく場合が
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あることから、速やかに行う必要があること。」を取り上げる。もちろん科目「体育」や理科

での地球がプレートの運動により変動してきたこと等、家庭科などでの用具の取扱いなど安全

に関連する内容等の指導を通じて、安全についての知識や態度等を習得させることも重要であ

る。

総合的な学習の時間においても、その趣旨に即した安全に関する素材を取り上げることが望

ましい。例えば、交通安全や地域の災害、防災体制などについて、課題を設定して学習を行う

ことなどが考えられる。

特別活動は、「望ましい集団活動を通して、心身の調和のとれた発達と個性の伸長を図り、

集団や社会の一員としてよりよい生活や人間関係を築こうとする自主的、実践的な態度を育て

るとともに、人間としての在り方生き方についての自覚を深め、自己を生かす能力を養う。」

ことが目標となっており、安全教育は、この目標に沿ってホームルーム活動、生徒会活動及び

学校行事において取り扱われる。

５　特別支援学校

児童生徒等の安全に留意するためには、まず一人一人の障害の状態を適切に把握することが

必要であり、それには、学級担任や養護教諭をはじめとして、児童生徒等に日常接する教職員

の継続的な観察と情報交換が必要である。また、安全教育を効果的に進めるためには、関連教

科並びに学級（ホームルーム）活動、自立活動においてはもちろん、学校全体として、組織的、

計画的な指導が必要であり、安全教育の指導体制を整備する中で、校内外の専門家との連携を

図る体制づくりが必要である。

幼稚部においては、安全に関する指導として「安全に関する指導に当たっては、情緒の安定

を図り、遊びを通して状況に応じて機敏に自分の体を動かすことができるようにするとともに、

危険な場所や事物などが分かり、安全についての理解を深めるようにすること。また、交通安

全の習慣を身に付けるようにするとともに、災害時に適切な行動がとれるようにするための訓

練なども行うようにすること。」としている。幼児は日常の生活の中で十分に体を動かして遊

ぶことを通して、危険な場所や事物、状況などが分かったり、そのときにどうしたらよいかを

体験をし、学び取っていく。そのため、校庭や校舎全体の構造が、幼児の障害の状態を踏まえ、

幼児の遊びの動線や遊び方に配慮したものとなっていることが大切である。

小学部・中学部では、特別支援学校小学部・中学部学習指導要領総則第２節第１の３の趣旨

を受け、安全に関する指導は、小学校、中学校と同様に、学校における教育活動全体を通じて

行わなければならないものである。児童生徒の実態に即して学習環境を整えるなど、安全に留

意するものとし、児童生徒が危険な場所や状況を把握したり、判断したり、予測したり、回避

したりすることができるように十分配慮するとともに、遊具や物品、通学路の安全点検を十分

に行うこと、学習活動における物品の扱い方に留意することが大切である。
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また、特別支援学校独自の教科における指導としては、知的障害者である児童生徒に対する

教育を行う特別支援学校の小学部生活科で、児童の生活に関連が深い内容について、次の1～

３の各段階、「教師と一緒に健康で安全な生活をする。」「教師の援助を受けながら健康で安全

な生活をする。」「健康や身体の変化に関心をもち、健康で安全な生活をするように心掛ける。」

が示されている。

実際の指導では、「危険防止」や「交通安全」などが取り扱われる。「危険防止」については、

危ないことや危険な場所について知るとともに、場所や状況に応じて、自分自身を守れるよう

に適切な行動をとること、道具の正しい使い方を知ることなどが指導内容となる。指導に当たっ

ては、日常の実際的な生活の中で、危険な場所や状況に近付かないことや回避することなどを

きめ細かく指導することが大切である。「交通安全」については、安全に気を付けながら道路

を横断すること、信号や標識の意味を知って守ることなどが指導内容となる。指導に当たって

は、交通安全は日常の社会生活をする上での基本的な事項であり、直接、生命にかかわること

なので、児童の実態を的確に把握し、登下校の場だけでなく、その状況に合わせて指導する必

要がある。そのほか、生活科では、避難訓練の重要性を知ること、教師等の指示に従って避難

することなどを身に付け、災害時に適切な行動ができるようにするなども取り扱う必要がある。

中学部保健体育科では、「自分の発育・発達に関心をもったり、健康・安全に関する初歩的な

事柄を理解したりする。」と示されており、指導に当たっては、事故を防止するために、生徒

の安全に対する理解の程度や運動能力などを十分に考慮するとともに、事前の安全点検と環境

の整備を十分に行い、器械・器具や施設の正しい扱い方と運動の方法についての指導に十分に

時間をかけることが大切である。

高等部においても、特別支援学校高等部学習指導要領総則第２節第１款の３の趣旨を受け、

安全に関する指導は、高等学校と同様に、学校における教育活動全体を通じて行わなければな

らないものである。小学部・中学部同様に、生徒の実態に即して安全な学習環境を整え、安全

に留意するものとし、生徒自身が安全な行動をとれるように、関連教科、道徳（知的障害者で

ある生徒に対する教育を行う特別支援学校の場合）、総合的な学習の時間、特別活動、自立活

動等において、発達の段階を考慮して、指導することが重要である。

第３節　安全教育の進め方

１　安全教育の基本的な進め方

（１）学校教育活動全体を通じた計画的な指導

学校における安全教育は、関連教科や総合的な学習の時間における安全学習、学級（ホーム

ルーム）活動と学校行事の健康安全・体育的行事における安全指導を中心として進められるこ

とになるが、さらに、児童（生徒）会活動、クラブ活動等の自発的、自治的な活動や各教科等
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の学習活動、日常の学校生活においても必要に応じて安全指導が行われるものである。したがっ

て、安全教育を効果的に進めるためには、様々な機会における安全学習、安全指導を密接に関

連付けながら、全校的な立場から推進していく必要がある。すなわち、安全教育の目標を実現

するため、各学校で基本的な方針を明らかにし、指導計画を立て、意図的、計画的に推進する

必要がある。また、随時、随所の指導が必要になることも少なくなく、朝の会、帰りの会など

の短時間での指導や休み時間などその場における指導及び個に応じた指導にも配慮し、計画的

な指導と関連付けることも大切である。

なお、指導計画の推進に当たっては、教職員の共通理解を図るとともに、役割を明確にし、

地域の関係機関・団体等を含めた協力体制を整備して進めるよう留意しなければならない。

また、安全教育の効果を高めるためには、危険予測の演習、視聴覚教材や資料の活用、地域

や校内の安全マップづくり、学外の専門家による指導、避難訓練や応急手当のような実習、誘

拐や傷害などの犯罪から身を守るためにロールプレイングを導入することなどが考えられる。

さらに、校内における安全教育と PTAや地域社会における活動等との関連も欠くことができ

ないものである。

（２）安全教育と安全管理との関連

安全教育と安全管理は、一体のものとして密接に関連させて進めていく必要がある。安全教

育では、児童生徒等の将来を見据えて、一人一人が生涯を通じて主体的に安全な行動がとれる

ようにすることを目指すが、個人の行動だけでは十分な安全を確保することは困難である。例

えば、生活安全について考えるならば、学校内の施設・設備の安全点検と事後措置とを関連さ

せた生活や行動に関する指導を一体的に進めることは、日常生活での事故を減らす上で欠かす

ことができない。また、特に低学年においては、安全についてのきまり・約束事を設定するこ

とは、個人の思考・判断を補う上で効果的である。すなわち、安全管理によって、より安全な

環境づくりを推進していくとともに、安全教育によって児童生徒等自身が安全な行動を実践し

ていくことによって、学校安全活動の効果をより一層高めることが可能となる。

なお、安全教育と安全管理が関連する内容としては、次のような例が考えられる。

ア　安全点検結果に基づく安全管理の評価は、その学校の安全管理及び児童生徒等の安全行

動の実態を表していることから、安全教育の重要な資料として具体的に活用できる。

イ　継続して行う安全管理の評価は、安全教育の成果を表しているという側面もあり、適切

な安全教育が行われることが安全管理の成果をより一層高めていくことになる。

ウ　安全管理では、児童生徒等の問題となる行動そのものについて、その場その場で改善す

るよう指示するが、これは見方によっては日常的な指導の一環ととらえることができる。

エ　安全指導では、学校生活の安全管理として把握した児童生徒等の安全に関して望ましく

ない行動を取り上げ、適切な行動や実践の方法について考え、進んで安全な行動が実践で

きる資質や能力を培うことができる。
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オ　安全管理的な活動についても、教師の指導の下に児童（生徒）会などを中心とした活動

の推進により、自主性を高めていくことによって、児童生徒等に学校等の集団生活におけ

る、安全に関する理解を深めさせるとともに、自己管理能力を育成することができる。

２　教科等における安全学習等

各教科における安全学習については、体育科及び保健体育科を中心に、系統的に進めていく

必要がある。特に、事故災害の原因や防止の仕方、あるいは事故発生時の応急手当など、保健

の学習において計画的に実施されなければならない。また、他の教科においても、その特性に

応じて、生活安全・交通安全・災害安全に関する安全学習を行ったり、必要に応じて学習活動

を安全に行うための安全指導を行ったりすることになる。例えば、小学校の生活科では、「学

校の施設の様子及び先生など学校生活を支えている人々や友達のことが分かり、楽しく安心し

て遊びや生活ができるようにするとともに、通学路の様子やその安全を守っている人々などに

関心をもち、安全な登下校ができるようにする。」「自分たちの生活は地域で生活したり働いた

りしている人々や様々な場所とかかわっていることが分かり、それらに親しみや愛着をもち、

人々と適切に接することや安全に生活することができるようにする。」「公共物や公共施設を利

用し、身の回りにはみんなで使うものがあることやそれを支えている人々がいることなどが分

かり、それらを大切にし、安全に気を付けて正しく利用することができるようにする。」【小学

校第１学年及び第２学年】

社会科では、「地域社会における災害及び事故の防止について、次のことを見学、調査した

り資料を活用したりして調べ、人々の安全を守るための関係機関の働きとそこに従事している

人々や地域の人々の工夫や努力を考えるようにする。（ア関係機関は地域の人々と協力して、

災害や事故の防止に努めていること　イ関係の諸機関が相互に連携して、緊急に対処する体制

をとっていること）」【第３学年及び第４学年】「我が国の国土の自然などの様子について、次

のことを地図や地球儀、資料などを活用して調べ、国土の環境が人々の生活や産業と密接な関

連を持っていることを考えるようにする。（エ国土の保全などのための森林資源の働き及び自

然災害の防止）」【第５学年】「世界的視野から日本の地形や気候の特色、海洋に囲まれた日本

の国土の特色を理解させるとともに、国内の地形や気候の特色、自然災害と防災への努力を取

り上げ、日本の自然環境に関する特色を大観させる。」「地域の地形や気候などの自然環境に関

する特色ある事象を中核として、それを人々の生活や産業などと関連付け、自然環境が地域の

人々の生活や産業などと深い関係をもっていることや、地域の自然災害に応じた防災対策が大

切であることなどについて考える」【中学校地理的分野】

理科では、「地面を流れる水や川の様子を観察し、流れる水の速さや量による働きの違いを

調べ、流れる水の働きと土地の変化の関係についての考えをもつことができるようにする。」【第

５学年】「土地やその中に含まれる物を観察し、土地のつくりや土地のでき方を調べ、土地の
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つくりと変化についての考えをもつことができるようにする。」【第６学年】「地震の体験や記

録を基に、その揺れの大きさや伝わり方の規則性に気付くとともに、地震の原因を地球内部の

働きと関連付けてとらえ、地震に伴う土地の変化の様子を理解すること」「自然がもたらす恵

みと災害などについて調べ、これらを多面的、総合的にとらえて、自然と人間のかかわり方に

ついて考察すること。」【中学校第２分野】

図画工作科・美術科では、事故防止のため、特に、刃物類、塗料、器具などの使い方の指導

と保管、活動場所における安全指導などを徹底する。技術・家庭科では、施設・設備の安全管

理に配慮し、学習環境を整備するとともに、火気、用具、材料などの取扱いに注意して事故防

止の指導を徹底し、安全に十分留意するなどが挙げられる。

総合的な学習の時間においても、例えば、「交通安全マップづくり」「地域の安全と防災」な

ど安全に関する具体的な課題を取り上げて学習することが可能であり、必要に応じて学習活動

を安全に行うための安全指導も行われる。

また、教科とは異なるが、道徳教育においても安全教育に関連した内容を取り扱うことがで

き、例えば、小学校、中学校における道徳の時間の指導において、「主として自分自身に関す

ること」「主として他の人とのかかわりに関すること」「主として自然や崇高なものとの関わり

に関すること」「主として集団とのかかわりに関すること」に関して、生命の尊重、遵法の精

神や公徳心、公共心など安全な生活を営むのに必要な基本的な内容について指導することによ

り、安全教育の効果がより一層高まることも期待できる。

３　学級（ホームルーム）活動における安全指導

（１）学級（ホームルーム）活動の目標と安全指導

学級（ホームルーム）活動の目標は、「学級（ホームルーム）活動を通して、望ましい人間

関係を形成し、集団の一員として学級（ホームルーム）や学校におけるよりよい生活づくりに

参画し、諸問題を解決しようとする自主的、実践的な態度や健全な生活態度を育てる」ことで

ある。

学級（ホームルーム）活動における安全に関する指導は、この学級（ホームルーム）活動の

目標とともに、児童（生徒）会活動、クラブ活動及び学校行事の目標に応じて、特別活動の目

標を達成する活動として展開されるものであり、特に、学級（ホームルーム）活動における安

全指導は、実際に生きて働く知識、態度、習慣などが確実に身に付くことを目指しているとい

える。また、学級（ホームルーム）活動における安全指導は、学校における安全に関する指導

全体の中で、最も実践的で具体的な指導が展開されるものであり、安全指導における中心的な

役割をもつものと位置付けることができる。

したがって、学級（ホームルーム）活動における安全指導の時間は、各教科や道徳、学校行

事及び児童（生徒）会活動等の特別活動で指導される安全に関する事項を、児童生徒等一人一
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人の実態に即して補充し、深化し、統合していくための指導の場であるととらえることができ

る。

さらに、指導の効果を高めるために、児童生徒等の主体的な活動となるよう、遊び、話し合

い、調査、実習、発表などの機会を通じて学級担任が援助し、安全に関する意識を高めたり、

養護教諭などとの協力授業やゲストティーチャーの活用など指導の工夫が必要である。また、

教員と児童生徒等及び児童生徒等相互の好ましい人間関係を育て、児童生徒等が自主的に判断、

行動し積極的に自己を生かしていくことができるよう指導する必要がある。

これらは、各教科、道徳等の指導を通して行われる安全に関する指導にはみられない学級

（ホームルーム）活動における安全指導の特質である。

（２）学級（ホームルーム）活動の内容と安全指導

学級（ホームルーム）活動の内容は、主として、学級（ホームルーム）を単位として、学級

（ホームルーム）や学校の生活の充実と向上、児童生徒等が当面する諸課題への対応に資する

活動を行うことであり、「学級や学校の生活づくり」「日常の生活や学習への適応及び健康安全」

「適応と成長及び健康安全」などが学習指導要領で発達の段階に応じて示されている。

安全指導としては、「健康安全」の中で、例えば、防犯を含めた身の回りの安全、交通安全、

防災など、自分や他の生命を尊重し、危険を予測し、事前に備えるなど日常生活を安全に保つ

ために必要な事柄を理解し、進んできまりを守り、危険を回避し、安全に行動できる能力や態

度を育成するなどの内容が考えられる。これらの内容から発達の段階に応じて取り上げること

になるが、取り上げた内容について、日常生活で具体的に実践できるようにすることが大切で

ある。なお、安全指導については、関係団体等の協力を得て実施される防犯教室、交通安全教

室、避難訓練などの学校行事と関連付けて指導を行うことが重要である。また、防犯や交通安

全の指導を行うに当たっては、保護者と連携するなどして作成した「地域安全マップ」を活用

するなど、日常生活で具体的に実践できるよう工夫することが大切であると示されている。

ア　幼稚園

幼稚園における学級活動は、学級を単位として行うすべての活動のことである。幼稚園

においては、安定した情緒の下で、幼児の主体的な活動を促し、幼児期にふさわしい生活

が展開される必要がある。特に、幼児の自発的な活動としての遊びは、心身の調和のとれ

た発達の基礎を培う重要な学習であることを考慮して、遊びを通しての安全指導を中心と

し、幼稚園教育のねらいが総合的に達成されるようにすることが大切である。したがって、

学級活動における安全指導は、遊びや園生活を通して、幼児一人一人の実態に即して日常

的、重点的に行われるものである。具体的には、幼児が自分で状況に応じ機敏に体を動か

し、危険を回避するようになるためには、日常の生活の中で十分に体を動かし遊ぶことを

通して、危険な場所、事物、状況などが分かり、そのときにどうしたらよいかを体験を通

して学び取っていくことが大切である。
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また、交通安全の習慣を身に付けるために、日常の生活を通して、交通上のきまりに関

心をもたせるとともに、家庭と連携を図りながら適切な指導を具体的な体験を通して繰り

返し行うことが必要である。

さらに、災害時の行動の仕方や不審者との遭遇など様々な犯罪から身を守る対処の仕方

を身に付けるためには、幼児の発達の実情に応じて、基本的な対処の方法を確実に伝える

とともに、家庭、地域社会、関係機関とも連携して幼児の安全を図る必要がある。特に、

火災や地震を想定した避難訓練は、年間計画の中に位置付け、災害時には教職員の適切な

指示に従い、一人一人が落ち着いた行動がとれるようにすることが重要である。なお、日

ごろから安全に関する実施体制の整備が大切であり、危機管理マニュアルなどを作成して

おくことが大切である。

イ　小学校

小学校においては、日常生活を安全に保つために必要な事柄の理解や進んできまりを守

り、安全に行動できる能力や態度を養う指導が必要となる。この日常生活を安全に保つた

めに必要な事柄の理解の中には、安全な行動に関するきまり、生活の中に潜む危険の予測

や、それに基づく安全な行動の仕方についての基本的な理解に関する指導を含むものであ

る。このような理解の上に立って、複雑に変化する生活環境の中で、的確な判断の下に、

きまりを守り安全な行動が具現できる資質や能力を養う必要がある。具体的には、日常の

生活や交通の安全に関すること、災害時の安全や防犯に関すること、生命の尊重に関する

こと、環境整備に関することなどが考えられる。特に交通安全については、歩行者及び自

転車の利用者として必要な技能と知識を習得させるとともに、道路及び交通の状況に応じ

て、安全に道路を通行するために道路における危険を予測し、これを回避して安全に通行

する能力や態度を養うことが重要である。また、様々な災害の危険性や犯罪から身を守る

対処の仕方について理解するとともに、災害発生時には的確に判断し、安全な行動ができ

るような資質や能力を高めることが大切である。

ウ　中学校

中学校においては、学校内外を含めた自分の生活行動を見直し、自ら安全に配慮すると

ともに、危険を予測できる力や的確に行動できる力を高めていくよう、日ごろからの注意

の喚起や指導が必要である。また、日ごろの備えを含む自然災害や防犯に対しての心構え、

適切な行動がとれるような力を育てることが大切である。さらに、自己の安全を確保する

のみならず、身の回りの人の安全を確保する態度をはぐくむことが重要である。具体的に

は、防犯を含めた生活安全や自転車運転時の交通安全に関すること、種々の災害時の安全

に関すること、生命の尊重に関すること、環境整備に関することなどが考えられる。特に

交通安全については、自転車乗車中に交通事故に遭うことが多く、また、加害者になる事

故も起こっていることを踏まえ、交通安全に対する意識を高めさせるとともに、道路を通
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行する場合は、思いやりをもって、自己の安全ばかりでなく他の人々の安全にも配慮する

ことの重要性を理解させることが重要である。また、応急手当の技能を身に付けたり、学

校、地域の防災や災害時のボランティア活動の大切さについても理解を深め、参加できる

ようにすることも大切である。

エ　高等学校

高等学校においては、人間尊重の精神と生命に対する畏敬の念をもって自他の生命をか

けがえのないものとして尊重する精神と態度や規律ある習慣を確立するとともに、学校内

外を含めた自分の生活を見直し、自ら安全に配慮するとともに、危険を予測できる力や危

険を回避し的確に行動できる力を高めていくよう日ごろからの注意の喚起や指導が必要で

ある。また、日ごろの備えを含め自然災害等に対しての心構えや適切な行動がとれる力を

育てることも大切である。さらに、高校生としての自覚に立って自己の安全を確保するの

みならず、身の回りの人の安全を確保する態度をはぐくむことが重要である。具体的には、

生命の尊重に関すること、防犯を含めた生活安全や交通安全に関すること、種々の災害時

の安全に関すること、環境整備に関すること、規律ある習慣に関することなどが考えられ

る。

特に、交通安全については、高校生の年齢では、自転車や自動二輪車による事故が多い

こと、自動車の運転や同乗中の事故が少なくないことを踏まえ、社会の一員としての自覚

と社会的責任の意識を高める指導を行うことが重要である。また、種々の事故の原因とな

る生活環境や生活行動を自ら見直し、安全の確保や環境の整備について考えさせ、危険を

除去できる自主的、実践的な態度を養うことも必要である。さらに、自動体外式除細動器

（以下「AED」とする。）を含む心肺蘇生法など応急手当の技能を高め、適切な手当が実

践できるようにすることが大切である。

オ　特別支援学校

特別支援学校においては、幼稚園、小学校、中学校及び高等学校の指導内容を踏まえ、

児童生徒等が自らの障害や心身の発達の状況を理解するとともに、個々の児童生徒等が

持っている力を発揮し、事故や災害から積極的に自らの身を守る態度を養えるようにする

ことが必要である。

４　学校行事における安全指導

（１）学校行事の目標と安全指導

学校行事の目標は、「学校行事を通して、望ましい人間関係を形成し、集団への所属感や連

帯感を深め、公共の精神を養い、協力してよりよい学校生活（高等学校においては「社会生活」

が加わる。）を築こうとする自主的、実践的な態度を育てること。」である。

この学校行事の目標を安全指導の観点から考えると、学校行事として「生活安全」「交通安全」
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「災害安全」について、計画的・組織的に安全のための行動の体得に資する活動を行い、より

よい学校生活、社会生活を築こうとする自主的、実践的な態度の育成を目指すものである。ま

た、学校行事が十分に安全な配慮の下に実施され、児童生徒等の大切な生命や身体が守られ、

学校生活を豊かで充実したものにしていくことができるのである。したがって、学校行事は、

自他の生命を尊重するとともに、安全の重要性を理解して実践することから、安全教育の目標

を実現させる上で重要な活動の場となる。

（２）学校行事の内容と安全指導

学校行事の内容は、全校又は学年を単位として、学校生活に秩序と変化を与え、学校生活の

充実と発展に資する体験的な活動を行うことであり、「ア儀式的行事　イ学芸的行事　ウ健康

安全・体育的行事　エ遠足（旅行）・集団宿泊的行事　オ勤労生産・奉仕的行事」の五つが示

されている。

これらの内容を安全指導の立場から見ると、大きく二つに分けられる。一つは、交通安全指

導、防犯指導、防災避難訓練及び安全意識を高めるための行事など、直接、安全について学ぶ

ことを目的とした、健康安全・体育的行事における安全に関する行事である。もう一つは、儀

式的行事や学芸的行事など行事本来の目標はほかにあるものの、その行事の効果を高めるため

には、どうしても安全に配慮しなければならない行事である。例えば、遠足（旅行）・集団宿

泊的行事においては、交通機関の安全な利用、休憩時間中や自由行動時の安全、宿舎での安全、

また、校内競技会などの体育的行事や勤労生産・奉仕的行事などにおいては、競技中や作業等

に伴う安全について指導する必要がある。

（３）健康安全・体育的行事の「安全に関する行事」における安全指導

健康安全・体育的行事の内容は、心身の健全な発達や健康の保持増進などについての理解を

深め、安全な行動や規律ある集団行動の体得、運動に親しむ態度の育成、責任感や連帯感の涵

養、体力の向上などに資するような活動を行うことである。

健康安全・体育的行事のねらいとしては、次のことなどが挙げられる。

○　健康を保持増進するためには、食事、運動、休養及び睡眠の調和のとれた生活をするこ

とが重要であることを自覚し、児童生徒等が自己の発育、発達や健康の状態などを知り、

それらの結果に基づいて、実際の生活の中で自主的、自律的に健康で安全な生活を送る資

質や能力を育成すること。

○　自他の生命の尊重を自覚し、心身の健康や安全を確保するための適切な判断や対処をす

る能力を培うこと。

○　体力・気力の充実など、心身の健全な発達に資するとともに、スポーツや運動に親しむ

資質や能力を育て、生涯にわたって実践する習慣を身に付ける契機とすること。

○　競争や協同の経験を通して、公正に行動し、進んで規則を守り、互いに協力して責任を

果たすことなど、社会生活に必要な資質や能力を養うこと。
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これらを受け、安全に関する行事の留意点としては、次のことなどが挙げられる。

○　安全に関する行事において、学級（ホームルーム）活動、児童（生徒）会活動及び各教

科、道徳などの内容との密接な関連を図り、安全に関する指導の一環としてその充実を期

すること。その際、参加の心構えなどについて理解させ、関心をもたせるようにするとと

もに、事後においては、事件・事故災害から自他の安全を守ることの意義などの指導につ

いて十分配慮すること。

○　自転車運転時などの交通法規を理解させ、事故防止に対する知識や態度を体得させると

ともに、災害や犯罪などの非常事態に際し、沈着、冷静、迅速、的確に判断して対処する

能力を養い、自他の安全を確保することのできる能力を身に付けること。

○　避難訓練など安全に関する行事については、表面的、形式的な指導に終わることなく、

具体的な場面を想定するなど適切に行うことが必要である。特に、交通安全指導や防犯指

導については、新入学児に対して学年当初に日常の安全な登下校ができるよう適切な指導

を行うようにする。

○　誘拐や傷害などによる犯罪被害防止のための適切な対処や行動について理解させ、正し

く判断し行動できる態度を身に付けること。

このように健康安全・体育的行事は内容的に多岐にわたるので、その中でも安全に関する行

事（「生活安全」「交通安全」「災害安全」に関する行事）の特質に応じて、重点的なねらいを

設定するとともに、学校間や PTA、地域との連携、安全に関する諸機関との関連に配慮して

実施することが重要である。

ア　交通安全指導及び防犯指導

学校行事としての交通安全指導は、学校が定めた交通安全の日や地域の交通安全運動な

どと関連して行う指導、入園・入学時や長期休業前後の指導などが考えられる。この場合

は、交通事故の実態、道路の歩行、横断、信号機等交通安全施設の利用、自転車の安全な

乗り方、ヘルメットの着用や自転車の点検・整備、さらに、二輪車・自動車の機能や特性

などについて、学年又は全校の児童生徒等を対象とした交通安全講話や訓練その他の実践

的な指導が考えられる。指導に当たっては、学級（ホームルーム）活動における安全指導

との関連を十分考慮して、学年又は全校的な規模の集団活動として指導を行う必要性につ

いて検討し、指導の効果を一層高めることができるように配慮しなければならない。

学校行事としての防犯指導は、登下校、放課後、自宅周辺などで、犯罪発生の危険性の

高い場所・時間帯を確認するための活動を行ったり、校内外で、犯罪被害から身を守るた

め、危険性の高い場所・時間帯を避ける、逃げる、助けを求める、近くの先生や大人に知

らせる、110番通報するなど具体的な方法について指導する機会を設けることなどが挙げ

られる。児童生徒等の活動範囲が広がる長期休業前の指導は、特に重要である。また、学

校や地域の実情に応じて地域の関係機関・団体や PTA（保護者）の協力・参加を得るこ
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とが不可欠である。

これらの行事を計画し実施するに当たっては、指導の内容、方法、時期、回数などにつ

いて十分検討し、地域の交通・防犯環境や児童生徒等の実態に即したものにしなければな

らない。このためには、特に次の事項に留意する必要がある。

（ア）指導の内容は、道路の歩行と横断、自転車の安全な乗り方や自転車の点検・整備、交

通法規等の交通安全指導に関するものや、誘拐や傷害から身を守る防犯指導などに関する

ものの中から、児童生徒等の実態や地域の実情に照らして最も必要と思われるものを精選

して設定するようにする。

（イ）実施の時期は、指導計画を立てる段階で他の学校行事、学級（ホームルーム）活動及

び地域における行事、季節や長期休業などとの関連を考慮して指導の効果が最も高まるよ

うな時期を選ぶようにする。

（ウ）指導の方法は、そのねらいと児童生徒等の安全意識や安全行動の実態を踏まえ、参加

体験・実践型の指導方法を取り入れるなど工夫する。また、実施の回数は、学級（ホーム

ルーム）活動等における安全指導との関連を考慮して設定する。

（エ）同一地域内の幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校との連携を図るよ

うにする。

（オ）行事の計画及び実施に当たっては、必要に応じて警察署等関係機関の協力を得ること

を考慮する。

 　また、行事の実施に当たって重要と思われる事項を挙げると次のとおりである。

○　指導が形式的、表面的にならないよう、学年の違いや児童生徒等の実態についても十

分配慮する。

○　児童生徒等の発達の段階や参加人数に見合った教材・教具等を用意する。

○　指導の場の設定に当たっては、できるだけ具体的な行動場面における臨場感をもたせ

ることができるよう配慮する。

○　児童生徒等の積極的な参加を促すため、学級（ホームルーム）活動における事前事後

の指導との関連を十分考慮する。

○　事故を起こしやすい傾向のある児童生徒等に対しては、特に個別に配慮を加えるよう

にする。

イ　防災避難訓練

防災避難訓練は、火災、地震、津波、火山活動、風水（雪）害及び原子力災害等の災害

の発生に際して、適切に対処することができるようになるための資質や能力を養うことを

目指して行われる実践的な指導の場である。このような災害時の避難等の指導は、学校や

地域の実情に即して予想される様々な事態を想定し、年間を通じて計画的に行うようしな

ければならない。また、災害などの発生の際、幼児・児童や高齢者及び障害のある人たち
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の安全にも配慮することができる態度や能力を培うことも大切である。

防災避難訓練の指導計画作成や指導上の主な配慮事項は次のとおりである。

（ア）訓練の内容は、火災、地震、津波、火山活動、風水（雪）害及び原子力災害等を想定し

て設定することになるが、この場合は、学校の立地条件、校舎の構造などについて十分考

慮するとともに、火災を想定した訓練のみに偏らないようにする。

（イ）実施の時期や回数は、法の規定及び児童生徒等の実態、地域の実情に基づいて年間を通

して季節や他の安全指導との関連などを考慮して適切に設定する。

（ウ）訓練は、授業中だけを想定せず、休憩時間中等、児童生徒等が分散している場合や、放

送設備が使用できない場合なども想定するとともに、遠足（旅行）や集団宿泊訓練等の際

の宿舎や乗り物の事故発生時の避難の仕方についても配慮する。また、災害の発生時間や

場所に変化をもたせ、安全に対処できるようにする。

（エ）訓練が、形式的、表面的にならないように、特に次のような配慮が必要である。

○　訓練のための事前指導を学級（ホームルーム）活動における安全指導と十分関連させ

るとともに、事後指導は、活動内容の把握を的確にしていくことから意図的に実施するよ

うにする。

○　火災を想定した場合は、発煙筒をたくなど実感を伴う方法を工夫するとともに、煙に

対する避難の仕方についても身に付くようにする。

○　避難に際しては、人員の掌握が重要になる。その方法の訓練が不可欠であることを児

童生徒等に徹底する。

（オ）避難に際して、教師の指示で安全にしかも敏速に能率的な集団行動ができるようにする

ため、平素から朝会、遠足、移動教室、修学旅行、集団宿泊訓練、体育祭などの行事にお

ける集団行動を重視して指導する。

ウ　安全意識を高めるための行事

安全意識を高めるための行事としては、毎月の学校における安全指導日や、国民安全の

日、防災の日、防災週間などの地域における行事との関連を図りながら行う講話、映画会、

児童生徒等の安全に関する意見や調査研究物、作文、標語、ポスターなどの発表会等が考

えられる。

このような行事は、交通安全指導や防災避難訓練等の導入的な指導の場として、また、

学級（ホームルーム）活動や児童（生徒）会活動における安全指導の有力な動機付けの機

会として重要な意味をもつものである。これらの行事を通して、児童生徒等一人一人の安

全意識を高めるとともに、全校的に安全に対する意識を高める必要がある。したがって、

このような行事は、特にこのために時間を設けて実施する場合や、全校集会、文化祭等そ

の他の機会を活用して行う場合も考えられ、指導計画の作成に当たっては、他の教育活動

における安全指導との関連を重視することが大切である。
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（４）その他の学校行事における安全指導

健康安全・体育的行事の安全に関する行事以外の学校行事の中で、特に安全指導と関連が深

いのは、健康安全・体育的行事における体育的行事、旅行（遠足）・集団宿泊的行事及び勤労

生産・奉仕的行事である。

ア　健康安全・体育的行事の「体育的行事」における安全指導

体育的行事としては、運動会、体育祭、校内の競技会、体力テスト、球技大会などがあ

るが、これらの行事は、保健体育科や学級活動などで習得した事柄を実践する機会となる

ものである。しかし、体育的行事においては、かなり綿密な計画を立てて実施しても、全

校又は学年などを単位とする大集団の活動であること、活発な身体活動を伴う活動である

ことなどの特質から、ルールを守らなかったことや技能の未熟さなどによって起こる事故、

さらには、行事の準備や後片付けの際に起こる事故は決して少なくなく、学校行事で発生

する事故の大部分は体育的行事で起きている現状にある。したがって、行事の指導計画の

作成及び実施に当たっては、安全指導上、特に次のような事柄に配慮することが大切であ

る。

（ア）体育的行事の計画の作成に当たっては、自主的、自発的な活動を助長し、自主的、実践

的な態度を高めるという観点から、児童生徒等を当初から企画に参加させ、自らが活動の

計画を立てるように支援する。その際には、児童生徒等の技能の程度と活動内容、活動の

場所や施設・設備の安全点検、ルールや集団の規律、準備や後片付けの際の安全などにつ

いて十分指導する。

（イ）行事の実施に際しては、行事によって発生が予想される事故や過去において起こった事

故事例を基に、事前指導を行うとともに、終了後においても、事後指導として反省事項を

取り上げ、児童生徒等の安全に対する実践的な態度が身に付くようにする。

（ウ）健康観察や健康診断などの結果から児童生徒等一人一人の健康状態を的確に把握して参

加させるようにする。

（エ）ルールを徹底させるとともに、活動の場所や施設・設備の安全点検を励行する。

（オ）キャンプや登山など野外活動を実施する場合は、天候の変化や児童生徒等の健康状態に

注意するとともに、必要に応じて専門家等の指導を受ける。

（カ）行事の準備や後片付けの際に発生する事故もあるので、あくまでも行事の一環として適

切な指導を計画的に行う。

（キ）学校全体として、健康や安全についての指導の徹底を期すること、特に事故の発生の際

に備えて、その防止、万が一の場合の準備や緊急時の対策などについても、あらかじめ十

分に配慮しておくこと。

（ク）日ごろの学習の成果を学校内外に公開し、発表することによって、学校に対する家庭や

地域社会の理解と協力を促進する機会とすること。
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イ　遠足（旅行）・集団宿泊的行事

遠足（旅行）・集団宿泊的行事としては、遠足、移動教室、修学旅行、宿泊を伴う集団

活動などが考えられるが、これらは学級活動やその他の教育活動で習得した事柄を、児童

生徒等が主体的に実践する機会である。安全指導の観点から考えると、大きな集団での道

路の歩行や横断、自転車や自動車への対応、乗り物の安全な利用、休憩時間の安全な過ご

し方や、さらには集団宿泊中の宿舎での安全な過ごし方や避難の仕方などについての実地

訓練の機会となるものでもある。しかし、活動の場が学校外であるため、気の緩みや集団

の規律を守らないことなどが少なくないので、行動の計画作成及び実施に当たっては、安

全指導上、特に次のような事柄に配慮することが大切である。

（ア）行事の内容によって予想される事故、過去の事故や自然災害の事例などを視聴覚教材な

どを活用して、学級（ホームルーム）活動の安全指導としての事前指導を行い、児童生徒

等が自ら立てる活動の計画の中に、安全に関する事柄が具体的に取り上げられるように指

導する。

（イ）児童生徒等一人一人が集団の一員として規律ある行動をすることが行事を安全に、しか

も、より楽しく豊かなものにすることを十分に理解し、集団の規律を主体的に守ることが

できるようにする。

（ウ）目的地やコース全般の安全については、実地踏査などにより事前に検討するとともに、

現地における直前の点検も行うようにし、児童生徒等の安全の確保が徹底できるようにす

る。

（エ）健康診断などの結果から、児童生徒等の健康状態を的確に把握し、行事に参加させる。

ウ　勤労生産・奉仕的行事

勤労生産・奉仕的活動としては、職場・就業体験、各種の生産活動、上級学校や職場の

訪問・見学、大掃除、緑化活動、全校美化の行事、地域社会への協力や学校内外のボラン

ティア活動などが考えられる。これらの行事は技術・家庭科や学級活動で習得した事柄を

実践する機会となるものである。この行事は、他の行事と比較して必ずしも事故が多いと

はいえないが、計画の作成や実施に当たっては、安全指導上、特に次のような事柄に配慮

することが大切である。

（ア）活動の内容によって予想させる事故や過去の事故事例などを基にして、学級活動などに

おいて事前及び事後の指導を行い、児童生徒等が主体的に安全を考えて活動することがで

きるようにする。

（イ）刃物類などを使用する校内緑化活動や校外における山林での作業の場合は、刃物類の取

扱いや危険な行為などについて十分指導する。

（ウ）大掃除や作業の事故の多くは、児童生徒等の解放感や不慣れなどが誘因となるので、活

動の手順や方法（禁止事項含む）についてよく理解させ、協力し合って、積極的かつ能率
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よく活動ができるようにする。

（エ）介護、育児等の奉仕活動においては、高齢者、幼児、障害のある人などの相手の安全を

確保することについて学習できるよう指導する。

ア～ウ以外にも、儀式的行事や学芸的行事における集会、行事終了後の集団行動は、集団と

しての行動を安全にしかも能率的に行う機会となる。したがって、これらの体験は、災害時の

緊急時における円滑な避難行動に関連してくるものである。

以上のように健康安全・体育的行事の安全に関する行事以外の学校行事も、それぞれ安全指

導と深い関連があり、事件・事故災害防止のための実践的な指導の機会として活用しなければ

ならない。

５　児童（生徒）会活動及びクラブ活動等における安全指導

（１）児童（生徒）会活動の目標と安全指導

ア　児童会活動

児童会活動は、学校生活をともに楽しく豊かにするために学校の全児童をもって組織す

る異年齢集団の児童会によって行われる活動である。児童会活動は、このような児童会の

集団における望ましい集団活動を通して、望ましい人間関係を形成し、集団の一員として

よりよい学校生活づくりに参画し、協力して諸問題を解決しようとする自主的、実践的な

態度を育成することを目標としている。

具体的には、児童の発想や創意を生かし、自分たちの学校生活を楽しく豊かなものに築

いていこうとする資質や能力を養うことにあるが、そのための活動が、単なる方法や手段

となるのではなく、児童の自発的、自治的な活動そのものになることが重要となってくる。

このことを安全指導の観点から考えると、安全指導が目指す、日常生活における安全の

ための必要な事柄を理解させ、自他の生命を尊重し、安全な生活を営むことのできる資質

や能力は、児童会活動における児童の自発的、自治的な実践活動を通じて一層深化され、

拡充されていくものといえる。

イ　生徒会活動

生徒会活動は、全校の生徒を会員として組織し、学校における自分たちの生活の充実・

発展や学校生活の改善・向上を目指すために、生徒の立場から自発的、自治的に行われる

活動である。このような生徒会の集団における望ましい集団活動を通じて、望ましい人間

関係を形成し、集団や社会の一員としてよりよい学校生活づくりに参画し、協力して諸問

題を解決しようとする自主的、実践的な態度を育成することが生徒会活動の目標である。

この生徒会活動の目標を安全指導の観点から考えると、生徒会活動としての教師の適切

な指導の下に、生徒の自発的、自治的な活動によって、自他の生命を尊重し的確な判断力

を伸ばし、適切な意志決定と行動選択ができる資質や能力を培うことを通して、「生活安全」
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「交通安全」「災害安全」の諸問題を解決しながら学校生活を向上させることにあるといえ

る。

（２）児童（生徒）会活動の内容と安全指導

児童（生徒）会活動は、全校の児童生徒が協力し合って目標の達成を図り、成果を生み出し

ていく活動であり、全校的な規模のものであることから、安全に関する活動の内容は、児童生

徒や学校の実態に即したものでなければならない。

したがって、「生活安全」「交通安全」「災害安全」の問題に関して、児童会・代表委員会、

生徒総会や生徒会役員会、さらに、各委員会の活動等で話し合い、問題解決、実践等の活動を

通して学校生活の充実や改善向上を図っていくことになる。また、中学校や高等学校では、地

域のボランティア活動へ参加することによって、生徒の関心が広く学校外の事象に向けられる

ようになることも望ましいことである。

これらの活動の過程を通して、児童生徒の安全意識や実践意欲を高めていくものでなければ

ならない。

ア　児童会・代表委員会

児童会・代表委員会は、主として小学校高学年の代表が参加して、一定の議題の下に話

し合い、解決するための活動を行うものであるが、全児童の意見や希望を取り上げて運営

することが特に重要である。児童会・代表委員会の議題には、「校庭での安全な遊び方を

工夫しよう」などのように児童が学校生活の中で当面している安全に関する問題が取り上

げられることが考えられる。

このような、安全に関する問題を取り上げて話し合い、解決するための活動においては、

単に安全に対するきまりや禁止事項を作ることのみにならないよう配慮する必要がある。

問題の現状と原因の把握、問題解決のための方法、実践化を促すための各委員会で行うべ

き活動などについて話し合い、児童が自主的に安全で楽しい学校生活を創造できるような

指導がなされる必要がある。

イ　生徒総会及び生徒評議会

生徒総会は、全校生徒による生徒会の最高審議機関であり、生徒会としての基本的な事

項についての審議を行うものである。生徒が当面する学校生活の諸問題、例えば、学校に

おける事故、登下校時の交通事故などの問題に関する基本的な行動目標を審議し、生徒会

として実践していくことになる。

生徒評議会は生徒総会に次ぐ審議機関であり、実質的に全生徒の意思を代表する機関と

なっている。したがって、安全の問題に関して各学級や各部各委員会から提起された事柄

の解決方法の検討、実践化のための計画などを立案することになる。

ウ　安全に関する委員会

児童（生徒）会活動における各委員会の活動は、児童（生徒）会の目標を達成するため
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の実践活動の推進の役割を担っており、新聞、放送、図書、美化、飼育栽培、生活、規律、

保健、安全、体育、集会などの各委員会が考えられる。この中で、安全に関する委員会と

しては、生活・規律委員会や保健委員会、安全委員会のように直接安全に関する事項を活

動内容とする委員会もあれば、新聞、放送など本来の委員会活動に付随して、安全に関す

る問題を扱う委員会もある。これらの委員会の活動内容としては、

（ア）安全な学校生活を送るための努力目標やきまり・約束等の設定

（イ）安全な生活実践の状況等に関する情報の提供

（ウ）安全な生活実践を促すための広報活動の工夫

（エ）安全に関する学校行事への参加・協力

などが考えられるが、年間の安全指導の重点、学校行事及び前年度の活動の実際や今年度の

活動計画について、教師が資料を用意し、児童生徒の発想と創意を尊重しながら活動計画を作

成するように指導することが大切である。

エ　ボランティア活動

ボランティア活動や地域の人々との幅広い交流など社会貢献や社会参加に関する活動

は、生徒が社会の一員であるということの自覚と役割意識を深め、人間尊重の精神に立っ

て社会の中でともに生きる豊かな人間性を培うとともに、自分を見つめなおし自己実現に

向かって人生を切り拓く力をはぐくむ上で大切な活動である。安全指導の観点では、例え

ば、防災や交通安全などの地域ボランティアに参加することで、自らの安全だけでなく地

域社会の安全にまで視野を広げることができる。

（３）クラブ活動等における安全指導

ア　クラブ活動等の目標と安全指導

小学校におけるクラブ活動は、主として第４学年以上の児童で組織される学年や学級が

異なる同好の児童の集団によって行われる活動である。クラブ活動は、このようなクラブ

の集団における望ましい集団活動を通して、望ましい人間関係を形成し、個性の伸長を図

り、集団の一員として協力してよりよいクラブづくりに参画しようとする自主的、実践的

な態度を育てることを目標としている。

したがって、クラブ活動は、児童会活動と同様に児童の自主性、社会性、個性を育てる

ことを目標としているといえるが、学級や学年の所属を離れ、同好の児童が一緒になって

各自の能力や特性を十分に発揮し、伸び伸びと楽しく豊かな集団活動を自発的に展開する

場である点が特質といえる。安全指導において目指している実践的な資質や能力は、各教

科、道徳、学級活動等において学習したことを基に、クラブ活動における児童の自発的、

自治的な実践活動を通じて一層深化され拡充されていくものと考えられる。

中学校及び高等学校等の部活動については、学習指導要領総則に「生徒の自主的、自発

的な参加により行われる部活動については、スポーツや文化及び科学等に親しませ、学習

09-生きる力_第2章.indd   53 10.7.16   1:39:24 PM



「生きる力」をはぐくむ学校での安全教育

― 54 ―

2
章

意欲の向上や責任感、連帯感の涵養等に資するものであり、学校教育の一環として、教育

課程との関連が図られるよう留意すること。その際、地域や学校の実態に応じ、地域の人々

の協力、社会教育施設や社会教育関係団体等の各種団体との連携などの運営上の工夫を行

うようにすること。」と規定された。

すなわち、学校の計画に基づき、適切な指導の下に実施される教育活動として、適切に

取り扱う必要がある。部活動には、次のような意義、留意点及び配慮事項がある。

（ア）スポーツや文化及び科学等に親しませ、学習意欲の向上や責任感、連帯感の涵養、互い

に協力し合って友情を深めるといった好ましい人間関係の形成等に資するものである。

（イ）部活動は、教育課程において学習したことなども踏まえ、自らの適性や興味・関心等を

より深く追求していく機会であることから、各教科等の目標及び内容との関係にも配慮し

つつ、生徒自身が教育課程において学習する内容について改めてその大切さを認識するよ

う促すなど、学校教育の一環として、教育課程との関連が図られるようにする。

（ウ）地域や学校の実態に応じ、スポーツや文化及び科学等にわたる指導者など地域の人々の

協力、体育館や公民館などの社会教育施設や地域のスポーツクラブといった社会教育関係

団体等の各種団体との連携などの運営上の工夫を行う。

この部活動を、安全指導の観点から考えると、学校の実態に応じて部が設定され、学校

の伝統、施設・設備の実態、指導に当たる教師の数、児童生徒の発達の段階に配慮しなが

ら、活動内容を計画することが必要である。また、クラブ活動、部活動ともに傷害の発生

率は高く、安全管理とも関連させながらそれぞれの活動を注意深く指導していくことが望

まれる。これらが基盤となり、それぞれの活動が充実することによって、安全指導の目指

している実践的な資質や能力が深化され、具現化されるのである。

イ　クラブ活動等の内容と安全指導

クラブ活動等は、一人一人の児童生徒が自己の生活や所属する集団の生活を楽しく豊か

なものにしようとする意図の下に、共通の興味・関心を追求する活動を自発的・自治的に

行うものである。

したがって、すべてのクラブ活動等が楽しく効果的に行われるためには、それぞれのク

ラブ活動等が安全に実施される必要があり、児童生徒は、自発的、自治的に活動する過程

で、安全に対する資質や能力を身に付けていくことができるのである。

なお、クラブ活動等の内容は、地域や学校の実態により異なっているが、文化的、体育

的、生産的、奉仕的クラブ等のいずれにおいても、用具や器具を取り扱いながら活動する

ことが多いので、児童生徒の用具や器具の取扱いの習熟の度合いを考慮して活動する必要

がある。

また、活動内容が高度すぎたり、活動の量が児童生徒の過重な負担になったりすること

のないように配慮するなど、それぞれのクラブ活動等の特性に応じて安全指導が行われる
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よう十分配慮することが必要である。

６　日常の学校生活における安全指導

これまで述べてきた教科や特別活動等における安全学習、安全指導のほかにも、「朝の会」「帰

りの会」「休み時間」等の日常の学校生活における安全指導も考えられる。学級（ホームルーム）

活動における安全指導とは異なるが、１単位時間の指導内容や学校行事の指導内容を補充、発

展させる側面があることから、それらの指導と関連させて進めるように配慮する。また、児童

生徒等において、多動と注意力不足等がみられる場合には、その実態をよく把握するとともに、

個別的な安全指導の計画を作成し、安全上特別の指導が必要である。

（１）「朝の会」「帰りの会」等の安全指導

「朝の会」「帰りの会」の時間を活用した安全指導では、次の点に配慮して進めることが望ま

れる。

ア　児童生徒等の安全に対する意識を喚起するように題材の提示表現の仕方を工夫する。

イ　１単位時間の学級活動の内容や日常の学校生活における指導との関連を図るように工夫

する。

ウ　学校行事等における指導内容との関連に配慮する。

エ　児童生徒等の日常生活において安全な行動が実践されているかを評価し、その後の指導

に生かすよう工夫する。

（２）「休み時間」等の安全指導

「休み時間」等を活用した安全指導では、次の点に配慮して進めることが望まれる。

ア　児童生徒等の問題となる行動そのものについて、その場その場で改善するよう指示する。

イ　児童生徒等の安全に関して望ましくない行動を取り上げ、適切な行動や実践の方法につ

いて考えさせる。

（３）安全に関する個別指導の配慮

特別支援学級や通級による指導を受ける障害のある児童生徒等とともに、通常の学級にも

LD（学習障害）、ADHD（注意欠陥多動性障害）、高機能自閉症等の発達障害のある児童生徒

等が在籍していることがあり、これらの児童生徒等に対する安全に関する個別指導では、次の

点に配慮して進めることが望まれる。

ア　障害のある児童生徒等の指導に当たっては、特別支援学校や医療、福祉などの関係機関

の助言や援助を活用する。

イ　個々の児童生徒等の障害の状態等に応じた指導内容や指導方法の工夫を計画的、組織的

に行う。
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第４節　安全教育の評価

１　安全教育の評価の意義と内容

安全教育において評価を行うことは、一人一人の児童生徒等が安全教育の目標をどの程度達

成したかを知るとともに、教育内容や方法における問題点を明らかにし、よりよい教育内容・

方法を作り上げていく上で非常に重要である。

安全教育の評価においては、ややもすると事故の発生件数のみによって、その成果を測定し

がちである。しかし、事故は危険な状況や行動の一部が結果として現れたものである。児童生

徒等は、安全教育を通じて安全に関する望ましい資質や能力を身に付け、その結果として事件・

事故災害の発生が防止できる。したがって、安全教育の評価においては、多様な側面から評価

を行うことが可能であり、また、そのことは大変重要である。特に、事故発生の主要因である

行動と、それにかかわる諸要因について調べ、評価することは、安全教育の評価の基礎といえ

る。例えば、安全に関する知識、態度等は、安全教育を評価する上で重要かつ基本的な内容で

ある。また、安全行動の実施状況を調べることも、直接事故防止につながるため、貴重な情報

を得ることができる。これらは、現在の生活における安全行動を反映するとともに、将来の生

活においても重要な意味をもつ。そして評価によって得られた情報は、今後の安全教育を改善

する上で貴重な資料となる。

また、安全教育の指導計画に盛り込まれたことが、適切に実施されたかどうかを評価するこ

とも不可欠である。内容や方法が適切であったか、指導体制が確立していたか、日程や時間に

問題がなかったか、安全教育に関する活動の連携がとれていたかなどは、安全教育の評価項目

として重要である。これらに問題があった場合には、計画に改善を加えて実施し、さらなる評

価を行うことが必要である。

２　安全教育の評価の方法

安全教育を評価するための方法としては、質問紙法、面接法、観察法などが用いられる。質

問紙法や面接法は、安全教育によって身に付けた知識や態度を知る上では最も一般的な方法で

ある。しかし、質問の内容の妥当性・信頼性について検討する必要があり、また、回答は主観

的なものになりがちである。その点、観察法は、特に実際の行動を調べる上で有効な方法であ

る。また、質問紙調査が難しい年少者に対しても使用することが可能である。しかし、観察し

たときの行動が、その人の行動全体を表しているかなどの問題点もある。このようにそれぞれ

の評価方法には短所・長所があることを理解し、いくつかの方法を併用して、評価を進めてい

くことが実際的である。もちろん、児童生徒等だけではなく、保護者への質問などから得られ

た情報も貴重である。安全教育の評価項目としては次のような内容を挙げることができる。
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生活安全・交通安全・災害安全それぞれに対して、

（１）日常生活における事件・事故災害の現状、原因及び防止法について理解できたか。

（２）現在及び将来に直面する安全の課題に対して、的確な思考・判断に基づく意志決定や行

動選択ができるようになったか。

（３）日常生活の中に潜む様々な危険を予測し、自主的に安全な行動をとるとともに、自ら危

険な環境を改善できるようになったか。

（４）自他の生命を尊重し、安全な社会づくりの重要性を認識して、学校、家庭及び地域社会

の安全に進んで参加・協力できるようになったか。

安全教育の指導計画の評価については、指導計画の評価表などを作成して、項目ごとに評価

を行うことが望ましい。評価項目としては次のような内容が挙げられる。

（１）全校的な指導体制が確立されているか、教職員間の連携がとれているか。

（２）日程や時間、実施回数は適切であるか。

（３）安全管理との連携がとれているか。

（４）児童生徒等の実態、地域の特性を反映しているか。

（５）指導の内容や方法に問題はないか。

（６）指導に必要な教材・教具、資料等が整備されているか。

（７）保護者や地域諸機関の協力や理解が得られているか。
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学校における安全管理は、児童生徒等の安全を確保するための環境を整えること、すなわち、

事故の要因となる学校環境や児童生徒等の学校生活における行動等の危険を早期に発見し、そ

れらの危険を速やかに除去するとともに、万が一、事件・事故災害が発生した場合に、適切な

応急手当や安全措置ができるような体制を確立して、児童生徒等の安全の確保を図るようにす

ることである。

このため、学校環境の安全管理、学校生活の安全管理、通学の安全管理、事件・事故災害発

生時の危機管理などを、年間の計画に基づいて適切に行う必要がある。その際、「地域に開か

れた学校づくり」を進め、誘拐や傷害などの犯罪への対策など、学校や地域の状況に応じた児

童生徒等の安全確保の取組を継続的に行うことが不可欠である。

したがって、各学校においては、授業中はもとより、登下校時、放課後、学校開放時等にお

ける児童生徒等の安全確保のために、家庭や地域社会との連携を図り、具体的な方策を講じる

必要がある。

また、安全な環境を整える具体的な方策は、施設・設備等を改善するような物理的な環境整

備や、児童生徒等の行動を規制するような人的あるいは社会的な環境整備などを多角的に考慮

する必要がある。

ただし、安全管理のみでは、児童生徒等の安全確保の実現は難しく、安全教育と一体的な活

動を展開することによって、はじめて学校における安全が確保できるものである。安全管理の

意義は、結果として児童生徒等の安全を確保することだけにとどまらない。安全管理における

環境整備等は、児童生徒等がより安全な行動を意志決定したり、行動選択したりすることを促

すことにもつながる。また、安全管理を行う主体は、原則として校長をはじめとする教職員で

あるが、児童生徒等が安全管理に適宜参加することにより、児童生徒等の身近な生活における

安全管理の能力を向上させることも期待できる。

なお、安全管理には、すべての学校種や児童生徒等に共通して行われる点も少なくないが、

学校環境や児童生徒等の特性に応じた管理も求められる。なぜなら、学校環境や児童生徒等の

実態や特性には大きな差が認められるからである。例えば、学校環境については、学校種や教

育活動の重点等による施設や設備の違いが挙げられる。高等学校においては、その専門教育（工

業、農業）によって施設・設備を含めた学校環境が異なる。また、児童生徒等の特性としては、

年齢や個人により、心身の発育・発達の状態、行動、障害の種類や程度などが異なることが挙

げられる。これは、同じ環境であっても、その危険性は個人によって同一でないことを意味す

る。安全管理には以上のような点を考慮することが不可欠である。

第１節　学校環境の安全管理

１　学校環境における安全管理の方法
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学校環境の安全管理の方法としては、安全点検の実施と改善措置が考えられる。

（１）安全点検の種類と対象

安全点検の対象や内容は多岐にわたる。また、安全点検の対象である学校環境は、常に同じ

状態にあるわけではなく、季節あるいは時間、自然災害等により劇的に変化するものである。

そのため、安全点検を継続的かつ計画的に行わなければ、環境や行動における重大な危険は見

過ごされる可能性がある。安全点検の確実な実施を促すために、実施方法について法的に定め

られている。すなわち、学校保健安全法施行規則（以下「規則」とする。）によれば、安全点

検は、定期的、臨時的、日常的に次表のように行うこととされている。

安全点検の種類 時期・方法等 対　象 法的根拠等

定期の安全点検 毎学期１回以上
計画的に、また教職員
全員が組織的に実施

児童生徒等が使用する施
設・設備及び防火、防災、
防犯に関する設備などに
ついて

毎学期１回以上、幼児、
児童、生徒又は学生が通
常使用する施設及び設備
の異常の有無について系
統的に行わなければなら
ない（規則28条第1項）

毎月１回
計画的に、また教職員
全員が組織的に実施

児童生徒等が多く使用す
ると思われる校地、運動
場、教室、特別教室、廊下、
昇降口、ベランダ、階段、
便所、手洗い場、給食室、
屋上など

明確な規定はないが、各
学校の実情に応じて、上
記（規則28条第1項）に準
じて行われる例が多い

臨時の安全点検 必要があるとき
・運動会や体育祭、学芸
会や文化祭、展覧会な
どの学校行事の前後
・暴風雨、地震、近隣での
火災などの災害時
・近隣で危害のおそれの
ある犯罪（侵入や放火
など）の発生時　など

必要に応じて点検項目を
設定

必要があるときは、臨時
に、安全点検を行う（規
則28条第2項）

日常の安全点検 毎授業日ごと 児童生徒等が最も多く活
動を行うと思われる箇所
について

設備等について日常的な
点検を行い、環境の安全
の確保を図らなければな
らない（規則29条）

（２）安全点検の方法

安全点検の方法は、その種類や対象によって異なる。定期の安全点検では、対象が多岐にわ

たるので、点検の質を確保するためには、教職員全員により、組織的かつ計画的に行われなけ

ればならない。日常の安全点検は、児童生徒等の学習活動や学校生活に伴って、常に行われる

必要がある。

安全点検の実施計画では、対象や種類別の安全点検表及び項目ごとの観点や分担を明らかに
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した実施要領を作成し、全教職員の共通理解を図って実施する必要がある。

また、臨時の安全点検については、計画的に実施するものではないが、改修により施設の状

況が変化した場合や突発的に必要となる場合もあるので、実施すべき状況やその方法等につい

て事前に検討しておく必要がある。

個々の点検は、目視・打音・振動・負荷・作動等により行われるが、対象や項目に応じて、

複数の方法を組み合わせる。

以上の点検作業は、学校管理の一環として、原則として教職員が行うものである。しかし、

対象や項目によっては、構造上の複雑さや表面の塗装等により、教職員では金属疲労・腐食・

亀裂等の状態を正確に把握できない場合もある。判断が難しく、点検の信頼性が疑われる場合

には、定期又は臨時に専門家による点検を行う必要がある。

近年、遊具や固定施設の破損、老朽化、設置の状態等により重大な事故が発生していること

から、定期的又は臨時に、専門家による安全点検を積極的に実施する必要性が高まっている。

各学校及び設置者で具体的な対策を検討すべきである。

また、安全点検表の作成に当たっては、その対象となる場所ごとに、点検の観点、点検の方

法、判定結果、不良箇所とその程度、改善措置の状況などを記録できるようにする必要がある。

ところで、計画的な点検のためには、安全点検表や実施要領の整備が不可欠であるが、実施

要領等が繰り返し使用された場合、形骸化したりマンネリ化したりする可能性も否定できない。

また、点検により問題点が発見されない場合には、取組の意欲を低下させるおそれもある。そ

れらを避けるために、安全点検では目的を再確認し、危険の発見や予測のために意識的に積極

的に行う姿勢をもつ必要がある。そのために、担当場所を変えたり、安全に配慮しながら、保

護者や児童生徒等を参加させたりするなどの工夫も、効果的であると考えられる。また、安全

点検や記録の方法を評価し、必要に応じて改善することが必要である。

（３）安全点検と改善措置

学校環境の安全の確保については、学校保健安全法第28条において「校長は、当該学校の施

設又は設備について、児童生徒等の安全の確保を図る上で支障となる事項があると認めた場合

は、遅延なく、その改善を図るための必要な措置を講じ、又は、当該措置を講ずることができ

ないときは、当該学校の設置者に対し、その旨を申し出るものとする。」と規定されている。

施設及び設備の安全点検を実施し、児童生徒等の安全の確保に支障となる事項を認めた場合

は、危険物の除去、施設・設備の修繕、危険箇所の明示、立入禁止や使用禁止又は使用場所の

変更を行うなどの適切な措置を講じなければならない。

大規模な改修を伴う場合など校長が対応できない事項については、学校の設置者に速やかに

報告し、適切な措置の実現を図らなければならない。補修・改修履歴等の安全管理に関する情

報を設置者と学校が共有する必要があり、人事異動の際にも引き継ぐことが重要である。
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２　学校環境における安全管理の対象

対象や項目の設定では、学校種の違い、学校環境等や地域の実情を考慮する必要がある。対

象や項目の例を別表に示すが、これらに限定することなく、追加・変更等を行うことが求めら

れる。また、学校開放により一般者が校内施設を使用することが日常的となりつつあるが、学

校開放では、開放部分と非開放部分を明確にして、必要に応じて進入禁止場所の明示や施錠等

を行う。なお、危害を加えるおそれのある者、不審者等の侵入対策など防犯に関する安全管理

について、十分配慮する必要がある。

（１）校舎内等の安全管理

校舎内・園舎内の管理の対象としては、教室（保育室）、廊下、階段、便所、特別教室、体

育館（遊戯室）等が考えられる。これらは、児童生徒等の学校生活の中で最も多く使用される

場所であり、状態の変化には特に留意する。また、寮や寄宿舎については、校舎内等の安全管

理に準じて行う。

ア　教室（保育室）

床や腰板などの状態、くぎ、びょうなど危険の有無、教室の窓枠、窓からの転落の危険

性、窓ガラスの破損の危険性、出入口の扉の危険の有無及び机、戸棚、その他の備品の配

置及び机、いすの破損の有無についても配慮する。

イ　廊下、階段、昇降口、ベランダ

廊下の窓枠の破損の有無、フェンスの危険の有無、廊下や階段、昇降口やベランダなど

の不要物や足掛りとなる物の有無、額等掲示物の固定不全について配慮する。

ウ　便所、水飲み場

便所や水飲み場は、多数の児童生徒等によって同時に使用される場所であり、そのため

に起こる事故も少なくない。したがって、周囲の危険物や昇降口との関係についても常に

安全を確かめておく必要がある。また、水飲み場、洗口場、手洗い場等は、特に滑らない

ようにしておくように配慮する。

エ　屋上

常時児童生徒等が使用している屋上については、金網の高さ、天窓の管理、床やフェン

スなどの破損の有無など、危険のない状態にしておかなければならない。また、使用しな

い場合には、屋上への出入口の施錠など適切な管理を行う必要がある。

オ　給食室

給食室は、食中毒や火災の発生が懸念される場所であり、このため、調理器具の保管状

態、ねずみや害虫等の駆除、刃物類の始末、防虫網の整備、火気の後始末や電気、ガス使

用の管理、運送用のコンテナの取扱いなど万全でなければならない。

カ　特別教室等

理科室、技術室、家庭科室、図画工作（美術）室などの特別教室や保健室などの施設・
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設備や薬品等による事故は、その取扱いの不注意によって起こる場合が多い。したがって、

これらの特別教室や準備室等の薬品戸棚の管理、電源、ガスなどの安全装置、危険標識等

の整備、刃物類の管理、実験用の危険薬品や保健室の薬品の貯蔵と管理は、常に万全でな

ければならない。

キ　体育館（遊戯室）

体育館（遊戯室）は、運動場と同様、児童生徒等の活動が活発に行われる場であるため、

床板や壁面の破損状況、電源等の安全、体育施設や体育用具の破損の有無、取付け口や固

定口の破損の有無などについて確かめるとともに安全管理に配慮する。

ク　校舎等の外壁

校舎・園舎の外壁の亀裂、表面仕上げ材の浮きなどから剥落等の危険の有無について配

慮する。

（２）校舎外等の安全管理

校舎外・園舎外の安全管理としては、運動場・園庭等、体育施設、運動用具等の倉庫、プー

ル、足洗い場等が考えられる。これらの安全管理については、外部環境や一般の者との接点が

多いものであることに留意する。なお、施設や器具・用具については、それ自体の安全管理だ

けでなく、使用法や扱い方も重要であるが、それらについては「第２節 学校生活の安全管理」

において述べる。

ア　運動場・園庭等

運動場・園庭等は、児童生徒等が学校生活において最も活発に活動を行う場所であり、

特に、クラブ活動等、放課後、休憩時などを中心に利用される。したがって、地面の勾配、

凹凸の状態、排水の状態などについて点検し、危険物（ガラス、石、くぎ等）の除去を行

い、常に安全な状態に整備しておくよう配慮する。

イ　遊具、体育等の固定施設、移動施設

固定施設については、遊具、鉄棒、野球場等のバックネットなどの破損の有無や周囲の

状態、設置状態、砂場、掲揚塔などの塔の状態について常に安全を確かめ、けがが起こら

ないようにしておかなければならない。

また、サッカー、ハンドボールのゴールポストなどの移動施設については、特に固定の

状態、破損の有無を確かめるとともに、移動した場合、固定状況の点検を実施する。

ウ　運動用具等の倉庫

児童生徒等のけがの中で、運動や勤労生産的活動のための用具の撤去や収納の際に起こ

るものも決して少なくない。したがって、それらの倉庫や用具室の整理・整とんに努める

とともに、常に施錠ができる状態になっているかの確認が必要である。また、石灰による

角膜損傷などの報告もあることから、用器具等の保管状態や取扱い、児童生徒等の出入状

況などについても十分に配慮する。
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エ　プール

プールについては、浄化・消毒装置やシャワー、洗眼器などの設備が設置目的に合った

機能を果たしているか、それが安全に使用されているか、また、プールの中に危険物や異

物などが混入していないか、プールの排水口、プールサイドやプールの周囲が安全な状態

に保たれているかなどについて、常に確認しておくよう配慮する。

オ　足洗い場

足洗い場は、水飲み場と同様、多数の児童生徒等によって同時に使用される場所であり、

周囲の危険物の有無、周囲が滑りやすくなっていないか、排水の状態などについて確かめ、

安全な状態が保たれるように配慮する。

３　自然災害等発生に備えた安全管理

自然災害等発生に備えた安全管理としては、火災や地震、火山活動などの災害発生時の避難

に関する事項及び地震等への備えに関する事項等が考えられる。例えば、危険等発生時対処要

領（危機管理マニュアル）の作成・点検をすること、「緊急地震速報」を受け取った際の対応、

避難経路や防災施設等の周辺に障害物を置かないこと、避難器具の点検、設備や器具等の転倒・

落下防止、発火しやすい薬品等の安全な保管、校外関連機関との連絡体制・連絡機能の確保、

非常用物資の備蓄などについて十分配慮する。さらに、自然災害等発生時に学校が避難所となっ

た場合を想定して、使用場所についての一応の優先順位を、教育委員会等と十分協議するとと

もに、衛生管理にも配慮した安全管理について検討すべきである。

一方、防災に関する施設や設備については、誤作動によるけがなど、日常の安全性の観点か

らの安全管理も必要である。防災扉、防火シャッターについては定期点検、取扱いの注意等を

徹底する必要がある。

第２節　学校生活の安全管理

学校生活の安全管理は、休憩時間、各教科等の学習時、クラブ活動等、学校行事、その他学

校におけるすべての教育活動を対象として、主に児童生徒等の行動により生じる危険を早期に

発見し、事故を未然に防止するために行うものである。

学校生活の安全管理を効果的なものにするには、まず、安全管理の観点と方法を適切に定め

る必要がある。観点と方法の設定には、全国、地域、あるいは各学校における過去の事故統計

や事故事例を分析し事故の発生状況を把握するとともに、自校の児童生徒等の多様な行動など

の実態を踏まえなければならない。さらに、観点や方法について全校教職員の共通理解を図る

必要がある。
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１　学校生活の安全管理の方法

（１）事故の発生状況や原因・関連要因等の把握

自校における事故の発生状況及びその原因・関連要因等を確実に把握するためには、①運動

や遊びなどの活動内容、活動場所等の実態調査　②学級日誌、委員会活動及びクラブ活動等の

記録　③健康観察や保健室来室状況等の記録　④教職員による行動観察などの情報を活用す

る。国内等の事故については、独立行政法人日本スポーツ振興センターの事故統計や事故事例

などを活用する。以上のような情報は、校内は当然のこと、地域の学校間においても積極的に

交換されることが望まれる。

（２）行動や場所の規制

行動や場所の規制は、休憩時間やクラブ活動等、児童生徒等の自由度が高い時間帯において

も有効であるように、具体的で明確でなければならない。例えば、立入りを禁止する場合には、

その場所を明示するとともに、容易には立ち入ることができないような措置を講じる必要があ

る。そのためには、まず、規制について教職員が共通理解し、協力体制を確立し指導する必要

がある。さらに、規制の理由を児童生徒等に理解させ、遵守を徹底させなければならない。

（３）情緒の安定及び良好な健康状態の把握

児童生徒等の情緒の状態をはじめとする心身の健康状態は、行動に大きく影響し、結果とし

て児童生徒等の安全性に影響を与える。よって、心身の健康状態の把握及びその安定や改善に

努めることが重要である。

情緒の不安定が認められたときには、個別あるいは集団を問わず、積極的に指導を行う。

例えば、気分転換やリラクゼーションにより情緒の安定を促す。また、情緒の安定に関する

学習を充実させることは当然のこと、日常的にも、児童生徒等の理解に努めたり、生活習慣の

形成に力を入れる。相談活動やカウンセリング体制の整備、美化活動などの環境整備も情緒の

安定を促すと期待される。幼児、障害のある児童生徒等においては、情緒の安定のためには、

保護者との連絡・連携が特に重要である。

健康状態についても、日常の健康観察、健康相談や健康診断に関する情報等を活用し、疾病

や異常の早期発見、対処に活用すべきである。

（４）安全管理と安全指導との関連

学校生活における安全管理は、事故防止を直接的な目的としていることから、指示的、規制

的になりやすい。もちろん、指示的・規制的姿勢は必要であるが、あまりに偏ると、思春期以

降には逆効果になる場合も少なくない。規制やきまりについては、規範意識形成のために遵守

させるべき対象ととらえるばかりでなく、児童生徒等が安全を重視した意志決定や行動選択を

行うための環境整備の一つであるとみなすことができる。したがって、児童生徒等には、安全

な行動選択の必要性、安全な行動の実践方法などを理解させながら、必要に応じて危険を予測

する能力や安全を尊重する規範意識等の形成と関連させ、指導の徹底を図ることが大切である。
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すなわち、安全管理は安全指導の充実と補完関係にあることに留意する。

また、学校生活における安全管理の効果を高めるためには、教職員と児童生徒等との人間関

係及び児童生徒等相互の人間関係において信頼が不可欠である。

なお、児童生徒等の中には、危険な行動をとったり、けがをしやすい者も認められる。こう

した児童生徒等に対しては、多面的な理解、個別的な指導など、発達の段階も考慮した働きか

けを行うことが大切である。

２　学校生活の安全管理の対象

学校生活の安全のためには、施設・設備、器具・用具等学校環境自体の安全が前提となるが、

環境の安全管理については、主として「第１節 ２ 学校環境における安全管理の対象」にお

いて扱う。

以下では、学校生活ごとに、様々な対象に共通する学校管理の観点・留意点について述べ、

別表（106ページ参照）として、対象や項目の例を示すこととする。ただし、対象や項目の設

定には、学校種の違いや自校の環境の実態等を考慮する必要がある。別表の例に限定すること

なく、適宜、追加・変更等行うことが望まれる。

（１）休憩時間

休憩時間等の安全管理は、始業前の特定時間、業間の休憩時間、昼の休憩時間、放課後など

がその対象となる。このような時間には、児童生徒等は解放感から、とかく無意識のうちに危

険な行動に入る場合があり、事故の発生も多く、児童生徒間の暴力やいざこざ等が起こること

も考えられる。したがって、始業前の特定時間、業間の休憩時間、昼の休憩時間、放課後等そ

れぞれ時間の特性に応じて、次のような観点から安全点検を行い、必要な措置をとるようにす

る。

ア　校舎内で活動している場合

（ア）屋上や階段、廊下や教室の施設そのものに不備や危険はないか。

（イ）校舎内での施設の利用や児童生徒等の行動に危険はないか。

（ウ）庇や天窓に乗ったり、窓から不用意に体を乗り出したりするなど危険な行動をしていな

いか。

イ　運動場、体育館等で活動している場合

（ア）運動や遊びをしている者と他の者との間に危険はないか。

（イ）運動や遊びの種類と場所に危険はないか。

（ウ）休憩時間から学習時間に移るときの児童生徒等の行動に危険はないか。

（エ）人目につきにくいところで運動や遊びをしている者に危険はないか。

（オ）新しく児童生徒等の間に流行している遊びで安全上の問題となるものはないか。

ウ　運動場、体育館等で遊具や固定施設、移動施設を利用している場合
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（ア）遊具、固定施設そのものについて不備や危険はないか。

（イ）利用の仕方に無理はないか。

（ウ）利用している者の行動に危険はないか。

（エ）固定施設の近くにいる者に危険はないか。

（２）各教科等の学習時間

各教科等の学習時、特に、理科、図工、美術、技術・家庭科、体育科、保健体育科及び高等

学校の専門教育での実験、実習、実技などにおける事故は少なくない。また、総合的な学習の

時間では、校外で活動するなど不慣れな場所に出かけることも想定されるので、安全への一層

の配慮が必要となる。各教科等の安全管理では、学習中は当然のこと、学習前から心身状態等

の把握に努める。また、けがの可能性が高い児童生徒等に対しては、個別的に配慮する。校外

での活動に際しては、事前の調査等が不可欠であることはいうまでもない。

これらの教科に共通して留意すべき事項としては、次のような点が挙げられる。

ア　始業前や各教科等の指導前に、児童生徒等の心身の状態の把握、服装、学習中に予想さ

れる危険に対する配慮がなされているか。

イ　施設、用具、教材・教具等が整備され、その扱い方が児童生徒等によく理解され、利用

の仕方に危険はないか。

ウ　情緒不安傾向の生徒等、特に、注意を要する者に対する適切な個別的配慮がなされてい

るか。

これらの基本的な共通点に留意して、それぞれの教科の特性、児童生徒等の実態に応じた具

体的な観点を作成して、安全管理の万全を図る必要がある。

（３）園外保育、クラブ活動等、学校行事等の活動時

クラブ活動等の活動は、児童生徒等が自主的に行う、学年や学校全体など集団で行う、校外

で行うなどの特徴を有する。また、これらの活動は、場所、活動状況等極めて多岐にわたる。

よって、多様な状況に応じた安全管理が必要となる。

園外保育、クラブ活動（部活動含む）や学校行事など、児童生徒等が自主的に行ったり、学

年や学校全体など集団で行う諸活動については、慎重な安全管理の配慮が必要である。このた

めに共通した観点を次に挙げる。

ア　参加する人員は完全に確認されているか。

イ　異なった学年の児童生徒等による共通の活動であるための無理や危険がないか。

ウ　場所、時刻、時間等に無理や危険はないか。また、用具や使用施設・設備の安全の状態

が確認されているか。

エ　参加する者の健康状態が十分把握され、活動状況に危険はないか。

オ　活動をしている者同士の間に危険はないか。

このような基本的な共通点を押さえながら、各活動内容に沿って、具体的な観点を設定し、
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児童生徒等の自己管理と併せて、効果的な安全管理を進めていくことが必要である。

特に、放課後等に行われる部活動での事故が多いので、部活動に参加する者の自己管理を徹

底するとともに、直接指導を充実するなど教職員の共通理解を図るようにする。また、歯等の

障害が著しく多いことから、種目や運動内容によっては、マウスガードを活用することなども

考慮する必要がある。

（４）学校給食の時間

学校給食では、調理室からの食かん等の受け渡し時、運搬時、配膳時等の様々な段階がある。

学校給食の食事の運搬や配膳などに際して、時として事故を招くことがある。このため、特

に次のような観点に留意した安全管理が必要となる。

ア　学校給食の調理室の窓口前に危険はないか。また、食かん、食器等の受け渡しやコンテ

ナの移動の際に危険はないか。

イ　食事を運搬する途中の運搬の方法、運搬する通路などに危険はないか。

ウ　食事を配膳するときの取扱いに危険はないか。

（５）清掃活動等作業時

日常の清掃、大掃除、学校環境緑化活動、その他の作業活動時においても、用具の扱い方、

危険な行動などが原因で事故が発生することがある。このため、次のような観点に留意して、

安全管理に当たることが大切である。

ア　道具や用具が正しく安全に利用され、また作業時等の服装が適切なものであるか。

イ　肥料や薬剤の取扱いが安全になされているか。

ウ　作業している場所及びその周辺に危険はないか。

エ　作業している者と他の者との間に危険はないか。

第３節　不審者侵入防止に関する安全管理

学校において児童生徒等の生命や安全を守ることは、すべての教育活動においての基礎とな

り、また、その前提となる。このため、学校においては、保護者や警察等の関係機関、地域の

関係団体等との連携を図り、児童生徒等が、危害を加えるおそれのある不審者等の侵入による

犯罪の被害者とならないよう十分な対策を講じる必要がある。具体的には、学校や地域の実情

等を考慮し、日常の安全確保、学校周辺や地域における侵入のおそれのある不審者等の情報が

ある場合の安全確保、不審者等の侵入の防止、校内や敷地内に侵入した場合の安全確保及び緊

急の対応等について、多様な観点から対策を検討し、実施する必要がある。

なお、不審者侵入防止に関する安全点検を実施する際には、これまで実施している施設・設

備等の定期、臨時及び日常の安全点検と改善措置と併せて実施すると、効果的・効率的に実施

できるものと考えられる。
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１　日常の安全確保

（１）教職員の共通理解と校内体制の整備

日ごろから、児童生徒等の安全確保に関する教職員の共通現解と意識の高揚を図り、危険等

発生時対処要領（危機管理マニュアル）の作成・改善などにより、校内体制を整備する。

（２）来訪者の確認

学校への来訪者の案内・指示・誘導、敷地や校舎への入口等の管理、入口や受付の明示、来

訪者への声かけや名札等による識別などについて検討し、必要な対策を実施する。

２　学校施設面における安全確保

校門、囲障、外灯、校舎の窓、出入口等の破損、錠の点検・補修、警報装置や防犯監視シス

テム、通報機器を設置している場合の作動状況の点検、警察や警備会社等との連絡、通報体制

の整備、死角の原因となる立木等の障害物の有無、駐車場や隣接建物等からの侵入の可能性な

どについて検討し、必要な対策を実施する。

３　不審者情報にかかわる関係機関との連携

日ごろから、学校周辺や地域の不審者情報に係る関係機関等との連携を図るとともに、近接

する学校等間の情報提供体制を整備する。

４　始業前や放課後、授業中や昼休み等における安全確保の体制整備

始業前や放課後、授業中や昼休み等における教職員やボランティア等による校舎内外の巡回

などについて検討し、必要な対策を実施する。

５　安全に配慮した学校施設の開放

開放部分と非開放部分とを明確に分けることと不審者等の侵入防止策（施錠等）の実施、保

護者や PTA等による学校支援のボランティア活動への積極的な協力の要請など、必要な対策

を実施する。

６　「地域に開かれた学校づくり」と安全確保の両立

「地域に開かれた学校づくり」については、家庭や地域社会とともに児童生徒等を育ててい

く観点に立って、学校施設の開放、教育機能の開放、学校情報の公開、教育活動や学校運営の

開放などを行っているものであり、今後もその重要性は変わらない。

したがって、「地域に開かれた学校づくり」を推進するためには、その前提として、学校の

教職員や地域住民の学校の安全管理に関する意識を高め、学校や地域の状況に応じた外部から

の不審者等の侵入防止の対策を継続的に実施し、児童生徒等の安全確保を図ることが絶対の条
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件である。その際、地域学校安全委員会（第５章 第４節参照）や学校評議会等の活動と連動

させたり、PTA、地域住民、スクールガード・リーダー、学校安全ボランティア（スクールガー

ド）等との緊密な連携による学校の安全確保が重要である。

第４節　通学の安全管理

学校においては、児童生徒等が、充実した学校生活を送るために、保護者や警察等の関係機

関、地域の関係団体等との連携を図り、通学時の安全を確保することは重要である。

具体的には、安全な通学路の設定、通学路による登下校の徹底、通学路の要注意箇所の把握・

周知などを行う必要がある。例えば、通学路の要注意箇所の安全マップを作成し、それらの情

報を児童生徒等に周知する。また、地域の関係機関等との連携を図り、「子ども110番の家」等

の登下校時の緊急の際の避難場所を児童生徒等に周知したり、登下校時の緊急の際の対処法の

指導などについて検討したり、必要な対策を実施することなどが考えられる。

１　通学路の設定と安全確保

通学の安全管理は、児童生徒等の通学時における安全の確保を目的とするもので、通学路の

設定とその安全確保及び通学の手段に対応した安全管理が主な対象となる。特に、中学校や高

等学校における生徒の通学手段は、徒歩に加えて、自転車やバス、電車、場合によっては二輸

車や自動車など多岐にわたることから、それぞれの交通手段の特性を考慮した安全管理が求め

られる。また、通学の安全管理については、交通安全だけでなく、誘拐や傷害などの犯罪被害

防止や防災の観点からも対策が必要である。

なお、通学の安全確保には児童生徒等の行動が大きくかかわるので、児童生徒等の行動の自

己管理が極めて重要となる。したがって、安全管理だけでなく計画的な安全指導が不可欠であ

り、両者を特に密接に関連付けるべきである。さらに学校、家庭、地域社会がそれぞれの役割

を果たし責任を持って児童生徒等の指導に当たることが重要である。

通学路の設定とその安全確保に当たっては、交通事情等を考慮するとともに、誘拐や傷害な

どの犯罪被害防止についても考慮し、教育委員会をはじめ関係機関と協議し、可能な限り安全

な通学路を設定する。なお、児童生徒等の通学路が一人一人違うため、保護者が状況等を把握

し、児童生徒等に安全確保のための指導を行うことも重要である。さらに、通学路の安全性が

恒常的に確保されるよう、交通安全施設の新設や改修などを含め、保護者、警察や地域の関係

者等の協力も求めて、対策を講じておく必要がある。

２　安全な通学方法の策定・実施

通学の安全を確保するためには、通学路の設定等のほかに、地域の道路や交通事情に即した
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通学手段を選ぶとともに誘拐や傷害などの犯罪被害防止の視点で、適切な安全管理の下に通学

するようにする。その際、特に次の事項に配慮する必要がある。

（１）交通手段の違いによる安全確保

ア　徒歩及びバス、電車等交通機関利用による通学の安全確保

利用される交通機関等は地域や学校の実情等により大きく異なる。これらの実態に応じ

て、安全管理を行う。また、悪天侯時等の状況における安全確保についても検討しておく。

イ　自転車通学の安全確保

自転車通学での安全確保では、通学における使用のきまりの遵守、自転車に関する道路

交通法等関連法規の遵守、車両の点検整備、駐車における管理、学校周辺や校門周辺にお

ける一般交通や他の生徒との混雑緩和、乗車時の行動等について安全管理を行う。その際、

通学時間帯に応じた管理についても考慮する。

ウ　二輪車や定時制高校等における自動車による通学の安全確保

二輪車や自動車による通学での安全確保についても、通学における使用のきまりの遵守、

車両の点検整備、駐車における管理、学校周辺や校門周辺での他の生徒との混雑緩和、乗

車時の行動等について安全管理を行う。その際、二輪車や自動車は歩行者等に対する加害

事故を起こしやすいことに留意する。

（２）誘拐や傷害などによる犯罪被害防止のための安全確保

登下校時の誘拐や傷害などによる犯罪被害防止については、学校、家庭、地域社会が、それ

ぞれの状況を勘案し、適切な役割分担の下で協力しつつ、児童生徒等の安全を確保することが

求められている。例えば、教職員や保護者が実際に通学路を歩き、誘拐や傷害などによる犯罪

被害防止の観点や交通事情等を考慮し、関係者が議論して可能な限り安全な通学路を設定する

とともに、通学路を点検し、要注意箇所があれば保護者や警察、自治会などの関係者の間で共

通認識を持ってそれぞれの立場に応じて対応することが必要であり、通学路の安全点検と要注

意箇所の周知、環境改善等の働きかけが重要である。また、地域全体で児童生徒等を見守る体

制を整備するなど、通学路に不審者を近付けない、あるいは犯行に及ばせないことも重要であ

る。さらに、児童生徒に対しても「通学安全マップ」や「地域安全マップ」の作成などを通し

て危険箇所を周知するとともに、危険予測・回避能力を身に付けさせることが必要であり、管

理と指導を一体的に行うことが重要である。

３　地域ぐるみで見守る体制整備と情報の共有

これまで述べたように、交通事故や不審者等から児童生徒等の大切な生命や安全を確保する

ため、学校において努力することは当然であるが、その広範な内容からみて、学校の教職員だ

けでは十分とはいえない。そのため、警察と連携をとりながら、学校と保護者、地域の関係団

体等との間で、登下校の安全確保に関する情報を共有し、適切な役割分担の下で協力しつつ、
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学校周辺、通学路での安全を確保するなどの組織的な活動が必要である。

したがって、家庭では日ごろから、児童生徒等が事故や誘拐や傷害などの犯罪の被害から自

分の身を守るために注意すべき事項、例えば、自宅周辺や通学路周辺の危険箇所、いざという

時の駆け込み先、防犯ブザーなど防犯用具の使い方（定期的な作動確認含む）、送り迎えの約束、

一人在宅時の電話や訪問者への対応等に関して話し合っておくことが必要である。

また、学校は、警察、PTA、自治会、地区交通安全協会、地区防犯協会、青少年教育団体

等の協力を得ての要注意箇所の情報や不審者等の情報について速やかに伝達できるようにする

とともに、学校内外や地域の巡回、「声かけ運動」等を学校と地域、関係機関・団体が一体となっ

て展開することなどが必要である。

そして、地域では、様々な安全ボランティア団体が児童生徒等の安全を守るために主体的に

活動していることから、学校においても、このような団体に直接働きかけ、PTAや関係諸機

関と連携を図りながら児童生徒等の安全確保に取り組み、地域ぐるみで地域や学校の安全を高

めることが必要である。また、情報の収集・共有化を進めるため、迅速性・確実性に配慮し、

学校、家庭、地域関係団体等が電子メールやホームページを活用することや、ICTを活用し

た防犯の取組を検討すること等も登下校時の安全を確保するために有効である。

第５節　事件・事故災害発生時の危機管理

学校においては、学校保健安全法第29条で規定されている危険等発生時対処要領（危機管理

マニュアル）を作成するものとされている。

生命や心身等に危害をもたらす様々な危険から児童生徒等を守るためには、学校や地域社会

の実情等に応じた実効性のある対策を講じなければならない。その中心となるのは学校が行う

危機管理であり、事前に、学校は適切かつ確実な危機管理体制を確立し、危険等発生時対処要

領（危機管理マニュアル）の周知、訓練の実施など、教職員が様々な危機に適切に対処できる

ようにする必要がある。

学校の危機管理では体制づくりが重要であり、校長、副校長が責任者となり、校務分掌によ

り安全を担当する教職員が中心となって活動できる体制を作り、教職員はそれぞれの状況に応

じて平常時から役割を分担し、連携をとりながら活動を進めていく必要がある。

学校は事件・事故災害発生時には迅速かつ適切に対応することが求められる。危険等発生時

対処要領（危機管理マニュアル）に沿って、危機管理責任者である校長（副校長）を中心に遺

漏なく対応し、児童生徒等の安全を確実に確保し、速やかな状況把握、応急手当、被害の拡大

の防止・軽減等を実施する。

事態が収拾した直後から、保護者及び関係者への連絡・説明を速やかに行い、教育再開の準

備や事件・事故災害の再発防止対策を実施する。また、心のケアなど必要な対策を講じること
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が必要である。

１　事件・事故災害発生時の救急及び緊急連絡体制

学校において事件・事故災害が発生した場合には、児童生徒等の安全確保や通報など、必要

な措置を行うとともに、速やかに適切な応急手当が行われなければならない。応急手当は、傷

病の悪化を防ぎ、引き続いて行われる専門的処置の有効性を高めるための手当であり、傷病者

の苦痛を緩和する効果もある。応急手当には、迅速さや正確さが要求される。よって、応急手

当が適切に行われるためには、学校全体の救急及び緊急連絡体制が確立されている必要がある。

また、AEDについては、インジケータのランプの色や表示により、AEDが正常に使用可能な

状態を示していることを日常的に確認するなど、適切な管理が必要である。加えて、全教職員

が様々な状況や傷害等に対する応急手当の手順と技能を習得していることが求められる。

なお、応急手当が必要な事件・事故災害としては、単なる負傷だけでなく、暴力（生徒間、

対教師、対物など）、侵入者による校内外での犯罪など幅広く想定すべきである。

（１）校内での救急及び緊急連絡体制

校内で事件・事故災害が発生した場合には、原則として、その場に居合わせた教職員が速や

かに応急手当を行い、必要に応じて救急車等を手配する。また、直ちに養護教諭や他の教職員

の応援を求める。併せて、周囲の状況を整え、児童生徒等の動揺を抑える。また、保護者、学

校医、教育委員会等へ連絡する。事後措置としては、引き続き保護者等との連絡・対応を行う

とともに、教職員間の共通理解、児童生徒等への指導、さらには、必要に応じて、PTA、警察、

報道機関等への対応を行う（付録参照）。また、侵入者による校内外における犯罪発生の際には、

児童生徒等の生命や身体の安全確保を最優先し、通報や応急手当などを併せて実施する。

なお、独立行政法人日本スポーツ振興センターでは、「学校の管理下」における児童生徒等

の負傷、疾病、障害、死亡などの災害に対して、医療費、障害見舞金、死亡見舞金といった災

害共済給付を行っている。災害が発生した場合には、学校の設置者を通して速やかに給付申請

をする必要がある（付録参照）。

（２）校外学習、遠足（旅行）・集団宿泊的行事等における救急及び緊急連絡体制

校外学習や学校行事については、綿密な計画の作成と安全の確認、児童生徒等への事前の安

全指導の十分な実施及び緊急事態が発生した場合の連絡方法等の確立などについて検討し、必

要な対策を実施する。

校外学習・遠足（旅行）・集団宿泊的行事については、あらかじめ、経路や現地における交

通事情、連絡の方法、救急病院等の医療機関の有無などを詳しく調査しておく。また、事前に、

引率する教職員の中から救護担当者を決め、緊急事態への対処の体制を確立しておく。特に、

野外活動等の際には、医師、看護師、養護教諭等の専門的能力が高い者を同行させることが望

ましい。
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万が一、事件・事故災害が発生した場合には、状況に応じた適切な応急手当を行う。また、

児童生徒等の人員を点検し、その掌握に努めるとともに、児童生徒等が動揺しないように冷静

な態度で的確な指示を与える。引率責任者は、事件・事故災害の状況及び対処の概要を学校へ

急報する。学校は、それを受け、保護者と教育委員会に事故の連絡と報告を行う。事件・事故

災害の状況によっては、活動の継続の有無、日程の一部変更などについても、速やかに適切な

措置を講じる必要がある。

２　火災、地震、津波、火山活動、風水（雪）害、原子力災害発生時などの安全措置

火災、地震、津波、火山活動、風水（雪）害、原子力災害などが発生した場合には、それぞ

れの災害の特質に応じた安全措置が講じられるよう、関連機関との連絡体制や情報収集体制を

含めて、防災のための組織を確立する。安全措置では、児童生徒等の安全を最優先しつつ、教

職員自らの安全も確保する。また、教職員は、避難方法に習熟し、自然災害等発生時には、冷

静に的確に指示を行う。

なお、災害発生に備えるためには、防災体制の役割分担、消火器等防災設備の配置や使用法、

避難方法や避難場所、非常持ち出し物など、体制の整備及び対処法について教職員の共通理解

を得ておく必要がある。

（１）火災

学校又は学校付近からの出火の際には、まず、発見者が他の教職員や周囲に火災発生を伝え

る。併せて、消防署へ通報し、可能ならば初期消火を試みる。児童生徒等に対しては、動揺を

抑え、安全に避難させる。また、負傷者には応急手当を行う。防火体制としては、例えば、防

災本部を設け、通報連絡、初期消火、避難誘導、搬出、警備、救護などの役割分担に応じて、

全教職員が対応ができるようにしておく。

避難は、火災の状況に応じて迅速かつ安全に行う。避難に際しては校内における残留者の有

無や負傷者の有無の確認及び適切な事後措置を行う。一方、校内の防災本部では、刻々変化す

る状況を正確に把握し、混乱のないよう、的確に指示を行う。

（２）地震、津波

地震は突発的であるため、発生時には児童生徒等の動揺は極めて大きく、室外への飛び出し

など混乱状態を引き起こすことがある。したがって、まず教職員は、冷静さを失わず的確に指

示を与え、混乱状態を沈静化させる必要がある。

地震の場合の避難は、震動が収まった後、校内の防災本部の指示及び避難要領に従って迅速

かつ安全に行う。その際、残留者や負傷者について確認する。また、負傷者には応急手当を行

い、医療機関へ連絡する。併せて、二次的に起きる火災を防ぐため、学校給食の調理場、家庭

科の調理実習室、理科の実験室等をはじめとして、火気の始末を徹底する。また、津波、土砂

崩れ、ガス管の破裂、運動場の地割れ、液状化現象など二次災害の原因となる状況が発生し得
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るので、特に留意する。

地震発生後としては、災害等に関する情報の収集、応急手当、関係者や医療機関を含む関連

機関への連絡・対応、必要に応じた第二次避難場所への避難、校内及び近隣の罹災状況の把握、

避難所となった場合の運営や被災者への対応等が挙げられる（付録参照）。

（３）火山活動による災害及び風水害、豪雪等

火山活動、風水害、豪雪等の災害発生に対しては、教育委員会からの指示や関係機関等との

連絡により、児童生徒等の緊急下校や避難の措置をとる。緊急下校の際には、通学路の安全を

確認し、家庭と連絡をとるなどして、下校の時機やその方法を的確に判断する。

また、始業前の場合には、登校の可否を決定し、他の必要事項とともに、その旨を家庭に連

絡する。詳細については、地震の場合に準ずる。

（４）原子力災害

学校の近隣における原子力関連施設の設置状況や災害発生時の措置について、あらかじめ把

握しておく。放射性物質は無色無臭であり、そのレベル、被ばくや汚染の程度などを知覚する

ことは不可能である。よって、緊急事態においては、国、都道府県、市町村などの災害対策本

部からの指示や情報が唯一のよりどころとなる。

災害発生時には、災害対策本部と綿密に連絡をとることが不可欠である。併せて、事前に、

災害発生時における都道府県や市区町村などの対応内容、学校や保護者への指示や情報の伝え

られ方、伝えられた情報の内容確認の仕方、児童生徒等のとるべき行動などについて把握して

おく必要がある。

災害発生時には、まず、テレビ、ラジオ、広報車、コンピュータ等様々な手段で伝達される

情報を入手する。その際には、情報の正確性に留意する。また、災害対策本部の情報から状況

等を把握するとともに、屋内退避・避難等の対応方針について指示を受ける。

さらに、対応方針に応じて、児童生徒等に対してとるべき行動の指示を行う。例えば、戸や

窓を閉めたり、換気扇、空調設備等を止めたりするなど、外気を遮断する等の具体策をとる。

なお、対策本部からの指示を受けた際、屋外にいた児童生徒等については、顔や手の洗浄、シャ

ワー等が必要な場合もある。また、必要になった場合の保護者との連絡法についても検討して

おく（付録参照）。

３　学校への不審者侵入時の対応

（１）不審者の立ち入りなど緊急時の体制

学校へ不審者が侵入した場合は、各学校の危険等発生時対処要領（危機管理マニュアル）に

従って、校長、副校長又は他の教職員への情報伝達、児童生徒等への注意喚起、避難誘導等や

警察、消防署等の関係機関や教育委員会への通報など、緊急時に対応できる体制を速やかに立

ち上げて行動することが必要である。
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また、学校に侵入するおそれがある不審者情報があった場合は、警察のパトロール等の実施

など関係機関との速やかな連携、緊急時の登下校の方法についての対応方針の策定、保護者や

PTA等による学校支援のボランティアの学校内外の巡回等の実施協力体制を整備しておく必

要がある。

（２）学校における不審者への緊急対応

学校における不審者への緊急対応として、三つのチェック、五つの対応が考えられる。この

場合、状況に応じて、チェックや対応が同時になされる場合がある。学校内に不審者が侵入し

た場合、不審者かどうかのチェック（チェック１）をし、正当な理由のない者には、校地・校

舎内及び周辺からの退去を求める（対応１）。退去を求めても応じない場合には、児童生徒等

に危害を加えるおそれがないかどうか速やかに判断する必要がある。凶器や不自然な持ち物を

持っている、また、暴力的な言動があるなど、危害を加えるおそれがあると判断した場合（チェッ

ク２）には、別室に案内して児童生徒等から隔離するとともに、他の教職員の応援を得て、速

やかに「110番」に通報するなどの対応を迅速に行う（対応２）。危害を加えるおそれがないと

判断した場合には、再び丁寧に退去を求める。

隔離や暴力行為を抑止できない場合には、児童生徒等の安全を守ること（対応３）を第一に

考える。教職員は身近にある用具などを用いて侵入した不審者と適当な距離をおき、複数の教

職員がまわりを取り囲むなどして移動を阻止する。また、全校に周知して、児童生徒等に被害

が発生したり、被害が拡大しないようにする必要がある。児童生徒等を掌握して安全を守り、

避難の誘導をすることになる。教室等への侵入などの緊急性が低い場合や、児童生徒等が移動

することにより、不審者と遭遇するおそれがある場合は、児童生徒等を教室等で、すぐに避難

できるような体制を整えて待機させる。

不審者が暴力行為を働いた場合は、児童生徒等や教職員が負傷することが考えられる。負傷

者がいるかどうか把握し（チェック３）、負傷者がいる場合には、速やかに、応急手当の実施

や救急車の要請など対応する（対応４）。同時に、救急車が到着するまでの間、負傷者の状態

に応じて速やかに止血、心肺蘇生などの応急手当を行い、症状が重篤にならないようにする。

また、全体の児童生徒等の心を落ち着かせるとともに、被害を受けたり、目撃したりして強

い衝撃を受け、心が傷ついたと見られる児童生徒等には、養護教諭を中心に心のケアに着手す

る。
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不審者が警察に確保されているか確認するとともに、被害者等の安全が確保されているか確

認する。

事後は、速やかな情報の整理と提供、保護者等への説明、報告書の作成や災害共済給付請求

などが必要となる。事件・事故災害対策本部の活動を開始し、事後の対応や措置を機能的に行

う（対応５）。

４　登下校時における緊急事態発生時の対応

児童生徒等の通学途中で、事件・事故災害が発生した場合には、学校は、いつ、どこで、誰

が、どんな事件・事故災害に遭ったのか正確な情報を得るとともに、関連機関と連絡をとって、

事件・事故災害に応じた対応がとれるようにする必要がある。その際、情報を総合して、現場

や医療機関等に教職員を派遣することや関係機関への連絡、保護者への連絡などの対応を素早

く行うことが求められる。そのため、前もって事件・事故災害発生時の対応について検討し、

緊急事態に即対応できるようにしておくことが重要である。登下校時における緊急事態として、

誘拐や傷害などの犯罪被害や交通事故、地震等の自然災害等が想定されるが、次に「不審者等

による緊急事態発生時の体制、対応例」を参考として示す。

（１）登下校時における不審者等による緊急事態発生時の体制

日ごろから、不審者の出没に関する情報や児童生徒等への声かけ事案をはじめとする情報な

どについて、警察と連携をとりながら、学校と保護者、地域の関係団体等との間で、情報を迅

速かつ確実に共有できる体制を整えておくことが大切である。

また、登下校時における不審者等による緊急事態発生時には、各学校の危険等発生時対処要

領（危機管理マニュアル）に従って、被害者等の安全確保、登下校の安全確保など、地域にお

ける取組と学校の取組の両面から対応を行うことが大切である。

（２）登下校時における不審者等による緊急事態発生時の対応

登下校時における不審者等による緊急事態発生時の対応として、二つのチェック、三つの対

応が考えられる。この場合、状況に応じて、チェックや対応が同時になされる場合がある。

学校に登下校時の不審者情報の第一報が入った時点で、その概要を把握し、緊急に対応しな

ければならない情報なのかどうかをチェック（チェック１）する必要がある。緊急対応が必要

と判断した場合には、児童生徒等の安全確保を図る取組を迅速・的確に行う必要がある。その

際、最初に児童生徒等の安全確保などに取り組めるのは、緊急事態の発生現場付近にいる地域

の人たちである。したがって、110番通報、学校への情報提供など、日ごろから地域の人たち

の協力が得られる体制を構築しておく必要がある。学校は、緊急事態の発生を直ちに全教職員

に周知し、危険等発生時対処要領（危機管理マニュアル）に基づき、近くのボランティア等へ

の支援要請、現場（病院等含む）への急行、情報収集と整理など、被害者等の安全確保を行う

（対応１）必要がある。なお、緊急対応が必要でない場合でも、状況を十分に把握し、必要に
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応じ関係機関等に通報するとともに、ボランティア等の協力を得て、防犯対策を強化すること

が求められる。

緊急に対応しなければならない情報があり、被害者等の安全確保を行った後、あるいは、そ

れとほぼ同時に、不審者が確保されているか確認する必要がある（チェック２）。不審者が確

保されていない状況が続いており、登下校時の児童生徒等に被害が及ぶ危険性がある場合は、

児童生徒等の状況（登校中・下校中、登校前、帰宅後など）に応じて、保護者への引き渡しや

集団登下校など児童生徒等の安全を確保しなければならない。また、警察の緊急パトロールの

要請、地域住民・保護者・安全ボランティア等の防犯パトロールの要請など、登下校の安全確

保を行う（対応２）必要がある。

事態が収束した後、その事態の発生要因を分析し、また、事態への対応を見直すことによっ

て、日ごろの対策と緊急対応を改善する必要がある。また、養護教諭やスクールカウンセラー

を中心に心のケアを行うとともに、情報を整理し教育委員会等への報告書や災害共済給付に関

する請求書を作成し、請求することも必要となる。また、あらかじめ決めておいた役割分担に

より、教職員が一体となって「保護者等への説明」、「心のケア」などの事後の対応や措置を適

切に行うことも必要となる。また、これまでの安全対策や記録等を基に問題点や課題を明らか

にし、地域等との連携を一層深め、登下校時の安全対策の改善・強化を図るようにする（対応

３）。

登 下 校 時 に お け る 緊 急 事 態 発 生 時 の 対 応 例
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○保護者等への説明
○心のケア
○再発防止対策実施
○報告書の作成
○災害共済給付請求

学
校
の
取
組

登下校の安全確保

対応2

○緊急防犯パトロールの
実施

○保護者同伴による集団
登下校

○学校の緊急対応の支援

地
域
に
お
け
る
取
組

○安全確保までの子ども
の保護と保護者への引
き渡しや集団登下校
（通学路等における子
どもの把握・対応）
○地域住民・保護者・ボラ
ンティア・警察・教育委
員会等への支援要請

（必要に応じ）
○教職員等による緊急防
犯パトロール

学
校
の
取
組

登下校時の
安全対策の強化

状況によって、警察・教育委員会等に通報及びボラン
ティア等と連携を図った防犯対策の強化 ※地域とは「地域住民・保護者・ボランティア等」を示す
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第６節　安全管理の評価

１　安全管理の評価の意義

安全管理は、現在有効に機能しているように見えても、状況の変化等により潜在的な危険を

はらみ、十分でない場合がある。

将来、安全管理の対象や項目が変わったり、安全上の新たな問題が生じたりすることにより、

現在の方法を改善する必要が出てくる場合がある。また、人事異動等により、教職員の安全管

理に関する共通理解が低下することも考えられるため、安全管理に関する評価が必要となる。

安全管理の評価の意義は、安全管理の実態を把握することにより、安全管理の対象、観点・

方法が、安全管理のねらいに合致しているか否かを検討し、より有効な安全管理のための改善

策を明らかにすることにある。なお、評価結果を教職員全員にフィードバックしたり、必要に

応じて保護者、地域関係者及び児童生徒等にフィードバックし、その後の指導や管理に生かす

ことは、安全管理へのより積極的な参画や、安全管理についての改善策の提案を促すことにな

るので、積極的に行うべきである。特に、施設・設備の活用状況や安全点検等についての評価

は、具体的なチェックカードなどを作成し、結果を検討し速やかに対応することが重要である。

２　安全管理の評価の観点

評価の観点は、児童生徒等の生命や身体の安全を確保し、安心して生活できるようにすると

いう立場から、できるだけ具体的にしておくことが必要である。次に、一般的な観点を示すが、

それらを、学校や地域の実情に合わせて、より具体的で、より適切なものに工夫して設定する

ことが望まれる。

なお、安全管理の総合的な評価としては、事故や災害の発生率や発生内容等も指標となる。

（１）学校環境の安全管理評価の観点
評価の観点 評価の内容

１ 安全管理計画の評価 ○ 学校環境の安全管理に関する計画は適切であったか
○ 安全管理に関する実施要領、マニュアル等は適切に
機能するように作成されていたか

○ 計画されたことが実行され、明確に記録されたか
２ 安全点検の評価 ○点検項目は適切であったか

○ 安全点検は計画的に実施され、必要な改善措置がな
されたか

○全教職員の共通理解の下に実施されたか
３ 事件・事故災害情報管理の評価 ○ 事件・事故災害の情報収集、連絡体制は整えられて

いたか
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（２）学校生活の安全管理評価の観点
評価の観点 評価の内容

１ 児童生徒等の評価 ○ 児童生徒等の安全にかかわる行動の実態や事故発生
状況が把握され、それらが安全管理や安全指導に役
立てられているか

○ 様々な教育活動の内容や方法で安全を確保するため
のきまりや約束を児童生徒等が理解し、守り、安全
に活動しているか

２ 教職員の評価 ○ 教科等における安全のきまりや約束等が明確にされ、
教職員が安全に留意して授業を行っているか。

○ 児童生徒等と日常的なかかわり、安全に関連する指
導、環境整備、相談活動体制の整備を適切に行って
いるか

３ 安全管理と安全指導の評価 ○ 学校生活の安全管理が安全指導と関連付けられてい
るか

（３）不審者侵入防止に関する安全管理評価の観点
評価の観点 評価の内容

１ 施設・設備整備の評価 ○施設・設備の防犯対策は十分に行われたか
○防犯システムの点検は計画的に実施されたか
○ 学校施設の開放等は PTA等の協力により必要な対
策がとられたか

２ 不審者対応の評価 ○日常の安全確保のための対策はとられていたか
○関係諸機関との連携は十分とられていたか

（４）登下校の安全管理評価の観点
評価の観点 評価の内容

１ 通学路設定の評価 ○ 通学路の設定と安全確保のための点検・整備はでき
ているか

○交通手段の違いによる安全確保はできているか
２ 通学方法の評価 ○ 利用される交通機関及び地域事情に応じた安全確保

はできているか
○犯罪被害防止のための安全確保はできているか

３ 関係諸機関との連携 ○地域ぐるみで見守りの体制はできているか

（５）事件・事故災害発生時の危機管理評価の観点
評価の観点 評価の内容

１ 発生時の対処と研修 ○ 危険等発生時対処要領（危機管理マニュアル）が作
成され、訓練等を行い、見直しがなされているか

○ 全教職員が応急手当の手順や技術を習得できるよう
に配慮したり、研修を行ったりしているか

２ 事件・事故災害発生時の救急及び緊急連
絡体制の評価

○校内での救急・緊急連絡体制はできているか
○ 校外での学習等における救急・緊急連絡体制はでき
ているか

３ 自然災害等発生時の安全措置の評価 ○ 火災、地震、津波、火山活動、風水（雪）害等の発
生に備えた被害防止対策は適切に立てられているか

○ 火災、地震、津波、火山活動、風水（雪）害等に備
えて災害発生時の安全措置や教職員の役割が明確に
されているか
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３　安全管理の評価の方法

評価の方法は、その目的や対象・項目等に応じて、担当者や具体的方法を検証すべきである。

評価の担当者は、項目へのかかわりを考慮し、教職員の中から適宜構成する。必要によっては、

教職員全員が評価にかかわることもある。また、保護者、地域関係者及び児童生徒等の参加も、

適宜検討されるべきである。安全管理評価の客観性、信頼性を高めるためには、計画的な評価、

量的な評価、質的な評価、組織的な評価が必要である。具体的方法の検討の際には、以下のよ

うな情報が有用である。

ア　計画や実施要領、マニュアル等の内容、有効性等に関する、関係者や担当者からの意見

イ　計画や実施要領、マニュアル等の内容の実施状況

ウ　安全点検等の記録結果やそれらの収集結果

エ　児童生徒等の行動等の実態や規則などの遵守状況

オ　事件・事故災害の発生状況
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第１節　事件・事故災害時における心のケア

１　事件・事故災害時における心のケアの意義

事件・事故災害の発生により、子どもたちの心身の健康に大きな影響を与えることがある。

事件や事故、大きな災害に遭遇し、「家や家族・友人などを失う」、「事故を目撃する」、「犯罪

に巻き込まれる」などの強い恐怖や衝撃を受けた場合、不安や不眠などのストレス症状が現れ

ることが多い。こうした反応は誰にでも起こりうることであり、時間の経過とともに薄らいで

いくものであるが、場合によっては長引き、生活に支障を来すなどして、その後の成長や発達

に大きな障害となることもある。そのため、日ごろから子どもの健康観察を徹底し、情報の共

有を図るなどして早期発見に努め、適切な対応と支援を行うことが必要である。

心のケアに関しては、学校保健安全法第29条において「学校においては、事故等により児童

生徒等に危害が生じた場合において、当該児童生徒等及び当該事故等により心理的外傷その他

の心身の健康に対する影響を受けた児童生徒等その他の関係者の心身の健康を回復させるた

め、これらの者に対して必要な支援を行うものとする。この場合においては、第10条の規定を

準用する。」と規定されている。

２　事件・事故災害時における心のケアの基本的理解

事件・事故災害時に求められる心のケアは、その種類や内容により異なるが、心のケアを適

切に行うためには、子どもに現れるストレス症状の特徴や基本的な対応を理解しておくことが

必要である。

（１）事件・事故災害時におけるストレス症状

①　子どものストレス症状の特徴

事件や事故、大きな災害に遭遇すると、恐怖や喪失体験などの心理的ストレスによって、

心の症状だけでなく身体の症状も現れやすいことが子どもの特徴である。また、症状は心

理的ストレスの種類・内容、ストレスを受けてからの時期によって変化する。そのような

ストレス症状には、情緒不安定、体調不良、睡眠障害など年齢を問わず見られる症状と、

発達の段階によって異なる症状が含まれる。

幼稚園から小学校低学年までは、腹痛、嘔吐、食欲不振、頭痛などの身体症状が現れや

すく、それら以外にも興奮、混乱などの情緒不安定や、行動上の異変（落ち着きがなくな

る、理由なくほかの子どもの持ち物を隠す等）などの症状が出現しやすい。

小学校の高学年以降（中学校、高等学校を含む）になると、身体症状とともに、元気が

なくなって引きこもりがちになる（うつ状態）、ささいなことで驚く、夜間に何度も目覚

めるなどの症状が目立つようになり、大人と同じような症状が現れやすくなる。
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事件・事故災害時における子どものストレス反応は誰にでも起こりうることであり、ス

トレスが強くない場合には、心身に現れる症状は悪化せず数日以内で消失することが多い

が、激しいストレスにさらされた場合は、次のような疾患を発症することがある。

②　急性ストレス障害（Acute Stress Disorder）

急性ストレス障害の主な症状は、次のようなものである。

ア　持続的な再体験症状

・体験した出来事を繰り返し思い出し、悪夢を見たりする

・体験した出来事が目の前で起きているかのような生々しい感覚がよみがえる（フラッ

シュバック）　等

イ　体験を連想させるものからの回避症状

・体験した出来事と関係するような話題などを避けようとする

・体験した出来事を思い出せないなど記憶や意識が障害される（ボーッとする等）

・人や物事への関心が薄らぎ、周囲と疎遠になる　等

ウ　感情や緊張が高まる覚せい亢進症状

・よく眠れない、イライラする、怒りっぽくなる、落ち着かない、集中できない、極端

な警戒心をもつ、ささいなことや小さな音で驚く　等

このような「再体験症状」、「回避症状」、「覚せい亢進症状」がストレス体験の4週間以

内に現れ、二日以上かつ4週間以内の範囲で症状が持続した場合を「急性ストレス障害

Acute Stress Disorder」（以下「ASD」とする。）と呼ぶ。

③　外傷後ストレス障害（Posttraumatic Stress Disorder）

事件・事故災害後に、ASDのような強いストレス症状「再体験症状」、「回避症状」、「覚

せい亢進症状」が現れ、それが4週間以上持続した場合は「外傷後ストレス障害

Posttraumatic Stress Disorder」（以下「PTSD」とする。）と呼ぶ。また、これらの症状は、

事件・事故災害から半年以上も経過してから出現する場合があることを念頭におく必要が

ある。

ASDでも PTSDでも、幼稚園から小学校低学年までは、典型的な再体験症状や回避症

状ではなく、ストレスの引き金となった場面（トラウマ（心的外傷））※を再現するような

遊びをしたり、恐怖感を訴えることなく興奮や混乱を呈したりすることがある点に注意を

要する。

※　トラウマ

「トラウマ」とは、もともと“けが”を意味する言葉であるが、それを現在の“心
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的外傷”の意味に用いたのは精神分析の創始者フロイトである。当初は、心因性の

症状（歩けなくなる、失神するなど）を生み出すような情緒的にショッキングな出

来事を指していたが、最近では、長く記憶にとどまる辛い体験を一般にトラウマと

呼ぶことが多い。一方、PTSDにおけるトラウマとは、事件・事故災害など生命の

危機や身体の保全が脅かされるような状況を体験するか目撃し、強い戦慄や恐怖を

味わった場合に限定されている。一般的な意味でのトラウマは時間の経過とともに

自然に解消することがあるが、PTSDの場合には治療が必要である。

（２）事件・事故災害時におけるストレス症状への対応

事件・事故災害時におけるストレス症状のある子どもへの対応は、基本的には平常時と同じ

である。すなわち、健康観察等により速やかに子どもの異変に気づき、問題の性質（「早急な

対応が必要かどうか」、「医療を要するかどうか」等）を見極め、必要に応じて保護者や主治医

等と連携を密に取り、学級担任等や養護教諭をはじめ、校内組織（教育相談部等）と連携して

組織的に支援に当たることである。

健康観察では、事件・事故災害時における子どものストレス症状の特徴を踏まえた上で、健

康観察を行い、子どもが示す心身のサインを見過ごさないようにすることが重要である。

＜基本的な対応方法＞

①　ストレス症状を示す子どもに対しては、普段と変わらない接し方を基本とし、優しく穏

やかな声かけをするなど本人に安心感を与えることが大切である。

②　ストレスを受けたときに症状が現れるのは普通であることや症状は必ず和らいでいくこ

とを本人に伝え、一人で悩んだり孤独感をもたずにすむようにする。

③　子どもがなるべく普段と変わりない環境で安心して学校生活を送れるようにすること

で、子どもに落ち着きと安全感を取り戻させることが大切である。

④　災害などの場合は、学級（ホームルーム）活動等において心のケアに関する保健指導を

実施する。強いストレスを受けたときに起こる心や体の変化、ストレスの対処方法（誰か

に相談する、おしゃべりする、話を聞いてもらう、からだを動かす等）等について発達の

段階に応じて指導し、心が傷ついたりしたときどのように対処したらよいかについて理解

できるようにする。

⑤　保護者に対しては、ストレス症状についての知識を提供するとともに、学校と家庭での

様子が大きく異なることがあるため、緊密に連絡を取り合うことが大切である。

⑥　ストレス症状に、心理的退行現象と呼ばれる一時的な幼児返り（幼児のように母親に甘

えるなど）が認められることがあるが、無理に制止することなく経過観察することが基本

である。

⑦　症状からASDや PTSDが疑われる場合には、児童精神科医などの専門医を受診する必
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要がある。学校医等の関係者と相談の上、受診の勧めを行い、専門医を紹介するなど適切

な支援を行う。

ASDや PTSDと診断された場合は、専門医との連携が不可欠となる。

ASDや PTSDを発症した子どもは、自分は特殊で異常であると一人で悩んだり、自分

の努力不足であると誤って自分を責めたりすることが多い。このため、保護者だけでなく

子どもに、ショックの後に誰にでも起こりうる症状であることを説明し、安心感を与える

ことは重要である。

参考　＜アニバーサリー反応への対応＞

事件・事故災害などを契機として PTSDとなった場合、それが発生した月日に

なると、いったん治まっていた症状が再燃することがあり、アニバーサリー反応や

アニバーサリー効果と呼ばれている。このような日付の効果は必ずしも年単位とは

限らず、同じ日に月単位で起きることもある。

対応としては、事件・事故災害のあった日が近付くと、以前の症状が再び現れる

かもしれないこと、その場合でも心配しなくてもよいことを保護者や子どもに伝え

ることにより、冷静に対応することができ、混乱や不安感の増大を防ぐことができ

る。

３　事件・事故災害時における心のケアの留意点

事件・事故災害時に求められる心のケアは、その種類や内容により異なるが、基本的な留意

点として次の事項が挙げられる。

①　迅速に安否確認や心身の健康状態の把握を行う。そのためには、休日に発生した事件・

事故災害でも、子ども、保護者、教職員の所在等を確認できるよう事前に連絡方法を確認

しておく。また、子どもの心のケアに当たり、その家族・友人・関係者の安否や被災状況

についてもできる限り把握しておくことが重要である。

②　特に、災害の場合には、まず、子どもに安心感や安全感を取り戻させることが大切であ

ることから、ライフラインの復旧をはじめ、できるだけ早期に平常時の生活に戻ることが

大切となる。

③　命にかかわるような状況に遭遇したり、それを目撃したりした場合などには、通常のス

トレスでは生じない精神症状と身体症状が現れることがある。その代表は先述のASDや

PTSDであるが、事件・事故災害の直後には現れず、しばらくたってから症状が現れる場

合があることを念頭におく必要がある。

④　通学路を含めた学校における事件・事故災害による子どもの命にかかわる出来事に対し

て、迅速に適切な応急手当を行う。
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事態への対応に当たっては、子どもたちに動揺や風評が広まることのないように、子ど

もや保護者への情報の伝え方（いつ・誰が・誰に・何を）については共通理解を図った上

で実施する。また、被害を受けた子どもの保護者へは、正確な情報提供（発生状況、健康

被害状況、病院への搬送等）が、速やかに行えるようにすることが重要である。

日ごろから応急手当等が適切に行われるように訓練を行うなど、救急体制の整備に努め

る。

⑤　障害や慢性疾患のある子どもの場合、事件・事故災害時には、平常時の状況に比べ、様々

な困難がある状況になっている。例えば、日常生活上の介助や支援が不足したり、必要な

情報が正しく伝わらないなどの不安を抱えていることも多い。そのため、心のケアを考え

る際には、これらの不安等への配慮や、障害の特性及び症状の悪化に対する十分な配慮が

必要となる。

⑥　事件・事故災害時には、教職員が大きなストレスを受けることが多い。子どもの心の回

復には、子どもが安心できる環境が不可欠であり、それには、周りの大人の心の安定が大

切である。教職員自身のメンタルヘルスにも十分な配慮を払うことが、子どもの心のケア

においても重要となる。このことは、保護者においても同様である。

以上、事件・事故災害時における心のケアの基本的な留意点について述べたが、適切な心の

ケアの基盤となるのは、「毎日の健康観察」、「メンタルヘルスを担う校内組織体制の構築」、「心

のケアに関する教職員等の研修」、「心身の健康に関する支援」、「心身の健康に関する指導」、「医

療機関をはじめとする地域の関係機関等との連携」など、平常時からの取組である。さらに、

危機管理マニュアルに心のケアを位置付け、実効性のあるマニュアルにするために、定期的に

見直しを図ることが大切である。

第２節　事件・事故災害時における心のケアの実践

１　組織的な心のケア対策

子どもの心のケア対策は、教職員の共通理解の下、学校、家庭、地域社会が一体となって支

援できる体制を整え、平常時の指導に留意し、事件・事故災害時や事後の対応を適切に行うこ

とが必要である。事件・事故災害時の対応で重要なのは、支援を必要としている子どもを早期

に発見し、適時に対応することである。事後の対応では、長期にわたることも考慮しながら、

誰が、どこで、どのように（専門家、専門機関等との連携も含めて）対応することが望ましい

かについて計画、立案、実施することが大切であり、長期間の持続的な観察とケアを含めた対

策が必要である。また、平素から、心の健康について発達の段階に応じた指導がされているか、

個々の子どもの心をいかに理解しているかが重要である。
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２　学校における心のケアの基本的な体制

（１）学校（園）及び教育委員会の役割

ア　学校（園）

学校（園）は、子どもの心のケアを危機管理の一環としてとらえ、危険等発生時対処要

領（危機管理マニュアル）の中に位置付け、教職員がそれぞれの役割を果たすことが必要

である。平常時から心のケアを担当している校内組織が円滑に機能していることが、事件・

事故災害発生時の迅速な対応につながる。

イ　教育委員会

多くの心のケアに関する情報を平素から収集し、学校等に提供する。また、平素から教

職員の研修を実施し、事件・事故災害時に備えておく。また、事件・事故災害発生時に適

切に対応できるよう、学校へ専門家を派遣する等の支援体制を平常時から築いておくこと

が必要である。

（２）専門家・専門機関等の協力　

学校においては、平素から、地域にどのような専門家・専門機関等が地域資源としてあるか

把握しておき、受診先及び相談機関として協力が得られるような連携を図っておく。

（３）保護者との連携

学校においては、平素から、保護者と連絡調整しながら、専門家、専門機関等の協力を得る

ことについて理解や協力が得られるような連携を図っておく。

３　平常時の心の健康づくり

子どもに対しては、普段から柔軟な心をもって事件・事故災害時を乗り切ることができるよ

うに指導しておくことが大切である。発達の段階に応じ、日常生活において円滑な人間関係の

もち方やストレスの対処方法等を指導しながら、心の健康、健康的な人間関係や行動を促進す

るための基礎を形成することが必要である。また、発達の段階に応じ、子どもに事件・事故災

害発生時及びその後の心の変化等について理解させ、それらへの対処方法等についても指導し、

子どもたちの心の健康づくりを図っていく必要がある。

子どもの心のケアについては、教職員が子どもの話を十分に聞いてやり、子どもの体験や不

安な感情を分かち合って子どもの心に安心感を与えることが重要であり、平素から子どもの心

の動きを把握し、気になる子どもに気を配るなどし、日ごろから子どもとの信頼関係を築いて

おくことが大切である。

４　心の健康状態の把握

事件・事故災害発生時及びその後に、子どもたちの心身の健康状態を把握するには、健康観

察、保健調査、保健室来室状況等の情報を相互に関連させ、個々の実態を分析する中で、課題
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や対応の方法を明らかにする必要がある。また、把握した情報内容によっては、校種間で連絡

調整を図ることも考えておかなければならないし、適時に専門家・専門機関への紹介が行える

よう、平素から体制を整えておく必要がある。また、個別及び長期的ケアが必要な子どもを見

落としてはならない。

健康観察は、平常時に行っている一般的な身体状況の観察事項の他に、イライラの有無、落

ち着きのなさ等を追加して観察する。保健調査は、各学校・地域などの事件・事故災害時の状

況に応じて、適切な時期に実施することが望ましい。また、対象者に大きな負担をかけたり心

を傷つけることのないよう配慮が必要である。

５　子どもの心のケアに関する対応の方法

事件・事故災害発生時及びその後は、心の不安からくる様々な行動の変化が現れることに配

慮し、子どもの理解の上に立った学級経営の一つとして心のケアに対応する必要がある。教職

員は、子どもが気軽に相談できる身近な存在として、平素から信頼関係を深めておくことが大

切である。

心のケアの対応の内容や方法は、発達の段階や事件・事故災害の特性、心のケアが必要な症

状の軽重等により異なるが、学校種別等にみた対応の例を次に挙げる。

【学校種別等にみた対応の例】

（１）幼児

ア　やさしい言葉かけを増やして安心させる。

イ　抱きしめるなど、身体的な接触を十分に行い、安心感を与える。

ウ　温かい飲み物を与え、安心して眠れるように配慮する。

エ　一緒に寝るなどして、不安感を少しでも取り除く。

（２）小学生

ア　子どもの言うことによく耳を傾ける。

イ　甘えたり反抗的になったりしても慌てず、長い目で落ち着きを取り戻し立ち直っていく

のを見守る。また、必ず元の元気な状態に戻ることを話して、安心させる。

ウ　遊びや身体活動の機会を与える。

エ　できるだけ言葉かけし、手伝い等を通じて触れ合う機会を多くもつ。また、できるとほ

めて、自信をもたせる。

オ　例えば、震災の出来事を放映しているテレビを無理に見せるなど、子どもが嫌がること

は無理にさせない。

（３）中学生

ア　元の状態に必ず回復することを話し、安心感を与える。

イ　勉強ができなくなったり、手伝いができなくても、しばらくの間は静観し、暖かく見守る。
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ウ　友人と遊んだり、話し合う機会をつくる。

エ　家庭や地域の復興作業を手伝うように勧める。

オ　意欲の低下や反抗的な行動傾向に対して、学校と家庭が連携し長期的展望に立って生活

上のアドバイスをする。

（４）高校生

ア　勉強や決められた家の仕事ができなくても、一時的に静観し、暖かく見守る。

イ　災害時の体験を、家族や仲間と一緒に語り合い、励まし合う。

ウ　家庭や地域の復興など、再建活動に積極的に参加させる。

エ　趣味やスポーツ、社会的活動に積極的に取り組むように言葉かけをする。

オ　アルコールや薬物等への依存が認められたり、うつ的になって自殺をほのめかす場合に

は、専門家に相談したり、専門機関と連携する。

（５）障害のある児童生徒等

障害の種別や状態に応じて現象や反応が異なるので、訴えを十分に聞くことや症状を注意深

く見ることにより実態把握に努めることが大切であり、次のような対応が望まれる。

ア　周囲の大人（教職員や親）が注意深く観察し、子どもの変化を読み取り、積極的に対応

する。

イ　個別に言葉かけや身体接触の機会を多くもち、自分一人ではないと言って安心感を与え

る。

ウ　視覚障害や聴覚障害等のある児童生徒等は、情報の不足による心理的不安があるため十

分に情報を伝え、状況を把握させる。

エ　教職員や友達とのかかわりなどを多くして、心のケアを図る。

オ　地域社会の人たちとのかかわりなどによって、ストレスを軽減する。

カ　個々の障害から考えられる不安の要因を取り除くことにより、情緒的な安定を図る。

キ　地域の行事等に参加し、人とのコミュニケーションを深める。

ク　本人の訴えに耳を傾け、要求を受け入れることが大切である。
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学校安全の活動を効果的に進めていくためには、安全教育、安全管理の活動を学校の運営組

織の中に具体的に位置付けることが重要であり、教職員の役割分担と連携は、全教職員の共通

理解の上に立って推進する必要がある。しかし、近年、通学路における犯罪、学校への侵入者

など学校の内外において、児童生徒等が犠牲となる事件・事故災害が発生している。また、交

通事故や地震・風水害などの自然災害に巻き込まれる事故も引き続き生じている。児童生徒等

の安全確保のために学校全体としての取組を一層進めていく必要がある。学校と家庭、地域の

関係機関・団体等及び学校相互の連携や情報交換を密にし、地域ぐるみで安全を守り、児童生

徒等が安心して学校教育や生活が送れるように環境を整えていく必要がある。

第１節　教職員の役割と校内の協力体制

１　校内の協力体制

学校安全の活動を推進するための学校の運営組織では、「生活安全」「交通安全」「災害安全」

の面からすべての教職員がそれぞれに役割を分担し、それらを統合することができるようにし

なければならない。その際、校務分掌、校内規程等において、教職員の役割分担と責任が明確

になっていることが必要である。また、各種安全に関する実施計画の策定、学校安全活動の企

画・調整・評価について、関係教職員の連携の核となる教職員を校務分掌の中で明らかにし学

校安全を推進する体制を整備することも大切である。

また、学校への不審者の侵入事件や地震などの突発的、外因的に発生し、その後の被害の拡

大が予想される事件・事故災害の発生時の危機管理については、管理職の下、学校全体で対応

に当たる特別な体制をあらかじめ構築しておくことが必要である。各学校においては、緊急時

の対処法、情報の連絡・共有、応急手当、報道機関や関係者への適切な情報提供、心のケアな

どの必要な方策の具体的内容と実施体制を危険等発生時対処要領（危機管理マニュアル）とし

て定め教職員への周知を徹底していく必要がある。

２　教職員の共通理解と研修

学校安全においては、教職員一人一人が事故防止に対する注意義務を十分に認識し、積極的

に安全教育や安全管理にかかわるべきである。また、事件・事故災害発生時には、全教職員が

各学校の危険等発生時対処要領（危機管理マニュアル）に基づき、児童生徒等の安全確保及び

応急手当等を実施する必要がある。

そのためには、学校安全の中核となる教職員等が安全に関する情報や話題を絶えず提供し、

日常的、また、定期的に、職員会議、学年会、校内研修会等あらゆる場と機会を活用して、意

図的に話合いを進めることが大切である。

また、すべての教職員の安全に関する知識・技能を向上させるため、各学校において、学校
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安全計画に校内研修等を位置付け、事前、発生時、事後の三段階の危機管理に対応した校内研

修を行うことが必要である。

研修の例としては、

○　学期始めや学期末はもちろん、月初めや月末には校内の事故統計、事故事例、安全点検

の結果や日本スポーツ振興センター等の事故災害情報などにより、各学校の安全に関する

問題の所在を話し合い、安全な環境の整備など具体的な解決策を講じること

○　危険等発生時対処要領（危機管理マニュアル）に基づく様々なケースに対応した防災避

難訓練・防犯避難訓練

○　AEDを含む心肺蘇生法などの応急手当に関すること

○　心のケアなどに関すること

○　児童生徒等の危険予測・回避能力等を育成するための安全教育の教育課程の位置付け、

教育内容、教材等に関する共通理解を図ること

などが考えられる。

第２節　家庭、PTAとの連携

児童生徒等の安全を確保するため、各学校の学校安全の方針や活動、児童生徒等の状況など

について保護者に説明し理解や協力を求めたり、保護者の学校運営などに対する意見を的確に

把握し、各学校の学校安全活動に生かしたりすることが大切である。その際、家庭が担うべき

ものや担った方がよいものは家庭が担うよう促していくなど、相互の意思疎通を十分に図るこ

とが必要である。また、児童生徒等の事件・事故災害は、学校（園）内だけでなく、校外の生

活で起こるものも少なくない。PTA活動を通じて、教職員と保護者が協力して事故防止や安

全にとって望ましい行動の育成に当たることが大切である。

１　家庭との連携

学校では、児童生徒等が発達の段階に応じて危険予測・危険回避できるよう指導しているこ

とや学校、家庭及び地域社会の安全に進んで貢献できるよう指導していることを家庭に知らせ、

家庭でも同じような指導が行われるようを働きかけていくことが肝要である。

学校の意図をよく家庭に普及するための機会や方法は、学校によって多様であるが、次のよ

うな事柄が例として考えられる。

（１）家庭訪問や各種の会合（授業参観、保護者懇談会）、地域学校安全委員会（第４節参照）

などの機会を利用して保護者へ情報を提供する。

（２）学校安全の趣旨を学校通信や学年・学級新聞等により保護者に周知する。
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（３）アンケート調査等により、事故の実態や原因を明らかにするとともに、特に児童生徒等

の行動特性の例やその誘因等について情報を提供し、家庭でも児童生徒等の情緒の安定を

図ったり、望ましい習慣を身に付けられるようにしたりする。

２　PTAとの協力

PTA活動として、次のような事柄が例として考えられる。

（１）校内外の安全点検や校内の不審者等の侵入防止対策への参加

（２）PTA広報誌やステッカー、標語ポスターなどの活用による安全思想の普及・啓発

（３）家庭教育を担当している組織の主催による研修会への参加や PTA主催の研修会の実施

（４）水の事故につながりそうな河川やため池等の危険区域や、交通事故発生などの危険箇所

の明示（地図の配布、標識の設置等）

（５）道路の横断や自転車の利用上の安全についての交通安全パトロール等の実施

（６）通学路や遊び場などで、誘拐や傷害などの犯罪が起こりやすい場所での巡回と注意の喚

起

（７）地域での犯罪被害の防止のための、「こども110番の家」等の活動の促進

（８）予想される集中豪雨や台風などの自然災害へ対応するための連絡体制

（９）災害発生時の連絡体制の確立や児童生徒等の保護者への引渡しについての了解

（10）避難用具、避難場所の確認や避難方法の話合い及び練習の促進等に関する啓発

（11）学校における安全管理への保護者の積極的な参加（不審者対応パトロールなど）

第３節　地域社会や地域関係機関・団体との連携

１　地域関係機関・団体との連携

学校における安全教育、安全管理を効果的に進めるためには、地域関係機関・団体との連携

を、普段から深めておくことが大切である。

学校安全活動の推進に効果的な連携先及び留意事項は、次のとおりである。

（１）安全指導

①交通安全指導・防犯指導

ア　各地域の警察署

イ　自治体や民間の関係団体

ウ　保護者や地域の方々で組織する団体

【留意点】

警察等による専門的指導は、児童生徒等にとっても緊張感があることから、大きな効果が見

込まれる。また、安全教室（交通安全・防犯）等の機会に、地域の協力者の参加を得て、顔合
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わせをしておくことは、安全管理の面からも大切である。

②防災

ア　各地域の消防署・市町村の防災担当部局

イ　自治体等の関係団体

ウ　防災ボランティアや消防団など地域の方々で組織する団体

【留意点】

消防署による専門的指導や、防災担当部局の担当者による災害情報は、実際の災害状況や対

処法を知るよい機会であり、有効である。また、各学校近隣の自治会等近隣住民の参加が可能

であれば、地域としての災害に対する対応力の向上が見込まれる。

③避難訓練

ア　各地域の警察署（防犯）・各地域の消防署、防災担当部局（防災）

イ　自治体等の関係団体

ウ　近隣の学校等

【留意点】

学校の危険等発生時対処要領（危機管理マニュアル）に沿って実施する避難訓練では、専門

家の評価により、訓練の検証・危険等発生時対処要領（危機管理マニュアル）の点検、改善に

つながる。大規模な自然災害等、事件や事故の場合には、近隣の学校と協力することが必要に

なることも想定し、連携した訓練も考えられる。

近隣住民にも訓練に参加する機会を設けることは、避難所となった場合の学校の体制が理解

され、いざというときの混乱を最小限にする上で有効である。

（２）安全確保

①登下校時

ア　各地域の警察署・都道府県や市町村の関係部局

イ　スクールガード・リーダーやボランティア、保護者等の協力団体

ウ　近隣の学校等

【留意点】

通学路の設定、通学路の交通安全施設等の設置や維持補修及び危険箇所の改良、交通規制、

犯罪被害防止、野犬等その他登下校時の安全確保について警察、道路管理者、地域関係団体、

近隣学校等と連絡をとり、協力を得る必要がある。また、地震、津波、火山活動や風水害、豪

雪などの際の道路・交通状況などについての情報の把握や安全確保について、警察署、消防署

などの関係機関・団体の協力を得ることも必要である。

②校外で学校行事を行う場合

ア　実施先の各警察署

イ　実施先の各市町村関係部局
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ウ　保護者等の協力者

【留意点】

遠足・修学旅行・持久走大会等、校外での学校行事については、実施計画作成にあたり、上

記連携先に相談し、安全確保について協力を得ることが必要である。行事によっては各種届け

が必要な場合もあるので、確認すること。

③事件・事故災害発生時

ア　各地域の警察署（防犯）・各地域の消防署、防災担当部局（防災）

イ　近隣の学校等

【留意点】

各学校の危険等発生時対処要領（危機管理マニュアル）を見直す際、関係機関にも相談し、

連絡体制や避難経路、避難場所の確保等について確認し、災害発生時に備えることが必要であ

る。

④学校が避難所（避難場所）となった場合

ア　各地域の警察署（防犯）・各地域の消防署、防災担当部局（防災）

イ　自治体等の関係団体

【留意点】

学校が避難所（避難場所）となった場合の対応について、各市町村の防災担当者と打ち合わ

せが必要である。また、避難所として利用する自治会等の長とも連携し、自主的な運営体制が

構築されることが、児童生徒等の安全確保にも有効である。

２　地域に根ざした安全教育と地域の組織など関係機関・団体との連携

学校安全活動の活性化と充実を図るためには、学校安全活動に関連する人的資源、教材学習

の場などを、家庭や地域社会に積極的に求めていく必要がある。その内容や方法は、学校や地

域の実態に応じて選択、工夫されなければならない。

（１）学校で行う安全教育や訓練に、警察署・消防署等専門家の指導を活用する。

（２）地域にある安全に関する施設（防災館等）を教材として活用する。

（３）地域の地形・地質・過去の災害・環境等を教材として活用する。

（４）地域で安全を守る人々の業務内容について、調べたり、体験したりする。

（５）地域で開催される安全に関する行事に参加するなどして、自らの安全を確保する能力や

地域の方々等との助け合いの精神を育てる。
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第４節　地域学校安全委員会等の組織と効果的な実践活動

１　地域学校安全委員会とは

平成20年１月の中央教育審議会答申「子どもの心身の健康を守り、安全・安心を確保するた

めに学校全体としての取り組みを進めるための方策について」では、「PTA、地域のボランティ

ア、自治会、警察などの関係機関と学校が同じテーブルにつき、意見交換や調整を行う連絡会

議（「地域学校安全委員会」（仮称）等）を開催することが極めて重要である。」としている。

また、このような「地域学校安全委員会」については、地方公共団体による参加や幅広い支援

が求められる。

「地域学校安全委員会」の目的は、日ごろから関係者が連携を深め、児童生徒の安全確保が

円滑に行えるようにすることであり、その目的のために「学校と関係機関等が意見交換や調整

を行う連絡会議」と位置づけられる。

２　地域学校安全委員会の効果

地域学校安全委員会の効果は、次のことが考えられる。

（１）校長・副校長・教頭・学校安全担当者等が地域との連絡の窓口として周知される。

（２）地域や関係機関の担当者が、学校関係者に周知される。

（３）学校の取組や体制、児童生徒等の状況について情報を共有することでネットワークが構

築され、お互いが迅速に対応できる。

３　地域学校安全委員会の設置方法等

「地域学校安全委員会」については、各学校がそれぞれに設置する場合のほか、学校や地域

の実情に応じて、複数の学校が連携した単位や、市区町村単位での設置も考えられる。

また、関係者の負担軽減等を考えると、新規に委員会を招集するのではなく、学校の規模や

地域の実情に合わせて、学警連等の既存の組織をうまく活用することも可能である。

さらに、効果的な運用としては、必要に応じて基本の構成員に出席者を加え、拡大委員会の

形式で開催するなどの方法が可能である。

４　地域学校安全委員会の構成

各学校や地域の状況に合わせて構成されるが、基本的な構成員の例を挙げる。

（１）学校教職員

校長、副校長、教頭、学校安全主任（安全に関する校務分掌の主任）、生徒指導主任等

（２）保護者

15-生きる力_第5章.indd   102 10.7.16   1:44:22 PM



第５章　安全教育と安全管理における組織活動

― 103 ―

5
章

PTA会長等役員及び関係担当者

（３）関係機関・関係団体等

警察署、消防署、市区町村の関係部局、自治会、スクールガード・リーダー、ボランティア

団体、交通安全指導員・子ども110番の家等の協力者

（４）その他

その他、各学校等が必要と認める者

５　効果的な活動例

（１）年度当初に委員会を開催し、その年度の体制や状況について情報交換を行う。

（２）基本的な開催計画を立てる（学期１回等）。また、必要に応じて臨時的に開催する。

（３）委員会の内容について、公開できる情報については、広報誌や学校だより、ホームペー

ジ等を活用するなど、個人情報の取り扱いについて厳重に配慮し、多くの人が共有できるよ

うにする。
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安全管理の対象、項目等

1　学校環境の安全管理

（１）校舎内・園舎内の安全管理

対　象 項　　　　　目 留　意　点
教室・保育室 ・遊具の破損、整理状態

・エアコン等による温度管理（熱中症等予防のため）
・床や腰板の状態（滑りやすさ、破損など）
・くぎやびょうなどの突起物
・教室の窓枠・ガラス等の破損
・窓からの転落の危険性（構造上の問題として）、足
がかりの有無
・出入口の扉における危険の有無
・机、戸棚、その他の備品の配置
・机、いすの破損
・施錠、錠の故障の有無　など

・よく使われるので、状
態の変化に留意する。

・地震による転倒防止に
ついては、（3）防災に
かかわる安全管理を参
照のこと。

廊下、テラス、階段、
昇降口、ベランダ、
非常階段

・廊下の窓枠・ガラス等の破損
・フェンスの破損や劣化
・廊下、階段、昇降口やベランダなどの不要物品の有
無
・雨天時の滑りやすさ　など

・よく使われるので、状
態の変化に留意する。

・多数の児童生徒等が同
時に使用することによる
危険性や、周囲の危険
物の有無にも留意する。

便所、水飲み場 ・滑りやすさ（水飲み場、洗口場、手洗い場など）　
など

屋上、バルコニー ・フェンスの高さ、足がかりの有無
・床やフェンス、トップライト（天窓）などの破損や
劣化
・出入り口の施錠　など

・使用状況に応じて管理
する。

給食室 ・施設や設備等の危険性（事故防止、火災防止などの
観点から）　

・電源やガスなどの安全　など

・衛生管理担当者と連携
して行う。

特別教室など（理科
室、技術室、家庭科室、
美術室、パソコンルー
ム、保健室）

・実験用、実習用の危険薬品や危険物の保管・管理方
法
・電源やガスなどの安全装置の作動性
・危険標識等の整備
・刃物類の管理
・出入口の施錠
・災害用備蓄物の管理
・パソコン利用にかかわる情報の管理　など

・一般教室に準じた安全
管理にも留意する。

体育館・遊戯室 ・床板や壁面（ステージを含む）の破損
・電源等の安全
・体育施設や体育用具の破損や劣化
・机、テーブル、いすなど備品の破損
・大型遊具、楽器等の整理状態
・ピアノの安全管理（固定状態、蓋の開閉状態など）
・取付け口や固定口の破損や劣化　など

校舎・園舎等の外壁 ・校舎等の外壁や庇の亀裂や剥落の危険性
・表面仕上げ材の浮きや剥落の危険性
・雨どいの破損　など
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（２）校舎外・園舎外の安全管理

対　象 項　　　　　目 留　意　点
校地、園庭、運動場
等

・砂場における危険物の有無
・校門等の施錠、錠の故障の有無、かぎの管理
・地面の勾配や凹凸
・地面の排水状態
・危険物（ガラス、石、くぎなど）の有無
・フェンスやその支柱の破損や劣化
・部外者や動物の進入の有無　など

・児童生徒等が最も活発
に活動を行い、休憩時
間、クラブ活動など自
由に遊べる場所であ
る。

遊具、体育等の固定
施設・移動施設

・遊具・固定施設 : 鉄棒、ブランコ、滑り台、バックネッ
ト、防球ネットやその支柱などの破損や劣化、周囲
の状態、設置状態、掲揚塔の破損や劣化　など

・移動施設：サッカー、バスケット、ハンドボール　
などのゴールポストの固定の状態、テント、展示物
の破損や劣化、風雨等の自然環境の影響　など

・移動施設は、移動後の 
固定状況についても点 
検する。

・「都市公園における遊
具の安全確保に関する
指針（改訂版）」（国土
交通省）を参考。

運動用具等の倉庫 ・倉庫や用具室の整理・整とん
・倉庫の施錠、錠の故障、かぎの管理
・石灰の保管状況や取扱い方
・用器具等の保管状況や利用法
・児童生徒等の出入りの管理　など

・用具の撤収や収納の際 
のけがにも留意する。

・石灰による角膜損傷や 
目につきにくい倉庫内
でのけがにも留意す
る。

プール ・浄化・消毒装置、シャワー、洗眼器などの作動性
・浄化・消毒装置、シャワー、洗眼器などの利用法
・プールヘの危険物や異物などの混入
・プールの排（環）水口の蓋等の固定
・プールサイドやプール周辺の危険性
・出入口等の施錠
・プールの消毒薬の保管状況や取扱い方
・連絡用電話の接続状況　など

足洗い場 ・洗い場における危険物の有無
・周囲における障害物の有無
・滑りやすさ
・排水状態　など

・多数の児童生徒等が同 
時に使用することによ 
る危険性に留意する。

農場、飼育場 ・建物の壁、板面の破損や劣化
・柵やフェンスの破損や劣化
・農機具等の整備
・飼育場や倉庫の整理・整とん
・出入口等の施錠　など

（３）防災にかかわる安全管理

対　象 項　　　　　目 留　意　点
避難関連事項 ・避難経路における障害物の有無

・防火用水、消火器、消火栓、防火シャッター、防火
用扉などの作動性

・防災施設や設備等の周辺の障害物の有無
・自動火災報知設備や緊急放送設備などの作動性
・避難器具の点検
・発火しやすい薬品や灯油の安全な保管
・災害の状況、避難方法、避難経路等に関する校外機
関との連絡体制、連絡機能　など

・防火用水での水の事故
防火用扉・防火シャッ
ターの誤動作などの危
険性に留意する。

・教職員が設備や器具を
操作できるようにす
る。必要時には、点検
等に学外の専門家・団
体に、協力を求める。

転倒、落下等の防止 ・ 教室：戸棚、テレビ、パソコン、ピアノ、工作機械、
実験器具、時計、掲示物、置物　など

・廊下：棚、掲示物、額　など

・施設や器具等の転倒・
落下防止のための固定
状況
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（４）防犯（児童生徒等の安全確保）にかかわる安全管理

ア　学校において取り組むべきこと

対　　象 項　　　　　目
日常の安全確保 〔教職員の共通理解と校内体制〕

・児童生徒等に関する教職員の共通理解と意識の高揚
・危険等発生時対処要領（危機管理マニュアル）の作成や校内体制の整備　など
〔来訪者の確認〕
・学校への来訪者の案内・指示、誘導、入口や受付の明示
・敷地や校舎への入口等の管理
・来訪者への声かけや名札等による識別　など
〔不審者情報に係る関係機関等との連携〕
・学校周辺や地域の不審者情報に係る関係機関等との連携近接する学校等間の
情報提供体制の整備　など

〔始業前や放課後等における安全確保の体制〕
・始業前や放課後等における教職員の校内巡回等の実施　など
〔授業中や昼休み等における安全確保の体制〕
・授業中や昼休み等における教職員の校内巡回等の実施　など
〔校外学習や学校行事における安全確保〕
・校外学習や学校行事での綿密な計画の作成と安全の確認
・児童生徒等への事前の安全指導の十分な実施
・緊急事態が発生した場合の連絡方法等の確立　など
〔安全に配慮した学校開放〕
・開放部分と非開放部分との区別の明確化と不審者の侵入防止策（施錠等）の
実施

・保護者や PTA等による学校支援のボランティアの積極的な協力の推進
・地域学校安全委員会の設置と充実　など
〔学校施設面における安全確保〕
・校門、囲障、外灯、校舎の窓・出入口等の破損、施錠の状況の点検・補修
・警報装置、防犯監視システム、通報機器を設置している場合の作動状況の点検、
警察や警備会社等との連絡・通報体制の整備

・死角の原因となる立木等の障害物の有無、隣接建物等からの侵入の可能性の
確認と対策の実施　など

緊急時の安全確保 　〔不審者情報がある場合の連絡等の体制〕
・警察へのパトロール等の要請など速やかな連携
・緊急時の登下校の方法についての対応方針の策定
・保護者や PTA、学校支援の安全ボランティア等の学校内外の巡回等の協力体
制の整備及び情報の共有　など

〔不審者の立ち入りなど緊急時の体制〕
・校長、教頭又は他の教職員への情報伝達、児童生徒等への注意喚起、避難誘
導等に速やかに対応できる体制の確立

・警察、消防署等の関係機関や教育委員会への通報体制の整備
・緊急時に備えた教職員による安全確保の訓練や児童生徒等の避難訓練等の実
施

・警備員等を配置している場合、巡回パトロールの効果的な実施と速やかな対
応ができる体制の整備　など

〔緊急時の安全確保の対応〕
・学校の危険等発生時対処要領（危機管理マニュアル）に基づいた、チェック
や対応　など
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イ　家庭や地域社会の協力を得て取り組むべきこと

対　　象 項　　　　　目
日常の安全確保 〔家庭への働きかけ〕

・不審者情報の警察や学校等への速やかな伝達、危険な場所の確認や屋外での
行動の注意事項の家庭での話合い　など
〔学校外の安全確保のための地域の関係団体における取組〕
・ PTA、自治会、地域防犯協会、青少年教育団体、地域安全ボランティア団体
等の協力を得ての、学区内の危険箇所の点検や「声かけ運動」等の取組　な
ど
〔登下校時、授業中、学校開放時等における安全確保のための地域の関係団体
　の取組〕
・登下校時、授業中、学校開放時等における安全確保のための関係団体との連携・
協力の下の巡回指導等の取組の実施
・「子ども110番の家」等の地域のボランティアの体制の整備・充実　など

緊急時の安全確保 〔不審者の情報がある場合の取組体制の整備〕
・ PTA、自治会、地域防犯協会、青少年教育団体の協力を得ての、各家庭への
注意喚起、授業中や放課後等における学校内や周辺、学区内の巡回指導、集
団登下校への同伴などの取組体制の整備
・学校や関係機関等からの注意依頼の文書等の各家庭への配布や地域での掲示、
電話、メールの配信等、速やかな周知体制の整備　など

2　学校生活の安全管理

（１）休憩時間

対　　象 項　　　　　目
校舎内での活動  ・遊具や施設の安全な利用法

 ・遊び等における行動の危険性
 ・児童生徒等が使っている道具や遊具等の危険性（禁止されている物や危険な 
　物の使用）など

運動場・園庭、体育
館等での活動全般

 ・飼育動物の安全な扱い方
 ・光化学スモッグや熱中症等の予防
 ・運動や遊びの種類と場所の危険性
 ・運動や遊びをしている児童生徒等と他の児童生徒等との問の危険性
 ・休憩時間から学習時間に移るときの児童生徒等の行動
 ・人目につきにくい場所での児童生徒等の行動
 ・新しく流行している遊びの危険性　など

運動場・園庭、体育
館等での固定施設・
移動施設の利用

 ・利用の仕方の危険性（無理な利用、誤った利用）
 ・固定施設や移動施設の近くにいる児童生徒等の危険性　など

粗暴な行動  ・児童生徒等の個々の特性や相互の人間関係の把握
 ・粗暴な言動、悪ふざけ、こぜりあいなど暴力の前兆の有無
 ・発生時の対応策　など
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（２）各教科等の学習時問

対　　象 項　　　　　目
始業前・学習前 ・児童生徒の心身の健康状態の把握

・児童生徒などの服装
・学習中に予想される危険に対する準備（予防策、発生時の対処策、児童生徒な
どへの周知）など

施設・用具などの使
用

・施設、用具、教材・教具の整備
・施設や用具等の扱い方に関する児童生徒等の理解
・施設や用具等の扱い方における危険性　など

個別的配慮 ・使用法の習熟に懸念のある児童生徒等の把握
・当日の心身の健康状態や情緒の安定に対する配慮　など

（３）園外保育、クラブ活動等・学校行事の活動等

対　　象 項　　　　　目
一般的安全管理 ・活動場所やその経路に関する事前の実地調査

・校外活動における道中での児童生徒等の行動
・参加した児童生徒などの人数の把握
・学年、体力、技術等に差がある児童生徒がともに活動することの無理や危険性
・児童生徒等が自主的に行うことに対する安全管理上の配慮（最低限の管理の
徹底、児童生徒等の自己管理の活用等）　など

状況に応じた安全管
理

・活動の場所、時刻・時間等における無理や危険性
・児童生徒の心身の健康状態の把握
・自然環境の状態の把握（天候、温度、湿度、明るさ等：傷害防止及び光化学
スモッグによる健康被害や熱中症の防止の観点から

・活動している児童生徒等同士の間の危険性　など

（４）学校給食の時間

対　　象 項　　　　　目
準備時 ・検食による異物等の確認

・給食当番の服装　など
調理室からの受け渡
し時

・調理室の窓口前に置ける危険の有無など
・食缶、食器の受け渡し、コンテナ移動などの際の危険の有無　など

運搬時 ・運搬の方法における危険の有無
・運搬の経路における危険の有無　など

配膳時 ・配膳時の取扱い　など
食事時 ・誤嚥や異物等の誤飲　など

（５）清掃活動等作業時

対　　象 項　　　　　目
作業者の行動など ・遊びやふざけ等の危険な行動の有無

・道具や用具の使い方（洗剤なども）
・作業時の服装
・肥料や薬剤の扱い方（喚起なども含む）
・作業の方法や手順などにおける危険の有無　など

場や周囲との関連 ・作業している場所及びその周辺の危険性の有無
・作業している児童生徒と他の児童生徒との間の危険性　など
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3　通学の安全管理

（１）通学路の設定と安全確保

対　　象 項　　　　　目
通学路の設定 通学路の条件

・できるだけ歩車道の区別がある
・区別がない場合、交通量が少ない、幅員が児童生徒等の通行を確保できる
・遮断機のない無人踏切を避ける
・見通しの悪い危険箇所がない
・横断箇所に横断歩道、信号機が設置されたり、又は、警察官等の誘導が行わ
れたりしている
・犯罪の可能性が低い　など

通学路の安全確保 交通事故防止等にかかわる安全確保のための方策
・通学路を表示する標識を適切な箇所に設置する
・場所や状況により交通規制を要請する
・特に危険な箇所では、警察官等による誘導や指示、交通安全や犯罪防止のた
めに必要な設備等の設置を要請する
・障害物の放置、工事状況、催し物の実施等に関連して、通学路を点検し適切
に対処する
・保護者、関係機関等との情報交換、情報処理を円滑に行う体制を確立する　
など
防犯にかかわる安全確保のための方策
・通学路を通っての登下校の指導
・通学路の要注意箇所や危険箇所の把握
・通学路の要注意箇所や危険箇所のマップ作成や児童生徒等への周知
 「子ども110番の家」等の登下校時の緊急の際の避難場所の児童生徒等への周知
・登下校時等の緊急事態発生の場合の対処法（大声を出す、防犯ブザーを鳴らす、
逃げる等）の指導
・登下校時の緊急の際の対処法の指導と訓練の実施　など

（２）　徒歩及びバス、電車交通機関利用による通学の安全確保

対　　象 項　　　　　目
一般的安全管理 ・児童生徒等一人一人の通学方法の把握

・集団登下校における集合場所の危険性や集団の人数の適切性
・校外指導での家庭や地域の関係機関・団体等との連携
・校外指導の計画的実施
・部活動等で下校時刻が遅くなる場合の下校の仕方（交通事情や防犯等への配
慮）
・児童生徒等の行動の自己管理の指導　など

通学方法等に応じた
安全管理

・保護者から教員への児童生徒等の引き渡し
・交通量の多い地域での対処　（登校時間帯における車両進入禁止区分等の設定）
・バス、電車等の利用者への安全確保に関する周知　（乗降時や乗車中の行動、
降車後の横断や移動など）
・他の歩行者、特に、高齢者、幼児、障害のある人たちへの配慮　など

悪天候や自然災害発
生時における安全管
理

・気象情報や災害情報の入手
・状況に応じた臨時休校、登下校時刻や通学順路の変更等の対処
・状況に応じた保護者の同伴登下校、教職員の引率等の対処　など
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（３）自転車通学の安全確保

対　象 項　　　　　目
通学 ・自転車通学に関するきまり等の設定　など
点検、駐車 ・登下校時の歩行者と自転車等の混雑や交錯（駐車場や経路等の調整）

・定期的な点検と不良箇所の修理
・自転車置き場の使用法（使用場所や禁止場所の遵守、整理など）　など

乗車時の行動 ・ヘルメットの着用
・雨天時の服装（雨具の着用、傘さし運転の禁止）
・防犯登録、保険への加入
・悪天候、濃霧、薄暮などの交通環境の変化に対処した安全な走行
・交通法規の遵守：スピード抑制、無灯火や二人乗りの禁止等
・歩行者、特に、高齢者、幼児、障害のある人たちへの配慮や注意　など

（４）二輪車や自動車（定時制高校等における）による通学の安全確保

対　象 項　　　　　目
通学 ・二輪車や自動車を使った通学に関するきまり等の設定　など
点検、駐車 ・登下校時の歩行者と車両等の混雑や交錯（駐車場や経路等の調整）

・定期的な点検と不良箇所の修理
・車両置き場の使用法（使用場所や禁止場所の遵守、整理など）　など

乗車時の行動 ・ヘルメットやシートベルトの着用
・保険への加入
・悪天候、濃霧、薄暮などの交通環境の変化に対処した安全な走行
・交通法規の遵守
・歩行者、特に、高齢者、幼児、障害のある人たち及び自転車、他の車両など
への配慮や注意　など
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学校安全計画例（幼稚園）

月 4 5 6 7・8 9

安　
　
　
　
　
　
　
　

全　
　
　
　
　
　
　
　

教　
　
　
　
　
　
　
　

育

生　
　

活　
　

安　
　

全

○園内の安全な生活の
仕方

・登降園の仕方
・遊びの場や遊具（固定
遊具を含む）、用具の
使い方

・小動物のかかわり方
・困ったときの対応の仕
方

※５歳児：新しく使える
遊具や用具、場所の
使い方

○子ども110番の家
○園外保育での安全な
歩き方

・並ぶ、間隔を空けない
等

○園内の安全な生活の
仕方

・生活や遊びの中で必要
な道具や用具の使い
方（いす、はさみ、箸
等）

・小動物の世話の仕方
・通園バスの乗り降りの
仕方や待ち方の約束
を知る

○集団で行動するときの
約束

・一人で行動しない

○雨の日の安全な生活の
仕方

・雨具の扱い方、始末の
仕方

・廊下、室内は走らない

○水遊びのきまりや約束
・準備体操
・プールでの約束
○家に帰ってから
・知らない人についてい
かない

「いかのおすし」の約束
を知る

○乗り物に関する約束
・車中での過ごし方

○夏季休業中の生活に
ついて安全で楽しい
過ごし方

・花火の遊び方
・外出時の約束
・一人で遊ばない

○水遊びのきまりや約束
・準備体操
・プールでの約束

○生活のリズムを整え、
楽しく安全な生活

・登降園時の約束、遊具・
用具、固定遊具の安
全な使い方

○水遊びのきまりや約束
・準備体操
・プールでの約束
○戸外で体を十分動か
して遊ぶ

○集団で行動するときの
約束

・集合の合図・友達との
歩行

交　
　

通　
　

安　
　

全

○安全な登降園の仕方
・初歩的な交通安全の
約束

○道路の安全な歩き方
・標識、標示（とまれ等）
の意味

・安全確認（左右を見る）
の仕方

※５歳児：交通公園で体
験を通しての安全指
導（信号の見方）

○親子路上安全教室

○雨の日の安全な歩行の
仕方

・傘の持ち方
○園外保育での安全な
歩き方

○交通安全に関する約
束を再確認

・飛び出し
・道路では遊ばない
・自転車に乗るときの約
束（保護者の付き添い）

・自動車の前後の横断

※４歳児：園外保育（交
通公園）を利用、信号
の見方
○遠足・園外保育での
交通安全

・道の端を歩く
・ふざけながら歩かない

災　
　

害　
　

安　
　

全

○避難（防災）訓練の意
味や必要性
○避難の仕方
・避難訓練の合図（サイ
レン、放送等）
・「おかしも」の約束
・防災頭巾のかぶり方

〈火災：サイレン、放送
で伝達〉

※３・４歳児：集合場面
・火災時は靴を履きかえ
ない

※５歳児：自由に活動し
ている場面

・教職員の指示を聞いて
の避難
○消防署の指導による煙
体験（姿勢を低く保つ）

○光化学スモッグに対す
る注意事項

〈地震 :サイレン、放送
で伝達〉
○地震のときの避難の仕
方

・机の下に潜る
・避難時は靴を履く
○園庭にて保護者への引
渡し訓練

〈火災：火災報知機・放
送にて伝達〉
○放送・教職員の指示を
聞き、避難

・非常用滑り台で避難
・ハンカチを鼻、口に当
てる

・持っているものは置い
て避難

〈地震・警戒宣言発令〉
○大地震が起きたときの
避難の仕方

・保育室にて保護者への
引渡し訓練

（保護者は徒歩）

行 

事
入園式 園外保育・遠足 園外保育・遠足

プール開き
終業式
夏季休業日

始業式、プール納め
園外保育・遠足

安　
　

全　
　

管　
　

理

○安全点検表の作成
○園内外の環境の点検、
整備、清掃

○保育室の遊具、用具の
点検、整備、清掃

○園外保育・遠足等の目
的地の実地踏査
○消防署の指導により教
職員の通報訓練、初期
消火訓練

○幼児の動線を考え、室
内での安全な遊びの場
づくりの工夫
○プールの清掃、水遊び
の遊具、用具の安全点
検

○夏季休業中は園舎内外
の施設、設備の見回り
○新学期が始まる前に、
保育室内外の清掃、遊
具、用具の安全点検

○使い慣れた遊具、場所
の安全指導の徹底
○危険な行動に対する、
教職員同士の共通理
解、指導の徹底

学
校
安
全
に
関
す
る

組
織
活
動
（
研
修
含
む
）

○保護者会、園だよりで
・園生活を安全に過ごす
ためのきまり、約束を
連絡（登降園の仕方、
園児引渡しの仕方、出
欠の連絡、けが、病気
に関する連絡方法、災
害時の対応）

・通園状況の把握
・緊急家庭連絡網の作成
○春の交通安全運動
○遊具の安全点検の仕方
について研修をする

○保護者会、園だよりで
・ 定期健康診断の結果連 
絡、健康で安全な生活
についての意識の高揚

・ 緊急家庭連絡網を使
い、電話連絡の練習

・ 路上での実際指導
・ 光化学スモッグ警報発
令時の対応の仕方を連
絡

○心肺蘇生法（AED含
む）の研修をする

○保護者会、園だよりで
・水遊びのための健康管
理

・夏の生活で必要な安全
　（雨天時の歩行、登降
園時に親子で注意、熱
中症への配慮）
○幼児の交通事故の現状
について警察署からの
話を聞く

○保護者会、園だよりで
・警察署より交通安全及び
防犯（誘拐）について講話
・夏季休業中の過ごし方
（健康生活、落雷、台
風などの気象災害への
配慮事項の確認）

・地域が行っている防犯
パトロールについての
情報交換

○不審者との具体的な対
応の仕方やいろいろな
道具の使い方につい
て、警察署から実際指
導を受ける

○保護者会、園だよりで
・通園路を見直し、安全
な通路、危険な場所の
確認

・生活リズムの調整、体
調への十分な配慮を依
頼

・警戒宣言発令時の避難
行動、引取り訓練

○秋の交通安全運動
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10 11 12 1 2・3
○様々な遊具の安全な使
い方、遊び方

・ボール（ける、投げる等）
の遊び方

・縄跳びの縄の扱い
※５歳児：後に使う人の安
全を考えた片付け方

○集団で行動するときの約
束

・教職員の指示を聞き、自
分から気を付ける

○様々な遊具や用具の安
全な使い方、片付け方

・目打ち、段ボールカッター
等

○不審者対応
・不審者が園に侵入したと
きの避難の仕方

○集団で行動するときの約
束

・教職員の指示を聞き、自
分から気を付ける

○体を動かして遊ぶ・室
内にこもらず、戸外で遊
ぶ
○危険につながる服装
○冬の健康な遊び方、安
全な行動の仕方

○誘拐の防止
○暖房機の危険性、安全
に関する約束

○進んで体を動かし、安全
で活発な行動

・室内にこもらず、戸外で
活動

○園生活に必要な約束や
きまりを自分から気付
き、守る

○暖房機の危険性、安全
に関する約束

○雪の日の安全な遊び方、
身支度の仕方

○自分の身の回りの安全に
自ら気付き、判断し行動
する。

・担任以外の教職員の指
示

○異年齢の交流場面での
安全に関する自主的な
約束の確認

○暖房機の危険性、安全
に関する約束

○雪の日の安全な遊び方、
身支度の仕方

○信号の正しい見方
・点滅しているときの判断
の仕方、適切な行動
○警察の指導による交通
安全

・安全な登降園の仕方、
自転車の乗り降りの仕
方、道路の渡り方
○バスの中の安全な過ご
し方

○登降園時、園外保育の
交通ルールを自分から
気を付け、守る

・自分の耳と目で確かめる
習慣

○電車の乗り降り、車中の
安全な過ごし方

○子ども路上歩行訓練
園のまわりの道路を子ど
もだけで歩く

○様々な状況、場面での
交通ルール

・道路の横断
・駐車中の自動車の前後
の横断

・信号が点滅している時の
行動の仕方など

○様々な状況、場面で、
自分で判断する
・自分の耳と目で確かめる
習慣

・交通量の多い道路での
歩行、横断

○交通安全のために、自
分で判断して行動する

・降園後の生活
※５歳児：小学校付近の
道路の危険な場所、安
全な歩行の仕方

〈火災：肉声で通報〉
○「火事だ」の声による通
知、速やかな避難行動

・周囲の状況、そばにいる
教職員の指示

・第二次避難場所まで避難

〈地震：サイレン、放送で
伝達〉

○大きな揺れが続いている
とき
・頭を守る、危険のない場
所

・指示があるまで動かない
等

※５歳児：起震車により大
地震の揺れを体験、地震
のときの基本動作（親子
で体験）

〈地震、火災発生：サイレ
ン、放送で伝達〉
○第三次避難場所へ避難
・防災頭巾をかぶっての安
全な歩行

〈火災：予告なし〉
○周囲の状況、放送やそば
にいる教職員の指示
○消防署から指導
・火災の怖さ、火事発見時
の適切な行動

〈地震・火災：予告なし〉
○大きな揺れが続いている
ときの自分の身の守り方

運動会園外保育
・遠足（バス）

園外保育・遠足 終業式
冬季休業日

始業式
園外保育（凧上げ）

終業式

○戸外での遊び、遊びの場、
幼児の遊びの動線への
配慮
○園外保育を利用し、信号
機の見方、道路の歩き方
等の体験的な指導

○電車を使っての遠足で
は、使用する駅のホーム
の状況も含めて遠足の実
地踏査

○暖房設備の点検、使用す
るための準備

○室内での遊び、狭い遊び
場での安全管理・教職員
同士の連携・調整
○暖房の温度、室内の換気
に留意
○戸外での遊びの奨励
○教職員の消火訓練（消防
署の指導）

○積雪時の園庭、園舎の安
全確認

○１年間の安全点検の評
価・反省

○次年度の防災組織等の再
編成

○保護者会、園だよりで
・戸外での活動、徒歩での
通園などへの協力依頼
（ノー自転車デー）
・警察の指導により、登降
園の様子、幼児が自分で
判断し、安全な歩行の仕
方を身に付けるための指
導協力

・消防署から消火、通報訓
練を受ける

○保護者会、園だよりで
・消防署の指導（起震車で
の地震体験、家庭で地
震が起こった場合の対処
の仕方）

・子ども路上歩行訓練時の
安全確保の協力

○不審者への対応について
実技研修をする

○保護者会、園だよりで
・冬休み中の健康で安全な
生活について園だより等
で周知

・年末年始の地域の防犯、
防災活動に関心をもち、
幼児に伝える

○保護者会、園だよりで
・登降園時の安全、大地震
発生時の避難場所、連
絡方法などを再確認

・降雪時の登降園時の歩
行、身支度などへの配慮
について連絡と協力依頼

○保護者会、園だよりで
・就学にむけての心構え
（危険な道路、場所を教
える等）

・春休み中の生活につい
て、園だより等で連絡
○園内事故等発生状況と安
全措置に関する研修
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学校安全計画例（小学校）　　　　※学級活動の欄　　◎…1単位時間程度の指導　　●…短い時間の指導

項目
 月 4 5 6 7・8 9

月　の　重　点 通学路正しく歩こう 安全に休み時間を過ご
そう

梅雨時の安全な生活を
しよう

自転車のきまりを守ろう けがをしないように運
動をしよう

道　　徳 規則尊重 生命の尊重 思いやり・親切 勤勉努力 明朗誠実

安　
　
　
　
　
　
　
　

全　
　
　
　
　
　
　
　

教　
　
　
　
　
　
　
　

育

安　
　
　

全　
　
　

学　
　
　

習

生 　 活
・地域巡り時の交通安
全

・遊具の正しい使い方

・野外観察の交通安全
・移植ベラ、スコップ
の使い方

・公園までの安全確認 ・虫探し・お店探検時
の交通安全

・はさみの使い方

理 　 科

・野外観察の交通安全
・アルコールランプ、虫
めがね、移植ごての
使い方

・カバーガラス、スライ
ドガラス、フラスコの
使い方

・スコップ、ナイフの使
い方

・夜間観察の安全
・試験管、ビーカーの
使い方

・観察中の安全
・フラスコ、ガラス管の
使い方

図 　 工
・はさみ、カッター、ナ
イフ、絵の具、接着
剤の安全な使い方

・写生場所の安全
・コンパスの安全な使
い方

・糸のこぎり、小刀、
金槌、釘抜きの使い
方

・木槌、ゴム、糸のこ
ぎり、ニスの使い方

・作品の安全な操作

家 　 庭 ・針、はさみの使い方 ・アイロンのかけ方 ・食品の取扱い方 ・包丁の使い方 ・実習時の安全な服装

体 　 育
・固定施設の使い方
・運動する場の安全確
認

・集団演技、行動時の
安全

・水泳前の健康観察
・水泳時の安全

・鉄棒運動の安全

総 合的な
学習の時間 「○○大好き～町たんけん」（３年）「交通安全ポスターづくり」（４年）

安　
　
　

全　
　
　

指　
　
　

導

学　
　
　

級　
　
　

活　
　
　

動

低学年

●通学路の確認
◎安全な登下校
●安全な給食配膳
●子ども110番の家の場
所

●休み時間の約束
◎防犯避難訓練の参加
の仕方
●遠足時の安全
●運動時の約束

●雨天時の約束
◎プールの約束
●誘拐から身を守る

●夏休みの約束
◎自転車乗車時の約束
●落雷の危険

◎校庭や屋上の使い方
のきまり

●運動時の約束

中学年

●通学路の確認
◎安全な登下校
●安全な清掃活動
●誘拐の起こる場所

●休み時間の安全
◎防犯避難訓練への積
極的な参加

●遠足時の安全
●運動時の約束
◎防犯教室（３年生）

●雨天時の安全な過ご
し方
◎安全なプールの利用
の仕方
●防犯にかかわる人た
ち

●夏休みの安全な過ご
し方
●自転車乗車時のきま
り
●落雷の危険

◎校庭や屋上の使い方
のきまり

●運動時の安全な服装

高学年

●通学路の確認
◎安全な登下校
●安全な委員会活動
●交通事故から身を守
る
◎身の回りの犯罪

●休み時間の事故とけ
が
◎防犯避難訓練の意義
●交通機関利用時の安
全

●運動時の事故とけが

●雨天時の事故とけが
◎救急法と着衣泳
●自分自身で身を守る
◎防犯教室（４、５、
６年生）

●夏休みの事故と防止
策
●自転車の点検と整備
の仕方
●落雷の危険

◎校庭や屋上で起こる
事故の防止策

●運動時の事故とけが

児 童 会
活 動 等

・新1年生を迎える会
・クラブ活動・委員会
活動開始

・児童集会

主 な 学 校
行 事 等

・入学式
・健康診断
・交通安全運動

・運動会・遠足
・防犯避難訓練

・自然教室
・プール開き

・防災引き取り訓練
・交通安全運動
・防災避難訓練（地震）

安　

全　

管　

理

対 人 管 理

・安全な通学の仕方
・固定施設遊具の安全
な使い方

・安全のきまりの設定 ・プールでの安全のき
まりの確認

・電車・バスの安全な
待ち方及び乗降の仕
方

・自転車乗車時のきま
り、点検・整備
・校舎内での安全な過
ごし方

・校庭や屋上での安全
な過ごし方

対 物 管 理

・通学路の安全確認
・安全点検年間計画の
確認（点検方法等研
修含む）

・諸設備の点検及び整
備

・学校環境の安全点検
及び整備

・夏季休業前や夏季休
業中の校舎内外の点
検

・校庭や屋上など校舎
外の整備

学校安全に関する
組織活動

・登下校時、春の交通
安全運動期間の教職
員・保護者の街頭指
導

・校外における児童の
安全行動把握、情報
交換

・地域ぐるみの学校安
全推進委員会

・学区危険箇所点検

・地域パトロール ・登下校時、秋の交通
安全運動期間の教職
員・保護者の街頭指
導地域パトロール

研 修

・遊具等の安全点検方
法等に関する研修

・通学路の状況と安全
指導に関する研修

・熱中症予防に関する
研修

・ 防犯に関する研修（緊
急時の校内連絡体制、
マニュアルの点検）

・心肺蘇生法（AED）
研修（PTA含む）

・防災に関する研修（訓
練時）
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１０ １１ １２ １ ２ ３

乗り物の乗り降りに気
をつけよう

けがをしないように運
動をしよう

安全な冬の生活をしよ
う

災害から身を守ろう 道路標識を守ろう 安全な生活ができるよ
うにしよう

思いやり親切 家庭愛 勇気 勤勉努力 節度節制 愛校心
・たけひご、つまようじ、
きりの使い方

・郵便局見学時の安全 ・はさみ、ステープラー
の使い方

・はさみの使い方 ・昔遊びの安全な行い
方

・移植ごての使い方

・太陽観察時の注意 ・ポリ袋、ゴム風船の
使い方

・鏡、凸レンズ、ガラ
ス器具の使い方

・スコップ、ナイフの使
い方

・夜間観察の安全
・試験管、ビーカーの
使い方

・観察中の安全
・フラスコ、ガラス管の
使い方

・彫刻刀の管理の仕方
と使い方

・水性ニスの取扱い方 ・竹ひご、細木の使い
方

・糸のこぎり、小刀、
金槌、釘抜きの使い
方

・木槌、ゴム、糸のこ
ぎり、ニスの使い方

・作品の安全な操作

・熱湯の安全な取扱い
方

・ミシンの使い方 ・油の安全な取扱い方 ・食品の取扱い方 ・包丁の使い方 ・実習時の安全な服装

・用具操作の安全 ・けがの防止（保健） ・ボール運動時の安全 ・持久走時の安全 ・跳躍運動時の安全 ・器械運動時の安全

「安全マップづくり」（５年）「社会の一員として活動しよう」（６年）

◎乗り物の安全な乗り
降りの仕方
●廊下の安全な歩行の
仕方

◎誘拐防止教室

●安全な登下校

●安全な服装
◎冬休みの安全な過ご
し方

◎「おかしも」の約束
●危ないものを見つけ
たとき

◎身近な道路標識
●暖房器具の安全な使
用

●1年間の反省
◎けがをしないために

◎車内での安全な過ご
し方
●校庭・遊具の安全な
遊び方

◎校庭や屋上の使い方
のきまり

●安全な登下校

◎冬休みの安全な過ご
し方

●凍結路の安全な歩き
方

●「おかしも」の約束
◎安全な身支度

◎自転車に関係のある
道路標識
●暖房器具の安全な使
用

●1年間の反省
◎けがをしやすい時間
と場所

◎乗車時の事故とけが
●校庭・遊具の安全点
検

◎校庭や屋上で起こる
事故の防止策

●安全な登下校

◎冬休み中の事故やけ
が

●凍結路の安全な歩き
方

◎災害時の携行品
●安全な身支度、衣服
の調節

◎交通ルール
●暖房器具の安全な使
用

●1年間の反省
◎けがの種類と応急処
置

・児童集会

・地区別運動会
・収穫祭と子ども祭り

・修学旅行
・防災避難訓練（火災）

・学校安全集会 ・卒業式

・校外学習時の道路の
歩き方

・電車・バスの安全な
待ち方及び乗降の仕
方

・安全な登下校 ・凍結路や雪道の歩き
方

・災害時の身の安全の
守り方

・道路標識の種類と意
味

・1年間の評価と反省

・駅・バス停周辺の安
全確認

・通学路の確認 ・校内危険箇所の点検 ・防災用具の点検・整
備

・学区内の安全施設の
確認

・通学路の安全確認
・安全点検の評価・反
省

・学校安全委員会
（学校保健委員会）

・地域教育会議 ・年末年始の交通安全
運動の啓発

・地域パトロール ・学校安全委員会
（学校保健委員会）

・地域ぐるみの学校安
全推進委員会

・防災に関する研修（訓
練時）

・応急手当（止血等） ・校内事故等発生状況
と安全措置に関する
研修
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学校安全計画例（中学校）　　　　※学級活動の欄　　◎…1単位時間程度の指導　　●…短い時間の指導

項目
 月 4 5 6 7・8 9

月　の　重　点 安全な登下校をしよう 体育祭を安全にやりぬ
こう

梅雨期を安全に過ごそ
う

健康と安全について気
をつけよう

災害に備えた生活をし
よう

道　　徳 生命の尊さ 集団の意義 自主自律 法の遵守 奉仕

安　
　
　
　
　
　
　
　

全　
　
　
　
　
　
　
　

教　
　
　
　
　
　
　
　

育

安　
　
　

全　
　
　

学　
　
　

習

社 会 ・世界と比べた日本の地域的特色（自然災害と防災への努力）

理 科

・理科室における一般
的注意

・実験時の危険防止と
ふさわしい服装

・薬品やガラス器具の
使い方

・加熱器具の使い方
・備品の点検整備

薬品検査 ・自主研究の実験場の
注意

・電気についての知識

美 術
・美術室における一般
的注意

・備品の点検整備 ・彫刻刀の正しい使い
方

・ニードル等の道具の
使用の注意

・備品検査

・版画用プレス機の使
い方

体育分野

・集団行動様式の徹底
・施錠や用具の使い方

・自己の体力を知る
・集団行動と協力性
・備品の点検整備
・新体力テストの行い
と測定の仕方

・水泳の事故防止につ
いて（自己健康管理）

・陸上運動の適切な場
所の使い方と測定の
仕方

保健分野 ・心身の機能の発達と
心の健康（１年）

・傷害の防止（２年） ・生活行動・生活習慣
と健康（３年）

・自然災害（全学年）

技術・家庭

※「栽培」を
行う場合は、
農薬の扱い
に注意する。

・施設・設備の使用上
の注意

・作業場所の確保と危
険回避

・金属材料の性質と切
断

・日常での木製品の利
用

・工作加工機械や工具
の安全や点検

・切断切削加工時の安
全

・備品の点検整備

・工作機械の安全な利
用

・実習室の使用上の注
意と食についての一
般的な注意

・ガスコンロの使い方
・換気について
・ゴム管の点検

・調理実習における注
意

・日常食の調理

・備品の点検整備 ・電気の安全な利用
・食生活と健康

総 合 的 な
学習の時間 〈活動例〉「わが町の交通安全対策調べ」「学区安全マップづくり」「災害と町づくり」など

安　
　
　

全　
　
　

指　
　
　

導

学　
　
　

級　
　
　

活　
　
　

動

第1学年

●中学生になって
●通学路の確認
●部活動での安全
●自分でできる安全点検
◎犯罪被害の防止や通
報の仕方

●体育祭の取組と安全
◎災害時の安全な避難
の仕方と日常の備え
●清掃方法を確認しよ
う

●雨天時の校舎内での
過ごし方

●校内での事故と安全
な生活
◎水泳、水の事故と安
全

●落雷の危険や風水害
●自分の健康チェック
◎夏休みの生活設計と
安全（防犯）

◎地震の危険
●市総合体育大会と安
全

第２学年

●通学路の確認
●自分でできる安全点検
◎犯罪被害の防止や通
報の仕方

●体育祭の取組と安全
◎交通事故防止を考え
よう

●雨天時の校舎内での
過ごし方

◎水泳、水の事故と安
全

●自分の健康チェック
◎夏休みの生活設計と
安全（防犯）

●中体連大会と安全

◎地震の危険と避難
●市総合体育大会と安
全

第３学年

◎犯罪被害の防止や通
報の仕方

●登下校の安全
●自分でできる安全点検

●体育祭準備
◎心の安定と事故

◎水泳、水の事故と安
全

◎修学旅行と安全

●自分の健康チェック
◎夏休みの生活設計と
安全（防犯）

●中体連大会と安全

◎地震の危険と避難
●市総合体育大会と安
全

生徒会活動 ・部活動紹介 ・体育祭
・校内安全点検活動

・生徒会総会
・中体連壮行会

・球技大会

主 な 学 校
行 事 等

・入学式
・健康診断
・学校説明会
・交通安全運動

・新体力テスト
・体育祭
・防災避難訓練

・修学旅行
・防災避難訓練（火災）
・心肺蘇生法講習会
・合唱コンクール

・夏の交通安全運動 ・防災避難訓練（地震）
・秋の交通安全運動

部 活 動 ・活動ガイダンス
・練習の進め方指導

・部活動保護者会 ・熱中症予防指導

安　

全　

管　

理

対 人 管 理

・通学方法の決定
・安全のきまりの設定

・身体の安全について
及びけがの予防

・校舎内の安全な過ご
し方
・プールにおける安全
管理について

・自分でできる点検ポ
イントについて

・救急体制の見直し
・夏季休業中の部活動
での安全と対応

・身体の安全について
及びけがの予防

対 物 管 理

・通学路の確認
・安全点検年間計画の
確認（点検方法等研
修含む）

・運動場など校舎外の
整備

・学校環境の安全点検
及び整備（階段・廊
下・プール）

・夏季休業前や夏季休
業中の校舎内外の点
検

・諸設備の点検及び整
備

学校安全に関する
組織活動
（研修含む）

・春の交通安全運動期
間の啓発活動

・教職員･保護者の街
頭指導

・危機管理体制に関す
る研修

・校外における生徒の
安全行動把握、情報
交換

・熱中症予防に関する
研修

・地域学校安全委員会
（学校保健委員会）
・学区危険箇所点検
・心肺蘇生法（AED）
研修

・地域パトロール
・学校が避難所になった
場合の市職員や自主
防災組織との話し合い

・防犯に関する研修（マ
ニュアルの確認等）

・防災の日
・秋の交通安全運動の
啓発と街頭指導

・防災に関する研修（避
難訓練）
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１０ １１ １２ １ ２ ３
交通法規を理解し守ろ
う

危険を予測し、安全な
生活をしよう

自ら健康を維持してい
こう

事故災害から身を守り、
適切な行動をしよう

事故の原因について学
ぼう

安全な生活ができるよ
うにしよう

友情の尊さ 社会連帯 郷土愛 人間愛 生命の尊重 社会への奉仕
・日本の諸地域（地域の自然災害に応じた防災対策） ・地域観察時の安全
・電気器具の使い方 ・力学関係の実験器具

の使い方
・薬品検査
・理科室と準備室の整
備

・地震発生のメカニズ
ムと震度

・火山活動の様式とマ
グマの性質

・天気の変化
・日本の気象

・自然の恵みと災害
・備品点検、薬品点検
（台帳管理）

・小型ナイフの使い方 ・打ち出し用具の使い
方

・塗装の際の一般的注
意

・カッター、はさみ、コ
ンパス等の使用上の
注意

・絵の具、用具の保管
や管理の指導

・教室での一般的諸注
意

・器具、用具の点検
・器械運動における段
階的な練習と適切な
補助の仕方

・長距離走における健
康状態の把握と個人
の体力にあったペー
ス配分

・武道における場所、
用具の適切な使い方
と手入れ（禁じ技な
ど）

・サッカーにおける適切
な用具、場所の使い
方（ゴールの運搬や
固定の仕方等）、ルー
ルやマナーの徹底、
ゲームの安全

・バスケットボールにお
ける適切な用具、場
所の使い方、ルール
やマナーの徹底、ゲー
ムの安全

・器具用具の点検
・備品整理

・喫煙、飲酒、薬物乱
用と健康（３年）

・感染症の予防（３年）

・塗装時の喚起や火気 ・暖房と換気について
・床に落ちているもの
の危険性

・電気器具の取り扱い
・家庭電気の安全な利
用

・電子機器の利用と安
全

・はんだ付けによる火
傷の注意

・加熱と漏電
・電気製品製作上の安
全配慮

・備品検査

・器具点検整備
・備品検査（台帳管理）

・器具点検整備
・備品検査（台帳管理）

・幼児や高齢者等との
交流についての一般
的な注意

・衣服製作についての
一般的注意

・備品の点検整備

・アイロン、ミシンの適
切な使い方

・備品の点検整備 ・備品検査

●文化祭の準備と安全
◎交通法規の意義と安
全

●自分の健康チェック
（・持久走大会と安全）

●冬休みの生活設計と
安全

●火気の注意
◎災害への備えと協力
（地域の一員として）

●自転車の安全で正し
い乗り方
◎交通事故の加害と被
害
●ボランティア活動の
意義の理解と参加

●施設の安全な利用
◎降雪時の安全
●けがの発生状況とそ
の防止

●1年間の反省
●球技大会や3年生を
送る会での安全

◎部活動の安全とリー
ダーの役割
●文化祭の準備と安全

●自分の健康チェック
（・持久走大会と安全）

●冬休みの生活設計と
安全

●火気の注意
◎災害への備えと協力
（地域の一員として）

◎交通事故の加害と被害
●ボランティア活動の
意義の理解と参加

◎降雪時の安全
●けがの発生状況とそ
の防止

●1年間の反省
●球技大会や3年生を
送る会での安全

◎交通事故の原因と事
故の特性

●自分の健康チェック
（・持久走大会と安全）

●冬休みの生活設計と
安全

●火気の注意
◎災害への備えと協力
（地域の一員として）

◎交通事故の加害と被
害
●ボランティア活動の
意義の理解と参加

◎降雪時の安全
●けがの発生状況とそ
の防止

●1年間の反省
●球技大会や3年生を
送る会での安全
●学校、教室環境の整
備修繕（奉仕活動）

・文化祭
・市総体壮行会

・市駅伝大会壮行会 ・ボランティア活動など
の社会参加

・生徒会総会 ・球技大会
・3年生を送る会

・文化祭 ・持久走大会 ・防災訓練と防災学習 ・自然教室 ・卒業式

・冬季に多い傷害予防
指導

・文化祭の準備と安全 ・携帯電話・パソコン
の安全な使い方

・避難時の約束につい
て

・自転車の正しい乗り
方と危険防止

・施設・設備等の安全
な使い方について

・1年間の人的管理の評
価と反省

・学校環境の安全点検
及び整備（体育館）

・避難経路の確認
・防火設備、用具の点
検整備

・避難所として開放す
る場所の点検

・学校環境の安全点検
及び整備（通学路）

・学校環境の安全点検
及び整備（備品）

・1年間の学校環境安
全点検の評価と反省

・地域学校安全委員会
（学校保健委員会）
・校内の点検

・通学路点検
・自転車の安全な利用
に関する研修（指導
方法）

・地域防災訓練の啓発
・年末年始の交通安全
運動の啓発

・阪神･淡路大震災（17
日）の想起と防災の
啓発活動

・応急手当と緊急時校
内連絡体制

・地域学校安全委員会
（学校保健委員会）

・地域交通安全パト
ロール

・校内事故等発生状況
と安全措置に関する
研修
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学校安全計画例（高等学校）　　　　※ホ－ムルーム活動の欄　　◎…１単位時間程度の指導　　●…短い時間の指導

項目 ４ ５ ６ ７･８ ９
安全な通学 学校生活での安全 梅雨期の健康安全 野外活動での安全 学校行事での安全

安
　
　
　
　
　
　
　
　
全
　
　
　
　
　
　
　
　
教
　
　
　
　
　
　
　
　
育

安
　
　
　
全
　
　
　
学
　
　
　
習

地理歴史・
公 民

・（現）青年期の課題 ・（地）世界の地形・気
候

・（現）現代社会の特
質

・（現）都市問題

理 科
・実験器具等の安全な
扱い方

・施設・設備・薬品管
理等の点検

・観察、実験における
一般的な注意及び危
険防止の注意

・（物）摩擦力、運動量、
円運動等による車の
安全運転の理解

・（物）衝突･運動エネ
ルギー及びエネル
ギー保存法則による
車の衝突の理解

・（化）物質と人間生活
（身近にある化学物質
の性質の正しい理
解）

保 健 体 育

・体育施設・用具の安
全点検

・（保）交通安全 ・雨季の体育館、グラ
ウンド使用（転倒防
止）

・（保）応急手当

・水泳の安全
・熱中症の予防
・野外活動と安全
・体育施設・用具の安
全点検

・体育施設・用具の安
全点検

実験・実習
を伴う科目 施設器具・機械の取扱いと使用上の注意、点検・整備熱源・電気器具の取扱いと使用上の注意、点検・整備

総合的な学
習 の 時 間

〈学習活動例〉テーマ「地域の安全と防災」
○防災ホームページの閲覧、災害の種類と対応（防災壁新聞・ポスター・パンフレット作成）、阪神淡路大震災について、
　学習のまとめ

安
　
　
　
全
　
　
　
指
　
　
　
導

１ 年
ホームルーム
活 動

◎高校に入学して
●通学時の安全
●防災体制の確立
●犯罪被害の防止

◎交通安全への参加
●部活動や休憩時の安
全

●自転車の構造と点検
整備

◎通学路に潜む危険
◎地震と安全
●雨の日の安全行動

◎夏休みの生活と安全
（防犯を含む）
●野外活動の安全
●落雷の危険

◎地震災害対策
◎歩行者の安全と交通
環境

●通学路の安全

２ 年
ホームルーム
活 動

◎２年生になって
●通学時の安全
●防災体制の確立
●犯罪被害の防止

◎高校生の心理や行動
と事故の特徴
●部活動と健康管理
●自転車の安全な利用

◎地震と安全
●雨の日と安全行動

◎夏休みの生活と安全
（防犯を含む）
●野外活動の安全
●落雷の危険

◎地震災害対策
◎交差点に潜む危険
●通学路の安全

３ 年
ホームルーム
活 動

◎３年生になって
●通学時の安全
●防災体制の確立
●犯罪被害の防止

◎幼児･高齢者･障害
のある人の心理と行動
●安全意識と行動
●自転車の安全な利用

◎運転者の心理と行動
特性

◎地震と安全
●雨の日と安全行動

◎夏休みの生活と安全
（防犯を含む）
●野外活動の安全
●落雷の危険

◎地震災害対策
◎交通事故の対応と応
急手当

●通学路の安全

主 な
学 校 行 事

・入学式
・始業式
・春の交通安全指導
・定期健康診断
・歓迎遠足
・１年生（オリエンテー
ション）

・部活動年間計画作成

・学校保健安全委員会
・遠足安全指導
・救急法講習会
・交通安全教室
・３年生（生徒指導集
会）

・高校総体壮行会

・防災避難訓練
「火災」
・高校総体
・保健委員会
・２年生（生徒指導集
会）

・終業式
・防犯避難訓練
（防犯教室も実施）
・夏休みの諸注意

・始業式
・防災避難訓練
「地震」
・文化祭
・文化祭実行委員会

個 別 指 導

・自転車、バイク通学
許可

・校門立番指導

・自転車、バイクの点
検

・健康診断結果の指導 ・校外指導
・生徒指導全体集会
・自転車、バイクの実
技指導

・免許取得指導
・校外巡視

・自転車、バイクの点
検

・新規免許取得者指導

部 活 動 ・新入部員オリエンテー
ション

・用具の点検・整備 ・部活動部長会 ・救急法実技講習会
・合宿・遠征の安全

・用具の点検・整備

生徒会活動 ・新入生オリエンテー
ション

・壮行会 ・保健委員会 ・球技大会 ・文化祭

安
　
全
　
管
　
理

対 

人 

管 

理

学校生活の
安 全 管 理

・通学状況調査
・防災体制の確立
・救急体制の確立
・登下校指導
・安全計画の設定
・下宿、アルバイト調
査

・授業時の安全確認（体
育実技、農業実習、
理科実験、家庭科実
習）

・車に係る規則の徹底
・事故調査と防止対策

・生徒引率の安全確認
・防災避難訓練の徹底

・長期休業前生活指導
・大掃除の安全確認

・防災対策の徹底
・通学路の見直し
・防災避難訓練の徹底
・文化祭の安全対策
・授業時の安全管理点
検

対 

物 

管 

理

学校環境の
安 全 点 検

・学校環境の安全点検
整備（施設・設備、
通学路）

・自転車置場施設
・防災設備の点検整備
・自家用電気工作物保
安点検

・学校環境の安全点検
整備（普通・特別教
室、実験実習器具）

・環境整備美化作業
・自家用電気工作物保
安点検

・毒物劇物の適正な管
理等について

・学校環境の安全点検
整備（体育館、格技
場、部室、運動器具）

・プール掃除
・通学路安全点検

・学校環境の安全点検
整備（校庭､ 学校全
般）

・消火器、消火栓、火
災報知器の点検

・学校環境の安全点検
整備（普通、特別教
室、実験実習器具）

・通学路安全点検
・防災施設･設備の点
検整備

学校安全に関する
組織活動
（研修含む）

・春の交通安全運動
・交通街頭指導
・中高連絡会
・職員会議（危機管理
体制）

・教職員研修（安全点
検、AED）

・PTA総会
・保護者会
・学校（保健）安全委
員会

・保護者面談
・PTA委員会
・教職員研修（熱中症
の予防）

・生徒指導協議会（学
警連絡協議会）

・校外指導・危険箇所
巡視

・教職員研修（防犯）
・国民安全の日

・国民防災の日
・秋の交通安全運動
・教職員研修（自然災
害）
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１０ １１ １２ １ ２ ３
交通道徳の理解 安全な行動 事故災害の防止 安全な通学 事故原因と対策 安全な生活
・（現）地球環境問題 ・（現）地方自治と住民

参加
・（現）公害の防止と環
境保全

・（地）地球の内部・大
気・海洋に関する正
しい理解

・（現）公害問題
・（地）居住・都市問題

・（倫）現代に生きる人
間の自然観と人間観

・（倫）人間としての在
り方、生き方

・（生）ガス中毒、一酸
化炭素中毒の仕組み
と応急手当

・（物）電気器具の取
扱い上の注意

・（化）物質の変化、化
学反応・（反応熱、酸、
塩基についての正し
い理解）

・（生）環境と動物の反
応についての正しい
理解

・（化）炭化水素類の
取扱い上の注意

・（保）健康と運動
・体育大会の準備
・体育大会の事故防止

・体力について ・冬季スポーツの意義
・校内マラソン大会の
安全

・体育施設･用具の安
全点検

・体育施設・用具の安
全点検

・（保）職業と健康 ・安全に関する評価
・体育施設・用具の安
全点検

化学薬品の取扱いと使用上の注意、点検・整備

ボランティア活動体験、地域ハザードマップについて、災害時における応急救護実習、非常食の作り方実習、防災関連施設の見学、今年度総合

◎事故災害時の応急手
当
●体育大会の安全

◎自転車加害事故の責
任

●火災の予防とストー
ブの取扱い

◎火災予防と避難訓練
●校内マラソン大会の
安全

●冬休みの生活と安全

◎交通事故の対応と応
急手当

◎幼児と老人の心理と
行動

●危険の予測
●地域の安全活動

◎春休みの生活と安全
●今年度活動の評価と
まとめ

◎修学旅行の安全
●体育大会の安全

◎危険予測訓練
●火災の予防とストー
ブの取扱い

◎火災予防と避難訓練
●校内マラソン大会の
安全

●冬休みの生活と安全

◎これからの社会生活
と交通問題

◎休業日の交通事故防
止

●規律正しい生活
●地域の安全活動

◎春休みの生活と安全
●今年度活動の評価と
まとめ

◎事故災害時の応急手
当
●体育大会の安全
●地域の安全活動

◎運転免許の仕組みと
運転者の義務・責任

●火災の予防とストー
ブの取扱い

◎火災予防と避難訓練
●校内マラソン大会の
安全

●冬休みの生活と安全

◎これからの社会生活
と交通問題

◎家庭学習について
●規律正しい生活

◎卒業に当たって
●今年度活動の評価と
まとめ

・修学旅行
・体育大会

・交通安全教室 ・校内マラソン大会
・防災避難訓練
「火災」
・冬休みの諸注意
・終業式

・始業式 ・学校保健委員会
・１、２年生（生徒指
導集会）

・校内意見発表会

・卒業式
・終業式
・春休みの諸注意

・校外巡視 ・第２回バイク通学許
可

・校外巡視

・バイク、自動車免許
取得の手続き

・校外巡視

・免許取得の指導
・校外巡視

・校外巡視
・入社前指導

・校外巡視
・バイク免許取得の手
続き

・活動場所の安全点検 ・用具の点検・整備 ・部室の安全点検 ・活動場所の安全点検 ・応急手当実技講習

・体育大会 ・保健委員会 ・球技大会 ・保健委員会 ・3年生を送る会

・修学旅行の安全対策
・体育大会の安全対策
・事故災害時の応急手
当の徹底

・文化祭の安全対策 ・校内マラソン大会の
安全対策

・長期休業前生活指導
・冬休みの健康管理
・校内競技大会の安全
対策

・防災避難訓練の徹底

・暖房の取扱い ・交通規則の徹底 ・今年度活動の反省と
次年度の計画立案

・長期休業前生活指導
・本年度の事故発生の
まとめ

・学校環境の安全点検
整備（体育館、部室、
運動器具）

・学校環境の安全点検
整備（校庭）

・ストーブの取扱い方
・毒物劇物危害防止対
策総点検

・学校環境の安全点検
整備（普通･特別教
室、実習実験器具）

・防災施設・設備の点
検整備

・学校環境の安全点検
整備（体育館、部室、
運動器具）

・火気器具の安全点検

・学校環境の安全点検
整備（施設、設備）

・火気器具の安全点検

・今年度の安全点検活
動の評価

・次年度の計画立案
・生徒用机・いすの点
検整備

・防災施設・設備の点
検整備

・中高連絡会
・学校（保健）安全委
員会

・計画訪問による理科
薬品等の適正な管理
点検

・保護者面談週間
・安全に関する広報活
動

・交通街頭指導
・生徒指導協議会（学
警連絡協議会）

・年末の交通安全運動
・交通安全に関する研
修（法令等改正、自
転車等安全利用に関
する指導方法等）

・交通街頭指導
・PTA委員会
・学校保健（安全）委
員会

・国民防災とボランティ
ア週間

・安全に関する広報活
動

・今年度活動の評価と
次年度の計画立案

・校内事故等発生状況
と安全措置に関する
研修
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学校安全計画例（特別支援学校（知的障害）高等部）

項　　　　目 4 5 6 7・８ 9

月　の　重　点 通学路の安全を確認し
よう

交通安全に気をつけて
通学しよう

プールでの事故に気を
つけよう

夏休みを安全に過ごそ
う

交通安全について確認
しよう

安　
　
　
　
　
　
　
　

全　
　
　
　
　
　
　
　

教　
　
　
　
　
　
　
　

育

安　
　
　

全　
　
　

学　
　
　

習

教　
　
　
　
　
　

科

保健体育
体育施設・用具の安全
な使用

体力テスト用具の点検
と使い方

プールにおける安全、救急法講習、心肺蘇生
法

ソフトボール、キック
ベースボール等の球技
指導における安全

理　 科 フラスコ、ビーカー、アルコールランプ、凸レンズ、針金等の実験器具等の安全な使い方及び水酸化ナトリウム、塩

美　 術 ・美術で使用するハサミやカッター、ナイフ、彫刻刀、木槌、土練機などの道具の安全な使い方　・竹ひご、銅板、

家 庭 ・調理で使用するガスコンロなどの安全な使い方　・ミキサー、電子レンジ、ホットプレートなどの電気製品の安全な・針やはさみなどの道具の安全な使い方

職 業

木工班… ドリルやベルトグラインダーなどの電動工具の安全な使い方　・のこぎりなどの工具の使い方　・塗料の使い方
園芸班… 鍬や移植鏝、鎌などの道具の安全な使い方　・土篩を使った安全な土のふるい方　・野菜や花など育てる上
接客班… 実際の接客に必要なコミュニケーション能力の育成　・トレイの持ち方、グラスの運び方、テーブルへの置き方
事務班…印刷機、シュレッダーなどの事務用機器の安全な使い方　・ハサミやカッターなどの道具の安全な使い方

自 立 活 動 ・健康の保持、心理的な安定、人間関係の形成、環境の把握、身体の動き、コミュニケーション　

総合的な学習
の 時 間 ・学校における全教育活動との関連を基に計画し、自然体験や活動を促すなかで、生徒の自発的な計画に基づき安全に

安　
　
　

全　
　
　

指　
　
　

導

生 活 安 全
情緒の安定
日常生活における安全

集団行動の約束
友達との接し方

一人では行ってはいけ
ない場所、人通りの少
ない場所確認

夏休みの過ごし方 自分の身を守る登下校
や交通機関の安全な利
用方法

交 通 安 全 登下校の安全
安全な歩行

交通安全指導（警察署）雨の日の交通安全（傘
のさし方）

交通機関の利用方法 横断歩道のわたり方
自転車の乗り方

災 害 安 全

避難訓練（地震）訓練
の大切さ

避難訓練（火災）煙体
験、煙の怖さ・被害、
ハンカチの大切さ

避難訓練（地震から火
災へ）頭を守る大切さ、
落下物、倒壊物への注
意

避難訓練（継送訓練）
気象災害の安全

総合防災訓練（消防署）
引き取り訓練

ホームルーム活動 各月の避難訓練や安全指導に対して学級活動を活用して、事前学習や事後学習を行い児童生徒がより理解できるように

学 校 行事 等

修学旅行（旅行中の安
全）

プール開き
校外学習
現場実習

現場実習 宿泊訓練

部活動…運動部（バスケット部、陸上部、サッカー部、バレー部、卓球部等）、　文化部（演劇部、音楽部、美術部等）

安　

全　

管　

理

対 人 管 理

生徒の状況把握
通学経路の確認
避難経路確認
次月の避難訓練確認
紐と責任者の表示

緊急体制の確認
健康観察
避難経路確認

水泳指導健康管理
健康観察
心肺蘇生法の確認

水泳指導健康管理
健康観察
ＡＥＤの使い方確認
夏季休業中の安全

水泳指導健康管理
健康観察

対 物 管 理

防災計画届け出
通学路確認
安全対策マニュアル

飲料水点検
防災設備点検
避難経路点検

プール施設・設備点検
水質検査

各教室、特別教室等の防火管理担当者による毎日の消防設備点検と閉鎖障害チェック、校内巡回指導

学校安全に関する
組織活動
（研修含む）

学校安全衛生委員会（年3回）、ＰＴＡ・地域との連携、登下校時刻の通学路交通規制

春の交通安全運動 職員防災研修 救急法講習会 ＡＥＤ講習会
安全点検

秋の交通安全運動
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10 11 12 1 2 3

体育祭を安全に成功さ
せよう

文化祭を安全に成功さ
せよう

冬休みを安全に過ごそ
う

暖房時の安全を確認し
よう

事故防止について確認
しよう

春休みを安全に過ごそ
う

陸上大会の安全
体育祭練習や当日の安
全

サッカー等の球技指導
における安全

柔道等の武道における
安全

バスケット等の球技指
導における安全

マラソン大会 マット、跳び箱、運動
等の安全

化ナトリウム等の実験で使用する薬品等の安全な使い方と点検

板などの材料の安全な使い方　・写生や共同作品作時等の安全な設定

使い方　・包丁、ピラー、調理バサミなどの調理器具の安全な使い方や安全な調理方法を知る　・ミシン、アイロンなどの電気製品の安全な使い方

と喚起　・材料の安全な取扱い
での安全な作業
など安全な接客

対する意識を高める

不審者から自分を守る
（防犯避難訓練）

「子供110番の家」の
場所確認

冬休みの過ごし方 犯罪から身を守る携帯
電話の使い方

暖房器具の近くの安全
な過ごし方

春休みの過ごし方

交通安全指導（警察署）交通機関の利用とマ
ナー

自転車に関する基本的
な交通法規を知る

交差点の危険について 雪の日の交通安全 踏切事故等鉄道での安
全

抜き打ち避難訓練（地
震）訓練の大切さ

避難訓練（地震）
起震車訓練、避難経路
の確認、ドア開放

避難訓練（火災）
避難経路の確認、火元
を回避して避難

抜き打ち避難訓練
（地震から火災へ）あ
わてない、放送を良く
聞いて行動

避難訓練（火災）
暖房器具の安全な使い
方、身の回りの安全確
認

避難訓練（地震）
落下物、ガラス等の危
険、出入り口の確保

繰り返し指導する

体育祭
現場実習

校外学習 マラソン大会
スキー合宿

放課後や休日を活用した部活動において安全に配慮した指導を行う

健康観察 健康観察 健康観察
避難経路確認

健康観察
冬期休業中の安全

健康観察
避難経路確認

健康観察
春期休業中の安全

防災設備点検 暖房器具の設備点検 室内有害物質検査
避難経路点検

照度検査 避難経路点検

不審者対応訓練 安全点検 防災に関する研修 安全点検
校内事故等発生状況と
安全措置に関する研修
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学級活動等における安全指導の目標 ･内容例（幼稚園）

生活安全

区分 目　　　標 小　項　目 内　　　　　容 教職員の援助･保護者との連携

園
内
で
の
生
活
の
安
全

園舎･園庭で安心して生活す
るために必要な約束が分か
り、守る

施設･設備の安全 自由に行動できる場所、教職員と一
緒に使用する場所などの約束（門か
ら外に一人で出ない等）
危険な場所、危険な遊びについて
の意識化
危険な状態（場所、環境、行動等）
に気付いた場合、教職員等に連絡

危険な行動を見かけたら、教職員間の
連絡をとり、指導を徹底する。

遊具や道具の使い方が分か
り、安全に気を付けて使う

遊具や遊びに使う道具
の安全

園庭の固定遊具の安全な遊び方
大型の遊具（巧技台、大型積木等
の使い方）
遊びに必要な道具や材料（ハサミ、
鉛筆、ステープラー、割り箸等）の
安全な使い方や扱い方、片付け方

幼児の発達に合わせた道具の選択･
設定を工夫する。
遊具、道具の使用前と使用後の安全
点検を行う。
園内で共通のルールを確認し、指導の
徹底を図る。

体を十分に動かし、機敏な動
作ができる

体を動かす遊びでの安
全

様々な遊びの中で、十分に体を動か
すことへの意欲と機敏な動作
危険に対する構え、まわりの人の動
きや物の状況に応じた動き

遊具の配置･幼児の視野や動線を考
慮し、安全な環境を設定する。遊具、
用具の安全点検をする。保護者との連
携（食事、体調等への配慮と連絡）。

自然（動植物等）に興味をもち、
命の尊さや安全な遊び方に気
付く

自然とかかわる活動の安
全

身近な動植物への親しみやいたわり
自然への興味関心と自然とかかわる
ときの心構え（危険な物や場所）

飼育物や栽培物を身近な環境に取り入
れ、かかわる機会を増やす。教材研究
や情報交換を行い、安全なかかわり方、
環境づくりを配慮する。

遠
足･

園
外
保
育
の
安
全

安全に気を付けて、遠足･園
外保育を楽しむ

遠足･園外保育等での
安全

遠足･園外保育集団で行動するとき
に必要な約束（一人で行動しない、
教職員の指示を聞いて行動する）

分かりやすい言葉で短く、必要な約束
を理解させる。個別に配慮を必要とす
る幼児には教職員間で協力体制を整え
る。実地踏査を行い、道路の状況、現
地の危険箇所の調査（トイレ、遊具、
自然物（例：スズメバチ等））を行い、
回避する。

交通機関を利用するときの安
全な行動の仕方が分かり、行
動する

交通機関の安全な利用 電車やバス等に乗降するときの約束 事前指導の内容を精選する。教職員間
の連携を図り、指示を徹底させる。

特
に
配
慮
を
要
す
る

活
動
の
安
全

安全に気を付けて、水遊びや
雪遊びを楽しむ

水遊び雪遊び等での安
全な遊び方

水遊びや雪遊び等を行うときに必要
な約束

水遊び、雪遊びに利用する施設、遊具
等の安全点検を行う。教職員間で協力
し、個々の幼児の行動を見守り、危険
のないよう配慮する。一人一人の事前
事後の体調等を確認する。幼児の健
康管理について、保護者と連絡を密に
とる。

学級活動等における安全指導の目標 ･内容例

○小学校、中学校及び高等学校については一貫性を重視し、｢生活安全｣ ｢交通安全｣ ｢災害安全｣
の内容ごとに分け、それぞれに見開きに整理し、分かりやすくした。
○幼稚園は、教職員･保護者による安全管理への配慮及び安全な行動の模範として果たす役割の
重要性を考慮し、教職員の援助･保護者との連携の欄を設けた（保護者との連携はゴシック）。
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区分 目　　　標 小　項　目 内　　　　　容 教職員の援助･保護者との連携

事
件
・
事
故
災
害
発
生
時
の
適
切
な
行
動

事件、事故が発生したときに
適切な行動がとれるように
する

事件、事故が発生した
ときの適切な行動

大人（教職員･保護者等）への通
報
応急処置の必要性を理解

連絡した幼児や周囲にいた大人等か
ら、正確な状況を把握するとともに当
事者や周囲の幼児を安心させる。
教職員の協力体制を指示確認する。
保護者･関係諸機関へ連絡する。

不審者の侵入時の避難の仕
方や対応の仕方を知る

不審者に遭遇した時の
行動の仕方を知る

園に不審者が侵入した
ときの避難の仕方

基本的な行動
　･知らない人について行かない
　･大人に知らせる
　　（い・か・の・お・す・し）
不審者侵入の合図を知る教師から
離れない

視聴覚教材、劇的な動きで、わかり
やすく、また必要以上に恐怖心を抱
かせないようにして理解を図る。
家庭との連絡体制を日常から整え常
に点検しておく。

光化学スモッグによる身体へ
の影響や被害について知り、
安全な行動ができる

光化学スモッグ発生時
の避難の仕方

光化学スモッグ発生時に身体が感
じる変化
安全な場所へ避難する又は危険を
回避する過ごし方を知る

正しい情報の入手と避難場所を確認
する。
保護者へは日ごろから情報提供し、対
応の仕方を確認する。

家
庭
生
活
の
安
全

園庭･施設開放時に安全に気
を付けて遊ぶ

園庭･施設開放時での
安全

保護者の管理の下で、園庭、施設
の安全な使い方や約束
けがやトラブルが発生したときの適
切な行動

園庭･施設開放では、安全な遊び方や
約束を保護者と確認し、安全管理に気
を付けるよう依頼する。
幼児の園での心身の状態を保護者に連
絡し、家庭での配慮を促す。

家庭の内外で、安全な行動の
仕方が分かる

家庭の内外で起こる事
故、犯罪被害と安全な
行動

電気･ガス･暖房器具等家庭内の
危険物の確認、安全に生活するた
めの約束
安全な遊び場所、自宅周辺の危険
な場所、遊びの約束を保護者と確
認

家庭内の安全点検や遊び場所、登降
園時に使う通路の危険箇所等の確認を
保護者に促す。
保護者は安全に関する約束を示し、モ
デルとなることを伝える。

地
域
や
社
会
生
活
で
の
安
全

誘拐等事件や事故に遭ったと
きに自分の身を守る適切な行
動が分かる

地域での犯罪･事故の
発生時における安全な
行動の仕方

自分の身を守る適切な行動（遠くに
行かない、知らない人についていか
ない等）
事件や事故に遭遇したときの適切な
行動（助けを求める）

誘拐防止について保護者同士及び園と
の協力体制を強化する。日常的な指導
の継続を保護者に徹底する。

安心して暮らせる地域社会づ
くりの活動に関心をもつ

地域での犯罪被害の防
止に関する活動や対策

地域･社会生活の安全
に関する機関や団体の
活動

自分たちの安全のために、身の回り
の人々が行っている活動への気付き

幼稚園を仲立ちにして、家庭、地域と
の連携を強化する。情報交換を含めた、
地域とのかかわりを積極的に進める。
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交通安全

区分 目　　　標 小　項　目 内　　　　　容 教職員の援助･保護者との連携

道路での安全な歩行を身に付
け、交通ルールを理解する

道路の歩行と交通ルー
ル

道路を歩くときの基本的な心構え
（道路の端･右側を歩く）交通事故
の原因となる危険な行動（飛び出し、
路上での遊び）

標識･標示に関心をもち、意味を理
解（止まれ、横断歩道等）

警察や地域の交通ボランティアの協力
を得ながら、具体的な方法や視聴覚教
材を利用して指導の徹底を図る。
園外保育等で実際の場面で体験を通
して指導の徹底を図る。
道路での安全な歩行については保護者
がモデルとなることを知らせ、交通安
全の意識を高める。
親子での歩行訓練等を通し、保護者の
意識を高める。

道路の安全な横断の仕方が
分かり、行動する

道路の横断 道路を横断するときの心構えと行動
（安全確認の仕方、手を挙げて横断
する等）
信号の見方、点滅時の判断の仕方
信号機のない道路での横断の仕方

踏切等鉄道の交通について安
全な行動の仕方が分かり、身
に付ける

踏切等鉄道での安全 身近にある踏切の種類や状況に応
じた待ち方、渡り方

幼児の生活圏にある鉄道線路の状況
や踏切の種類を調べ、危険な場所を把
握しておく。

雨や雪の日等の安全な歩行の
仕方が分かり身に付ける

気象や交通環境の変化
と安全

雨の日の歩き方、雨具の安全な使い
方
降雪や道路の凍結、強風時の安全
な歩き方

状況に合った身支度の仕方を配慮する
とともに、保護者にも依頼する。
状況によっては、保護者など大人と手
をつなぐことで安全を確保できること
を理解させる。

集団で歩行するときの安全な
行動が分かり、身に付ける

集団歩行時の安全 集団で安全に歩行するときの約束
段差、階段、交通量の多い道路で
の横断等安全な歩行の仕方

集団で歩行するときの隊形や約束、目
的地までの危険箇所などを事前に教職
員で確認しておく。
引率する教職員間の協力体制をつくる
（歩行速度、引率する教師の配置等）。

安全な登降園の仕方が分か
り、行動する

登降園の安全 保護者と手をつないでの登降園
保護者と一緒に安全確認

登降園で利用する道路の危険な場所を
確認し、幼児に知らせる。保護者も日
ごろから安全な登校園の心構えをもつ
つよう促す。

自
転
車
の

安
全
な
利
用

自転車を利用するときの約束
が分かり、行動する

自転車の安全な利用（保
護者の管理下）

一人で自転車に乗るときの約束（決
められた場で乗る、保護者の付き添
い、ヘルメット着用等）補助いすの
安全な乗り降りの仕方

基本的な約束を保護者とともに確認
し、徹底を図る。
自転車の安全な走行は保護者がモデル
となることを知らせ、交通安全の意識
を高める。

自
動
車
に
関
す
る
知
識
と
心
得

自動車に関する基本的な事項
を知り、安全な歩行をする

自動車についての理解と
安全

自動車の特性を知る（死角、内輪差、
制動距離等）
飛び出し、車両直前直後の横断の
危険と安全確認

視聴覚教材などを利用して、分かりや
すく指導する。

自動車に乗車するときの安全
な行動の仕方、約束が分かり、
行動する

自動車に乗車する場合
の安全

運転操作の支障となる行動と安全
な態度
チャイルドシートの着用、後部座席
に乗車する場合の安全に関する約
束

チャイルドシートの着用と乗車中の態
度の指導を徹底する。
保護者対象の安全教室等を通して保
護者の意識を高める。

交
通
事
故
防
止
と
安
全
な
生
活

交通事故に遭ったときの行動
の仕方が分かり、行動する

交通事故に遭遇したとき
の行動の仕方

交通事故が起きたときの行動（現場
に居合わせた人に助けを求める、保
護者、警察等に知らせる）

事故について速やかに園に連絡する。
事故に遭わないための事後の指導を徹
底する。

交通安全に関する意識の高揚
を目指し、園･地域、機関等
の活動に参加する

交通安全に関する園･
地域･機関の活動への
理解と積極的な参加

自分たちの交通安全のために活動し
てくれる人への理解と感謝

地域の交通安全に取り組む人々に気付
くようにし、感謝する気持ちがもてる
ようにする。
地域の交通安全に関する活動への積
極的な協力と参加を促す。保護者自身
が幼児の交通安全のモデルとなること
を伝え、連携を深める。
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災害安全

区分 目　　　標 小　項　目 内　　　　　容 教職員の援助･保護者との連携

非
常
災
害
時
の
避
難

非常災害の避難の仕方を知る 非常災害時の行動の仕
方

防災避難訓練の意味･非常時の合
図
基本的な行動、約束（防災頭巾の
かぶり方、教師の指示を聞く、おか
しもの約束、教師のそばから離れな
い）

様々な状況を想定し、繰り返して指導
の徹底を図る。
視聴覚教材を利用し、分かりやすく指
導する。
保護者への連絡を徹底する。
引取り訓練などを行い、保護者への連
絡方法、避難場所等を繰り返し確認、
徹底する。

火
災
時

の
安
全

火災時の避難の仕方を知る 火災時の行動と避難の
仕方

煙の怖さ、安全を確保する行動
避難経路、避難場所など、様々な
場面に応じた避難の仕方

煙体験を含む具体的な場面を通して
指導する。

地
震
及
び
自
然
災
害
時

の
安
全

地震時及び津波発生時の避
難の仕方を知る

地震･津波発生時の避
難の仕方

地震のときに発生する様々な危険
（落下物･家具等の倒壊等）に応じ
た避難の仕方
津波警報と避難の仕方

正しい情報の入手（落下物･家屋等の
倒壊･陥没･地割れ、山崩れ･液状化
現象等）と状況に応じた安全な避難経
路と場所を確認し、幼児に明確に指示
する。

火山活動による危険を理解
し、避難の仕方を知る

火山活動と避難 火山活動による危険（火砕流、二
酸化硫黄等の大気汚染等）に応じ
た避難の仕方

災害発生時に起こる危険な状況につい
ては、前例を生かし、危険を回避する
方法を学ぶ。

気
象
災
害
時
の
安
全

暴風雨･洪水、豪雪･雪崩、
落雷等の災害発生時の危険を
知り、安全な行動ができる

暴風雨、洪水等による
危険及び安全な行動

暴風雨、洪水時の怖さと安全な行
動
　･看板等落下物
　･電線の切断や倒木等

情報の収集を正確かつ迅速に行い、
状況を見て、早めに避難するように判
断する。
登降園時に気付いた危険な場所や状
況を連絡し合い、回避するよう伝達す
る。

豪雪、雪崩等による危険
及び安全な行動

豪雪時の交通安全
　･屋根からの落雪
　･地吹雪時の怖さ

落雷による危険及び安
全な行動

戸外にいるときの落雷の怖さ
落雷に遭わないための安全な行動

原
子
力
災
害

発
生
時
の
安
全

放射線汚染による身体への影
響や被害について知り、安全
な行動ができる

放射線汚染発生時の避
難の仕方

放射線に汚染された場合の避難行
動の仕方

教職員は原子力災害について必要な知
識を事前に学び、正しい情報の入手と
避難場所の確認をする。保護者へは日
ごろから情報提供し、対応の仕方を伝
える。

災
害
事
故
防
止

と
安
全
な
生
活

地域における災害安全に関心
をもつ

災害安全に関する地域
や学校（園）の行事や
活動等への理解と積極
的な参加

保護者とともに、地域防災訓練等の
行事への参加や活動への関心

保護者に向けて、園や地域の安全に関
する活動への理解と積極的な参加を促
す。
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学級活動等における安全指導の目標 ･内容例（小学校、中学校及び高等学校）
生活安全

区分 目　　　　　標 項　　　　　目 内　　　　　容
小　　　学　　　校

教
科
学
習
時･

総
合
的
な

学
習
時
の
安
全

各教科･総合的な学習時にお
ける事故の発生状況と安全の
きまり･約束等や安全確保の
方法等について理解し、安全
に学習できるようにする

施設・設備と学習用具の安全 低　施設･設備や学習用具の正しい使い方
中　事故の起こりやすい施設･設備や学習用具の安全な使い方
高　施設･設備や学習用具による事故の現状とその原因

施設・設備と学習用具の点検と
整備

低　施設･設備や学習用具の安全な確かめ方
中　施設･設備や学習用具の使用前と使用後の安全点検の仕方
高　施設･設備や学習用具の安全点検と整備の仕方

運動や実習･実験･校外学習の
ときの安全

低　体育科･生活科学習時の安全
中　理科実験･校外学習時の安全
高　図画工作･家庭科学習時の安全

児
童
（
生
徒
）
会

活
動
等
の
安
全

児童（生徒）会活動やクラブ
活動等における事故の発生状
況と安全のきまり・約束等や安
全の確保の方法等について理
解し、安全な行動ができるよう
にする

児童（生徒）会活動の安全 高　体育的な活動や文化的な活動で起こりやすい事故と安全な行
動の仕方

クラブ活動等の安全　　 中　安全なクラブ活動の仕方
高　事故発生時の通報と安全な行動の仕方

活動計画の立て方と活動の安全 高　安全に関する児童会活動の推進

学
校
行
事
に
お
け
る
安
全

学校行事等における事故の発
生状況と安全のきまり･約束
等や安全の確保の方法等につ
いて理解し、安全な行動がで
きるようにする

運動会、校内競技大会等の安全 低　運動会の安全な参加の仕方
中　水泳大会の安全な参加の仕方
高　運動会、水泳大会等の事故とその原因

遠足･旅行･集団宿泊時の事故
とその防止

高　遠足･集団宿泊時行事等のときの安全な行動の仕方と事故･
　　 災害が起きたときの行動の仕方

交通機関の安全な利用と自由時
間の事故の防止

低　バスや電車の安全な乗車の仕方
中　自由行動時の約束と安全な行動の仕方
高　自由行動時に起こりやすい事故の危険と安全な行動の仕方

勤労生産･奉仕的な活動等の安
全

低　奉仕的な活動時の安全な行動の仕方
中　勤労･生産的な活動時の安全な行動の仕方
高　勤労･生産的な活動時に起こる事故とその防止

服装や健康の状態と事故の防止 低　正しい服装の整え方
中　適切な服装の選び方
高　健康の状態の不安定にかかわって起こる事故

始
業
前
や
放
課
後
等
休
憩

時
間
、
清
掃
活
動
の
安
全

始業前や放課後等休憩時間、
清掃活動等作業時における事
故の発生状況と安全のきまり･
約束等や安全の確保の方法等
について理解し、安全な行動
ができるようにする

学校施設に基づく事故の原因と
安全な行動

低　学校施設での安全な行動の仕方
中　施設･設備の安全な利用の仕方
高　学校施設で起こる事故とその原因

学校生活での事故と安全な行動 低　廊下･階段歩行等学校生活の中での安全なきまり
中　休憩時間中の安全な行動の仕方
高　学校生活で起こる事故とその原因

清掃活動の安全 低　清掃用具の安全な使用の仕方
中　安全な清掃作業の仕方
高　清掃や大掃除のときに起こる事故とその原因

給食時の安全 低　給食の安全な運搬の仕方
中　熱いものの配膳の仕方
高　給食時に起こる事故とその原因

登
下
校
や
家
庭

生
活
の
安
全

登下校のときに起こる事故や
家庭の内外で起こる事故につ
いて理解し、安全な行動がで
きるようにする

登下校時に起こる事故、犯罪被
害とその防止

低　通学路を守った安全な登下校の仕方
中　危険な行動、寄り道、遊び等での事故、犯罪被害
高　登下校の心身の状態と事故、犯罪被害

家庭の内外で起こる事故、犯罪
被害とその防止　

低　家や家の周囲で安全な行動の仕方
中　家や家の周囲で起こる事故、犯罪被害と安全な行動の仕方
高　家や遊び場で起こる事故、犯罪被害の原因と安全な行動の仕方

野
外
活
動

等
の
安
全

野外活動で起こる事故につい
て理解し、安全に行動できる
ようにする

水泳、登山、スキー、スケート、
水辺活動等の事故と安全な行動

低　水泳、スキー、スケート等の安全のきまり
中　水泳、登山、スキー、スケート等の安全な活動の仕方
高　野外での運動、自然教室等における危険と安全な行動の仕方

事
件
・
事
故
災
害
発
生
時
の
安
全
・

応
急
手
当

事件・事故災害発生時の避難
や通報の仕方、簡単な応急手
当の仕方について理解し、適
切に行動ができるようにする

不審者侵入時の対応 低　安全な避難の仕方
中　安全な避難の仕方と教職員への通報
高　安全な避難の仕方と教職員への通報

けが人に対する介助の仕方 中　けが人の通報の仕方
高　けがの種類と介助の仕方

けがの応急手当の仕方と措置 中　簡単な応急手当の仕方
高　けがの種類と応急手当の仕方

熱中症・光化学スモッグ発生等
の措置と応急手当の仕方

中　熱中症等の症状と応急手当の仕方
高　光化学スモッグ発生時の連絡方法と手当の仕方

地
域
や
社
会
生
活
で
の
安
全

地域･社会で起こる犯罪や危
険について理解し、安全に行
動ができるようにする

地域での犯罪被害の現状と安全
な行動

低　誘拐に遭わないために
中　誘拐の起こりやすい場所と時間
高　身の回りでの犯罪の現状と安全な行動

地域での犯罪被害の防止に関す
る活動や対策

低　遊び場やその行き帰りでの安全
中　安全な生活の仕方
高　防犯対策の理解と安全な生活の仕方

地域･社会生活の安全に関する
機関や団体の活動

低　安全を守ってくれる人々
中　安全を守ってくれる機関や団体の仕組み
高　安全を守ってくれる機関や団体の理解と協力

地域･社会における自分たちの責
任と役割

低　犯罪防止のための人々
中　犯罪防止のための人々の役割
高　犯罪防止のための人々についての理解と自分たちの役割
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中　　　学　　　校 高　　　等　　　学　　　校
施設･設備や学習用具による事故とその原因
事故の起こりやすい施設･設備と安全な使い方
事故の起こりやすい学習用具と安全な使い方

施設･設備や学習用具による事故とその原因
事故の起こりやすい施設･設備と安全な使い方
事故の起こりやすい学習用具と安全な使い方

施設･設備の使用前と使用後の安全点検の仕方
学習用具の使用前と使用後の安全点検の仕方
施設･設備や学習用具の整備や整理･整とんの仕方

施設･設備の使用前と使用後の安全点検の仕方
学習用具の使用前と使用後の安全点検の仕方
施設･設備や学習用具の整備や整理･整とんの仕方

体育学習時の安全と美術科、技術･家庭科の実習時の安全
理科の実験時の安全
野外･校外学習時の安全（交通･防災･動植物等）

体育学習時の安全と理科･芸術科･家庭科の実習時の安全
野外学習時の安全
専門教科実習時の安全

体育的な活動や文化的な活動で起こりやすい事故と安全な行動
の仕方
ボランティア活動で起こりやすい事故と安全な行動の仕方

生徒会活動で起こる事故の現状とその原因
体育的な活動や文化的な活動で起こりやすい事故と安全な行動
の仕方

部活動で起こる事故の現状、原因、防止のための安全な行動の仕方
事故発生時の通報、応急手当の仕方

部活動で起こる事故の現状、原因、防止のための安全な行動の仕方
事故発生時の通報、応急手当の仕方

活動の特質に応じた安全の配慮事項
安全に配慮した体育的な活動の計画と活動の仕方
安全に関する生徒会活動の推進

活動の特質に応じた安全の配慮事項
安全に配慮した体育的な活動の計画と活動の仕方
安全に関する生徒会活動の推進

運動会、校内競技会等の種目別の事故の現状とその原因
種目ごとの安全な参加の仕方
事故発生時の通報、応急手当の仕方
安全に関する生徒会活動の推進

儀式的･学術的･体育的行事における事故の現状とその原因
儀式的･学術的･体育的行事の安全な行動の仕方
事故発生時の通報、応急手当の仕方
安全に関する生徒会活動の推進

旅行･集団宿泊的行事等で起こる事故の現状とその原因
旅行、見学等のときの安全な行動の仕方と事故災害が起きたときの行
動の仕方
旅行･集団宿泊的行事等のときの安全な行動の仕方と事故災害が起
きたときの行動の仕方

国内外の旅行･集団宿泊的行事等で起こる事故の現状とその原因
遠足、見学等の時の安全な行動の仕方と事故災害が起きたときの行
動の仕方
旅行･集団宿泊的行事等のときの安全な行動の仕方と事故災害が起
きたときの行動の仕方

交通機関利用時の事故とその防止
自由行動時に起こりやすい事故の危険と安全な行動

交通機関利用時の事故とその防止
自由行動時に起こりやすい事故の危険と安全な行動

勤労生産的な活動時に起こる事故とその防止
奉仕的な活動時に起こる事故とその防止

勤労生産的な活動時に起こる事故とその防止
奉仕的な活動時に起こる事故とその防止

服装や持ち物等にかかわって起こる事故とその防止
健康の状態の不安定にかかわって起こる事故とその防止

服装や持ち物等にかかわって起こる事故とその防止
健康状態の不安定にかかわって起こる事故とその防止

学校施設での事故とその原因
施設･設備の安全な利用
施設･設備の点検･整備

学校施設での事故とその原因
施設・設備の安全な利用
施設･設備の点検･整備

始業前等休憩時間中に廊下･階段・窓等で起こる事故とその原因
始業前や放課後等休憩時間中の校舎内外での安全な行動の仕方

始業前等休憩時間中に廊下･階段・窓等で起こる事故とその原因
始業前や放課後等休憩時間中の校舎内外での安全な行動の仕方

日常の清掃活動や大掃除等で起こる事故の現状とその原因
日常の清掃活動の安全な作業の仕方
大掃除や校内美化活動の安全な作業の仕方

日常の清掃活動や大掃除等で起こる事故の現状とその原因
日常の清掃活動の安全な作業の仕方
大掃除や校内美化活動の安全な作業の仕方

給食に関する事故の現状とその原因
安全に注意した配膳･片付けの仕方

（定時制）
給食に関する事故の現状とその原因
安全に注意した配膳･片付けの仕方

環境が不案内のときの事故、犯罪被害
登下校時の心身の状態と事故、犯罪被害
危険な行動、遊び等での事故、犯罪被害

環境が不案内のときの事故、犯罪被害
登下校時の心身の状態と事故、犯罪被害
危険な行動、遊び等での事故、犯罪被害

電気、ガス、灯油等家庭内の危険物の種類とその取扱い
家庭内の安全点検
日常の活動場所や登下校時の通学路の危険箇所の確認

電気、ガス、灯油等家庭内の危険物の種類とその取扱い
家庭内の安全点検
日常の活動場所や登下校の通学路の危険箇所の確認

水泳などによる事故の状況と安全の心得
登山、キャンプ等による事故の状況と安全の心得
スキー、スケート等による事故の原因と事故防止の心得
その他野外での運動等における危険と安全な行動の仕方

水泳･水辺活動などによる事故の状況と安全の心得
登山、キャンプ等による事故の状況と安全の心得
スキー、スケート等による事故の原因と事故防止の心得
その他野外での運動、自然教室等における危険と安全な行動の仕方

様々な場面に応じた避難の仕方と教職員への通報 様々な場面に応じた避難の仕方と教職員への通報

けが人の介助の仕方と通報の仕方 けが人の介助の仕方と通報の仕方

止血法、心肺蘇生法等の応急手当の方法と実際 止血法、心肺蘇生法等の応急手当の方法と実際

熱中症等の症状と応急手当の仕方
光化学スモッグ発生時の連絡方法と手当の仕方

熱中症等の症状と応急手当の仕方
光化学スモッグ発生時の連絡方法と手当の仕方

誘拐等犯罪が起こりやすい時間帯･場所･手口
被害に遭った場合の通報等適切な行動
被害に遭わない日ごろからの心構え

地域の犯罪被害の現状と安全な行動

自治会など地域の犯罪防止活動の様子
防犯対策の理解と安全な生活の仕方
地域の活動への参加･協力

犯罪被害の防止活動や対策と安全な行動

国や地方公共団体の仕組みと施策
地域の関係機関や関係団体の仕組みと活動
犯罪防止のためや被害に遭った場合の利用
地域の犯罪防止活動への参加･協力

地域･社会生活の安全に関する機関や団体の活動の理解と安全な活
動

犯罪防止のための学校の役割
職場、家庭、地域の人々の役割
適切な情報の収集
犯罪防止における自分たちの責任と役割 

地域･社会生活の安全における自分たちの責任と役割
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交通安全

区分 目　　　　　標 項　　　　　目
内　　　　　容

小　　　学　　　校

道
路
の
歩
行
と
横
断
及
び
交
通
機
関
の
利
用

道路の構造や利用のきまり、
道路における様々な危険につ
いて理解し、安全な歩行がで
きるようにする

道路の役割･通行区分と安全 低　道路の構造や利用のきまり、安全な歩行の仕方
中　道路の通行区分の意味と安全な歩行と飛び出しの危険
高　道路の通行区分の意味と安全な歩行と飛び出しの危険

通学路の安全 低　通学路の安全な歩行の仕方（誘拐等の犯罪防止を含む）
中　通学路やスクールゾーンの意味と危険防止
高　通学路の交通事情と下級生の世話

交差点の歩行や道路の横断 低　道路を横断するときに手を挙げるなど運転者への合図の仕方
中　信号を守ることの意味と交差点の安全な横断の仕方
高　交差点で左折･右折してくる車の危険と安全な横断の仕方

気象や交通環境の変化と安全 低　雨や雪の日の安全な歩行の仕方
中　道路の凍結、強風時の安全な行動の仕方
高　薄暮や夜間の安全な歩行の仕方（明るい服装や反射材の効果）

集団歩行時の安全 低　安全な集団歩行の仕方
中　集団で歩行するときの交通の危険
高　道路事情による危険と安全な歩行（交通量の多い道路、歩車

道の区別のない道路等）
踏切など鉄道での安全 低　踏切での安全な待ち方、安全確認の仕方、渡り方

中　踏切事故の原因と非常ボタンの取扱い方
高　踏切事故の原因と非常ボタンの取扱い方

幼児や高齢者及び障害のある
人々の保護

低　白杖や点字ブロック等の意味
中　幼児･高齢者･身体に障害のある人々の交通場面における行

動の特性
高　幼児･高齢者･身体に障害のある人々の安全な通行のための

保護の仕方
公共交通機関利用時の事故と安
全な行動

低　公共交通機関の安全な利用の仕方
中　公共交通機関の安全な利用の仕方
高　公共交通機関利用時の事故の原因と安全な行動の仕方

自
転
車
の
安
全
な
利
用
と
点
検
・
整
備

自転車の安全な利用･点検や
整備について理解を深め、交
通の規則･約束等を守って安
全な乗車ができるようにする

自転車の安全な利用とヘルメット
の着用

低　体に合った自転車と安全な練習場所及びヘルメット着用
中　自転車の正しい乗り方と乗ってはいけない場合及びヘルメット着用
高　歩行者及び他の車両に対する事故、ヘルメットの効果と着用

自転車の安全な走行 低　自転車に乗ってよい場所
中　自転車の通る所と安全な走行の仕方
高　交差点の通行の仕方と雨天や夜間の安全な走行の仕方

自転車による交通事故（自損事
故･加害事故）の防止

低　自転車乗車中に起こる事故
中　加害事故及び自損事故の状況･原因と事故防止
高　加害事故の責任と補償

自転車の集団走行時の安全 中　並進･不適切な車間距離の危険性
高　集団走行の危険と安全な走行の仕方

自転車の点検･整備 低　自転車の簡単な点検と手入れ
中　自転車の各部の名称と働き及び点検と手入れ
高　定期的･乗車前の点検の仕方

自転車に関係のある交通法規と
歩行者の保護

低　自転車に関係する規則
中　自転車に関係のある道路標識と道路標示
高　自転車に関係する基本的な交通法規

正しい駐輪の仕方 低　正しい駐輪の仕方
中　正しい駐輪の仕方
高　歩行者の安全と正しい駐輪の仕方

二
輪
車･

自
動
車
の
特
性
と
心
得

二輪車･自動車の特性につい
て理解し、道路の安全な歩行
や安全な走行ができるように
する

自動車の種類による事故の特徴
と安全

低　車両の事故の特徴と安全な行動の仕方
中　車両の事故の特徴と安全な行動の仕方
高　車両の車種による事故の特徴と安全な行動の仕方

自動車の構造･機能と安全 低　死角と内輪差
中　自動車の種類による死角と内輪差
高　自動車の速度と停止距離

シートベルトの着用 低　シートベルトの着用
中　シートベルトの着用とその効果
高　シートベルトの着用とその効果

雨天や夜間の危険 低　夕方や夜間の運転者からの見え方と安全な行動の仕方
中　悪天候や夜間での車両の動きの特徴と安全な行動の仕方
高　雨や雪の制動距離の違いと安全な行動の仕方

運転免許制度

交
通
事
故
防
止
と

安
全
な
生
活

地域の交通安全に関する諸機
関や団体が行っている対策や
活動を理解し、安全な交通社
会を築くために、積極的に参
加できるようにする

交通安全に関する機関や団体の
活動

低　交通安全にかかわる人 と々施設の利用の仕方
中　交通安全に関する機関や団体の仕組みと施設の利用の仕方
高　地域の交通安全活動の理解と参加

救急施設と救急体制 低　地域の救急施設や救急体制
中　交通事故が起きたときの通報の仕方
高　交通事故が起きたときの対応の仕方

安全な交通社会づくりにおける責
任と役割

低　家庭での交通安全
中　学校での交通安全
高　地域の交通安全と小学生の責任と役割
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中　　　学　　　校 高　　　等　　　学　　　校
道路施設とその役割の理解
信号の意味や標識･標示の種類と意味の理解

道路の種類とその役割
標識･標示の種類と意味の理解

通学路やスクールゾーンの設置の意味
道路条件や交通環境の変化に応じた安全な通学の仕方（犯罪防止を
含む）
車両の動きと安全確認

通学時の事故の現状の理解と安全な行動
通学方法に応じた安全な行動（犯罪防止も含む）

交差点の正しい横断の仕方
交差点を横断するときの危険の予測と安全確認の仕方

横断中の事故の現状とその原因の理解と安全な行動
交差点の危険性の理解と安全な行動の仕方

歩行者の心理とその理解
薄暮や夜間の交通の危険と安全な歩行の仕方（明るい服装･反射材
の効果）
雨、降雪、道路の凍結、強風時の交通の危険と安全な歩行の仕方

歩行者の心理の理解と安全な行動
気象や環境の変化によって発生する事故の現状の理解と安全な行動

隊形や集団心理などによる集団歩行時の交通の危険
道路事情による危険と安全な歩行、横断の仕方
集団で歩行するときのリーダーや一人一人の心構え

集団歩行時の心理と安全な行動
集団で歩行するときのリーダーや一人一人の心構え

踏切等の安全確認と非常ボタンの取扱い
架線接触、軌道立ち入りや妨害の危険
駅ホームでの転落の危険と事故防止

鉄道（踏切や駅ホーム等）での事故の現状と原因の理解と安全な行
動
非常ボタンの取扱い

白杖や点字ブロック等の理解
幼児、児童、高齢者や身体に障害のある人々の行動の特性の理解と
保護及び介助

白杖や点字ブロック等の理解
幼児、児童、高齢者や身体に障害のある人々の行動の特性の理解と
保護及び介助

交通機関利用時の事故の現状とその原因の理解と安全な行動
交通機関利用時のマナー（迷惑行為･危険行為とは）

交通機関利用時の事故の現状とその原因の理解と安全な行動
交通機関利用時のマナー（迷惑行為･危険行為とは）

中学生に多い自転車事故の特徴
自転車の安全な利用の仕方（選び方等基本的な事項）

自転車事故の現状とその原因の理解と安全な行動
自転車の安全な利用の仕方（乗ってはならない場合等）

自転車専用道路、車道、歩道通行可等の通行区分
道路条件や交通環境に応じた安全な走行の仕方

歩行者保護の立場に立った安全な走行の仕方
自転車通行区分や合図の仕方
雨天などの気象の変化や夜間などの危険と安全な走行

自転車事故の状況･原因と事故防止（反射材の効果等）
事故の発生とその対応
加害事故の責任と補償制度

自転車利用者としての義務と責任の理解と安全な走行
事故の責任と補償制度

単独走行の場合と集団走行の場合の危険の違い
集団の編成の仕方とリーダー･班員の心得等安全な集団走行の仕方

単独走行の場合と集団走行の場合の危険の違い
適切な車間距離の取り方
集団の編成の仕方とリーダー･班員の心得等安全な集団走行の仕方

自転車の各部の名称と働き及び選び方
乗車前の点検箇所と点検の仕方
定期の点検箇所と点検内容及び点検の仕方

自転車の用途に合った選び方
自転車の性能の理解と各部の名称及び点検･整備の仕方

自転車に関する基本的な交通法規の理解
自転車に関係する道路標識と道路標示等道路交通法に定められてい
る関係事項の理解

自転車の関係法規の理解
歩行者の保護と正しい自転車走行の理解

違法駐輪・迷惑駐輪の現状と問題点
秩序ある駐車と施錠、防犯登録等の必要性と放置、盗難等の防止

違法駐輪･迷惑駐輪の現状と問題点
秩序ある駐車と施錠、防犯登録等の必要性と放置、盗難の防止

原動機付自転車や自動二輪車の事故の特徴と安全な行動の仕方
自動車の事故の特徴と安全な行動の仕方

二輪車と四輪車の事故の現状とその原因
二輪車と四輪車の特性と運転者の条件
道路における危険の予測と回避する意識と能力

自動車の種類による死角･内輪差
自動車の速度と停止距離及び前照灯の照射距離

自動車の種類による死角･内輪差
自動車の速度と停止距離及び前照灯の照射距離

交通事故が発生した場合の被害軽減効果
着用の仕方･着用の意味
ヘルメット･シートベルト･エアバックの効用

交通事故が発生した場合の被害軽減効果（ヘルメット、シートベルト、
エアバック）と正しい着用の仕方

雨や雪の日の自動車の停止距離
夕方や夜間の自動車の危険（視認距離の低下、眩惑現象、蒸発現象）
悪天候時や夜間の安全な行動の仕方

夕方や夜間における視認能力の低下
気象の変化による交通状況の変化

運転免許制度の意義･運転免許の種類･内容及び取得年齢
運転者の義務と責任と補償

運転免許制度と安全な通行
運転者の義務と責任と補償

国や地方公共団体の仕組みと施策
地域の関係機関や関係団体の仕組みと活動
地域の交通安全活動への中学生としての参加の在り方

国や地方公共団体の仕組みと施策
地域の交通安全活動の理解と高校生の役割
地域の交通安全活動の積極的な参加

地域の救急施設、救急体制の理解
交通事故が起きたときの応急手当と措置

地域の救急施設
地域の救急体制
交通事故での応急手当と措置

交通事故防止のための学校の役割
交通安全活動における自分たちの責任と役割

安全な交通社会づくりの重要性の理解と高校生の役割
交通社会の一員としての高校生の責任と役割
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災害安全

区分 目　　　　　標 項　　　　　目 内　　　　　容
小　　　学　　　校

火
災
時
の
安
全

火災のときに起こりやすい危
険な状況を理解し、適切な行
動ができるようにする

火災のときの危険 低　火のまわり方と煙の危険
中　火災の原因と危険
高　火災が発生したときの心構え

火災の状況に応じた安全な行動 低　火のまわり方と煙に対する行動の仕方
中　火災情報に基づいた判断と安全な行動
高　安全な行動の要素

避難経路･避難場所の確認と避
難や誘導の仕方

低　避難の仕方と方法
中　避難場所の確認
高　様々な場面に応じた避難の仕方

地
震
災
害
時
の
安
全

地震発生の場合、危険な行動
に走りやすいことを理解し、安
全な行動ができるようにする

地震のときに起こる危険を理解
し、安全に行動できるようにする

低　地震のときの危険
中　地震情報に基づいた判断と安全な行動
高　地震のときの危険に対する心構え

避難経路･避難場所の確認と避
難や誘導の仕方

低　安全な避難の仕方
中　安全な避難場所の確認
高　様々な場面に応じた避難の仕方

津波による危険と避難の仕方 低　安全な避難場所の確認と避難の仕方
　　津波による危険
中　津波情報の収集の仕方
高　様々な場面に応じた避難の仕方

火
山
災
害
時

の
安
全

火山災害が発生した場合の危
険を理解し、安全な行動がで
きるようにする

火山活動による危険と避難の仕
方

低　安全な避難場所の確認と避難の仕方
　　火山活動による危険
中　火山情報の収集の仕方
高　様々な場面に応じた避難の仕方

気
象
災
害
時
の
安
全

風水害、豪雪は登下校時の道
路環境を変えることがあること
を理解し、危険を的確に判断
し、安全な行動ができるように
する

風水害等による危険と安全な行
動の仕方

低　風水害のときの安全な登下校の仕方
中　風水害のときの危険
高　風水害のときの安全な行動の仕方

豪雪、雪崩等による危険と安全
な行動の仕方

低　豪雪のときの安全な登下校の仕方
中　豪雪、雪崩のときの危険
高　豪雪、雪崩のときの安全な行動の仕方

落雷による危険と安全な行動の
仕方

低　登下校中の落雷による危険
中　落雷からの身の守り方
高　落雷に遭わない行動の仕方

原
子
力
災
害
時
の
安
全

放射線による事故の危険につ
いて理解し、安全な行動がで
きるようにする

放射線による身体への影響や健
康被害

低　目に見えない危険
中　身近にある放射線
高　放射線による身体への影響と健康被害

放射線による健康被害の防止や
避難の仕方

低　安全な避難の仕方
中　避難経路や避難場所の確認
高　正しい情報の入手の仕方

地域･社会生活における放射線
事故の防止対策
放射線による健康被害の防止と
個人や社会の責任

低　放射線の存在
中　放射線の使われ方
高　放射線の安全対策への理解

避
難
所
の

役
割
と
安
全

災害発生時における避難所の
役割とそこでの生活を理解し、
安全な行動ができるようにする

災害発生状況と避難所の意義と
相互扶助

低　避難場所での安全な生活
中　災害発生時の避難所の役割
高　避難所の生活と自分の役割

災
害
の
備
え
と
安
全
な
生
活

災害安全に関する意識を高め
るために、防災避難訓練等の
学校行事の意義を理解し、積
極的に参加できるようにする

災害安全に関する学校行事等の
意義の理解と積極的な参加

低　防災避難訓練等への参加の仕方
中　災害安全に関する学校行事への積極的参加
高　災害安全等に関する学校行事の意義と理解

児童（生徒）会活動による自主
的活動への参加

高　災害安全に関する児童会活動の内容

地域社会における防災に関する
活動への参加

低　家庭での防災
中　学校での防災
高　地域における防災に関する活動の理解と参加
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中　　　学　　　校 高　　　等　　　学　　　校
火災の原因と危険
火災に対する心構え

火災の原因と危険
危険物の取扱い
火災に対する心構え

有害な煙に対する行動の仕方
火災の特性
救助器具の使い方と初期消火の仕方

有害な煙に対する行動の仕方
火災の特性
パニックの防止と安全な行動
初期消火の方法

避難経路、避難場所の確認
様々な場面に応じた避難の仕方

避難経路、避難場所の確認
様々な場面に応じた避難と避難誘導の仕方

地震発生のメカニズム
地震のときに発生する様々な危険（家屋の倒壊、地割れ、山崩れ、液
状化、陥没、落下物）
正しい情報の入手
緊急地震速報への対応
パニック防止と安全な行動
地震災害への家庭での備え

地震発生のメカニズム
地震のときに発生する様々な危険（家屋の倒壊、地割れ、山崩れ、液
状化、陥没、落下物）
正しい情報の入手と発信　
緊急地震速報への対応
パニック防止の安全な行動
地震災害への家庭での備え

地震に応じた避難経路と避難場所の確認
様々な場面に応じた避難の仕方

地震に応じた避難経路と避難場所の確認
様々な場面に応じた避難と避難誘導の仕方

津波による危険
津波警報と避難の仕方

津波による危険
津波警報による避難と避難誘導の仕方

火山活動（火砕流、噴石、降灰、溶岩流、火山ガス）のメカニズムと
その危険
火山情報と避難の仕方

火山活動（火砕流、噴石、降灰、溶岩流、火山ガス）のメカニズムと
その危険
火山情報による避難と避難誘導の仕方

風水害のときの危険（落下物、電線の切断や倒木、増水による河川の
変化、土砂崩れ、河川の崩壊や橋の流出）
風水害情報と避難の仕方

風水害のときの危険（家屋への浸水、家屋の倒壊、高潮、河川の氾濫、
土石流、崖崩れ）
風水害情報による避難と避難誘導の仕方

豪雪時の交通安全
屋根等からの落雪
地吹雪時の危険

豪雪時の交通安全
屋根等からの落雪
地吹雪時の危険

落雷しやすい気象条件
校庭･プール等校舎外での危険
登下校中による危険
落雷に遭わない安全な行動

落雷しやすい気象条件
屋内外での危険
安全な避難と避難誘導の仕方

身近にある放射線
目には見えない危険と身体への影響と健康被害

放射線の身体への影響と健康被害

健康被害の内容と防止
放射線事故に応じた避難の仕方
避難経路と避難場所の確認

正しい情報の入手
避難警報と安全な避難と避難誘導の仕方

放射線による原子力災害と安全対策
モニター制度の仕組みとそのかかわり

放射線による原子力災害にかかわる防災対策

情報の収集の仕方
防災訓練への参加

放射線による健康被害防止対策
防災訓練への積極的参加

災害発生時の避難所の意義と役割
避難所での生活
自主的な組織活動の必要性と相互扶助
ボランティア活動への参加

避難所生活と相互扶助
自主組織の活動への積極的参加
ボランティア活動への積極的参加
ライフラインの確保

災害安全に関する学校行事の意義の理解
防災避難訓練等行事への参加

災害安全に関する学校行事の意義の理解
防災避難訓練等行事への参加の仕方

災害安全に関する生徒会活動の内容 災害安全に関する生徒会活動の内容

地域における防災に関する活動への参加（防災訓練、救急法、応急
手当、災害時のボランティア活動）
家庭における防災に関する積極的なかかわり（点検･整備、防災備品
の整理）
家庭における避難場所や連絡方法及び登下校の安全

地域における防災に関する活動への積極的参加（防災訓練、救急法
応急手当、災害時のボランティア活動）
家庭における防災に関する積極的なかかわり（点検･整備、防災備品
の整理）
家庭における避難場所や連絡方法及び登下校の安全
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校内での事件・事故災害発生時の対処、救急及び緊急連絡体制の一例

・発生した事態や状況の把握
・不審者等の侵入防止や退去のための対応、児童
生徒等の安全確保
・傷病者の症状の確認（意識、心拍、呼吸、出血等）
・心肺蘇生法などの応急手当（現場で直ちに）
・協力要請や指示
＊必要と判断したら速やかに110番、119番通報

1．児童生徒等の安全確保、生命維持最優先

2．冷静で的確な判断と指示

3．適切な対処と迅速正確な連絡、通報

発　見　者

「救急対策本部」

近 く の 教 職 員

又 は

児 童 生 徒 等

養護教諭

医　療　機　関 付添者は逐次状況報告

教
育
委
員
会

学　

校　

医

保　

護　

者

急　

行

指示

指
示
・
指
導

状況報告

通報

付添 搬送

急行

（必要な場合）

指示

報告 報告

複
数
の
教
職
員
が
急
行

救
急
補
助
・
連
絡
等

教 職 員

保護者へ連絡対応

＊迅速、誠意

学校医への連絡

＊助言協力要請等

教職員への対応

＊共通理解
事
件
・
事
故
災
害
対
策
本
部

事
実
確
認
・
役
割
分
担
・
窓
口
の
一
本
化

児童生徒等への指導等

＊冷静に

教育委員会への連絡

＊逐次速やかに

警察への連絡対応

＊協力要請他

報道機関への対応

＊窓口の一本化

その他必要な対応

校　長

（副校長・教頭）

＊校長が不在の場合もあり、全
教職員で手配を要する場合を
共通理解し、当面した者が手
配できるようにしておく。

＊この例を参考に、遠足、旅行、宿泊訓練、大

会参加等の校外の教育活動中の事故や不審者

等による犯罪の発生など、様々な事態の際の

救急及び緊急連絡体制を確立しておく。

事件・事故災害発生

処　　置

＊重大な事件・事故災害発生の場合

直ちに
設置

《方　針》

警察や救急車の出動要請
（110番）（119番）
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例1　関係機関への通報・連絡網の整備

地震による災害発生時の一般的な連絡体制の例

市

町

村

災

害

対

策

本

部

市

町

村

教

育

委

員

会

校
長
・
副
校
長
・
教
頭

県教育委員会

教育事務所

学級担任等 養護教諭

学年主任

保護者 医療機関

警察署

消防署

保健所

PTA

発見者

（学校）

負傷者、施設の損壊等の発見

例2　関係機関への通報の内容と連絡方法

機　関　名 通　　報　　内　　容 連 絡 方 法

県・市町村
教育委員会
教育事務所

児童生徒等の避難状況、児童生徒等及び教職員の被災状況、学
校被災状況

電話、電子メー
ル、無線、文書、
有線放送、伝令
（自転車、自動
二輪車など）等

警 察 署 通学路の安全確保要請、犯罪・盗難に対する警戒警備

消 防 署 救命救急の要請、火災の発生状況、消火要請、水利状況、救出
方法、消火方法

保 健 所 衛生状況の報告、衛生管理の要請

保 護 者 連絡網による協力要請、通学路の安全確保、残留児童生徒等の
保護方法、児童生徒等の引渡し方法、帰宅方法、緊急連絡事項

医 療 機 関 受け入れ要請、児童生徒等の被災状況、治療状況の確認

P T A 緊急連絡事項（児童生徒等の事故）、医療機関の確認
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学校における転落事故防止のために
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「学校における転落事故防止のために」（平成20年8月　文部科学省）
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「生きる力」をはぐくむ学校での安全教育

「緊急地震速報　～まわりの人にも声をかけながら　あわてず、まず身の安全を!! ～」（平成21年11月　気象庁）から抜粋

緊急地震速報　利用の心得
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「原子力防災対策の取り組み」（平成20年12月　文部科学省）から抜粋

原子力災害発生時の安全措置
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安
全
点
検
表
の
一
例

①
　
教
室
等
の
安
全
点
検
表

場
所
　
　
　
　
○
年
○
組
教
室
 

点
検
実
施
日
　
　
　
平
成
　
　
年
　
　
月
　
　
日

 
点
検
者

点
　
検
　
の
　
観
　
点

点
検
の
結
果

（
○
・
×
）

不
良
箇
所
と
そ
の
程
度

1
床
板
の
異
常
、
破
損
は
な
い
か

2
机
・
い
す
の
破
損
は
な
い
か

3
窓
・
ド
ア
の
ガ
ラ
ス
や
鍵
の
破
損
、
故
障
は
な
い
か

4
窓
の
転
落
防
止
手
す
り
の
異
常
、
破
損
は
な
い
か

5
窓
下
に
足
掛
か
り
に
な
る
も
の
は
な
い
か

6
カ
ー
テ
ン
、
カ
ー
テ
ン
レ
ー
ル
に
損
傷
は
な
い
か

7
蛍
光
器
具
、
ス
ク
リ
ー
ン
、
時
計
、
ス
ピ
ー
カ
ー
な
ど

が
落
ち
そ
う
に
な
っ
て
い
な
い
か

8
戸
棚
、
ロ
ッ
カ
ー
な
ど
の
転
倒
の
危
険
は
な
い
か

9
戸
棚
、
ロ
ッ
カ
ー
な
ど
か
ら
の
落
下
物
の
危
険
は
な
い

か

10
柱
や
内
壁
に
剥
離
、
亀
裂
は
な
い
か

11
天
井
の
破
損
、
雨
漏
り
は
な
い
か

12
防
犯
用
具
は
取
り
出
し
や
す
い
箇
所
に
あ
る
か

13 14

＊
点
検
の
観
点
に
つ
い
て
は
、
上
記
観
点
以
外
に
も
、

各
学
校
に
お
け
る
独
自
の
観
点
を
検
討
し
、
追
加
・

修
正
等
を
行
う

※
「
目
視
」「
打
音
」「
振
動
」「
負
荷
」「
作
動
」
な
ど
複
数
の
方
法
を
組
み
合
わ
せ
て
点
検
を
行
う
。

②
　
プ
ー
ル
の
安
全
点
検
表

場
所
　
　
　
　
プ
ー
ル
 

点
検
実
施
日
　
　
　
平
成
　
　
年
　
　
月
　
　
日

 
点
検
者

点
　
検
　
の
　
観
　
点

点
検
の
結
果

（
○
・
×
）

不
良
箇
所
と
そ
の
程
度

1
プ
ー
ル
周
り
の
柵
の
破
損
は
な
い
か

2
出
入
口
に
損
傷
が
な
く
、
使
用
時
以
外
は
施
錠
さ
れ
て

い
る
か

3
プ
ー
ル
の
附
属
施
設
の
破
損
、
異
常
は
な
い
か

4
プ
ー
ル
及
び
プ
ー
ル
サ
イ
ド
の
床
は
滑
り
や
す
く
な
い

か

5
コ
ー
ス
ロ
ー
プ
や
止
め
金
の
破
損
は
な
い
か

6
排
（
環
）
水
口
の
蓋
が
ネ
ジ
・
ボ
ル
ト
等
で
固
定
さ
れ

て
い
る
か

7
プ
ー
ル
に
危
険
物
、
異
物
が
混
入
し
て
い
な
い
か

8
プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
危
険
な
も
の
は
放
置
さ
れ
て
い
な
い

か

9
水
量
は
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
る
か

10 11 12 13 14

＊
点
検
の
観
点
に
つ
い
て
は
、「
学
校
環
境
衛
生
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
（
改
訂
版
）」
（
平
成
22
年
3月
文
部
科

学
省
）
を
参
考
に
す
る
な
ど
、上
記
観
点
以
外
に
も
、

各
学
校
に
お
け
る
独
自
の
観
点
を
検
討
し
、
追
加
・

修
正
等
を
行
う

※
「
目
視
」「
打
音
」「
振
動
」「
負
荷
」「
作
動
」
な
ど
複
数
の
方
法
を
組
み
合
わ
せ
て
点
検
を
行
う
。
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③
　
運
動
場
・
校
地
の
安
全
点
検
表

場
所
　
　
　
　
運
動
場
・
校
地
 

点
検
実
施
日
　
　
　
平
成
　
　
年
　
　
月
　
　
日

 
点
検
者

点
　
検
　
の
　
観
　
点

点
検
の
結
果

（
○
・
×
）

不
良
箇
所
と
そ
の
程
度

1
石
、
ガ
ラ
ス
片
、
凹
凸
な
ど
に
よ
る
危
険
は
な
い
か

2
排
水
口
や
側
溝
に
つ
ま
り
は
な
い
か

3
水
飲
み
場
、
足
洗
い
場
の
破
損
は
な
い
か

4
サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
は
固
定
さ
れ
て
い
る
か

5
サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
の
溶
接
部
分
に
破
損
は
な
い
か

6
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
に
破
損
は
な
い
か

7
掲
揚
塔
等
の
腐
食
や
転
倒
の
お
そ
れ
は
な
い
か

8
樹
木
に
邪
魔
な
枝
は
な
い
か

9
校
門
、
囲
障
の
破
損
は
な
い
か

10
訪
問
者
の
た
め
の
案
内
、
入
口
明
示
等
の
立
て
札
、
看

板
等
の
破
損
は
な
い
か

11
登
下
校
時
以
外
は
校
門
が
閉
め
ら
れ
て
い
る
か
（
校
門

が
閉
鎖
で
き
る
場
合
）

12
防
犯
カ
メ
ラ
、
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
は
正
し
く
作
動
し
て
い

る
か

13
死
角
の
原
因
と
な
る
立
木
等
の
障
害
物
は
な
い
か

14

＊
点
検
の
観
点
に
つ
い
て
は
、
上
記
観
点
以
外
に
も
、

各
学
校
に
お
け
る
独
自
の
観
点
を
検
討
し
、
追
加
・

修
正
等
を
行
う

※
「
目
視
」「
打
音
」「
振
動
」「
負
荷
」「
作
動
」
な
ど
複
数
の
方
法
を
組
み
合
わ
せ
て
点
検
を
行
う
。

④
　
遊
具
等
の
安
全
点
検
表

場
所
　
　
　
　
運
動
場
の
遊
具
 

点
検
実
施
日
　
　
　
平
成
　
　
年
　
　
月
　
　
日

 
点
検
者

点
　
検
　
の
　
観
　
点

点
検
の
結
果

（
○
・
×
）

不
良
箇
所
と
そ
の
程
度

1 
ブ
ラ
ン
コ

・
支
柱
の
ぐ
ら
つ
き
、
腐
食
、
亀
裂
や
基
礎
の
露
出
は

な
い
か

・
着
地
面
や
周
辺
に
石
な
ど
は
な
い
か

・
着
座
部
の
破
損
、
金
具
の
摩
耗
・
緩
み
は
な
い
か

・
吊
り
金
具
、
チ
ェ
ー
ン
の
破
損
・
摩
耗
は
な
い
か

2 
す
べ
り
台

・
支
柱
、
登
行
部
、
落
下
防
止
柵
な
ど
の
ぐ
ら
つ
き
、

腐
食
、
亀
裂
や
基
礎
の
露
出
は
な
い
か

・
着
地
面
や
周
辺
に
石
な
ど
は
な
い
か

・
滑
降
面
に
突
起
物
な
ど
は
な
い
か

・
ひ
も
等
が
引
っ
掛
か
り
や
す
い
隙
間
等
は
な
い
か

3 
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム

・
支
柱
の
ぐ
ら
つ
き
、
腐
食
、
亀
裂
や
基
礎
の
露
出
は

な
い
か

・
着
地
面
や
周
辺
に
石
な
ど
は
な
い
か

4

＊
点
検
の
観
点
に
つ
い
て
は
、「
都
市
公
園
に
お
け
る

遊
具
の
安
全
確
保
に
関
す
る
指
針
（
改
訂
版
）」
（
平

成
20
年
8月
国
土
交
通
省
）
を
参
考
に
す
る
な
ど
、

上
記
観
点
以
外
に
も
、
各
学
校
に
お
け
る
独
自
の
観

点
を
検
討
し
、
追
加
・
修
正
等
を
行
う

※
「
目
視
」「
打
音
」「
振
動
」「
負
荷
」「
作
動
」
な
ど
複
数
の
方
法
を
組
み
合
わ
せ
て
点
検
を
行
う
。
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⑤
　
安
全
点
検
集
計
表

　
月
　
定
期
安
全
点
検
集
計
表

校
長

教
頭

事
務
担
当

安
全
主
任

場
所

点
検
者

不
良
箇
所
と
そ
の
程
度

改
善
措
置
の
状
況

１
－
２

教
室

○
○

後
ろ
の
扉
の
戸
が
開
き
づ
ら
い

○
月
○
日
済
　
車
輪
部
注
油

２
－
１

教
室

○
○

テ
レ
ビ
用
固
定
ベ
ル
ト
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
バ
ッ
ク
ル
の
破
損

○
月
○
日
済
　
ベ
ル
ト
交
換

３
－
２

教
室

○
○

窓
の
転
落
防
止
手
す
り
に
が
た

つ
き

○
月
○
日
業
者
に
連
絡
（
○
月
○
日
修
理
済
）

「
危
険
」
と
表
示
し
、
窓
を
開
け
な
い
よ
う
指
導

中
央
階
段

○
○

２
階
～
３
階
　
雨
漏
り
あ
り

○
月
○
日
　
教
育
委
員
会
に
報
告

修
復
ま
で
雨
天
時
ロ
ー
プ
を
張
り
立
入
禁
止

運
動
場

の
遊
具

○
○

ブ
ラ
ン
コ
の
座
板
に
さ
さ
く
れ

○
月
○
日
業
者
に
連
絡
（
○
月
○
日
修
理
済
）

修
理
ま
で
取
り
外
し

運
動
場

の
遊
具

○
○

ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
の
上
空
に
樹

木
の
枝
が
伸
び
て
い
る

○
月
○
日
済
　
枝
を
切
る

運
動
場

○
○

サ
ッ
カ
ー
ゴ
ー
ル
の
固
定
具

（
杭
）
の
緩
み

○
月
○
日
済
　
杭
の
打
ち
直
し
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【
学
校
保
健
安
全
法
（
抄
）】

第
一
章
　
総
則

（
目
的
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
学
校
に
お
け
る
児
童
生
徒
等
及
び
職
員
の
健
康
の
保
持
増
進
を
図

る
た
め
、
学
校
に
お
け
る
保
健
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
と
と
も
に
、
学
校
に

お
け
る
教
育
活
動
が
安
全
な
環
境
に
お
い
て
実
施
さ
れ
、
児
童
生
徒
等
の
安
全
の
確
保
が

図
ら
れ
る
よ
う
、
学
校
に
お
け
る
安
全
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
、
も
つ
て
学
校

教
育
の
円
滑
な
実
施
と
そ
の
成
果
の
確
保
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
学
校
」
と
は
、
学
校
教
育
法
 （
昭
和
二
十
二
年
法
律
第

二
十
六
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
学
校
を
い
う
。

２
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
児
童
生
徒
等
」
と
は
、
学
校
に
在
学
す
る
幼
児
、
児
童
、
生
徒

又
は
学
生
を
い
う
。

（
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
）

第
三
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
相
互
に
連
携
を
図
り
、
各
学
校
に
お
い
て
保
健
及
び

安
全
に
係
る
取
組
が
確
実
か
つ
効
果
的
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
学
校
に
お
け

る
保
健
及
び
安
全
に
関
す
る
最
新
の
知
見
及
び
事
例
を
踏
ま
え
つ
つ
、
財
政
上
の
措
置
そ

の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

２
　
国
は
、
各
学
校
に
お
け
る
安
全
に
係
る
取
組
を
総
合
的
か
つ
効
果
的
に
推
進
す
る
た

め
、
学
校
安
全
の
推
進
に
関
す
る
計
画
の
策
定
そ
の
他
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す

る
。

３
　
地
方
公
共
団
体
は
、
国
が
講
ず
る
前
項
の
措
置
に
準
じ
た
措
置
を
講
ず
る
よ
う
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
章
　
学
校
安
全

（
学
校
安
全
に
関
す
る
学
校
の
設
置
者
の
責
務
）

第
二
十
六
条
　
学
校
の
設
置
者
は
、
児
童
生
徒
等
の
安
全
の
確
保
を
図
る
た
め
、
そ
の
設
置

す
る
学
校
に
お
い
て
、
事
故
、
加
害
行
為
、
災
害
等
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
二
十
九
条
第
三
項

に
お
い
て
「
事
故
等
」
と
い
う
。）
に
よ
り
児
童
生
徒
等
に
生
ず
る
危
険
を
防
止
し
、
及
び
事

故
等
に
よ
り
児
童
生
徒
等
に
危
険
又
は
危
害
が
現
に
生
じ
た
場
合
（
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項

に
お
い
て
「
危
険
等
発
生
時
」
と
い
う
。）
に
お
い
て
適
切
に
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
当
該
学
校
の
施
設
及
び
設
備
並
び
に
管
理
運
営
体
制
の
整
備
充
実
そ
の
他
の
必
要
な
措
置

を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
学
校
安
全
計
画
の
策
定
等
）

第
二
十
七
条
　
学
校
に
お
い
て
は
、
児
童
生
徒
等
の
安
全
の
確
保
を
図
る
た
め
、
当
該
学
校

の
施
設
及
び
設
備
の
安
全
点
検
、
児
童
生
徒
等
に
対
す
る
通
学
を
含
め
た
学
校
生
活
そ
の

他
の
日
常
生
活
に
お
け
る
安
全
に
関
す
る
指
導
、
職
員
の
研
修
そ
の
他
学
校
に
お
け
る
安

全
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
計
画
を
策
定
し
、
こ
れ
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
学
校
環
境
の
安
全
の
確
保
）

第
二
十
八
条
　
校
長
は
、
当
該
学
校
の
施
設
又
は
設
備
に
つ
い
て
、
児
童
生
徒
等
の
安
全
の

確
保
を
図
る
上
で
支
障
と
な
る
事
項
が
あ
る
と
認
め
た
場
合
に
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
改

善
を
図
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
、
又
は
当
該
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

き
は
、
当
該
学
校
の
設
置
者
に
対
し
、
そ
の
旨
を
申
し
出
る
も
の
と
す
る
。

（
危
険
等
発
生
時
対
処
要
領
の
作
成
等
）

第
二
十
九
条
　
学
校
に
お
い
て
は
、
児
童
生
徒
等
の
安
全
の
確
保
を
図
る
た
め
、
当
該
学
校

の
実
情
に
応
じ
て
、
危
険
等
発
生
時
に
お
い
て
当
該
学
校
の
職
員
が
と
る
べ
き
措
置
の
具

体
的
内
容
及
び
手
順
を
定
め
た
対
処
要
領
（
次
項
に
お
い
て
「
危
険
等
発
生
時
対
処
要

領
」
と
い
う
。）
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
校
長
は
、
危
険
等
発
生
時
対
処
要
領
の
職
員
に
対
す
る
周
知
、
訓
練
の
実
施
そ
の
他
の

危
険
等
発
生
時
に
お
い
て
職
員
が
適
切
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の

と
す
る
。

３
　
学
校
に
お
い
て
は
、
事
故
等
に
よ
り
児
童
生
徒
等
に
危
害
が
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
、

当
該
児
童
生
徒
等
及
び
当
該
事
故
等
に
よ
り
心
理
的
外
傷
そ
の
他
の
心
身
の
健
康
に
対
す

る
影
響
を
受
け
た
児
童
生
徒
等
そ
の
他
の
関
係
者
の
心
身
の
健
康
を
回
復
さ
せ
る
た
め
、

こ
れ
ら
の
者
に
対
し
て
必
要
な
支
援
を
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第

十
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
地
域
の
関
係
機
関
等
と
の
連
携
）

第
三
十
条
　
学
校
に
お
い
て
は
、
児
童
生
徒
等
の
安
全
の
確
保
を
図
る
た
め
、
児
童
生
徒
等

の
保
護
者
と
の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
当
該
学
校
が
所
在
す
る
地
域
の
実
情
に
応
じ

て
、
当
該
地
域
を
管
轄
す
る
警
察
署
そ
の
他
の
関
係
機
関
、
地
域
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
の
活
動
を
行
う
団
体
そ
の
他
の
関
係
団
体
、
当
該
地
域
の
住
民
そ
の
他
の
関
係
者
と
の

連
携
を
図
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。
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第
四
章
　
雑
則

（
学
校
の
設
置
者
の
事
務
の
委
任
）

第
三
十
一
条
　
学
校
の
設
置
者
は
、
他
の
法
律
に
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
の
ほ
か
、
こ
の

法
律
に
基
づ
き
処
理
す
べ
き
事
務
を
校
長
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
専
修
学
校
の
保
健
管
理
等
）

第
三
十
二
条
　
専
修
学
校
に
は
、
保
健
管
理
に
関
す
る
専
門
的
事
項
に
関
し
、
技
術
及
び
指

導
を
行
う
医
師
を
置
く
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
専
修
学
校
に
は
、
健
康
診
断
、
健
康
相
談
、
保
健
指
導
、
救
急
処
置
等
を
行
う
た
め
、

保
健
室
を
設
け
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
三
条
か
ら
第
六
条
ま
で
、
第
八
条
か
ら
第
十
条
ま
で
、
第
十
三
条
か
ら
第
二
十
一
条

ま
で
及
び
第
二
十
六
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
は
、
専
修
学
校
に
準
用
す
る
。

【
学
校
保
健
安
全
法
施
行
規
則
（
抄
）】

第
六
章
　
安
全
点
検
等

（
安
全
点
検
）

第
二
十
八
条
　
法
第
二
十
七
条
 の
安
全
点
検
は
、
他
の
法
令
に
基
づ
く
も
の
の
ほ
か
、
毎

学
期
一
回
以
上
、
児
童
生
徒
等
が
通
常
使
用
す
る
施
設
及
び
設
備
の
異
常
の
有
無
に
つ
い

て
系
統
的
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
学
校
に
お
い
て
は
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
臨
時
に
、
安
全
点
検
を
行
う
も
の
と
す

る
。
 

（
日
常
に
お
け
る
環
境
の
安
全
）

第
二
十
九
条
　
学
校
に
お
い
て
は
、
前
条
の
安
全
点
検
の
ほ
か
、
設
備
等
に
つ
い
て
日
常
的

な
点
検
を
行
い
、
環
境
の
安
全
の
確
保
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
章
　
雑
則

（
専
修
学
校
）

第
三
十
条
　
第
一
条
、
第
二
条
、
第
五
条
、
第
六
条
（
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
に
つ
い
て

は
、
大
学
に
関
す
る
部
分
に
限
る
。）
、
第
七
条
、
第
八
条
、
第
九
条
（
同
条
第
一
項
に
つ

い
て
は
、
学
生
に
関
す
る
部
分
に
限
る
。）
、
第
十
条
、
第
十
一
条
（
小
学
校
以
外
の
学
校

に
関
す
る
部
分
に
限
る
。）
、
第
十
二
条
か
ら
第
二
十
一
条
ま
で
、
第
二
十
八
条
及
び
前
条

の
規
定
は
、
専
修
学
校
に
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
条
第
一
項
中
「
六
月

三
十
日
ま
で
に
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
学
年
の
始
期
か
ら
起
算
し
て
三
月
以
内
に
」
と
、

第
七
条
第
九
項
中
「
学
校
医
又
は
学
校
歯
科
医
」
と
あ
る
の
は
「
医
師
」
と
、
第
九
条
第

二
項
中
「
学
校
医
そ
の
他
の
医
師
」
と
あ
る
の
は
「
医
師
」
と
、
第
十
二
条
中
「
第
五

条
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
条
」
と
、
第
十
九
条
第
二
号
、

第
三
号
及
び
第
四
号
中
「
学
校
医
そ
の
他
の
医
師
」
と
あ
る
の
は
「
医
師
」
と
、
第
十
九

条
第
五
号
及
び
第
六
号
並
び
に
第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
学
校
医
」
と
あ
る
の
は
「
医

師
」
と
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２
　
第
二
十
二
条
の
規
定
は
、
専
修
学
校
の
医
師
の
職
務
執
行
の
準
則
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
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【
幼
稚
園
教
育
要
領
（
抄
）】

第
１
章
　
総
　
則

第
１
　
幼
稚
園
教
育
の
基
本

幼
児
期
に
お
け
る
教
育
は
、
生
涯
に
わ
た
る
人
格
形
成
の
基
礎
を
培
う
重
要
な
も
の
で
あ

り
、
幼
稚
園
教
育
は
、
学
校
教
育
法
第
２
２
条
に
規
定
す
る
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
幼
児
期

の
特
性
を
踏
ま
え
、
環
境
を
通
し
て
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
。
こ
の
た
め
、
教

師
は
幼
児
と
の
信
頼
関
係
を
十
分
に
築
き
、
幼
児
と
共
に
よ
り
よ
い
教
育
環
境
を
創
造
す
る
よ

う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
次
に
示
す
事
項
を
重
視
し
て
教
育
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

１
　
幼
児
は
安
定
し
た
情
緒
の
下
で
自
己
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
に
よ
り
発
達
に
必
要
な

体
験
を
得
て
い
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
幼
児
の
主
体
的
な
活
動
を
促
し
、
幼

児
期
に
ふ
さ
わ
し
い
生
活
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

２
　
幼
児
の
自
発
的
な
活
動
と
し
て
の
遊
び
は
、
心
身
の
調
和
の
と
れ
た
発
達
の
基
礎
を
培

う
重
要
な
学
習
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
遊
び
を
通
し
て
の
指
導
を
中
心
と
し
て
第
２

章
に
示
す
ね
ら
い
が
総
合
的
に
達
成
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

３
　
幼
児
の
発
達
は
、
心
身
の
諸
側
面
が
相
互
に
関
連
し
合
い
、
多
様
な
経
過
を
た
ど
っ
て

成
し
遂
げ
ら
れ
て
い
く
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
幼
児
の
生
活
経
験
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な

る
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
て
、
幼
児
一
人
一
人
の
特
性
に
応
じ
、
発
達
の
課
題
に
即
し
た
指

導
を
行
う
よ
う
に
す
る
こ
と
。

第
２
　
教
育
課
程
の
編
成

幼
稚
園
は
、
家
庭
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
こ
の
章
の
第
１
に
示
す
幼
稚
園
教
育
の
基
本

に
基
づ
い
て
展
開
さ
れ
る
幼
稚
園
生
活
を
通
し
て
、
生
き
る
力
の
基
礎
を
育
成
す
る
よ
う
学
校

教
育
法
第
２
３
条
に
規
定
す
る
幼
稚
園
教
育
の
目
標
の
達
成
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
幼

稚
園
は
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
義
務
教
育
及
び
そ
の
後
の
教
育
の
基
礎
を
培
う
も
の
と
す
る
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
各
幼
稚
園
に
お
い
て
は
、
教
育
基
本
法
及
び
学
校
教
育
法
そ
の
他
の
法

令
並
び
に
こ
の
幼
稚
園
教
育
要
領
の
示
す
と
こ
ろ
に
従
い
、
創
意
工
夫
を
生
か
し
、
幼
児
の
心

身
の
発
達
と
幼
稚
園
及
び
地
域
の
実
態
に
即
応
し
た
適
切
な
教
育
課
程
を
編
成
す
る
も
の
と
す

る
。

第
２
章
　
ね
ら
い
及
び
内
容

健
　
康

〔
健
康
な
心
と
体
を
育
て
、
自
ら
健
康
で
安
全
な
生
活
を
つ
く
り
出
す
力
を
養
う
。〕

１
　
ね
ら
い

（
１
）
明
る
く
伸
び
伸
び
と
行
動
し
、
充
実
感
を
味
わ
う
。

（
２
）
自
分
の
体
を
十
分
に
動
か
し
、
進
ん
で
運
動
し
よ
う
と
す
る
。

（
３
）
健
康
、
安
全
な
生
活
に
必
要
な
習
慣
や
態
度
を
身
に
付
け
る
。

２
　
内
　
容

（
１
）
先
生
や
友
達
と
触
れ
合
い
、
安
定
感
を
も
っ
て
行
動
す
る
。

（
２
）
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
の
中
で
十
分
に
体
を
動
か
す
。

（
３
）
進
ん
で
戸
外
で
遊
ぶ
。

（
４
）
様
々
な
活
動
に
親
し
み
、
楽
し
ん
で
取
り
組
む
。

（
５
）
先
生
や
友
達
と
食
べ
る
こ
と
を
楽
し
む
。

（
６
）
健
康
な
生
活
の
リ
ズ
ム
を
身
に
付
け
る
。

（
７
）
身
の
回
り
を
清
潔
に
し
、
衣
服
の
着
脱
、
食
事
、
排
泄
な
ど
の
生
活
に
必
要
な
活
動

を
自
分
で
す
る
。

（
８
）
幼
稚
園
に
お
け
る
生
活
の
仕
方
を
知
り
、
自
分
た
ち
で
生
活
の
場
を
整
え
な
が
ら
見

通
し
を
も
っ
て
行
動
す
る
。

（
９
）
自
分
の
健
康
に
関
心
を
も
ち
、
病
気
の
予
防
な
ど
に
必
要
な
活
動
を
進
ん
で
行
う
。

（
10
）
危
険
な
場
所
、
危
険
な
遊
び
方
、
災
害
時
な
ど
の
行
動
の
仕
方
が
分
か
り
、
安
全
に

気
を
付
け
て
行
動
す
る
。

第
３
章
　
指
導
計
画
及
び
教
育
課
程
に
係
る
教
育
時
間
の
終
了
後
等
に

行
う
教
育
活
動
な
ど
の
留
意
事
項

第
１
　
指
導
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項

２
　
特
に
留
意
す
る
事
項

（
１
）
安
全
に
関
す
る
指
導
に
当
た
っ
て
は
、
情
緒
の
安
定
を
図
り
、
遊
び
を
通
し
て
状
況

に
応
じ
て
機
敏
に
自
分
の
体
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
危
険

な
場
所
や
事
物
な
ど
が
分
か
り
、
安
全
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
よ
う
に
す
る
こ

と
。
ま
た
、
交
通
安
全
の
習
慣
を
身
に
付
け
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
災
害
な
ど
の

緊
急
時
に
適
切
な
行
動
が
と
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
訓
練
な
ど
も
行
う
よ
う
に
す
る

こ
と
。
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【
小
学
校
学
習
指
導
要
領
（
抄
）】

第
１
章
　
総
　
則

第
１
　
教
育
課
程
編
成
の
一
般
方
針

３
　
学
校
に
お
け
る
体
育
・
健
康
に
関
す
る
指
導
は
、
児
童
の
発
達
の
段
階
を
考
慮
し
て
、

学
校
の
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
て
適
切
に
行
う
も
の
と
す
る
。
特
に
、
学
校
に
お
け
る
食

育
の
推
進
並
び
に
体
力
の
向
上
に
関
す
る
指
導
、
安
全
に
関
す
る
指
導
及
び
心
身
の
健
康

の
保
持
増
進
に
関
す
る
指
導
に
つ
い
て
は
、
体
育
科
の
時
間
は
も
と
よ
り
、
家
庭
科
、
特

別
活
動
な
ど
に
お
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の
特
質
に
応
じ
て
適
切
に
行
う
よ
う
努
め
る
こ
と
と

す
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
指
導
を
通
し
て
、
家
庭
や
地
域
社
会
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
日
常
生
活
に
お
い
て
適
切
な
体
育
・
健
康
に
関
す
る
活
動
の
実
践
を
促
し
、
生
涯
を

通
じ
て
健
康
・
安
全
で
活
力
あ
る
生
活
を
送
る
た
め
の
基
礎
が
培
わ
れ
る
よ
う
配
慮
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
２
章
　
各
教
科

第
２
節
　
社
　
会

第
１
　
目
　
標

社
会
生
活
に
つ
い
て
の
理
解
を
図
り
、
我
が
国
の
国
土
と
歴
史
に
対
す
る
理
解
と
愛
情
を
育

て
、
国
際
社
会
に
生
き
る
平
和
で
民
主
的
な
国
家
・
社
会
の
形
成
者
と
し
て
必
要
な
公
民
的
資

質
の
基
礎
を
養
う
。

第
２
　
各
学
年
の
目
標
及
び
内
容

〔
第
３
学
年
及
び
第
４
学
年
〕

１
　
目
　
標

（
１
）
地
域
の
産
業
や
消
費
生
活
の
様
子
、
人
々
の
健
康
な
生
活
や
良
好
な
生
活
環
境
及
び

安
全
を
守
る
た
め
の
諸
活
動
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
よ
う
に
し
、
地
域
社
会
の
一
員
と

し
て
の
自
覚
を
も
つ
よ
う
に
す
る
。

２
　
内
　
容

（
４
）
地
域
社
会
に
お
け
る
災
害
及
び
事
故
の
防
止
に
つ
い
て
、
次
の
こ
と
を
見
学
、
調
査

し
た
り
資
料
を
活
用
し
た
り
し
て
調
べ
、
人
々
の
安
全
を
守
る
た
め
の
関
係
機
関
の
働

き
と
そ
こ
に
従
事
し
て
い
る
人
々
や
地
域
の
人
々
の
工
夫
や
努
力
を
考
え
る
よ
う
に
す

る
。

ア
　
関
係
機
関
は
地
域
の
人
と々
協
力
し
て
、
災
害
や
事
故
の
防
止
に
努
め
て
い
る
こ
と
。

イ
　
関
係
の
諸
機
関
が
相
互
に
連
携
し
て
、
緊
急
に
対
処
す
る
体
制
を
と
っ
て
い
る
こ
と
。

３
　
内
容
の
取
扱
い

（
４
）
内
容
の
（
４
）
の
「
災
害
」
に
つ
い
て
は
、
火
災
、 
風
水
害
、
地
震
な
ど
の
中
か
ら

選
択
し
て
取
り
上
げ
、「
事
故
の
防
止
」
に
つ
い
て
は
、
交
通
事
故
な
ど
の
事
故
防
止

や
防
犯
を
取
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。

（
５
）
内
容
の
（
３
）
及
び
（
４
）
に
か
か
わ
っ
て
、
地
域
の
社
会
生
活
を
営
む
上
で
大
切

な
法
や
き
ま
り
に
つ
い
て
扱
う
も
の
と
す
る
。

〔
第
５
学
年
〕

１
　
目
　
標

（
１
）
我
が
国
の
国
土
の
様
子
、
国
土
の
環
境
と
国
民
生
活
と
の
関
連
に
つ
い
て
理
解
で
き

る
よ
う
に
し
、
環
境
の
保
全
や
自
然
災
害
の
防
止
の
重
要
性
に
つ
い
て
関
心
を
深
め
、

国
土
に
対
す
る
愛
情
を
育
て
る
よ
う
に
す
る
。

２
　
内
　
容

（
１
）
我
が
国
の
国
土
の
自
然
な
ど
の
様
子
に
つ
い
て
、
次
の
こ
と
を
地
図
や
地
球
儀
、
資

料
な
ど
を
活
用
し
て
調
べ
、
国
土
の
環
境
が
人
々
の
生
活
や
産
業
と
密
接
な
関
連
を

も
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
す
る
。

イ
　
国
土
の
地
形
や
気
候
の
概
要
、
自
然
条
件
か
ら
見
て
特
色
あ
る
地
域
の
人
々
の
生
活

エ
　
国
土
の
保
全
な
ど
の
た
め
の
森
林
資
源
の
働
き
及
び
自
然
災
害
の
防
止

（
４
）
我
が
国
の
情
報
産
業
や
情
報
化
し
た
社
会
の
様
子
に
つ
い
て
、
次
の
こ
と
を
調
査
し

た
り
資
料
を
活
用
し
た
り
し
て
調
べ
、
情
報
化
の
進
展
は
国
民
の
生
活
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
や
情
報
の
有
効
な
活
用
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に

す
る
。

イ
　
情
報
化
し
た
社
会
の
様
子
と
国
民
生
活
と
の
か
か
わ
り

３
　
内
容
の
取
扱
い

（
５
）
内
容
の
（
４
）
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
取
り
扱
う
も
の
と
す
る
。

イ
　
イ
に
つ
い
て
は
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
効
に
活
用
し
て
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
努
め
て
い
る
教
育
、
福
祉
、
医
療
、
防
災
な
ど
の
中
か
ら
選
択
し
て
取
り
上
げ

る
こ
と
。
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〔
第
６
学
年
〕

２
　
内
　
容

（
２
）
我
が
国
の
政
治
の
働
き
に
つ
い
て
、
次
の
こ
と
を
調
査
し
た
り
資
料
を
活
用
し
た
り

し
て
調
べ
、
国
民
主
権
と
関
連
付
け
て
政
治
は
国
民
生
活
の
安
定
と
向
上
を
図
る
た
め

に
大
切
な
働
き
を
し
て
い
る
こ
と
、
現
在
の
我
が
国
の
民
主
政
治
は
日
本
国
憲
法
の
基

本
的
な
考
え
方
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
す
る
。

ア
　
国
民
生
活
に
は
地
方
公
共
団
体
や
国
の
政
治
の
働
き
が
反
映
し
て
い
る
こ
と
。

３
　
内
容
の
取
扱
い

（
２
）
内
容
の
（
２
）
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
取
り
扱
う
も
の
と
す
る
。

ウ
　
ア
の
「
地
方
公
共
団
体
や
国
の
政
治
の
働
き
」
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
障
、
災
害

復
旧
の
取
組
、
地
域
の
開
発
な
ど
の
中
か
ら
選
択
し
て
取
り
上
げ
、
具
体
的
に
調
べ

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

第
４
節
　
理
　
科

第
１
　
目
　
標

自
然
に
親
し
み
、
見
通
し
を
も
っ
て
観
察
、
実
験
な
ど
を
行
い
、
問
題
解
決
の
能
力
と
自
然

を
愛
す
る
心
情
を
育
て
る
と
と
も
に
、
自
然
の
事
物
・
現
象
に
つ
い
て
の
実
感
を
伴
っ
た
理
解

を
図
り
、
科
学
的
な
見
方
や
考
え
方
を
養
う
。

第
２
　
各
学
年
の
目
標
及
び
内
容

〔
第
５
学
年
〕

１
　
目
　
標

（
２
）
植
物
の
発
芽
か
ら
結
実
ま
で
の
過
程
、
動
物
の
発
生
や
成
長
、
流
水
の
様
子
、
天
気

の
変
化
を
条
件
、
時
間
、
水
量
、
自
然
災
害
な
ど
に
目
を
向
け
な
が
ら
調
べ
、
見
い
だ

し
た
問
題
を
計
画
的
に
追
究
す
る
活
動
を
通
し
て
、
生
命
を
尊
重
す
る
態
度
を
育
て
る

と
と
も
に
、
生
命
の
連
続
性
、
流
水
の
働
き
、
気
象
現
象
の
規
則
性
に
つ
い
て
の
見
方

や
考
え
方
を
養
う
。

２
　
内
　
容

Ｂ
　
生
命
・
地
球

（
３
）
流
水
の
働
き

地
面
を
流
れ
る
水
や
川
の
様
子
を
観
察
し
、
流
れ
る
水
の
速
さ
や
量
に
よ
る
働
き
の

違
い
を
調
べ
、
流
れ
る
水
の
働
き
と
土
地
の
変
化
の
関
係
に
つ
い
て
の
考
え
を
も
つ
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

ア
　
流
れ
る
水
に
は
、
土
地
を
侵
食
し
た
り
、
石
や
土
な
ど
を
運
搬
し
た
り
堆
積
さ
せ

た
り
す
る
働
き
が
あ
る
こ
と
。

ウ
　
雨
の
降
り
方
に
よ
っ
て
、
流
れ
る
水
の
速
さ
や
水
の
量
が
変
わ
り
、
増
水
に
よ
り

土
地
の
様
子
が
大
き
く
変
化
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
。

（
４
）
天
気
の
変
化

１
日
の
雲
の
様
子
を
観
測
し
た
り
、
映
像
な
ど
の
情
報
を
活
用
し
た
り
し
て
、
雲
の

動
き
な
ど
を
調
べ
、
天
気
の
変
化
の
仕
方
に
つ
い
て
の
考
え
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
。

イ
　
天
気
の
変
化
は
、
映
像
な
ど
の
気
象
情
報
を
用
い
て
予
想
で
き
る
こ
と
。

３
　
内
容
の
取
扱
い

（
４
）
内
容
の
「
Ｂ
生
命
・
地
球
」
の
（
４
）
の
イ
に
つ
い
て
は
、
台
風
の
進
路
に
よ
る
天

気
の
変
化
や
台
風
と
降
雨
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
触
れ
る
も
の
と
す
る
。

〔
第
６
学
年
〕

１
　
目
　
標

（
２
）
生
物
の
体
の
つ
く
り
と
働
き
、
生
物
と
環
境
、
土
地
の
つ
く
り
と
変
化
の
様
子
、
月

と
太
陽
の
関
係
を
推
論
し
な
が
ら
調
べ
、
見
い
だ
し
た
問
題
を
計
画
的
に
追
究
す
る
活

動
を
通
し
て
、
生
命
を
尊
重
す
る
態
度
を
育
て
る
と
と
も
に
、
生
物
の
体
の
働
き
、
生

物
と
環
境
と
の
か
か
わ
り
、
土
地
の
つ
く
り
と
変
化
の
き
ま
り
、
月
の
位
置
や
特
徴
に

つ
い
て
の
見
方
や
考
え
方
を
養
う
。

２
　
内
　
容

Ｂ
　
生
命
・
地
球

（
４
）
土
地
の
つ
く
り
と
変
化

土
地
や
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
物
を
観
察
し
、
土
地
の
つ
く
り
や
土
地
の
で
き
方
を
調

べ
、
土
地
の
つ
く
り
と
変
化
に
つ
い
て
の
考
え
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

ア
　
土
地
は
、
礫
、
砂
、
泥
、
火
山
灰
及
び
岩
石
か
ら
で
き
て
お
り
、
層
を
つ
く
っ
て

広
が
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
。

イ
　
地
層
は
、
流
れ
る
水
の
働
き
や
火
山
の
噴
火
に
よ
っ
て
で
き
、
化
石
が
含
ま
れ
て

い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
。

ウ
　
土
地
は
、
火
山
の
噴
火
や
地
震
に
よ
っ
て
変
化
す
る
こ
と
。

３
　
内
容
の
取
扱
い
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（
４
）
内
容
の
「
Ｂ
生
命
・
地
球
」
の
（
４
）
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
取
り
扱
う
も
の

と
す
る
。

ア
　
ア
に
つ
い
て
は
、
岩
石
と
し
て
礫
岩
、
砂
岩
及
び
泥
岩
を
扱
う
こ
と
。

イ
　
イ
の
「
化
石
」
に
つ
い
て
は
、
地
層
が
流
れ
る
水
の
働
き
に
よ
っ
て
堆
積
し
た
こ

と
を
示
す
証
拠
と
し
て
扱
う
こ
と
。

第
５
節
　
生
　
活

第
１
　
目
　
標

具
体
的
な
活
動
や
体
験
を
通
し
て
、
自
分
と
身
近
な
人
々
、
社
会
及
び
自
然
と
の
か
か
わ
り

に
関
心
を
も
ち
、
自
分
自
身
や
自
分
の
生
活
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
と
と
も
に
、
そ
の
過
程
に

お
い
て
生
活
上
必
要
な
習
慣
や
技
能
を
身
に
付
け
さ
せ
、
自
立
へ
の
基
礎
を
養
う
。

第
２
　
各
学
年
の
目
標
及
び
内
容

〔
第
１
学
年
及
び
第
２
学
年
〕

１
　
目
　
標

（
１
）
自
分
と
身
近
な
人
々
及
び
地
域
の
様
々
な
場
所
、
公
共
物
な
ど
と
の
か
か
わ
り
に
関

心
を
も
ち
、
地
域
の
よ
さ
に
気
付
き
、
愛
着
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と

も
に
、
集
団
や
社
会
の
一
員
と
し
て
自
分
の
役
割
や
行
動
の
仕
方
に
つ
い
て
考
え
、
安

全
で
適
切
な
行
動
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

２
　
内
　
容

（
１
）
学
校
の
施
設
の
様
子
及
び
先
生
な
ど
学
校
生
活
を
支
え
て
い
る
人
々
や
友
達
の
こ
と

が
分
か
り
、
楽
し
く
安
心
し
て
遊
び
や
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
通
学

路
の
様
子
や
そ
の
安
全
を
守
っ
て
い
る
人
々
な
ど
に
関
心
を
も
ち
、
安
全
な
登
下
校
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
。

（
３
）
自
分
た
ち
の
生
活
は
地
域
で
生
活
し
た
り
働
い
た
り
し
て
い
る
人
々
や
様
々
な
場
所

と
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
そ
れ
ら
に
親
し
み
や
愛
着
を
も
ち
、
人
々
と
適

切
に
接
す
る
こ
と
や
安
全
に
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

（
４
）
公
共
物
や
公
共
施
設
を
利
用
し
、
身
の
回
り
に
は
み
ん
な
で
使
う
も
の
が
あ
る
こ
と

や
そ
れ
を
支
え
て
い
る
人
々
が
い
る
こ
と
な
ど
が
分
か
り
、
そ
れ
ら
を
大
切
に
し
、
安

全
に
気
を
付
け
て
正
し
く
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

第
９
節
　
体
　
育

第
１
　
目
　
標

心
と
体
を
一
体
と
し
て
と
ら
え
、
適
切
な
運
動
の
経
験
と
健
康
・
安
全
に
つ
い
て
の
理
解
を

通
し
て
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
運
動
に
親
し
む
資
質
や
能
力
の
基
礎
を
育
て
る
と
と
も
に
健
康
の

保
持
増
進
と
体
力
の
向
上
を
図
り
、
楽
し
く
明
る
い
生
活
を
営
む
態
度
を
育
て
る
。

第
２
　
各
学
年
の
目
標
及
び
内
容

〔
第
５
学
年
及
び
第
６
学
年
〕

１
　
目
　
標

（
３
）
心
の
健
康
、
け
が
の
防
止
及
び
病
気
の
予
防
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
よ
う
に
し
、
健

康
で
安
全
な
生
活
を
営
む
資
質
や
能
力
を
育
て
る
。

２
　
内
　
容

Ｇ
　
保
　
健

（
１
）
心
の
発
達
及
び
不
安
、
悩
み
へ
の
対
処
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

ア
　
心
は
、
い
ろ
い
ろ
な
生
活
経
験
を
通
し
て
、
年
齢
に
伴
っ
て
発
達
す
る
こ
と
。

イ
　
心
と
体
は
、
相
互
に
影
響
し
合
う
こ
と
。

ウ
　
不
安
や
悩
み
へ
の
対
処
に
は
、
大
人
や
友
達
に
相
談
す
る
、
仲
間
と
遊
ぶ
、
運
動

を
す
る
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
方
法
が
あ
る
こ
と
。

（
２
）
け
が
の
防
止
に
つ
い
て
理
解
す
る
と
と
も
に
、
け
が
な
ど
の
簡
単
な
手
当
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
。

ア
　
交
通
事
故
や
身
の
回
り
の
生
活
の
危
険
が
原
因
と
な
っ
て
起
こ
る
け
が
の
防
止
に

は
、
周
囲
の
危
険
に
気
付
く
こ
と
、
的
確
な
判
断
の
下
に
安
全
に
行
動
す
る
こ
と
、

環
境
を
安
全
に
整
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
け
が
の
簡
単
な
手
当
は
、
速
や
か
に
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
。

第
３
章
　
道
　
徳

第
１
　
目
　
標

道
徳
教
育
の
目
標
は
、
第
１
章
総
則
の
第
１
の
２
に
示
す
と
こ
ろ
に
よ
り
、
学
校
の
教
育
活

動
全
体
を
通
じ
て
、
道
徳
的
な
心
情
、
判
断
力
、
実
践
意
欲
と
態
度
な
ど
の
道
徳
性
を
養
う
こ

と
と
す
る
。
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道
徳
の
時
間
に
お
い
て
は
、
以
上
の
道
徳
教
育
の
目
標
に
基
づ
き
、
各
教
科
、
外
国
語
活

動
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
及
び
特
別
活
動
に
お
け
る
道
徳
教
育
と
密
接
な
関
連
を
図
り
な
が

ら
、
計
画
的
、
発
展
的
な
指
導
に
よ
っ
て
こ
れ
を
補
充
、
深
化
、
統
合
し
、
道
徳
的
価
値
の
自

覚
及
び
自
己
の
生
き
方
に
つ
い
て
の
考
え
を
深
め
、
道
徳
的
実
践
力
を
育
成
す
る
も
の
と
す

る
。

第
２
　
内
　
容

道
徳
の
時
間
を
要
と
し
て
学
校
の
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
て
行
う
道
徳
教
育
の
内
容
は
、
次

の
と
お
り
と
す
る
。

〔
第
１
学
年
及
び
第
２
学
年
〕

１
　
主
と
し
て
自
分
自
身
に
関
す
る
こ
と
。

（
１
）
健
康
や
安
全
に
気
を
付
け
、
物
や
金
銭
を
大
切
に
し
、
身
の
回
り
を
整
え
、
わ
が
ま

ま
を
し
な
い
で
、
規
則
正
し
い
生
活
を
す
る
。

２
　
主
と
し
て
他
の
人
と
の
か
か
わ
り
に
関
す
る
こ
と
。

（
２
）
幼
い
人
や
高
齢
者
な
ど
身
近
に
い
る
人
に
温
か
い
心
で
接
し
、
親
切
に
す
る
。

（
３
）
友
達
と
仲
よ
く
し
、
助
け
合
う
。

３
　
主
と
し
て
自
然
や
崇
高
な
も
の
と
の
か
か
わ
り
に
関
す
る
こ
と
。

（
１
）
生
き
る
こ
と
を
喜
び
、
生
命
を
大
切
に
す
る
心
を
も
つ
。

４
　
主
と
し
て
集
団
や
社
会
と
の
か
か
わ
り
に
関
す
る
こ
と
。

（
１
）
約
束
や
き
ま
り
を
守
り
、
み
ん
な
が
使
う
物
を
大
切
に
す
る
。

（
２
）
働
く
こ
と
の
よ
さ
を
感
じ
て
、
み
ん
な
の
た
め
に
働
く
。

〔
第
３
学
年
及
び
第
４
学
年
〕

２
　
主
と
し
て
他
の
人
と
の
か
か
わ
り
に
関
す
る
こ
と
。

（
２
）
相
手
の
こ
と
を
思
い
や
り
、
進
ん
で
親
切
に
す
る
。

（
３
）
友
達
と
互
い
に
理
解
し
、
信
頼
し
、
助
け
合
う
。

３
　
主
と
し
て
自
然
や
崇
高
な
も
の
と
の
か
か
わ
り
に
関
す
る
こ
と
。

（
１
）
生
命
の
尊
さ
を
感
じ
取
り
、
生
命
あ
る
も
の
を
大
切
に
す
る
。

４
　
主
と
し
て
集
団
や
社
会
と
の
か
か
わ
り
に
関
す
る
こ
と
。

（
１
）
約
束
や
社
会
の
き
ま
り
を
守
り
、
公
徳
心
を
も
つ
。

（
２
）
働
く
こ
と
の
大
切
さ
を
知
り
、
進
ん
で
み
ん
な
の
た
め
に
働
く
。

〔
第
５
学
年
及
び
第
６
学
年
〕

２
　
主
と
し
て
他
の
人
と
の
か
か
わ
り
に
関
す
る
こ
と
。

（
２
）
だ
れ
に
対
し
て
も
思
い
や
り
の
心
を
も
ち
、
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
親
切
に
す
る
。

（
５
）
日
々
の
生
活
が
人
々
の
支
え
合
い
や
助
け
合
い
で
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
に
感
謝

し
、
そ
れ
に
こ
た
え
る
。

３
　
主
と
し
て
自
然
や
崇
高
な
も
の
と
の
か
か
わ
り
に
関
す
る
こ
と
。

（
１
）
生
命
が
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
自
他
の
生
命
を
尊
重
す
る
。

４
　
主
と
し
て
集
団
や
社
会
と
の
か
か
わ
り
に
関
す
る
こ
と
。

（
３
）
身
近
な
集
団
に
進
ん
で
参
加
し
、
自
分
の
役
割
を
自
覚
し
、
協
力
し
て
主
体
的
に
責

任
を
果
た
す
。

（
４
）
働
く
こ
と
の
意
義
を
理
解
し
、
社
会
に
奉
仕
す
る
喜
び
を
知
っ
て
公
共
の
た
め
に
役

に
立
つ
こ
と
を
す
る
。

第
5
章
　
総
合
的
な
学
習
の
時
間

第
１
　
目
　
標

横
断
的
・
総
合
的
な
学
習
や
探
究
的
な
学
習
を
通
し
て
、
自
ら
課
題
を
見
付
け
、
自
ら
学

び
、
自
ら
考
え
、
主
体
的
に
判
断
し
、
よ
り
よ
く
問
題
を
解
決
す
る
資
質
や
能
力
を
育
成
す
る

と
と
も
に
、
学
び
方
や
も
の
の
考
え
方
を
身
に
付
け
、
問
題
の
解
決
や
探
究
活
動
に
主
体
的
、

創
造
的
、
協
同
的
に
取
り
組
む
態
度
を
育
て
、
自
己
の
生
き
方
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
。

第
２
　
各
学
校
に
お
い
て
定
め
る
目
標
及
び
内
容

２
　
内
　
容

各
学
校
に
お
い
て
は
、
第
１
の
目
標
を
踏
ま
え
、
各
学
校
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
内
容

を
定
め
る
。

第
３
　
指
導
計
画
の
作
成
と
内
容
の
取
扱
い

１
　
指
導
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
事
項
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。
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（
５
）
学
習
活
動
に
つ
い
て
は
、
学
校
の
実
態
に
応
じ
て
、
例
え
ば
国
際
理
解
、
情
報
、
環

境
、
福
祉
・
健
康
な
ど
の
横
断
的
・
総
合
的
な
課
題
に
つ
い
て
の
学
習
活
動
、
児
童
の

興
味
・
関
心
に
基
づ
く
課
題
に
つ
い
て
の
学
習
活
動
、
地
域
の
人
々
の
暮
ら
し
、
伝
統

と
文
化
な
ど
地
域
や
学
校
の
特
色
に
応
じ
た
課
題
に
つ
い
て
の
学
習
活
動
な
ど
を
行
う

こ
と
。

第
6
章
　
特
別
活
動

第
１
　
目
　
標

望
ま
し
い
集
団
活
動
を
通
し
て
、
心
身
の
調
和
の
と
れ
た
発
達
と
個
性
の
伸
長
を
図
り
、
集

団
の
一
員
と
し
て
よ
り
よ
い
生
活
や
人
間
関
係
を
築
こ
う
と
す
る
自
主
的
、
実
践
的
な
態
度
を

育
て
る
と
と
も
に
、
自
己
の
生
き
方
に
つ
い
て
の
考
え
を
深
め
、
自
己
を
生
か
す
能
力
を
養

う
。

第
２
　
各
活
動
・
学
校
行
事
の
目
標
及
び
内
容

〔
学
級
活
動
〕

１
　
目
　
標

学
級
活
動
を
通
し
て
、
望
ま
し
い
人
間
関
係
を
形
成
し
、
集
団
の
一
員
と
し
て
学
級
や
学

校
に
お
け
る
よ
り
よ
い
生
活
づ
く
り
に
参
画
し
、
諸
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
自
主
的
、

実
践
的
な
態
度
や
健
全
な
生
活
態
度
を
育
て
る
。

２
　
内
　
容

〔
共
通
事
項
〕

（
２
）
日
常
の
生
活
や
学
習
へ
の
適
応
及
び
健
康
安
全

カ
　
心
身
と
も
に
健
康
で
安
全
な
生
活
態
度
の
形
成

〔
児
童
会
活
動
〕

１
　
目
　
標

児
童
会
活
動
を
通
し
て
、
望
ま
し
い
人
間
関
係
を
形
成
し
、
集
団
の
一
員
と
し
て
よ
り
よ

い
学
校
生
活
づ
く
り
に
参
画
し
、
協
力
し
て
諸
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
自
主
的
、
実
践

的
な
態
度
を
育
て
る
。

２
　
内
　
容

学
校
の
全
児
童
を
も
っ
て
組
織
す
る
児
童
会
に
お
い
て
、
学
校
生
活
の
充
実
と
向
上
を
図

る
活
動
を
行
う
こ
と
。

（
１
）
児
童
会
の
計
画
や
運
営

（
２
）
異
年
齢
集
団
に
よ
る
交
流

（
３
）
学
校
行
事
へ
の
協
力

〔
ク
ラ
ブ
活
動
〕

１
　
目
　
標

ク
ラ
ブ
活
動
を
通
し
て
、
望
ま
し
い
人
間
関
係
を
形
成
し
、
個
性
の
伸
長
を
図
り
、
集
団

の
一
員
と
し
て
協
力
し
て
よ
り
よ
い
ク
ラ
ブ
づ
く
り
に
参
画
し
よ
う
と
す
る
自
主
的
、
実
践

的
な
態
度
を
育
て
る
。

２
　
内
　
容

学
年
や
学
級
の
所
属
を
離
れ
、
主
と
し
て
第
４
学
年
以
上
の
同
好
の
児
童
を
も
っ
て
組
織

す
る
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、
異
年
齢
集
団
の
交
流
を
深
め
、
共
通
の
興
味
・
関
心
を
追
求
す
る

活
動
を
行
う
こ
と
。

（
１
）
ク
ラ
ブ
の
計
画
や
運
営

（
２
）
ク
ラ
ブ
を
楽
し
む
活
動

（
３
）
ク
ラ
ブ
の
成
果
の
発
表

〔
学
校
行
事
〕

１
　
目
　
標

学
校
行
事
を
通
し
て
、
望
ま
し
い
人
間
関
係
を
形
成
し
、
集
団
へ
の
所
属
感
や
連
帯
感
を

深
め
、
公
共
の
精
神
を
養
い
、
協
力
し
て
よ
り
よ
い
学
校
生
活
を
築
こ
う
と
す
る
自
主
的
、

実
践
的
な
態
度
を
育
て
る
。

２
　
内
　
容

全
校
又
は
学
年
を
単
位
と
し
て
、
学
校
生
活
に
秩
序
と
変
化
を
与
え
、
学
校
生
活
の
充
実

と
発
展
に
資
す
る
体
験
的
な
活
動
を
行
う
こ
と
。

（
１
）
儀
式
的
行
事

学
校
生
活
に
有
意
義
な
変
化
や
折
り
目
を
付
け
、
厳
粛
で
清
新
な
気
分
を
味
わ
い
、

新
し
い
生
活
の
展
開
へ
の
動
機
付
け
と
な
る
よ
う
な
活
動
を
行
う
こ
と
。

（
２
）
文
化
的
行
事

平
素
の
学
習
活
動
の
成
果
を
発
表
し
、
そ
の
向
上
の
意
欲
を
一
層
高
め
た
り
、
文
化

や
芸
術
に
親
し
ん
だ
り
す
る
よ
う
な
活
動
を
行
う
こ
と
。

（
３
）
健
康
安
全
・
体
育
的
行
事
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心
身
の
健
全
な
発
達
や
健
康
の
保
持
増
進
な
ど
に
つ
い
て
の
関
心
を
高
め
、
安
全
な

行
動
や
規
律
あ
る
集
団
行
動
の
体
得
、
運
動
に
親
し
む
態
度
の
育
成
、
責
任
感
や
連
帯

感
の
涵
養
、
体
力
の
向
上
な
ど
に
資
す
る
よ
う
な
活
動
を
行
う
こ
と
。

（
４
）
遠
足
・
集
団
宿
泊
的
行
事

自
然
の
中
で
の
集
団
宿
泊
活
動
な
ど
の
平
素
と
異
な
る
生
活
環
境
に
あ
っ
て
、
見
聞

を
広
め
、
自
然
や
文
化
な
ど
に
親
し
む
と
と
も
に
、
人
間
関
係
な
ど
の
集
団
生
活
の
在

り
方
や
公
衆
道
徳
な
ど
に
つ
い
て
の
望
ま
し
い
体
験
を
積
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
活

動
を
行
う
こ
と
。

（
５
）
勤
労
生
産
・
奉
仕
的
行
事

勤
労
の
尊
さ
や
生
産
の
喜
び
を
体
得
す
る
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の

社
会
奉
仕
の
精
神
を
養
う
体
験
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
活
動
を
行
う
こ
と
。

【
中
学
校
学
習
指
導
要
領
（
抄
）】

第
１
章
　
総
　
則

第
１
　
教
育
課
程
編
成
の
一
般
方
針

３
　
学
校
に
お
け
る
体
育
・
健
康
に
関
す
る
指
導
は
、
生
徒
の
発
達
の
段
階
を
考
慮
し
て
、

学
校
の
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
て
適
切
に
行
う
も
の
と
す
る
。
特
に
、
学
校
に
お
け
る
食

育
の
推
進
並
び
に
体
力
の
向
上
に
関
す
る
指
導
、
安
全
に
関
す
る
指
導
及
び
心
身
の
健
康

の
保
持
増
進
に
関
す
る
指
導
に
つ
い
て
は
、
保
健
体
育
科
の
時
間
は
も
と
よ
り
、
技
術
・

家
庭
科
、
特
別
活
動
な
ど
に
お
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の
特
質
に
応
じ
て
適
切
に
行
う
よ
う
努

め
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
指
導
を
通
し
て
、
家
庭
や
地
域
社
会
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
日
常
生
活
に
お
い
て
適
切
な
体
育
・
健
康
に
関
す
る
活
動
の
実
践
を
促

し
、
生
涯
を
通
じ
て
健
康
・
安
全
で
活
力
あ
る
生
活
を
送
る
た
め
の
基
礎
が
培
わ
れ
る
よ

う
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
２
章
　
各
教
科

第
2
節
　
社
　
会

第
１
　
目
　
標

広
い
視
野
に
立
っ
て
、
社
会
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
諸
資
料
に
基
づ
い
て
多
面
的
・
多
角

的
に
考
察
し
、
我
が
国
の
国
土
と
歴
史
に
対
す
る
理
解
と
愛
情
を
深
め
、
公
民
と
し
て
の
基
礎

的
教
養
を
培
い
、
国
際
社
会
に
生
き
る
平
和
で
民
主
的
な
国
家
・
社
会
の
形
成
者
と
し
て
必
要

な
公
民
的
資
質
の
基
礎
を
養
う
。

第
２
　
各
分
野
の
目
標
及
び
内
容

〔
地
理
的
分
野
〕

２
　
内
　
容

（
２
）
日
本
の
様
々
な
地
域

イ
　
世
界
と
比
べ
た
日
本
の
地
域
的
特
色

世
界
的
視
野
や
日
本
全
体
の
視
野
か
ら
見
た
日
本
の
地
域
的
特
色
を
取
り
上
げ
、

我
が
国
の
国
土
の
特
色
を
様
々
な
面
か
ら
大
観
さ
せ
る
。

（
ア
）
自
然
環
境

世
界
的
視
野
か
ら
日
本
の
地
形
や
気
候
の
特
色
、
海
洋
に
囲
ま
れ
た
日
本
の
国

土
の
特
色
を
理
解
さ
せ
る
と
と
も
に
、
国
内
の
地
形
や
気
候
の
特
色
、
自
然
災
害

と
防
災
へ
の
努
力
を
取
り
上
げ
、
日
本
の
自
然
環
境
に
関
す
る
特
色
を
大
観
さ
せ

る
。

ウ
　
日
本
の
諸
地
域

日
本
を
幾
つ
か
の
地
域
に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
つ
い
て
、
以
下
の

（
ア
）
か
ら
（
キ
）
で
示
し
た
考
察
の
仕
方
を
基
に
し
て
、
地
域
的
特
色
を
と
ら
え

さ
せ
る
。

（
ア
）
自
然
環
境
を
中
核
と
し
た
考
察

地
域
の
地
形
や
気
候
な
ど
の
自
然
環
境
に
関
す
る
特
色
あ
る
事
象
を
中
核
と
し

て
、
そ
れ
を
人
々
の
生
活
や
産
業
な
ど
と
関
連
付
け
、
自
然
環
境
が
地
域
の
人
々

の
生
活
や
産
業
な
ど
と
深
い
関
係
を
も
っ
て
い
る
こ
と
や
、
地
域
の
自
然
災
害
に

応
じ
た
防
災
対
策
が
大
切
で
あ
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
考
え
る
。

エ
　
身
近
な
地
域
の
調
査

身
近
な
地
域
に
お
け
る
諸
事
象
を
取
り
上
げ
、
観
察
や
調
査
な
ど
の
活
動
を
行

い
、
生
徒
が
生
活
し
て
い
る
土
地
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
深
め
て
地
域
の
課
題
を

見
い
だ
し
、
地
域
社
会
の
形
成
に
参
画
し
そ
の
発
展
に
努
力
し
よ
う
と
す
る
態
度
を

養
う
と
と
も
に
、
市
町
村
規
模
の
地
域
の
調
査
を
行
う
際
の
視
点
や
方
法
、
地
理
的

な
ま
と
め
方
や
発
表
の
方
法
の
基
礎
を
身
に
付
け
さ
せ
る
。

３
　
内
容
の
取
扱
い

（
４
）
内
容
の
（
２
）
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
取
り
扱
う
も
の
と
す
る
。

イ
　
イ
の
（
ア
）
か
ら
（
エ
）
で
示
し
た
日
本
の
地
域
的
特
色
に
つ
い
て
は
、
指
導
に

00-生きる力 1.indb   151 10.7.16   1:47:59 PM



「生きる力」をはぐくむ学校での安全教育

― 152 ―

付　

録

当
た
っ
て
内
容
の
（
１
）
の
学
習
成
果
を
生
か
す
と
と
も
に
、
日
本
の
諸
地
域
の
特

色
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
の
基
本
的
な
事
柄
で
構
成
す
る
こ
と
。

ウ
　
ウ
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
取
り
扱
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
ア
）
地
域
区
分
に
つ
い
て
は
、
指
導
の
観
点
や
学
校
所
在
地
の
事
情
な
ど
を
考
慮
し

て
適
切
に
決
め
る
こ
と
。

（
イ
）
指
導
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
の
特
色
あ
る
事
象
や
事
柄
を
中
核
と
し
て
、
そ
れ

を
他
の
事
象
と
有
機
的
に
関
連
付
け
て
、
地
域
的
特
色
を
追
究
す
る
よ
う
に
す
る

こ
と
。

（
ウ
）（
ア
）
か
ら
（
キ
）
の
考
察
の
仕
方
に
つ
い
て
は
、
学
習
す
る
地
域
ご
と
に
一

つ
選
択
す
る
こ
と
。
ま
た
、
ウ
の
学
習
全
体
を
通
し
て
す
べ
て
取
り
扱
う
こ
と
。

エ
　
エ
に
つ
い
て
は
、
学
校
所
在
地
の
事
情
を
踏
ま
え
て
観
察
や
調
査
を
指
導
計
画
に

位
置
付
け
実
施
す
る
こ
と
。
そ
の
際
、
縮
尺
の
大
き
な
地
図
や
統
計
そ
の
他
の
資
料

に
親
し
ま
せ
、
そ
れ
ら
の
活
用
の
技
能
を
高
め
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
ま
た
、
観
察

や
調
査
の
結
果
を
ま
と
め
る
際
に
は
、
地
図
を
有
効
に
活
用
し
て
事
象
を
説
明
し
た

り
、
自
分
の
解
釈
を
加
え
て
論
述
し
た
り
、
意
見
交
換
し
た
り
す
る
な
ど
の
学
習
活

動
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
。
な
お
、
学
習
の
効
果
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に

は
、
内
容
の
（
２
）
の
ウ
の
中
の
学
校
所
在
地
を
含
む
地
域
の
学
習
と
結
び
付
け
て

扱
っ
て
も
よ
い
こ
と
。

第
4
節
　
理
　
科

第
１
　
目
　
標

自
然
の
事
物
・
現
象
に
進
ん
で
か
か
わ
り
、
目
的
意
識
を
も
っ
て
観
察
、
実
験
な
ど
を
行

い
、
科
学
的
に
探
究
す
る
能
力
の
基
礎
と
態
度
を
育
て
る
と
と
も
に
自
然
の
事
物
・
現
象
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
、
科
学
的
な
見
方
や
考
え
方
を
養
う
。

第
２
　
各
分
野
の
目
標
及
び
内
容

〔
第
２
分
野
〕

２
　
内
　
容

（
２
）
大
地
の
成
り
立
ち
と
変
化

大
地
の
活
動
の
様
子
や
身
近
な
岩
石
、
地
層
、
地
形
な
ど
の
観
察
を
通
し
て
、
地
表

に
見
ら
れ
る
様
々
な
事
物
・
現
象
を
大
地
の
変
化
と
関
連
付
け
て
理
解
さ
せ
、
大
地
の

変
化
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
る
。

ア
　
火
山
と
地
震

（
ア
）
火
山
活
動
と
火
成
岩

火
山
の
形
、
活
動
の
様
子
及
び
そ
の
噴
出
物
を
調
べ
、
そ
れ
ら
を
地
下
の
マ
グ

マ
の
性
質
と
関
連
付
け
て
と
ら
え
る
と
と
も
に
、
火
山
岩
と
深
成
岩
の
観
察
を
行

い
、
そ
れ
ら
の
組
織
の
違
い
を
成
因
と
関
連
付
け
て
と
ら
え
る
こ
と
。

（
イ
）
地
震
の
伝
わ
り
方
と
地
球
内
部
の
働
き

地
震
の
体
験
や
記
録
を
基
に
、
そ
の
揺
れ
の
大
き
さ
や
伝
わ
り
方
の
規
則
性
に

気
付
く
と
と
も
に
、
地
震
の
原
因
を
地
球
内
部
の
働
き
と
関
連
付
け
て
と
ら
え
、

地
震
に
伴
う
土
地
の
変
化
の
様
子
を
理
解
す
る
こ
と
。

（
４
）
気
象
と
そ
の
変
化

身
近
な
気
象
の
観
察
、
観
測
を
通
し
て
、
気
象
要
素
と
天
気
の
変
化
の
関
係
を
見
い

だ
さ
せ
る
と
と
も
に
、
気
象
現
象
に
つ
い
て
そ
れ
が
起
こ
る
仕
組
み
と
規
則
性
に
つ
い

て
の
認
識
を
深
め
る
。

ア
　
気
象
観
測

（
ア
）
気
象
観
測

校
庭
な
ど
で
気
象
観
測
を
行
い
、
観
測
方
法
や
記
録
の
仕
方
を
身
に
付
け
る
と

と
も
に
、
そ
の
観
測
記
録
な
ど
に
基
づ
い
て
、
気
温
、
湿
度
、
気
圧
、
風
向
な
ど

の
変
化
と
天
気
と
の
関
係
を
見
い
だ
す
こ
と
。

イ
　
天
気
の
変
化

（
ア
）
霧
や
雲
の
発
生

霧
や
雲
の
発
生
に
つ
い
て
の
観
察
、
実
験
を
行
い
、
そ
の
で
き
方
を
気
圧
、
気

温
及
び
湿
度
の
変
化
と
関
連
付
け
て
と
ら
え
る
こ
と
。

（
イ
）
前
線
の
通
過
と
天
気
の
変
化

前
線
の
通
過
に
伴
う
天
気
の
変
化
の
観
測
結
果
な
ど
に
基
づ
い
て
、
そ
の
変
化

を
暖
気
、
寒
気
と
関
連
付
け
て
と
ら
え
る
こ
と
。

ウ
　
日
本
の
気
象

（
ア
）
日
本
の
天
気
の
特
徴

天
気
図
や
気
象
衛
星
画
像
な
ど
か
ら
、
日
本
の
天
気
の
特
徴
を
気
団
と
関
連
付

け
て
と
ら
え
る
こ
と
。

（
イ
）
大
気
の
動
き
と
海
洋
の
影
響

気
象
衛
星
画
像
や
調
査
記
録
な
ど
か
ら
、
日
本
の
気
象
を
日
本
付
近
の
大
気
の

動
き
や
海
洋
の
影
響
に
関
連
付
け
て
と
ら
え
る
こ
と
。

（
７
）
自
然
と
人
間

自
然
環
境
を
調
べ
、
自
然
界
に
お
け
る
生
物
相
互
の
関
係
や
自
然
界
の
つ
り
合
い
に

つ
い
て
理
解
さ
せ
る
と
と
も
に
、
自
然
と
人
間
の
か
か
わ
り
方
に
つ
い
て
認
識
を
深

め
、
自
然
環
境
の
保
全
と
科
学
技
術
の
利
用
の
在
り
方
に
つ
い
て
科
学
的
に
考
察
し
判
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断
す
る
態
度
を
養
う
。

イ
　
自
然
の
恵
み
と
災
害

（
ア
）
自
然
の
恵
み
と
災
害

自
然
が
も
た
ら
す
恵
み
と
災
害
な
ど
に
つ
い
て
調
べ
、
こ
れ
ら
を
多
面
的
、
総

合
的
に
と
ら
え
て
、
自
然
と
人
間
の
か
か
わ
り
方
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
。

３
　
内
容
の
取
扱
い

（
３
）
内
容
の
（
２
）
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
取
り
扱
う
も
の
と
す
る
。

ア
　
ア
の
（
ア
）
の
「
火
山
」
に
つ
い
て
は
、
粘
性
と
関
係
付
け
な
が
ら
代
表
的
な
火

山
を
扱
う
こ
と
。「
マ
グ
マ
の
性
質
」
に
つ
い
て
は
、
粘
性
を
扱
う
こ
と
。「
火
山

岩
」
及
び
「
深
成
岩
」
に
つ
い
て
は
、
代
表
的
な
岩
石
を
扱
う
こ
と
。
ま
た
、
代
表

的
な
造
岩
鉱
物
も
扱
う
こ
と
。

イ
　
ア
の
（
イ
）
に
つ
い
て
は
、
地
震
の
現
象
面
を
中
心
に
取
り
扱
い
、
初
期
微
動
継

続
時
間
と
震
源
ま
で
の
距
離
と
の
定
性
的
な
関
係
に
も
触
れ
る
こ
と
。
ま
た
、「
地

球
内
部
の
働
き
」
に
つ
い
て
は
、
日
本
付
近
の
プ
レ
ー
ト
の
動
き
を
扱
う
こ
と
。

（
５
）
内
容
の
（
４
）
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
取
り
扱
う
も
の
と
す
る
。

ア
　
イ
の
（
ア
）
に
つ
い
て
は
、
気
温
に
よ
る
飽
和
水
蒸
気
量
の
変
化
が
湿
度
の
変
化

や
凝
結
に
か
か
わ
り
が
あ
る
こ
と
を
扱
う
こ
と
。
ま
た
、
水
の
循
環
も
扱
う
こ
と
。

イ
　
イ
の
（
イ
）
に
つ
い
て
は
、
風
の
吹
き
方
に
も
触
れ
る
こ
と
。

ウ
　
ウ
の
（
イ
）
に
つ
い
て
は
、
地
球
を
取
り
巻
く
大
気
の
動
き
に
も
触
れ
る
こ
と
。

ま
た
、
地
球
の
大
き
さ
や
大
気
の
厚
さ
に
も
触
れ
る
こ
と
。

（
８
）
内
容
の
（
７
）
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
取
り
扱
う
も
の
と
す
る
。

ウ
　
イ
の
（
ア
）
つ
い
て
は
、
地
球
規
模
で
の
プ
レ
ー
ト
の
動
き
も
扱
う
こ
と
。
ま

た
、「
災
害
」
に
つ
い
て
は
、
記
録
や
資
料
な
ど
を
用
い
て
調
べ
、
地
域
の
災
害
に

つ
い
て
触
れ
る
こ
と
。

第
7
節
　
保
健
体
育

第
１
　
目
　
標

心
と
体
を
一
体
と
し
て
と
ら
え
、
運
動
や
健
康
・
安
全
に
つ
い
て
の
理
解
と
運
動
の
合
理
的

な
実
践
を
通
し
て
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
運
動
に
親
し
む
資
質
や
能
力
を
育
て
る
と
と
も
に
健
康

の
保
持
増
進
の
た
め
の
実
践
力
の
育
成
と
体
力
の
向
上
を
図
り
、
明
る
く
豊
か
な
生
活
を
営
む

態
度
を
育
て
る
。

第
２
　
各
分
野
の
目
標
及
び
内
容

〔
保
健
分
野
〕

１
　
目
　
標

個
人
生
活
に
お
け
る
健
康
・
安
全
に
関
す
る
理
解
を
通
し
て
、
生
涯
を
通
じ
て
自
ら
の
健

康
を
適
切
に
管
理
し
、
改
善
し
て
い
く
資
質
や
能
力
を
育
て
る
。

２
　
内
　
容

（
３
）
傷
害
の
防
止
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

ア
　
交
通
事
故
や
自
然
災
害
な
ど
に
よ
る
傷
害
は
、
人
的
要
因
や
環
境
要
因
な
ど
が
か

か
わ
っ
て
発
生
す
る
こ
と
。

イ
　
交
通
事
故
な
ど
に
よ
る
傷
害
の
多
く
は
、
安
全
な
行
動
、
環
境
の
改
善
に
よ
っ
て

防
止
で
き
る
こ
と
。

ウ
　
自
然
災
害
に
よ
る
傷
害
は
、
災
害
発
生
時
だ
け
で
な
く
、
二
次
災
害
に
よ
っ
て
も

生
じ
る
こ
と
。
ま
た
、
自
然
災
害
に
よ
る
傷
害
の
多
く
は
、
災
害
に
備
え
て
お
く
こ

と
、
安
全
に
避
難
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
防
止
で
き
る
こ
と
。

エ
　
応
急
手
当
を
適
切
に
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
は
、
傷
害
の
悪
化
を
防
止
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
。
ま
た
、
応
急
手
当
に
は
、
心
肺
蘇
生
等
が
あ
る
こ
と
。

３
　
内
容
の
取
扱
い

（
６
）
内
容
の
（
３
）
の
エ
に
つ
い
て
は
、
包
帯
法
、
止
血
法
な
ど
傷
害
時
の
応
急
手
当
も

取
り
扱
い
、
実
習
を
行
う
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
効
果
的
な
指
導
を
行
う
た
め
、
水
泳

な
ど
体
育
分
野
の
内
容
と
の
関
連
を
図
る
も
の
と
す
る
。

第
3
章
　
道
　
徳

第
2　
内
　
容

道
徳
の
時
間
を
要
と
し
て
学
校
の
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
て
行
う
道
徳
教
育
の
内
容
は
、
次

の
と
お
り
と
す
る
。

１
　
主
と
し
て
自
分
自
身
に
関
す
る
こ
と
。

（
１
）
望
ま
し
い
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
、
心
身
の
健
康
の
増
進
を
図
り
、
節
度
を
守
り
節

制
に
心
掛
け
調
和
の
あ
る
生
活
を
す
る
。

（
２
）
よ
り
高
い
目
標
を
目
指
し
、
希
望
と
勇
気
を
も
っ
て
着
実
に
や
り
抜
く
強
い
意
志
を

も
つ
。

（
３
）
自
律
の
精
神
を
重
ん
じ
、
自
主
的
に
考
え
、
誠
実
に
実
行
し
て
そ
の
結
果
に
責
任
を
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も
つ
。

（
４
）
真
理
を
愛
し
、
真
実
を
求
め
、
理
想
の
実
現
を
目
指
し
て
自
己
の
人
生
を
切
り
拓
い

て
い
く
。

（
５
）
自
己
を
見
つ
め
、
自
己
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
個
性
を
伸
ば
し
て
充
実
し
た
生

き
方
を
追
求
す
る
。

２
　
主
と
し
て
他
の
人
と
の
か
か
わ
り
に
関
す
る
こ
と
。

（
１
）
礼
儀
の
意
義
を
理
解
し
、
時
と
場
に
応
じ
た
適
切
な
言
動
を
と
る
。

（
２
）
温
か
い
人
間
愛
の
精
神
を
深
め
、
他
の
人
々
に
対
し
思
い
や
り
の
心
を
も
つ
。

（
６
）
多
く
の
人
々
の
善
意
や
支
え
に
よ
り
、
日
々
の
生
活
や
現
在
の
自
分
が
あ
る
こ
と
に

感
謝
し
、
そ
れ
に
こ
た
え
る
。

３
　
主
と
し
て
自
然
や
崇
高
な
も
の
と
の
か
か
わ
り
に
関
す
る
こ
と
。

（
１
）
生
命
の
尊
さ
を
理
解
し
、
か
け
が
え
の
な
い
自
他
の
生
命
を
尊
重
す
る
。

（
２
）
自
然
を
愛
護
し
、
美
し
い
も
の
に
感
動
す
る
豊
か
な
心
を
も
ち
、
人
間
の
力
を
超
え

た
も
の
に
対
す
る
畏
敬
の
念
を
深
め
る
。

４
　
主
と
し
て
集
団
や
社
会
と
の
か
か
わ
り
に
関
す
る
こ
と
。

（
１
）
法
や
き
ま
り
の
意
義
を
理
解
し
、
遵
じ
ゅ
ん

守
す
る
と
と
も
に
、
自
他
の
権
利
を
重
ん
じ
義

務
を
確
実
に
果
た
し
て
、
社
会
の
秩
序
と
規
律
を
高
め
る
よ
う
に
努
め
る
。

（
２
）
公
徳
心
及
び
社
会
連
帯
の
自
覚
を
高
め
、
よ
り
よ
い
社
会
の
実
現
に
努
め
る
。

（
４
）
自
己
が
属
す
る
様
々
な
集
団
の
意
義
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
役
割
と
責
任
を
自

覚
し
集
団
生
活
の
向
上
に
努
め
る
。

（
５
）
勤
労
の
尊
さ
や
意
義
を
理
解
し
、
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
、
公
共
の
福
祉
と
社
会
の

発
展
に
努
め
る
。

（
８
）
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
も
っ
て
郷
土
を
愛
し
、
社
会
に
尽
く
し
た
先
人

や
高
齢
者
に
尊
敬
と
感
謝
の
念
を
深
め
、
郷
土
の
発
展
に
努
め
る
。

第
４
章
　
総
合
的
な
学
習
の
時
間

第
１
　
目
　
標

横
断
的
・
総
合
的
な
学
習
や
探
究
的
な
学
習
を
通
し
て
、
自
ら
課
題
を
見
付
け
、
自
ら
学

び
、
自
ら
考
え
、
主
体
的
に
判
断
し
、
よ
り
よ
く
問
題
を
解
決
す
る
資
質
や
能
力
を
育
成
す
る

と
と
も
に
、
学
び
方
や
も
の
の
考
え
方
を
身
に
付
け
、
問
題
の
解
決
や
探
究
活
動
に
主
体
的
、

創
造
的
、
協
同
的
に
取
り
組
む
態
度
を
育
て
、
自
己
の
生
き
方
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
。

第
２
　
各
学
校
に
お
い
て
定
め
る
目
標
及
び
内
容

１
　
目
　
標

各
学
校
に
お
い
て
は
、
第
１
の
目
標
を
踏
ま
え
、
各
学
校
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
目

標
を
定
め
る
。

２
　
内
　
容

各
学
校
に
お
い
て
は
、
第
１
の
目
標
を
踏
ま
え
、
各
学
校
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
内

容
を
定
め
る
。

第
３
　
指
導
計
画
の
作
成
と
内
容
の
取
扱
い

１
　
指
導
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
事
項
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

（
５
）
学
習
活
動
に
つ
い
て
は
、
学
校
の
実
態
に
応
じ
て
、
例
え
ば
国
際
理
解
、
情
報
、
環

境
、
福
祉
・
健
康
な
ど
の
横
断
的
・
総
合
的
な
課
題
に
つ
い
て
の
学
習
活
動
、
生
徒
の

興
味
・
関
心
に
基
づ
く
課
題
に
つ
い
て
の
学
習
活
動
、
地
域
や
学
校
の
特
色
に
応
じ
た

課
題
に
つ
い
て
の
学
習
活
動
、
職
業
や
自
己
の
将
来
に
関
す
る
学
習
活
動
な
ど
を
行
う

こ
と
。

第
５
章
　
特
別
活
動

第
１
　
目
　
標

望
ま
し
い
集
団
活
動
を
通
し
て
、
心
身
の
調
和
の
と
れ
た
発
達
と
個
性
の
伸
長
を
図
り
、
集

団
や
社
会
の
一
員
と
し
て
よ
り
よ
い
生
活
や
人
間
関
係
を
築
こ
う
と
す
る
自
主
的
、
実
践
的
な

態
度
を
育
て
る
と
と
も
に
、
人
間
と
し
て
の
生
き
方
に
つ
い
て
の
自
覚
を
深
め
、
自
己
を
生
か

す
能
力
を
養
う
。

第
２
　
各
活
動
・
学
校
行
事
の
目
標
及
び
内
容

〔
学
級
活
動
〕

１
　
目
　
標

学
級
活
動
を
通
し
て
、
望
ま
し
い
人
間
関
係
を
形
成
し
、
集
団
の
一
員
と
し
て
学
級
や
学

校
に
お
け
る
よ
り
よ
い
生
活
づ
く
り
に
参
画
し
、
諸
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
自
主
的
、

実
践
的
な
態
度
や
健
全
な
生
活
態
度
を
育
て
る
。
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２
　
内
　
容

学
級
を
単
位
と
し
て
、
学
級
や
学
校
の
生
活
の
充
実
と
向
上
、
生
徒
が
当
面
す
る
諸
課
題

へ
の
対
応
に
資
す
る
活
動
を
行
う
こ
と
。

（
２
）
適
応
と
成
長
及
び
健
康
安
全

ウ
　
社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
と
責
任

カ
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
意
義
の
理
解
と
参
加

キ
　
心
身
と
も
に
健
康
で
安
全
な
生
活
態
度
や
習
慣
の
形
成

〔
生
徒
会
活
動
〕

１
　
目
　
標

生
徒
会
活
動
を
通
し
て
、
望
ま
し
い
人
間
関
係
を
形
成
し
、
集
団
や
社
会
の
一
員
と
し
て

よ
り
よ
い
学
校
生
活
づ
く
り
に
参
画
し
、
協
力
し
て
諸
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
自
主

的
、
実
践
的
な
態
度
を
育
て
る
。

２
　
内
　
容

学
校
の
全
生
徒
を
も
っ
て
組
織
す
る
生
徒
会
に
お
い
て
、
学
校
生
活
の
充
実
と
向
上
を
図

る
活
動
を
行
う
こ
と
。

（
１
）
生
徒
会
の
計
画
や
運
営

（
２
）
異
年
齢
集
団
に
よ
る
交
流

（
３
）
生
徒
の
諸
活
動
に
つ
い
て
の
連
絡
調
整

（
４
）
学
校
行
事
へ
の
協
力

（
５
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
社
会
参
加

〔
学
校
行
事
〕

１
　
目
　
標

学
校
行
事
を
通
し
て
、
望
ま
し
い
人
間
関
係
を
形
成
し
、
集
団
へ
の
所
属
感
や
連
帯
感
を

深
め
、
公
共
の
精
神
を
養
い
、
協
力
し
て
よ
り
よ
い
学
校
生
活
を
築
こ
う
と
す
る
自
主
的
、

実
践
的
な
態
度
を
育
て
る
。

２
　
内
　
容

全
校
又
は
学
年
を
単
位
と
し
て
、
学
校
生
活
に
秩
序
と
変
化
を
与
え
、
学
校
生
活
の
充
実

と
発
展
に
資
す
る
体
験
的
な
活
動
を
行
う
こ
と
。

（
１
）
儀
式
的
行
事

学
校
生
活
に
有
意
義
な
変
化
や
折
り
目
を
付
け
、
厳
粛
で
清
新
な
気
分
を
味
わ
い
、

新
し
い
生
活
の
展
開
へ
の
動
機
付
け
と
な
る
よ
う
な
活
動
を
行
う
こ
と
。

（
２
）
文
化
的
行
事

平
素
の
学
習
活
動
の
成
果
を
発
表
し
、
そ
の
向
上
の
意
欲
を
一
層
高
め
た
り
、
文
化

や
芸
術
に
親
し
ん
だ
り
す
る
よ
う
な
活
動
を
行
う
こ
と
。

（
３
）
健
康
安
全
・
体
育
的
行
事

心
身
の
健
全
な
発
達
や
健
康
の
保
持
増
進
な
ど
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
安
全
な

行
動
や
規
律
あ
る
集
団
行
動
の
体
得
、
運
動
に
親
し
む
態
度
の
育
成
、
責
任
感
や
連
帯

感
の
涵
養
、
体
力
の
向
上
な
ど
に
資
す
る
よ
う
な
活
動
を
行
う
こ
と
。

（
４
）
旅
行
・
集
団
宿
泊
的
行
事

平
素
と
異
な
る
生
活
環
境
に
あ
っ
て
、
見
聞
を
広
め
、
自
然
や
文
化
な
ど
に
親
し
む

と
と
も
に
、
集
団
生
活
の
在
り
方
や
公
衆
道
徳
な
ど
に
つ
い
て
の
望
ま
し
い
体
験
を
積

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
活
動
を
行
う
こ
と
。

（
５
）
勤
労
生
産
・
奉
仕
的
行
事

勤
労
の
尊
さ
や
創
造
す
る
こ
と
の
喜
び
を
体
得
し
、
職
場
体
験
な
ど
の
職
業
や
進
路

に
か
か
わ
る
啓
発
的
な
体
験
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
共
に
助
け
合
っ
て

生
き
る
こ
と
の
喜
び
を
体
得
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
社
会
奉
仕
の
精
神
を
養

う
体
験
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
活
動
を
行
う
こ
と
。

【
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
（
抄
）】

第
１
章
　
総
　
則

第
１
款
　
教
育
課
程
編
成
の
一
般
方
針

３
　
学
校
に
お
け
る
体
育
・
健
康
に
関
す
る
指
導
は
、
生
徒
の
発
達
の
段
階
を
考
慮
し
て
、

学
校
の
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
て
適
切
に
行
う
も
の
と
す
る
。
特
に
、
学
校
に
お
け
る
食

育
の
推
進
並
び
に
体
力
の
向
上
に
関
す
る
指
導
、
安
全
に
関
す
る
指
導
及
び
心
身
の
健
康

の
保
持
増
進
に
関
す
る
指
導
に
つ
い
て
は
、
保
健
体
育
科
は
も
と
よ
り
、
家
庭
科
、
特
別

活
動
な
ど
に
お
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
の
特
質
に
応
じ
て
適
切
に
行
う
よ
う
努
め
る
こ
と
と
す

る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
指
導
を
通
し
て
、
家
庭
や
地
域
社
会
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

日
常
生
活
に
お
い
て
適
切
な
体
育
・
健
康
に
関
す
る
活
動
の
実
践
を
促
し
、
生
涯
を
通
じ

て
健
康
・
安
全
で
活
力
あ
る
生
活
を
送
る
た
め
の
基
礎
が
培
わ
れ
る
よ
う
配
慮
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
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第
２
章
　
各
学
科
に
共
通
す
る
各
教
科

第
２
節
　
地
理
歴
史

第
２
款
　
各
科
目

第
２
　
世
界
史
Ｂ

１
　
目
　
標

世
界
の
歴
史
の
大
き
な
枠
組
み
と
展
開
を
諸
資
料
に
基
づ
き
地
理
的
条
件
や
日
本
の
歴
史

と
関
連
付
け
な
が
ら
理
解
さ
せ
、
文
化
の
多
様
性
・
複
合
性
と
現
代
世
界
の
特
質
を
広
い
視

野
か
ら
考
察
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
歴
史
的
思
考
力
を
培
い
、
国
際
社
会
に
主
体
的
に
生

き
る
日
本
国
民
と
し
て
の
自
覚
と
資
質
を
養
う
。

２
　
内
　
容

（
１
）
世
界
史
へ
の
扉

自
然
環
境
と
人
類
の
か
か
わ
り
、
日
本
の
歴
史
と
世
界
の
歴
史
の
つ
な
が
り
、
日
常

生
活
に
み
る
世
界
の
歴
史
に
か
か
わ
る
適
切
な
主
題
を
設
定
し
考
察
す
る
活
動
を
通
し

て
、
地
理
と
歴
史
へ
の
関
心
を
高
め
、
世
界
史
学
習
の
意
義
に
気
付
か
せ
る
。

ア
　
自
然
環
境
と
人
類
の
か
か
わ
り

自
然
環
境
と
人
類
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
、
生
業
や
暮
ら
し
、
交
通
手
段
、
資

源
、
災
害
な
ど
か
ら
適
切
な
歴
史
的
事
例
を
取
り
上
げ
て
考
察
さ
せ
、
世
界
史
学
習

に
お
け
る
地
理
的
視
点
の
重
要
性
に
気
付
か
せ
る
。

第
５
　
地
理
Ａ

１
　
目
　
標

現
代
世
界
の
地
理
的
な
諸
課
題
を
地
域
性
や
歴
史
的
背
景
、
日
常
生
活
と
の
関
連
を
踏
ま

え
て
考
察
し
、
現
代
世
界
の
地
理
的
認
識
を
養
う
と
と
も
に
、
地
理
的
な
見
方
や
考
え
方
を

培
い
、
国
際
社
会
に
主
体
的
に
生
き
る
日
本
国
民
と
し
て
の
自
覚
と
資
質
を
養
う
。

２
　
内
　
容

（
２
）
生
活
圏
の
諸
課
題
の
地
理
的
考
察

生
活
圏
の
諸
課
題
に
つ
い
て
、
地
域
性
や
歴
史
的
背
景
を
踏
ま
え
て
考
察
し
、
地
理

的
技
能
及
び
地
理
的
な
見
方
や
考
え
方
を
身
に
付
け
さ
せ
る
。

イ
　
自
然
環
境
と
防
災

我
が
国
の
自
然
環
境
の
特
色
と
自
然
災
害
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
理
解
さ
せ
る

と
と
も
に
、
国
内
に
み
ら
れ
る
自
然
災
害
の
事
例
を
取
り
上
げ
、
地
域
性
を
踏
ま
え

た
対
応
が
大
切
で
あ
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
考
察
さ
せ
る
。

３
　
内
容
の
取
扱
い

（
２
）
内
容
の
取
扱
い
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
事
項
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

イ
　
内
容
の
（
２
）
に
つ
い
て
は
、
次
の
事
項
に
留
意
す
る
こ
と
。

（
ウ
） 
イ
に
つ
い
て
は
、
日
本
で
は
様
々
な
自
然
災
害
が
多
発
す
る
こ
と
か
ら
、

早
く
か
ら
自
然
災
害
へ
の
対
応
に
努
め
て
き
た
こ
と
な
ど
を
具
体
例
を
通
し
て
取
り

扱
う
こ
と
。
そ
の
際
、
地
形
図
や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
の
主
題
図
の
読
図
な
ど
、

日
常
生
活
と
結
び
付
い
た
地
理
的
技
能
を
身
に
付
け
さ
せ
る
と
と
も
に
、
防
災
意
識

を
高
め
る
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
。

第
５
節
　
理
　
科

第
２
款
　
各
科
目

第
１
　
科
学
と
人
間
生
活

１
　
目
　
標

自
然
と
人
間
生
活
と
の
か
か
わ
り
及
び
科
学
技
術
が
人
間
生
活
に
果
た
し
て
き
た
役
割
に

つ
い
て
、
身
近
な
事
物
・
現
象
に
関
す
る
観
察
、
実
験
な
ど
を
通
し
て
理
解
さ
せ
、
科
学
的

な
見
方
や
考
え
方
を
養
う
と
と
も
に
、
科
学
に
対
す
る
興
味
・
関
心
を
高
め
る
。

２
　
内
　
容

（
２
）
人
間
生
活
の
中
の
科
学

身
近
な
自
然
の
事
物
・
現
象
及
び
日
常
生
活
や
社
会
の
中
で
利
用
さ
れ
て
い
る
科
学

技
術
を
取
り
上
げ
、
科
学
と
人
間
生
活
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
さ
せ

る
。

エ
　
宇
宙
や
地
球
の
科
学

（
イ
） 
身
近
な
自
然
景
観
と
自
然
災
害

身
近
な
自
然
景
観
の
成
り
立
ち
と
自
然
災
害
に
つ
い
て
、
太
陽
の
放
射
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
よ
る
作
用
や
地
球
内
部
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
変
動
と
関
連
付
け
て
理
解

す
る
こ
と
。

３
　
内
容
の
取
扱
い

（
２
）
内
容
の
範
囲
や
程
度
に
つ
い
て
は
、
次
の
事
項
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。
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オ
　
内
容
の
（
２
）
の
エ
の
（
ア
）
に
つ
い
て
は
、
太
陽
や
月
の
運
行
と
時
や
暦
な
ど

と
の
関
係
、
太
陽
が
地
球
や
人
間
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
、
太
陽
系
の
天
体
及
び
太
陽

系
の
広
が
り
や
構
造
に
関
し
て
、
観
察
、
実
験
な
ど
を
中
心
に
扱
う
こ
と
。
そ
の

際
、
天
動
説
、
地
動
説
に
も
触
れ
る
こ
と
。（
イ
）
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
自
然
景

観
、
そ
の
変
化
と
自
然
災
害
に
関
し
て
、
観
察
、
実
験
な
ど
を
中
心
に
扱
う
こ
と
。

そ
の
際
、
自
然
景
観
が
長
い
時
間
の
中
で
変
化
し
て
で
き
た
こ
と
に
も
触
れ
る
こ

と
。「
自
然
景
観
の
成
り
立
ち
」
に
つ
い
て
は
、
流
水
の
作
用
、
地
震
や
火
山
活
動

と
関
連
付
け
て
扱
う
こ
と
。「
自
然
災
害
」
に
つ
い
て
は
、
防
災
に
も
触
れ
る
こ

と
。

第
８
　
地
学
基
礎

１
　
目
　
標

日
常
生
活
や
社
会
と
の
関
連
を
図
り
な
が
ら
地
球
や
地
球
を
取
り
巻
く
環
境
へ
の
関
心
を

高
め
、
目
的
意
識
を
も
っ
て
観
察
、
実
験
な
ど
を
行
い
、
地
学
的
に
探
究
す
る
能
力
と
態
度

を
育
て
る
と
と
も
に
、
地
学
の
基
本
的
な
概
念
や
原
理
・
法
則
を
理
解
さ
せ
、
科
学
的
な
見

方
や
考
え
方
を
養
う
。

２
　
内
　
容

（
２
）
変
動
す
る
地
球

変
動
す
る
地
球
に
つ
い
て
観
察
、
実
験
な
ど
を
通
し
て
探
究
し
、
地
球
が
プ
レ
ー
ト

の
運
動
や
太
陽
の
放
射
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
変
動
し
て
き
た
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
。

ま
た
、
地
球
の
環
境
と
人
間
生
活
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
考
察
さ
せ
る
。

ア
　
活
動
す
る
地
球

（
ア
）
プ
レ
ー
ト
の
運
動

プ
レ
ー
ト
の
分
布
と
運
動
及
び
プ
レ
ー
ト
運
動
に
伴
う
大
地
形
の
形
成
に
つ
い

て
理
解
す
る
こ
と
。

（
イ
）
火
山
活
動
と
地
震

火
山
活
動
と
地
震
の
発
生
の
仕
組
み
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。

エ
　
地
球
の
環
境

（
イ
）
日
本
の
自
然
環
境

日
本
の
自
然
環
境
を
理
解
し
、
そ
の
恩
恵
や
災
害
な
ど
自
然
環
境
と
人
間
生
活

と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
。

３
　
内
容
の
取
扱
い

（
２
）
内
容
の
範
囲
や
程
度
に
つ
い
て
は
、
次
の
事
項
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

イ
　
内
容
（
２
）
の
ア
の
（
ア
）
に
つ
い
て
は
、
マ
ン
ト
ル
内
の
プ
ル
ー
ム
の
存
在
に

も
触
れ
る
こ
と
。（
イ
）
の
「
火
山
活
動
」
に
つ
い
て
は
、
プ
レ
ー
ト
の
発
散
境
界

や
収
束
境
界
に
お
け
る
火
山
活
動
を
扱
い
、
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
に
お
け
る
火
山
活
動

に
も
触
れ
る
こ
と
。
ま
た
、
火
成
岩
の
観
察
を
行
う
こ
と
。「
地
震
の
発
生
の
仕
組

み
」
に
つ
い
て
は
、
プ
レ
ー
ト
の
収
束
境
界
に
お
け
る
地
震
を
中
心
に
扱
う
こ
と
。

エ
の
（
ア
）
に
つ
い
て
は
、
地
球
温
暖
化
、
オ
ゾ
ン
層
破
壊
、
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現

象
な
ど
の
現
象
を
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
人
間
生
活
と
関
連
さ
せ
て
扱
う
こ
と
。（
イ
）

の
「
恩
恵
や
災
害
」
に
つ
い
て
は
、
日
本
に
見
ら
れ
る
季
節
の
気
象
現
象
、
地
震
や

火
山
活
動
な
ど
特
徴
的
な
現
象
を
扱
う
こ
と
。
ま
た
、
自
然
災
害
の
予
測
や
防
災
に

も
触
れ
る
こ
と
。

第
９
　
地
　
学

１
　
目
　
標

地
学
的
な
事
物
・
現
象
に
対
す
る
探
究
心
を
高
め
、
目
的
意
識
を
も
っ
て
観
察
、
実
験
な

ど
を
行
い
、
地
学
的
に
探
究
す
る
能
力
と
態
度
を
育
て
る
と
と
も
に
、
地
学
の
基
本
的
な
概

念
や
原
理
・
法
則
の
理
解
を
深
め
、
科
学
的
な
自
然
観
を
育
成
す
る
。

２
　
内
　
容

（
１
）
地
球
の
概
観

地
球
の
形
状
や
内
部
構
造
を
観
察
、
実
験
な
ど
を
通
し
て
探
究
し
、
地
球
の
概
観
を

理
解
さ
せ
る
。

イ
　
地
球
の
内
部

（
ア
）
地
球
の
内
部
構
造

地
震
波
の
伝
わ
り
方
に
基
づ
い
て
地
球
内
部
の
構
造
を
理
解
す
る
こ
と
。

（
２
）
地
球
の
活
動
と
歴
史

地
球
に
見
ら
れ
る
様
々
な
事
物
・
現
象
を
観
察
、
実
験
な
ど
を
通
し
て
探
究
し
、
地

球
の
活
動
と
歴
史
を
理
解
さ
せ
る
。

ア
　
地
球
の
活
動

（
イ
）
地
震
と
地
殻
変
動

プ
レ
ー
ト
境
界
に
お
け
る
地
震
活
動
の
特
徴
と
そ
れ
に
伴
う
地
殻
変
動
な
ど
に

つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。

（
３
）
地
球
の
大
気
と
海
洋

地
球
の
大
気
と
海
洋
の
事
物
・
現
象
を
観
察
、
実
験
な
ど
を
通
し
て
探
究
し
、
大
気

と
海
洋
の
構
造
や
運
動
を
理
解
さ
せ
る
。

ア
　
大
気
の
構
造
と
運
動
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（
ア
）
大
気
の
構
造

大
気
の
組
成
と
構
造
を
理
解
す
る
こ
と
。

（
イ
）
大
気
の
運
動
と
気
象

大
循
環
と
対
流
に
よ
る
現
象
及
び
日
本
や
世
界
の
気
象
の
特
徴
を
理
解
す
る
こ

と
。

３
　
内
容
の
取
扱
い

（
２
）
内
容
の
範
囲
や
程
度
に
つ
い
て
は
、
次
の
事
項
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

ア
　
内
容
の
（
１
）
の
ア
の
（
ア
）
に
つ
い
て
は
、
地
球
楕
円
体
や
地
球
表
面
に
お
け

る
重
力
を
扱
い
、
ジ
オ
イ
ド
や
重
力
異
常
に
も
触
れ
る
こ
と
。（
イ
）
に
つ
い
て

は
、
地
磁
気
の
三
要
素
及
び
磁
気
圏
と
太
陽
風
と
の
関
連
を
扱
う
こ
と
。
ま
た
、
地

磁
気
の
原
因
と
古
地
磁
気
に
も
触
れ
る
こ
と
。

イ
の
（
ア
）
に
つ
い
て
は
、
走
時
曲
線
を
扱
い
、
地
震
波
ト
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
も

触
れ
る
こ
と
。

イ
　
内
容
の
（
２
）
の
ア
の
（
ア
）
に
つ
い
て
は
、
マ
ン
ト
ル
内
の
プ
ル
ー
ム
も
扱
う

こ
と
。（
イ
）
に
つ
い
て
は
、
世
界
の
地
震
帯
の
特
徴
を
プ
レ
ー
ト
運
動
と
関
連
付

け
て
扱
う
こ
と
。
ま
た
、
日
本
列
島
付
近
に
お
け
る
プ
レ
ー
ト
間
地
震
や
プ
レ
ー
ト

内
地
震
の
特
徴
も
扱
う
こ
と
。
地
殻
変
動
に
つ
い
て
は
、
活
断
層
と
地
形
と
の
関
係

に
も
触
れ
る
こ
と
。（
ウ
）
に
つ
い
て
は
、
多
様
な
火
成
岩
の
成
因
を
マ
グ
マ
の
分

化
と
関
連
付
け
て
扱
う
こ
と
。
ま
た
、
島
弧
－
海
溝
系
に
お
け
る
火
成
活
動
の
特
徴

を
プ
レ
ー
ト
運
動
と
関
連
付
け
て
触
れ
る
こ
と
。（
エ
）
に
つ
い
て
は
、
造
山
帯
の

特
徴
を
安
定
地
塊
と
対
比
さ
せ
て
扱
う
こ
と
。

イ
の
（
ア
）
に
つ
い
て
は
、
段
丘
や
海
底
堆
積
物
も
扱
う
こ
と
。（
イ
）
に
つ
い

て
は
、
地
層
や
化
石
に
基
づ
い
て
過
去
の
様
子
を
探
究
す
る
方
法
を
扱
う
こ
と
。
ま

た
、
地
質
図
の
読
み
方
の
概
要
を
扱
う
こ
と
。（
ウ
）
に
つ
い
て
は
、
放
射
年
代
も

扱
う
こ
と
。（
エ
）
に
つ
い
て
は
、
日
本
列
島
の
形
成
史
を
地
形
や
地
質
の
特
徴
に

基
づ
い
て
プ
レ
ー
ト
運
動
と
関
連
付
け
て
扱
う
こ
と
。
ま
た
、
付
加
体
も
扱
う
こ

と
。

ウ
　
内
容
の
（
３
）
の
ア
の
（
ア
）
の
大
気
の
「
組
成
」
に
つ
い
て
は
、
大
気
中
の
水

分
も
扱
う
こ
と
。
大
気
の
「
構
造
」
に
つ
い
て
は
、
各
圏
の
特
徴
と
大
気
に
お
け
る

熱
収
支
を
扱
う
こ
と
。（
イ
）
の
「
大
循
環
」
に
よ
る
現
象
に
つ
い
て
は
、
偏
西
風

波
動
と
地
上
の
高
気
圧
・
低
気
圧
と
の
関
係
も
扱
う
こ
と
。「
対
流
」
に
よ
る
現
象

に
つ
い
て
は
、
大
気
の
安
定
・
不
安
定
に
も
触
れ
る
こ
と
。「
日
本
や
世
界
の
気
象

の
特
徴
」
に
つ
い
て
は
、
人
工
衛
星
な
ど
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
も
活
用
し
、
大
気
の

大
循
環
と
関
連
さ
せ
て
扱
う
こ
と
。
ま
た
、
気
象
災
害
に
も
触
れ
る
こ
と
。

内
容
の
イ
の
（
ア
）
の
「
海
洋
の
構
造
」
に
つ
い
て
は
、
水
温
と
塩
分
の
分
布
と

の
関
係
を
中
心
に
扱
う
こ
と
。（
イ
）
の
「
海
水
の
運
動
や
循
環
」
に
つ
い
て
は
、

波
浪
や
潮
汐
も
扱
う
こ
と
。「
海
洋
と
大
気
の
相
互
作
用
」
に
つ
い
て
は
、
地
球
上

の
水
の
分
布
と
循
環
に
も
触
れ
る
こ
と
。

第
６
節
　
保
健
体
育

第
１
款
　
目
　
標

心
と
体
を
一
体
と
し
て
と
ら
え
、
健
康
・
安
全
や
運
動
に
つ
い
て
の
理
解
と
運
動
の
合
理

的
、
計
画
的
な
実
践
を
通
し
て
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
を
継
続
す
る
資

質
や
能
力
を
育
て
る
と
と
も
に
健
康
の
保
持
増
進
の
た
め
の
実
践
力
の
育
成
と
体
力
の
向
上
を

図
り
、
明
る
く
豊
か
で
活
力
あ
る
生
活
を
営
む
態
度
を
育
て
る
。

第
２
款
　
各
科
目

第
２
　
保
　
健

１
　
目
　
標

個
人
及
び
社
会
生
活
に
お
け
る
健
康
・
安
全
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
よ
う
に
し
、
生
涯

を
通
じ
て
自
ら
の
健
康
を
適
切
に
管
理
し
、
改
善
し
て
い
く
資
質
や
能
力
を
育
て
る
。

２
　
内
　
容

（
１
）
現
代
社
会
と
健
康

我
が
国
の
疾
病
構
造
や
社
会
の
変
化
に
対
応
し
て
、
健
康
を
保
持
増
進
す
る
た
め
に

は
、
個
人
の
行
動
選
択
や
そ
れ
を
支
え
る
社
会
環
境
づ
く
り
な
ど
が
大
切
で
あ
る
と
い

う
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
考
え
方
を
生
か
し
、
人
々
が
自
ら
の
健
康
を
適
切
に
管

理
す
る
こ
と
及
び
環
境
を
改
善
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
理
解
で
き
る
よ

う
に
す
る
。

エ
　
交
通
安
全

交
通
事
故
を
防
止
す
る
に
は
、
車
両
の
特
性
の
理
解
、
安
全
な
運
転
や
歩
行
な
ど

適
切
な
行
動
、
自
他
の
生
命
を
尊
重
す
る
態
度
、
交
通
環
境
の
整
備
な
ど
が
か
か
わ

る
こ
と
。
ま
た
、
交
通
事
故
に
は
責
任
や
補
償
問
題
が
生
じ
る
こ
と
。

オ
　
応
急
手
当

適
切
な
応
急
手
当
は
、
傷
害
や
疾
病
の
悪
化
を
軽
減
で
き
る
こ
と
。
応
急
手
当
に

は
、
正
し
い
手
順
や
方
法
が
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
心
肺
蘇
生
等
の
応
急
手
当
は
、
傷

害
や
疾
病
に
よ
っ
て
身
体
が
時
間
の
経
過
と
と
も
に
損
な
わ
れ
て
い
く
場
合
が
あ
る
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こ
と
か
ら
、
速
や
か
に
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
。

３
　
内
容
の
取
扱
い

（
４
）
内
容
の
（
１
）
の
エ
に
つ
い
て
は
、
二
輪
車
及
び
自
動
車
を
中
心
に
取
り
上
げ
る
も

の
と
す
る
。
ま
た
、
自
然
災
害
な
ど
に
よ
る
傷
害
の
防
止
に
つ
い
て
も
、
必
要
に
応
じ

関
連
付
け
て
扱
う
よ
う
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

（
５
）
内
容
の
（
１
）
の
オ
に
つ
い
て
は
、
実
習
を
行
う
も
の
と
し
、
呼
吸
器
系
及
び
循
環

器
系
の
機
能
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
関
連
付
け
て
扱
う
程
度
と
す
る
。
ま
た
、
効

果
的
な
指
導
を
行
う
た
め
、「
体
育
」
の
「
Ｄ
水
泳
」
な
ど
と
の
関
連
を
図
る
よ
う
配

慮
す
る
も
の
と
す
る
。

第
４
章
　
総
合
的
な
学
習
の
時
間

第
１
　
目
　
標

横
断
的
・
総
合
的
な
学
習
や
探
究
的
な
学
習
を
通
し
て
、
自
ら
課
題
を
見
付
け
、
自
ら
学

び
、
自
ら
考
え
、
主
体
的
に
判
断
し
、
よ
り
よ
く
問
題
を
解
決
す
る
資
質
や
能
力
を
育
成
す
る

と
と
も
に
、
学
び
方
や
も
の
の
考
え
方
を
身
に
付
け
、
問
題
の
解
決
や
探
究
活
動
に
主
体
的
、

創
造
的
、
協
同
的
に
取
り
組
む
態
度
を
育
て
、
自
己
の
在
り
方
生
き
方
を
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
。

第
２
　
各
学
校
に
お
い
て
定
め
る
目
標
及
び
内
容

１
　
目
　
標

各
学
校
に
お
い
て
は
、
第
１
の
目
標
を
踏
ま
え
、
各
学
校
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
目

標
を
定
め
る
。

２
　
内
　
容

各
学
校
に
お
い
て
は
、
第
１
の
目
標
を
踏
ま
え
、
各
学
校
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
内

容
を
定
め
る
。

第
３
　
指
導
計
画
の
作
成
と
内
容
の
取
扱
い

１
　
指
導
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
事
項
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

（
５
） 
学
習
活
動
に
つ
い
て
は
、
地
域
や
学
校
の
特
色
、
生
徒
の
特
性
等
に
応
じ
て
、
例
え

ば
国
際
理
解
、
情
報
、
環
境
、
福
祉
・
健
康
な
ど
の
横
断
的
・
総
合
的
な
課
題
に
つ
い

て
の
学
習
活
動
、
生
徒
が
興
味
・
関
心
、
進
路
等
に
応
じ
て
設
定
し
た
課
題
に
つ
い
て

知
識
や
技
能
の
深
化
、
総
合
化
を
図
る
学
習
活
動
、
自
己
の
在
り
方
生
き
方
や
進
路
に

つ
い
て
考
察
す
る
学
習
活
動
な
ど
を
行
う
こ
と
。

第
５
章
　
特
別
活
動

第
１
　
目
　
標

望
ま
し
い
集
団
活
動
を
通
し
て
、
心
身
の
調
和
の
と
れ
た
発
達
と
個
性
の
伸
長
を
図
り
、
集

団
や
社
会
の
一
員
と
し
て
よ
り
よ
い
生
活
や
人
間
関
係
を
築
こ
う
と
す
る
自
主
的
、
実
践
的
な

態
度
を
育
て
る
と
と
も
に
、
人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方
に
つ
い
て
の
自
覚
を
深
め
、
自
己

を
生
か
す
能
力
を
養
う
。

第
２
　
各
活
動
・
学
校
行
事
の
目
標
及
び
内
容

〔
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
〕

１
　
目
　
標

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
を
通
し
て
、
望
ま
し
い
人
間
関
係
を
形
成
し
、
集
団
の
一
員
と
し
て

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
や
学
校
に
お
け
る
よ
り
よ
い
生
活
づ
く
り
に
参
画
し
、
諸
問
題
を
解
決
し
よ

う
と
す
る
自
主
的
、
実
践
的
な
態
度
や
健
全
な
生
活
態
度
を
育
て
る
。

２
　
内
　
容

学
校
に
お
け
る
生
徒
の
基
礎
的
な
生
活
集
団
と
し
て
編
成
し
た
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
を
単
位
と

し
て
、
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
や
学
校
の
生
活
の
充
実
と
向
上
、
生
徒
が
当
面
す
る
諸
課
題
へ
の
対

応
に
資
す
る
活
動
を
行
う
こ
と
。

（
２
）
適
応
と
成
長
及
び
健
康
安
全

ウ
　
社
会
生
活
に
お
け
る
役
割
の
自
覚
と
自
己
責
任

カ
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
意
義
と
理
解
と
参
画

ケ
　
生
命
の
尊
重
と
安
全
な
生
活
態
度
や
規
律
あ
る
習
慣
の
確
立

〔
生
徒
会
活
動
〕

１
　
目
　
標

生
徒
会
活
動
を
通
し
て
、
望
ま
し
い
人
間
関
係
を
形
成
し
、
集
団
や
社
会
の
一
員
と
し
て

よ
り
よ
い
学
校
生
活
づ
く
り
に
参
画
し
、
協
力
し
て
諸
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
自
主

的
、
実
践
的
な
態
度
を
育
て
る
。

２
　
内
　
容
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学
校
の
全
生
徒
を
も
っ
て
組
織
す
る
生
徒
会
に
お
い
て
、
学
校
生
活
の
充
実
と
向
上
を
図

る
活
動
を
行
う
こ
と
。

（
１
）
生
徒
会
の
計
画
や
運
営

（
２
）
異
年
齢
集
団
に
よ
る
交
流

（
３
）
生
徒
の
諸
活
動
に
つ
い
て
の
連
絡
調
整

（
４
）
学
校
行
事
へ
の
協
力

（
５
） 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
社
会
参
画

〔
学
校
行
事
〕

１
　
目
　
標

学
校
行
事
を
通
し
て
、
望
ま
し
い
人
間
関
係
を
形
成
し
、
集
団
へ
の
所
属
感
や
連
帯
感
を

深
め
、
公
共
の
精
神
を
養
い
、
協
力
し
て
よ
り
よ
い
学
校
生
活
や
社
会
生
活
を
築
こ
う
と
す

る
自
主
的
、
実
践
的
な
態
度
を
育
て
る
。

２
　
内
　
容

全
校
若
し
く
は
学
年
又
は
そ
れ
ら
に
準
ず
る
集
団
を
単
位
と
し
て
、
学
校
生
活
に
秩
序
と

変
化
を
与
え
、
学
校
生
活
の
充
実
と
発
展
に
資
す
る
体
験
的
な
活
動
を
行
う
こ
と
。

（
１
）
儀
式
的
行
事

学
校
生
活
に
有
意
義
な
変
化
や
折
り
目
を
付
け
、
厳
粛
で
清
新
な
気
分
を
味
わ
い
、

新
し
い
生
活
の
展
開
へ
の
動
機
付
け
と
な
る
よ
う
な
活
動
を
行
う
こ
と
。

（
２
）
文
化
的
行
事

平
素
の
学
習
活
動
の
成
果
を
総
合
的
に
生
か
し
、
そ
の
向
上
の
意
欲
を
一
層
高
め
た

り
、
文
化
や
芸
術
に
親
し
ん
だ
り
す
る
よ
う
な
活
動
を
行
う
こ
と
。

（
３
）
健
康
安
全
・
体
育
的
行
事

心
身
の
健
全
な
発
達
や
健
康
の
保
持
増
進
な
ど
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
安
全
な

行
動
や
規
律
あ
る
集
団
行
動
の
体
得
、
運
動
に
親
し
む
態
度
の
育
成
、
責
任
感
や
連
帯

感
の
涵か
ん

養
、
体
力
の
向
上
な
ど
に
資
す
る
よ
う
な
活
動
を
行
う
こ
と
。

（
４
）
旅
行
・
集
団
宿
泊
的
行
事

平
素
と
異
な
る
生
活
環
境
に
あ
っ
て
、
見
聞
を
広
め
、
自
然
や
文
化
な
ど
に
親
し
む

と
と
も
に
、
集
団
生
活
の
在
り
方
や
公
衆
道
徳
な
ど
に
つ
い
て
の
望
ま
し
い
体
験
を
積

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
活
動
を
行
う
こ
と
。

（
５
）
勤
労
生
産
・
奉
仕
的
行
事

勤
労
の
尊
さ
や
創
造
す
る
こ
と
の
喜
び
を
体
得
し
、
職
場
体
験
な
ど
の
職
業
観
の
形

成
や
進
路
の
選
択
決
定
な
ど
に
資
す
る
体
験
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
共

に
助
け
合
っ
て
生
き
る
こ
と
の
喜
び
を
体
得
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
社
会
奉

仕
の
精
神
を
養
う
体
験
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
活
動
を
行
う
こ
と
。

【
特
別
支
援
学
校
幼
稚
園
部
教
育
要
領
（
抄
）】

第
２
章
　
ね
ら
い
及
び
内
容
等

こ
の
章
に
示
す
ね
ら
い
は
、
幼
稚
部
修
了
ま
で
に
育
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
生
き
る
力
の
基

礎
と
な
る
心
情
、
意
欲
、
態
度
な
ど
で
あ
り
、
内
容
は
、
ね
ら
い
を
達
成
す
る
た
め
に
指
導
す

る
事
項
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
幼
児
の
発
達
の
側
面
か
ら
、
心
身
の
健
康
に
関
す
る
領
域
「
健

康
」、
人
と
の
か
か
わ
り
に
関
す
る
領
域
「
人
間
関
係
」、
身
近
な
環
境
と
の
か
か
わ
り
に
関
す

る
領
域
「
環
境
」、
言
葉
の
獲
得
に
関
す
る
領
域
「
言
葉
」
及
び
感
性
と
表
現
に
関
す
る
領
域

「
表
現
」
と
し
て
、
ま
た
、
幼
児
の
障
害
に
対
応
す
る
側
面
か
ら
、
そ
の
障
害
に
よ
る
学
習
上

又
は
生
活
上
の
困
難
の
改
善
・
克
服
に
関
す
る
領
域
「
自
立
活
動
」
と
し
て
ま
と
め
、
示
し
た

も
の
で
あ
る
。

各
領
域
に
示
す
ね
ら
い
は
、
幼
稚
部
に
お
け
る
生
活
の
全
体
を
通
じ
、
幼
児
が
様
々
な
体
験

を
積
み
重
ね
る
中
で
相
互
に
関
連
を
も
ち
な
が
ら
次
第
に
達
成
に
向
か
う
も
の
で
あ
る
こ
と
、

内
容
は
、
幼
児
が
環
境
に
か
か
わ
っ
て
展
開
す
る
具
体
的
な
活
動
を
通
し
て
総
合
的
に
指
導
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
自
立
活
動
に
つ
い
て
は
、

個
々
の
幼
児
の
障
害
の
状
態
や
発
達
の
程
度
等
に
応
じ
て
、
他
の
各
領
域
に
示
す
内
容
と
の
緊

密
な
関
連
を
図
り
な
が
ら
、
自
立
活
動
の
内
容
に
重
点
を
置
い
た
指
導
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て

配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

な
お
、
特
に
必
要
な
場
合
に
は
、
各
領
域
に
示
す
ね
ら
い
の
趣
旨
に
基
づ
い
て
適
切
な
、
具

体
的
な
内
容
を
工
夫
し
、
そ
れ
を
加
え
て
も
差
し
支
え
な
い
が
、
そ
の
場
合
に
は
、
そ
れ
が
第

１
章
の
第
１
に
示
す
幼
稚
部
に
お
け
る
教
育
の
基
本
を
逸
脱
し
な
い
よ
う
慎
重
に
配
慮
す
る
必

要
が
あ
る
。

健
康
、
人
間
関
係
、
環
境
、
言
葉
及
び
表
現

ね
ら
い
、
内
容
及
び
内
容
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
幼
稚
園
教
育
要
領
第
２
章
に
示
す
も
の

に
準
ず
る
も
の
と
す
る
が
、
指
導
に
当
た
っ
て
は
、
幼
児
の
障
害
の
状
態
等
に
十
分
配
慮
す
る

も
の
と
す
る
。

自
立
活
動

１
　
ね
ら
い

個
々
の
幼
児
が
自
立
を
目
指
し
、
障
害
に
よ
る
学
習
上
又
は
生
活
上
の
困
難
を
主
体
的
に
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改
善
・
克
服
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
、
技
能
、
態
度
及
び
習
慣
を
養
い
、
も
っ
て
心
身
の

調
和
的
発
達
の
基
盤
を
培
う
。

２
　
内
　
容

（
２
）
心
理
的
な
安
定

ア
　
情
緒
の
安
定
に
関
す
る
こ
と
。

イ
　
状
況
の
理
解
と
変
化
へ
の
対
応
に
関
す
る
こ
と
。

ウ
　
障
害
に
よ
る
学
習
上
又
は
生
活
上
の
困
難
を
改
善
・
克
服
す
る
意
欲
に
関
す
る
こ

と
。

（
５
） 
身
体
の
動
き

ア
　
姿
勢
と
運
動
・
動
作
の
基
本
的
技
能
に
関
す
る
こ
と
。

イ
　
姿
勢
保
持
と
運
動
・
動
作
の
補
助
的
手
段
の
活
用
に
関
す
る
こ
と
。

ウ
　
日
常
生
活
に
必
要
な
基
本
動
作
に
関
す
る
こ
と
。

エ
　
身
体
の
移
動
能
力
に
関
す
る
こ
と
。

オ
　
作
業
に
必
要
な
動
作
と
円
滑
な
遂
行
に
関
す
る
こ
と
。

【
特
別
支
援
学
校
小
学
部
・
中
学
部
学
習
指
導
要
領
（
抄
）】

第
５
章
　
総
合
的
な
学
習
の
時
間

小
学
部
又
は
中
学
部
に
お
け
る
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
目
標
、
各
学
校
に
お
い
て
定
め
る

目
標
及
び
内
容
並
び
に
指
導
計
画
の
作
成
と
内
容
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
小
学
校

学
習
指
導
要
領
第
５
章
又
は
中
学
校
学
習
指
導
要
領
第
４
章
に
示
す
も
の
に
準
ず
る
ほ
か
、
次

に
示
す
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

１
　
児
童
又
は
生
徒
の
障
害
の
状
態
や
発
達
の
段
階
等
を
十
分
考
慮
し
、
学
習
活
動
が
効
果

的
に
行
わ
れ
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。

２
　
体
験
活
動
に
当
た
っ
て
は
、
安
全
と
保
健
に
留
意
す
る
と
と
も
に
、
学
習
活
動
に
応
じ

て
、
小
学
校
の
児
童
又
は
中
学
校
の
生
徒
な
ど
と
交
流
及
び
共
同
学
習
を
行
う
よ
う
配
慮

す
る
こ
と
。

第
６
章
　
特
別
活
動

小
学
部
又
は
中
学
部
の
特
別
活
動
の
目
標
、
各
活
動
・
学
校
行
事
の
目
標
及
び
内
容
並
び
に

指
導
計
画
の
作
成
と
内
容
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
小
学
校
学
習
指
導
要
領
第
６
章

又
は
中
学
校
学
習
指
導
要
領
第
５
章
に
示
す
も
の
に
準
ず
る
ほ
か
、
次
に
示
す
と
こ
ろ
に
よ
る

も
の
と
す
る
。

１
　
学
級
活
動
に
お
い
て
は
、
適
宜
他
の
学
級
や
学
年
と
合
併
す
る
な
ど
し
て
、
少
人
数
か

ら
く
る
種
々
の
制
約
を
解
消
し
、
活
発
な
集
団
活
動
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
。

２
　
児
童
又
は
生
徒
の
経
験
を
広
め
て
積
極
的
な
態
度
を
養
い
、
社
会
性
や
豊
か
な
人
間
性

を
は
ぐ
く
む
た
め
に
、
集
団
活
動
を
通
し
て
小
学
校
の
児
童
又
は
中
学
校
の
生
徒
な
ど
と

交
流
及
び
共
同
学
習
を
行
っ
た
り
、
地
域
の
人
々
な
ど
と
活
動
を
共
に
し
た
り
す
る
機
会

を
積
極
的
に
設
け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。
そ
の
際
、
児
童
又
は
生
徒
の
障
害
の
状
態
や
特

性
等
を
考
慮
し
て
、
活
動
の
種
類
や
時
期
、
実
施
方
法
等
を
適
切
に
定
め
る
こ
と
。

３
　
知
的
障
害
者
で
あ
る
児
童
又
は
生
徒
に
対
す
る
教
育
を
行
う
特
別
支
援
学
校
に
お
い

て
、
内
容
の
指
導
に
当
た
っ
て
は
、
個
々
の
児
童
又
は
生
徒
の
知
的
障
害
の
状
態
や
経
験

等
に
応
じ
て
、
適
切
に
指
導
の
重
点
を
定
め
、
具
体
的
に
指
導
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

第
７
章
　
自
立
活
動

第
１
　
目
　
標

個
々
の
児
童
又
は
生
徒
が
自
立
を
目
指
し
、
障
害
に
よ
る
学
習
上
又
は
生
活
上
の
困
難
を
主

体
的
に
改
善
・
克
服
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
、
技
能
、
態
度
及
び
習
慣
を
養
い
、
も
っ
て
心

身
の
調
和
的
発
達
の
基
盤
を
培
う
。

第
２
　
内
　
容

２
　
心
理
的
な
安
定

（
１
）
情
緒
の
安
定
に
関
す
る
こ
と
。

（
２
）
状
況
の
理
解
と
変
化
へ
の
対
応
に
関
す
る
こ
と
。

（
３
）
障
害
に
よ
る
学
習
上
又
は
生
活
上
の
困
難
を
改
善
・
克
服
す
る
意
欲
に
関
す
る
こ

と
。

５
　
身
体
の
動
き

（
１
）
姿
勢
と
運
動
・
動
作
の
基
本
的
技
能
に
関
す
る
こ
と
。

（
２
）
姿
勢
保
持
と
運
動
・
動
作
の
補
助
的
手
段
の
活
用
に
関
す
る
こ
と
。

（
３
）
日
常
生
活
に
必
要
な
基
本
動
作
に
関
す
る
こ
と
。

（
４
）
身
体
の
移
動
能
力
に
関
す
る
こ
と
。
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（
５
） 
作
業
に
必
要
な
動
作
と
円
滑
な
遂
行
に
関
す
る
こ
と
。

【
特
別
支
援
学
校
高
等
部
学
習
指
導
要
領
（
抄
）】

第
４
章
　
総
合
的
な
学
習
の
時
間

総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
目
標
、
各
学
校
に
お
い
て
定
め
る
目
標
及
び
内
容
並
び
に
指
導
計

画
の
作
成
と
内
容
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
第
４
章
に
示
す
も
の
に

準
ず
る
ほ
か
、
次
に
示
す
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

１
　
生
徒
の
障
害
の
状
態
や
発
達
の
段
階
等
を
十
分
考
慮
し
、
学
習
活
動
が
効
果
的
に
行
わ

れ
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。

２
　
体
験
活
動
に
当
た
っ
て
は
、
安
全
と
保
健
に
留
意
す
る
と
と
も
に
、
学
習
活
動
に
応
じ

て
、
高
等
学
校
の
生
徒
な
ど
と
交
流
及
び
共
同
学
習
を
行
う
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。

第
５
章
　
特
別
活
動

特
別
活
動
の
目
標
、
各
活
動
・
学
校
行
事
の
目
標
及
び
内
容
並
び
に
指
導
計
画
の
作
成
と
内

容
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
第
５
章
に
示
す
も
の
に
準
ず
る
ほ
か
、

次
に
示
す
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

１
　
指
導
計
画
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
生
徒
の
少
人
数
か
ら
く
る
種
々
の
制
約
を
解
消

し
、
積
極
的
な
集
団
活
動
が
行
わ
れ
る
よ
う
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

２
　
生
徒
の
経
験
を
広
め
て
積
極
的
な
態
度
を
養
い
、
社
会
性
や
豊
か
な
人
間
性
を
は
ぐ
く

む
た
め
に
、
集
団
活
動
を
通
し
て
高
等
学
校
の
生
徒
な
ど
と
交
流
及
び
共
同
学
習
を
行
っ

た
り
、
地
域
の
人
々
な
ど
と
活
動
を
共
に
し
た
り
す
る
機
会
を
積
極
的
に
設
け
る
必
要
が

あ
る
こ
と
。
そ
の
際
、
生
徒
の
障
害
の
状
態
や
特
性
等
を
考
慮
し
て
、
活
動
の
種
類
や
時

期
、
実
施
方
法
等
を
適
切
に
定
め
る
こ
と
。

３
　
知
的
障
害
者
で
あ
る
生
徒
に
対
す
る
教
育
を
行
う
特
別
支
援
学
校
に
お
い
て
、
内
容
の

指
導
に
当
た
っ
て
は
、
個
々
の
生
徒
の
知
的
障
害
の
状
態
や
経
験
等
に
応
じ
て
、
適
切
に

指
導
の
重
点
を
定
め
、
具
体
的
に
指
導
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

第
６
章
　
自
立
活
動

第
１
款
　
目
　
標

個
々
の
生
徒
が
自
立
を
目
指
し
、
障
害
に
よ
る
学
習
上
又
は
生
活
上
の
困
難
を
主
体
的
に
改

善
・
克
服
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
、
技
能
、
態
度
及
び
習
慣
を
養
い
、
も
っ
て
心
身
の
調
和

的
発
達
の
基
盤
を
培
う
。

第
２
款
　
内
　
容

２
　
心
理
的
な
安
定

（
１
）
情
緒
の
安
定
に
関
す
る
こ
と
。

（
２
）
状
況
の
理
解
と
変
化
へ
の
対
応
に
関
す
る
こ
と
。

（
３
）
障
害
に
よ
る
学
習
上
又
は
生
活
上
の
困
難
を
改
善
・
克
服
す
る
意
欲
に
関
す
る
こ

と
。

５
　
身
体
の
動
き

（
１
）
姿
勢
と
運
動
・
動
作
の
基
本
的
技
能
に
関
す
る
こ
と
。

（
２
）
姿
勢
保
持
と
運
動
・
動
作
の
補
助
的
手
段
の
活
用
に
関
す
る
こ
と
。

（
３
）
日
常
生
活
に
必
要
な
基
本
動
作
に
関
す
る
こ
と
。

（
４
）
身
体
の
移
動
能
力
に
関
す
る
こ
と
。

（
５
）
作
業
に
必
要
な
動
作
と
円
滑
な
遂
行
に
関
す
る
こ
と
。
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【安全に関する諸通知等】

交通安全関係
○　集団登下校の実施について

（昭和43年12月27日　文体保第251号　文部省体育局長通知）

○　二輪車の事故防止に関する総合対策について
（平成元年7月26日　国体第24号　文部省体育局長、高等教育局長通知）

○　暴走族対策の強化について
（平成13年3月26日　12初児生第5号　文部科学省初等中等教育局児童生徒課長、スポーツ・青少

年局学校健康教育課長依頼）

○　道路交通法の一部を改正する法律の一部の施行等に伴う交通安全指導の徹底について
（平成20年6月9日　20ス学健第11号　文部科学省スポーツ・青少年局学校健康教育課長依頼）

○　平成21年度文部科学省交通安全業務計画
（平成21年3月）

生活安全（防犯含む）関係
○　水泳、登山等の野外活動における事故防止について

（昭和40年6月26日　文体ス第186号　文部省体育局長通達）

○　小学校、中学校、高等学校等の遠足・修学旅行について
（昭和43年10月2日　文初中第450号　文部省初等中等教育局長通達）

○　児童生徒の体育活動による事故の防止等について
（昭和45年6月26日　文体体第169号　文部省体育局長通達）

○　学校等における理科系実験用薬品類の管理について
（昭和53年7月1日　文管指第206号　文部省管理局長通知）

○　修学旅行における安全確保の徹底について
（昭和63年3月31日　文初高第139号　文部事務次官通達）

○　学校施設の安全管理の徹底等について
（平成11年6月2日　事務連絡　文部省大臣官房文教施設部指導課、体育局学校健康教育課）

○　学校水泳プールの安全管理について
（平成11年6月25日　文体体第232号　文部省体育局長通知）

○　学校水泳プールの安全管理について
（平成11年8月6日　11体体第26号　文部省体育局体育課長通知）

○　レーザーポインタの事故防止について
（平成12年12月25日　12国体学第137号　文部省体育局学校健康教育課長依頼）

○　幼児児童生徒の安全確保及び学校の安全管理に関し緊急に対応すべき事項について
（平成13年6月11日　13文科初第373号　文部科学省初等中等教育局長、スポーツ・青少年局長通

知　他）
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○　幼児児童生徒の安全確保及び学校の安全管理に関する緊急対策について
（平成13年7月10日　13初初企第12号　文部科学省初等中等教育局初等中等教育企画課長、スポー

ツ・青少年局学校健康教育課長通知　他）

○　学校に設置している遊具での事故について
（平成13年7月12日　13初幼教第6号　文部科学省大臣官房文教施設部施設企画課長、初等中等教

育局幼児教育課長、初等中等教育局特別支援教育課長、スポーツ・青少年局学校健康教育課長

依頼）

○　幼児児童生徒の安全確保及び学校の安全管理についての点検項目（例）の改訂について
（平成13年8月31日　13文科初第576号　文部科学省生涯学習政策局長、初等中等教育局長、スポー

ツ・青少年局長通知）

○　学校安全緊急アピール　－子どもの安全を守るために－
（平成16年1月20日　文部科学省）

○　学校の安全確保のための施策等について
（平成17年2月18日　16文科ス第396号　文部科学省生涯学習政策局長、初等中等教育局長、スポー

ツ・青少年局長通知）

○　安全・安心な学校づくりのための文部科学省プロジェクトチーム第一次報告について
（平成17年3月31日　16文科ス第463号　文部科学省生涯学習政策局長、初等中等教育局長、スポー

ツ・青少年局長）

○　幼児児童生徒の安全確保及び学校の安全管理について
（平成17年11月25日　17ス学健第12号　文部科学省生涯学習政策局社会教育課長、初等中等教育

局初等中等教育企画課長、スポーツ・青少年局学校健康教育課長依頼）

○　登下校時における幼児児童生徒の安全確保について
（平成17年12月6日　17文科ス第333号　文部科学省生涯学習政策局長、初等中等教育局長、スポー

ツ・青少年局長）

○　登下校時における児童生徒の安全確保のための路線バス等の活用について
（平成18年2月17日　17文科ス第423号　文部科学省初等中等教育局長、スポーツ・青少年局長通

知）

○　子ども防犯ブザーの性能基準及び推奨制度について
（平成19年2月14日　18ス学健第28号　文部科学省スポーツ・青少年局学校健康教育課長）

○　登下校時における幼児児童生徒の安全確保について
（平成19年7月23日　19ス学健第10号　文部科学省生涯学習政策局社会教育課長、初等中等教育

局初等中等教育企画課長、スポーツ・青少年局学校健康教育課長依頼）

○　登下校時における幼児児童生徒の安全確保について
（平成20年5月7日　20ス学健第5号　文部科学省生涯学習政策局社会教育課長、初等中等教育局

初等中等教育企画課長、高等教育局専門教育課長、スポーツ・青少年局学校健康教育課長依頼）

○　学校における転落事故等の防止について
（平成20年6月20日　20ス学健第16号　文部科学省スポーツ・青少年局学校健康教育課長、大臣

官房文教施設企画部施設企画課長、初等中等教育局初等中等教育企画課長、高等教育局専門教

育課長、高等教育局私学部私学行政課長依頼）
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○　学校保健法等の一部を改正する法律の公布について
（平成20年7月9日　20文科ス第522号　文部科学省スポーツ・青少年局長通知）

○　「学校における転落事故防止の留意点」について
（平成20年8月29日　20ス学健第25号　文部科学省スポーツ・青少年局学校健康教育課長、大臣

官房文教施設企画部施設企画課長送付）

○　学校に設置している遊具の安全確保について
（平成20年10月9日　20ス学健第29号　文部科学省スポーツ・青少年局学校健康教育課長、大臣

官房文教施設企画部施設企画課長、初等中等教育局幼児教育課長、初等中等教育局特別支援教

育課長依頼）

○　「学校施設における事故防止の留意点について」、「学校施設整備指針」、「環境を考慮し
た学校施設（エコスクール）の今後の推進方策について（最終報告）」及び「学校施設
の評価の在り方について（最終報告）」について
（平成21年3月31日　20文科施第8044号　文部科学省大臣官房文教施設企画部長送付）

○　水泳等の事故防止について
（平成21年5月22日　21文科ス第6344号　文部科学省スポーツ・青少年局長通知）

○　熱中症事故等の防止について
（平成21年6月26日　21ス学健第8号　文部科学省スポーツ・青少年局学校健康教育課長、企画・

体育課長依頼）

災害安全関係
○　文部科学省防災業務計画（抄）

（平成20年6月30日）

○　事故災害防止安全対策会議報告書（抄）
（平成11年12月8日　事故災害防止安全対策会議）

○　緊急地震速報に関する周知等について
（平成19年7月17日　19文科施第145号　文部科学省大臣官房文教施設企画部長、初等中等教育局

長、スポーツ・青少年局長依頼）

○　梅雨期及び台風期における防災態勢の強化について
（平成21年6月8日　21国文科施第6008号　文部科学省大臣官房文教施設企画部長依頼）

○　平成21年7月中国・九州北部豪雨及び平成21年台風第9号に伴う大雨を受けての対策について
（平成21年8月13日　21文科施施企第18号　文部科学省大臣官房文教施設企画部施設企画課長、

初等中等教育局幼児教育課長、初等中等教育局特別支援教育課長、スポーツ・青少年局学校健

康教育課長通知）

○　降積雪期における防災態勢の強化について
（平成21年12月11日　21受文科施第266号　文部科学省大臣官房文教施設企画部長依頼）
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【
交
通
安
全
関
係
】

○
集
団
登
下
校
の
実
施
に
つ
い
て

（昭
43
・
12
・
27
　
文
体
保
第
25
1
号
　
文
部
省
体
育
局
長
か
ら
各
都
道
府
県
教

育
委
員
会
教
育
長
、
各
都
道
府
県
知
事
、
附
属
学
校
を
置
く
各
国
立
大
学
長
あ

て
　
通
知

）
集
団
登
下
校
に
つ
い
て
は
、
か
ね
て
か
ら
そ
の
適
切
な
実
施
に
つ
い
て
種
々
御
配
慮
を
願
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
な
お
集
団
登
下
校
中
の
交
通
事
故
が
依
然
と
し
て
あ
と
を
断

た
な
い
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
遺
憾
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
び
、
文
部
省
で
は
、
学
識
経
験
者
、
小
学
校
や
幼
稚
園
の
校
長
、
教
諭
、
P
T
A
関

係
者
等
の
御
参
集
を
願
い
、
集
団
登
下
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
が
、

そ
の
際
の
意
見
等
を
参
考
と
し
て
、
集
団
登
下
校
の
実
施
に
つ
い
て
下
記
の
と
お
り
留
意
事
項

を
ま
と
め
ま
し
た
。

つ
い
て
は
、
今
後
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
事
項
に
留
意
し
て
、
児
童
、
幼
児
等
の
交
通
事
故
の

防
止
に
努
め
る
よ
う
、
管
下
の
教
育
委
員
会
、
学
校
等
に
対
し
て
周
知
徹
底
方
よ
ろ
し
く
御
配

慮
願
い
ま
す
。

記

１
　
道
路
事
情
お
よ
び
交
通
事
情
と
集
団
登
下
校

集
団
登
下
校
は
、
通
学
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
有
効
な
方
法
で
あ
る
が
、
反
面
、
大

事
故
を
起
こ
す
危
険
も
あ
る
の
で
、
学
校
に
お
い
て
は
、
通
学
路
の
道
路
事
情
お
よ
び
交
通

事
情
を
具
体
的
に
検
討
し
た
う
え
で
、
個
々
の
通
学
路
ご
と
に
集
団
登
下
校
を
実
施
す
る
か

ど
う
か
を
決
め
る
こ
と
。
過
去
に
発
生
し
た
事
故
の
例
か
ら
み
る
と
、
歩
道
や
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
等
、
歩
道
と
車
道
を
区
分
す
る
交
通
安
全
施
設
が
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
か
つ
、
自
動
車

が
高
速
度
で
走
行
す
る
よ
う
な
道
路
を
集
団
で
歩
行
す
る
こ
と
は
、
大
事
故
を
起
こ
す
危
険

が
多
い
の
で
、
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
集
団
登
下
校
を
さ
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

な
お
、
道
路
事
情
お
よ
び
交
通
事
情
は
、
変
化
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
そ
の
変
化
に
応

じ
て
適
切
な
措
置
を
と
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

２
　
集
団
登
下
校
の
実
施
計
画

集
団
登
下
校
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
学
校
は
、
学
校
の
設
置
者
、
警
察
署
、

P
T
A
そ
の
他
の
関
係
機
関
、
団
体
等
と
の
密
接
な
連
け
い
に
よ
り
綿
密
周
到
な
計
画
を
た

て
、
か
つ
、
登
下
校
時
に
お
け
る
交
通
規
制
、
保
護
、
誘
導
等
の
確
保
に
万
全
を
期
す
る
こ

と
。 文
部
省
が
行
っ
た
実
態
調
査
に
よ
る
と
、
下
校
時
に
お
い
て
は
保
護
、
誘
導
等
が
行
わ
れ

て
い
な
い
場
合
が
多
く
、
一
方
、
下
校
時
に
は
登
校
時
よ
り
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
る
実

態
も
あ
る
の
で
、
下
校
時
に
お
け
る
保
護
、
誘
導
等
に
つ
い
て
い
っ
そ
う
徹
底
す
る
よ
う
、

関
係
機
関
、
団
体
等
と
協
議
す
る
こ
と
。

な
お
、
登
下
校
時
に
お
け
る
交
通
規
制
、
保
護
、
誘
導
等
は
、
集
団
登
下
校
に
か
ぎ
ら
ず

個
別
登
下
校
の
場
合
に
お
い
て
も
重
要
で
あ
り
、
と
く
に
多
く
の
児
童
等
が
集
中
す
る
校
門

付
近
等
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
措
置
が
徹
底
す
る
よ
う
関
係
機
関
と
協
議
す
る
こ
と
。

３
　
集
団
行
動
の
訓
練

集
団
登
下
校
に
お
い
て
は
、
集
団
と
し
て
の
規
律
あ
る
行
動
が
と
れ
る
よ
う
指
導
す
る
と

と
も
に
、
集
団
の
な
か
の
一
人
一
人
が
安
全
を
確
認
し
て
行
動
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
指
導

の
徹
底
を
図
る
こ
と
。
集
団
登
下
校
に
お
い
て
は
、
自
主
的
な
判
断
と
行
動
が
そ
こ
な
わ
れ

る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
指
導
を
徹
底
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

４
　
班
長
に
対
す
る
指
導

集
団
登
下
校
を
円
滑
に
行
な
う
た
め
に
班
長
の
果
た
す
役
割
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る

が
、
そ
の
た
め
に
、
精
神
的
に
過
重
な
負
担
を
か
け
る
こ
と
と
な
ら
な
い
よ
う
じ
ゅ
う
ぶ
ん

配
慮
す
る
こ
と
。

な
お
、
小
学
校
の
場
合
、
班
長
は
、
一
般
的
に
は
最
高
学
年
の
児
童
の
な
か
か
ら
選
ば
れ

る
で
あ
ろ
う
が
、
班
長
の
指
導
力
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
で
な
い
よ
う
な
場
合
は
、
こ
れ
に
次
ぐ
学

年
の
児
童
の
な
か
か
ら
適
当
な
副
班
長
を
選
び
、
集
団
に
お
け
る
秩
序
あ
る
行
動
の
維
持
に

万
全
を
期
す
る
よ
う
留
意
す
る
こ
と
。

５
　
集
団
の
人
数

集
団
の
人
数
は
居
住
地
附
近
の
児
童
数
、
適
当
な
集
合
場
所
の
有
無
、
自
宅
か
ら
集
合
場

所
ま
で
の
距
離
、
道
路
の
幅
員
、
交
通
量
、
班
長
の
指
導
力
等
を
考
慮
し
て
決
め
る
べ
き
で

あ
る
が
、
班
長
の
精
神
的
負
担
の
軽
減
、
大
事
故
防
止
等
の
見
地
か
ら
、
一
般
的
に
は
5、

6
人
程
度
、
多
く
と
も
10
人
ま
で
に
と
ど
め
る
こ
と
が
適
当
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
隊
列
の
組
み
方
に
つ
い
て
は
、
集
団
の
人
数
に
も
よ
る
が
、
低
学
年
の
児
童
の
保

護
に
重
点
を
お
く
と
と
も
に
、
通
過
す
る
道
路
の
状
況
に
応
じ
て
、
そ
れ
に
適
し
た
隊
列
の

組
み
方
を
す
る
よ
う
指
導
す
る
こ
と
。

な
お
、
小
学
校
と
幼
稚
園
を
併
設
し
て
い
る
学
校
に
お
い
て
は
、
小
学
校
の
児
童
が
幼
稚

園
の
園
児
を
引
率
し
て
登
下
校
す
る
形
態
が
時
お
り
見
ら
れ
る
が
、
社
会
性
に
乏
し
く
か

つ
、
突
発
的
な
行
動
に
出
や
す
い
幼
児
を
小
学
校
の
児
童
が
引
率
す
る
こ
と
は
無
理
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
さ
け
る
こ
と
。

６
　
登
校
時
に
お
け
る
集
合
場
所

集
団
登
下
校
に
お
い
て
は
、
集
合
中
は
事
故
が
発
生
す
る
危
険
が
あ
る
の
で
、
と
く
に
登

校
時
に
お
け
る
安
全
な
集
合
場
所
の
選
定
、
確
保
、
短
時
間
内
で
の
集
合
の
完
了
、
待
ち
合

わ
せ
時
間
に
お
け
る
規
律
の
保
持
等
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
留
意
す
る
こ
と
。
こ
の
た
め
、
学
校
に
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お
い
て
は
市
町
村
、
警
察
署
等
の
関
係
機
関
や
家
庭
、
地
域
社
会
の
理
解
と
協
力
を
求
め
る

こ
と
。

７
　
幼
稚
園
の
幼
児
の
安
全

幼
稚
園
の
幼
児
の
登
下
校
に
は
、
保
護
者
ま
た
は
こ
れ
に
代
わ
る
者
が
付
き
添
っ
て
、
そ

の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

○
二
輪
車
の
事
故
防
止
に
関
す
る
総
合
対
策
に
つ
い
て

（平
元
・
7・
26
　
国
体
第
24
号
　
文
部
省
体
育
局
長
、
高
等
教
育
局
長
か
ら
各

都
道
府
県
教
育
委
員
会
教
育
長
、
各
都
道
府
県
知
事
、
各
国
公
私
立
大
学
長
、

各
国
公
私
立
高
等
専
門
学
校
長
、
国
立
久
里
浜
養
護
学
校
長
あ
て
　
通
知
）

貴
職
に
お
か
れ
て
は
、
交
通
事
故
防
止
に
つ
い
て
か
ね
て
か
ら
適
切
な
措
置
を
と
ら
れ
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
た
び
最
近
の
若
者
を
中
心
と
す
る
二
輪
車
事
故
の
増
加
傾
向
に

対
処
す
る
た
め
、
別
紙
の
と
お
り
交
通
対
策
本
部
に
お
い
て
「
二
輪
車
の
事
故
防
止
に
関
す
る

総
合
対
策
に
つ
い
て
」
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
国
の
関
係
機
関
は
、
地
方
公
共
団
体
、
関
係
団
体
等
と
の
密
接
な
連
携
の
下

に
、
二
輪
車
事
故
防
止
の
た
め
の
諸
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

つ
い
て
は
、
貴
職
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
今
回
の
決
定
の
趣
旨
を
十
分
御
理
解
い
た
だ
き
、

下
記
事
項
に
留
意
の
上
、
交
通
事
故
の
防
止
と
交
通
安
全
教
育
の
一
層
の
推
進
を
図
ら
れ
る
と

と
も
に
、
貴
管
下
関
係
機
関
に
対
し
、
指
導
及
び
周
知
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

記

１
　
高
校
生
等
に
対
す
る
交
通
安
全
教
育
の
充
実

（
１
）
学
校
に
お
い
て
は
、
地
域
や
生
徒
の
実
態
に
応
じ
、
関
係
機
関
等
と
の
連
携
を
図
り
つ

つ
、
学
校
の
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
て
、
交
通
安
全
教
育
の
一
層
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

ま
た
、
学
校
及
び
教
育
委
員
会
に
お
い
て
は
、
交
通
安
全
教
育
の
一
層
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
関
係
機
関
に
積
極
的
に
働
き
か
け
、
安
全
な
道
路
環
境
づ
く
り
の
促
進
に
努

め
る
こ
と
。

（
２
）
高
等
学
校
に
お
け
る
二
輪
車
の
免
許
取
得
や
運
転
等
に
関
す
る
い
わ
ゆ
る
「
三
な
い
運

動
」
の
よ
う
な
措
置
は
、
生
徒
の
交
通
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、
地
域
や
学
校
等
の

実
態
に
応
じ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
地
域
に
お
け
る
現
実
的
な
対
応
の
一
つ

と
し
て
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
高
等
学
校
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
措
置
だ
け
を
も
っ
て
交
通
安

全
対
策
と
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
実
施
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
生
徒
自
ら
が
交
通
社
会

の
一
員
と
し
て
の
責
任
を
自
覚
し
、
自
己
の
安
全
の
み
な
ら
ず
他
の
人
々
や
社
会
の
安
全

に
貢
献
で
き
る
健
全
な
社
会
人
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
二
輪
車
・
自
動
車
の
特

性
、
交
通
法
規
、
交
通
事
故
の
防
止
対
策
な
ど
の
交
通
安
全
教
育
の
徹
底
を
図
る
こ
と
。

特
に
、
二
輪
車
に
乗
車
す
る
生
徒
に
対
し
て
は
、
二
輪
車
の
安
全
運
転
に
関
す
る
効
果

的
な
指
導
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
、
運
転
の
実
技
を
含
む
安
全
指
導
を
計
画
的
に
行

う
よ
う
努
め
る
こ
と
。

こ
の
た
め
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
、
交
通
事
故
の
防
止
の
た
め
の
総
合
的
な
方
策
の
検

討
に
努
め
る
こ
と
。

（
３
）
交
通
安
全
教
育
の
充
実
に
資
す
る
た
め
、
学
校
に
お
い
て
は
、「
高
等
学
校
交
通
安
全

指
導
の
手
引
」（
昭
和
63
年
改
訂
）、
「
高
等
学
校
に
お
け
る
課
外
の
交
通
安
全
指
導
の
手

引
」（
昭
和
62
年
改
訂
）、
「
高
等
学
校
に
お
け
る
二
輪
車
に
関
す
る
安
全
指
導
の
手
引
」

（
昭
和
63
年
作
成
）
の
一
層
の
活
用
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
教
育
委
員
会
に
お
い
て
は
、

教
師
用
指
導
資
料
の
作
成
、
教
員
に
対
す
る
各
種
研
修
会
の
計
画
的
実
施
等
、
指
導
者
の

資
質
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
。

２
　
大
学
生
等
に
対
す
る
交
通
安
全
教
育
の
充
実

大
学
等
に
お
い
て
は
、
二
輪
車
の
利
用
の
実
態
に
応
じ
、
関
係
団
体
等
と
連
携
し
つ
つ
、

交
通
安
全
に
関
す
る
指
導
を
充
実
す
る
こ
と

別
紙
省
略

○
暴
走
族
対
策
の
強
化
に
つ
い
て

（平
13
・
3・
26
　
12
初
児
生
第
5
号
　
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
児
童
生
徒
課
長
、

ス
ポ
ー
ツ
・
青
少
年
局
学
校
健
康
教
育
課
長
か
ら
附
属
学
校
を
置
く
各
国
立
大
学
事
務
局

長
、
各
国
公
私
立
高
等
専
門
学
校
事
務
部
長
、
国
立
久
里
浜
養
護
学
校
事
務
長
、
各
都
道

府
県
私
立
学
校
主
管
課
長
、
各
都
道
府
県
・
指
定
都
市
教
育
委
員
会
指
導
事
務
主
管
課

長
、
各
都
道
府
県
・
指
定
都
市
教
育
委
員
会
交
通
安
全
教
育
主
管
課
長
あ
て
　
依
頼
）

標
記
の
こ
と
に
つ
い
て
、
平
成
13
年
2
月
5
日
、
暴
走
族
対
策
関
係
省
庁
担
当
課
長
等
会
議

に
お
い
て
別
紙
の
と
お
り
申
合
せ
さ
れ
ま
し
た
。

つ
い
て
は
、
貴
機
関
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
当
申
合
せ
の
趣
旨
を
御
理
解
の
上
、
適
切
に
対

応
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
及
び
各
都
道
府
県
私
立
学
校
主
管
課
に
お
か
れ
て
は
、
域

内
の
市
町
村
教
育
委
員
会
、
所
轄
の
学
校
及
び
学
校
法
人
等
に
対
し
て
も
周
知
さ
れ
る
よ
う
併

せ
て
お
願
い
し
ま
す
。

00-生きる力 1.indb   167 10.7.16   1:48:08 PM



「生きる力」をはぐくむ学校での安全教育

― 168 ―

付　

録

別
紙

暴
走
族
対
策
の
強
化
に
つ
い
て

（
平
13
・
2・
5　
暴
走
族
対
策
関
係
省

庁
担
当
課
長
等
会
議
申
合
せ

）
最
近
の
暴
走
族
は
、
従
前
か
ら
の
各
般
の
対
策
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
主
に
二
輪
車
に
よ
る
深

夜
の
ゲ
リ
ラ
的
な
爆
音
走
行
、
主
に
四
輪
車
に
よ
る
、
港
湾
地
区
、
山
岳
道
路
等
に
お
け
る
ド

リ
フ
ト
行
為
や
ロ
ー
リ
ン
グ
行
為
、
一
定
区
間
に
お
け
る
違
法
な
競
争
行
為
等
の
暴
走
行
為
を

敢
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
の
危
険
を
生
じ
さ
せ
、
一
般
の
運
転
者
や
歩
行
者
に
迷
惑
を
及

ぼ
し
、
国
民
の
平
穏
な
生
活
と
交
通
の
秩
序
と
を
著
し
く
害
し
て
い
る
。

ま
た
、
最
近
は
、
グ
ル
ー
プ
同
士
の
対
立
抗
争
や
グ
ル
ー
プ
内
の
リ
ン
チ
な
ど
に
よ
る
殺

人
、
傷
害
致
死
等
の
事
件
、
一
般
人
を
巻
き
込
ん
だ
集
団
不
法
事
案
、
交
番
等
へ
の
襲
撃
事

案
、
取
締
り
中
の
警
察
官
等
に
対
す
る
公
務
執
行
妨
害
事
案
等
が
多
発
す
る
な
ど
、
暴
走
族
に

よ
る
不
法
事
案
が
ま
す
ま
す
凶
悪
化
、
粗
暴
化
し
て
お
り
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

る
。 こ
の
よ
う
な
最
近
の
暴
走
族
の
実
態
や
、
こ
れ
に
対
す
る
国
民
の
強
い
取
締
り
要
望
に
か
ん

が
み
、
暴
走
族
対
策
を
さ
ら
に
強
化
す
る
た
め
、
関
係
省
庁
は
、
当
面
、
下
記
の
施
策
を
強
力

に
推
進
す
る
こ
と
と
す
る
。

記

１
　
暴
走
族
追
放
気
運
の
高
揚

暴
走
族
を
許
さ
な
い
国
民
世
論
の
形
成
に
つ
い
て
は
、
暴
走
族
追
放
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動

を
始
め
と
す
る
諸
活
動
の
推
進
に
よ
り
、
相
当
の
成
果
が
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後

も
、
暴
走
族
追
放
気
運
の
一
層
の
盛
上
げ
を
図
る
。

関
係
省
庁
に
お
い
て
は
、
暴
走
族
追
放
に
向
け
た
広
報
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
推
進
す
る

と
と
も
に
、
報
道
機
関
等
に
対
し
て
暴
走
族
の
実
態
等
の
報
道
に
資
す
る
資
料
の
提
供
を
積

極
的
に
行
う
。

ま
た
、
一
部
の
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
み
ら
れ
る
、
暴
走
族
根
絶
の
た
め
の
「
暴
走
族

根
絶
条
例
」
の
制
定
、
暴
走
行
為
と
密
接
に
関
連
す
る
行
為
に
対
す
る
罰
則
規
定
を
市
民
安

全
条
例
等
へ
盛
り
込
む
た
め
の
検
討
等
の
動
き
が
全
国
に
波
及
し
つ
つ
あ
る
状
況
を
踏
ま

え
、
こ
う
し
た
各
地
方
公
共
団
体
の
取
組
み
を
支
援
す
る
。

さ
ら
に
、
地
域
に
お
け
る
暴
走
族
追
放
気
運
を
一
層
盛
り
上
げ
る
と
と
も
に
、
暴
走
行
為

を
始
め
暴
走
族
に
よ
る
各
種
犯
罪
等
を
抑
止
す
る
た
め
、
地
域
住
民
参
加
に
よ
る
「
暴
走
族

根
絶
運
動
」、
「
暴
走
族
追
放
大
会
」
等
の
開
催
な
ど
、
暴
走
行
為
を
許
さ
な
い
地
域
づ
く
り

の
た
め
の
具
体
的
活
動
が
行
わ
れ
る
よ
う
支
援
す
る
。

２
　
家
庭
、
学
校
等
に
お
け
る
青
少
年
の
指
導
の
充
実

（
１
）
家
庭
に
対
す
る
支
援
等
の
充
実

暴
走
族
少
年
に
係
る
家
庭
内
の
困
り
ご
と
等
に
対
す
る
相
談
窓
口
を
設
け
る
な
ど
、
支

援
活
動
の
一
層
の
推
進
を
図
る
。

ま
た
、
青
少
年
に
対
す
る
「
暴
走
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
見
に
行
か
な
い
」
運
動
の

指
導
が
家
庭
に
お
い
て
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
地
域
に
お
け
る
暴
走
族
の
実
態
等
に
関

す
る
広
報
啓
発
用
資
料
の
配
布
な
ど
、
家
庭
に
対
す
る
各
種
活
動
を
一
層
充
実
す
る
。

（
２
）
中
学
校
、
高
等
学
校
等
に
お
け
る
生
徒
指
導
の
充
実

中
学
校
、
高
等
学
校
等
に
お
い
て
は
、
同
級
生
、
同
窓
生
又
は
出
身
校
の
卒
業
生
に
よ

る
勧
誘
を
契
機
と
す
る
暴
走
族
へ
の
加
入
を
防
止
す
る
た
め
、「
暴
走
族
加
入
阻
止
教
室
」

の
開
催
等
を
通
じ
て
、
暴
走
族
の
悪
質
性
、
危
険
性
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
さ
せ
る
。

併
せ
て
、
警
察
等
関
係
機
関
と
の
連
携
・
協
力
の
下
に
必
要
に
応
じ
て
街
頭
補
導
等
を
行

う
な
ど
、
学
校
に
お
け
る
生
徒
指
導
の
一
層
の
充
実
に
努
め
る
。

ま
た
、
高
等
学
校
等
に
お
い
て
は
、
二
輪
車
を
利
用
す
る
生
徒
を
中
心
に
、
運
転
の
実

技
を
含
む
安
全
運
転
指
導
の
強
化
を
図
る
。

（
３
）
暴
走
族
か
ら
の
離
脱
指
導
等
の
強
化

少
年
補
導
員
等
の
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
保
護
司
（
会
）、
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

等
と
の
連
携
の
下
に
、
暴
走
族
の
解
体
、
暴
走
族
へ
の
加
入
阻
止
、
暴
走
族
か
ら
の
離
脱

等
の
支
援
、
指
導
等
を
徹
底
す
る
。
ま
た
、
暴
走
族
相
談
員
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
も
支

援
を
行
う
。

な
お
、
暴
力
団
と
の
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
暴
走
族
少
年
に
つ
い
て

は
、
そ
の
実
態
を
解
明
す
る
と
と
も
に
、
暴
力
団
か
ら
離
脱
す
る
よ
う
指
導
を
徹
底
す

る
。

３
　
暴
走
行
為
阻
止
の
た
め
の
環
境
整
備

（
１
）
道
路
交
通
環
境
の
整
備

暴
走
行
為
が
頻
発
し
て
い
る
道
路
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り
、
中
央
分
離
帯
等
の
整

備
、
路
面
へ
の
一
定
間
隔
で
の
薄
層
舗
装
の
設
置
及
び
二
輪
車
の
通
行
禁
止
等
の
交
通
規

制
を
効
果
的
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
暴
走
行
為
を
阻
止
す
る
た
め
の
道
路
交
通
環
境

の
整
備
を
図
る
。

（
２
）
暴
走
族
等
の
い
集
場
所
と
し
て
利
用
さ
れ
や
す
い
場
所
の
管
理

暴
走
族
及
び
こ
れ
に
伴
う
群
衆
の
い
集
場
所
と
し
て
利
用
さ
れ
や
す
い
広
場
、
港
湾
地

域
等
に
つ
い
て
は
、
い
集
や
暴
走
行
為
が
で
き
な
い
よ
う
管
理
を
徹
底
す
る
。
特
に
、
深

夜
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り
、
立
入
禁
止
等
の
措
置
を
講
ず
る
。

00-生きる力 1.indb   168 10.7.16   1:48:08 PM



付　録

― 169 ―

付　

録

現
に
暴
走
族
の
た
ま
り
場
と
な
っ
て
い
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
ゲ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
、
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
等
24
時
間
営
業
の
施
設
の
駐
車
場
等
に
つ
い
て
は
、
管
理

者
の
協
力
を
得
て
、
管
理
権
に
基
づ
く
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
。

４
　
暴
走
族
に
対
す
る
指
導
取
締
り
の
強
化

（
１
）
指
導
取
締
り
の
強
化

集
団
暴
走
行
為
、
爆
音
暴
走
行
為
等
の
悪
質
事
犯
に
対
し
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
法
令
を
適

用
し
て
検
挙
及
び
補
導
を
徹
底
し
、
解
散
指
導
を
積
極
的
に
行
う
な
ど
、
暴
走
族
に
対
す

る
指
導
取
締
り
の
強
化
を
図
る
。
併
せ
て
、
指
導
取
締
り
を
よ
り
効
果
的
に
推
進
す
る
た

め
、
体
制
及
び
装
備
資
機
材
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
罰
則
の
強
化
に
つ
い
て
検
討

し
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
。

ま
た
、
暴
走
行
為
を
行
う
車
両
の
多
く
を
占
め
る
不
正
改
造
車
両
を
排
除
す
る
た
め
、

街
頭
車
両
検
査
等
取
締
り
を
強
化
す
る
。

さ
ら
に
、
暴
走
行
為
を
行
う
二
輪
車
の
多
く
が
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
取
り
外
し
又
は

折
り
曲
げ
る
な
ど
の
隠
ぺ
い
行
為
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
表
示
義
務
違
反
に
つ

い
て
の
取
締
り
を
徹
底
す
る
。

（
２
）
関
係
省
庁
、
関
係
機
関
等
の
連
携

「
青
少
年
の
非
行
問
題
に
取
り
組
む
全
国
強
調
月
間
」「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

等
の
青
少
年
関
係
運
動
と
連
動
し
、
関
係
省
庁
の
連
携
の
下
、「
暴
走
族
追
放
、
取
締
強

化
月
間
」
を
全
国
一
斉
に
強
力
に
展
開
す
る
。

ま
た
、
大
規
模
な
集
団
暴
走
事
案
の
重
点
的
か
つ
集
中
的
な
取
締
り
の
た
め
、
関
係
省

庁
・
団
体
等
の
連
携
に
よ
り
、
総
合
的
な
取
締
り
体
制
の
構
築
及
び
具
体
的
な
取
締
り
計

画
の
策
定
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
効
果
的
な
実
施
を
図
る
。

さ
ら
に
、
暴
走
族
事
案
の
取
締
り
等
を
行
う
現
場
に
お
い
て
、
警
察
、
道
路
管
理
者
等

に
よ
る
迅
速
か
つ
効
果
的
な
事
案
処
理
が
な
さ
れ
る
よ
う
、
必
要
な
支
援
を
行
う
。

５
　
暴
走
族
関
係
事
犯
者
の
再
犯
防
止

保
護
処
分
中
の
暴
走
族
少
年
に
対
し
て
は
、
再
犯
防
止
を
図
る
た
め
、
実
効
あ
る
矯
正
教

育
、
保
護
観
察
を
推
進
す
る
。
特
に
、
不
正
改
造
車
両
の
再
使
用
の
防
止
に
つ
い
て
は
指
導

の
強
化
に
努
め
る
。

ま
た
、
暴
走
族
少
年
に
対
す
る
保
護
観
察
を
充
実
す
る
た
め
、
保
護
観
察
官
に
対
し
て
二

輪
車
を
中
心
と
し
た
交
通
研
修
の
促
進
を
図
る
。

さ
ら
に
、
暴
走
族
に
対
す
る
運
転
免
許
の
行
政
処
分
に
つ
い
て
は
、
特
に
迅
速
か
つ
厳
重

に
行
う
と
と
も
に
、
処
分
者
講
習
に
つ
い
て
は
、
特
別
学
級
を
編
成
す
る
な
ど
、
再
犯
防
止

の
た
め
の
講
習
内
容
の
充
実
を
図
る
。

６
　
車
両
の
不
正
改
造
の
防
止
等

（
１
）
車
両
の
不
正
改
造
の
防
止

不
正
改
造
車
両
を
排
除
す
る
た
め
、
自
動
車
部
品
の
販
売
者
に
対
し
、
不
正
改
造
を
容

易
に
す
る
自
動
車
部
品
の
販
売
自
粛
及
び
顧
客
に
対
す
る
自
動
車
部
品
の
装
着
方
法
等
の

説
明
を
徹
底
す
る
よ
う
、
関
係
機
関
が
協
力
し
て
指
導
を
行
う
。

ま
た
、
最
近
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
よ
る
自
動
車
部
品
の
通
信
販
売
実
態
に
か
ん
が

み
、
こ
れ
ら
の
販
売
業
者
に
対
し
て
も
、
同
様
の
指
導
を
行
う
。

さ
ら
に
、
不
正
改
造
に
関
わ
っ
て
い
る
改
造
業
者
等
に
対
し
て
も
指
導
取
締
り
を
強
化

す
る
。

（
２
）
爆
音
防
止
対
策
の
推
進

道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
等
の
改
正
に
よ
り
、
騒
音
規
制
の
強
化
が
図
ら
れ
て
き
て

い
る
が
、
今
後
も
、
技
術
開
発
の
動
向
を
踏
ま
え
、
さ
ら
な
る
規
制
強
化
に
つ
い
て
検
討

す
る
と
と
も
に
、
よ
り
実
効
性
の
あ
る
不
正
改
造
車
対
策
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
。

（
３
）
自
動
車
関
連
業
界
に
対
す
る
指
導
等

暴
走
行
為
に
使
用
さ
れ
る
二
輪
車
等
に
盗
難
車
両
が
多
い
こ
と
か
ら
、
関
係
業
界
に
対

し
、
マ
ス
タ
ー
キ
ー
を
使
用
せ
ず
に
エ
ン
ジ
ン
の
始
動
が
可
能
と
な
る
車
種
の
改
善
等
盗

難
防
止
対
策
を
講
じ
る
よ
う
、
指
導
を
徹
底
す
る
。

ま
た
、
エ
ン
ジ
ン
番
号
や
車
体
番
号
を
塗
り
つ
ぶ
す
な
ど
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
も

所
有
者
の
検
索
を
可
能
と
す
る
措
置
を
講
ず
る
よ
う
、
協
力
を
求
め
る
。

７
　
施
策
の
効
果
的
な
推
進
の
た
め
の
組
織
の
設
置
等
具
体
的
活
動
の
支
援

（
１
）
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
支
援

暴
走
族
問
題
が
地
域
社
会
に
深
く
関
わ
る
問
題
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
地
方
公
共

団
体
に
お
け
る
暴
走
族
根
絶
の
た
め
の
具
体
的
活
動
を
よ
り
効
果
的
に
推
進
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、「
暴
走
族
対
策
会
議
」
が
決
定
し
た
対
策
を
迅
速
に
推
進
す
る
方
策
（
例

え
ば
、
暴
走
族
対
策
の
推
進
に
携
わ
る
機
関
及
び
団
体
の
代
表
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
暴
走

族
対
策
推
進
幹
事
会
」
等
の
設
置
を
行
う
な
ど
。）
に
つ
い
て
情
報
提
供
等
必
要
な
支
援

を
行
う
。

（
２
）
関
係
団
体
に
対
す
る
依
頼

自
動
車
関
係
団
体
、
青
少
年
育
成
関
係
団
体
、
交
通
安
全
関
係
団
体
等
に
対
し
、
暴
走

族
対
策
の
効
果
的
な
実
施
の
た
め
、
地
方
公
共
団
体
が
講
ず
る
具
体
的
活
動
の
推
進
へ
の

協
力
を
依
頼
す
る
。
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○
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
等
に

伴
う
交
通
安
全
指
導
の
徹
底
に
つ
い
て

（平
20
・
6・
9　
20
ス
学
健
第
11
号
　
文
部
科
学
省
ス
ポ
ー
ツ
・
青
少
年
局
学

校
健
康
教
育
課
長
か
ら
附
属
学
校
を
置
く
各
国
立
大
学
法
人
事
務
局
長
、
各
都

道
府
県
私
立
学
校
主
管
課
長
、
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
学
校
安
全
主
管
課

長
、
各
指
定
都
市
教
育
委
員
会
学
校
安
全
主
管
課
長
あ
て
　
依
頼

）
こ
の
た
び
、
別
添
の
と
お
り
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
、
自
転
車

の
利
用
に
つ
い
て
、
13
歳
以
上
の
生
徒
等
は
、
原
則
と
し
て
自
転
車
の
歩
道
通
行
が
出
来
な

い
こ
と
が
明
確
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
幼
児
児
童
に
係
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
努
力
義
務
の
導
入

が
図
ら
れ
ま
し
た
（
当
該
部
分
に
つ
い
て
は
、
平
成
20
年
６
月
１
日
施
行
）。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
既
に
、
平
成
20
年
１
月
30
日
付
け
事
務
連
絡
「
自
転
車
の
安
全

利
用
促
進
の
た
め
の
自
転
車
通
行
ル
ー
ル
等
の
周
知
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
周
知
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
施
行
を
期
に
、
自
転
車
の
利
用
に
関
す
る
下
記
の
事
項
に
留
意
の
上
、
別
紙
資

料
を
活
用
す
る
な
ど
警
察
等
と
連
携
し
、
学
校
に
お
け
る
交
通
安
全
教
育
の
一
層
の
充
実
を
図

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
都
道
府
県
教
育
委
員
会
学
校
安
全
主
管
課
に
あ
っ
て
は
、
域
内
の
市
町
村
教
育
委
員
会

に
対
し
て
、
ま
た
、
都
道
府
県
私
立
学
校
主
管
課
に
あ
っ
て
は
、
所
管
の
私
立
学
校
に
対
し
て
、

周
知
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
適
切
な
対
応
が
な
さ
れ
る
よ
う
御
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

記

１
．
普
通
自
転
車
の
歩
道
通
行
要
件
の
明
確
化
に
つ
い
て

（
１
）
普
通
自
転
車
の
歩
道
通
行
に
係
る
要
件
の
改
正

法
第
17
条
第
１
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
普
通
自
転
車
が
歩
道
通
行
で
き
る
場
合

と
し
て
、
道
路
標
識
等
に
よ
り
普
通
自
転
車
が
歩
道
を
通
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
場
合
の
ほ
か
、

ア
　
当
該
普
通
自
転
車
の
運
転
者
が

・
 児
童
（
６
歳
以
上
13
歳
未
満
の
者
）
及
び
幼
児
（
６
歳
未
満
の
者
）

・
 7
0
歳
以
上
の
高
齢
者

・
 身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
24
年
法
律
第
28
3
号
）
別
表
に
掲
げ
る
障
害
を
有
す
る

身
体
障
害
者
で
あ
る
場
合

イ
　
車
道
又
は
交
通
の
状
況
に
照
ら
し
て
普
通
自
転
車
の
通
行
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め

普
通
自
転
車
が
歩
道
を
通
行
す
る
こ
と
が
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
、

　
例
え
ば
、

・
 道
路
工
事
や
連
続
し
た
駐
車
車
両
等
の
た
め
に
車
道
の
左
側
部
分
を
通
行
す
る
こ
と

が
困
難
な
場
所
を
通
行
す
る
場
合

・
 著
し
く
自
動
車
等
の
交
通
量
が
多
く
、
か
つ
、
車
道
の
幅
が
狭
い
な
ど
の
た
め
に
、

追
越
し
を
し
よ
う
と
す
る
自
動
車
等
と
の
接
触
事
故
の
危
険
が
あ
る
場
合

に
つ
い
て
普
通
自
転
車
の
歩
道
通
行
を
認
め
る
こ
と
と
し
た
（
法
第
63
条
の
4第
1項
、

令
第
26
条
、
府
令
第
9
条
の
2
の
2）
。

（
２
）
警
察
官
等
に
よ
る
指
示
に
関
す
る
規
定
の
整
備

警
察
官
等
が
歩
行
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
て
普
通
自
転
車
の

運
転
者
に
対
し
、
歩
道
を
通
行
し
て
は
な
ら
な
い
旨
を
指
示
し
た
場
合
は
、
当
該
普
通
自

転
車
は
歩
道
を
通
行
し
て
は
な
ら
な
い
（
法
第
63
条
の
4
第
1
項
）。

（
３
）
普
通
自
転
車
の
歩
道
通
行
の
方
法
に
関
す
る
規
定
の
整
備

普
通
自
転
車
は
、
歩
道
を
通
行
す
る
場
合
は
徐
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
普
通

自
転
車
の
進
行
が
歩
行
者
の
通
行
を
妨
げ
る
こ
と
と
な
る
と
き
は
一
時
停
止
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
加
え
て
、
普
通
自
転
車
通
行
指
定
部

分
に
つ
い
て
は
、
当
該
普
通
自
転
車
通
行
指
定
部
分
を
通
行
し
、
又
は
通
行
し
よ
う
と
す

る
歩
行
者
が
な
い
と
き
は
、
歩
道
の
状
況
に
応
じ
て
、
安
全
と
認
め
ら
れ
る
速
度
と
方
法

で
進
行
で
き
る
こ
と
と
し
た
（
法
第
63
条
の
4
第
2
項
）。

（
４
）
歩
行
者
の
通
行
方
法
に
関
す
る
規
定
の
整
備

歩
行
者
は
、
歩
道
に
普
通
自
転
車
通
行
指
定
部
分
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
普
通
自
転

車
通
行
指
定
部
分
を
で
き
る
だ
け
避
け
て
通
行
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
と
し
た
（
法
第
10
条
第
3
項
）。

２
．
児
童
又
は
幼
児
に
係
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
努
力
義
務
の
導
入
に
つ
い
て

児
童
又
は
幼
児
を
保
護
す
る
責
任
の
あ
る
者
は
、
児
童
又
は
幼
児
を
自
転
車
に
乗
車
さ
せ

る
と
き
は
、
当
該
児
童
又
は
幼
児
に
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
さ
せ
る
よ
う
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
（
法
第
63
条
の
10
）。

参
考
、
別
添
省
略

○
平
成
21
年
度
文
部
科
学
省
交
通
安
全
業
務
計
画

ま
え
が
き

我
が
国
の
平
成
20
年
の
交
通
事
故
死
者
数
は
5,
15
5
人
と
、
昭
和
45
年
に
交
通
安
全
対
策
基

本
法
が
施
行
さ
れ
て
以
来
の
最
小
死
者
数
で
あ
り
、
昭
和
28
年
（
死
者
数
5,
54
4
人
）
以
来
54
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年
ぶ
り
に
5,
00
0
人
台
と
な
っ
た
前
年
を
更
に
下
回
り
、
負
傷
者
数
も
10
年
ぶ
り
に
10
0
万
人

を
下
回
る
（
94
4,
07
1
人
）
な
ど
、
第
８
次
交
通
安
全
基
本
計
画
の
目
標
を
２
年
前
倒
し
て
達

成
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
ま
だ
に
多
く
の
人
が
交
通
事
故
で
亡
く
な
っ
て
お
り
、
交
通
事

故
情
勢
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
幼
児
児
童
生
徒
を
取
り
巻
く
交
通
環
境
が
改
善

さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
く
、
幼
児
児
童
生
徒
等
の
死
者
数
は
17
8
人
と
な
り
、
依
然
と
し
て

少
な
く
な
い
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
に
お
い
て
、
幼
児
児
童
生
徒
等
の
交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に

は
、
学
校
を
は
じ
め
家
庭
や
地
域
に
お
け
る
交
通
安
全
教
育
の
徹
底
を
図
る
こ
と
は
も
と
よ
り

重
要
で
あ
る
が
、
幼
児
児
童
生
徒
等
が
安
心
し
て
通
行
で
き
る
道
路
交
通
環
境
の
確
立
が
不
可

欠
で
あ
る
。

ま
た
、
大
部
分
の
幼
児
児
童
生
徒
が
将
来
運
転
者
と
な
る
現
状
を
踏
ま
え
、
交
通
社
会
の
一

員
と
し
て
、
自
己
の
安
全
の
み
な
ら
ず
、
他
の
人
々
や
社
会
の
安
全
に
貢
献
で
き
る
健
全
な
社

会
人
を
育
成
す
る
た
め
の
計
画
的
で
継
続
的
な
交
通
安
全
教
育
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
交
通
安
全
に
関
す
る
施
策
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
幼
児
児
童
生
徒
等
の
生
命
の

安
全
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
的
確
な
判
断
の
下
に
安
全
に
行
動
で
き
る
実
践
的
な
態
度
や
能

力
を
養
う
と
い
う
見
地
か
ら
、
特
に
次
の
点
に
配
慮
し
て
、
よ
り
一
層
の
努
力
を
傾
注
す
る
必

要
が
あ
る
。

１
　
安
全
な
道
路
交
通
環
境
づ
く
り
の
促
進

（
１
）
通
学
通
園
中
の
交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
学
校
及
び
教
育
委
員
会
は
、
通
学
通
園

路
を
定
期
的
に
点
検
し
、
そ
の
結
果
に
応
じ
て
適
切
な
措
置
を
と
る
と
と
も
に
、
警
察
、

道
路
管
理
者
等
の
関
係
機
関
に
対
し
、
通
学
通
園
路
の
交
通
安
全
施
設
等
の
重
点
的
な
整

備
、
ス
ク
ー
ル
・
ゾ
ー
ン
の
設
定
等
学
校
周
辺
の
交
通
規
制
の
拡
大
等
に
つ
い
て
働
き
か

け
る
こ
と
。

（
２
）
道
路
上
の
遊
び
に
よ
る
交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
関
係
機
関
に
対
し
、
遊
戯
道
路

の
設
定
や
児
童
公
園
、
児
童
遊
園
、
運
動
広
場
等
の
整
備
等
に
つ
い
て
働
き
か
け
る
と
と

も
に
、
公
立
の
学
校
の
体
育
施
設
を
は
じ
め
と
し
た
学
校
施
設
等
を
幼
児
児
童
生
徒
を
含

め
た
地
域
住
民
の
活
動
の
場
と
し
て
開
放
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

２
　
生
涯
に
わ
た
る
交
通
安
全
教
育
の
徹
底

（
１
）
学
校
に
お
い
て
は
、
生
涯
に
わ
た
る
交
通
安
全
教
育
の
推
進
を
図
る
観
点
か
ら
、
自
他
の

生
命
尊
重
の
理
念
の
下
に
、
交
通
社
会
の
一
員
と
し
て
の
責
任
を
自
覚
し
、
交
通
安
全
意
識

と
交
通
マ
ナ
ー
の
向
上
に
努
め
、
相
手
の
立
場
を
尊
重
す
る
良
き
社
会
人
を
育
成
す
る
た

め
、
家
庭
や
地
域
社
会
と
の
密
接
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
幼
児
児
童
生
徒
の
心
身
の
発
達

段
階
や
地
域
の
実
情
に
応
じ
、
交
通
安
全
教
育
を
計
画
的
か
つ
組
織
的
に
行
う
こ
と
。

（
２
）
高
等
学
校
に
お
い
て
は
、
生
徒
の
二
輪
車
に
よ
る
事
故
が
少
な
く
な
い
現
状
に
か
ん
が

み
、
関
係
機
関
及
び
保
護
者
と
密
接
な
連
絡
を
保
つ
と
と
も
に
、
特
に
勤
労
生
徒
に
つ
い

て
は
、
雇
用
者
と
も
連
携
を
図
り
、
生
徒
の
交
通
事
故
の
防
止
に
努
め
る
こ
と
。

ま
た
、
免
許
取
得
可
能
年
齢
に
達
し
、
在
学
中
ま
た
は
卒
業
後
に
普
通
免
許
を
取
得
す

る
者
が
多
い
こ
と
か
ら
、
自
転
車
及
び
二
輪
車
に
関
す
る
安
全
指
導
は
も
ち
ろ
ん
、
普
通

自
動
車
も
含
め
、
交
通
事
故
に
は
責
任
や
補
償
問
題
が
生
じ
る
こ
と
、
加
害
事
故
を
起
こ

さ
な
い
努
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
、
幅
広
く
運
転
者
と
し
て
必
要
な
資
質
や

能
力
の
育
成
に
努
め
る
こ
と
。

（
３
）
地
域
に
お
い
て
は
、
生
涯
に
わ
た
る
交
通
安
全
教
育
の
推
進
を
図
る
観
点
か
ら
、
社
会

教
育
活
動
に
お
け
る
交
通
安
全
に
関
す
る
学
習
の
促
進
を
図
る
こ
と
。

（
４
）
交
通
安
全
指
導
を
効
果
的
に
行
う
た
め
、
教
材
、
教
具
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
指
導

資
料
の
作
成
、
教
員
に
対
す
る
現
職
教
育
等
を
実
施
し
、
指
導
力
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
。

（
５
）
近
年
、
幼
児
児
童
生
徒
が
傷
害
や
殺
人
な
ど
凶
悪
な
犯
罪
の
被
害
と
な
る
事
件
が
発
生

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
家
庭
や
地
域
の
関
係
機
関
・
団
体
と
の
密
接
な
連
携
を
図
り
、
不

審
者
情
報
を
共
有
す
る
な
ど
、
交
通
安
全
教
育
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
、
併
せ
て
防
犯
に
関

す
る
積
極
的
な
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
。

文
部
科
学
省
に
お
い
て
は
、
以
上
の
点
を
踏
ま
え
て
、
次
の
と
お
り
平
成
20
年
度
交
通
安

全
業
務
計
画
を
決
定
し
た
。
こ
の
計
画
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
教
育
委
員
会
、
学
校
、
公
民

館
等
関
係
機
関
と
緊
密
な
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
広
く
幼
児
児
童
生
徒
の
保
護
者
を
含
む
国

民
各
層
の
協
力
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

第
１
　
計
画
の
目
的

こ
の
業
務
計
画
は
、
交
通
安
全
対
策
基
本
法
（
昭
和
45
年
法
律
第
11
0
号
）
第
24
条
第
1
項

及
び
第
2
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
文
部
科
学
省
が
講
ず
べ
き
施
策
及
び
都
道
府
県
が
講
ず
べ
き

施
策
に
関
す
る
計
画
の
作
成
の
基
準
と
な
る
べ
き
事
項
を
定
め
、
文
部
科
学
省
及
び
関
係
機
関

に
お
け
る
交
通
安
全
に
関
す
る
施
策
を
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
２
　
計
画
の
目
標

第
8次
交
通
安
全
基
本
計
画
（
平
成
18
年
3月
　
中
央
交
通
安
全
対
策
会
議
）
の
趣
旨
に
沿
っ
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て
努
力
を
払
う
も
の
と
し
、
こ
の
た
め
関
係
機
関
・
団
体
、
地
域
、
家
庭
が
相
互
に
緊
密
な
連

絡
を
と
り
、
各
種
の
施
策
の
積
極
的
な
推
進
に
努
め
る
。

第
３
　
主
要
対
策

１
　
安
全
な
道
路
交
通
環
境
づ
く
り
の
促
進

（
１
）
通
学
通
園
路
に
お
け
る
交
通
安
全
の
促
進

ア
　
通
学
通
園
路
の
設
定
と
安
全
点
検

（
ア
）社
会
資
本
整
備
重
点
計
画
法
（
平
成
15
年
法
律
第
20
号
）
に
基
づ
く
社
会
資
本
整

備
事
業
の
実
施
に
際
し
て
は
、
交
通
安
全
対
策
基
本
法
に
基
づ
い
て
設
け
ら
れ
て
い
る

都
道
府
県
、
市
町
村
の
交
通
安
全
対
策
会
議
又
は
市
町
村
学
童
園
児
交
通
事
故
防
止
対

策
協
議
会
を
活
用
し
て
、
教
育
委
員
会
等
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
。

（
イ
）市
町
村
の
教
育
委
員
会
に
お
い
て
は
、
学
校
に
対
し
、
当
該
学
校
の
所
在
す
る
地
域

の
実
情
を
十
分
考
慮
し
て
幼
児
児
童
生
徒
の
通
学
通
園
路
及
び
登
下
校
の
時
間
帯
を
設

定
し
、
必
要
に
応
じ
道
路
管
理
者
、
警
察
等
と
共
同
し
て
、
定
期
に
安
全
点
検
を
実
施

す
る
よ
う
指
導
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
る
。

ま
た
、
前
述
の
報
告
を
も
と
と
し
、
必
要
に
応
じ
、
管
内
国
公
私
立
の
学
校
の
通
学

通
園
路
の
変
更
や
交
通
安
全
施
設
の
新
設
又
は
改
修
な
ど
の
環
境
の
改
善
及
び
登
下
校

の
時
間
帯
の
調
整
を
図
る
。

（
ウ
）都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
は
、
市
町
村
の
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、（
イ
）
に
よ
っ

て
調
整
し
た
当
該
区
域
内
に
お
け
る
通
学
通
園
路
及
び
登
下
校
の
時
間
帯
の
う
ち
、
自

動
車
の
通
行
を
禁
止
す
る
等
の
措
置
を
必
要
と
す
る
区
間
及
び
時
間
帯
に
つ
い
て
、
市

町
村
の
教
育
委
員
会
と
地
元
警
察
署
と
の
間
で
十
分
協
議
さ
せ
、
そ
の
実
現
の
た
め
の

具
体
的
措
置
に
つ
い
て
の
意
見
を
ま
と
め
さ
せ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
都
道
府
県
の
教

育
委
員
会
に
報
告
さ
せ
る
。

（
エ
）都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
に
お
い
て
は
、（
ウ
）
の
報
告
に
基
づ
き
警
視
庁
、
道
府

県
警
察
本
部
と
協
議
し
、
都
道
府
県
の
公
安
委
員
会
に
よ
る
自
動
車
の
運
行
禁
止
の
区

間
及
び
時
間
帯
が
適
切
な
も
の
と
な
る
よ
う
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
る
。

（
オ
）学
校
及
び
教
育
委
員
会
に
お
い
て
は
、
幼
児
児
童
生
徒
に
つ
い
て
の
交
通
安
全
計
画

を
立
て
、
そ
の
実
施
に
際
し
、
あ
ら
か
じ
め
、
各
関
係
方
面
に
そ
の
計
画
を
連
絡
し
、

適
切
な
指
導
、
助
言
、
援
助
を
求
め
、
又
は
資
料
の
提
供
を
受
け
る
な
ど
積
極
的
に
協

力
を
求
め
る
。

（
カ
）以
上
の
措
置
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
必
要
に
応
じ
、
都
道
府
県
交
通
対
策
協

議
会
、
市
町
村
学
童
園
児
交
通
事
故
防
止
対
策
協
議
会
等
交
通
問
題
を
協
議
す
る
た
め

に
設
け
ら
れ
て
い
る
組
織
の
活
用
に
つ
い
て
も
配
慮
す
る
。

イ
　
集
団
登
下
校
の
実
施

集
団
登
下
校
に
つ
い
て
は
、
各
学
校
に
お
い
て
通
学
路
の
道
路
事
情
、
交
通
事
情
、

防
犯
環
境
等
を
具
体
的
に
検
討
し
た
上
で
個
々
の
通
学
路
ご
と
に
実
施
す
る
か
ど
う
か

を
決
定
す
る
。

集
団
登
下
校
を
実
施
す
る
場
合
に
は
、
道
路
の
状
況
等
に
応
じ
人
数
等
に
つ
い
て
適

切
な
措
置
を
と
り
、
通
学
の
安
全
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
幼
児
児
童
生

徒
が
安
全
な
行
動
の
仕
方
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

な
お
、
集
団
登
下
校
を
実
施
し
な
い
場
合
で
も
、
幼
児
児
童
生
徒
を
極
力
一
人
だ
け

に
し
な
い
よ
う
な
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
学
校
は
、
学
校
の
設
置
者
、
警
察
署
、
P
T
A
、
そ
の
他
の
関
係
機
関
・
団

体
等
と
密
接
に
連
携
し
、
適
切
な
計
画
を
立
て
、
登
下
校
時
に
お
け
る
交
通
規
制
、
保

護
、
誘
導
等
の
確
保
及
び
防
犯
対
策
に
万
全
を
期
す
る
。

ウ
　
ス
ク
ー
ル
・
ゾ
ー
ン
の
設
定
の
推
進
と
そ
の
定
着
化

教
育
委
員
会
、
幼
稚
園
及
び
小
学
校
に
お
い
て
は
、
地
域
の
警
察
、
道
路
管
理
者
等

の
協
力
を
得
て
、
幼
稚
園
及
び
小
学
校
を
中
心
に
周
囲
50
0
メ
ー
ト
ル
を
範
囲
と
す
る

ス
ク
ー
ル
・
ゾ
ー
ン
（
特
に
子
ど
も
の
交
通
安
全
の
確
保
を
図
る
特
定
地
域
）
の
設
定

及
び
定
着
化
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

（
２
）
学
校
体
育
施
設
等
の
開
放
の
促
進

都
道
府
県
、
教
育
委
員
会
等
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
の
安
全
な
遊
び
場
の
確
保
を
図
る

た
め
、
小
学
校
及
び
中
学
校
等
の
校
庭
、
体
育
館
等
の
学
校
体
育
施
設
や
余
裕
教
室
等
を

は
じ
め
と
し
た
学
校
施
設
、
社
会
体
育
施
設
等
の
開
放
を
積
極
的
に
促
進
す
る
。

な
お
、
学
校
は
、
そ
の
施
設
を
開
放
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
平
成
13
年
8
月
31
日
付

け
文
科
初
第
57
6
号
も
参
考
と
し
、
保
護
者
や
地
域
の
関
係
団
体
等
の
協
力
を
得
て
、
地

域
と
一
体
と
な
っ
て
、
幼
児
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
の
た
め
の
方
策
を
講
じ
る
。

（
３
）
遊
戯
道
路
の
設
置
等
の
促
進

教
育
委
員
会
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
が
安
全
に
道
路
上
で
遊
べ
る
よ
う
に
警
察
、
道
路

管
理
者
等
と
の
連
携
の
下
に
、
車
両
通
行
止
め
等
の
規
制
に
よ
る
遊
戯
道
路
の
設
置
を
積

極
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
交
通
安
全
対
策
会
議
等
を
通
じ
て
、
児
童
公
園
、
児
童
遊

園
、
運
動
広
場
等
の
整
備
の
促
進
を
関
係
機
関
に
働
き
か
け
る
。

２
　
生
涯
に
わ
た
る
交
通
安
全
教
育
の
振
興

（
１
）
学
校
に
お
け
る
交
通
安
全
教
育
の
推
進

学
校
に
お
け
る
交
通
安
全
教
育
は
、
生
涯
に
わ
た
る
交
通
安
全
教
育
の
一
環
と
し
て
、

自
他
の
生
命
の
尊
重
と
い
う
基
本
理
念
に
立
っ
て
、
幼
児
児
童
生
徒
の
心
身
の
発
達
段
階
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や
地
域
の
実
情
に
応
じ
、
交
通
安
全
教
育
指
針
（
平
成
10
年
9
月
22
日
　
国
家
公
安
委

員
会
告
示
第
15
号
）
も
参
考
と
し
、
家
庭
及
び
地
域
や
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
・

協
力
を
図
り
な
が
ら
、
幼
稚
園
教
育
要
領
、
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
い
て
、
学
校
の
教
育

活
動
全
体
を
通
じ
て
計
画
的
か
つ
組
織
的
に
行
う
。

そ
の
際
、
体
験
的
学
習
や
問
題
解
決
的
学
習
等
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
高
齢
者
や
幼
児

な
ど
、
交
通
事
故
の
被
害
者
に
な
る
こ
と
が
多
い
年
齢
層
の
交
通
行
動
の
特
性
に
つ
い
て

理
解
さ
せ
る
こ
と
等
に
留
意
す
る
。

ま
た
、
例
え
ば
、
高
齢
者
と
児
童
生
徒
が
共
に
交
通
安
全
教
育
を
受
け
る
場
な
ど
を
設

け
る
こ
と
等
に
よ
り
、
高
齢
者
と
の
世
代
間
交
流
を
行
う
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

な
お
、
道
路
交
通
法
に
お
い
て
、
自
転
車
の
歩
道
通
行
に
関
す
る
規
程
が
改
正
さ
れ
、

平
成
20
年
6
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
自
転
車
安
全
利
用
五
則
（
平
成
19
年
7

月
10
日
　
交
通
安
全
対
策
本
部
決
定
）
も
参
考
と
し
、
そ
の
周
知
等
を
図
る
。

ア
　
幼
児
に
対
す
る
交
通
安
全
教
育
の
推
進

幼
児
に
対
す
る
交
通
安
全
教
育
は
、
心
身
の
発
達
段
階
に
応
じ
て
、
基
本
的
な
交
通

ル
ー
ル
を
遵
守
し
、
交
通
マ
ナ
ー
を
実
践
す
る
態
度
を
習
得
さ
せ
る
と
と
も
に
、
日
常

生
活
に
お
い
て
安
全
に
道
路
を
通
行
す
る
た
め
に
必
要
な
基
本
的
な
技
能
及
び
知
識
を

習
得
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
幼
稚
園
に
お
い
て
は
、
家
庭
及
び
関
係
機
関
・
団
体
等
と
連
携
・
協

力
を
図
り
な
が
ら
、
日
常
の
教
育
活
動
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
を
と
ら
え
て
交
通
安
全
教
育

を
計
画
的
か
つ
継
続
的
に
行
う
。
こ
れ
ら
を
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
、
紙
芝
居
、
視

聴
覚
教
材
等
を
利
用
し
た
り
、
親
子
で
実
習
し
た
り
す
る
な
ど
、
分
か
り
や
す
い
指
導

に
努
め
る
。

ま
た
、
改
正
道
路
交
通
法
が
平
成
20
年
6
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
特
に
、

幼
児
の
自
転
車
に
乗
車
す
る
際
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
の
指
導
に
努
め
る
。

イ
　
児
童
に
対
す
る
交
通
安
全
教
育
の
推
進

児
童
に
対
す
る
交
通
安
全
教
育
は
、
心
身
の
発
達
段
階
や
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、

歩
行
者
及
び
自
転
車
の
利
用
者
と
し
て
必
要
な
技
能
と
知
識
を
習
得
さ
せ
る
と
と
も

に
、
道
路
及
び
交
通
の
状
況
に
応
じ
て
、
安
全
に
道
路
を
通
行
す
る
た
め
に
、
道
路
に

お
け
る
危
険
を
予
測
し
、
こ
れ
を
回
避
し
て
安
全
に
通
行
す
る
意
識
及
び
能
力
を
高
め

る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
小
学
校
に
お
い
て
は
、
家
庭
及
び
関
係
機
関
・
団
体
等
と
連
携
・
協
力

を
図
り
な
が
ら
、
教
科
「
体
育
」、
道
徳
、
学
級
活
動
・
児
童
会
活
動
・
学
校
行
事
等
の

特
別
活
動
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
を
中
心
に
、
学
校
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
て
、
歩

行
者
と
し
て
の
心
得
、
自
転
車
の
安
全
な
利
用
、
乗
り
物
の
安
全
な
利
用
、
危
険
の
予
測

と
回
避
、
交
通
ル
ー
ル
の
意
味
及
び
必
要
性
等
に
つ
い
て
重
点
的
に
指
導
す
る
。

ま
た
、
改
正
道
路
交
通
法
が
平
成
20
年
6
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
特
に
、

児
童
の
自
転
車
に
乗
車
す
る
際
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
の
指
導
に
努
め
る
。

ウ
　
中
学
生
に
対
す
る
交
通
安
全
教
育
の
推
進

中
学
生
に
対
す
る
交
通
安
全
教
育
は
、
日
常
生
活
に
お
け
る
交
通
安
全
に
必
要
な
事

柄
、
特
に
、
自
転
車
で
安
全
に
道
路
を
通
行
す
る
た
め
に
、
必
要
な
技
能
と
知
識
を
十

分
に
習
得
さ
せ
る
と
と
も
に
、
道
路
を
通
行
す
る
場
合
は
、
思
い
や
り
を
も
っ
て
、
自

己
の
安
全
ば
か
り
で
な
く
、
他
の
人
々
の
安
全
に
も
配
慮
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を

目
標
と
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
中
学
校
に
お
い
て
は
、
家
庭
及
び
関
係
機
関
・
団
体
等
と
連
携
・
協

力
を
図
り
な
が
ら
、
教
科
「
保
健
体
育
」、
道
徳
、
学
級
活
動
・
生
徒
会
活
動
・
学
校

行
事
等
の
特
別
活
動
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
を
中
心
に
、
学
校
教
育
活
動
全
体
を

通
じ
て
、
歩
行
者
と
し
て
の
心
得
、
自
転
車
の
安
全
な
利
用
、
自
動
車
の
特
性
、
危
険

の
予
測
と
回
避
、
標
識
等
の
意
味
、
応
急
手
当
等
に
つ
い
て
重
点
的
に
指
導
す
る
。

エ
　
高
校
生
に
対
す
る
交
通
安
全
教
育
の
推
進

高
校
生
に
対
す
る
交
通
安
全
教
育
は
、
日
常
生
活
に
お
け
る
交
通
安
全
に
必
要
な
事

柄
、
特
に
、
二
輪
車
の
運
転
者
及
び
自
転
車
の
利
用
者
と
し
て
安
全
に
道
路
を
通
行
す

る
た
め
に
、
必
要
な
技
能
と
知
識
を
習
得
さ
せ
る
と
と
も
に
、
交
通
社
会
の
一
員
と
し

て
交
通
ル
ー
ル
を
遵
守
し
自
他
の
生
命
を
尊
重
す
る
な
ど
、
責
任
を
持
っ
て
行
動
す
る

こ
と
が
で
き
る
健
全
な
社
会
人
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

し
た
が
っ
て
、
高
等
学
校
に
お
い
て
は
、
家
庭
及
び
関
係
機
関
・
団
体
等
と
連
携
・

協
力
を
図
り
な
が
ら
、
教
科
「
保
健
体
育
」、
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
・
生
徒
会
活
動
・

学
校
行
事
等
の
特
別
活
動
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
を
中
心
に
、
学
校
教
育
活
動
全

体
を
通
じ
て
、
自
転
車
の
安
全
な
利
用
、
二
輪
車
・
自
動
車
の
特
性
、
危
険
の
予
測
と

回
避
、
運
転
者
の
責
任
、
応
急
手
当
等
に
つ
い
て
更
に
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
生

徒
の
多
く
が
、
近
い
将
来
、
普
通
免
許
等
を
取
得
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
免
許
取
得
前
の
教
育
と
し
て
、
自
他
の
生
命
を
尊
重
す
る
態
度
の
育
成
、
交
通
事

故
に
は
責
任
や
補
償
問
題
が
生
じ
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
、
加
害
事
故
を
起
こ
さ
な
い
努

力
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
視
点
を
重
視
し
た
交
通
安
全
教
育
を
行
う
。
特
に
、
二
輪

車
・
自
動
車
の
安
全
に
関
す
る
指
導
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
事
例
を
適
宜
取
り
上

げ
、
生
徒
の
実
態
や
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
安
全
運
転
を
推
進
す
る
機
関
・
団
体
等

と
連
携
し
な
が
ら
、
安
全
運
転
に
関
す
る
意
識
の
高
揚
と
実
践
力
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
二
輪
車
の
実
技
指
導
等
を
含
む
実
践
的
な
交
通
安
全
教
育
の
充
実
を
図
る
。

ま
た
、
小
中
学
校
等
と
の
交
流
を
図
る
な
ど
し
て
高
校
生
の
果
た
し
う
る
役
割
を
考

え
さ
せ
る
と
と
も
に
、
交
通
安
全
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
促
す
。
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オ
　
交
通
安
全
教
育
は
、
各
教
科
、
道
徳
、
特
別
活
動
等
学
校
に
お
け
る
教
育
活
動
の
全

体
を
通
じ
て
行
う
も
の
で
あ
る
が
、「
安
全
の
日
」
あ
る
い
は
「
安
全
週
間
」
を
設
け

る
な
ど
に
よ
っ
て
そ
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
学
年
ご
と
に
、
交
通
安
全
に
関
す
る

指
導
時
間
を
定
め
て
、
実
際
的
な
指
導
を
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
朝
礼

等
児
童
生
徒
が
集
合
す
る
と
き
を
利
用
し
て
、
繰
り
返
し
交
通
安
全
に
つ
い
て
の
関
心

と
理
解
を
高
め
る
。

カ
　
文
部
科
学
省
に
お
い
て
は
、
学
校
に
お
け
る
交
通
安
全
教
育
の
改
善
、
充
実
に
資
す

る
た
め
、「
交
通
安
全
教
育
の
新
た
な
展
開
（
高
等
学
校
教
師
用
指
導
資
料
）」
、「
交
通

事
故
防
止
の
た
め
の
危
険
予
測
学
習
教
材
（
小
学
校
児
童
4
～
6
年
生
用
）」
並
び
に

「
安
全
教
育
参
考
資
料
「
生
き
る
力
」
を
は
ぐ
く
む
学
校
で
の
安
全
教
育
」
の
活
用
を

推
進
す
る
。

ま
た
、
高
等
学
校
の
交
通
安
全
教
育
推
進
事
業
と
し
て
、
交
通
安
全
教
育
及
び
こ
れ

に
関
連
す
る
そ
の
他
の
交
通
安
全
対
策
に
関
し
、
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
る
団
体
に
委

託
し
、
高
等
学
校
を
中
心
と
し
た
一
定
地
域
と
連
携
し
、
児
童
生
徒
等
の
自
転
車
を
中

心
と
し
た
交
通
安
全
教
育
の
意
識
調
査
や
実
技
指
導
な
ど
を
通
じ
て
、
今
後
の
交
通
安

全
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
実
践
的
な
研
究
を
行
う
。

こ
の
ほ
か
、
独
立
行
政
法
人
教
員
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
学
校
安
全
教
育
指

導
者
研
修
会
を
開
催
し
、
指
導
計
画
及
び
効
果
的
な
指
導
方
法
に
つ
い
て
教
員
の
理
解

を
深
め
、
指
導
力
の
向
上
を
図
る
。

キ
　
都
道
府
県
に
お
い
て
は
、
学
校
に
お
け
る
交
通
安
全
教
育
の
改
善
・
充
実
に
資
す
る

た
め
、
教
員
用
指
導
資
料
の
作
成
、
幼
児
児
童
生
徒
用
教
材
の
作
成
・
普
及
、
教
員
に

対
す
る
各
種
研
修
会
の
計
画
的
実
施
、
学
校
安
全
研
究
指
定
校
の
設
定
な
ど
適
切
な
施

策
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
。

（
２
）
幼
児
児
童
生
徒
の
登
下
校
時
の
指
導
に
つ
い
て

学
校
に
お
け
る
幼
児
児
童
生
徒
の
登
下
校
時
の
指
導
管
理
に
つ
い
て
は
、
特
に
次
の
点

に
留
意
す
る
。

ア
　
交
通
安
全
及
び
防
犯
等
の
側
面
か
ら
、
登
下
校
時
の
通
学
通
園
路
に
お
け
る
危
険
箇

所
を
あ
ら
か
じ
め
調
査
し
、
安
全
な
通
学
通
園
路
を
幼
児
児
童
生
徒
及
び
家
庭
に
周
知

徹
底
さ
せ
、
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

特
に
悪
天
候
時
の
通
学
又
は
自
転
車
、
原
動
機
付
自
転
車
に
よ
る
通
学
に
当
た
っ
て

は
、
た
と
え
通
常
の
経
路
及
び
方
法
に
よ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
注
意
を
払
う
よ
う
指
導

す
る
こ
と
。

イ
　
幼
稚
園
の
幼
児
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
交
通
事
情
な
ど
を
考
慮
し
て
、
登
下
校
の
際

に
は
、
保
護
者
と
教
職
員
等
が
密
接
な
連
携
を
図
り
、
保
護
者
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
者

が
付
き
添
っ
て
、
幼
児
の
安
全
の
確
保
に
つ
い
て
十
分
留
意
す
る
と
と
も
に
、
信
号
や

交
通
の
き
ま
り
を
守
る
習
慣
を
養
う
よ
う
に
す
る
こ
と
。

ウ
　
幼
児
児
童
生
徒
の
交
通
事
故
は
登
校
時
よ
り
も
下
校
時
に
多
く
見
ら
れ
る
の
で
、
特

に
下
校
時
の
安
全
に
つ
い
て
は
適
切
な
指
導
を
行
う
こ
と
。

エ
　
高
校
生
の
自
動
二
輪
車
、
原
動
機
付
自
転
車
等
に
よ
る
通
学
に
つ
い
て
は
、
通
学
距

離
及
び
交
通
事
情
と
を
勘
案
し
て
、
許
可
基
準
を
定
め
る
な
ど
の
方
法
に
よ
り
指
導
す

る
こ
と
。

オ
　
公
共
交
通
機
関
等
に
よ
り
通
学
す
る
者
の
多
い
場
合
に
は
、
交
通
事
情
に
よ
る
心
身

の
疲
労
を
考
慮
し
て
、
混
雑
時
を
避
け
て
始
業
又
は
就
業
時
間
を
定
め
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。

（
３
）
家
庭
に
お
け
る
子
ど
も
に
対
す
る
交
通
安
全
に
関
す
る
指
導
に
つ
い
て

子
ど
も
の
交
通
事
故
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
幼
児
児
童
生
徒
の
登
下
校
時
に
限
ら
れ
る

も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
そ
の
大
部
分
は
、
家
庭
に
あ
る
と
き
に
発
生
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。「
幼
児
の
ひ
と
り
歩
き
」、
「
路
上
へ
の
飛
び
出
し
」、
「
路
上
遊
戯
」
を
行
わ
な
い

な
ど
、
家
庭
に
お
け
る
指
導
が
学
校
教
育
と
一
体
に
な
っ
て
、
初
め
て
事
故
を
防
止
で
き

る
も
の
で
あ
る
の
で
、
家
庭
に
お
け
る
子
ど
も
に
対
す
る
指
導
監
督
に
つ
い
て
、
更
に
注

意
を
喚
起
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

家
庭
に
お
け
る
子
ど
も
に
対
す
る
指
導
監
督
に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
次
の
点
に
留
意

す
る
。

ア
　
歩
行
者
や
自
転
車
利
用
者
と
し
て
知
っ
て
お
く
べ
き
交
通
法
規
の
一
般
に
つ
い
て
熟

知
し
、
子
ど
も
の
こ
れ
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
こ
と
。
こ
の
た
め
、
家
庭

に
お
い
て
は
学
校
、
社
会
教
育
関
係
団
体
等
が
行
う
交
通
安
全
に
関
す
る
諸
事
業
に
積

極
的
に
参
加
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

イ
　
日
常
の
話
題
と
し
て
、
報
道
さ
れ
る
交
通
事
故
を
取
り
上
げ
て
話
し
合
い
、
又
は
子

ど
も
と
と
も
に
外
出
す
る
機
会
を
活
用
し
て
実
地
に
指
導
す
る
な
ど
、
具
体
的
な
事
例

に
即
し
て
日
常
の
交
通
安
全
に
つ
い
て
指
導
す
る
こ
と
。

ウ
　
子
ど
も
の
遊
び
場
所
に
は
注
意
を
払
い
、
常
に
子
ど
も
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
、
一

人
に
し
な
い
こ
と
。

エ
　
子
ど
も
の
交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
学
校
、
家
庭
、
そ
の
他
地
域
の
関
係

機
関
、
団
体
等
が
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
の
指
導
監
督
や
環
境
の
整
備
を
行
う
必
要
が

あ
る
が
、
こ
の
際
、
特
に
学
校
に
お
い
て
は
、
地
域
の
実
態
を
考
慮
し
て
交
通
安
全
の

た
め
の
保
護
者
会
、
P
T
A
の
集
会
等
で
交
通
事
故
の
実
態
を
説
明
し
、
学
校
の
行
っ

て
い
る
交
通
安
全
指
導
に
つ
い
て
理
解
と
協
力
を
求
め
る
と
と
も
に
、
次
の
事
項
に
つ

い
て
話
し
合
い
、
実
践
を
促
す
こ
と
。
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（
ア
）家
庭
に
お
い
て
も
、
交
通
安
全
に
関
し
両
親
の
正
し
い
実
践
と
子
ど
も
の
し
つ
け
を

徹
底
す
る
こ
と
。

（
イ
）家
庭
に
お
い
て
子
ど
も
に
自
転
車
を
与
え
る
場
合
は
、
子
ど
も
の
か
ら
だ
に
合
っ
た

も
の
を
与
え
、
常
に
点
検
し
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
危
険
な
道
路
で
は
絶
対
乗
ら
な

い
よ
う
監
督
す
る
こ
と
。

（
ウ
）他
人
の
子
ど
も
で
あ
っ
て
も
、
交
通
事
故
防
止
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
注
意
を

与
え
、
小
学
校
低
学
年
以
下
の
幼
少
の
者
に
つ
い
て
は
保
護
す
る
こ
と
。

（
エ
）保
護
者
は
、
学
区
内
の
通
学
通
園
路
以
外
の
道
路
に
つ
い
て
交
通
安
全
施
設
の
整
備

又
は
交
通
取
締
り
の
強
化
等
の
措
置
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
例
え
ば

P
T
A
、
町
内
会
等
の
組
織
を
通
じ
て
関
係
機
関
に
働
き
か
け
、
そ
の
実
現
を
図
る
こ

と
。 ま
た
、
地
域
に
お
け
る
P
T
A
活
動
を
通
じ
、
学
区
内
の
運
転
者
に
対
し
て
安
全
運

転
、
特
に
子
ど
も
の
交
通
事
故
の
防
止
に
留
意
す
る
よ
う
強
力
に
働
き
か
け
る
こ
と
。

（
４
）
社
会
教
育
活
動
に
お
け
る
交
通
安
全
教
育
の
推
進

地
域
に
お
い
て
は
、
生
涯
に
わ
た
る
交
通
安
全
教
育
の
推
進
を
図
る
観
点
か
ら
、
交
通

安
全
教
育
指
針
も
参
考
に
、
高
齢
者
及
び
青
少
年
・
成
人
を
対
象
と
し
た
学
級
・
講
座
等

に
お
け
る
学
習
活
動
、
青
少
年
団
体
、
女
性
団
体
、
P
T
A
等
の
社
会
教
育
関
係
団
体
に

よ
る
実
践
活
動
及
び
公
民
館
等
の
社
会
教
育
施
設
に
お
け
る
活
動
を
通
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
実
情
に
即
し
て
住
民
の
交
通
安
全
に
関
す
る
学
習
の
促
進
を
図
る
よ
う
努
め
る
。

特
に
、
交
通
事
故
死
亡
者
数
全
体
に
占
め
る
高
齢
者
の
割
合
が
極
め
て
高
い
こ
と
か

ら
、
高
齢
者
に
対
す
る
交
通
安
全
に
関
す
る
学
習
の
促
進
を
図
る
よ
う
努
め
る
。

ま
た
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
の
連
携
を
図
る
上
で
、
大
き
な
役
割
を
担
う
P
T
A
の
重

要
性
に
か
ん
が
み
、
地
方
公
共
団
体
が
P
T
A
と
協
力
し
、
P
T
A
活
動
の
一
環
と
し
て
、

交
通
安
全
に
関
す
る
学
習
の
促
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
。

（
５
）
交
通
安
全
教
育
に
関
す
る
教
材
、
教
具
の
整
備

学
校
及
び
教
育
委
員
会
に
お
い
て
は
、
教
授
用
の
掛
図
、
信
号
機
、
道
路
標
識
・
視
聴

覚
教
材
等
の
交
通
安
全
教
育
に
必
要
な
教
材
、
教
具
の
一
層
の
整
備
充
実
を
図
る
。

（
６
）
大
学
等
に
お
い
て
は
、
学
生
の
二
輪
車
・
自
動
車
の
利
用
等
の
実
態
に
応
じ
、
関
係
機

関
・
団
体
等
と
連
携
し
つ
つ
、
交
通
安
全
指
導
の
充
実
に
努
め
る
。

３
　
青
少
年
の
暴
走
行
為
の
防
止

青
少
年
の
二
輪
車
等
に
よ
る
暴
走
行
為
及
び
こ
れ
に
よ
る
事
故
の
発
生
を
防
止
し
、
暴
走

族
追
放
の
機
運
を
高
め
る
た
め
、
昭
和
55
年
9
月
24
日
の
暴
走
族
緊
急
対
策
関
係
省
庁
会

議
申
合
せ
「
暴
走
族
に
対
す
る
総
合
対
策
の
推
進
に
つ
い
て
」
及
び
平
成
13
年
2
月
5
日
の

暴
走
族
対
策
関
係
省
庁
担
当
課
長
等
会
議
申
合
せ
「
暴
走
族
対
策
の
強
化
に
つ
い
て
」
の
趣

旨
の
周
知
徹
底
に
努
め
、
青
少
年
の
暴
走
行
為
防
止
対
策
に
つ
い
て
一
層
配
慮
す
る
。

４
　
救
助
・
救
急
体
制
等
の
整
備

応
急
手
当
の
知
識
や
技
能
の
必
要
性
に
か
ん
が
み
、
中
学
校
、
高
等
学
校
の
保
健
体
育
科

に
お
い
て
止
血
法
や
包
帯
法
、
心
肺
蘇
生
等
の
応
急
手
当
に
つ
い
て
指
導
す
る
と
と
も
に
、
こ

の
指
導
を
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
、
心
肺
蘇
生
の
実
習
や
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
A
E
D
）

の
知
識
の
普
及
を
含
む
各
種
講
習
会
の
開
催
に
よ
り
教
員
の
指
導
力
の
向
上
を
図
る
。

５
　
交
通
安
全
に
関
す
る
科
学
技
術
の
振
興

文
部
科
学
省
に
お
い
て
は
、
陸
上
交
通
、
海
上
交
通
及
び
航
空
交
通
の
安
全
に
関
し
て
科

学
技
術
の
果
た
す
役
割
が
重
要
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
総
合
科
学
技
術
会
議
の
答
申
及

び
意
見
を
踏
ま
え
つ
つ
、
科
学
技
術
振
興
に
関
す
る
審
議
会
等
の
答
申
等
に
沿
い
、
各
省
庁

に
お
け
る
交
通
安
全
に
関
す
る
諸
般
の
研
究
に
つ
い
て
必
要
な
経
費
が
確
保
さ
れ
、
か
つ
、

そ
れ
ら
の
研
究
が
総
合
的
、
効
率
的
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
平
成
21
年
度
の
科
学
技
術
に

関
す
る
経
費
の
見
積
り
方
針
の
調
整
等
の
事
務
を
行
う
ほ
か
、
所
管
の
独
立
行
政
法
人
に
お

い
て
次
の
業
務
を
実
施
す
る
。

（
１
）
陸
上
交
通
の
安
全
に
関
す
る
科
学
技
術
の
振
興

国
の
、「
防
災
に
関
す
る
研
究
開
発
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
防
災
科
学
技
術
研
究
所

に
お
い
て
、
冬
季
道
路
交
通
確
保
等
に
資
す
る
た
め
、
吹
雪
、
雪
崩
や
路
面
凍
結
等
の
発

生
予
測
に
関
す
る
研
究
を
、
野
外
観
測
や
雪
氷
環
境
を
人
工
的
に
再
現
し
た
室
内
実
験
に

よ
っ
て
行
う
。

（
２
）
航
空
交
通
の
安
全
に
関
す
る
科
学
技
術
の
振
興

科
学
技
術
・
学
術
審
議
会
で
策
定
さ
れ
た
「
航
空
科
学
技
術
に
関
す
る
研
究
開
発
の
推

進
方
策
に
つ
い
て
」
に
基
づ
き
、
独
立
行
政
法
人
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
に
お
い
て
、

「
安
全
性
・
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
次
世
代
運
航
シ
ス
テ
ム
の
開
発
」
等
の
航
空
機
の
運

航
安
全
及
び
「
非
常
着
水
や
衝
突
に
対
す
る
衝
撃
応
答
解
析
技
術
の
研
究
開
発
」
等
の
機

体
構
造
の
安
全
に
関
す
る
研
究
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。
ま
た
、
国
土
交
通
省
航
空
・
鉄

道
事
故
調
査
委
員
会
か
ら
の
依
頼
に
基
づ
き
、
調
査
研
究
を
行
い
、
航
空
事
故
等
の
事
故

原
因
の
究
明
に
協
力
す
る
。
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【
生
活
安
全
（
防
犯
を
含
む
）
関
係
】

○
水
泳
、
登
山
等
の
野
外
活
動
に
お
け
る
事
故
防
止
に
つ
い
て

（昭
40
・
6・
26
　
文
体
ス
第
18
6
号
　
文
部
省
体
育
局
長
か
ら
各
都
道
府
県
教

育
委
員
会
教
育
長
、
各
都
道
府
県
知
事
、
附
属
学
校
を
置
く
各
国
立
大
学
長
、

各
国
立
高
等
学
校
長
、
各
国
立
高
等
専
門
学
校
長
あ
て
　
通
達

）
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
機
会
あ
る
ご
と
に
通
達
し
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
例
年

夏
季
休
暇
に
お
い
て
は
、
水
泳
、
登
山
等
の
野
外
活
動
に
よ
る
事
故
を
多
発
し
て
い
る
こ
と
に

か
ん
が
み
、
従
来
に
も
ま
し
て
そ
の
指
導
に
万
全
を
期
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
水
泳
、
登
山
等
の
野
外
活
動
は
、
心
身
と
も
に
健
全
な
青
少
年
を
育
成

す
る
た
め
、
き
わ
め
て
有
意
義
な
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
ね
ら
い
に
反
し
て
し
ば
し
ば
悲

惨
な
事
故
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
こ
と
は
憂
慮
に
た
え
ま
せ
ん
。

近
年
に
お
け
る
青
少
年
の
野
外
活
動
の
急
速
な
発
展
か
ら
、
本
年
も
夏
季
休
暇
に
は
、
野
外

活
動
に
参
加
す
る
も
の
が
ま
す
ま
す
増
加
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
事
故
の
多
発
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
別
紙
留
意
事
項
を
参
考
と
さ
れ
、
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
よ
う
指
導
を
強
化

す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
お
よ
び
団
体
の
協
力
を
も
と
め
、
実
情
に
即
し
た
措
置
を
と
ら
れ

る
よ
う
格
別
の
ご
配
慮
を
願
い
ま
す
。

別
紙

水
泳
、
登
山
等
の
野
外
活
動
に
お
け
る
事
故
防
止
に
関
す
る
留
意
事
項

１
　
水
泳
に
つ
い
て

（
１
）
学
校
な
ど
で
海
、
河
川
、
湖
、
沼
で
水
泳
指
導
を
実
施
す
る
場
合
に
は
、
責
任
者
お
よ

び
指
導
者
は
、
次
の
諸
点
に
留
意
し
て
、
指
導
の
適
正
を
期
す
る
こ
と
。

（
プ
ー
ル
を
使
用
す
る
場
合
も
、
こ
れ
に
準
じ
て
行
な
う
こ
と
。）

ア
　
水
泳
場
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
か
な
ら
ず
水
中
に
は
い
っ
て
水
底
の
状
況
、
水
の

流
れ
等
に
つ
い
て
事
前
調
査
を
行
い
、
安
全
な
場
所
を
選
ぶ
こ
と
。

こ
の
際
、
警
察
署
、
保
健
所
等
の
関
係
機
関
や
地
域
の
協
力
を
求
め
る
と
と
も
に
、

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
具
体
的
な
計
画
を
こ
れ
ら
機
関
や
参
加
者
の
家
庭
に
連
絡
し
て

お
く
こ
と
。

イ
　
引
率
や
指
導
の
担
当
者
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
水
泳
指
導
の
経
験
や
能
力
に
応
じ

て
、
指
導
係
、
施
設
係
、
監
視
係
、
連
絡
係
、
救
助
係
等
の
責
任
分
担
を
明
確
に
す
る

こ
と
。

な
お
、
水
泳
指
導
の
担
当
者
は
救
助
法
（
特
に
人
工
呼
吸
法
そ
の
他
必
要
な
技
能
を

含
む
。）
に
つ
い
て
習
熟
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ウ
　
毎
日
の
練
習
区
域
の
設
定
は
、
そ
の
つ
ど
水
中
調
査
を
し
て
決
定
し
、
そ
の
区
域
に

は
、
｢旗
｣、
「
た
る
」、
「
ブ
イ
」
等
に
よ
っ
て
標
示
す
る
と
と
も
に
、
境
界
の
要
所
に

は
、
監
視
員
を
配
し
て
監
視
に
あ
た
ら
せ
る
こ
と
。

な
お
、
救
助
用
具
、
救
急
薬
品
等
を
準
備
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

エ
　
水
泳
の
参
加
者
の
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
に
か
な
ら
ず
健
康
診
断
を
行
な
い
、

医
師
の
指
示
に
従
っ
て
不
適
者
は
参
加
さ
せ
な
い
こ
と
。

オ
　
水
泳
の
開
始
前
と
終
了
後
に
は
、
か
な
ら
ず
呼
名
点
呼
を
す
る
と
と
も
に
、
練
習
中

で
も
と
き
ど
き
人
員
点
検
を
行
な
っ
て
確
実
に
人
員
を
掌
握
す
る
こ
と
。

カ
　
常
に
参
加
者
の
健
康
状
態
を
観
察
し
、
疲
労
、
疾
病
等
の
徴
候
の
早
期
発
見
に
つ
と

め
、
異
常
が
あ
る
場
合
に
は
、
水
泳
を
禁
止
し
、
医
師
の
診
断
を
受
け
さ
せ
る
な
ど
の

処
置
を
す
る
こ
と
。

キ
　
水
泳
中
は
、
常
に
指
導
者
を
中
心
と
し
て
規
律
あ
る
行
動
を
と
ら
せ
る
こ
と
。

ク
　
非
常
の
場
合
の
連
絡
計
画
を
立
て
、
そ
れ
を
参
加
者
に
も
熟
知
さ
せ
る
こ
と
。

（
２
）
児
童
生
徒
が
、
個
人
や
グ
ル
ー
プ
で
水
泳
を
行
な
う
場
合
は
、
次
の
水
泳
心
得
を
守
る

よ
う
に
、
児
童
、
生
徒
お
よ
び
家
庭
に
対
し
、
そ
の
周
知
徹
底
を
は
か
る
こ
と
。

ア
　
健
康
を
害
し
て
い
る
場
合
は
も
ち
ろ
ん
、
空
腹
や
疲
労
時
、
食
事
や
激
動
の
直
後
、

月
経
等
の
と
き
は
泳
が
な
い
こ
と
。

イ
　
水
泳
に
行
く
と
き
は
、
か
な
ら
ず
水
泳
の
経
験
に
富
む
お
と
な
と
同
行
し
、
事
前
に

行
先
、
帰
宅
の
予
定
時
刻
、
同
行
者
を
家
庭
に
知
ら
せ
て
お
く
こ
と
。

ウ
　
危
険
な
場
所
、
不
潔
な
場
所
ま
た
は
、
未
知
の
場
所
で
は
、
絶
対
に
泳
が
な
い
こ

と
。

エ
　
水
に
は
い
る
前
に
は
、
か
な
ら
ず
準
備
運
動
を
行
な
い
、
徐
々
に
水
に
は
い
る
こ

と
。

オ
　
ひ
と
り
で
離
れ
て
泳
が
な
い
こ
と
。

な
お
、
海
で
泳
ぐ
場
合
は
、
胸
ぐ
ら
い
の
深
さ
の
と
こ
ろ
を
岸
に
平
行
し
て
泳
ぐ
こ

と
。

カ
　
長
時
間
つ
づ
け
て
水
に
は
い
ら
な
い
こ
と
。

キ
　
炎
天
下
で
は
、
日
射
病
の
予
防
に
注
意
す
る
こ
と
。

ク
　
飛
び
込
み
を
行
な
う
と
き
は
、
水
深
、
水
中
の
危
険
物
の
有
無
を
確
か
め
て
か
ら
飛

び
込
む
こ
と
。

ケ
　
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
た
と
き
、
危
険
な
と
き
、
お
ぼ
れ
た
人
を
見
た
と
き
は
、
大
声

で
知
ら
せ
、
近
く
の
人
に
助
け
を
も
と
め
る
こ
と
。

コ
　
水
泳
後
は
、
真
水
で
体
を
洗
い
、
洗
眼
す
る
こ
と
。
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２
　
登
山
に
つ
い
て

学
校
に
お
い
て
登
山
を
実
施
す
る
場
合
は
、
次
の
諸
点
に
留
意
し
て
、
指
導
の
適
正
を
期

す
る
こ
と
。

ま
た
、
学
校
の
計
画
以
外
で
児
童
生
徒
が
登
山
を
行
な
う
場
合
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ら
の

諸
点
に
留
意
さ
せ
る
よ
う
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
指
導
す
る
こ
と
。

ア
　
登
山
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
か
な
ら
ず
登
山
の
経
験
に
富
む
者
を
同
行
す
る
こ

と
。

イ
　
登
山
計
画
の
立
案
に
あ
た
っ
て
は
、
参
加
者
の
性
別
、
技
術
、
体
力
等
を
じ
ゅ
う
ぶ

ん
考
慮
し
て
目
的
地
を
選
定
し
、
で
き
る
だ
け
現
地
の
事
前
調
査
を
行
な
う
こ
と
。

ウ
　
常
に
最
悪
の
状
態
を
予
想
し
て
食
糧
装
備
等
の
万
全
を
期
す
る
こ
と
。

エ
　
事
前
に
健
康
診
断
を
行
な
い
、
医
師
の
指
示
に
従
っ
て
参
加
さ
せ
る
こ
と
。

オ
　
気
象
庁
の
長
期
予
報
を
参
考
と
し
、
ま
た
気
象
注
意
報
、
気
象
警
報
の
発
せ
ら
れ
て

い
る
と
き
は
、
登
山
を
み
あ
わ
せ
、
も
し
、
行
動
中
に
暴
風
雨
等
に
遭
遇
し
た
場
合

は
、
計
画
を
中
止
す
る
か
ま
た
は
変
更
し
て
体
力
の
消
耗
を
さ
け
、
天
候
の
回
復
を
待

つ
こ
と
。

カ
　
事
前
に
登
山
計
画
を
も
よ
り
の
駅
、
警
察
署
、
山
小
屋
等
に
提
出
し
、
登
山
口
等
に

お
け
る
登
山
者
名
簿
に
は
必
ず
記
入
す
る
こ
と
。

キ
　
行
動
中
は
、
と
く
に
統
制
を
と
り
、
指
導
者
ま
た
は
リ
ー
ダ
ー
は
、
参
加
者
の
健
康

状
態
を
観
察
し
、
疲
労
し
て
い
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
日
程
を
強
行
し
な
い
こ
と
。

ク
　
下
山
後
は
、
地
元
の
警
察
署
そ
の
他
に
必
ず
連
絡
す
る
こ
と
。

３
　
キ
ャ
ン
プ
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
野
外
旅
行
（
ホ
ス
テ
リ
ン
グ
）
に
つ
い
て

学
校
に
お
い
て
実
施
す
る
場
合
次
の
諸
点
に
留
意
し
て
、
指
導
の
適
正
を
期
す
る
こ
と
。

ま
た
、
学
校
の
計
画
以
外
で
児
童
生
徒
が
こ
れ
ら
を
行
な
う
場
合
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ら

の
諸
点
に
留
意
さ
れ
る
よ
う
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
指
導
す
る
こ
と
。

ア
　
キ
ャ
ン
プ
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
野
外
旅
行
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ら
に
つ
い

て
の
経
験
に
富
む
者
を
同
行
す
る
こ
と
。

イ
　
計
画
の
立
案
に
あ
た
っ
て
は
、
参
加
者
の
性
別
、
体
力
、
経
験
等
を
考
慮
し
て
余
裕

を
残
し
た
無
理
の
な
い
計
画
を
立
て
る
こ
と
。

ウ
　
事
前
に
現
地
に
つ
い
て
の
調
査
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
行
な
い
、
と
く
に
キ
ャ
ン
プ
地
の

選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
で
き
る
だ
け
教
育
委
員
会
等
の
関
係
機
関
、
団
体
で
指
定
す
る

キ
ャ
ン
プ
場
の
中
か
ら
選
ぶ
こ
と
。

エ
　
事
前
に
必
ず
健
康
診
断
を
行
な
い
、
医
師
の
指
示
に
従
っ
て
、
不
適
者
は
参
加
さ
せ

な
い
こ
と
。

オ
　
事
前
に
準
備
会
を
開
き
、
携
行
品
、
役
割
分
担
等
の
打
合
せ
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
行
な
う

こ
と
。

カ
　
行
動
中
は
、
と
く
に
統
制
を
と
り
、
指
導
者
ま
た
は
リ
ー
ダ
ー
は
、
参
加
者
の
健
康

状
態
を
観
察
し
、
疲
労
、
疾
病
の
早
期
発
見
に
努
め
る
こ
と
。

キ
　
天
候
の
急
変
、
事
故
の
発
生
等
の
場
合
は
、
計
画
の
変
更
、
学
校
家
庭
へ
の
連
絡
等

適
切
な
措
置
を
講
じ
て
無
謀
な
行
動
は
避
け
る
こ
と
。

ク
　
非
常
の
場
合
の
連
絡
計
画
を
あ
ら
か
じ
め
た
て
て
お
く
こ
と
。

○
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
等
の
遠
足
・
修
学
旅
行
に
つ
い
て

（
昭
43
・
10
・
2　
文
初
中
第
45
0
号
　
文
部
省
初
等
中
等
教
育
局
長
か
ら
各
都

道
府
県
教
育
委
員
会
教
育
長
あ
て
　
通
達

）
標
記
の
こ
と
に
つ
い
て
は
く
り
返
し
通
達
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
最
近
に
お
い
て
は
、

特
に
、
そ
の
事
故
防
止
に
つ
い
て
昭
和
43
年
6
月
10
日
付
け
文
初
中
第
33
8
号
を
も
っ
て
通
知

し
た
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

貴
委
員
会
に
お
か
れ
て
も
、
す
で
に
こ
れ
ら
の
趣
旨
の
徹
底
に
つ
い
て
じ
ゅ
う
ぶ
ん
御
配
慮

の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
た
び
、
遠
足
・
修
学
旅
行
の
計
画
と
実
施
に
関
し
、
特
に
留
意

す
べ
き
事
項
を
下
記
の
と
お
り
ま
と
め
ま
し
た
。

つ
い
て
は
、
貴
委
員
会
に
お
か
れ
て
は
、
こ
の
趣
旨
を
御
了
知
の
う
え
、
各
学
校
に
お
け
る

遠
足
・
修
学
旅
行
が
適
切
に
運
営
さ
れ
、
特
に
事
故
の
絶
無
が
期
せ
ら
れ
る
よ
う
管
下
の
市
町

村
教
育
委
員
会
お
よ
び
学
校
に
対
し
、
い
っ
そ
う
の
御
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
盲
学
校
、
聾
学
校
お
よ
び
養
護
学
校
な
ら
び
に
小
学
校
、
中
学
校
の
特
殊
学
級
に
お

け
る
遠
足
・
修
学
旅
行
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
の
心
身
の
障
害
の
種
類
や
程
度
に
応
じ
、
特

別
な
配
慮
が
な
さ
れ
る
よ
う
御
指
導
か
た
あ
わ
せ
て
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
貴
委
員
会
に
お
い
て
作
成
し
て
い
る
遠
足
・
修
学
旅
行
の
基
準
等
に
つ
い
て
も
再
検

討
さ
れ
、
必
要
に
応
じ
そ
の
改
善
を
図
ら
れ
る
よ
う
御
配
慮
願
い
ま
す
。

記

Ⅰ
　
遠
足
・
修
学
旅
行
の
計
画
と
実
施

１
　
遠
足
・
修
学
旅
行
は
学
校
の
教
育
課
程
上
「
学
校
行
事
等
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
教
育
活

動
で
あ
る
の
で
、
小
学
校
、
中
学
校
お
よ
び
高
等
学
校
の
学
習
指
導
要
領
、
学
校
行
事
等
指

導
書
等
に
示
す
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
ね
ら
い
を
明
確
に
し
、
そ
の
内
容
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
吟

味
し
て
、
教
育
的
効
果
を
高
め
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

２
　
学
校
に
お
け
る
教
育
活
動
は
、
一
般
に
そ
の
教
育
の
場
が
学
校
内
に
限
定
さ
れ
て
い
る

が
、
遠
足
・
修
学
旅
行
は
学
校
外
に
教
育
の
場
を
求
め
て
行
な
わ
れ
る
活
動
で
あ
る
の
で
、
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学
校
内
で
は
得
が
た
い
学
習
を
行
な
う
機
会
と
し
て
有
効
に
活
用
す
る
よ
う
そ
の
計
画
と
実

施
に
あ
た
っ
て
学
校
の
創
意
と
教
育
的
識
見
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
生
か
し
、
い
わ
ゆ
る
物
見
遊

山
や
観
光
旅
行
に
終
わ
ら
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

３
　
学
校
に
お
い
て
、
遠
足
・
修
学
旅
行
を
計
画
、
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
特
に
次
の
事

項
に
留
意
す
る
こ
と
。

（
１
） 
　
原
則
と
し
て
す
べ
て
の
児
童
生
徒
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
計
画
す
る
こ
と
。
な
お
、

参
加
で
き
な
い
児
童
生
徒
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
指
導
に
つ
い
て
も
遺
憾
の
な
い
よ

う
配
慮
す
る
こ
と
。

（
２
） 
　
参
加
人
数
の
多
い
場
合
は
、
で
き
る
だ
け
大
集
団
で
の
行
動
を
避
け
、
適
当
な
人
数

の
集
団
に
分
け
る
な
ど
の
方
法
を
と
り
、
指
導
の
効
果
を
高
め
る
と
と
も
に
、
事
故
の

絶
無
を
期
す
る
こ
と
。

（
３
） 
　
目
的
地
や
見
学
先
を
精
選
し
、
ゆ
と
り
の
あ
る
計
画
を
た
て
、
児
童
生
徒
の
疲
労
の

軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
教
育
的
効
果
を
高
め
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

な
お
、
小
学
校
に
あ
っ
て
は
、
宿
泊
を
伴
う
計
画
の
あ
る
場
合
に
も
車
船
中
泊
を
避

け
、
中
学
校
、
高
等
学
校
に
あ
っ
て
も
、
往
復
と
も
車
船
中
泊
を
す
る
こ
と
は
で
き
る

だ
け
避
け
る
こ
と
。

（
４
） 
　
引
率
教
職
員
の
数
は
、
必
要
に
し
て
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
も
の
と
す
る
と
と
も
に
、
引
率

責
任
者
を
明
確
に
す
る
な
ど
、
そ
の
指
導
組
織
や
事
務
分
担
を
明
ら
か
に
し
、
常
に
児

童
生
徒
を
掌
握
し
、
秩
序
あ
る
行
動
と
安
全
が
保
て
る
よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と
。

（
５
） 
　
引
率
責
任
者
は
、
計
画
作
成
の
中
心
と
な
り
、
ま
た
、
そ
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

的
確
に
状
況
を
判
断
し
、
予
期
し
な
い
事
情
の
変
化
に
際
し
て
は
、
日
程
、
経
路
、
目

的
地
を
変
更
す
る
等
臨
機
応
変
の
措
置
を
と
る
こ
と
。

（
６
） 
　
引
率
教
職
員
の
修
学
旅
行
中
に
お
け
る
勤
務
に
つ
い
て
は
、
勤
務
時
間
の
割
り
振
り

を
適
切
に
す
る
な
ど
慎
重
な
配
慮
を
す
る
こ
と
。

（
７
） 
　
引
率
教
職
員
が
、
み
ず
か
ら
の
責
務
を
自
覚
し
、
自
己
の
行
動
を
厳
に
慎
む
よ
う
に

す
る
こ
と
。

（
８
） 
　
で
き
る
だ
け
簡
素
で
実
質
的
な
計
画
を
た
て
、
実
施
に
必
要
な
経
費
を
な
る
べ
く
低

廉
に
す
る
こ
と
。

ま
た
、
児
童
生
徒
の
所
持
金
、
服
装
、
携
行
品
な
ど
に
つ
い
て
も
保
護
者
の
負
担
の

軽
減
に
努
め
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
保
護
者
の
協
力
を
得
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

な
お
、
経
費
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、
一
時
に
過
重
な
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
、
計
画

的
に
積
立
貯
金
を
さ
せ
る
な
ど
の
方
法
を
く
ふ
う
す
る
と
と
も
に
、
金
銭
の
保
管
等
に

つ
い
て
遺
漏
の
な
い
よ
う
注
意
す
る
こ
と
。

（
９
） 
　
関
係
業
者
を
利
用
す
る
場
合
に
は
、
業
者
に
ま
か
せ
き
り
に
す
る
こ
と
な
く
、
学
校

が
主
体
性
を
も
っ
て
計
画
、
実
施
に
あ
た
る
こ
と
。
ま
た
、
関
係
業
者
に
つ
い
て
は
信

用
度
等
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
調
査
し
た
う
え
で
利
用
し
、
ま
た
、
こ
れ
と
不
明
朗
な
関
係
を

も
つ
こ
と
の
な
い
よ
う
厳
に
注
意
す
る
こ
と
。

（
10
） 
　
実
施
後
、
参
加
教
職
員
を
中
心
と
し
て
、
細
部
に
わ
た
り
そ
の
評
価
・
反
省
を
行
な

い
、
次
回
以
降
の
計
画
や
実
施
に
役
だ
て
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

４
　
実
施
中
お
よ
び
事
前
事
後
の
指
導
に
つ
い
て
は
、
特
に
次
の
事
項
に
留
意
し
て
そ
の
徹
底

を
図
る
こ
と
。

（
１
） 
　
遠
足
・
修
学
旅
行
の
実
施
の
ね
ら
い
や
指
導
内
容
を
で
き
る
だ
け
平
常
に
お
け
る
各

教
科
等
の
指
導
に
関
連
づ
け
る
こ
と
。

（
２
） 
　
自
然
保
護
や
文
化
財
尊
重
の
態
度
を
育
成
す
る
こ
と
。

（
３
） 
　
集
団
の
秩
序
を
乱
し
た
り
、
他
の
人
の
迷
惑
に
な
る
行
動
を
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
指
導
す
る
こ
と
。

ま
た
、
集
団
行
動
や
共
同
生
活
の
体
験
を
と
お
し
て
望
ま
し
い
態
度
や
習
慣
を
身
に

つ
け
る
こ
と
。

（
４
） 
　
事
後
指
導
と
し
て
、
実
施
中
に
お
け
る
学
習
や
行
動
に
つ
い
て
、
児
童
生
徒
に
自
己

評
価
さ
せ
る
機
会
を
設
け
、
実
施
の
成
果
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
生
か
す
よ
う
に
す
る
こ
と
。

５
　
教
育
委
員
会
は
、
所
管
の
学
校
が
作
成
し
た
計
画
に
つ
い
て
、
そ
の
日
程
、
目
的
地
、
見

学
先
、
経
路
、
交
通
機
関
等
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
検
討
し
、
特
に
、
児
童
生
徒
の
安
全
と
健
康
の

う
え
で
無
理
が
な
く
適
切
な
も
の
と
な
る
よ
う
指
導
す
る
こ
と
。

Ⅱ
　
遠
足
・
修
学
旅
行
に
お
け
る
事
故
防
止

遠
足
・
修
学
旅
行
に
お
け
る
事
故
の
絶
無
を
期
す
る
た
め
、
特
に
、
次
の
事
項
に
留
意
す

る
こ
と
。

1　
全
般
的
事
項

（
１
） 
　
平
常
か
ら
道
徳
教
育
や
生
徒
指
導
の
充
実
に
努
め
、
特
に
事
前
の
安
全
指
導
の
徹
底

を
図
る
こ
と
。

（
２
） 
　
経
路
、
交
通
機
関
に
つ
い
て
、
事
前
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
調
査
し
、
検
討
し
て
お
く
こ

と
。
特
に
、
新
し
い
経
路
や
交
通
機
関
を
選
ぶ
場
合
に
は
、
細
心
の
注
意
を
払
い
、
よ

り
入
念
に
検
討
す
る
こ
と
。

（
３
） 
　
宿
泊
施
設
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
周
辺
の
環
境
に
つ
い
て
、
教
育
的
に
じ
ゅ

う
ぶ
ん
検
討
す
る
と
と
も
に
、
安
全
、
保
健
衛
生
に
つ
い
て
も
特
に
配
慮
す
る
こ
と
。

ま
た
、
宿
泊
施
設
の
状
況
、
特
に
非
常
口
や
危
険
箇
所
な
ど
を
調
査
し
、
適
切
な
措

置
を
と
り
、
万
一
の
災
害
に
備
え
、
退
避
、
救
助
等
に
つ
い
て
配
慮
し
て
お
く
こ
と
。

（
４
） 
　
気
象
状
況
等
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し
、
天
候
そ
の
他
の
異
変
の
際
は
、
予
定
を
変
更

す
る
な
ど
、
臨
機
応
変
の
措
置
を
と
る
こ
と
。

（
５
） 
　
万
一
、
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
す
み
や
か
に
医
療
機
関
そ
の
他
の
関
係
方
面
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に
連
絡
を
と
る
な
ど
、
適
切
な
措
置
を
と
る
こ
と
。

2　
交
通
事
故
に
関
す
る
事
項

（
１
） 
　
車
船
を
利
用
す
る
場
合
は
、
安
全
を
旨
と
し
、
定
員
を
守
り
、
車
船
中
に
お
け
る
秩

序
の
維
持
に
努
め
、
整
然
と
乗
下
車
船
さ
せ
、
そ
の
前
後
に
お
け
る
人
数
の
確
認
を
徹

底
す
る
こ
と
。

ま
た
、
車
船
中
の
万
一
の
事
故
に
備
え
て
避
難
の
方
法
を
検
討
し
、
こ
れ
を
児
童
生

徒
に
周
知
徹
底
し
て
お
く
こ
と
。

（
２
） 
　
バ
ス
を
夜
間
あ
る
い
は
早
朝
に
利
用
し
た
り
、
長
時
間
に
わ
た
り
継
続
乗
車
す
る
こ

と
は
避
け
る
こ
と
。

（
３
）　
利
用
す
る
交
通
機
関
の
関
係
責
任
者
と
事
前
に
連
絡
を
と
り
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
打
ち

合
わ
せ
を
行
い
、
特
に
、
安
全
に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
。
ま
た
、
バ
ス
の
契
約
に
あ

た
っ
て
は
、
運
転
士
の
技
倆
、
経
験
等
に
注
意
す
る
こ
と
。

3　
保
健
衛
生
に
関
す
る
事
項

（
１
） 
 事
前
に
ひ
と
り
ひ
と
り
の
児
童
生
徒
の
健
康
状
態
を
調
べ
、
遠
足
・
修
学
旅
行
に
参

加
す
る
こ
と
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
児
童
生
徒
に
つ
い
て
は
、
特
別
な
配
慮
を
す
る
こ

と
。

（
２
） 
　
関
係
の
保
健
所
と
の
連
絡
を
と
り
、
目
的
地
等
の
衛
生
状
態
の
調
査
や
衛
生
監
視
に

つ
い
て
協
力
を
求
め
る
こ
と
。

（
３
） 
　
実
施
中
の
健
康
管
理
を
徹
底
す
る
た
め
、
な
る
べ
く
養
護
教
員
ま
た
は
学
校
医
を
参

加
さ
せ
る
こ
と
。

（
４
） 
　
実
施
中
、
常
に
児
童
生
徒
の
健
康
状
態
に
注
意
す
る
と
と
も
に
、
食
物
や
飲
料
水
に

つ
い
て
も
、
細
心
の
注
意
を
払
う
こ
と
。
特
に
食
中
毒
等
の
起
こ
り
や
す
い
時
期
の
健

康
の
管
理
に
つ
い
て
は
特
別
の
配
慮
を
す
る
こ
と
。

ま
た
、
実
施
後
の
児
童
生
徒
の
健
康
状
態
に
つ
い
て
も
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し
、
必
要

な
措
置
を
行
う
こ
と
。

4　
非
行
等
に
関
す
る
事
項

（
１
） 
　
平
常
か
ら
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
児
童
生
徒
の
理
解
を
深
め
、
そ
の
指
導
に
努
め
る
と

と
も
に
、
実
施
中
に
お
い
て
児
童
生
徒
が
非
行
を
犯
し
た
り
、
被
害
を
受
け
た
り
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
注
意
す
る
こ
と
。

（
２
） 
　
児
童
生
徒
の
掌
握
を
い
っ
そ
う
徹
底
し
、
自
由
行
動
中
に
お
い
て
も
規
律
を
守
ら

せ
、
放
じ
ゅ
う
に
流
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
指
導
し
、
特
に
、
飲
酒
、
喫
煙
、
不
純
異

性
交
遊
等
の
非
行
に
お
ち
い
る
こ
と
の
な
い
よ
う
厳
に
注
意
す
る
こ
と
。

（
３
） 
　
所
持
品
の
整
理
整
頓
を
励
行
さ
せ
、
紛
失
や
盗
難
等
の
事
故
が
お
こ
ら
な
い
よ
う
に

注
意
す
る
こ
と
。

（
備
考
） 以
上
の
ほ
か
、
事
故
防
止
に
つ
い
て
は
、
昭
和
28
年
7月
10
日
付
け
文
初
中
第
41
3号
、

昭
和
30
年
9
月
13
日
付
け
文
初
中
第
37
2
号
お
よ
び
昭
和
36
年
6
月
3
日
付
け
国
初
第
37

号
を
、
ま
た
、
特
に
保
健
衛
生
に
つ
い
て
は
、
昭
和
28
年
5
月
12
日
付
け
文
初
保
第
26
0

号
お
よ
び
昭
和
30
年
4
月
4
日
付
け
文
初
中
第
16
5
号
を
参
照
し
て
遺
漏
の
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
。

○
児
童
生
徒
の
体
育
活
動
に
よ
る
事
故
の
防
止
等
に
つ
い
て

（昭
45
・
6・
26
　
文
体
体
第
16
9
号
　
文
部
省
体
育
局
長
か
ら
各
都
道
府
県
教

育
委
員
会
教
育
長
、
各
都
道
府
県
知
事
、
附
属
学
校
を
置
く
各
国
立
大
学
長
、

各
国
立
高
等
学
校
長
あ
て
　
通
達

）
学
校
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
体
育
活
動
の
指
導
に
あ
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
ひ
と
り
ひ

と
り
の
健
康
状
態
や
技
能
の
程
度
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
掌
握
し
て
、
そ
れ
に
即
し
た
適
切
な
指
導
を

行
な
う
必
要
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
最
近
、
こ
の
よ
う
な
配
慮
を
欠
い

た
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
不
慮
の
事
故
が
続
い
て
発
生
し
て
い
る
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
遺
憾

で
あ
り
ま
す
。

生
徒
の
体
育
活
動
に
よ
る
事
故
の
防
止
等
に
つ
い
て
は
、「
学
校
の
体
育
行
事
等
に
お
け
る

事
故
防
止
に
つ
い
て
」（
昭
和
41
年
2
月
8
日
付
け
文
体
体
第
83
号
、
文
部
省
体
育
局
長
通
達
）

〔
別
紙
1〕
、「
中
学
校
、
高
等
学
校
に
お
け
る
運
動
ク
ラ
ブ
の
指
導
に
つ
い
て
」（
昭
和
43
年
11

月
8
日
付
け
文
体
体
第
22
3
号
文
部
省
体
育
局
長
通
達
）〔
別
紙
2〕
を
も
っ
て
、
関
係
者
の
格

別
の
ご
配
慮
を
お
願
い
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
、
下
記
事
項
に
留
意
の
う
え
、
児
童

生
徒
の
体
育
活
動
中
に
お
け
る
事
故
防
止
の
徹
底
を
は
か
る
よ
う
ご
配
慮
願
い
ま
す
。

な
お
、
貴
管
下
の
教
育
委
員
会
お
よ
び
学
校
に
対
し
、
こ
の
趣
旨
の
周
知
徹
底
方
に
つ
い

て
、
よ
ろ
し
く
お
取
り
計
ら
い
願
い
ま
す
。

記

１
　
児
童
生
徒
の
保
健
管
理
の
徹
底
を
は
か
り
、
体
育
活
動
の
指
導
を
行
な
う
場
合
に
は
、
あ

ら
か
じ
め
体
育
活
動
に
支
障
の
あ
る
既
往
症
の
有
無
に
つ
い
て
熟
知
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て

適
切
な
指
導
を
行
な
う
こ
と
。
特
に
、
新
入
学
児
童
生
徒
に
つ
い
て
は
、
就
学
時
健
康
診
断

票
、
あ
る
い
は
進
学
の
際
、
小
学
校
ま
た
は
中
学
校
か
ら
送
付
さ
れ
た
健
康
診
断
票
に
よ
り

児
童
生
徒
の
健
康
状
態
を
明
確
に
掌
握
し
て
お
く
こ
と
。

２
　
対
外
運
動
競
技
に
生
徒
を
参
加
さ
せ
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
健
康
診
断
を
受
け
さ
せ

る
等
、
選
手
の
健
康
管
理
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
留
意
し
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
が
あ
る
場
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合
に
は
競
技
に
参
加
さ
せ
な
い
等
の
措
置
を
と
る
こ
と
。

ま
た
、
特
に
危
険
を
伴
う
よ
う
な
運
動
種
目
の
選
手
の
選
考
に
あ
た
っ
て
は
、
過
去
の
競

技
歴
等
を
検
討
し
て
選
考
す
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

３
　
体
育
活
動
に
使
用
す
る
器
械
器
具
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
安
全
点
検
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん

に
行
な
う
こ
と
。

４
　
運
動
ク
ラ
ブ
の
指
導
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
活
動
の
実
態
を
掌
握
す
る
た
め
の
指
導
組
織

の
再
検
討
を
行
な
い
指
導
の
徹
底
を
は
か
り
、
い
き
す
ぎ
た
練
習
や
暴
力
行
為
が
行
な
わ
れ

な
い
よ
う
、
格
段
の
配
慮
を
す
る
こ
と
。

５
　
日
常
、
運
動
を
行
な
う
場
合
に
お
い
て
も
、
児
童
生
徒
が
自
己
の
健
康
状
態
や
体
力
の
現

状
を
知
り
、
そ
れ
に
応
じ
て
運
動
を
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
指
導
の
徹
底
を
は
か
る

こ
と
。

別
紙
１

学
校
の
体
育
行
事
等
に
お
け
る
事
故
防
止
に
つ
い
て

（昭
41
・
2・
8　
文
体
体
第
83
号
　
文
部
省
体
育
局
長
か
ら
各
都
道
府
県
教
育

委
員
会
、
各
都
道
府
県
知
事
、
附
属
学
校
を
置
く
各
国
立
大
学
長
、
各
国
立
高

等
学
校
長
あ
て
　
通
達

）
青
少
年
の
健
康
増
進
と
体
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
体
育
活
動
を
活
発
に
行
な
う
こ
と
は
、

き
わ
め
て
必
要
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
最
近
、
中
学
校
、
高
等
学
校
の
体
育
活
動
に
お
い
て
、
生
徒
の
け
が
･
死
亡
等
の

事
故
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
遺
憾
で
あ
り
ま
す
。

つ
い
て
は
、
学
校
行
事
等
ま
た
は
ク
ラ
ブ
活
動
に
お
け
る
体
育
活
動
の
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
下
記
事
項
に
留
意
の
う
え
実
施
す
る
よ
う
、
貴
管
下
関
係
方
面
に
周
知
さ
せ
て
下
さ
い
。

記

１
　
学
校
行
事
等
ま
た
は
ク
ラ
ブ
活
動
に
お
け
る
体
育
活
動
（
以
下
「
体
育
活
動
」
と
い
う
。）

の
計
画
は
、
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
に
即
し
て
作
成
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
生

徒
の
健
康
状
態
や
体
力
等
の
差
異
を
考
慮
し
た
内
容
と
し
、
画
一
的
な
計
画
を
さ
け
る
こ

と
。

２
　
体
育
活
動
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
生
徒
の
健
康
診
断
、
健
康
相
談
、
健
康

観
察
等
を
徹
底
し
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
場
合
に
は
、
参
加
に
つ
い
て
の
規
制
を

す
る
等
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

３
　
体
育
活
動
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
指
導
が
徹
底
す
る
よ
う
に
配
慮
す
る
と
と
も

に
、
常
に
事
故
防
止
に
留
意
し
、
必
要
に
応
じ
て
直
ち
に
救
急
等
の
措
置
が
と
れ
る
よ
う
準

備
し
て
お
く
こ
と
。

別
紙
２

中
学
校
、
高
等
学
校
に
お
け
る
運
動
ク
ラ
ブ
の
指
導
に
つ
い
て

（
昭
43
・
11
・
8　
文
体
体
第
22
3
号

文
部
省
体
育
局
長
か
ら
　
通
達
）

中
学
校
、
高
等
学
校
に
お
け
る
運
動
ク
ラ
ブ
は
、
各
種
の
運
動
の
練
習
を
通
じ
て
生
徒
の
自

発
的
な
活
動
を
助
長
し
、
心
身
の
健
全
な
発
達
を
促
し
、
進
ん
で
規
律
を
守
り
、
た
が
い
に
協

力
し
て
責
任
を
果
た
す
な
ど
の
社
会
生
活
を
営
む
に
必
要
な
態
度
を
養
う
よ
い
機
会
で
あ
り
ま

す
が
、
指
導
が
行
き
届
か
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
規
律
が
乱
れ
た
り
、
勝
敗
に
と
ら
わ
れ
て

ゆ
き
す
ぎ
た
練
習
や
暴
力
的
行
為
が
行
わ
れ
た
り
す
る
な
ど
の
あ
や
ま
っ
た
行
動
を
招
く
お
そ

れ
が
あ
り
、
最
近
、
そ
の
よ
う
な
望
ま
し
く
な
い
事
例
が
一
部
に
み
ら
れ
た
こ
と
は
、
ま
こ
と

に
遺
憾
で
あ
り
ま
す
。

運
動
ク
ラ
ブ
の
指
導
に
つ
い
て
は
、「
中
学
校
、
高
等
学
校
に
お
け
る
運
動
部
の
指
導
に
つ

い
て
（
昭
和
32
年
5月
16
日
文
初
中
第
27
5号
、
文
部
省
初
等
中
等
教
育
局
長
通
達
）」
を
も
っ

て
、
関
係
者
の
格
別
の
ご
配
慮
を
お
願
い
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
下
記
事
項
に
留
意

し
、
い
っ
そ
う
成
果
を
あ
げ
る
よ
う
ご
配
慮
願
い
ま
す
。

な
お
、
貴
管
下
の
教
育
委
員
会
お
よ
び
学
校
に
対
し
、
こ
の
趣
旨
の
周
知
徹
底
に
つ
い
て
、

よ
ろ
し
く
お
取
り
計
ら
い
願
い
ま
す
。

記

１
　
校
長
を
は
じ
め
運
動
部
長
な
ど
の
運
動
ク
ラ
ブ
の
責
任
者
、
種
目
別
の
各
ク
ラ
ブ
担
当
教

員
な
ど
に
よ
る
指
導
組
織
を
確
立
し
、
関
係
教
員
全
員
が
連
係
を
密
に
し
、
協
力
し
て
指
導

の
徹
底
を
図
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

２
　
種
目
別
の
各
運
動
ク
ラ
ブ
担
当
教
員
は
直
接
指
導
に
当
た
る
よ
う
に
努
め
る
と
と
も
に
、

関
係
教
員
相
互
の
協
力
体
制
を
整
え
て
、
部
員
か
ら
必
要
に
応
じ
報
告
を
求
め
た
り
、
随
時

巡
回
し
た
り
す
る
な
ど
の
適
当
な
方
法
に
よ
り
そ
の
活
動
状
況
を
た
が
い
に
連
絡
し
あ
う
よ

う
に
し
、
運
動
ク
ラ
ブ
の
活
動
の
実
態
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
掌
握
す
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

３
　
部
員
の
健
康
管
理
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
留
意
す
る
と
と
も
に
、
望
ま
し
い
人
間
関
係
の
育
成
に

留
意
し
、
運
動
ク
ラ
ブ
に
明
朗
快
活
な
気
風
を
育
て
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
、
学

級
（
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
）
担
当
教
員
や
父
兄
と
も
じ
ゅ
う
ぶ
ん
連
絡
を
保
つ
よ
う
に
す
る
こ

と
。

４
　
運
動
ク
ラ
ブ
活
動
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
時
間
を
有
効
に
用
い
、
生
徒
の
生
活
全
体

か
ら
み
て
調
和
の
失
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と
。
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○
学
校
等
に
お
け
る
理
科
系
実
験
用
薬
品
類
の
管
理
に
つ
い
て

（
昭
53
・
7・
1　
文
管
指
第
20
6
号
　
文
部
省
管
理
局
長
か
ら
各
都
道
府
県
教
育

委
員
会
教
育
長
、
各
都
道
府
県
知
事
あ
て
　
通
知

）
学
校
等
に
お
け
る
理
科
系
実
験
用
薬
品
類
の
安
全
管
理
の
徹
底
に
つ
き
ま
し
て
は
、
か
ね
て

か
ら
ご
配
慮
を
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
去
る
6
月
12
日
に
発
生
し
た
宮
城
県
沖

の
地
震
の
際
、
化
学
実
験
用
薬
品
の
容
器
の
転
倒
落
下
等
に
よ
る
混
合
発
火
と
推
定
さ
れ
る
学

校
火
災
が
発
生
し
た
こ
と
は
遺
憾
で
あ
り
ま
す
。

つ
い
て
は
、
貴
管
下
の
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、
特
殊
教
育
諸
学
校
、
専
修
学
校
、

各
種
学
校
等
に
お
け
る
理
科
系
実
験
用
薬
品
類
の
保
管
管
理
に
つ
い
て
、
地
震
時
に
お
け
る
火

災
防
止
等
の
た
め
、
下
記
事
項
に
ご
留
意
の
上
ご
指
導
を
願
い
ま
す
。

な
お
、
消
防
庁
か
ら
別
紙
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
参
考
の
た
め
添
付
し
ま
す
。

記

１
　
管
理
体
制
の
整
備

薬
品
類
の
管
理
責
任
者
及
び
使
用
責
任
者
等
を
定
め
て
、
薬
品
類
の
保
管
・
管
理
及
び
使

用
に
あ
た
っ
て
の
安
全
管
理
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
。

２
　
薬
品
類
の
保
管
・
管
理

（
１
） 
　
薬
品
類
は
、
実
験
台
上
等
に
放
置
せ
ず
、
収
納
戸
棚
等
に
保
管
し
転
落
を
防
止
す
る

こ
と
。

（
２
） 
 薬
品
類
の
収
納
戸
棚
等
は
、
地
震
動
に
よ
り
転
倒
し
な
い
よ
う
必
要
な
措
置
を
講
ず

る
こ
と
。

（
３
） 
　
混
合
す
る
と
発
火
等
の
お
そ
れ
が
あ
る
薬
品
は
、
分
類
整
備
の
上
、
別
々
に
収
納
・

保
管
す
る
こ
と
。

（
４
） 
　
そ
の
他
消
防
法
等
関
係
法
令
の
規
定
に
基
づ
き
適
切
な
保
管
・
管
理
を
行
う
こ
と
。

３
　
実
験
時
に
お
け
る
安
全
の
確
保

（
１
） 
　
実
験
中
に
お
け
る
薬
品
容
器
、
実
験
器
具
の
転
倒
・
転
落
防
止
並
び
に
転
倒
・
転
落

等
に
よ
る
火
災
等
の
防
止
に
必
要
な
対
策
を
講
ず
る
こ
と
。

（
２
） 
　
児
童
・
生
徒
等
に
対
し
て
、
実
験
中
地
震
を
感
知
し
た
場
合
の
緊
急
措
置
に
関
す
る

安
全
教
育
を
徹
底
す
る
こ
と
。

４
　
初
期
消
火
体
制
の
整
備

万
一
や
む
を
得
ず
出
火
し
た
場
合
に
備
え
て
、
定
期
的
に
消
火
器
等
の
消
防
用
設
備
の
点

検
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
適
宜
消
火
訓
練
を
実
施
し
、
薬
品
類
に
よ
る
火
災
の
消
火
に
つ

い
て
の
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

別
紙
 

昭
53
・
6・
27
　
消
防
危
第
86
号
「
学
校
施
設
の
実
験
室
等
に
貯
蔵
す
る
危
険
物

に
よ
る
出
火
防
止
に
つ
い
て
」
消
防
庁
危
険
物
規
制
課
長
か
ら
文
部
省
管
理
局
指

導
課
長
あ
て
　
通
知

（
略
）

別
紙

学
校
等
に
お
け
る
実
験
用
危
険
物
の
管
理
等
の
徹
底
に
つ
い
て

（
昭
53
・
6・
27
　
消
防
危
第
85
号
　
消
防
庁
危
険
物
規
制
課
長
か
ら
各
都
道
府

県
消
防
主
管
部
長
あ
て

）
危
険
物
の
貯
蔵
・
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
か
ね
て
よ
り
防
災
対
策
に
万
全
を
期
す
る
よ
う
ご

指
導
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
既
に
ご
承
知
の
と
お
り
、
去
る
6
月
12
日
、
17
時
14

分
に
発
生
し
た
19
78
年
宮
城
県
沖
地
震
に
お
い
て
東
北
大
学
等
の
化
学
実
験
室
か
ら
実
験
用

危
険
物
等
の
混
合
発
火
と
推
定
さ
れ
る
火
災
が
数
件
発
生
し
た
。

少
量
の
危
険
物
を
貯
蔵
し
、
又
は
取
扱
う
場
合
に
お
け
る
地
震
時
の
火
災
予
防
対
策
に
つ
い

て
は
、
火
災
予
防
条
例
準
則
第
30
条
第
6
号
に
規
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
特
に
、

化
学
実
験
室
等
比
較
的
少
量
の
危
険
物
等
を
多
種
類
取
扱
う
施
設
の
地
震
時
の
火
災
予
防
対
策

と
し
て
は
、
危
険
物
が
収
納
さ
れ
た
容
器
等
の
転
倒
、
落
下
、
破
損
等
を
防
止
す
る
た
め
の
管

理
の
徹
底
を
計
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
に
が
ん
が
み
下
記
事
項
を
留
意
の
う
え
、

化
学
実
験
室
等
を
有
す
る
学
校
、
企
業
及
び
研
究
機
関
並
び
に
薬
局
等
に
対
し
、
実
験
用
危
険

物
等
の
管
理
に
つ
い
て
徹
底
を
期
す
る
よ
う
ご
指
導
願
い
た
い
。

な
お
、
貴
管
下
市
町
村
に
対
し
て
も
こ
の
旨
示
達
さ
れ
、
よ
ろ
し
く
ご
指
導
願
い
た
い
。

記

１
　
危
険
物
収
納
容
器

危
険
物
を
収
納
す
る
容
器
は
、
危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
規
則
別
表
第
3
に
掲
げ
る
運
搬

容
器
の
う
ち
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
び
ん
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
容
器
等
容
器
の
落
下
・
転
倒
等
に
よ

り
容
易
に
破
損
し
な
い
材
質
の
も
の
を
使
用
す
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
。

２
　
危
険
物
の
保
管
場
所

危
険
物
を
収
納
し
た
容
器
の
保
管
は
、
棚
を
避
け
、
次
の
戸
棚
に
収
納
す
る
よ
う
に
努
め

る
こ
と
。

（
１
） 
　
戸
棚
は
、
不
燃
性
の
材
料
で
作
ら
れ
、
か
つ
、
奥
行
き
の
深
い
頑
丈
な
も
の
で
あ
る

こ
と
。

（
２
） 
　
戸
棚
は
、
引
き
違
い
戸
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。
な
お
、
観
音
開
き
の
も
の
で
あ
る
場

合
は
、
震
動
に
よ
り
戸
が
開
く
の
を
防
止
す
る
た
め
の
止
金
を
設
け
た
も
の
で
あ
る
こ
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と
。

（
３
） 
　
戸
棚
の
棚
は
、
固
定
し
た
も
の
で
、
か
つ
、
容
器
の
転
倒
、
落
下
を
防
止
す
る
た
め

の
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
４
） 
　
戸
棚
は
、
建
築
物
の
壁
、
柱
等
に
固
定
す
る
こ
と
。

３
　
危
険
物
の
保
管
方
法

危
険
物
を
収
納
し
た
容
器
の
保
管
に
際
し
て
は
、
次
の
事
項
に
配
慮
す
る
こ
と
。

（
１
） 
　
容
器
は
、
密
栓
し
て
保
管
す
る
こ
と
。

（
２
） 
　
容
器
の
多
段
積
み
を
避
け
る
こ
と
。

（
３
） 
　
混
合
発
火
の
お
そ
れ
の
あ
る
危
険
物
を
収
納
し
た
容
器
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
離
れ

た
位
置
に
あ
る
戸
棚
等
に
収
納
す
る
こ
と
。

（
４
） 
　
自
然
発
火
の
お
そ
れ
の
あ
る
危
険
物
は
、
保
護
液
を
十
分
満
た
し
て
お
く
こ
と
。

（
５
） 
　
特
に
危
険
性
の
大
き
い
危
険
物
は
、
戸
棚
等
の
上
段
に
収
納
す
る
こ
と
を
避
け
る
と

と
も
に
、
必
要
に
応
じ
、
砂
箱
内
に
収
納
す
る
等
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

（
６
） 
　
容
器
を
収
納
し
た
戸
棚
の
戸
は
、
必
ず
閉
め
て
お
く
こ
と
。

４
　
実
験
器
具
等
に
対
す
る
配
慮

震
動
等
に
よ
り
破
損
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
実
験
器
具
等
を
用
い
て
実
験
等
を
行
う
場
合
に

あ
っ
て
は
、
器
具
等
が
破
損
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
危
険
物
の
拡
散
を
防
止
す
る
こ
と
が

で
き
る
措
置
を
講
じ
ら
れ
た
場
所
で
行
う
等
の
配
慮
を
す
る
こ
と
。

５
　
緊
急
時
の
措
置
等

実
験
室
等
に
お
い
て
危
険
物
の
取
扱
い
中
に
地
震
を
覚
知
し
た
場
合
は
、
直
ち
に
、
実
験

等
を
中
止
す
る
と
と
も
に
、
次
の
措
置
等
を
講
じ
る
こ
と
。

（
１
） 
　
使
用
中
の
火
気
の
始
末
及
び
消
火
の
確
認

（
２
） 
　
使
用
中
の
危
険
物
の
戸
棚
等
へ
の
収
納

（
３
） 
　
混
合
発
火
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
危
険
物
を
取
扱
っ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ

ら
危
険
物
の
混
合
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置

（
４
） 
　
戸
棚
の
戸
の
閉
鎖
の
確
認

○
修
学
旅
行
に
お
け
る
安
全
確
保
の
徹
底
に
つ
い
て

（
昭
63
・
3・
31
　
文
初
高
第
13
9
号
　
事
務
次
官
か
ら
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会

教
育
長
、
各
都
道
府
県
知
事
、
附
属
学
校
を
置
く
各
国
立
大
学
長
あ
て
　
通
達
）

今
回
、
海
外
を
修
学
旅
行
中
の
生
徒
に
多
数
の
死
傷
者
を
出
す
事
故
が
発
生
し
た
こ
と
は
、

誠
に
遺
憾
に
堪
え
な
い
。

小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
等
に
お
け
る
修
学
旅
行
に
つ
い
て
は
、
か
ね
て
か
ら
、
事
故

の
絶
無
を
期
し
、
安
全
確
保
の
た
め
に
適
切
な
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
る
よ
う
配
慮
願
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
際
、
こ
れ
ま
で
の
指
導
の
在
り
方
を
見
直
し
、
安
全
確
保
の
徹
底
に
つ

き
特
段
の
措
置
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

つ
い
て
は
、
特
に
下
記
の
諸
点
に
つ
い
て
留
意
の
上
、
修
学
旅
行
が
安
全
で
か
つ
有
意
義
に

実
施
さ
れ
る
よ
う
特
段
の
御
配
慮
を
願
い
た
い
。

お
っ
て
、
貴
管
下
の
市
町
村
教
育
委
員
会
及
び
学
校
に
対
し
こ
の
趣
旨
の
徹
底
が
図
ら
れ
る

よ
う
よ
ろ
し
く
取
り
計
ら
い
願
い
た
い
。

記

１
　
修
学
旅
行
は
、
平
素
と
異
な
る
生
活
環
境
の
中
に
あ
っ
て
見
聞
を
広
げ
、
集
団
生
活
の
き

ま
り
を
守
り
、
公
衆
道
徳
に
つ
い
て
望
ま
し
い
体
験
を
得
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
す
る
意
義

あ
る
教
育
活
動
で
あ
る
が
、
一
方
で
、
校
外
を
集
団
で
行
動
す
る
こ
と
等
に
伴
い
、
絶
え
ず

事
故
等
の
発
生
の
余
地
を
は
ら
ん
だ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

こ
の
た
め
、
学
校
に
お
い
て
は
、
修
学
旅
行
の
計
画
実
施
に
当
た
り
、
そ
の
実
施
の
ね
ら

い
、
教
育
的
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
旅
行
経
路
、
交
通
機
関
、
現
地
の
状
況
等

に
つ
い
て
の
事
前
の
実
地
調
査
の
実
施
、
引
率
体
制
等
の
充
実
、
万
一
の
事
故
発
生
等
緊
急

時
の
連
絡
体
制
・
医
療
体
制
等
の
点
検
、
保
護
者
の
理
解
の
徹
底
等
、
細
心
か
つ
周
到
な
準

備
を
整
え
、
関
係
業
者
に
過
度
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
主
体
性
を
も
っ
て
修
学
旅
行
の
安
全

確
保
に
つ
き
万
全
を
期
す
る
こ
と
。

２
　
学
校
の
管
理
機
関
等
に
お
い
て
は
、
平
素
か
ら
、
各
学
校
に
対
し
て
、
修
学
旅
行
の
も
つ

意
義
と
留
意
点
に
つ
い
て
の
理
解
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
各
学
校
の
修
学
旅
行
の
計
画

実
施
が
児
童
生
徒
の
安
全
と
健
康
の
保
持
上
無
理
な
く
適
切
な
も
の
で
あ
る
か
に
つ
き
、
十

分
な
実
態
の
把
握
と
必
要
な
指
導
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
万
一
、
事
故
等
緊
急
の
対
応
が
必

要
な
場
合
、
す
み
や
か
な
対
応
の
と
れ
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
。

３
　
海
外
修
学
旅
行
は
、
外
国
へ
の
旅
行
を
通
じ
、
外
国
人
と
の
交
流
や
、
外
国
の
文
物
に
接

す
る
機
会
を
得
、
国
際
理
解
を
深
め
る
な
ど
、
意
義
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、
我
が
国
と
は
、

環
境
や
風
俗
・
習
慣
、
保
健
衛
生
、
交
通
事
情
、
通
信
連
絡
体
制
、
医
療
体
制
等
の
異
な
る

地
へ
の
旅
行
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
学
校
及
び
学
校
の
管
理
機
関
等
に
お
い
て
は
、
上
記
1
及

び
2
で
示
し
た
安
全
確
保
の
た
め
の
留
意
事
項
に
即
し
た
指
導
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、

日
程
や
経
費
等
に
つ
い
て
も
無
理
の
な
い
も
の
と
な
る
よ
う
特
段
の
配
慮
が
必
要
で
あ
る
こ

と
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
に
つ
い
て
保
護
者
の
十
分
な
理
解
を
得
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。

こ
の
た
め
、
学
校
の
管
理
機
関
等
は
、
海
外
修
学
旅
行
に
つ
い
て
、
事
前
の
届
出
又
は
承

認
な
ど
に
よ
り
必
要
な
指
導
を
行
い
、
安
全
確
保
等
に
つ
き
、
遺
漏
の
な
い
よ
う
措
置
を
講

ず
る
こ
と
。
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○
学
校
施
設
の
安
全
管
理
の
徹
底
等
に
つ
い
て

（平
11
・
6・
2　
事
務
連
絡
　
文
部
省
大
臣
官
房
文
教
施
設
部
指
導
課
、
体
育
局
学
校

健
康
教
育
課
か
ら
附
属
学
校
を
置
く
各
国
立
大
学
事
務
局
、
各
国
公
私
立
高
等
専
門

学
校
、
国
立
久
里
浜
養
護
学
校
、
各
都
道
府
県
私
立
学
校
主
管
課
、
各
都
道
府
県
教

育
委
員
会
施
設
主
管
課
、
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
学
校
安
全
主
管
課
あ
て

）
学
校
に
お
け
る
安
全
教
育
及
び
安
全
管
理
に
つ
い
て
は
、
か
ね
て
か
ら
特
段
の
配
慮
を
お
願

い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
遺
憾
な
が
ら
去
る
5
月
29
日
、
福
岡
県
前
原
市
の
小
学
校
に
お

い
て
、
国
旗
掲
揚
ポ
ー
ル
の
倒
壊
に
よ
る
死
亡
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

事
故
の
原
因
に
つ
い
て
は
現
在
究
明
中
で
す
が
、
同
様
の
事
故
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
、

下
記
の
点
に
留
意
し
、
取
り
急
ぎ
学
校
に
お
け
る
安
全
点
検
の
実
施
等
を
お
願
い
し
ま
す
。

記

１
　
国
旗
、
校
旗
等
を
掲
揚
す
る
大
型
の
ポ
ー
ル
（
特
に
、
設
置
後
相
当
年
数
を
経
過
し
て
い

る
鉄
製
の
も
の
）
に
つ
い
て
は
、
ポ
ー
ル
の
固
定
部
分
を
中
心
に
、
目
視
、
打
診
（
ハ
ン

マ
ー
等
に
よ
り
軽
く
た
た
く
）
等
に
よ
り
、
錆
等
に
よ
る
ポ
ー
ル
の
断
面
欠
損
・
変
形
、
ボ

ル
ト
等
固
定
部
分
の
欠
落
・
変
形
等
が
な
い
か
早
急
に
点
検
し
、
必
要
に
応
じ
、
補
修
、
取

り
替
え
等
適
切
な
安
全
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

な
お
、
点
検
の
際
に
塗
装
の
浮
き
や
剥
が
れ
、
錆
が
あ
る
場
合
は
、
当
該
部
分
の
塗
装
等

を
除
去
し
た
後
、
点
検
を
実
施
す
る
こ
と
。

ま
た
、
塗
装
に
よ
り
、
ポ
ー
ル
金
属
部
分
の
断
面
欠
損
等
が
わ
か
り
づ
ら
い
場
合
が
あ
る

の
で
留
意
す
る
こ
と
。（
別
紙
参
照
）

２
　
そ
の
他
の
学
校
の
施
設
・
設
備
に
つ
い
て
も
、「
小
学
校
安
全
指
導
の
手
引
き
（
三
訂

版
）」
及
び
「
中
学
校
安
全
指
導
の
手
引
（
三
訂
版
）」
を
参
考
と
し
つ
つ
、
各
学
校
で
定
め

ら
れ
て
い
る
「
学
校
保
健
安
全
計
画
」
等
に
基
づ
い
て
定
期
点
検
を
実
施
す
る
等
、
安
全
管

理
の
徹
底
を
図
る
こ
と
。

３
　
各
教
科
、
道
徳
及
び
特
別
活
動
を
通
じ
て
、
児
童
生
徒
に
対
し
て
、
安
全
な
生
活
を
営
む

た
め
に
必
要
な
事
柄
に
つ
い
て
理
解
さ
せ
る
と
と
も
に
、
日
常
生
活
、
通
学
時
や
災
害
時
に

安
全
な
行
動
が
で
き
る
よ
う
な
態
度
や
能
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
よ
う
安
全
教
育
の
一
層
の

充
実
に
努
め
る
こ
と
。

別
添

ポ
ー
ル
の
固
定
例
と
主
な
点
検
内
容
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参
考

福
岡
県
前
原
市
の
ポ
ー
ル
倒
壊
事
故
に
つ
い
て

１
.　
事
故
の
経
緯

5月
29
日
（
土
）
午
前
11
時
40
分
頃
、
福
岡
県
前
原
市
の
小
学
校
の
運
動
場
に
お
い
て
、

運
動
会
の
準
備
中
に
国
旗
掲
揚
ポ
ー
ル
が
倒
れ
、
小
学
5
年
生
の
男
子
児
童
の
頭
部
を
直
撃

し
、
死
亡
。

２
.　
事
故
発
生
時
の
状
況

午
前
10
時
25
分
よ
り
、
翌
日
の
運
動
会
の
準
備
の
た
め
、
児
童
と
教
職
員
が
会
場
設
営

を
開
始
。
万
国
旗
設
営
係
は
、
万
国
旗
の
4
本
の
ロ
ー
プ
を
ポ
ー
ル
を
中
心
に
し
て
四
方
に

広
げ
る
作
業
を
行
っ
た
後
、
万
国
旗
の
ロ
ー
プ
を
国
旗
掲
揚
ロ
ー
プ
に
結
び
つ
け
、
掲
揚
。

地
上
12
m
ま
で
上
げ
、
万
国
旗
の
張
り
具
合
を
確
か
め
て
い
た
と
き
、
突
然
ポ
ー
ル
が
倒
れ

る
。

３
.　
ポ
ー
ル
の
状
況

ポ
ー
ル
は
、
高
さ
約
15
m
、
直
径
約
11
㎝
の
鉄
製
で
、
高
さ
約
1.
2m
の
石
柱
に
2
本
の

ボ
ル
ト
で
固
定
さ
れ
て
い
た
。
昭
和
52
年
に
運
動
場
北
側
に
設
置
さ
れ
、
22
年
経
過
し
て

い
る
。

折
れ
た
部
分
は
、
高
さ
約
1m
の
上
部
の
ボ
ル
ト
付
近
で
あ
り
、
ポ
ー
ル
内
部
が
腐
食
し

て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
事
前
点
検
の
段
階
で
は
、
外
部
塗
装
が
あ
っ
た
た
め
、
内
部
の
腐

食
状
況
の
確
認
は
困
難
で
あ
っ
た
。

○
学
校
水
泳
プ
ー
ル
の
安
全
管
理
に
つ
い
て

（平
11
・
6・
25
　
文
体
体
第
23
2
号
　
文
部
省
体
育
局
長
か
ら
各
都
道
府
県
教

育
委
員
会
教
育
長
、
各
都
道
府
県
知
事
、
附
属
学
校
を
置
く
各
国
立
大
学
長
、

各
国
立
高
等
専
門
学
校
長
あ
て
　
通
知

）
学
校
水
泳
プ
ー
ル
の
安
全
管
理
に
つ
い
て
は
、
か
ね
て
か
ら
適
切
な
管
理
・
指
導
を
お
願
い

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
時
期
、
プ
ー
ル
指
導
の
実
施
、
夏
休
み
中
の

プ
ー
ル
開
放
等
児
童
生
徒
の
学
校
水
泳
プ
ー
ル
の
使
用
が
増
加
す
る
に
当
た
り
、
下
記
事
項
に

留
意
の
う
え
、
引
き
続
き
、
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会

に
あ
っ
て
は
域
内
の
各
市
町
村
の
教
育
委
員
会
及
び
関
係
機
関
に
対
し
て
、
ま
た
、
各
都
道
府

県
知
事
に
あ
っ
て
は
所
轄
の
私
立
学
校
、
学
校
法
人
に
対
し
て
、
国
立
大
学
長
に
あ
っ
て
は
管

下
の
学
校
に
対
し
て
、
周
知
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
際
、「
水
泳
指
導
の
手
引
き
〔
改
訂
版
〕（
文
部
省
）」
及
び
「
学
校
に
お
け
る

水
泳
事
故
防
止
必
携
〔
新
訂
版
〕（
日
本
体
育
･
学
校
健
康
セ
ン
タ
ー
）」
を
参
考
と
す
る
よ

う
、
併
せ
て
周
知
願
い
ま
す
。

な
お
、
平
成
10
年
12
月
10
日
付
け
文
総
審
第
80
号
「
通
知
・
通
達
等
の
見
直
し
に
つ
い
て
」

に
お
い
て
通
知
し
た
と
お
り
、
文
部
省
で
は
、
行
政
運
営
の
明
確
化
・
効
率
化
等
を
推
進
す
る

観
点
か
ら
、
同
一
・
類
似
の
主
題
に
係
る
複
数
の
通
知
・
通
達
等
の
整
理
・
統
合
化
を
行
う
こ

と
と
し
て
お
り
、
別
紙
に
掲
げ
る
通
知
は
廃
止
し
ま
す
。

記

１
　
学
校
水
泳
プ
ー
ル
の
排
（
環
）
水
口
に
は
、
堅
固
な
格
子
鉄
蓋
や
金
網
を
設
け
て
ネ
ジ
・

ボ
ル
ト
等
で
固
定
さ
せ
る
（
蓋
の
重
量
の
み
に
よ
る
固
定
は
不
可
）
と
と
も
に
、
吸
い
込
み

防
止
金
具
等
を
設
置
す
る
こ
と
。

２
　
プ
ー
ル
使
用
期
間
中
に
お
い
て
は
、
浄
化
装
置
等
の
適
正
な
作
動
状
況
を
確
認
す
る
な

ど
、
附
属
施
設
を
含
め
て
プ
ー
ル
の
施
設
・
設
備
に
つ
い
て
は
常
時
安
全
点
検
を
行
う
こ
と

と
し
、
特
に
、
排
（
環
）
水
口
に
つ
い
て
は
十
分
な
点
検
を
行
う
こ
と
。

３
 プ
ー
ル
の
新
設
及
び
改
築
に
当
た
っ
て
も
、
上
記
1
及
び
2
が
遵
守
さ
れ
る
よ
う
配
慮
す
る

こ
と
。

別
紙

廃
止
す
る
通
知
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○
昭
和
48
年
10
月
11
日
付
け
48
体
体
第
20
号

　「
学
校
プ
ー
ル
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
」

○
昭
和
52
年
8
月
16
日
付
け
52
体
体
第
31
号

　「
水
泳
プ
ー
ル
の
施
設
設
備
の
整
備
点
検
に
つ
い
て
」

○
昭
和
54
年
8
月
10
日
付
け
54
体
体
第
25
号

　「
水
泳
プ
ー
ル
の
施
設
設
備
の
整
備
点
検
に
つ
い
て
」

○
昭
和
60
年
8
月
28
日
付
け
60
体
体
第
32
号

　「
水
泳
プ
ー
ル
の
安
全
管
理
に
つ
い
て
」

○
平
成
7
年
9
月
11
日
付
け
7
体
体
第
31
号

　「
水
泳
プ
ー
ル
の
安
全
管
理
に
つ
い
て
」

○
平
成
8
年
5
月
20
日
付
け
文
体
体
第
23
2
号

　「
学
校
水
泳
プ
ー
ル
の
安
全
管
理
に
つ
い
て
」

○
平
成
9
年
4
月
15
日
付
け
9
体
体
第
16
号

　「
学
校
水
泳
プ
ー
ル
の
排
（
環
）
水
口
状
況
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
」

○
学
校
水
泳
プ
ー
ル
の
安
全
管
理
に
つ
い
て

（
平
11
・
8・
6　
11
体
体
第
26
号
　
文
部
省
体
育
局
体
育
課
長
か
ら
各
都
道
府

県
教
育
委
員
会
学
校
体
育
主
管
課
長
あ
て
　
通
知

）
学
校
水
泳
プ
ー
ル
の
安
全
管
理
に
つ
い
て
は
、
か
ね
て
か
ら
適
切
な
管
理
・
指
導
を
お
願
い

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
特
に
、
プ
ー
ル
の
排
（
環
）
水
口
に
は
、
堅
固
な
格
子
鉄
蓋
や
金

網
を
設
け
て
ネ
ジ
・
ボ
ル
ト
等
で
固
定
さ
せ
る
こ
と
等
に
つ
い
て
、
平
成
11
年
6
月
25
日
付

け
文
体
体
第
23
2
号
（
文
部
省
体
育
局
長
通
知
）
に
お
い
て
周
知
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
今
夏
、
大
変
遺
憾
な
が
ら
、
小
学
校
の
水
泳
プ
ー
ル
に
お
い
て
、
排
水
口
に

体
の
一
部
が
吸
い
込
ま
れ
て
、
児
童
が
死
亡
す
る
事
故
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。（
別
添
参
照
）

事
故
原
因
に
つ
い
て
は
現
在
調
査
中
で
す
が
、
プ
ー
ル
の
指
導
、
夏
休
み
の
プ
ー
ル
開
放
等

児
童
生
徒
が
学
校
水
泳
プ
ー
ル
を
使
用
し
て
い
る
時
期
で
も
あ
り
、
同
様
の
事
故
の
再
発
を
防

止
す
る
た
め
、
学
校
水
泳
プ
ー
ル
の
安
全
確
認
・
管
理
に
当
た
り
、
前
記
体
育
局
長
通
知
及
び

下
記
の
点
に
留
意
さ
れ
る
よ
う
、
取
り
急
ぎ
再
度
の
周
知
を
お
願
い
し
ま
す
。

記

１
　
排
（
環
）
水
口
の
蓋
等
の
固
定
に
つ
い
て
は
、
目
視
の
み
に
よ
る
確
認
で
な
く
、
必
ず
触

診
及
び
打
診
等
に
よ
り
、
蓋
等
の
欠
損
、
変
形
、
ボ
ル
ト
等
固
定
部
品
の
欠
落
・
変
形
等
が

な
い
か
確
認
し
、
必
要
に
応
じ
て
取
り
替
え
る
な
ど
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

２
　
プ
ー
ル
使
用
時
に
お
い
て
は
、
必
要
な
監
視
員
等
を
配
置
す
る
な
ど
事
故
防
止
の
た
め
の

監
視
体
制
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

３
　
水
泳
プ
ー
ル
の
そ
の
他
の
施
設
・
設
備
に
つ
い
て
も
、
プ
ー
ル
使
用
期
間
中
は
、
常
時
安

全
確
認
を
行
う
こ
と
。

参
考

学
校
水
泳
プ
ー
ル
排
水
口
の
事
故
の
状
況
に
つ
い
て

１
　
事
故
発
生
時
の
状
況

夏
休
み
等
の
プ
ー
ル
開
放
で
遊
泳
中
の
小
学
生
が
、
プ
ー
ル
の
水
深
約
1m
の
と
こ
ろ
に

設
置
し
て
あ
る
排
水
口
に
左
ひ
ざ
を
吸
い
込
ま
れ
る
。

２
　
排
水
口
の
状
況

（
１
） 
　
事
故
の
あ
っ
た
プ
ー
ル
の
排
水
口
は
、
直
径
約
14
cm
の
円
筒
形
を
し
て
お
り
、

プ
ー
ル
側
面
に
設
置
さ
れ
て
い
た
。

（
２
） 
　
排
水
口
に
は
蓋
が
な
く
、
排
水
口
の
数
セ
ン
チ
奥
に
金
網
が
パ
テ
で
固
定
さ
れ
て
い
た
。
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○
レ
ー
ザ
ー
ポ
イ
ン
タ
の
事
故
防
止
に
つ
い
て

（平
成
12
・
12
・
25
　
12
国
体
学
第
13
7
号
　
文
部
省
体
育
局
学
校
健
康
教
育
課
長
か
ら

附
属
学
校
を
置
く
各
国
立
大
学
事
務
局
長
、
国
立
久
里
浜
養
護
学
校
、
各
都
道
府
県
私

立
学
校
主
管
課
長
、
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
学
校
安
全
主
管
課
長
あ
て
　
依
頼
）

標
記
の
こ
と
に
つ
い
て
、
別
添
の
と
お
り
通
商
産
業
省
生
活
産
業
局
文
化
関
連
産
業
課
長
か

ら
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
の
レ
ー
ザ
ー
ポ
イ
ン
タ
の
使
用
に
よ
る
事
故
防
止
に
つ
い
て
、
周
知

徹
底
さ
れ
る
よ
う
御
配
慮
願
い
ま
す
。

な
お
、
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
に
お
か
れ
て
は
、
域
内
の
市
町
村
教
育
委
員
会
等
に
対

し
、
各
都
道
府
県
私
立
学
校
主
管
課
に
お
か
れ
て
は
、
所
轄
の
学
校
法
人
等
に
対
し
て
周
知
徹

底
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

別
添

レ
ー
ザ
ー
ポ
イ
ン
タ
の
児
童
・
生
徒
に
よ
る
使
用
に
つ
い
て

（
平
12
・
12
・
15
　
平
成
12
・
12
・
13
生
局
第
2
号
通
商
産
業
省
生
活
産
業
局
文

化
関
連
産
業
課
長
か
ら
文
部
省
体
育
局
学
校
健
康
教
育
課
長
あ
て

）
レ
ー
ザ
ー
ポ
イ
ン
タ
（
携
帯
型
レ
ー
ザ
ー
光
発
生
装
置
）
は
本
来
会
議
等
で
使
用
さ
れ
る
文

房
具
で
す
が
、
一
部
報
道
に
も
見
ら
れ
る
と
お
り
、
最
近
は
様
々
な
形
状
の
も
の
が
市
販
さ
れ

て
お
り
、
玩
具
と
し
て
使
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
目
立
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
に
は
直
接
ビ
ー

ム
又
は
鏡
面
反
射
光
を
裸
眼
で
観
察
し
た
と
き
極
め
て
大
き
な
危
険
性
が
あ
る
と
さ
れ
る

JI
SC
68
01
及
び
C
68
02
規
格
（
以
下
、
単
に
「
JI
S
規
格
」
と
い
う
）
ク
ラ
ス
3B
に
該
当
す

る
も
の
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
危
険
性
（
別
添
資
料
を
参
照
）

に
鑑
み
、
当
省
に
お
き
ま
し
て
も
現
在
対
策
を
検
討
中
で
あ
り
ま
す
が
、
さ
し
あ
た
っ
て
、
別

紙
の
通
り
関
係
各
業
界
に
、
当
分
の
間
、
レ
ー
ザ
ー
ポ
イ
ン
タ
の
販
売
、
ゲ
ー
ム
の
景
品
等
と

し
て
の
譲
渡
等
の
自
粛
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

一
方
、
す
で
に
多
く
の
製
品
が
児
童
・
生
徒
に
も
行
き
渡
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
ま
た
、
上
記
の
関
係
業
界
に
対
す
る
処
置
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
、
下
記
の
内
容

を
、
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
を
通
じ
、
各
小
中
学
校
へ
周
知
方
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

記

１
.　
学
校
、
御
家
庭
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
JI
S
規
格
ク
ラ
ス
2
以
下
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が

明
記
さ
れ
た
も
の
を
除
き
、
レ
ー
ザ
ー
ポ
イ
ン
タ
は
児
童
・
生
徒
の
手
の
届
か
な
い
と
こ
ろ

に
大
人
の
手
に
よ
っ
て
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

２
.　
JI
S
規
格
ク
ラ
ス
2
以
下
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
も
、
当
該

製
品
を
児
童
・
生
徒
が
使
用
す
る
場
合
に
は
必
ず
大
人
の
管
理
下
で
適
切
な
使
用
を
行
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

別
添
資
料

ク
ラ
ス
1

合
理
的
に
予
知
可
能
な
運
転
条
件
で
安
全
で
あ
る
。

ク
ラ
ス
2

40
0n
m
～
70
0n
m
の
波
長
範
囲
で
可
視
放
射
を
放
出
す
る
。
目
の
保
護
は
、

通
常
ま
ば
た
き
反
射
作
用
を
含
む
嫌
悪
反
応
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
長
時
間

（
0.
25
秒
以
上
）の
ビ
ー
ム
内
観
察
状
態
は
危
険
。

ク
ラ
ス
3A

裸
眼
で
の
観
察
に
対
し
て
安
全
で
あ
る
。
40
0n
m
～
70
0n
m
の
波
長
範
囲
で

放
出
す
る
レ
ー
ザ
ー
に
対
し
て
、
保
護
は
ま
ば
た
き
反
射
作
用
を
含
む
嫌
悪

反
応
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
他
の
波
長
に
対
し
て
は
、
裸
眼
に
対
す
る
危
険

性
は
ク
ラ
ス
１
よ
り
も
大
き
く
は
な
い
。
光
学
的
手
段（
顕
微
鏡
等
）に
よ
る

直
接
の
ビ
ー
ム
内
観
察
状
態
（
直
接
ビ
ー
ム
ま
た
は
鏡
面
反
射
光
を
観
察
す

る
状
態
）は
危
険
。

ク
ラ
ス
3B

直
接
の
ビ
ー
ム
内
観
察
状
態
は
常
に
危
険
な
も
の
で
あ
る
。

拡
散
反
射
の
観
察
は
、
通
常
安
全
で
あ
る
。

ク
ラ
ス
4

危
険
な
拡
散
反
射
を
生
じ
る
能
力
を
持
つ
。そ
れ
ら
は
皮
膚
障
害
を
起
こ
し
、

ま
た
火
災
発
生
の
危
険
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
使
用
に
は
細
心
の
注
意
が
必
要

で
あ
る
。

○
幼
児
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
及
び
学
校
の
安
全
管
理
に
関
し
緊
急
に

対
応
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て

（平
13
・
6・
11
　
13
文
科
初
第
37
3
号
　
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
長
、
ス

ポ
ー
ツ
・
青
少
年
局
長
か
ら
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
教
育
長
、
各
指
定
都
市
教

育
委
員
会
教
育
長
あ
て
　
通
知

）
去
る
6
月
8
日
、
大
阪
教
育
大
学
教
育
学
部
附
属
池
田
小
学
校
に
お
い
て
、
児
童
及
び
教
職

員
が
殺
傷
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。

幼
児
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
及
び
学
校
の
安
全
管
理
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
「
幼
児
児

童
生
徒
の
安
全
確
保
及
び
学
校
の
安
全
管
理
に
つ
い
て
」（
平
成
12
年
文
初
小
第
50
0
号
）
等

に
よ
り
、
各
学
校
等
に
お
い
て
適
切
な
方
策
を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
こ
の
た
び
の
事
件
に
関
わ
る
文
部
科
学
大
臣
談
話
（
別
紙
1）
に
お
い
て
も
、
緊
急
の

再
点
検
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

各
学
校
等
に
お
い
て
は
、
現
在
、
再
点
検
等
を
進
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
と
思
い
ま

す
が
、
今
回
の
事
件
は
国
民
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
る
と
と
も
に
、
類
似
事
件
の
発
生
等
に
つ
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い
て
の
不
安
も
国
民
の
間
に
生
じ
て
き
て
お
り
ま
す
。

つ
い
て
は
、
各
教
育
委
員
会
に
お
か
れ
て
は
、
至
急
、
教
育
委
員
会
の
会
議
を
開
催
し
、
学

校
長
や
関
係
団
体
、
関
係
機
関
の
意
見
等
を
聞
き
つ
つ
、
事
件
の
再
発
防
止
等
の
観
点
か
ら
、

所
管
の
学
校
に
つ
い
て
、
当
面
緊
急
に
講
じ
る
べ
き
事
項
を
た
だ
ち
に
決
定
し
、
適
切
な
対
策

を
講
じ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

そ
の
際
、
特
に
、
不
審
者
に
対
す
る
対
応
策
に
つ
い
て
は
、
出
入
り
口
で
の
確
認
等
不
審
者

を
識
別
す
る
た
め
の
方
策
、
校
内
の
巡
回
等
不
審
者
を
発
見
す
る
た
め
の
方
策
、
万
一
、
学
校

内
に
不
審
者
が
立
ち
入
っ
た
場
合
に
お
け
る
幼
児
児
童
生
徒
へ
の
迅
速
な
注
意
喚
起
や
緊
急
避

難
の
た
め
の
誘
導
の
方
策
等
を
中
心
に
早
急
に
具
体
的
な
対
応
策
を
定
め
、
所
管
の
学
校
に
お

い
て
措
置
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
都
道
府
県
教
育
委
員
会
に
あ
っ
て
は
、
域
内
の
市
町
村
教
育
委
員
会
に
お
い
て

も
、
各
学
校
の
設
置
者
と
し
て
、
至
急
、
教
育
委
員
会
の
会
議
を
開
催
し
、
所
管
の
学
校
で
同

様
に
必
要
な
取
組
が
行
わ
れ
る
よ
う
周
知
方
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
対
策
を
講
ず
る
に
当
た
っ
て
は
、
P
T
A
等
と
の
連
携
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
た
め
、
社
団
法
人
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
団
体
の
長
宛
の
協
力
依

頼
を
別
途
発
出
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
参
考
の
た
め
添
付
い
た
し
ま
す
。（
別
紙
2）

別
紙
１

文
部
科
学
大
臣
談
話

（
平
成
13
年
6
月
8
日
）

こ
の
度
の
事
件
は
、
あ
ま
り
に
も
痛
ま
し
く
、
決
し
て
許
さ
れ
な
い
出
来
事
で
あ
り
ま
す
。

ま
ず
も
っ
て
、
今
回
被
害
に
あ
わ
れ
た
児
童
の
み
な
さ
ん
、
け
が
を
さ
れ
た
方
々
に
対
し
、

心
か
ら
の
ご
冥
福
と
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
安
心
し
て
学
べ
る
場
で
あ
る
は
ず
の
学
校
で
、
こ
の
よ
う
な
多
数
の

児
童
や
教
員
が
犠
牲
と
な
る
事
件
が
起
き
た
こ
と
は
、
誠
に
残
念
で
あ
り
、
二
度
と
繰
り
返
さ

れ
て
は
な
ら
ず
、
関
係
者
が
全
力
で
再
発
を
防
ぐ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

我
が
省
と
し
て
は
、
平
成
12
年
1
月
に
「
幼
児
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
の
点
検
項

目
」
を
取
り
ま
と
め
、
各
学
校
及
び
教
育
委
員
会
に
対
し
、
学
校
の
安
全
管
理
の
た
め
の
方
策

を
講
じ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
際
、
改
め
て
、
緊
急
の
再
点
検
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
保
護
者
や
P
T
A
を
は
じ
め
地
域
の
関
係
団
体
の
方
々
に
お
か
れ
て
も
、
幼
児
児
童

生
徒
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
、
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 最
近
大
人
社
会
に
お
い
て
、
残
虐
な
事
件
が
頻
発
し
て
い
る
風
潮
が
み
ら
れ
、
学
校
だ
け
で

は
対
応
で
き
な
い
事
態
に
鑑
み
、
社
会
全
体
で
こ
う
し
た
卑
劣
な
行
為
を
断
じ
て
許
さ
な
い
と

の
思
い
を
共
有
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
こ
の
機
会
に
強
く
訴
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
注
）
文
部
科
学
省
で
は
、
平
成
12
年
1
月
に
「
幼
児
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
の
点

検
項
目
」
を
取
り
ま
と
め
、
各
学
校
及
び
教
育
委
員
会
に
お
い
て
は
、
日
頃
か
ら
、
学
校
の

安
全
管
理
の
た
め
の
方
策
を
講
じ
る
よ
う
通
知
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

（
注
）
本
日
、
直
ち
に
、
岸
田
副
大
臣
を
本
部
長
と
す
る
「
大
阪
教
育
大
学
教
育
学
部
附
属
池

田
小
学
校
事
件
対
策
本
部
」
を
設
置
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、
池
坊
大
臣
政
務
官
を
現

地
に
派
遣
し
、
今
回
の
事
件
に
つ
い
て
の
事
態
を
把
握
し
て
対
応
策
を
講
じ
る
。

別
紙
２
省
略

○
件
名
同
じ

（平
13
・
6・
11
　
13
文
科
初
第
37
3
号
　
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
長
、
高

等
教
育
局
局
長
、
ス
ポ
ー
ツ
・
青
少
年
局
長
か
ら
附
属
学
校
を
置
く
各
国
立
大
学

長
、
国
立
久
里
浜
養
護
学
校
長
あ
て
　
通
知

）
去
る
6
月
8
日
、
大
阪
教
育
大
学
教
育
学
部
附
属
池
田
小
学
校
に
お
い
て
、
児
童
及
び
教
職

員
が
殺
傷
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。

幼
児
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
及
び
学
校
の
安
全
管
理
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
「
幼
児
児

童
生
徒
の
安
全
確
保
及
び
学
校
の
安
全
管
理
に
つ
い
て
」（
平
成
12
年
文
初
小
第
50
0
号
）
等

に
よ
り
、
各
学
校
等
に
お
い
て
適
切
な
方
策
を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
こ
の
た
び
の
事
件
に
関
わ
る
文
部
科
学
大
臣
談
話
（
別
紙
1）
に
お
い
て
も
、
緊
急
の

再
点
検
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

各
学
校
に
お
い
て
は
、
現
在
、
再
点
検
等
を
進
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
と
思
い
ま
す

が
、
今
回
の
事
件
は
国
民
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
る
と
と
も
に
、
類
似
事
件
の
発
生
等
に
つ
い

て
の
不
安
も
国
民
の
間
に
生
じ
て
き
て
お
り
ま
す
。

つ
い
て
は
、
各
学
校
に
お
い
て
、
至
急
、
関
係
団
体
や
関
係
機
関
の
意
見
等
を
聞
き
つ
つ
、
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事
件
の
再
発
防
止
等
の
観
点
か
ら
、
当
面
緊
急
に
講
じ
る
べ
き
事
項
を
た
だ
ち
に
決
定
し
、
適

切
な
対
策
を
講
じ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

そ
の
際
、
特
に
、
不
審
者
に
対
す
る
対
応
策
に
つ
い
て
は
、
出
入
り
口
で
の
確
認
等
不
審
者

を
識
別
す
る
た
め
の
方
策
、
校
内
の
巡
回
等
不
審
者
を
発
見
す
る
た
め
の
方
策
、
万
一
、
学
校

内
に
不
審
者
が
立
ち
入
っ
た
場
合
に
お
け
る
幼
児
児
童
生
徒
へ
の
迅
速
な
注
意
喚
起
や
緊
急
避

難
の
た
め
の
誘
導
の
方
策
等
を
中
心
に
早
急
に
具
体
的
な
対
応
策
を
定
め
、
実
施
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
対
策
を
講
ず
る
に
当
た
っ
て
は
、
P
T
A
等
と
の
連
携
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
た
め
、
全
国
国
立
大
学
附
属
学
校
P
T
A
連
合
会
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
団
体
の
長
宛
の
協

力
依
頼
を
別
途
発
出
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
参
考
の
た
め
添
付
い
た
し
ま
す
。（
別
紙
2）

別
紙
1、
2
省
略

○
件
名
同
じ

（平
13
・
6・
11
　
13
文
科
初
第
37
3
号
　
文
部
科
学
省
生
涯
学
習
政
策
局
長
、
初

等
中
等
教
育
局
長
、
高
等
教
育
局
長
、
ス
ポ
ー
ツ
・
青
少
年
局
長
か
ら
各
都
道
府

県
知
事
あ
て
　
通
知

）
去
る
6
月
8
日
、
大
阪
教
育
大
学
教
育
学
部
附
属
池
田
小
学
校
に
お
い
て
、
児
童
及
び
教
職

員
が
殺
傷
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。

幼
児
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
及
び
学
校
の
安
全
管
理
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
「
幼
児
児

童
生
徒
の
安
全
確
保
及
び
学
校
の
安
全
管
理
に
つ
い
て
」（
平
成
12
年
文
初
小
第
50
0
号
）
等

に
よ
り
、
各
学
校
等
に
お
い
て
適
切
な
方
策
を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
こ
の
た
び
の
事
件
に
関
わ
る
文
部
科
学
大
臣
談
話
（
別
紙
１
）
に
お
い
て
も
、
緊
急
の

再
点
検
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

各
学
校
等
に
お
い
て
は
、
現
在
、
再
点
検
等
を
進
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
と
思
い
ま

す
が
、
今
回
の
事
件
は
国
民
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
る
と
と
も
に
、
類
似
事
件
の
発
生
等
に
つ

い
て
の
不
安
も
国
民
の
間
に
生
じ
て
き
て
お
り
ま
す
。

つ
い
て
は
、
貴
管
下
の
学
校
に
お
い
て
、
至
急
、
関
係
団
体
や
関
係
機
関
の
意
見
等
を
聞
き

つ
つ
、
事
件
の
再
発
防
止
等
の
観
点
か
ら
、
当
面
緊
急
に
講
じ
る
べ
き
事
項
を
た
だ
ち
に
決
定

し
、
適
切
な
対
策
を
講
じ
て
い
た
だ
く
よ
う
ご
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

そ
の
際
、
特
に
、
不
審
者
に
対
す
る
対
応
策
に
つ
い
て
は
、
出
入
り
口
で
の
確
認
等
不
審
者

を
識
別
す
る
た
め
の
方
策
、
校
内
の
巡
回
等
不
審
者
を
発
見
す
る
た
め
の
方
策
、
万
一
、
学
校

内
に
不
審
者
が
立
ち
入
っ
た
場
合
に
お
け
る
幼
児
児
童
生
徒
へ
の
迅
速
な
注
意
喚
起
や
緊
急
避

難
の
た
め
の
誘
導
の
方
策
等
を
中
心
に
早
急
に
具
体
的
な
対
応
策
を
定
め
、
実
施
す
る
よ
う
に

ご
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
対
策
を
講
ず
る
に
当
た
っ
て
は
、
P
T
A
等
と
の
連
携
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
た
め
、
社
団
法
人
日
本
P
T
A
全
国
協
議
会
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
団
体
の
長
宛
の
協
力
依

頼
を
別
途
発
出
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
参
考
の
た
め
添
付
い
た
し
ま
す
。（
別
紙
2）

別
紙
1、
2
省
略

○
件
名
同
じ

（平
13
・
6・
11
　
13
文
科
初
第
37
3号
　
文
部
科
学
省
生
涯
学
習
政
策
局
長
、
初
等
中
等
教
育
局
長
、
高
等
教
育
局
長
、
ス
ポ
ー

ツ
・
青
少
年
局
長
か
ら
社
団
法
人
日
本
P
T
A
全
国
協
議
会
会
長
、
社
団
法
人
全
国
高
等
学
校
P
T
A
連
合
会
会
長
、
全
国
国
公

立
幼
稚
園
P
T
A
連
絡
協
議
会
会
長
、
全
日
本
私
立
幼
稚
園
P
T
A
連
合
会
会
長
代
行
、
全
国
国
立
大
学
附
属
学
校
P
T
A
連
合

会
会
長
、
全
国
盲
学
校
P
T
A
連
合
会
会
長
、
全
国
聾
学
校
P
T
A
連
合
会
会
長
、
全
国
知
的
障
害
養
護
学
校
P
T
A
連
合
会
会

長
、
全
国
肢
体
不
自
由
養
護
学
校
P
T
A
連
合
会
会
長
、
全
国
病
弱
虚
弱
教
育
学
校
P
T
A
連
合
会
会
長
あ
て
　
協
力
依
頼
）

去
る
6
月
8
日
、
大
阪
教
育
大
学
教
育
学
部
附
属
池
田
小
学
校
に
お
い
て
、
児
童
及
び
教
職

員
が
殺
傷
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。

文
部
科
学
省
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
幼
児
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
及
び
学
校
の
安
全
管
理
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
も
「
幼
児
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
及
び
学
校
の
安
全
管
理
に
つ
い
て
」

（
平
成
12
年
文
初
小
第
50
0
号
）
等
に
よ
り
、
各
学
校
等
に
お
い
て
適
切
な
方
策
を
講
じ
ら
れ

る
よ
う
お
願
い
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
た
び
の
事
件
に
関
わ
る
文
部
科
学
大
臣
談
話

（
別
紙
1）
に
お
い
て
も
、
学
校
の
安
全
管
理
の
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
の
緊
急
の
再
点
検
を

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
各
学
校
等
に
お
い
て
も
再
点
検
等
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
事
件
の
重
大
性
や
類
似
事
件
の
再
発
防
止
等
の
観
点
か
ら
、
不
審
者
へ
の
対
策
な
ど
、
特

に
緊
急
に
各
学
校
等
に
お
い
て
対
応
策
を
講
じ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
事
項
に

つ
い
て
、
早
急
に
対
応
策
を
講
じ
て
い
た
だ
く
よ
う
改
め
て
通
知
を
発
出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

（
別
紙
2
～
4）

し
か
し
な
が
ら
、
各
学
校
等
に
お
い
て
対
策
を
講
ず
る
に
当
た
っ
て
は
、
P
T
A
 を
は
じ
め

と
す
る
保
護
者
の
皆
様
の
御
理
解
と
御
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

つ
い
て
は
、
各
学
校
と
の
密
接
な
連
携
の
下
、
必
要
な
取
組
が
進
め
ら
れ
ま
す
よ
う
御
協
力

を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

別
紙
1
～
4
省
略
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○
幼
児
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
及
び
学
校
の
安
全
管
理
に
関
す
る

緊
急
対
策
に
つ
い
て （平

13
・
7・
10
　
13
初
初
企
第
12
号
　
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
初
等
中
等
教

育
企
画
課
長
、
ス
ポ
ー
ツ
・
青
少
年
局
学
校
健
康
教
育
課
長
か
ら
各
都
道
府
県
教
育

委
員
会
総
務
担
当
課
長
、
各
指
定
都
市
教
育
委
員
会
総
務
担
当
課
長
あ
て
通
知
）

幼
児
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
及
び
学
校
の
安
全
管
理
に
つ
い
て
は
、
大
阪
教
育
大
学
教
育
学

部
附
属
池
田
小
学
校
に
お
い
て
発
生
し
た
事
件
を
踏
ま
え
、「
幼
児
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
及

び
学
校
の
安
全
管
理
に
関
し
緊
急
に
対
応
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
」（
平
成
13
年
6
月
11
日
付

け
13
文
科
初
第
37
3
号
）
に
よ
り
、
当
面
緊
急
に
講
じ
る
べ
き
事
項
を
た
だ
ち
に
決
定
し
、
適

切
な
対
策
を
講
じ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

各
教
育
委
員
会
及
び
学
校
に
お
か
れ
て
は
、
緊
急
の
再
点
検
を
は
じ
め
様
々
な
取
組
を
実
施

い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
の
実
施
状
況
を
集
約
し
、
学
校
に
お
け
る
当
面
の
対
応

に
資
す
る
た
め
、
別
紙
の
と
お
り
、「
幼
児
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
及
び
学
校
の
安
全
管
理
に

関
す
る
緊
急
対
策
例
」
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
送
付
し
ま
す
。

つ
い
て
は
、
所
管
の
学
校
及
び
都
道
府
県
教
育
委
員
会
に
あ
っ
て
は
域
内
の
市
町
村
教
育
委

員
会
に
対
し
て
、
周
知
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
地
域
の
実
情
や
学
校
の
具
体
の
状
況
に
応
じ
た

対
応
が
な
さ
れ
る
よ
う
指
導
方
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
公
立
学
校
に
お
け
る
平
成
13
年
度
中
に
行
う
緊
急
対
策
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て

は
、
総
務
省
に
お
い
て
、
地
方
債
や
、
当
該
団
体
に
お
け
る
財
政
状
況
に
応
じ
た
特
別
交
付
税

に
よ
る
財
政
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
申
し
添
え
ま
す
。

ま
た
、
今
後
の
学
校
に
お
け
る
安
全
管
理
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
文
部
科
学
省
に

お
い
て
検
討
中
で
あ
る
こ
と
を
併
せ
て
申
し
添
え
ま
す
。

別
紙

幼
児
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
及
び
学
校
の
安
全
管
理
に
関
す
る
緊
急
対
策
例

１
　
来
訪
者
へ
の
対
応
等

○
出
入
り
口
の
限
定
や
立
て
札
・
看
板
等
の
設
置

○
来
訪
者
の
受
付
や
声
か
け
に
よ
る
身
元
確
認

○
来
訪
者
の
入
校
証
・
名
札
等
の
着
用

２
　
施
設
設
備
の
点
検
整
備

○
監
視
カ
メ
ラ
・
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
（
カ
メ
ラ
付
き
）
等
の
防
犯
設
備
の
設
置

○
校
門
・
フ
ェ
ン
ス
・
外
灯
・
鍵
等
の
点
検
整
備

○
非
常
電
話
・
ベ
ル
・
ブ
ザ
ー
等
の
非
常
通
報
装
置
の
設
置

○
教
室
や
職
員
室
等
の
配
置
の
変
更

○
窓
ガ
ラ
ス
を
透
明
な
も
の
に
交
換
（
防
犯
ガ
ラ
ス
等
の
採
用
）

○
死
角
の
原
因
と
な
る
立
木
等
の
障
害
物
の
撤
去

３
　
安
全
管
理
の
徹
底

○
警
報
用
ブ
ザ
ー
の
教
職
員
・
幼
児
児
童
生
徒
等
へ
の
貸
与

○
教
職
員
に
よ
る
構
内
巡
回
の
実
施
・
強
化

○
学
校
警
備
員
・
監
視
員
等
の
配
置

○
保
護
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
よ
る
学
校
内
外
の
巡
回
（
謝
金
支
給
の
場
合
を
含
む
）

○
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
や
教
職
員
に
対
す
る
安
全
管
理
の
指
導
・
研
修
・
訓
練

の
実
施

○
不
審
者
発
見
時
の
迅
速
な
警
察
へ
の
通
報
の
励
行

４
　
幼
児
児
童
生
徒
へ
の
対
応

○
集
団
（
複
数
）
登
下
校
の
実
施
（
指
導
）

○
安
全
管
理
に
つ
い
て
の
幼
児
児
童
生
徒
へ
の
指
導
や
避
難
訓
練
の
実
施

○
安
全
管
理
に
関
す
る
パ
ン
フ
・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
の
作
成
・
配
布

○
地
域
安
全
マ
ッ
プ
等
の
作
成

５
　
保
護
者
・
地
域
・
関
係
団
体
（
P
T
A
、
自
治
会
、
青
少
年
教
育
団
体
等
）
と
の
連
携

○
保
護
者
・
地
域
住
民
・
関
係
団
体
へ
の
協
力
依
頼

・
 保
護
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
よ
る
登
下
校
時
の
立
哨
（
謝
金
支
給
の
場
合
を
含

む
）

・
 登
下
校
時
の
保
護
者
の
同
伴

・
 学
校
活
動
に
お
け
る
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力

・
 不
審
者
発
見
時
の
学
校
等
へ
の
通
報
依
頼

○
余
裕
教
室
等
を
地
域
住
民
の
学
習
・
交
流
の
場
に
活
用

○
安
全
管
理
に
関
す
る
パ
ン
フ
・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
の
作
成
・
配
布

○
連
絡
会
・
協
議
会
等
の
設
置

○
子
ど
も
11
0
番
の
家
の
導
入
（
増
加
）
や
対
処
方
法
の
指
導

○
C
A
T
V
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M
及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
よ
る
情
報
提
供
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６
　
警
察
や
消
防
署
な
ど
の
関
係
機
関
と
の
連
携

○
学
校
内
外
の
巡
回
や
安
全
確
保
の
協
力
依
頼

○
連
絡
会
・
協
議
会
等
の
設
置

○
所
轄
警
察
の
協
力
に
よ
る
安
全
教
室
・
防
犯
訓
練
等
の
実
施

○
通
学
路
の
安
全
点
検
と
要
注
意
個
所
の
改
善
に
関
す
る
協
議

○
件
名
同
じ

（平
13
・
7・
10
　
13
初
初
企
第
12
号
　
文
部
科
学
省
生
涯
学
習
政
策
局
生
涯
学
習

推
進
課
長
、
初
等
中
等
教
育
局
初
等
中
等
教
育
企
画
課
長
、
高
等
教
育
局
私
学
部

私
学
行
政
課
長
、
ス
ポ
ー
ツ
・
青
少
年
局
学
校
健
康
教
育
課
長
か
ら
各
都
道
府
県

私
立
学
校
主
管
課
長
あ
て
　
通
知

）
幼
児
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
及
び
学
校
の
安
全
管
理
に
つ
い
て
は
、
大
阪
教
育
大
学
教
育
学

部
附
属
池
田
小
学
校
に
お
い
て
発
生
し
た
事
件
を
踏
ま
え
、「
幼
児
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
及

び
学
校
の
安
全
管
理
に
関
し
緊
急
に
対
応
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
」（
平
成
13
年
6
月
11
日
付

け
13
文
科
初
第
37
3
号
）
に
よ
り
、
当
面
緊
急
に
講
じ
る
べ
き
事
項
を
た
だ
ち
に
決
定
し
、
適

切
な
対
策
を
講
じ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

各
学
校
等
に
お
い
て
は
、
緊
急
の
再
点
検
を
は
じ
め
様
々
な
取
組
が
実
施
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
学
校
等
に
お
け
る
当
面
の
対
応
に
資
す
る
た
め
、
別
紙
の
と
お
り
、「
幼
児
児
童

生
徒
の
安
全
確
保
及
び
学
校
の
安
全
管
理
に
関
す
る
緊
急
対
策
例
」
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
送

付
し
ま
す
。

つ
い
て
は
、
貴
管
下
の
学
校
等
に
対
し
て
周
知
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
地
域
の
実
情
や
学
校

等
の
具
体
の
状
況
に
応
じ
て
適
切
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
指
導
願
い
ま
す
。

な
お
、
私
立
学
校
に
お
け
る
平
成
13
年
度
中
に
行
う
緊
急
対
策
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て

は
、
私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
助
成
費
補
助
金
に
お
い
て
所
要
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
し
て

い
る
こ
と
を
申
し
添
え
ま
す
。

ま
た
、
今
後
の
学
校
に
お
け
る
安
全
管
理
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
文
部
科
学
省
に

お
い
て
検
討
中
で
あ
る
こ
と
を
併
せ
て
申
し
添
え
ま
す
。

別
紙
前
記
通
知
と
同
じ

○
学
校
に
設
置
し
て
い
る
遊
具
で
の
事
故
に
つ
い
て

（平
13
・
7・
12
　
13
初
幼
教
第
6
号
　
文
部
科
学
省
大
臣
官
房
文
教
施
設
部
施
設
企
画
課
長
、
初
等
中
等
教
育
局

幼
児
教
育
課
長
、
初
等
中
等
教
育
局
特
別
支
援
教
育
課
長
、
ス
ポ
ー
ツ
・
青
少
年
局
学
校
健
康
教
育
課
長
か
ら

附
属
学
校
を
置
く
各
国
立
大
学
事
務
局
長
、
国
立
久
里
浜
養
護
学
校
事
務
長
、
各
都
道
府
県
私
立
学
校
主
管
課

長
、
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
施
設
主
管
課
長
、
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
学
校
安
全
主
管
課
長
あ
て
　
依
頼
）

従
来
よ
り
学
校
に
設
置
し
て
い
る
遊
具
の
安
全
な
使
用
に
つ
い
て
は
、
種
々
ご
配
慮
い
た
だ

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
近
年
、
公
園
等
に
設
置
さ
れ
て
い
る
遊
具
で
の
事
故
が
報
告
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
幼
稚
園
に
設
置
さ
れ
て
い
た
舟
形
の
箱
ブ
ラ
ン
コ
に
つ
い
て
も
、
本
年

1
月
に
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
学
校
に
設
置
さ
れ
て
い
る
遊
具
で
の
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
安

全
点
検
を
行
う
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
、
使
用
方
法
の
注
意
、
補
修
、
使
用
停
止
等
の
措

置
を
講
じ
、
安
全
の
確
保
に
万
全
を
期
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
特
に
、
揺
れ
、

回
転
、
滑
降
を
伴
う
も
の
に
つ
い
て
は
、
扱
い
方
に
よ
っ
て
は
危
険
が
生
じ
や
す
い
の
で
、
十

分
注
意
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
都
道
府
県
私
立
学
校
主
管
課
長
に
あ
っ
て
は
貴
管
下
の
私
立
学
校
に
対
し
、
都
道
府

県
教
育
委
員
会
施
設
主
管
課
長
及
び
学
校
安
全
主
管
課
長
に
あ
っ
て
は
域
内
の
市
町
村
教
育
委

員
会
に
対
し
て
、
こ
の
趣
旨
を
周
知
徹
底
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
小
学
校
、
特
殊
教
育
諸
学
校
及
び
幼
稚
園
に
お
け
る
箱
ブ
ラ
ン
コ
の
設
置
状
況
に
つ

い
て
把
握
し
た
い
の
で
、
別
紙
様
式
に
よ
り
調
査
の
上
、
8
月
15
日
（
水
）
ま
で
に
初
等
中
等

教
育
局
幼
児
教
育
課
長
あ
て
ご
報
告
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

別
紙
省
略

○
幼
児
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
及
び
学
校
の
安
全
管
理
に
つ
い
て
の

点
検
項
目
（
例
）
の
改
訂
に
つ
い
て

（平
13
・
8・
31
　
13
文
科
初
等
第
57
6
号
　
文
部
科
学
省
生
涯
学
習
政
策
局
長
、

初
等
中
等
教
育
局
長
、
ス
ポ
ー
ツ
・
青
少
年
局
長
か
ら
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会

教
育
長
、
各
指
定
都
市
教
育
委
員
会
教
育
長
、
各
都
道
府
県
知
事
、
附
属
学
校
を

置
く
各
国
立
大
学
長
、
国
立
久
里
浜
養
護
学
校
長
あ
て
　
通
知

）
幼
児
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
及
び
学
校
の
安
全
管
理
に
つ
い
て
は
、
大
阪
教
育
大
学
教
育
学

部
附
属
池
田
小
学
校
に
お
い
て
発
生
し
た
事
件
を
踏
ま
え
、「
幼
児
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
及

び
学
校
の
安
全
管
理
に
つ
い
て
」（
平
成
12
年
1
月
7
日
付
け
文
初
小
第
50
0
号
）、
「
幼
児
児
童

生
徒
の
安
全
確
保
及
び
学
校
の
安
全
管
理
に
関
し
緊
急
に
対
応
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
」（
平

成
13
年
6
月
11
日
付
け
13
文
科
初
第
37
3
号
）、
「
幼
児
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
及
び
学
校
の

安
全
管
理
に
関
す
る
緊
急
対
策
に
つ
い
て
」（
平
成
13
年
7
月
10
日
付
け
13
初
初
企
第
12
号
）

等
に
基
づ
き
、
適
切
な
対
応
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

つ
い
て
は
、
こ
う
し
た
取
組
に
資
す
る
た
め
、
各
教
育
委
員
等
の
意
見
を
踏
ま
え
、
こ
の
た
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び
、
上
記
「
幼
児
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
及
び
学
校
の
安
全
管
理
に
つ
い
て
」
で
参
考
と
し
て

示
し
た
、「
幼
児
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
及
び
学
校
の
安
全
管
理
に
つ
い
て
の
点
検
項
目

（
例
）」
を
改
訂
し
ま
し
た
の
で
送
付
し
ま
す
。

各
学
校
や
そ
の
設
置
者
に
お
か
れ
て
は
、
今
回
の
「
点
検
項
目
（
例
）」
を
参
考
と
し
て
、
例

え
ば
一
学
期
に
一
回
な
ど
定
期
的
に
点
検
を
実
施
し
、
改
善
す
べ
き
点
が
あ
れ
ば
早
急
に
対
応
す

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
そ
の
際
に
は
、
学
校
種
や
学
校
、
地
域
の
状
況
等
に
応
じ
て
点

検
項
目
を
工
夫
す
る
な
ど
、
実
態
に
合
っ
た
対
応
が
継
続
的
に
な
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
都
道
府
県
教
育
委
員
会
に
あ
っ
て
は
、
域
内
の
市
区
町
村
教
育
委
員
会
に
対
し
て
周

知
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
適
切
な
対
応
が
な
さ
れ
る
よ
う
御
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
私
立
学
校
主
管
部
課
に
あ
っ
て
は
所
轄
の
私
立
学
校
に
対
し
て
周
知
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
適
切
な
対
応
が
な
さ
れ
る
よ
う
御
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

幼
児
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
及
び
学
校
の
安
全
管
理
に
つ
い
て
の
点
検
項
目
（
例
）

＜
趣
旨
＞

こ
の
点
検
項
目
は
、
幼
児
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
の
た
め
に
は
、
地
域
や
警
察
等
の
関
係
機

関
と
一
体
と
な
っ
て
対
応
す
る
と
と
も
に
、
学
校
と
し
て
の
安
全
管
理
の
た
め
の
方
策
が
必
要

で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
幼
児
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
及
び
学
校
の
安
全
管
理
の
た
め
に
、
学

校
及
び
教
育
委
員
会
等
に
お
い
て
取
り
組
む
べ
き
事
項
並
び
に
家
庭
や
地
域
社
会
の
協
力
を
得

て
取
り
組
む
べ
き
事
項
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
点
検
す
べ
き
項
目
を
参
考
例
と
し
て
示
し
た
も

の
で
あ
る
。

各
学
校
及
び
教
育
委
員
会
等
に
お
い
て
は
、
こ
れ
を
参
考
と
し
て
、
学
校
種
や
学
校
地
域
の

状
況
等
に
応
じ
て
必
要
な
修
正
、
追
加
を
行
う
な
ど
し
た
上
で
、
定
期
的
に
点
検
を
実
施
し
、

幼
児
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
及
び
学
校
の
安
全
管
理
に
万
全
を
期
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

＜
点
検
項
目
＞

Ⅰ
　
学
校
に
お
い
て
取
り
組
む
べ
き
事
項

１
　
日
常
の
安
全
確
保

点
　
　
　
検
　
　
　
項
　
　
　
目

措
置
状
況

行
っ
て
い
な
い
場
合
の

理
由
、
代
替
措
置
又
は

今
後
の
改
善
計
画
等

行
っ
て

い
る
行
っ
て

い
な
い

（
教
職
員
の
共
通
理
解
と
校
内
体
制
）

（
１
） 
幼
児
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
に
関
し
、
教
職
員
の
共
通
理
解
と
校
内
体
制
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
方

法
に
よ
り
整
備
さ
れ
て
い
る
か
。

①
　
日
頃
か
ら
職
員
会
議
等
で
取
り
上
げ
、
教
職
員
間
で

情
報
交
換
、
意
見
交
換
を
行
う
な
ど
に
よ
り
共
通
理
解

を
深
め
、
教
職
員
一
人
一
人
が
学
校
の
安
全
管
理
に

つ
い
て
意
識
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

②
　
幼
児
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
の
た
め
、
教
職
員
の

具
体
的
な
役
割
分
担
や
関
係
機
関
へ
の
連
絡
体
制
を

定
め
た
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
作
成
す
る
な
ど
し

て
、
校
内
体
制
の
整
備
を
図
っ
て
い
る
。

（
来
訪
者
の
確
認
）

（
２
） 
学
校
へ
の
来
訪
者
が
確
認
で
き
る
よ
う
次
の
よ
う
な
措
置
を
講
じ
て
い
る
か
。

①
　
立
て
札
や
看
板
等
に
よ
る
案
内
・
指
示
を
行
っ
た
り
、

入
口
や
受
付
を
明
示
し
て
い
る
。

②
　
登
下
校
時
以
外
は
校
門
を
閉
め
る
な
ど
、
敷
地
や
校

舎
へ
の
入
口
等
を
管
理
可
能
な
も
の
に
限
定
し
て
い

る
。

③
　
来
訪
者
に
リ
ボ
ン
や
名
札
等
を
着
用
さ
せ
て
、
識
別

が
可
能
な
よ
う
に
し
た
り
、
来
訪
者
に
声
か
け
等
を
し

て
身
元
の
確
認
を
行
う
な
ど
し
て
、
外
部
か
ら
の
人
の

出
入
り
の
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

（
不
審
者
情
報
に
係
る
関
係
機
関
等
と
の
連
携
）

（
３
） 
学
校
周
辺
等
に
お
け
る
不
審
者
等
の
情
報
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
方
法
に
よ
り
把
握
で
き
る
体
制
を

と
っ
て
い
る
か
。

①
　
日
頃
か
ら
警
察
等
の
関
係
機
関
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
住

民
等
と
連
携
し
て
、
情
報
を
速
や
か
に
把
握
で
き
る
体

制
を
と
っ
て
い
る
。

②
　
近
接
す
る
学
校
や
保
育
所
等
と
の
間
で
情
報
を
提

供
し
あ
う
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

（
始
業
前
や
放
課
後
に
お
け
る
安
全
確
保
の
体
制
）

（
４
） 
始
業
前
や
放
課
後
に
お
け
る
安
全
確
保
の
た
め
の
教
職
員

の
具
体
的
な
役
割
分
担
（
校
内
巡
回
等
）
を
定
め
、
幼
児
児

童
生
徒
の
状
況
を
把
握
し
て
い
る
か
。

（
授
業
中
、
昼
休
み
や
休
憩
時
間
等
に
お
け
る
安
全
確
保
の
体
制
）

（
５
） 
授
業
中
、
昼
休
み
や
休
憩
時
間
等
に
お
け
る
安
全
確
保
の

た
め
、
教
職
員
等
に
よ
る
校
内
巡
回
等
を
行
な
っ
て
い
る

か
。

（
登
下
校
時
に
お
け
る
安
全
確
保
の
体
制
）

（
６
） 
登
下
校
時
に
お
い
て
、
幼
児
児
童
生
徒
の
安
全
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
次
の
よ
う
な
措
置
を
講
じ
て
い
る

か
。 ①
　
幼
児
児
童
生
徒
に
対
し
定
め
ら
れ
た
通
学
路
を

通
っ
て
登
下
校
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。
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②
　
通
学
路
に
お
い
て
人
通
り
が
少
な
い
な
ど
、
幼
児
児

童
生
徒
が
登
下
校
の
際
に
注
意
を
払
う
べ
き
箇
所
を
あ

ら
か
じ
め
把
握
し
、
例
え
ば
、
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
、

幼
児
児
童
生
徒
、
保
護
者
に
周
知
す
る
な
ど
し
て
注
意

喚
起
し
て
い
る
。

③
　
登
下
校
時
等
に
万
一
の
場
合
、
交
番
や
「
子
ど
も

１
１
０
番
の
家
」
等
の
幼
児
児
童
生
徒
が
緊
急
避
難
で

き
る
場
所
を
幼
児
児
童
生
徒
一
人
一
人
に
周
知
し
て
い

る
。

④
　
幼
児
児
童
生
徒
に
対
し
、
登
下
校
時
等
に
万
一
の

事
態
が
発
生
し
た
場
合
の
対
処
法
（
大
声
を
出
す
、
逃

げ
る
等
）を
指
導
し
て
い
る
。

（
校
外
学
習
や
学
校
行
事
に
お
け
る
安
全
確
保
の
体
制
）

（
７
） 
校
外
学
習
や
学
校
行
事
に
お
い
て
、
幼
児
児
童
生
徒
の
安
全
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
次
の
よ
う
な
措
置

を
講
じ
て
い
る
か
。

①
　
事
前
に
綿
密
な
計
画
を
立
て
る
と
と
も
に
、
現
地
の

安
全
を
十
分
確
認
し
て
い
る
。

②
　
幼
児
児
童
生
徒
に
対
す
る
事
前
の
安
全
指
導
が
十

分
行
わ
れ
て
い
る
。

③
　
万
一
の
事
態
が
発
生
し
た
場
合
の
連
絡
方
法
等
を

あ
ら
か
じ
め
定
め
て
い
る
。

（
安
全
に
配
慮
し
た
学
校
開
放
）

（
８
） 
学
校
開
放（
夜
間
・
休
日
開
放
を
含
む
）に
当
た
っ
て
、
次
の
よ
う
な
措
置
を
講
じ
、
安
全
へ
の
配
慮
を
行
っ

て
い
る
か
。

①
　
学
校
開
放
時
に
お
け
る
開
放
部
分
と
非
開
放
部
分
と

の
区
別
を
明
確
に
示
し
、
非
開
放
部
分
へ
の
不
審
者
の

侵
入
防
止
の
た
め
の
方
策（
施
錠
等
）を
講
じ
て
い
る
。

②
　
学
校
開
放
時
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地

域
住
民
等
に
よ
る
学
校
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
積
極

的
な
協
力
を
得
て
い
る
。

（
学
校
施
設
面
に
お
け
る
安
全
確
保
）

（
９
） 
学
校
施
設
の
面
で
、
次
の
よ
う
な
安
全
確
保
策
を
講
じ
て
い
る
か
。

①
　
校
門
、
囲
障
、
外
灯（
防
犯
ラ
イ
ト
等
）、
校
舎
の
窓
・

出
入
口
等
の
破
損
、
錠
の
状
況
の
点
検
・
補
修
を
行
っ

て
い
る
。

②
　
警
報
装
置（
警
報
ベ
ル
、
ブ
ザ
ー
等
）、
防
犯
監
視
シ

ス
テ
ム
、
通
報
機
器
（
校
内
緊
急
通
話
シ
ス
テ
ム
、
警

察
や
警
備
会
社
と
の
連
絡
シ
ス
テ
ム
等
）
等
を
設
置
し

て
い
る
場
合
、
作
動
状
況
の
点
検
、
警
察
や
警
備
会

社
等
と
の
連
絡
体
制
の
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

③
　
死
角
の
原
因
と
な
る
立
木
等
の
障
害
物
の
有
無
、
自

転
車
置
場
、
駐
車
場
や
隣
接
建
物
か
ら
の
侵
入
の
可

能
性
に
つ
い
て
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
緊
急
時
の
安
全
確
保

点
　
　
　
検
　
　
　
項
　
　
　
目

措
置
状
況

行
っ
て
い
な
い
場
合
の

理
由
、
代
替
措
置
又
は

今
後
の
改
善
計
画
等

行
っ
て

い
る
行
っ
て

い
な
い

（
不
審
者
情
報
が
あ
る
場
合
の
連
絡
等
の
体
制
）

（
10
） 
学
校
周
辺
等
に
お
け
る
不
審
者
等
の
情
報
が
入
っ
た
場
合
に
、
次
の
よ
う
な
措
置
を
と
る
体
制
が
整
備

さ
れ
て
い
る
か
。

①
　
警
察
に
パ
ト
ロ
ー
ル
等
の
実
施
を
要
請
す
る
な
ど
速

や
か
に
警
察
と
の
連
携
を
図
る
。

②
　
緊
急
時
の
幼
児
児
童
生
徒
の
登
下
校
の
方
法
に
つ

い
て
、
あ
ら
か
じ
め
対
応
方
針
を
定
め
て
い
る
。

③
　
幼
児
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
の
た
め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地

域
住
民
等
に
よ
る
学
校
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
学

校
内
外
の
巡
回
等
の
協
力
を
得
る
。

（
不
審
者
の
立
入
り
な
ど
緊
急
時
の
体
制
）

（
11
） 
学
校
内
に
不
審
者
が
立
ち
入
っ
て
い
る
な
ど
緊
急
時
に
備
え
、
次
の
よ
う
な
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る

か
。 ①
　
直
ち
に
校
長
、
教
頭
又
は
他
の
教
職
員
に
情
報
が

伝
達
さ
れ
、
幼
児
児
童
生
徒
へ
の
注
意
喚
起
、
避
難

誘
導
や
教
職
員
に
よ
る
応
急
手
当
等
、
教
職
員
が
幼
児

児
童
生
徒
の
安
全
を
第
一
に
考
え
た
対
応
の
で
き
る
体

制（
役
割
分
担
）を
整
え
て
い
る
。

②
　
警
察
、
消
防
署
等
の
関
係
機
関
や
教
育
委
員
会
等

に
対
し
て
、
直
ち
に
通
報
が
な
さ
れ
る
体
制
（
役
割
分

担
）を
整
え
て
い
る
。

③
　
緊
急
時
に
備
え
た
教
職
員
に
よ
る
安
全
確
保
の
訓

練
や
、
幼
児
児
童
生
徒
の
避
難
訓
練
等
が
実
施
さ
れ

て
い
る
。

④
　
警
備
員
を
配
置
し
て
い
る
場
合
、
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル

が
効
果
的
に
行
わ
れ
、
緊
急
時
に
短
時
間
で
対
応
で
き

る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

Ⅱ
　
教
育
委
員
会
等
に
お
い
て
取
り
組
む
べ
き
事
項

１
　
日
常
の
安
全
確
保

点
　
　
　
検
　
　
　
項
　
　
　
目

措
置
状
況

行
っ
て
い
な
い
場
合
の

理
由
、
代
替
措
置
又
は

今
後
の
改
善
計
画
等

行
っ
て

い
る
行
っ
て

い
な
い

（
方
針
の
明
示
と
学
校
間
の
情
報
交
換
）

（
１
） 
教
育
委
員
会
は
、
管
下
の
学
校
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
な
措
置
を
講
じ
て
い
る
か
。
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①
　
幼
児
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
の
教
育
委

員
会
の
方
針（
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
等
）を
明
ら

か
に
し
て
い
る
。

②
　
教
職
員
に
対
し
学
校
の
安
全
管
理
や
安
全
教
育
に

関
す
る
研
修
会
等
を
実
施
し
、
意
識
の
向
上
を
図
っ
て

い
る
。

③
　
域
内
に
あ
る
学
校
や
保
育
所
等
の
間
で
迅
速
な
情

報
交
換
が
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

（
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
）

（
２
） 
教
育
委
員
会
等
は
、
幼
児
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
の
た
め
、
次
の
よ
う
な
措
置
を
講
じ
、
関
係
機
関
・

団
体
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
る
か
。

①
　
警
察
、
消
防
署
等
の
関
係
機
関
、
P
T
A
、
自
治
会
、

青
少
年
教
育
団
体
等
地
域
の
関
係
団
体
へ
の
協
力
要

請
や
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

②
　
近
接
す
る
市
町
村
間
等
で
不
審
者
に
関
す
る
情
報

を
提
供
し
あ
う
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

（
安
全
に
配
慮
し
た
学
校
開
放
の
推
進
）

（
３
） 
教
育
委
員
会
等
は
、
管
下
の
学
校
に
お
い
て
、
安
全
に
配
慮
し
た
学
校
開
放（
夜
間
・
休
日
開
放
を
含
む
）

が
行
わ
れ
る
よ
う
次
の
よ
う
な
措
置
を
講
じ
て
い
る
か
。

①
　
教
育
委
員
会
等
と
し
て
、
学
校
開
放
時
に
人
員
を
配

置
す
る
な
ど
、
安
全
確
保
の
体
制
を
整
備
し
て
い
る
。

②
　
学
校
開
放
時
に
お
け
る
開
放
部
分
と
非
開
放
部
分
と

の
区
別
の
明
確
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
非
開
放
部
分
へ

の
不
審
者
の
侵
入
防
止
の
た
め
の
施
設
設
備
上
の
対

策
（
錠
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
、
警
報
装
置
等
の
整
備
な
ど
）
を

講
じ
て
い
る
。

③
　
P
T
A
や
地
域
住
民
等
に
よ
る
学
校
支
援
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
積
極
的
な
協
力
を
得
る
よ
う
協
力
要
請
を
し

て
い
る
。

④
　
管
下
の
学
校
に
お
い
て
P
T
A
や
地
域
住
民
等
に
よ

る
学
校
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
ど
の
よ
う
に

得
て
い
る
か
を
把
握
し
て
い
る
。

（
学
校
施
設
面
に
お
け
る
安
全
確
保
）

（
４
） 
学
校
施
設
の
面
で
、
幼
児
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
次
の
よ
う
な
施
設
設
備
の
整
備

を
行
っ
て
い
る
か
。

１
）敷
地
内
へ
の
侵
入
対
策

①
　
校
門
、
囲
障
、
外
灯（
防
犯
ラ
イ
ト
等
）等
の
整
備
や

破
損
箇
所
の
補
修
を
行
っ
て
い
る
。

②
　
防
犯
監
視
シ
ス
テ
ム
等
の
整
備
を
必
要
に
応
じ
行
っ

て
い
る
。

③
　
死
角
の
原
因
と
な
る
立
木
等
の
剪
定
、自
転
車
置
場
、

駐
車
場
や
隣
接
建
物
か
ら
の
侵
入
防
止
対
策
等
を

行
っ
て
い
る
。

④
　
必
要
に
応
じ
、
職
員
室
、
事
務
室
等
を
ア
プ
ロ
ー
チ

部
分
や
屋
外
運
動
場
を
監
視
で
き
、
緊
急
時
に
も
即
応

で
き
る
位
置
に
配
置
し
て
い
る
。

２
）建
物
内
へ
の
侵
入
対
策

⑤
　
校
舎
の
窓
・
出
入
口
、
錠
等
の
整
備
や
破
損
箇
所

の
補
修
を
行
っ
て
い
る
。

⑥
　
防
犯
監
視
シ
ス
テ
ム
等
の
整
備
を
必
要
に
応
じ
行
っ

て
い
る
。

⑦
　
必
要
に
応
じ
低
層
階
の
外
部
に
面
す
る
窓
ガ
ラ
ス
を

防
犯
性
能
の
高
い
も
の
に
し
て
い
る
。

3）
通
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備

⑧
　
警
報
装
置（
警
報
ベ
ル
、
ブ
ザ
ー
等
）、
通
報
機
器（
校

内
緊
急
通
話
シ
ス
テ
ム
、
警
察
や
警
備
会
社
と
の
連
絡

シ
ス
テ
ム
等
）の
整
備
を
必
要
に
応
じ
行
っ
て
い
る
。

４
）幼
児
児
童
生
徒
の
避
難
対
策

⑨
　
教
室
等
の
避
難
経
路
を
複
数
確
保
す
る
と
と
も
に
、

避
難
を
考
慮
し
た
施
錠
シ
ス
テ
ム
（
内
部
か
ら
の
み
開

錠
可
能
等
）と
し
て
い
る
。

２
　
緊
急
時
の
安
全
確
保

点
　
　
　
検
　
　
　
項
　
　
　
目

措
置
状
況

行
っ
て
い
な
い
場
合
の

理
由
、
代
替
措
置
又
は

今
後
の
改
善
計
画
等

行
っ
て

い
る
行
っ
て

い
な
い

（
不
審
者
情
報
が
あ
る
場
合
の
体
制
）

（
５
） 
教
育
委
員
会
等
は
、
管
下
の
学
校
の
周
辺
等
に
お
け
る
不
審
者
等
の
情
報
を
入
手
し
た
場
合
に
は
、
次

の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
体
制
を
整
備
し
て
い
る
か
。

①
　
速
や
か
に
関
係
す
る
地
域
の
学
校
に
情
報
を
提
供

し
、
注
意
喚
起
を
す
る
。

②
　
警
察
に
対
し
当
該
学
校
周
辺
に
お
け
る
パ
ト
ロ
ー
ル

等
の
実
施
を
要
請
す
る
な
ど
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を

図
る
。

③
　
P
T
A
、
自
治
会
、
青
少
年
教
育
団
体
等
地
域
の
関

係
団
体
に
注
意
喚
起
し
、
幼
児
児
童
生
徒
の
安
全
確

保
の
た
め
の
協
力
を
求
め
る
。

（
不
審
者
の
立
入
り
や
事
件
発
生
な
ど
緊
急
時
の
体
制
）

（
６
） 
管
下
の
学
校
に
お
い
て
、
学
校
内
に
不
審
者
が
立
ち
入
っ
た
り
、
事
件
が
発
生
し
た
り
し
て
い
る
な
ど
の

緊
急
時
に
備
え
、
次
の
よ
う
な
体
制
を
整
備
し
て
い
る
か
。
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①
　
学
校
か
ら
の
緊
急
時
の
連
絡
に
対
応
す
る
体
制
を

と
っ
て
い
る
。

②
　
緊
急
時
に
、関
係
部
局
や
関
係
機
関
等
と
も
連
携
し
、

直
ち
に
職
員
を
派
遣
す
る
な
ど
、
学
校
に
お
け
る
危
機

管
理
を
支
援
す
る
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

Ⅲ
　
家
庭
や
地
域
社
会
の
協
力
を
得
て
取
り
組
む
べ
き
事
項

１
　
日
常
の
安
全
確
保

点
　
　
　
検
　
　
　
項
　
　
　
目

措
置
状
況

行
っ
て
い
な
い
場
合
の

理
由
、
代
替
措
置
又
は

今
後
の
改
善
計
画
等

行
っ
て

い
る
行
っ
て

い
な
い

（
家
庭
へ
の
働
き
か
け
）

（
１
） 
不
審
者
情
報
の
警
察
、
学
校
等
へ
の
速
や
か
な
伝
達
が
行

わ
れ
る
よ
う
、
ま
た
、
幼
児
児
童
生
徒
が
犯
罪
や
事
故
の

被
害
か
ら
自
分
の
身
を
守
る
た
め
、
危
険
な
場
所
の
確
認

や
屋
外
で
の
行
動
に
当
た
っ
て
注
意
す
べ
き
事
項
を
家
庭

で
具
体
的
に
話
し
合
う
よ
う
働
き
か
け
が
行
わ
れ
て
い
る

か
。

（
学
校
外
の
安
全
確
保
の
た
め
の
地
域
の
関
係
団
体
に
お
け
る
取
組
）

（
２
） 
学
校
外
の
安
全
確
保
の
た
め
、
P
T
A
、
自
治
会
、
青
少
年

教
育
団
体
等
地
域
の
関
係
団
体
の
協
力
を
得
て
、
学
区
内

の
人
通
り
の
少
な
い
場
所
等
危
険
箇
所
の
点
検
や「
声
か
け

運
動
」等
の
取
組
が
行
わ
れ
て
い
る
か
。

（
登
下
校
時
、
授
業
中
、
学
校
開
放
時
等
に
お
け
る
安
全
確
保
の

た
め
の
地
域
の
関
係
団
体
に
お
け
る
取
組
）

（
３
） 
登
下
校
時
、授
業
中
、学
校
開
放
時
等
の
安
全
確
保
の
た
め
、

P
T
A
、
自
治
会
、
青
少
年
教
育
団
体
等
地
域
の
関
係
団
体

と
の
連
携
・
協
力
の
下
、通
学
路
の
安
全
点
検
、登
下
校
時
、

授
業
中
、
放
課
後
、
学
校
開
放
時
等
に
お
け
る
学
校
内
外

の
巡
回
等
の
取
組
が
行
わ
れ
て
い
る
か
。

（
４
） 
登
下
校
時
等
に
万
一
の
場
合
、
幼
児
児
童
生
徒
が
緊
急
避

難
で
き
る
「
子
ど
も
11
0番
の
家
」
等
の
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
体
制
が
と
ら
れ
て
い
る
か
。

２
　
緊
急
時
の
安
全
確
保

点
　
　
　
検
　
　
　
項
　
　
　
目

措
置
状
況

行
っ
て
い
な
い
場
合
の

理
由
、
代
替
措
置
又
は

今
後
の
改
善
計
画
等

行
っ
て

い
る
行
っ
て

い
な
い

（
５
） 
学
校
周
辺
や
学
区
内
等
で
不
審
者
等
の
情
報
が
あ
る
場
合
に
は
、
次
の
よ
う
な
取
組
を
行
う
体
制
が
と

ら
れ
て
い
る
か
。

①
　
P
T
A
、
自
治
会
、
青
少
年
教
育
団
体
等
地
域
の
関

係
団
体
と
の
連
携
・
協
力
の
下
、
各
家
庭
や
地
域
へ
の

注
意
喚
起
、
授
業
中
や
放
課
後
等
に
お
け
る
学
校
内

や
周
辺
、
学
区
内
の
巡
回
、
集
団
登
下
校
へ
の
同
伴

等
の
取
組
が
行
わ
れ
る
体
制
が
と
ら
れ
て
い
る
。

②
　
学
校
や
関
係
機
関
等
か
ら
の
注
意
依
頼
の
文
書
等

が
、
各
家
庭
に
配
布
さ
れ
た
り
、
地
域
に
掲
示
さ
れ
た

り
す
る
な
ど
速
や
か
に
周
知
さ
れ
る
体
制
が
と
ら
れ
て

い
る
。

○
学
校
安
全
緊
急
ア
ピ
ー
ル
　
─
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
た
め
に
─

今
、「
子
ど
も
の
安
全
」
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
。

近
年
、
学
校
を
発
生
場
所
と
す
る
犯
罪
の
件
数
が
増
加
し
て
い
る
。
凶
悪
犯
が
増
加
す
る
と

と
も
に
、
外
部
の
者
が
学
校
へ
侵
入
し
た
事
件
が
、
平
成
14
年
に
は
2,
16
8
件
と
、
平
成
11
年

（
1,
04
2
件
）
と
比
べ
て
2
倍
を
超
え
る
状
況
に
あ
る
。

平
成
11
年
12
月
に
は
京
都
市
立
日
野
小
学
校
に
お
い
て
、
平
成
13
年
6
月
に
は
大
阪
教
育

大
学
教
育
学
部
附
属
池
田
小
学
校
に
お
い
て
、
あ
ま
り
に
も
痛
ま
し
く
、
安
全
で
あ
る
べ
き
学

校
に
お
い
て
、
決
し
て
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
事
件
が
発
生
し
た
。

文
部
科
学
省
で
は
、
学
校
に
お
け
る
事
件
・
事
故
が
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
近
年
の
状

況
を
重
く
受
け
止
め
、
学
校
安
全
の
充
実
に
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
取
り
組
む
「
子
ど

も
安
心
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
推
進
し
て
い
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
、「
学
校
へ
の
不

審
者
侵
入
時
の
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
作
成
（
平
成
14
年
12
月
）
や
、「
学
校
施
設
整
備

指
針
」
に
お
け
る
防
犯
対
策
関
係
規
定
の
充
実
（
平
成
15
年
8
月
）、
防
犯
や
応
急
手
当
の
訓

練
に
よ
り
教
職
員
や
子
ど
も
の
安
全
対
応
能
力
の
向
上
を
図
る
「
防
犯
教
室
」
の
開
催
の
支
援

な
ど
、
様
々
な
施
策
を
推
進
し
て
き
た
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
全
国
各
地
の
学
校
で
は
、
学
校
や
地
域
の
状
況
に
応
じ
た
学
校
安
全
に

関
す
る
取
組
が
行
わ
れ
て
き
て
い
る
も
の
の
、
附
属
池
田
小
学
校
の
事
件
の
後
も
、
昨
年
12

月
の
京
都
府
や
兵
庫
県
の
小
学
校
の
事
件
な
ど
、
学
校
に
不
審
者
が
侵
入
し
て
子
ど
も
の
安
全

を
脅
か
す
事
件
や
、
通
学
路
で
子
ど
も
に
危
害
が
加
え
ら
れ
る
事
件
が
後
を
絶
た
な
い
。

関
係
者
に
は
、「
私
た
ち
の
学
校
や
地
域
で
は
事
件
は
起
こ
る
ま
い
」
な
ど
と
楽
観
せ
ず
、

「
事
件
は
い
つ
、
ど
こ
で
も
起
こ
り
う
る
の
だ
」
と
い
う
危
機
感
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
の
上
で
、
様
々
な
対
策
を
意
図
的
に
講
じ
て
い
か
な
け
れ
ば
学
校
の
安
全
は
確
保
で
き
な
い
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と
い
う
認
識
の
下
、
緊
張
感
を
持
っ
て
子
ど
も
の
安
全
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
が
学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会
と
の
連
携
・
協
力
な
し
に
な
し

得
な
い
の
と
同
様
、「
安
全
・
安
心
な
学
校
づ
く
り
」、
「
安
全
・
安
心
な
子
ど
も
の
居
場
所
づ

く
り
」
も
地
域
ぐ
る
み
の
取
組
な
し
に
は
な
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。

保
護
者
の
方
々
、
地
域
社
会
の
方
々
、
警
察
・
消
防
・
自
治
会
・
防
犯
協
会
等
の
関
係
機

関
・
団
体
の
方
々
に
お
か
れ
て
は
、
学
校
や
子
ど
も
の
安
全
を
め
ぐ
る
危
機
的
な
状
況
を
是
非

御
理
解
い
た
だ
き
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
た
め
の
取
組
に
積
極
的
に
御
協
力

願
い
た
い
。

こ
の
た
び
、
各
学
校
で
よ
り
具
体
的
な
安
全
確
保
の
取
組
を
推
進
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
学

校
や
設
置
者
が
子
ど
も
の
安
全
確
保
の
た
め
の
具
体
的
な
取
組
を
行
う
に
当
た
っ
て
の
留
意
点

や
学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会
、
関
係
機
関
・
団
体
の
連
携
に
よ
り
子
ど
も
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
の
方
策
等
に
つ
い
て
、
別
紙
の
よ
う
に
ま
と
め
た
。

こ
れ
を
関
係
す
る
全
て
の
方
々
に
お
読
み
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
や
地
域
で
子
ど
も

の
安
全
確
保
の
た
め
の
取
組
が
積
極
的
に
推
進
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

な
お
、
文
部
科
学
省
で
は
、
平
成
16
年
度
に
お
い
て
も
、「
子
ど
も
安
心
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
し
て
、「
防
犯
教
室
」
の
開
催
の
支
援
に
関
す
る
事
業
や
、
地
域
と
の
連
携
を
重
視
し
た
学

校
安
全
に
関
す
る
実
践
的
な
取
組
を
行
う
「
地
域
ぐ
る
み
の
学
校
安
全
推
進
モ
デ
ル
事
業
」
等

を
引
き
続
き
推
進
す
る
ほ
か
、
新
た
に
、
教
職
員
の
危
機
管
理
意
識
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の

「
防
犯
教
育
指
導
者
用
参
考
資
料
」
の
作
成
・
配
布
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
学
校

施
設
の
防
犯
対
策
に
関
す
る
事
例
集
の
作
成
を
は
じ
め
と
す
る
、
学
校
施
設
の
安
全
対
策
に
関

す
る
事
業
も
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

今
後
も
、
文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
学
校
安
全
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
、
組
織
的
、
継
続

的
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。 学
校
安
全
に
関
す
る
具
体
的
な
留
意
事
項
等

【
学
校
に
よ
る
具
体
的
取
組
に
つ
い
て
の
留
意
点
】

・
実
効
あ
る
学
校
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
 

・
学
校
安
全
に
関
す
る
校
内
体
制
の
整
備

・
教
職
員
の
危
機
管
理
意
識
の
向
上
 

・
校
門
等
の
適
切
な
管
理

・
防
犯
関
連
設
備
の
実
効
性
あ
る
運
用
 

・
子
ど
も
の
防
犯
教
育
の
充
実

・
日
常
的
な
取
組
体
制
の
明
確
化

【
設
置
者
に
よ
る
具
体
的
取
組
に
つ
い
て
の
留
意
点
】

・
設
置
す
る
学
校
の
安
全
点
検
の
日
常
化
 
・
教
職
員
に
対
す
る
研
修
の
実
施

【
地
域
社
会
に
協
力
願
い
た
い
こ
と
】

・
学
校
安
全
の
取
組
に
御
協
力
い
た
だ
け
る
方
の
組
織
化
を

・
不
審
者
情
報
等
を
地
域
で
共
有
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を

・「
子
ど
も
11
0
番
の
家
」
の
取
組
へ
の
一
層
の
御
協
力
を

・
安
全
・
安
心
な
「
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
」
を

【
地
域
の
関
係
機
関
・
団
体
に
協
力
願
い
た
い
こ
と
】

・
学
校
と
の
一
層
の
連
携
を

別
紙

学
校
安
全
に
関
す
る
具
体
的
な
留
意
事
項
等

学
校
に
よ
る
具
体
的
取
組
に
つ
い
て
の
留
意
点

◎
実
効
あ
る
学
校
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定

平
成
14
年
12
月
に
、
文
部
科
学
省
は
、「
学
校
へ
の
不
審
者
侵
入
時
の
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
を
作
成
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
各
学
校
に
共
通
す
る
留
意
事
項
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、

各
学
校
で
具
体
的
な
取
組
を
実
際
に
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
学
校
や
地
域
の
状
況
を
踏
ま
え

た
「
学
校
独
自
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
」（
以
下
「
学
校
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
と
い
う
。）
が
不
可
欠
で
す
。

学
校
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
は
、
あ
く
ま
で
子
ど
も
の
安
全
確
保
の
た
め
の
手
段
で
あ
り
、
そ

れ
自
体
が
形
式
的
な
目
的
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
何
ら
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
学
校
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
踏
ま
え
た
意
図
的
・
具
体
的
な
取
組
が
危
機
感
を
持
っ
て
真
剣
に
な
さ
れ
る
こ
と
こ
そ
が

重
要
な
の
で
す
。

学
校
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
通
常
の
校
内
活
動
時
は
も
と
よ
り
、
運
動
会
や
授
業
参
観
な
ど
不
特

定
多
数
の
来
校
者
が
あ
る
時
、
登
下
校
時
、
校
外
で
の
活
動
時
な
ど
様
々
な
場
面
を
想
定
し

て
、
具
体
的
か
つ
機
能
的
な
も
の
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
実
効
性
を
高
め

る
た
め
に
は
、
防
犯
訓
練
等
を
繰
り
返
し
、
内
容
に
不
足
は
な
い
か
、
思
わ
ぬ
支
障
は
な
い

か
、
教
職
員
の
役
割
分
担
は
適
切
か
な
ど
、
多
角
的
な
観
点
か
ら
不
断
に
検
証
し
、
随
時
改
善

を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

00-生きる力 1.indb   195 10.7.16   1:48:27 PM



「生きる力」をはぐくむ学校での安全教育

― 196 ―

付　

録

○
実
効
性
の
高
い
学
校
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
。
防
犯
訓
練
等
で
不
断
に
検
証
・
改
善
。

◎
学
校
安
全
に
関
す
る
校
内
体
制
の
整
備

各
学
校
に
お
い
て
は
、
学
校
安
全
に
関
し
、
教
職
員
間
の
連
絡
調
整
や
指
導
・
助
言
に
当
た

る
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
担
当
者
を
校
務
分
掌
上
明
確
に
し
た
り
、
校
長
、
教
頭
及
び
そ
の

担
当
者
を
中
心
と
し
た
「
学
校
安
全
委
員
会
」
等
の
校
内
組
織
（
以
下
「
校
内
安
全
組
織
」
と

い
う
。）
を
設
け
る
な
ど
し
て
、
安
全
に
関
す
る
校
内
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

校
長
の
責
任
の
下
、
校
内
安
全
組
織
が
中
心
と
な
っ
て
、
教
職
員
一
人
一
人
の
、
安
全
確
保

の
た
め
の
努
力
を
怠
ら
ず
、
緊
急
事
態
に
備
え
る
意
識
（
危
機
管
理
意
識
）
を
高
め
、
学
校
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
・
見
直
し
の
ほ
か
、
安
全
点
検
項
目
の
設
定
、
点
検
作
業
や
防
犯
訓
練
の
実

施
な
ど
、
必
要
な
取
組
を
全
教
職
員
に
よ
り
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

特
に
安
全
点
検
に
つ
い
て
は
、
改
善
す
べ
き
課
題
は
も
う
な
い
の
か
と
い
う
問
題
意
識
を
絶

え
ず
持
ち
つ
つ
、
日
課
や
週
間
予
定
に
組
み
込
ん
で
着
実
に
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

○
学
校
安
全
担
当
者
や
委
員
会
な
ど
校
内
組
織
の
整
備
。
学
校
安
全
に
関
す
る
点
検
活
動

の
日
常
化
。

◎
教
職
員
の
危
機
管
理
意
識
の
向
上

防
犯
機
器
等
が
い
く
ら
充
実
し
て
い
て
も
、
そ
れ
を
運
用
す
る
の
は
人
で
す
。

学
校
安
全
の
基
盤
は
、
教
職
員
一
人
一
人
の
危
機
管
理
意
識
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識

し
、
そ
れ
を
前
提
に
、
校
内
安
全
組
織
を
中
心
に
、
防
犯
に
関
す
る
実
践
的
な
研
修
や
訓
練
を

充
実
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

既
に
多
く
の
学
校
で
「
防
災
訓
練
」
は
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、「
防
犯
訓
練
」
を
実
施

し
て
い
る
学
校
は
未
だ
少
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
両
者
に
は
避
難
誘
導
や
応
急
手
当
な
ど
共

通
す
る
点
が
あ
る
も
の
の
、
不
審
者
を
校
内
に
侵
入
さ
せ
な
い
体
制
、
万
一
不
審
者
が
侵
入
し

た
場
合
の
的
確
な
対
応
な
ど
、
防
犯
の
た
め
の
訓
練
を
実
際
に
行
っ
て
み
な
け
れ
ば
理
解
で
き

な
い
内
容
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
防
犯
訓
練
も
、
防
災
訓
練
と
同
様
、
各
学
校
で
是
非
定
期

的
に
行
っ
て
下
さ
い
。
そ
の
際
、
学
校
や
地
域
の
状
況
に
応
じ
て
安
全
に
関
す
る
「
週
間
」
や

「
日
」
を
設
定
す
る
な
ど
し
て
、
こ
の
期
間
内
に
訓
練
等
を
集
中
的
に
行
う
こ
と
な
ど
も
有
効

で
す
。

こ
の
ほ
か
、
学
校
や
P
T
A
、
自
治
会
な
ど
が
「
安
全
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
通
学
路
の
安
全

点
検
を
行
う
な
ど
、
犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
環
境
づ
く
り
に
地
域
を
あ
げ
て
取
り
組
む
こ
と
も
重

要
で
す
。

○
学
校
安
全
の
基
盤
は
教
職
員
の
危
機
管
理
意
識
。
実
践
的
な
研
修
・
訓
練
も
不
可
欠
。

◎
校
門
等
の
適
切
な
管
理

学
校
の
安
全
確
保
の
た
め
に
は
、
不
審
者
を
校
内
に
侵
入
さ
せ
な
い
こ
と
が
基
本
で
す
。

学
校
や
地
域
の
状
況
に
よ
り
具
体
の
対
応
は
様
々
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
少
な
く
と
も
校
内
へ

の
出
入
口
を
限
定
し
、
施
錠
な
ど
に
よ
り
適
切
に
そ
れ
を
管
理
す
る
こ
と
が
、
安
全
確
保
の
大

前
提
と
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
学
校
の
内
部
か
ら
門
を
利
用
す
る
者
の
動
き
が

確
認
で
き
る
よ
う
な
施
設
設
備
の
工
夫
や
、
死
角
の
把
握
と
そ
れ
に
対
す
る
適
切
な
対
応
も
重

要
な
課
題
で
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
学
校
の
安
全
確
保
を
徹
底
す
る
た
め
に
は
、
防
犯
機
器
等
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
、
人
に
よ
る
管
理
を
徹
底
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
そ
の
際
、
校
内
外
の
巡
回
等

の
体
制
を
随
時
点
検
し
つ
つ
、
必
要
に
応
じ
て
保
護
者
や
地
域
住
民
の
協
力
を
得
る
こ
と
も
重

要
で
す
。

な
お
、「
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
」
は
、
外
部
の
者
に
対
し
て
何
の
備
え
も
な
く
学
校
を
開

く
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。
学
校
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
の
安
全
が

ま
ず
第
一
に
確
保
さ
れ
る
こ
と
が
絶
対
条
件
で
す
。

○
校
内
へ
の
出
入
口
の
管
理
は
安
全
確
保
の
大
前
提
。
日
常
点
検
の
中
で
そ
の
他
校
内
に

死
角
が
な
い
か
把
握
。

◎
防
犯
関
連
設
備
の
実
効
性
あ
る
運
用

学
校
や
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
防
犯
機
器
等
を
設
置
す
る
こ
と
な
ど
は
重
要
で
す
が
、
そ
れ

自
体
が
目
的
化
し
て
し
ま
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

機
器
等
を
設
置
し
た
場
合
で
も
、
安
全
を
守
る
の
は
最
終
的
に
は
人
で
あ
り
、
機
器
等
の
効

果
を
十
分
発
揮
で
き
る
か
ど
う
か
も
人
に
よ
る
適
切
な
機
器
等
の
運
用
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

機
器
等
を
設
置
し
た
場
合
に
は
、
学
校
の
状
況
を
踏
ま
え
た
適
切
な
運
用
方
法
を
校
内
安
全

組
織
に
お
い
て
検
討
し
、
全
教
職
員
に
徹
底
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
機
器
等
の
運
用
方
法
を

全
教
職
員
に
習
得
さ
せ
る
た
め
に
は
訓
練
等
の
実
施
も
不
可
欠
で
す
。
そ
れ
と
と
も
に
機
器
等

の
日
常
的
な
点
検
も
重
要
で
す
。

○
機
器
等
を
設
置
す
る
こ
と
自
体
が
目
的
で
は
な
く
、
人
に
よ
る
適
切
な
運
用
が
重
要
。

○
全
教
職
員
が
機
器
等
の
運
用
方
法
を
習
得
す
る
こ
と
や
、
日
常
的
な
点
検
が
重
要
。

◎
子
ど
も
の
防
犯
教
育
の
充
実
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子
ど
も
自
身
が
様
々
な
危
険
を
予
測
し
、
そ
れ
を
回
避
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
防
犯
教

育
の
一
層
の
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

文
部
科
学
省
で
は
、
防
犯
や
応
急
手
当
の
訓
練
に
よ
り
教
職
員
や
子
ど
も
の
安
全
対
応
能
力

の
向
上
を
図
る
「
防
犯
教
室
」
の
開
催
を
平
成
15
年
度
か
ら
支
援
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
子
ど
も
に
防
犯
意
識
や
必
要
な
知
識
・
技
能
を
十
分
習
得
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

な
お
、
防
犯
訓
練
は
具
体
的
な
場
面
を
想
定
し
た
実
践
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
が
、
幼
い
子
ど
も
を
対
象
と
す
る
場
合
、
発
達
段
階
を
踏
ま
え
た
適
切
な
配
慮
が
必
要
で

す
。 ○
子
ど
も
に
対
す
る
防
犯
教
育
の
充
実
（「
防
犯
教
室
」
や
防
犯
訓
練
の
実
施
な
ど
）。

◎
日
常
的
な
取
組
体
制
の
明
確
化

こ
れ
ま
で
、
校
門
等
の
管
理
の
重
要
性
や
学
校
安
全
に
関
す
る
点
検
活
動
の
日
常
化
な
ど
に

つ
い
て
言
及
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
か
に
も
日
常
の
学
校
安
全
に
関
す
る
取
組
と
し
て
、

受
付
の
設
置
、
来
校
者
へ
の
声
か
け
、
校
内
外
の
巡
回
な
ど
様
々
な
も
の
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
が
学
校
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
形
式
的
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
だ
け
で
は
不
十
分

で
あ
り
、
日
常
的
な
取
組
が
実
際
に
な
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
校
門
の
施

錠
は
誰
が
担
当
す
る
の
か
な
ど
、
日
常
の
担
当
者
を
明
確
に
定
め
、
責
任
を
持
っ
て
各
自
が
実

施
す
る
体
制
を
、
校
内
の
共
通
理
解
の
下
確
立
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
日
常
的
な
取
組
体
制
の
整
備
・
確
立
。

設
置
者
に
よ
る
具
体
的
取
組
に
つ
い
て
の
留
意
点

◎
設
置
す
る
学
校
の
安
全
点
検
の
日
常
化

本
ア
ピ
ー
ル
で
は
、
各
学
校
に
対
し
安
全
点
検
を
日
常
化
す
べ
き
旨
強
く
訴
え
て
き
ま
し

た
。 学
校
の
設
置
者
に
お
い
て
も
、
学
校
運
営
の
最
終
的
責
任
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
、
ま
た
、

学
校
開
放
や
「
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
」
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
、

自
ら
管
理
す
る
学
校
の
安
全
対
策
を
日
常
的
に
点
検
・
検
証
し
、
課
題
が
あ
れ
ば
そ
の
対
策
を

主
体
的
に
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
と
り
わ
け
、
施
設
設
備
の
整
備
や
新
た
な
人
員
配

置
な
ど
の
支
援
策
が
必
要
な
場
合
に
は
、
随
時
適
切
に
措
置
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で

す
。 な
お
、
学
校
の
安
全
点
検
に
際
し
て
は
、
教
育
委
員
の
方
々
も
積
極
的
に
参
加
い
た
だ
き
、

安
全
確
保
の
問
題
を
含
め
た
様
々
な
課
題
を
把
握
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
れ
ら
を
教
育
委
員
会
に
お
け
る
議
論
等
に
適
切
に
反
映
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま

す
。 ○
設
置
者
の
立
場
か
ら
の
安
全
点
検
の
日
常
化
と
必
要
な
支
援
。
点
検
活
動
へ
の
教
育
委

員
の
積
極
的
な
参
加
。

◎
教
職
員
に
対
す
る
研
修
の
実
施

く
り
か
え
し
に
な
り
ま
す
が
、
学
校
安
全
の
基
盤
は
教
職
員
一
人
一
人
の
日
常
的
な
危
機
管

理
意
識
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
教
職
員
の
意
識
の
高
揚
及
び
そ
の
維
持
を
図
る
上

で
、
学
校
の
設
置
者
の
果
た
す
役
割
は
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

本
ア
ピ
ー
ル
で
は
、
各
学
校
に
対
し
、
校
内
安
全
組
織
を
中
心
と
し
た
防
犯
に
関
す
る
研
修

や
訓
練
の
充
実
を
強
く
訴
え
て
き
ま
し
た
が
、
各
設
置
者
に
お
い
て
も
初
任
者
研
修
な
ど
に
お

い
て
学
校
安
全
に
関
す
る
研
修
を
実
施
す
る
な
ど
、
全
教
職
員
の
危
機
管
理
能
力
を
向
上
さ
せ

る
機
会
を
適
切
に
確
保
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

な
お
、
こ
の
よ
う
な
研
修
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
警
察
等
関
係
機
関
の
協
力
に
よ
り
実
践

的
な
訓
練
を
実
施
し
た
り
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
重
視
す
る
な
ど
、
受

講
者
自
ら
が
、
危
機
感
を
持
っ
て
主
体
的
に
考
え
る
場
を
設
定
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

○
全
教
職
員
に
対
す
る
学
校
安
全
に
関
す
る
実
践
的
な
研
修
の
実
施
。

地
域
社
会
に
協
力
願
い
た
い
こ
と

「
安
全
・
安
心
な
学
校
づ
く
り
」
や
「
安
全
・
安
心
な
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
」
の
た
め

に
は
、
学
校
関
係
者
の
努
力
の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
方
々
の
御
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

◎
学
校
安
全
の
取
組
に
御
協
力
い
た
だ
け
る
方
の
組
織
化
を

学
校
や
子
ど
も
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
今
、
保
護
者
や
地
域
住
民
の
方
々
、
地
域
の
団

体
の
方
々
の
中
に
は
、「
学
校
の
安
全
、
子
ど
も
の
安
全
の
た
め
に
自
分
も
何
か
を
し
た
い
」

と
い
う
思
い
を
持
た
れ
て
い
る
方
が
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
の
安
全
確
保
に
関
す
る
様
々
な
取
組
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
の
P
T
A
に
よ
る
組
織
的

な
活
動
等
に
加
え
、
例
え
ば
、「
学
校
ガ
ー
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
な
ど
の
名
称
で
、
保
護
者
有

志
の
方
々
が
、
校
内
や
通
学
路
を
巡
回
す
る
取
組
を
行
っ
て
い
る
地
域
や
、
警
察
官
O
B
の
御

協
力
で
「
シ
ル
バ
ー
ポ
リ
ス
」
と
い
う
組
織
を
つ
く
り
、
子
ど
も
の
登
下
校
時
、
在
校
時
な
ど

に
安
全
確
保
の
た
め
の
巡
回
を
行
っ
て
い
る
地
域
が
見
ら
れ
ま
す
。
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文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
今
後
各
学
校
に
対
し
、
地
域
の
方
々
に
適
切
に
情
報
発
信
し
な
が

ら
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
取
組
を
一
層
推
進
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
が
、
各
学
校
校
下
ご
と
に
、
P
T
A
や
青
少
年
団
体
、
地
域
の
自
治
会
な
ど

を
中
心
に
、
さ
ら
に
学
校
安
全
の
取
組
に
御
協
力
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
具
体
的
に
は
、

御
協
力
い
た
だ
け
る
方
々
に
御
参
集
い
た
だ
き
、
校
内
外
で
の
様
々
な
取
組
を
通
じ
、
学
校
を

支
援
す
る
た
め
の
組
織
づ
く
り
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
で
は
、
地
域
と
連
携
し
つ
つ
学
校
安
全
に
関
す
る
実
践
を
し
て
い
る
様
々
な
事

例
を
紹
介
し
た
冊
子
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
社
団
法
人
日
本
P
T
A
全
国
協
議
会
に
お

い
て
も
、
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
P
T
A
の
取
組
に
関
す
る
事
例
集
や
会
員
に
向
け
て
の
提
言

を
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
も
参
考
に
、
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
継
続
的
な
取
組
を
展
開

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
不
審
者
情
報
等
を
地
域
で
共
有
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を

通
学
路
は
大
人
の
目
が
届
き
に
く
く
子
ど
も
は
様
々
な
危
険
に
さ
ら
さ
れ
が
ち
で
す
。

こ
の
た
め
、
学
校
付
近
の
商
店
等
に
「
安
全
モ
ニ
タ
ー
」
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
不
審
者
の

早
期
発
見
に
御
協
力
い
た
だ
く
体
制
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
地
域
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
近
隣

の
学
校
、
自
治
会
、
P
T
A
、
警
察
署
な
ど
に
よ
っ
て
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
地
域

社
会
全
体
に
不
審
者
情
報
等
が
迅
速
に
行
き
渡
る
体
制
を
整
備
し
た
地
域
も
見
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
も
含
め
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
つ
つ
、
不
審
者
情
報
の
共
有
な
ど
学
校
や

通
学
路
の
安
全
確
保
を
目
的
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

そ
の
際
、
校
区
単
位
、
近
隣
校
区
単
位
、
近
隣
市
町
村
単
位
な
ど
で
様
々
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
形
成
し
、
そ
れ
ら
が
有
機
的
に
連
携
し
つ
つ
、
地
域
の
子
ど
も
を
見
守
っ
て
い
く
こ
と
の
で

き
る
シ
ス
テ
ム
と
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
は
、
活
動
の
核
と
な
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
不
可
欠
で
す
。

例
え
ば
、
校
区
単
位
で
は
担
当
教
職
員
が
、
広
域
的
な
も
の
で
は
教
育
委
員
会
が
、
そ
れ
ぞ
れ

地
域
の
警
察
等
と
連
携
し
な
が
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
運
営
し
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
取
組
に
地
域
の
方
々
に
も
是
非
参
画
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
「
子
ど
も
11
0
番
の
家
」
の
取
組
へ
の
一
層
の
御
協
力
を

い
わ
ゆ
る
「
子
ど
も
11
0
番
の
家
」
の
取
組
に
御
協
力
い
た
だ
け
る
家
庭
や
商
店
が
増
え
て

い
ま
す
が
、
子
ど
も
の
安
全
を
め
ぐ
る
危
機
的
な
状
況
、
と
り
わ
け
通
学
路
で
子
ど
も
に
危
害

が
加
え
ら
れ
る
事
件
が
後
を
絶
た
な
い
状
況
を
踏
ま
え
、
こ
の
取
組
に
一
層
の
御
協
力
を
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
に
よ
っ
て
は
、「
子
ど
も
11
0
番
の
家
」
に
御
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
方
々
に
、
学
校

安
全
を
考
え
る
会
議
の
委
員
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
子
ど
も
の
安
全
対
策
へ
の
助
言
・
協
力
を

い
た
だ
く
と
い
っ
た
先
進
的
な
取
組
が
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
学
校
や
P
T
A
な
ど
が
中
心
と

な
っ
て
、
校
区
内
の
「
子
ど
も
11
0
番
の
家
」
の
所
在
や
危
険
箇
所
を
ま
と
め
た
「
安
全
マ
ッ

プ
」
を
作
成
す
る
取
組
も
盛
ん
で
す
。

地
域
社
会
で
知
恵
を
出
し
合
い
、
安
全
確
保
の
取
組
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

◎
安
全
・
安
心
な
「
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
」
を

家
庭
や
地
域
の
教
育
力
の
低
下
、
青
少
年
の
異
年
齢
・
異
世
代
間
交
流
の
減
少
、
青
少
年
の

問
題
行
動
の
深
刻
化
な
ど
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
状
況
は
極
め
て
深
刻
で
す
。
こ
う
し
た
状
況

を
踏
ま
え
、
か
つ
、
地
域
の
大
人
の
力
を
結
集
し
つ
つ
、
地
域
に
安
全
か
つ
安
心
な
「
子
ど
も

の
居
場
所
づ
く
り
」
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
文
部
科
学
省
で
も
、
平
成
16
年
度
よ
り

「
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
新
プ
ラ
ン
」
と
し
て
、
子
ど
も
の
活
動
拠
点
を
整
備
す
る
「
地
域

子
ど
も
教
室
推
進
事
業
」
を
は
じ
め
様
々
な
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

先
進
的
な
取
組
を
進
め
て
い
る
地
域
で
は
、
地
域
の
大
人
を
は
じ
め
、
学
校
や
警
察
等
関
係

機
関
と
の
連
携
・
協
力
に
よ
り
、
子
ど
も
の
安
全
や
活
動
を
見
守
る
、
安
全
研
修
を
受
け
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
す
る
な
ど
、
様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
」
を
進
め
る
に
当
た
り
、
こ
う
し
た
先
進
事
例
を
参
考
に
し
つ

つ
、
安
全
管
理
担
当
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
員
の
配
置
、
研
修
会
や
訓
練
の
実
施
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

作
成
な
ど
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
安
全
管
理
体
制
の
整
備
を
図
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
そ

の
際
に
は
、
学
校
は
も
と
よ
り
、
警
察
や
消
防
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携
・
協
力
、
地
域
住
民

の
皆
様
の
御
理
解
と
御
協
力
が
重
要
で
す
。

地
域
の
関
係
機
関
・
団
体
に
協
力
願
い
た
い
こ
と

◎
学
校
と
の
一
層
の
連
携
を

「
安
全
・
安
心
な
学
校
づ
く
り
」、
「
安
全
・
安
心
な
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
」
は
学
校
と

家
庭
、
地
域
社
会
、
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
た
、
い
わ
ば
「
地
域
ぐ
る
み
の
取
組
」
な
し

に
は
達
成
さ
れ
ま
せ
ん
。

学
校
自
ら
が
、
地
域
の
関
係
機
関
・
団
体
に
積
極
的
に
働
き
か
け
、
連
携
を
深
め
る
努
力
を

す
る
こ
と
は
当
然
で
す
が
、
関
係
機
関
・
団
体
の
皆
様
か
ら
も
学
校
に
積
極
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ

し
、
学
校
と
と
も
に
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
取
組
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

と
り
わ
け
、
こ
れ
ま
で
の
少
年
非
行
防
止
の
観
点
か
ら
の
教
育
界
と
警
察
と
の
緊
密
な
連
携

関
係
に
加
え
、
防
犯
の
観
点
か
ら
の
連
携
を
一
層
密
に
し
て
い
く
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
す
。
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本
ア
ピ
ー
ル
で
は
、
学
校
に
対
し
日
常
的
に
安
全
点
検
を
実
施
す
る
こ
と
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
が
、
警
察
等
関
係
機
関
・
団
体
に
お
か
れ
て
も
防
犯
等
の
専
門
家
と
し
て
の
立
場
か
ら
、

地
域
の
学
校
安
全
の
取
組
に
参
画
し
て
い
た
だ
き
、
改
善
点
な
ど
を
御
指
摘
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
同
時
に
、「
防
犯
教
室
」
や
防
犯
訓
練
な
ど
へ
の
協
力
を
通
じ
、
学
校
に
は

な
い
犯
罪
予
防
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
校
に
提
供
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
た
め
、
通
学
路
や
学
校
周
辺
に
お
け
る
警
察
官
等
に
よ
る

巡
回
活
動
を
可
能
な
限
り
強
化
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

骨
子
省
略

○
学
校
の
安
全
確
保
の
た
め
の
施
策
等
に
つ
い
て

（平
17
・
2．
18
　
16
文
科
ス
第
39
6
号
　
文
部
科
学
省
生
涯
学
習
政
策
局
長
、

初
等
中
等
教
育
局
長
、
ス
ポ
ー
ツ
・
青
少
年
局
長
か
ら
附
属
学
校
を
置
く
各
国

立
大
学
法
人
学
長
、
各
都
道
府
県
知
事
、
各
都
道
府
県
・
指
定
都
市
教
育
委
員

会
教
育
長
あ
て
　
通
知

）
こ
の
た
び
、
大
阪
府
寝
屋
川
市
立
中
央
小
学
校
に
お
い
て
教
職
員
が
殺
傷
さ
れ
る
と
い
う
決

し
て
起
こ
っ
て
は
な
ら
な
い
事
件
が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。

文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
平
成
13
年
6
月
の
大
阪
教
育
大
学
附
属
池
田
小
学
校
の
事
件
以

来
、
各
学
校
が
安
全
管
理
に
つ
い
て
の
適
切
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、「
学
校

へ
の
不
審
者
侵
入
時
の
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
作
成
や
「
学
校
安
全
緊
急
ア
ピ
ー
ル
 ─

子
ど
も
の
安
全
を
守
る
た
め
に
─
」
の
公
表
を
行
う
と
と
も
に
、
教
職
員
や
児
童
生
徒
の
安
全

対
応
能
力
の
向
上
を
図
る
た
め
の
防
犯
教
室
の
開
催
の
推
進
な
ど
、
各
学
校
に
お
け
る
安
全
対

策
の
支
援
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

文
部
科
学
省
で
は
、
今
回
の
事
件
の
発
生
を
受
け
、
省
内
に
「
安
全
・
安
心
な
学
校
づ
く
り

の
た
め
の
文
部
科
学
省
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
設
置
し
、
今
回
の
事
件
の
分
析
と
今
後
の

学
校
の
安
全
確
保
方
策
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

つ
い
て
は
、
関
係
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、「
学
校
へ
の
不
審
者
侵
入
時
の
危
機
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
や
「
学
校
安
全
緊
急
ア
ピ
ー
ル
 ─
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
た
め
に
─
」
に
基
づ

き
施
策
の
再
点
検
を
進
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
特
に
、
下
記
の
よ
う
な
点
に
つ
い
て
御
留

意
い
た
だ
き
、
な
お
一
層
の
学
校
の
安
全
確
保
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
及
び
各
都
道
府
県
知
事
に
お
か
れ
て
は
、
域
内
の
市
町
村

及
び
所
轄
の
学
校
及
び
学
校
法
人
に
対
す
る
周
知
に
つ
き
ま
し
て
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

記

1．
教
職
員
の
防
犯
訓
練
等
の
集
中
実
施
に
つ
い
て

今
回
の
事
件
に
お
い
て
教
職
員
が
殺
傷
さ
れ
た
と
い
う
点
を
踏
ま
え
、
教
職
員
を
対
象
と

す
る
防
犯
訓
練
等
を
当
面
集
中
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

２
．
学
校
と
地
域
と
の
連
携
の
推
進
に
つ
い
て

P
T
A
や
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
参
加
を
得
て
、
学
校
内
外
の
巡
回
、
学
校
の
門

や
通
学
路
等
の
要
所
で
の
監
視
、
万
一
事
件
や
事
故
が
起
き
た
場
合
の
避
難
場
所
の
確
保
な

ど
、
学
校
の
安
全
確
保
の
た
め
の
地
域
と
の
連
携
を
進
め
る
こ
と
。

3．
学
校
と
警
察
と
の
連
携
の
推
進
に
つ
い
て

学
校
の
安
全
確
保
の
取
組
に
お
い
て
は
、
学
校
と
警
察
と
の
連
携
を
一
層
密
に
し
、
進
め

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
、
防
犯
訓
練
や
防
犯
教
室
の
推
進
、
緊

急
時
の
場
合
の
対
応
等
に
お
い
て
、
地
域
の
警
察
と
の
連
携
を
推
進
す
る
こ
と
。

○
安
全
・
安
心
な
学
校
づ
く
り
の
た
め
の
文
部
科
学
省
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
第
一
次
報
告
に
つ
い
て

（平
17
・
3・
31
　
16
文
科
ス
第
46
3
号
　
文
部
科
学
省
生
涯
学
習
政
策
局
長
、

初
等
中
等
教
育
局
長
、
ス
ポ
ー
ツ
・
青
少
年
局
長
か
ら
附
属
学
校
を
置
く
各
国

立
大
学
法
人
学
長
、
各
都
道
府
県
知
事
、
各
都
道
府
県
・
指
定
都
市
教
育
委
員

会
教
育
長
あ
て

）
平
成
17
年
２
月
14
日
に
発
生
し
た
寝
屋
川
市
立
中
央
小
学
校
の
事
件
を
受
け
、
文
部
科
学

省
で
は
、「
安
全
・
安
心
な
学
校
づ
く
り
の
た
め
の
文
部
科
学
省
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を

設
置
し
、
学
校
安
全
の
た
め
の
方
策
の
再
点
検
等
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
こ

の
た
び
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
の
結
果
を
「
学
校
安
全
の
た
め
の
方
策
の
再
点
検
等
に
つ
い
て
─

安
全
・
安
心
な
学
校
づ
く
り
の
た
め
の
文
部
科
学
省
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
第
一
次
報
告
─
」

と
し
て
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

つ
い
て
は
、
関
係
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
文
部
科
学
省
が
示
し
て
い
る
、

「
学
校
へ
の
不
審
者
侵
入
時
の
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」（
平
成
14
年
12
月
）
や
「
学
校
施
設

整
備
指
針
」（
平
成
15
年
８
月
）、
「
学
校
安
全
緊
急
ア
ピ
ー
ル
」（
平
成
16
年
１
月
）、
「
学
校

の
安
全
確
保
の
た
め
の
施
策
等
に
つ
い
て
」（
平
成
17
年
２
月
18
日
16
文
科
ス
第
39
6
号
）
な

ど
に
加
え
、
本
報
告
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
安
全
の
た
め
の
方
策
等
に
つ
い

て
再
点
検
を
進
め
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
の
再
点
検
に
つ
い
て
は
、
各
学
校
に
お
い
て
策
定
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さ
れ
て
い
る
「
学
校
安
全
計
画
」
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
具
体
的
に
推
進
す
る
た

め
、
学
校
独
自
の
「
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
作
成
・
改
善
や
、
学
校
警
察
連
絡
協
議
会
の

更
な
る
機
能
充
実
を
は
じ
め
と
す
る
警
察
と
の
一
層
の
連
携
の
推
進
な
ど
、
実
効
性
の
あ
る
安

全
管
理
の
取
組
を
積
極
的
か
つ
継
続
的
に
推
進
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
及
び
各
都
道
府
県
知
事
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
域
内
の
市

町
村
及
び
所
轄
の
学
校
及
び
学
校
法
人
に
対
す
る
周
知
に
つ
き
ま
し
て
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

学
校
安
全
の
た
め
の
方
策
の
再
点
検
等
に
つ
い
て

─
安
全
・
安
心
な
学
校
づ
く
り
の
た
め
の
文
部
科
学
省
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
第
一
次
報
告
─

平
成
17
年
２
月
14
日
に
発
生
し
た
寝
屋
川
市
立
中
央
小
学
校
の
事
件
を
受
け
、
文
部
科
学

省
で
は
、
安
全
・
安
心
な
学
校
づ
く
り
を
行
う
た
め
の
対
応
方
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
、

「
安
全
・
安
心
な
学
校
づ
く
り
の
た
め
の
文
部
科
学
省
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
設
置
し
、

学
校
安
全
の
た
め
の
方
策
の
再
点
検
等
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
き
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
検
討

の
結
果
を
「
学
校
安
全
の
た
め
の
方
策
の
再
点
検
等
に
つ
い
て
─
安
全
・
安
心
な
学
校
づ
く
り

の
た
め
の
文
部
科
学
省
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
第
一
次
報
告
─
」
と
し
て
取
り
ま
と
め
た
。

各
学
校
や
設
置
者
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
文
部
科
学
省
が
示
し
て
い
る
「
学
校
へ
の
不

審
者
侵
入
時
の
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」（
平
成
14
年
12
月
）
や
「
学
校
施
設
整
備
指
針
」（
平

成
15
年
８
月
）、
「
学
校
安
全
緊
急
ア
ピ
ー
ル
」（
平
成
16
年
１
月
）、
「
学
校
の
安
全
確
保
の
た

め
の
施
策
等
に
つ
い
て
」（
平
成
17
年
２
月
18
日
 1
6
文
科
ス
第
39
6
号
）
な
ど
に
加
え
、
本

報
告
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
安
全
の
た
め
の
方
策
等
に
つ
い
て
再
点
検
し
、

独
自
の
「
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
作
成
・
改
善
や
、
警
察
と
の
一
層
の
連
携
の
推
進
な

ど
、
実
効
性
の
あ
る
安
全
管
理
の
取
組
を
積
極
的
か
つ
継
続
的
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま

れ
る
。

Ⅰ
．
各
学
校
の
安
全
対
策
の
再
点
検
ポ
イ
ン
ト

１
．
学
校
へ
の
不
審
者
侵
入
防
止
の
た
め
の
３
段
階
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
確
立

１
─
①
　
学
校
の
敷
地
内
へ
の
不
審
者
の
侵
入
防
止

○
　
門
・
塀
で
囲
ま
れ
て
い
る
学
校
に
つ
い
て
は
、
出
入
口
は
限
定
し
、
登
下
校
時
以
外
は
原

則
と
し
て
門
は
施
錠
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
出
入
口
等
を
中
心
に
警
備
員
を
配
置

す
る
学
校
も
あ
る
が
、
そ
う
で
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
門
を
開
け
て
い
る
間
は
、
少
な
く

と
も
、
教
職
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
立
ち
会
い
、
子
ど
も
の
安
全
を
見
守
る
よ
う
に
す
る
こ

と
が
望
ま
れ
る
。

・
登
校
時
：

出
入
口
を
限
定
し
て
門
を
開
放
す
る
。
現
在
で
も
、
登
校
時
間
中
に
教
職
員
や
地
域

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
門
や
通
学
路
の
要
所
等
に
立
っ
て
子
ど
も
の
見
守
り
活
動
を

行
っ
て
い
る
学
校
が
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
取
組
を
一
層
進
め
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

・
授
業
中
、昼
休
み
や
休
憩
時
間
等
：

原
則
と
し
て
門
は
施
錠
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

・
下
校
時
：

出
入
口
を
限
定
し
て
門
を
開
放
す
る
。
登
校
時
間
と
比
べ
て
下
校
時
間
は
長
時
間
に

わ
た
る
場
合
が
多
い
が
、
門
を
開
放
し
て
い
る
時
間
帯
は
、
交
代
制
に
す
る
な
ど
し

て
個
人
に
か
か
る
負
担
を
軽
減
し
な
が
ら
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
る
こ

と
や
、
警
備
員
を
置
く
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
門
に
お
い
て
子
ど
も
の
安
全
を
見
守
る

こ
と
が
望
ま
れ
る
。

○
　
門
に
お
け
る
ハ
ー
ド
面
の
対
策
と
し
て
は
、
来
校
者
の
確
認
の
た
め
の
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
、

侵
入
監
視
の
た
め
の
セ
ン
サ
ー
や
防
犯
カ
メ
ラ
、
遠
隔
操
作
に
よ
る
開
閉
が
可
能
な
電
気
錠

等
の
防
犯
設
備
の
設
置
等
に
つ
い
て
、
学
校
や
地
域
の
状
況
に
応
じ
検
討
す
る
こ
と
が
望
ま

れ
る
。

○
　
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
い
る
学
校
に
つ
い
て
は
、
特
に
登
下
校
時
な
ど
門
が
開
放
さ
れ

て
い
る
時
間
帯
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
も
得
つ
つ
、
交
代
制
に
す
る

な
ど
し
て
個
人
に
か
か
る
負
担
を
軽
減
し
な
が
ら
、
モ
ニ
タ
ー
を
意
識
的
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る

体
制
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
（
門
に
お
け
る
子
ど
も
の
見
守
り
と
防
犯
カ
メ
ラ

に
よ
る
二
重
の
チ
ェ
ッ
ク
）。

ま
た
、
モ
ニ
タ
ー
を
各
学
校
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
と
も
に
、
教
育
委
員
会
等
に
各
学
校
の

モ
ニ
タ
ー
の
画
像
を
集
約
し
て
、
二
重
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
も
有
効
で
あ
る
。

 学
校
や
地
域
の
状
況
に
応
じ
て
、
こ
の
よ
う
な
工
夫
や
検
討
を
す
る
こ
と
が
望
ま
れ

る
。

１
─
②
　
学
校
の
敷
地
内
で
の
不
審
者
の
発
見
・
排
除

○
　
門
か
ら
校
舎
へ
の
入
口
（
受
付
）
ま
で
の
動
線
を
明
確
に
し
、
初
め
て
来
校
す
る
者
に
も
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分
か
る
よ
う
、
案
内
の
看
板
を
門
の
周
辺
等
に
示
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

動
線
は
職
員
室
等
か
ら
見
通
し
が
よ
く
、
ま
た
、
児
童
生
徒
が
活
動
す
る
ス
ペ
ー
ス
と
峻

別
し
て
設
定
す
る
よ
う
工
夫
す
べ
き
で
あ
る
。

○
　
不
審
者
を
早
期
に
発
見
し
、
校
舎
内
に
入
れ
な
い
と
い
う
観
点
か
ら
、
教
職
員
、
地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
警
備
員
等
に
よ
り
、
授
業
中
や
昼
休
み
、
休
憩
時
間
等
に
お
け
る
屋
外
運

動
場
な
ど
敷
地
内
の
巡
回
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

１
─
③
　
校
舎
内
へ
の
不
審
者
の
侵
入
防
止

○
　
正
規
の
来
校
者
も
含
め
、
原
則
と
し
て
す
べ
て
の
来
校
者
の
対
応
を
受
付
に
集
中
す
る
こ

と
が
望
ま
れ
る
。
こ
の
た
め
、
学
校
の
状
況
に
応
じ
て
、
案
内
の
看
板
の
設
置
、
地
域
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
誘
導
、
非
常
時
の
避
難
に
配
慮
し
つ
つ
校
舎
の
必
要
の
な
い
出
入
口
の

閉
鎖
な
ど
を
行
う
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。

○
　
受
付
で
は
、
教
職
員
や
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
が
応
対
し
て
来
校
者
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
受
付
後
に
識
別
が
可
能
な
よ
う
に
、
受
付
の
担
当
者
が
来
校

者
を
確
認
し
リ
ボ
ン
や
名
札
等
を
着
用
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

○
　
学
校
関
係
者
が
来
校
者
と
応
接
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
受
付
の
近
く
に
設
け
、
原
則
と
し
て

来
校
者
に
対
し
て
は
応
接
ス
ペ
ー
ス
で
対
応
す
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

特
に
、
来
校
理
由
が
は
っ
き
り
し
な
い
来
校
者
に
対
し
て
は
、
応
接
ス
ペ
ー
ス
に
お
い
て

複
数
の
学
校
関
係
者
で
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。

○
　
職
員
室
等
に
つ
い
て
は
、
来
校
者
の
動
線
や
屋
外
運
動
場
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
、
不
審

者
侵
入
時
に
も
即
応
で
き
る
よ
う
な
位
置
に
配
置
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

２
．
学
校
へ
の
不
審
者
の
侵
入
に
備
え
た
取
組

２
─
①
　
安
全
を
守
る
た
め
の
器
具
の
備
え

○
　
学
校
へ
の
不
審
者
の
侵
入
な
ど
の
緊
急
時
に
、
安
全
を
守
る
た
め
の
器
具
を
備
え
て
お
く

こ
と
が
望
ま
し
い
。
そ
の
た
め
の
器
具
と
し
て
は
、
さ
す
ま
た
、
盾
、
催
涙
ス
プ
レ
ー
、

ネ
ッ
ト
、
杖
な
ど
は
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
こ
う
し
た
器
具
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
が
使
用
す
る
な
ど
防
御
以
外
の
目
的
に
使

用
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
管
理
の
徹
底
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
警
察
官
等
の
協

力
を
得
て
、
万
一
の
場
合
に
適
切
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

２
─
②
　
身
を
守
る
た
め
に
必
要
な
訓
練
の
実
施

○
　
学
校
へ
の
不
審
者
侵
入
な
ど
の
緊
急
事
態
が
発
生
し
た
場
合
、
迅
速
に
11
0
番
（
11
9
番
）

通
報
や
教
育
委
員
会
等
へ
の
連
絡
が
行
え
る
よ
う
、
通
報
や
緊
急
連
絡
の
仕
方
を
訓
練
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
。
学
校
に
警
察
と
の
連
絡
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
場
合
に
は
、
使
用
方
法
に
つ

い
て
も
十
分
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

○
　
11
0
番
通
報
の
後
、
警
察
官
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、
教
職
員
自
身
の
安
全
を
守
り
つ

つ
、
不
審
者
を
子
ど
も
に
近
づ
け
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
防
犯
訓
練
等
に

お
い
て
警
察
官
等
の
協
力
を
得
て
、
身
を
守
る
訓
練
を
行
っ
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

３
．
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
連
携
し
た
安
全
・
安
心
な
学
校
づ
く
り

○
　
安
全
・
安
心
な
学
校
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
学
校
関
係
者
の
努
力
に
加
え
、
地
域
社
会
の

協
力
の
下
、
地
域
ぐ
る
み
で
学
校
安
全
の
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

学
校
内
外
で
腕
章
等
を
身
に
付
け
て
警
備
に
当
た
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
い
る
と
い
う
状
況

は
、
門
等
の
出
入
口
の
管
理
と
と
も
に
、
犯
罪
を
犯
そ
う
と
す
る
者
に
対
す
る
心
理
的
な
抑

制
と
い
う
点
で
効
果
的
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
文
部
科
学
省
に
お
い
て
平
成
17
年
度
か
ら
開
始
す
る
「
地
域
ぐ
る
み
の
学

校
安
全
体
制
整
備
推
進
事
業
」
を
活
用
し
な
が
ら
、
取
組
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
も
有
効
で

あ
る
。

○
　
特
に
、
通
学
路
の
安
全
対
策
と
し
て
、
登
下
校
時
に
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
協

力
を
得
て
、
学
校
内
外
で
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
す
る
な
ど
、
子
ど
も
を
見
守
る
体
制
を
地

域
の
実
情
に
応
じ
て
一
層
充
実
す
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

○
　
地
域
や
保
護
者
の
方
々
な
ど
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
協
力
を
得
る
場
合
に
は
、
巡
回
を

行
う
に
当
た
っ
て
の
ポ
イ
ン
ト
や
不
審
者
に
直
面
し
た
場
合
の
対
応
方
法
な
ど
に
つ
い
て
十

分
に
学
ん
で
お
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
今
後
、
警
察
官
や
警
察
官
O
B
な
ど
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
・
研
修
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

そ
の
際
、「
地
域
ぐ
る
み
の
学
校
安
全
体
制
整
備
推
進
事
業
」
に
お
い
て
行
う
講
習
会
を

活
用
し
、
学
校
安
全
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
・
研
修
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
も
有
効

で
あ
る
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
参
加
を
得
る
場
合
に
は
、
保
険
等
に
も
十
分
配
慮
し
て
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お
く
必
要
が
あ
る
。

４
．「
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
」
と
学
校
安
全

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な
学
校
の
安
全
の
た
め
の
取
組
は
、「
地
域
に
開
か
れ
た
学

校
づ
く
り
」
と
い
う
考
え
方
と
相
反
す
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
一
定
の
ル
ー
ル
に

従
っ
て
学
校
に
集
ま
る
多
く
の
人
々
に
よ
り
学
校
の
安
全
が
守
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
か
ら
求
め
ら
れ
る
ル
ー
ル
と
し
て
、
地
域
の
人
々
が
来
校
す
る
場
合
、
あ
ら
か
じ
め

用
件
を
電
話
等
で
学
校
に
伝
え
、
来
校
の
予
約
を
し
て
お
く
こ
と
な
ど
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
各
学
校
も
来
校
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
、
学
校
の
門
に
掲
示
し
た
り
、
学
校
便
り
や
自

治
体
の
広
報
誌
を
活
用
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
方
々
に
周
知
し
て
お
く
こ
と
も

望
ま
れ
る
。

ル
ー
ル
に
従
っ
て
、
地
域
の
多
く
の
人
々
が
学
校
を
訪
れ
、
学
校
の
様
々
な
活
動
へ
の
協

力
を
得
る
こ
と
に
よ
り
、
学
校
が
活
性
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
同
時
に
、
多
く
の
人
の
目

で
子
ど
も
の
安
全
が
見
守
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
学
校
の
安
全
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

る
。 「
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
」
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
学
校
の
安
全
確
保
が
絶
対
条

件
で
あ
る
。
学
校
や
地
域
の
学
校
安
全
に
関
す
る
意
識
を
高
め
、
学
校
や
地
域
の
状
況
に
応

じ
た
取
組
を
継
続
的
に
推
進
し
な
が
ら
、
地
域
と
連
携
し
つ
つ
「
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ

く
り
」
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

Ⅱ
．
学
校
と
警
察
の
一
層
の
連
携
の
推
進

Ⅱ
─
①
　
学
校
と
警
察
と
の
連
携
例

「
安
全
・
安
心
な
学
校
づ
く
り
」
の
た
め
に
は
、
警
察
と
の
連
携
を
一
層
密
に
し
な
が
ら
取

組
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
事
柄
に
つ
い
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
と
考
え
ら
れ
る
。

１
．
学
校
と
地
元
警
察
署
、
教
育
委
員
会
等
と
警
察
と
の
間
で
十
分
な
意
見
交
換
が
で
き

る
場
の
整
備

学
校
と
地
元
の
警
察
署
あ
る
い
は
学
校
の
設
置
者
で
あ
る
教
育
委
員
会
等
（
以
下
「
教
育

委
員
会
等
」
と
い
う
。）
と
警
察
と
の
間
で
、
学
校
の
安
全
管
理
対
策
や
学
校
を
め
ぐ
る
防

犯
・
警
備
な
ど
の
面
で
密
接
な
意
思
疎
通
を
図
る
た
め
、
関
係
者
間
で
協
議
会
を
設
置
し
た

り
、
定
期
的
に
意
思
疎
通
の
会
合
を
開
く
な
ど
の
取
組
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。 そ
の
際
に
は
、
現
在
、
各
地
で
青
少
年
の
非
行
防
止
の
た
め
の
活
動
の
ほ
か
、
犯
罪
被
害

か
ら
青
少
年
を
守
る
た
め
の
活
動
に
つ
い
て
も
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
る
学
校
警
察
連
絡
協

議
会
の
機
能
の
一
層
の
充
実
を
図
る
こ
と
も
効
果
的
と
考
え
ら
れ
る
。

２
．
学
校
の
実
情
に
応
じ
た
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化

今
後
、
学
校
や
教
育
委
員
会
等
か
ら
要
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応

じ
、
協
議
の
上
、
警
察
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
を
図
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

こ
の
場
合
、
パ
ト
ロ
ー
ル
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
を
広
く
周
知
す
る
と
と
も
に
、
学
校
周
辺

に
お
い
て
も
、
そ
れ
が
分
か
る
よ
う
な
表
示
を
す
る
こ
と
は
、
犯
罪
を
犯
そ
う
と
す
る
者
に

対
す
る
心
理
的
な
抑
制
と
い
う
点
で
効
果
的
で
あ
る
。

３
．
学
校
と
警
察
が
連
携
し
た
実
践
的
・
効
果
的
な
防
犯
訓
練
・
防
犯
教
室
の
実
施

万
一
の
事
態
に
備
え
る
た
め
に
は
、
学
校
に
お
い
て
、
実
践
的
・
効
果
的
な
防
犯
訓
練
・

防
犯
教
室
等
を
実
施
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
実
施
に
お
い
て
警
察
の
協
力
を
得

る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
今
後
の
防
犯
訓
練
・
防
犯
教
室
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
の
避
難
の
円
滑

な
実
施
の
み
な
ら
ず
、
学
校
に
備
え
付
け
ら
れ
て
い
る
防
御
用
の
器
具
・
装
置
の
使
用
方
法

の
説
明
や
訓
練
、
万
一
不
審
者
に
遭
遇
し
た
場
合
に
、
警
察
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、
教
職

員
が
自
ら
の
身
を
守
る
た
め
の
訓
練
等
に
つ
い
て
も
盛
り
込
む
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

４
．
警
察
官
や
警
察
官
O
B
の
協
力
を
得
た
学
校
の
施
設
や
防
犯
設
備
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の

学
校
安
全
体
制
の
再
点
検
の
実
施

実
地
の
防
犯
対
策
に
当
た
る
警
察
官
や
警
察
官
O
B
の
協
力
を
得
て
、
学
校
の
施
設
設

備
、
備
品
の
状
況
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
内
容
等
に
つ
い
て
再
点
検
し
、
改
善
し
て
い
く
こ
と
は

有
効
で
あ
る
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
・
研
修
に
当
た
っ
て
、
警
察
官
や
警
察
官
O
B
等
の
協
力

を
得
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

５
．
学
校
と
警
察
と
の
間
の
非
常
時
に
お
け
る
通
報
体
制
の
整
備
と
通
報
訓
練
等
の
実
施
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警
察
と
の
間
で
直
通
の
緊
急
連
絡
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る
こ
と
や
、
学
校
独
自
の
「
危

機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
等
に
お
い
て
万
一
の
場
合
の
通
報
の
在
り
方
等
を
盛
り
込
ん
で
お

く
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
警
察
と
学
校
、
教
育
委
員
会
等
が
連
携
し
、
通
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
や
そ
れ
を

活
用
し
た
訓
練
等
を
実
施
し
て
お
く
こ
と
は
万
一
の
場
合
に
備
え
て
の
取
組
と
し
て
有
効

で
あ
る
。

６
．
地
域
内
で
の
不
審
者
情
報
や
事
件
の
情
報
の
共
有
化

今
後
の
地
域
で
の
不
審
者
や
事
件
等
に
関
す
る
情
報
の
収
集
・
提
供
シ
ス
テ
ム
の
整
備
に

当
た
っ
て
は
、
地
元
の
警
察
の
協
力
を
得
て
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

Ⅱ
─
②
　
文
部
科
学
省
と
警
察
庁
の
連
携
に
よ
る
取
組
の
推
進

○
　
平
成
17
年
度
に
お
い
て
は
、
文
部
科
学
省
と
警
察
庁
と
が
連
携
し
、
教
育
委
員
会
や
学

校
と
地
元
の
警
察
と
の
連
携
の
も
と
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
学
校
や
公
民
館
等
を
拠
点

と
し
て
学
校
内
外
の
安
全
体
制
の
確
保
の
た
め
の
取
組
（「
地
域
・
学
校
安
全
安
心
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」（
仮
称
））
を
実
施
す
る
方
向
で
両
省
庁
が
合
意
し
た
。

○
　
基
本
的
に
は
、
警
察
庁
の
「
地
域
安
全
安
心
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」
と
文
部
科
学
省
の

「
地
域
ぐ
る
み
の
学
校
安
全
体
制
整
備
推
進
事
業
」
と
を
連
携
し
て
実
施
す
る
方
向
で
あ

り
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
・
研
修
や
防
犯
の
専
門
家
に
よ
る
指
導
・
助
言
だ
け
で

な
く
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
用
品
の
整
備
や
防
犯
情
報
の
収
集
・
提
供
、
防
犯
情
報
の
共
有
シ

ス
テ
ム
の
整
備
、
通
学
安
全
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
に
お
け
る
支
援
、
日
常
的
な
地
元
警
察
署

か
ら
の
支
援
等
に
つ
い
て
も
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

○
　
今
後
、
文
部
科
学
省
と
警
察
庁
と
で
細
部
を
詰
め
、
近
日
中
に
別
途
公
表
す
る
予
定
で
あ

り
、
そ
の
際
に
は
こ
の
よ
う
な
ス
キ
ー
ム
の
活
用
が
望
ま
れ
る
。

Ⅲ
．
今
後
の
検
討

○
　
本
報
告
に
お
い
て
は
、
各
学
校
や
設
置
者
に
お
い
て
再
点
検
が
必
要
な
事
項
を
中
心
に
取

り
ま
と
め
を
行
っ
た
が
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
お
い
て
は
、
今
度
と
も
、
情
報
収
集

等
に
努
め
な
が
ら
、
各
地
方
や
学
校
の
事
例
の
分
析
を
進
め
、
警
察
庁
と
も
協
議
し
な
が

ら
、
効
果
的
な
学
校
安
全
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

Ⅳ
．
そ
の
他
関
連
事
項

○
　
今
後
は
、
不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
傾
向
の
子
ど
も
に
対
す
る
対
策
等
に
つ
い
て
も
、
関
係

省
庁
と
連
携
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
の
一
層
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

文
部
科
学
省
と
関
係
省
庁
と
の
検
討
会
、
関
連
調
査
、
専
門
家
に
よ
る
調
査
研
究
な
ど
の
実

施
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

○
　
ま
た
、
子
ど
も
の
情
動
等
に
つ
い
て
は
、「
情
動
の
科
学
的
解
明
と
教
育
等
へ
の
応
用
に

関
す
る
検
討
会
」（
座
長
：
有
馬
朗
人
科
学
技
術
振
興
財
団
会
長
）
に
お
い
て
、
関
連
し
た

研
究
促
進
方
策
、
専
門
的
な
人
材
育
成
の
在
り
方
、
又
は
教
育
現
場
等
へ
の
応
用
の
在
り
方

な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
年
夏
ご
ろ
を
目
途
と
し
て
検
討
成
果
を

得
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

概
要
省
略

○
幼
児
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
及
び
学
校
の
安
全
管
理
に
つ
い
て

（平
17
・
11
・
25
　
17
ス
学
健
第
12
号
　
文
部
科
学
省
生
涯
学
習
政
策
局
社
会
教
育
課
長
、
初

等
中
等
教
育
局
初
等
中
等
教
育
企
画
課
長
、
ス
ポ
ー
ツ
・
青
少
年
局
学
校
健
康
教
育
課
長
か
ら

各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
学
校
安
全
主
管
課
、
各
指
定
都
市
教
育
委
員
会
学
校
安
全
主
管
課
、

各
都
道
府
県
私
立
学
校
主
管
課
、
附
属
学
校
を
置
く
各
国
立
大
学
法
人
事
務
局
あ
て
　
依
頼
）

標
記
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
格
段
の
御
尽
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
広

島
県
の
小
学
校
の
児
童
が
、
11
月
22
日
の
午
後
下
校
中
に
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事

件
が
発
生
し
ま
し
た
。

登
下
校
時
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
は
、「
幼
児
児
童
生
徒
の
安
全
確
保

及
び
学
校
の
安
全
管
理
に
つ
い
て
の
点
検
項
目
（
例
）
の
改
訂
に
つ
い
て
」（
平
成
13
年
8
月

31
日
13
文
科
初
第
57
6
号
）、
「
学
校
へ
の
不
審
者
侵
入
時
の
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」（
平
成

14
年
12
月
文
部
科
学
省
）
等
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
も
対
応
を
お
願
い
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。 各
学
校
や
設
置
者
に
お
か
れ
て
は
、
上
記
の
通
知
等
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
通
学
路
の

要
注
意
箇
所
の
把
握
、
通
学
安
全
マ
ッ
プ
の
作
成
、
交
番
や
「
子
ど
も
11
0
番
の
家
」
の
場
所

の
周
知
、
万
一
の
場
合
の
対
処
法
の
指
導
な
ど
、
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
点
検
を
実
施
す
る

等
、
保
護
者
、
地
域
社
会
、
警
察
等
の
関
係
機
関
と
の
連
携
を
更
に
深
め
な
が
ら
、
幼
児
児
童

生
徒
の
安
全
確
保
に
万
全
を
期
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
安
全
・
安
心
な
学
校
づ
く
り
の
た
め
の
文
部
科
学
省
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
る

「
学
校
安
全
の
た
め
の
方
策
の
再
点
検
等
に
つ
い
て
」（
平
成
17
年
3
月
31
日
）
に
も
盛
り
込
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ま
れ
て
お
り
ま
す
が
、
登
下
校
時
に
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
協
力
を
得
て
、
学
校
内

外
で
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
す
る
な
ど
、
子
ど
も
を
見
守
る
体
制
を
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
充

実
さ
せ
る
こ
と
も
通
学
路
の
安
全
対
策
と
し
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
点
に
つ

い
て
は
、
本
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
地
域
ぐ
る
み
の
学
校
安
全
体
制
整
備
推
進
事
業
」
等

を
活
用
し
つ
つ
、
よ
り
一
層
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
都
道
府
県
教
育
委
員
会
学
校
安
全
主
管
課
に
あ
っ
て
は
域
内
の
市
町
村
教
育
委
員
会

に
対
し
て
、
都
道
府
県
私
立
学
校
主
管
課
に
あ
っ
て
は
所
轄
の
私
立
学
校
に
対
し
て
周
知
し
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
適
切
な
対
応
が
な
さ
れ
る
よ
う
御
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
登
下
校
時
に
お
け
る
幼
児
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

（平
17
・
12
・
6　
17
文
科
ス
第
33
3
号
　
文
部
科
学
省
生
涯
学
習
政
策
局
長
、
初
等

中
等
教
育
局
長
、
ス
ポ
ー
ツ
青
少
年
局
長
か
ら
附
属
学
校
を
置
く
各
国
立
大
学
法
人

学
長
、
各
都
道
府
県
知
事
、
各
都
道
府
県
・
指
定
都
市
教
育
委
員
会
教
育
長
あ
て
）

こ
の
度
、
11
月
22
日
に
広
島
市
立
矢
野
西
小
学
校
1
年
生
の
児
童
が
、
12
月
1
日
に
も
栃
木

県
今
市
市
立
大
沢
小
学
校
1
年
生
の
児
童
が
、
下
校
中
に
事
件
に
遭
遇
し
殺
害
さ
れ
る
と
い
う

決
し
て
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
事
件
が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。

各
学
校
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
「
幼
児
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
及
び
学
校
の
安
全
管
理
に
つ
い

て
の
点
検
項
目
（
例
）
の
改
訂
に
つ
い
て
」（
平
成
13
年
8月
31
日
13
文
科
初
第
57
6号
）、
「
学

校
へ
の
不
審
者
侵
入
時
の
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」（
平
成
14
年
12
月
文
部
科
学
省
）
等
を
参

考
に
し
て
、
登
下
校
中
の
安
全
も
含
め
対
応
に
努
め
て
き
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ

の
度
、
登
下
校
時
に
お
け
る
安
全
確
保
対
策
に
つ
い
て
別
紙
の
よ
う
に
「
登
下
校
時
に
お
け
る

幼
児
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
」
と
し
て
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

そ
の
概
要
は
下
記
の
と
お
り
で
す
の
で
、
別
紙
を
踏
ま
え
、
学
校
や
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

安
全
確
保
対
策
を
講
じ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
件
に
つ
い
て
は
、
警
察
庁
と
も
協
議
し
、
都
道
府
県
教
育
委
員
会
と
都
道
府
県
警
察
と
の

連
携
の
強
化
に
つ
い
て
要
請
し
、
同
庁
に
お
い
て
も
、
本
日
付
け
で
、
別
添
「
通
学
路
等
に
お

け
る
子
ど
も
の
犯
罪
被
害
を
防
止
す
る
た
め
の
諸
対
策
の
徹
底
に
つ
い
て
」
を
各
都
道
府
県
警

察
の
長
等
に
対
し
て
発
出
し
て
い
ま
す
の
で
申
し
添
え
ま
す
。

ま
た
、
都
道
府
県
に
お
か
れ
て
は
、
所
管
の
学
校
や
、
域
内
の
市
町
村
及
び
所
轄
の
私
立
学

校
に
対
し
て
周
知
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
適
切
な
対
応
が
な
さ
れ
る
よ
う
御
指
導
を
お
願

い
し
ま
す
。

記

１
．
通
学
路
の
安
全
点
検
の
徹
底
と
要
注
意
箇
所
の
周
知
徹
底

登
下
校
時
に
お
い
て
幼
児
児
童
生
徒
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
、
通
学
路
の
安
全
点
検

を
教
職
員
や
保
護
者
が
定
期
的
に
実
施
し
、
要
注
意
箇
所
の
把
握
・
周
知
徹
底
を
行
う
こ

と
。

２
．
登
下
校
時
の
幼
児
児
童
生
徒
の
安
全
管
理
の
徹
底

登
下
校
時
に
お
い
て
幼
児
児
童
生
徒
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
幼
児
児
童
生
徒
を

極
力
一
人
に
し
な
い
と
い
う
観
点
か
ら
、
集
団
登
下
校
や
保
護
者
等
の
同
伴
等
に
よ
る
安
全

な
登
下
校
方
策
の
策
定
、
幼
児
児
童
生
徒
の
登
下
校
を
地
域
全
体
で
見
守
る
体
制
の
整
備
等

の
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
。

３
．
幼
児
児
童
生
徒
に
危
険
予
測
・
回
避
能
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
た
め
の
安
全
教
育
の
推
進

幼
児
児
童
生
徒
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
幼
児
児
童
生
徒
に

危
険
予
測
能
力
や
危
険
回
避
能
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
通

学
安
全
マ
ッ
プ
の
作
成
、
防
犯
教
室
の
実
施
等
の
取
組
を
通
じ
て
、
幼
児
児
童
生
徒
の
発
達

段
階
に
応
じ
た
実
践
的
な
防
犯
教
育
を
推
進
す
る
こ
と
。

４
．
不
審
者
等
に
関
す
る
情
報
の
共
有

日
頃
か
ら
、
不
審
者
の
出
没
に
関
す
る
情
報
等
に
つ
い
て
、
警
察
と
連
携
を
と
り
な
が

ら
、
学
校
と
保
護
者
、
地
域
の
関
係
団
体
等
と
の
間
で
、
情
報
を
迅
速
か
つ
確
実
に
共
有
す

る
た
め
の
取
組
を
進
め
て
い
く
こ
と
。

５
．
警
察
と
の
連
携

登
下
校
時
に
お
け
る
安
全
確
保
対
策
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
警
察
と
の
連
携
が
不
可

欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
学
校
警
察
連
絡
協
議
会
の
場
等
を
通
じ
た
平
常
時
の
情
報
交
換
や
防

犯
教
室
・
防
犯
訓
練
へ
の
参
加
、
不
審
者
に
関
す
る
情
報
の
共
有
等
様
々
な
機
会
を
と
ら
え

て
、
警
察
と
の
意
見
交
換
等
を
実
施
す
る
こ
と
。

別
紙

登
下
校
時
に
お
け
る
幼
児
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

第
１
　
通
学
路
の
安
全
点
検
の
徹
底
と
要
注
意
箇
所
の
周
知
徹
底

登
下
校
時
の
幼
児
児
童
生
徒
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
可
能
な
限
り
安
全
な
通
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学
路
を
設
定
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
で
も
排
除
で
き
な
い
要
注
意
箇
所
に
つ
い
て

は
、
し
っ
か
り
と
把
握
し
、
関
係
者
が
共
通
認
識
を
得
て
お
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

①
安
全
な
通
学
路
の
設
定
と
定
期
的
な
点
検
の
実
施

○
教
職
員
、
保
護
者
が
実
際
に
歩
き
、
防
犯
の
観
点
や
交
通
事
情
等
を
配
慮
し
、
関
係
者

が
議
論
し
て
可
能
な
限
り
安
全
な
通
学
路
を
設
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

○
通
学
路
周
辺
の
状
況
は
変
化
す
る
こ
と
か
ら
、
例
え
ば
、
定
期
的
に
、
毎
学
期
点
検
を

実
施
し
た
り
、
必
要
に
応
じ
て
随
時
実
施
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

○
点
検
等
に
よ
り
、
障
害
物
の
放
置
、
落
書
き
、
ト
ン
ネ
ル
状
通
路
等
の
電
灯
切
れ
な
ど

防
犯
上
好
ま
し
く
な
い
状
況
が
発
見
さ
れ
た
場
合
は
、
関
係
機
関
と
も
連
携
を
と
り
、

通
学
路
の
環
境
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

②
通
学
路
に
お
け
る
要
注
意
箇
所
等
の
把
握
と
周
知
徹
底

○
通
学
路
に
関
し
、
保
護
者
や
警
察
、
自
治
会
な
ど
の
関
係
者
の
間
で
共
通
認
識
を
得
て

お
く
べ
き
事
項
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
考
え
ら
れ
る
。

・
 危
険
・
要
注
意
箇
所

 （
 道
路
が
狭
い
、
見
通
し
が
悪
い
、
人
通
り
が
少
な
い
、
や
ぶ
や
路
地
、
倉
庫
、
空

家
な
ど
人
が
身
を
隠
し
や
す
い
場
所
が
近
い
、
大
型
車
が
頻
繁
に
通
る
　
等
）

・
 公
園
や
空
地
な
ど
不
特
定
の
人
が
容
易
に
入
り
や
す
い
場
所

・
 交
番
や
「
子
ど
も
11
0
番
の
家
」
な
ど
万
一
の
際
に
幼
児
児
童
生
徒
が
駆
け
込
め
る

場
所

○
把
握
し
た
情
報
は
P
T
A
や
保
護
者
会
で
配
布
し
、
説
明
し
て
共
通
認
識
を
得
る
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
最
寄
り
の
交
番
や
警
察
、
自
治
会
な
ど
に
も
資
料
を
配
布
す
る
こ
と

が
望
ま
れ
る
。

○
児
童
生
徒
に
対
し
て
も
「
通
学
路
安
全
マ
ッ
プ
」
の
作
成
な
ど
を
通
し
て
周
知
す
る
こ

と
が
有
効
で
あ
る
。
そ
の
際
、
次
の
よ
う
な
点
に
配
慮
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

・
 「
通
学
路
安
全
マ
ッ
プ
」
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
学
級
活
動
や
生
活
科
、
総
合
的
な

学
習
の
時
間
、
児
童
会
・
生
徒
会
活
動
な
ど
様
々
な
機
会
を
活
用
し
て
、
児
童
生
徒

自
身
の
参
加
に
よ
り
作
成
を
進
め
る
こ
と
が
効
果
的
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

・
 様
々
な
学
年
を
組
み
合
わ
せ
た
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
た
り
、
保
護
者
と
と
も
に
作
成
す

る
な
ど
狙
い
と
発
達
段
階
を
考
慮
し
て
作
成
す
る
こ
と

・
 場
合
に
よ
っ
て
は
、
防
犯
に
つ
い
て
の
専
門
的
な
助
言
を
得
る
た
め
、
警
察
官
の
協

力
を
得
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
こ
と

・
 児
童
生
徒
が
実
感
を
も
っ
て
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
児
童
生
徒
自
身
に
よ
る
写
真
や

イ
ラ
ス
ト
、
書
き
込
み
な
ど
も
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と

・
 作
成
過
程
に
お
い
て
、「
子
ど
も
11
0
番
の
家
」
を
含
む
住
民
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
行
う
な
ど
地
域
住
民
と
触
れ
合
う
こ
と
も
有
効
で
あ
る
こ
と

第
２
　
登
下
校
時
の
幼
児
児
童
生
徒
の
安
全
管
理
の
徹
底

学
校
や
地
域
の
実
情
に
応
じ
、
安
全
な
登
下
校
方
策
を
策
定
し
、
地
域
全
体
で
見
守
る
体
制

を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
登
下
校
の
ル
ー
ト
や
時
間
な
ど
に
関
し
て
警
察
と
情
報
を
共
有
し
て

お
く
こ
と
は
、
通
学
路
に
不
審
者
を
近
づ
け
な
い
、
あ
る
い
は
犯
行
に
及
ば
せ
な
い
た
め
の
重

要
な
要
素
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

①
安
全
な
登
下
校
方
策
の
策
定
・
実
施

幼
児
児
童
生
徒
を
極
力
一
人
に
し
な
い
と
い
う
観
点
か
ら
、
保
護
者
や
地
域
の
協
力
を

得
な
が
ら
安
全
な
登
下
校
方
策
を
策
定
し
、
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
ま
ず
第
一
に
求
め
ら

れ
る
こ
と
で
あ
り
、
次
の
よ
う
な
点
が
重
要
で
あ
る
。

○
教
職
員
、
保
護
者
の
間
で
登
下
校
方
策
に
つ
い
て
議
論
し
、
共
通
認
識
を
得
て
お
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

○
特
に
、
小
学
校
低
学
年
の
児
童
に
つ
い
て
は
、
そ
の
安
全
が
し
っ
か
り
と
確
保
で
き
る

よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
応
じ
て
取
組
を
進
め
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

・
例
え
ば
、
小
学
校
低
学
年
の
児
童
が
登
下
校
時
に
一
人
に
な
ら
な
い
よ
う
、
上
級
学

年
と
と
も
に
集
団
登
下
校
す
る
こ
と
も
一
つ
の
方
法
で
あ
り
、
円
滑
に
進
め
る
た

め
、
登
下
校
の
順
路
を
工
夫
し
た
り
、
学
年
ご
と
に
異
な
る
下
校
時
間
を
そ
ろ
え
る

こ
と
も
効
果
的
と
考
え
ら
れ
る
。

・
保
護
者
や
地
域
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、
交
代
で
同
伴
す
る
こ
と
な
ど
も
一
つ
の
方

法
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

○
様
々
な
学
校
行
事
等
の
た
め
、
登
下
校
の
時
間
が
不
規
則
に
な
る
場
合
も
考
え
ら
れ
る

が
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
十
分
な
時
間
的
余
裕
を
も
っ
て
保
護
者
に
し
っ
か
り
と

周
知
す
る
と
と
も
に
、
警
察
や
地
域
の
関
係
団
体
等
に
も
連
絡
し
て
対
策
を
講
じ
て
お

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

○
特
に
冬
期
に
お
い
て
は
、
日
没
が
早
く
な
る
こ
と
も
あ
り
、
部
活
動
等
で
遅
く
な
る
よ

う
な
場
合
に
は
、
保
護
者
に
事
前
に
連
絡
し
て
お
い
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
保
護
者

の
迎
え
を
依
頼
す
る
な
ど
き
め
細
か
な
対
策
が
求
め
ら
れ
る
。

○
遅
刻
、
早
退
す
る
幼
児
児
童
生
徒
に
つ
い
て
は
、
時
間
、
登
下
校
方
法
に
つ
い
て
、
保

護
者
と
確
認
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
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②
幼
児
児
童
生
徒
の
登
下
校
を
地
域
全
体
で
見
守
る
体
制
の
整
備

幼
児
児
童
生
徒
の
安
全
な
登
下
校
を
地
域
全
体
で
見
守
る
体
制
の
整
備
は
重
要
で
あ

る
。
具
体
的
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、「
あ
い
さ
つ
」
や
「
声
が

け
」
を
し
な
が
ら
幼
児
児
童
生
徒
の
登
下
校
を
見
守
る
こ
と
や
、
看
板
の
設
置
等
に
よ
り

地
域
全
体
が
幼
児
児
童
生
徒
の
安
全
を
見
守
っ
て
い
る
と
い
う
雰
囲
気
を
醸
成
す
る
こ
と

も
重
要
で
あ
る
。

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
保
護
者
や
地
域
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、
幼
児
児
童
生
徒
の
登

下
校
の
見
守
り
や
通
学
路
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
こ
と
も
有
効
で
あ
る
。
な
お
、

保
護
者
の
協
力
を
得
る
場
合
な
ど
は
、
例
え
ば
交
代
で
数
ヶ
月
に
１
回
通
学
路
に
立
て

ば
す
む
よ
う
に
す
る
な
ど
個
々
人
の
負
担
を
少
な
く
す
る
配
慮
も
必
要
で
あ
る
。

○
保
護
者
や
地
域
の
方
々
の
理
解
を
得
る
た
め
に
は
、
P
T
A
だ
け
で
な
く
、
自
治
会
な

ど
地
域
の
様
々
な
団
体
に
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

○
パ
ト
ロ
ー
ル
等
に
参
加
す
る
方
々
へ
配
布
す
る
腕
章
や
共
通
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
、
ス
テ
ッ

カ
ー
な
ど
を
活
用
し
、
目
立
つ
形
で
幼
児
児
童
生
徒
を
見
守
る
体
制
を
示
す
こ
と
も
犯

罪
抑
制
効
果
が
期
待
で
き
る
。

○
地
域
の
境
界
や
地
域
内
の
様
々
な
場
所
に
幼
児
児
童
生
徒
の
安
全
を
守
る
取
組
に
つ
い

て
の
看
板
等
を
設
置
し
た
り
、
協
力
の
得
ら
れ
る
店
舗
や
住
宅
に
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
る

と
い
っ
た
方
策
に
よ
り
、
幼
児
児
童
生
徒
の
安
全
が
地
域
全
体
で
守
ら
れ
て
い
る
と
い

う
環
境
を
醸
成
す
る
こ
と
も
有
効
で
あ
る
。

③
登
下
校
の
ル
ー
ト
や
時
間
な
ど
に
関
す
る
警
察
と
の
情
報
の
共
有

○
幼
児
児
童
生
徒
の
登
下
校
の
ル
ー
ト
や
時
間
な
ど
に
つ
い
て
は
、
最
寄
り
の
交
番
や
警

察
署
等
に
も
連
絡
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
必
要
に
応
じ
、
登
下
校
時
の
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
協
力
を
依
頼
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

○
警
察
で
は
、
既
に
「
学
校
周
辺
、
通
学
路
、
児
童
公
園
等
の
子
ど
も
に
対
す
る
犯
罪
が

発
生
し
や
す
い
場
所
に
お
い
て
、
通
学
時
間
帯
な
ど
を
中
心
と
し
て
、
制
服
警
察
官
に

よ
る
警
ら
・
警
戒
活
動
を
強
化
す
る
」（
「
子
ど
も
を
犯
罪
か
ら
守
る
た
め
の
対
策
の
推

進
要
領
」（
平
成
17
年
5
月
19
日
付
、
警
察
庁
））
こ
と
と
し
て
お
り
、
学
校
と
警
察

と
の
連
携
を
深
め
、
登
下
校
に
関
す
る
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
は
、
犯
罪
を
防
止
す
る

上
で
も
重
要
で
あ
る
。

○
ま
た
、
警
察
で
は
、
①
地
域
で
の
子
ど
も
が
被
害
者
と
な
る
事
案
の
全
般
的
な
発
生
状

況
、
②
性
犯
罪
、
誘
拐
、
子
ど
も
に
対
す
る
声
か
け
事
案
、
不
審
者
の
出
没
等
子
ど
も

が
被
害
者
と
な
る
事
案
の
発
生
場
所
、
時
間
帯
、
手
口
等
に
関
す
る
情
報
、
③
子
ど
も

が
被
害
者
と
な
る
事
案
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
場
所
に
つ
い
て
の
情
報
な
ど
を
収
集

し
、
提
供
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
（
前
掲
推
進
要
領
）
と
こ
ろ
で
あ
り
、
教
育
委
員
会

や
各
学
校
な
ど
様
々
な
段
階
で
の
密
接
な
情
報
交
換
が
望
ま
れ
る
。

○
な
お
、
登
下
校
時
に
お
け
る
幼
児
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
の
た
め
の
警
察
と
の
意
見
交

換
、
情
報
の
共
有
の
た
め
に
は
、
既
に
平
成
17
年
3
月
31
日
付
「
学
校
安
全
の
た
め

の
方
策
の
再
点
検
等
に
つ
い
て
」
で
も
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
学
校
警
察
連
絡
協
議
会

な
ど
の
活
用
も
有
効
と
考
え
ら
れ
る
。

第
３
　
幼
児
児
童
生
徒
に
危
険
予
測
・
回
避
能
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
の
安
全
教
育
の
推

 
進 幼
児
児
童
生
徒
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
様
々
な
機
会
を

通
じ
て
、
危
険
予
測
能
力
や
危
険
回
避
能
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

特
に
、
小
学
校
低
学
年
の
児
童
に
つ
い
て
は
、
登
下
校
時
に
も
様
々
な
危
険
が
あ
り
、

知
ら
な
い
人
に
声
を
か
け
ら
れ
た
り
、
定
め
ら
れ
た
通
学
路
以
外
の
道
を
通
る
と
犯
罪
に

巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
通
学
路
の
近
く
に
も
危
険
な
箇
所
が
あ
り
近
づ
い

て
は
い
け
な
い
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
と
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。

①
通
学
安
全
マ
ッ
プ
の
作
成
等
を
通
じ
た
指
導

○
通
学
安
全
マ
ッ
プ
の
作
成
等
に
児
童
生
徒
を
参
加
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
生
徒
が

自
ら
実
感
を
持
っ
て
危
険
箇
所
を
認
識
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
そ
の
際
、
小
学
校

低
学
年
の
児
童
だ
け
で
は
困
難
な
面
も
あ
る
た
め
、
上
級
生
と
グ
ル
ー
プ
を
組
ま
せ

る
、
保
護
者
や
警
察
官
と
一
緒
に
実
際
の
通
学
路
を
ま
わ
る
と
い
っ
た
取
組
も
有
効
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

②
防
犯
教
室
等
の
活
用

○
防
犯
教
室
等
の
実
施
に
あ
た
っ
て
、
警
察
官
や
防
犯
の
専
門
家
の
協
力
を
得
て
、
具
体

的
な
場
面
を
設
定
し
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
等
の
手
法
を
活
用
す
る
な
ど
の
手
法
を
と

り
な
が
ら
実
践
的
な
対
処
方
法
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

③
万
一
の
場
合
に
対
応
す
る
た
め
の
指
導

○
登
下
校
時
に
万
一
の
事
態
が
起
こ
っ
た
場
合
の
具
体
的
対
処
方
法
（
大
声
を
上
げ
る
、

交
番
や
「
子
ど
も
11
0
番
の
家
」
に
駆
け
込
む
　
等
）
に
つ
い
て
幼
児
児
童
生
徒
に
対

し
、
日
頃
か
ら
訓
練
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

○
防
犯
ブ
ザ
ー
等
に
つ
い
て
は
、
す
ぐ
に
活
用
で
き
る
よ
う
な
携
帯
の
方
法
、
万
一
の
場

合
の
使
用
方
法
等
に
つ
い
て
も
十
分
指
導
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
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第
４
　
不
審
者
等
に
関
す
る
情
報
の
共
有

日
頃
か
ら
、
不
審
者
の
出
没
に
関
す
る
情
報
や
幼
児
児
童
生
徒
へ
の
声
か
け
事
案
を
は

じ
め
と
す
る
情
報
な
ど
に
つ
い
て
、
警
察
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
学
校
と
保
護
者
、
地

域
の
関
係
団
体
等
と
の
間
で
、
情
報
を
迅
速
か
つ
確
実
に
共
有
す
る
た
め
の
取
組
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

○
関
係
者
の
間
で
共
有
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
情
報
と
し
て
は
、
不
審
者
の
出
没
等
に
関
す

る
情
報
、
事
件
・
事
故
の
発
生
に
関
す
る
情
報
、
通
学
路
に
お
け
る
工
事
等
の
情
報
な
ど

様
々
で
あ
り
、
事
前
に
、
収
集
す
る
情
報
に
つ
い
て
の
共
通
理
解
を
図
っ
て
お
く
必
要
が

あ
る
。

○
何
ら
か
の
情
報
を
共
有
す
る
必
要
性
が
生
じ
た
場
合
の
ル
ー
ル
（
第
一
報
は
ど
こ
に
い
れ

る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
手
段
（
電
話
、
携
帯
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
等
）
で
情
報

を
誰
が
流
す
の
か
等
）
に
つ
い
て
は
、
特
に
関
係
者
間
で
共
通
理
解
を
図
っ
て
お
く
こ
と

が
不
可
欠
で
あ
る
。

○
情
報
の
収
集
・
共
有
化
を
進
め
る
場
合
に
は
、
迅
速
性
が
求
め
ら
れ
る
が
、
一
方
で
、
確

実
性
等
に
も
配
慮
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
一
定
の
ル
ー
ル
を
定
め
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

○
第
２
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
警
察
で
は
、
①
地
域
で
の
子
ど
も
が
被
害
者
と
な
る
事
案
の

全
般
的
な
発
生
状
況
、
②
性
犯
罪
、
誘
拐
、
子
ど
も
に
対
す
る
声
か
け
事
案
、
不
審
者
の

出
没
等
子
ど
も
が
被
害
者
と
な
る
事
案
の
発
生
場
所
、
時
間
帯
、
手
口
等
に
関
す
る
情

報
、
③
子
ど
も
が
被
害
者
と
な
る
事
案
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
場
所
に
つ
い
て
の
情
報
な

ど
を
収
集
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
収
集
さ
れ
た
情
報
に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民
へ
積
極

的
に
提
供
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

○
教
育
委
員
会
や
学
校
等
と
警
察
と
の
間
で
は
、
学
校
警
察
連
絡
協
議
会
な
ど
の
場
を
通
じ

て
情
報
の
交
換
に
努
め
る
と
と
も
に
、
特
に
不
審
者
情
報
に
つ
い
て
は
、
迅
速
、
的
確
に

行
わ
れ
る
よ
う
警
察
と
の
協
力
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

第
５
　
警
察
と
の
連
携

既
に
第
１
～
第
４
で
述
べ
た
よ
う
に
、
登
下
校
時
の
幼
児
児
童
生
徒
の
安
全
を
確
保
す

る
う
え
で
は
、
警
察
と
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

学
校
警
察
連
絡
協
議
会
の
場
等
を
通
じ
た
平
常
時
の
情
報
交
換
や
防
犯
教
室
・
防
犯
訓

練
へ
の
参
加
、
不
審
者
に
関
す
る
情
報
の
共
有
等
様
々
な
場
面
と
様
々
な
段
階
で
意
見
交

換
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

別
添
省
略

○
登
下
校
時
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
の
た
め
の
路
線
バ
ス
等

の
活
用
に
つ
い
て

（平
18
・
2・
17
　
17
文
科
ス
第
42
3
号
　
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
長
、

ス
ポ
ー
ツ
・
青
少
年
局
長
か
ら
各
都
道
府
県
・
指
定
都
市
教
育
委
員
会
教
育
長

あ
て
　
通
知

）
登
下
校
時
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
は
、
昨
年
11
月
の
広
島
市
及
び
12

月
の
今
市
市
に
お
け
る
事
件
を
踏
ま
え
、「
登
下
校
時
に
お
け
る
幼
児
児
童
生
徒
の
安
全
確
保

に
つ
い
て
」（
平
成
17
年
12
月
６
日
17
文
科
ス
第
33
3
号
）、
「
犯
罪
か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
め

の
対
策
に
つ
い
て
」（
平
成
17
年
12
月
22
日
17
ス
学
健
第
15
号
）
等
に
基
づ
き
、
安
全
管
理

の
徹
底
等
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
、
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

昨
年
12
月
に
政
府
が
取
り
ま
と
め
た
「
犯
罪
か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
め
の
対
策
」
に
お
い

て
は
、
緊
急
に
対
策
を
講
ず
べ
き
施
策
と
し
て
「
路
線
バ
ス
を
活
用
し
た
通
学
時
の
安
全
確

保
」
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
を
受
け
、
文
部
科
学
省
で
は
、
警
察
庁
、
総
務
省
及
び
国
土
交
通
省
と
登
下
校
時

に
お
け
る
安
全
確
保
の
た
め
の
路
線
バ
ス
等
の
活
用
方
策
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
こ
の
度
、
別
紙
の
と
お
り
、
路
線
バ
ス
等
を
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
し
て
活
用
す
る
た

め
の
基
本
的
な
考
え
方
と
具
体
的
な
取
組
方
策
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
各
地
方
公
共
団
体
に
お
か
れ
て
は
、
別
紙
を
参
考
に
、
地
域
の
実
情
等
を

踏
ま
え
て
、
路
線
バ
ス
等
を
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
登
下
校
時
に

お
け
る
安
全
確
保
の
方
策
の
一
つ
と
し
て
御
検
討
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
都
道
府
県
教
育
委
員
会
に
お
か
れ
て
は
、
域
内
の
市
町
村
教
育
委
員
会
に
対
し
て
周

知
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
適
切
な
対
応
が
な
さ
れ
る
よ
う
御
指
導
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 な
お
、
本
件
に
つ
い
て
は
、
警
察
庁
、
総
務
省
及
び
国
土
交
通
省
と
協
議
の
上
、
本
日
付
け

で
、
警
察
庁
に
お
い
て
は
「
路
線
バ
ス
等
を
活
用
し
た
通
学
時
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
」（
別

添
１
）
を
各
都
道
府
県
警
察
の
長
等
に
対
し
て
、
総
務
省
に
お
い
て
は
「
登
下
校
時
に
お
け
る

児
童
生
徒
の
安
全
確
保
の
た
め
の
路
線
バ
ス
等
の
活
用
に
つ
い
て
」（
別
添
２
）
を
各
都
道
府

県
総
務
担
当
部
長
等
に
対
し
て
、
ま
た
、
国
土
交
通
省
に
お
い
て
は
「
登
下
校
時
に
お
け
る
児

童
生
徒
の
安
全
確
保
の
た
め
の
路
線
バ
ス
等
の
活
用
に
つ
い
て
」（
別
添
３
）
を
各
地
方
運
輸

局
等
に
対
し
て
、
通
知
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
の
で
申
し
添
え
ま
す
。
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別
紙

路
線
バ
ス
等
を
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
し
て
活
用
す
る
た
め
の

基
本
的
な
考
え
方
と
具
体
的
な
取
組
方
策
に
つ
い
て

１
．
基
本
的
な
考
え
方

児
童
生
徒
の
登
下
校
時
の
安
全
確
保
の
た
め
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
よ
る
通
学
方
法
を
採
用

す
る
こ
と
は
一
つ
の
有
効
な
方
法
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
観
点
か
ら
は
、
地
域
の
実
情
等
を
踏
ま
え
、
路
線
バ
ス
等
を
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
登
下
校
時
に
お
け
る
一
層
の
安
全
確
保
を
図
る
こ
と
も
一
つ
の
方

策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

以
下
は
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
よ
る
通
学
方
法
に
係
る
地
方
公
共
団
体
の
選
択
肢
を
広
げ
る

観
点
か
ら
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
路
線
バ
ス
等
を
活
用
す
る
場
合
以
外
の
方
法
に
つ
い
て

も
、
遠
距
離
通
学
用
に
運
行
さ
れ
て
い
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
安
全
確
保
の
観
点
か
ら
活
用
す

る
等
、
地
域
の
実
情
等
を
踏
ま
え
、
各
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
登
下
校
時
の
安
全
確
保
に

積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

（
１
）
路
線
バ
ス
等
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
し
て
の
活
用
方
法

路
線
バ
ス
等
を
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
し
て
活
用
す
る
方
法
と
し
て
は
、

①
既
存
の
路
線
バ
ス
を
活
用
し
、
登
下
校
時
に
児
童
生
徒
が
通
学
に
利
用
す
る
こ
と

②
路
線
バ
ス
会
社
に
委
託
し
、
登
下
校
時
に
そ
の
車
両
を
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
し
て
運
行

す
る
こ
と

等
、
様
々
な
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。

路
線
バ
ス
等
を
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
し
て
活
用
す
る
場
合
に
は
、
児
童
生
徒
が
自
宅
と
学

校
と
の
間
を
安
全
に
通
学
で
き
る
環
境
整
備
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
地
域
の

実
情
、
学
校
や
保
護
者
の
要
望
を
踏
ま
え
、
運
行
ル
ー
ト
、
運
行
回
数
、
運
行
時
間
、
停

留
所
等
を
設
定
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

（
２
）
協
議
会
の
設
置
と
協
議
会
を
活
用
し
た
合
意
形
成
に
基
づ
く
迅
速
な
対
応

地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
、
通
学
時
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
路
線
バ
ス
等
を
ス

ク
ー
ル
バ
ス
と
し
て
活
用
す
る
方
策
等
に
つ
い
て
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
迅
速
か
つ
効
率
的

に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
合
意
形
成
を
促
進
す
る
た
め
に
は
、
地
域
の
関
係
者
が
集
ま
り

協
議
す
る
「
安
全
な
登
下
校
の
た
め
の
路
線
バ
ス
等
の
活
用
に
関
す
る
協
議
会
」（
以
下

単
に
「
協
議
会
」
と
い
う
。）
を
設
置
す
る
こ
と
が
一
つ
の
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

（
後
述
２
．
参
照
）

協
議
会
に
お
け
る
合
意
事
項
に
つ
い
て
は
、
必
要
な
諸
手
続
に
つ
い
て
処
理
の
迅
速
化

を
図
る
こ
と
が
関
係
省
庁
間
で
確
認
さ
れ
て
お
り
、
各
関
係
機
関
に
対
し
て
そ
の
旨
の
通

知
が
な
さ
れ
て
い
る
。

２
．「
安
全
な
登
下
校
の
た
め
の
路
線
バ
ス
等
の
活
用
に
関
す
る
協
議
会
」
の
概
要

協
議
会
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
各
地
方
公
共
団
体
が
自
主
的
な
判
断
に
基
づ
き
設
置
す
る

も
の
で
あ
る
が
、
以
下
は
、
協
議
会
の
構
成
員
や
協
議
事
項
等
を
参
考
例
と
し
て
示
し
た
も

の
で
あ
る
。

各
地
方
公
共
団
体
に
お
か
れ
て
は
、
こ
れ
を
参
考
と
し
て
、
地
域
の
状
況
等
を
踏
ま
え
、

協
議
会
を
運
営
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

協
議
会
に
つ
い
て
は
、
概
ね
次
の
よ
う
な
も
の
が
想
定
さ
れ
る
。

（
１
）
協
議
会
の
主
宰
者
等

一
又
は
複
数
の
地
方
公
共
団
体
が
共
同
で
主
宰
し
、
庶
務
は
関
係
地
方
公
共
団
体
の

教
育
委
員
会
で
処
理
す
る
。

（
２
）
協
議
会
の
目
的

通
学
時
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
路
線
バ
ス
等
を
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
し
て
活
用
す

る
方
策
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

（
３
）
構
成
員

原
則
と
し
て
、
以
下
の
者
又
は
そ
の
指
名
す
る
職
員
に
よ
り
構
成
し
、
必
要
が
あ
る

と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
他
の
者
を
構
成
員
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

議
長
は
、
原
則
と
し
て
、
関
係
地
方
公
共
団
体
の
教
育
長
と
す
る
。

関
係
地
方
公
共
団
体
の
教
育
長

関
係
学
校
長

関
係
学
校
の
保
護
者
の
代
表

地
域
住
民
の
代
表

関
係
地
方
運
輸
局
長
又
は
関
係
地
方
運
輸
支
局
長

一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
者
等
関
係
事
業
者
（
貸
切
バ
ス
事
業
者
、
タ

ク
シ
ー
事
業
者
 等
）

都
道
府
県
警
察
（
所
轄
警
察
署
）

関
係
地
方
公
共
団
体
の
交
通
対
策
担
当
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道
路
管
理
者

そ
の
他
必
要
に
応
じ
て
 学
識
経
験
者
 等

（
４
）
協
議
事
項

協
議
会
に
お
い
て
は
、
主
と
し
て
次
の
事
項
に
つ
い
て
協
議
す
る
も
の
と
す
る
。

①
地
域
の
実
態
に
応
じ
た
路
線
バ
ス
等
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
し
て
の
活
用
方
策

・
通
学
路
に
お
け
る
危
険
箇
所
等
を
踏
ま
え
た
路
線
バ
ス
等
を
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と

し
て
活
用
す
る
範
囲
及
び
形
態

・
運
行
ル
ー
ト
、
運
行
回
数
、
運
行
時
間
、
運
行
期
間
、
フ
リ
ー
乗
降
区
間
　
等

・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
し
て
活
用
す
る
路
線
バ
ス
等
の
運
行
主
体

・
運
賃
（
徴
収
す
る
か
否
か
を
含
む
）

・
事
故
発
生
時
の
損
害
賠
償
措
置

・
運
営
管
理
体
制
（
運
営
経
費
及
び
費
用
負
担
を
含
む
）

・
緊
急
時
の
連
絡
体
制
　
等

②
協
議
会
の
協
議
結
果
に
基
づ
い
て
路
線
バ
ス
等
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
し
て
の
活
用

内
容
を
変
更
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
そ
の
変
更
事
項

③
協
議
会
の
協
議
結
果
に
基
づ
い
て
路
線
バ
ス
等
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
し
て
の
活
用

を
休
止
又
は
廃
止
す
る
場
合
の
手
続
き

（
５
）
留
意
事
項

路
線
バ
ス
等
を
活
用
し
た
通
学
時
の
安
全
確
保
策
に
つ
い
て
既
に
別
途
協
議
し
て
い

る
場
合
に
は
、
既
存
の
協
議
の
枠
組
み
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

参
考
、
別
添
1、
2、
3
省
略

○
子
ど
も
防
犯
ブ
ザ
ー
の
性
能
基
準
及
び
推
奨
制
度
に
つ
い
て

（平
19
・
2・
14
　
18
ス
学
健
第
28
号
　
文
部
科
学
省
ス
ポ
ー
ツ
・
青
少
年
局
学

校
健
康
教
育
課
長
か
ら
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
学
校
安
全
主
管
課
長
、
各
政

令
指
定
都
市
教
育
委
員
会
学
校
安
全
主
管
課
長
、
各
都
道
府
県
私
立
学
校
主
管

課
長
、
附
属
学
校
を
置
く
各
国
立
大
学
法
人
事
務
局
長
あ
て

）
標
記
に
つ
い
て
は
、「
子
ど
も
安
全
・
安
心
加
速
化
プ
ラ
ン
」（
平
成
18
年
6
月
20
日
犯
罪

対
策
閣
僚
会
議
・
青
少
年
育
成
推
進
本
部
合
同
会
議
了
承
）
に
お
い
て
、
子
ど
も
が
携
帯
す
る

防
犯
ブ
ザ
ー
の
音
色
や
音
量
、
耐
久
性
、
操
作
性
等
の
性
能
基
準
を
策
定
し
、
こ
れ
に
適
合
し

た
製
品
の
普
及
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
防
犯
ブ
ザ
ー
に
よ
る
安
全
確
保
の
実
効
性
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
を
受
け
、
別
添
の
と
お
り
、
関
係
省
庁
等
に
よ
る
検
討
会
議
を
設
置
し
検
討
を
行
い
、

（
社
）
日
本
電
池
工
業
会
に
お
い
て
防
犯
ブ
ザ
ー
の
性
能
基
準
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、（
財
）

全
国
防
犯
協
会
連
合
会
に
お
い
て
優
良
防
犯
ブ
ザ
ー
の
推
奨
制
度
が
設
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
で

す
。 つ
い
て
は
、
各
学
校
に
お
い
て
防
犯
ブ
ザ
ー
購
入
等
の
際
の
参
考
と
な
る
よ
う
、
本
件
に
つ

い
て
周
知
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

都
道
府
県
私
立
学
校
主
管
課
に
あ
っ
て
は
貴
管
下
の
私
立
学
校
を
設
置
す
る
学
校
法
人
に
対

し
、
都
道
府
県
教
育
委
員
会
学
校
安
全
主
管
課
に
あ
っ
て
は
域
内
の
市
区
町
村
教
育
委
員
会
に

対
し
て
、
周
知
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

別
添

防
犯
ブ
ザ
ー
の
実
効
性
の
確
保
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
の
経
緯

文
部
科
学
省
に
お
い
て
は
、
警
察
庁
、
経
済
産
業
省
と
連
携
し
、
関
係
業
界
団
体
等
の
参
加

を
得
て
、
子
ど
も
が
使
用
す
る
防
犯
ブ
ザ
ー
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
、
昨
年
3
月
か
ら
、

「
子
ど
も
防
犯
ブ
ザ
ー
に
関
す
る
検
討
会
議
」
を
設
け
、
音
量
の
拡
大
、
音
色
の
統
一
等
の
防

犯
ブ
ザ
ー
の
性
能
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
を
踏
ま
え
（
社
）
電
池
工
業
会
に
お
い
て
防
犯
ブ
ザ
ー
の
性
能
基
準
（
電
池
工
業
会
規

格
）
を
作
成
し
、
同
検
討
会
議
に
お
い
て
、
こ
れ
を
了
承
し
ま
し
た
。

（
参
考
：
検
討
会
議
構
成
メ
ン
バ
ー
）

文
部
科
学
省
、
警
察
庁
（
事
務
局
）、
経
済
産
業
省
、（
社
）
電
池
工
業
会
、（
財
）
全
国
防

犯
協
会
連
合
会
、（
社
）
日
本
P
T
A
全
国
協
議
会

【
防
災
ブ
ザ
ー
の
性
能
基
準
に
つ
い
て
（
ポ
イ
ン
ト
）】

・
 音
色
：
高
い
周
波
数
と
低
い
周
波
数
を
繰
り
返
す
変
動
周
期
を
持
つ
こ
と
。

・
 音
量
：
１
m
の
距
離
に
お
い
て
85
dB
以
上

・
 連
続
吹
聴
時
間
：
連
続
し
て
吹
聴
さ
せ
た
場
合
に
、
表
示
音
量
の
90
％
以
上
の
音
量
が

20
分
間
以
上
保
て
る
こ
と
。

・
 操
作
性
：
引
き
ヒ
モ
あ
る
い
は
押
し
ボ
タ
ン
等
の
操
作
は
児
童
が
容
易
に
操
作
で
き
る
こ

と
。
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基
準
適
合
の
確
認
及
び
推
奨
制
度

（
財
）
全
国
防
犯
協
会
連
合
会
に
お
い
て
、
優
良
防
犯
ブ
ザ
ー
推
奨
要
綱
を
定
め
、
製
造
業

者
等
か
ら
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
、
上
記
の
性
能
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
製
品
に
つ
い
て
は
推
奨
マ
ー
ク
を
付
与
す
る
推
奨
制
度
を
設
け
、
1
月
か
ら
優
良
防
犯
ブ

ザ
ー
の
推
奨
商
品
の
公
開
を
始
め
て
い
ま
す
。

（
参
考
：（
財
）全
国
防
犯
協
会
連
合
会
H
P
）

ht
tp
:/
/w
w
w
.b
oh
an
.o
r.
jp
/i
nd
ex
2.
ht
m

○
登
下
校
時
に
お
け
る
幼
児
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

（平
19
・
7・
23
　
19
ス
学
健
第
10
号
　
文
部
科
学
省
生
涯
学
習
政
策
局
社
会
教
育
課
長
、
初
等

中
等
教
育
局
初
等
中
等
教
育
企
画
課
長
、
ス
ポ
ー
ツ
・
青
少
年
局
学
校
健
康
教
育
課
長
か
ら
附

属
学
校
を
置
く
各
国
立
大
学
法
人
事
務
局
、
各
都
道
府
県
私
立
学
校
主
管
課
、
各
都
道
府
県
教

育
委
員
会
学
校
安
全
主
管
課
、
各
指
定
都
市
教
育
委
員
会
学
校
安
全
主
管
課
あ
て
　
依
頼
）

標
記
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
格
段
の
御
尽
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
宮

城
県
の
小
学
校
の
児
童
が
、
7
月
20
日
の
登
校
中
に
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
重
傷
を
負
う
と
い
う

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

登
下
校
時
に
お
け
る
幼
児
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
は
、「
登
下
校
時
に
お
け
る
幼

児
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
」（
平
成
17
年
12
月
6
日
17
文
科
ス
第
33
3
号
）
等
に
お

い
て
、
幼
児
児
童
生
徒
を
極
力
一
人
に
し
な
い
と
い
う
観
点
か
ら
、
保
護
者
、
地
域
社
会
、
警

察
等
の
関
係
機
関
と
の
連
携
を
進
め
な
が
ら
、
安
全
管
理
を
徹
底
す
る
よ
う
お
願
い
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
度
の
事
件
は
、
学
校
の
正
門
前
に
お
い
て
教
職
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
が
不
在
の
状
況

下
で
発
生
し
た
も
の
で
す
。
つ
い
て
は
、
学
校
や
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
上
記
通
知
で
示
さ

れ
て
い
る
学
校
安
全
確
保
対
策
を
適
切
に
講
じ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

文
部
科
学
省
と
し
て
も
、「
地
域
ぐ
る
み
の
学
校
安
全
体
制
整
備
推
進
事
業
」
に
お
い
て
、

学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
・
研
修
や
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
の
巡
回
に
よ
る

学
校
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
指
導
等
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
適
宜
こ
れ
ら
の
施
策
を

活
用
い
た
だ
き
、
地
域
全
体
で
幼
児
児
童
生
徒
の
安
全
を
見
守
る
体
制
を
整
備
し
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
長
期
休
業
中
に
お
い
て
幼
児
児
童
生
徒
が
地
域
で
事
故
や
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
な
い

よ
う
適
切
な
指
導
を
行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
あ
わ
せ
て
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
都
道
府
県
教
育
委
員
会
学
校
安
全
主
管
課
に
あ
っ
て
は
域
内
の
市
町
村
教
育
委
員
会

に
対
し
て
、
都
道
府
県
私
立
学
校
主
管
課
に
あ
っ
て
は
所
轄
の
私
立
学
校
に
対
し
て
周
知
し
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
適
切
な
対
応
が
な
さ
れ
る
よ
う
御
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
登
下
校
時
に
お
け
る
幼
児
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

（平
20
・
5・
7　
20
ス
学
健
第
5
号
　
文
部
科
学
省
生
涯
学
習
政
策
局
社
会
教
育
課
長
、
初
等
中
等
教
育
局

初
等
中
等
教
育
企
画
課
長
、
高
等
教
育
局
専
門
教
育
課
長
、
ス
ポ
ー
ツ
・
青
少
年
局
学
校
健
康
教
育
課
長

か
ら
附
属
学
校
を
置
く
各
国
立
大
学
法
人
事
務
局
長
、
各
都
道
府
県
私
立
学
校
主
管
課
長
、
各
都
道
府
県

教
育
委
員
会
学
校
安
全
主
管
課
長
、
各
指
定
都
市
教
育
委
員
会
学
校
安
全
主
管
課
長
あ
て
　
依
頼

）
標
記
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
格
段
の
御
尽
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ

の
た
び
、
愛
知
県
の
高
等
学
校
の
生
徒
が
、
5
月
2
日
の
下
校
中
に
殺
害
さ
れ
る
と
い
う
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

登
下
校
時
に
お
け
る
幼
児
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
は
、「
登
下
校
時
に
お
け
る
幼

児
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
」（
平
成
17
年
12
月
6
日
17
文
科
ス
第
33
3
号
）
等
に
お

い
て
、
保
護
者
、
地
域
社
会
、
警
察
等
の
関
係
機
関
と
の
連
携
を
進
め
な
が
ら
安
全
管
理
を
徹

底
す
る
と
と
も
に
、
安
全
教
育
の
推
進
を
図
る
よ
う
お
願
い
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

学
校
及
び
そ
の
設
置
者
に
お
い
て
は
、
当
該
学
校
が
所
在
す
る
市
町
村
は
も
と
よ
り
、
必
要

に
応
じ
て
近
隣
の
関
係
市
町
村
の
警
察
や
関
係
機
関
と
不
審
者
情
報
等
を
共
有
す
る
と
と
も

に
、
当
該
情
報
に
基
づ
い
た
幼
児
児
童
生
徒
へ
の
適
切
な
指
導
を
行
う
な
ど
上
記
通
知
等
で
示

さ
れ
て
い
る
学
校
安
全
対
策
を
、
学
校
や
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
適
切
に
講
じ
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
度
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
部
活
動
後
の
帰
宅
時
に
発
生
し
た
も
の
で
す
。
上
記

通
知
の
別
紙
第
２
①
に
お
い
て
も
、
部
活
動
等
で
遅
く
な
る
よ
う
な
場
合
に
つ
い
て
、
き
め
細

や
か
な
対
策
を
行
う
よ
う
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
同
通
知
の
趣
旨
を
改
め
て
確
認
し

て
い
た
だ
き
、
適
切
な
対
応
を
行
う
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
教
育
委
員
会
に
お
い
て
は
、
不
審
者
情
報
等
を
共
有
す
る
取
組
を
行
う
際
に
は
、

公
立
学
校
だ
け
で
は
な
く
、
近
隣
の
国
立
学
校
、
私
立
学
校
の
参
加
を
呼
び
か
け
る
な
ど
、
地

域
の
学
校
全
て
で
効
果
的
な
情
報
共
有
が
行
わ
れ
る
よ
う
適
切
な
配
慮
を
行
っ
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

文
部
科
学
省
と
し
て
も
、「
防
犯
教
室
推
進
事
業
」
等
に
お
い
て
、
安
全
教
育
の
充
実
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、「
地
域
ぐ
る
み
の
学
校
安
全
体
制
整
備
推
進
事
業
」
に
お
い
て
、
学
校
安

全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
・
研
修
や
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
の
巡
回
に
よ
る
学
校
安

全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
指
導
等
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
適
宜
こ
れ
ら
の
施
策
を
活
用
い

た
だ
き
、
安
全
教
育
の
推
進
や
地
域
全
体
で
幼
児
児
童
生
徒
の
安
全
を
見
守
る
体
制
を
整
備
し

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
都
道
府
県
教
育
委
員
会
学
校
安
全
主
管
課
に
あ
っ
て
は
域
内
の
市
町
村
教
育
委
員
会
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に
対
し
て
、
ま
た
、
都
道
府
県
私
立
学
校
主
管
課
に
あ
っ
て
は
所
轄
の
私
立
学
校
に
対
し
て
、

周
知
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
適
切
な
対
応
が
な
さ
れ
る
よ
う
御
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
学
校
に
お
け
る
転
落
事
故
等
の
防
止
に
つ
い
て

（平
20
・
6・
20
　
20
ス
学
健
第
16
号
　
文
部
科
学
省
ス
ポ
ー
ツ
・
青
少
年
局
学
校
健
康
教
育
課
長
、
大
臣
官
房
文
教
施
設

企
画
部
施
設
企
画
課
長
、
初
等
中
等
教
育
局
初
等
中
等
教
育
企
画
課
長
、
高
等
教
育
局
専
門
教
育
課
長
、
高
等
教
育
局

私
学
部
私
学
行
政
課
長
か
ら
附
属
学
校
を
置
く
各
国
立
大
学
法
人
事
務
局
長
、
各
国
公
私
立
高
等
専
門
学
校
担
当
課
長
、

各
都
道
府
県
私
立
学
校
主
管
課
長
、
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
施
設
主
管
課
長
、
各
指
定
都
市
教
育
委
員
会
施
設
主
管

課
長
、
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
学
校
安
全
主
管
課
長
、
各
指
定
都
市
教
育
委
員
会
学
校
安
全
主
管
課
長
あ
て
　
依
頼
）

学
校
に
お
け
る
安
全
教
育
及
び
安
全
管
理
に
つ
い
て
は
、
か
ね
て
か
ら
特
段
の
配
慮
を
お
願

い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
遺
憾
な
が
ら
去
る
6
月
18
日
に
、
東
京
都
杉
並
区
の
小
学
校
に

お
い
て
、
天
窓
か
ら
落
下
す
る
死
亡
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

事
故
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
現
在
究
明
中
で
す
が
、
同
様
の
事
故
の
再
発
を
防
止
す
る
た

め
、
下
記
の
点
に
留
意
し
、
取
り
急
ぎ
学
校
に
お
け
る
安
全
点
検
の
実
施
等
を
お
願
い
し
ま

す
。

記

１
．
天
窓
に
つ
い
て
は
、
人
の
体
重
を
支
え
る
強
度
が
な
い
と
す
る
メ
ー
カ
ー
が
多
く
、
児
童

生
徒
等
が
乗
る
こ
と
の
な
い
よ
う
適
切
な
安
全
管
理
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
児
童
生
徒
等
が

天
窓
に
近
づ
く
可
能
性
が
あ
る
学
校
に
お
い
て
は
、
天
窓
の
危
険
性
等
に
つ
い
て
、
児
童
生

徒
等
に
理
解
さ
せ
、
天
窓
の
上
に
絶
対
に
乗
ら
な
い
よ
う
周
知
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
天
窓

の
設
置
さ
れ
た
屋
上
を
使
用
し
な
い
場
合
に
は
屋
上
出
入
口
の
施
錠
を
行
う
、
児
童
生
徒
が

天
窓
の
近
く
で
活
動
す
る
場
合
に
は
、
事
前
に
危
険
性
に
つ
い
て
点
検
を
行
い
、
教
職
員
が

適
切
に
見
守
る
等
、
十
分
な
安
全
管
理
を
行
う
こ
と
。

２
．
児
童
生
徒
等
の
近
づ
く
可
能
性
の
あ
る
場
所
に
設
置
さ
れ
た
天
窓
は
、
児
童
生
徒
等
の
多

様
な
行
動
に
対
し
十
分
な
安
全
性
を
確
保
し
た
設
計
と
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
天
窓
の

構
造
や
設
置
状
況
等
を
把
握
し
た
上
で
、
周
囲
に
防
護
柵
を
設
置
す
る
こ
と
及
び
内
側
に
落

下
防
護
ネ
ッ
ト
を
設
置
す
る
こ
と
等
、
安
全
な
構
造
と
す
る
と
と
も
に
、
効
果
的
な
表
示
等

に
よ
る
注
意
喚
起
を
図
る
こ
と
。

３
．
学
校
の
施
設
・
設
備
に
つ
い
て
、「
「
生
き
る
力
」
を
は
ぐ
く
む
学
校
で
の
安
全
教
育
」

（
平
成
14
年
2
月
）
や
学
校
施
設
整
備
指
針
（
平
成
19
年
7
月
）
を
参
考
と
し
つ
つ
、
各
学

校
で
定
め
ら
れ
て
い
る
「
学
校
保
健
安
全
計
画
」
等
に
基
づ
い
て
定
期
点
検
を
実
施
し
、
危

険
箇
所
が
発
見
さ
れ
た
場
合
に
は
早
急
に
改
善
の
措
置
を
講
じ
る
等
、
安
全
管
理
の
徹
底
を

図
る
こ
と
。

４
．
各
教
科
、
特
別
活
動
等
を
通
じ
て
、
児
童
生
徒
等
に
対
し
て
、
危
険
を
予
測
し
、
回
避
す

る
能
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
安
全
教
育
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
。

５
．
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の
提
供
す
る
事
故
情
報
（「
学
校
の
管
理

下
の
死
亡
・
障
害
事
例
と
事
故
防
止
の
留
意
点
」）
等
を
適
宜
活
用
し
つ
つ
、
学
校
に
お
い

て
発
生
し
て
い
る
事
故
の
実
態
を
踏
ま
え
、
適
切
な
対
応
を
と
る
こ
と
。

６
．
学
校
の
教
職
員
が
学
校
安
全
に
つ
い
て
共
通
理
解
を
図
る
と
と
も
に
、
組
織
的
な
学
校
安

全
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

な
お
、
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
施
設
主
管
課
及
び
学
校
安
全
主
管
課
に
お
い
て
は
、
域
内

の
市
区
町
村
教
育
委
員
会
に
対
し
、
各
都
道
府
県
私
立
学
校
主
管
課
に
お
い
て
は
、
所
管
の
私

立
学
校
等
に
対
し
て
も
そ
の
趣
旨
を
徹
底
さ
せ
る
よ
う
お
取
り
計
ら
い
願
い
ま
す
。

参
考
省
略

○
学
校
保
健
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
公
布
に
つ
い
て

（平
20
・
7・
9　
20
文
科
ス
第
52
2
号
　
文
部
科
学
省
ス
ポ
ー
ツ
・
青
少
年
局
長
か
ら
各
都
道
府
県
教
育
委
員

会
、
各
指
定
都
市
教
育
委
員
会
、
各
都
道
府
県
知
事
、
各
指
定
都
市
市
長
、
各
国
公
私
立
大
学
長
、
各
国
公
私

立
高
等
専
門
学
校
長
、
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
を
設
置
す
る
各
地
方
公
共
団
体
の
長
、
各
公
立
大
学
法
人
の

理
事
長
、
独
立
行
政
法
人
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構
理
事
長
、
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
を
設
置
す
る
各
学
校

法
人
の
理
事
長
、
大
学
を
設
置
す
る
各
学
校
設
置
会
社
の
代
表
取
締
役
、
放
送
大
学
学
園
理
事
長
あ
て
　
通
知
）

こ
の
た
び
、
別
添
1
の
と
お
り
、「
学
校
保
健
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
20
年

法
律
第
73
号
）」
（
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。）
が
平
成
20
年
6
月
18
日
に
公
布
さ
れ
、
平
成

21
年
4
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
改
正
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
問
題
や
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
を
抱
え
る
児
童
生

徒
等
の
増
加
、
児
童
生
徒
等
が
被
害
者
と
な
る
事
件
・
事
故
・
災
害
等
の
発
生
、
さ
ら
に
は
、

学
校
に
お
け
る
食
育
の
推
進
の
観
点
か
ら
「
生
き
た
教
材
」
と
し
て
の
学
校
給
食
の
重
要
性
の

高
ま
り
な
ど
、
近
年
の
児
童
生
徒
等
の
健
康
・
安
全
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
に
か
ん
が
み
、

学
校
保
健
及
び
学
校
安
全
に
関
し
て
、
地
域
の
実
情
や
児
童
生
徒
等
の
実
態
を
踏
ま
え
つ
つ
、

各
学
校
に
お
い
て
共
通
し
て
取
り
組
ま
れ
る
べ
き
事
項
に
つ
い
て
規
定
の
整
備
を
図
る
と
と
も
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に
、
学
校
の
設
置
者
並
び
に
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
を
定
め
、
ま
た
、
学
校
給
食
を
活

用
し
た
食
に
関
す
る
指
導
の
充
実
を
図
る
等
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
で
す
。

改
正
の
概
要
及
び
留
意
事
項
に
つ
い
て
は
下
記
の
と
お
り
で
す
の
で
、
関
係
各
位
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
そ
の
趣
旨
を
十
分
御
理
解
の
上
、
適
切
な
対
応
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
各
都

道
府
県
教
育
委
員
会
に
お
か
れ
て
は
、
所
管
の
学
校
及
び
域
内
の
市
町
村
教
育
委
員
会
に
対
し

て
、
各
都
道
府
県
知
事
に
お
か
れ
て
は
、
所
轄
の
学
校
（
専
修
学
校
を
含
む
。）
及
び
学
校
法

人
等
に
対
す
る
周
知
を
図
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
本
改
正
法
に
つ
い
て
は
、
別
添
２
及
び
別
添
３
の
と
お
り
、
衆
議
院
文
部
科
学
委
員

会
及
び
参
議
院
文
教
科
学
委
員
会
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
附
帯
決
議
が
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
こ
れ
ら
の
点
に
十
分
留
意
さ
れ
る
よ
う
御
配
慮
願
い
ま
す
。

な
お
、
改
正
法
は
、
関
係
資
料
と
併
せ
て
文
部
科
学
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
御
参
照
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
関
係
政
省
令
の
改
正
及
び
関
係
告
示
の
制
定
に
つ
い

て
は
、
追
っ
て
こ
れ
を
行
い
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
別
途
通
知
す
る
予
定
で
す
の
で
、
予
め

御
承
知
お
き
願
い
ま
す
。

記

第
一
　
改
正
法
の
概
要

第
１
　
学
校
保
健
法
の
一
部
改
正
関
係
（
改
正
法
第
1
条
関
係
）

一
　
総
則

（
１
）
法
律
の
題
名
及
び
目
的

法
律
の
題
名
を
「
学
校
保
健
安
全
法
」
に
改
め
た
こ
と
。（
題
名
関
係
）

ま
た
、
本
法
の
目
的
を
、
学
校
に
お
け
る
児
童
生
徒
等
及
び
職
員
の
健
康
の
保
持
増

進
を
図
る
た
め
、
学
校
に
お
け
る
保
健
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
と
と
も

に
、
学
校
に
お
け
る
教
育
活
動
が
安
全
な
環
境
に
お
い
て
実
施
さ
れ
、
児
童
生
徒
等
の

安
全
の
確
保
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
学
校
に
お
け
る
安
全
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定

め
、
も
つ
て
学
校
教
育
の
円
滑
な
実
施
と
そ
の
成
果
の
確
保
に
資
す
る
こ
と
と
し
た
こ

と
。（
第
1
条
関
係
）

（
２
）
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
相
互
に
連
携
を
図
り
、
各
学
校
に
お
い
て
保
健
及
び
安

全
に
係
る
取
組
が
確
実
か
つ
効
果
的
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
財
政
上
の
措

置
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
し
た
こ
と
。

国
は
、
各
学
校
に
お
け
る
安
全
に
係
る
取
組
を
総
合
的
か
つ
効
果
的
に
推
進
す
る
た

め
、
学
校
安
全
の
推
進
に
関
す
る
計
画
の
策
定
そ
の
他
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と

し
、
地
方
公
共
団
体
は
、
国
が
講
ず
る
措
置
に
準
じ
た
措
置
を
講
ず
る
よ
う
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
こ
と
。（
第
3
条
関
係
）

二
　
学
校
保
健
に
関
す
る
事
項

（
１
）
学
校
保
健
に
関
す
る
学
校
の
設
置
者
の
責
務

学
校
の
設
置
者
は
、
児
童
生
徒
等
及
び
職
員
の
心
身
の
健
康
の
保
持
増
進
を
図
る
た

め
、
学
校
の
施
設
及
び
設
備
並
び
に
管
理
運
営
体
制
の
整
備
充
実
そ
の
他
の
必
要
な
措

置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
し
た
こ
と
。（
第
4
条
関
係
）

（
２
）
学
校
環
境
衛
生
基
準

文
部
科
学
大
臣
は
、
学
校
に
お
け
る
環
境
衛
生
に
係
る
事
項
に
つ
い
て
、
児
童
生
徒

等
及
び
職
員
の
健
康
を
保
護
す
る
上
で
維
持
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
基
準
を
定
め
る

も
の
と
し
、
学
校
の
設
置
者
は
、
当
該
基
準
に
照
ら
し
て
そ
の
設
置
す
る
学
校
の
適
切

な
環
境
の
維
持
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
た
こ
と
。

校
長
は
、
当
該
基
準
に
照
ら
し
、
適
正
を
欠
く
事
項
が
あ
る
と
認
め
た
場
合
に
は
、

遅
滞
な
く
、
改
善
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
、
又
は
当
該
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
き
は
、
学
校
の
設
置
者
に
対
し
、
そ
の
旨
を
申
し
出
る
も
の
と
し
た
こ
と
。（
第

6
条
関
係
）

（
３
）
保
健
指
導

養
護
教
諭
そ
の
他
の
職
員
は
、
相
互
に
連
携
し
て
、
児
童
生
徒
等
の
心
身
の
状
況
を

把
握
し
、
健
康
上
の
問
題
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
児
童
生
徒
等
に
対

し
て
必
要
な
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
、
そ
の
保
護
者
に
対
し
て
必
要
な

助
言
を
行
う
も
の
と
し
た
こ
と
。（
第
9
条
関
係
）

（
４
）
地
域
の
医
療
機
関
等
と
の
連
携

学
校
に
お
い
て
は
、
救
急
処
置
、
健
康
相
談
又
は
保
健
指
導
を
行
う
に
当
た
つ
て

は
、
必
要
に
応
じ
、
地
域
の
医
療
機
関
そ
の
他
の
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
る
よ
う
努

め
る
も
の
と
し
た
こ
と
。（
第
10
条
関
係
）

三
　
学
校
安
全
に
関
す
る
事
項

（
１
）
学
校
安
全
に
関
す
る
設
置
者
の
責
務

学
校
の
設
置
者
は
、
児
童
生
徒
等
の
安
全
の
確
保
を
図
る
た
め
、
学
校
に
お
い
て
、

事
故
、
加
害
行
為
、
災
害
等
（
以
下
「
事
故
等
」
と
い
う
。）
に
よ
り
児
童
生
徒
等
に

生
ず
る
危
険
を
防
止
し
、
及
び
事
故
等
に
よ
り
児
童
生
徒
等
に
危
険
又
は
危
害
が
現
に

生
じ
た
場
合
（
以
下
「
危
険
等
発
生
時
」
と
い
う
。）
に
お
い
て
適
切
に
対
処
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
学
校
の
施
設
及
び
設
備
並
び
に
管
理
運
営
体
制
の
整
備
充
実
そ
の

他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
し
た
こ
と
。（
第
26
条
関
係
）

（
２
）
総
合
的
な
学
校
安
全
計
画
の
策
定
及
び
実
施

学
校
に
お
い
て
は
、
施
設
及
び
設
備
の
安
全
点
検
、
児
童
生
徒
等
に
対
す
る
通
学
を
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含
め
た
学
校
生
活
そ
の
他
の
日
常
生
活
に
お
け
る
安
全
に
関
す
る
指
導
等
に
つ
い
て
計

画
を
策
定
し
、
こ
れ
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
こ
と
。（
第
27
条
関

係
）

（
３
）
学
校
環
境
の
安
全
の
確
保

校
長
は
、
学
校
の
施
設
又
は
設
備
に
つ
い
て
、
児
童
生
徒
等
の
安
全
の
確
保
を
図
る

上
で
支
障
と
な
る
事
項
が
あ
る
と
認
め
た
場
合
に
は
、
遅
滞
な
く
、
改
善
に
必
要
な
措

置
を
講
じ
、
又
は
当
該
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
学
校
の
設
置
者
に

対
し
、
そ
の
旨
を
申
し
出
る
も
の
と
し
た
こ
と
。（
第
28
条
関
係
）

（
４
）
危
険
等
発
生
時
対
処
要
領
の
作
成
等

学
校
に
お
い
て
は
、
危
険
等
発
生
時
に
お
い
て
学
校
の
職
員
が
と
る
べ
き
措
置
の
具

体
的
内
容
及
び
手
順
を
定
め
た
対
処
要
領
を
作
成
す
る
こ
と
と
し
、
校
長
は
、
対
処
要

領
の
職
員
に
対
す
る
周
知
、
訓
練
の
実
施
そ
の
他
の
危
険
等
発
生
時
に
お
い
て
職
員
が

適
切
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
し
た
こ
と
。

学
校
に
お
い
て
は
、
事
故
等
に
よ
り
児
童
生
徒
等
に
危
害
が
生
じ
た
場
合
に
お
い

て
、
当
該
児
童
生
徒
等
及
び
関
係
者
の
心
身
の
健
康
を
回
復
さ
せ
る
た
め
、
必
要
な
支

援
を
行
う
も
の
と
し
た
こ
と
。（
第
29
条
関
係
）

（
５
）
地
域
の
関
係
機
関
等
と
の
連
携

学
校
に
お
い
て
は
、
児
童
生
徒
等
の
保
護
者
、
警
察
署
そ
の
他
の
関
係
機
関
、
地
域

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
活
動
を
行
う
団
体
、
地
域
住
民
等
と
の
連
携
を
図
る
よ
う

努
め
る
も
の
と
し
た
こ
と
。（
第
30
条
関
係
）

四
　
そ
の
他

専
修
学
校
に
お
け
る
保
健
管
理
及
び
安
全
管
理
に
つ
い
て
、
関
係
す
る
規
定
を
準
用
す
る

こ
と
と
し
た
こ
と
。（
第
32
条
関
係
）

第
2　
学
校
給
食
法
の
一
部
改
正
関
係
（
改
正
法
第
2
条
関
係
）

（
省
略
）

第
二
　
留
意
事
項

第
１
　
学
校
保
健
安
全
法
関
連

一
　
学
校
保
健
及
び
学
校
安
全
に
共
通
す
る
留
意
事
項

（
１
）
施
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
の
配
慮

学
校
保
健
及
び
学
校
安
全
に
係
る
施
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
学
校
の
実
情
や
児
童

生
徒
等
の
発
達
段
階
、
心
身
の
状
況
、
障
害
の
有
無
に
つ
い
て
適
切
に
配
慮
し
つ
つ
、
校

長
の
下
で
組
織
的
な
対
応
を
図
る
と
と
も
に
、
各
種
の
関
係
通
知
、
文
部
科
学
省
や
関
係

団
体
が
作
成
し
た
報
告
書
、
指
導
用
参
考
資
料
、
調
査
結
果
等
（
別
添
4
参
照
）
に
御
留

意
い
た
だ
き
、
適
切
な
対
応
に
努
め
ら
れ
た
い
こ
と
。

（
２
）
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
に
つ
い
て
（
第
3
条
）

１
　
第
１
項
に
お
い
て
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
が
学
校
保
健
及
び
学
校
安
全
に
関
し

て
講
ず
べ
き
必
要
な
施
策
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
物
的
条
件
や
人
的
体
制
の
整
備
充

実
に
係
る
財
政
上
又
は
法
制
上
の
措
置
、
通
知
や
各
種
会
議
等
を
通
じ
た
情
報
提
供

や
指
導
助
言
、
指
導
用
参
考
資
料
や
実
践
事
例
集
の
作
成
・
配
布
、
関
係
教
職
員
を

対
象
と
し
た
研
修
会
の
開
催
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
。

ま
た
、
文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
学
校
保
健
、
学
校
安
全
、
食
育
・
学
校
給
食
に

関
す
る
各
般
の
施
策
を
引
き
続
き
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
地
方
公
共
団
体
に
お

い
て
も
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
参
考
に
し
つ
つ
、
適
切
な
対
応
に
努
め
ら
れ
た
い
こ
と
。

２
　
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
、
第
2
項
の
規
定
に
基
づ
き
新
た
に
国
が
策
定
す
る

こ
と
と
な
る
「
学
校
安
全
の
推
進
に
関
す
る
計
画
」
や
そ
の
他
国
が
講
ず
る
所
要
の

措
置
を
参
考
に
し
つ
つ
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
施
策
の
実
施
に
努
め
ら
れ
た
い

こ
と
。

（
３
）
学
校
及
び
そ
の
設
置
者
の
連
携
協
力
に
つ
い
て

本
法
に
お
い
て
「
学
校
に
お
い
て
は
」
と
は
、
こ
れ
ら
の
措
置
の
実
施
を
す
べ
て
学

校
長
そ
の
他
の
教
職
員
の
み
の
責
任
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
当
該
学
校
の
管
理
運
営

に
つ
い
て
責
任
を
有
す
る
設
置
者
に
つ
い
て
も
併
せ
て
果
た
す
べ
き
責
務
を
規
定
し
た

も
の
で
あ
る
こ
と
に
留
意
さ
れ
た
い
こ
と
。

学
校
の
設
置
者
に
お
い
て
は
、
第
4
条
及
び
第
26
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
そ
の
設
置

す
る
学
校
が
本
法
の
規
定
に
基
づ
い
て
実
施
す
べ
き
各
種
の
措
置
を
円
滑
に
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
当
該
学
校
の
施
設
及
び
設
備
並
び
に
管
理
運
営
体
制
の
整
備
充

実
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
こ
と
。

二
　
学
校
保
健
に
関
す
る
留
意
事
項

（
４
）
学
校
保
健
に
関
す
る
学
校
の
設
置
者
の
責
務
に
つ
い
て
（
第
4
条
）

１
　
本
条
は
、
学
校
保
健
に
関
し
て
学
校
の
設
置
者
が
果
た
す
べ
き
役
割
の
重
要
性
に

か
ん
が
み
、
従
来
か
ら
各
設
置
者
が
実
施
し
て
き
た
学
校
保
健
に
関
す
る
取
組
の
一

層
の
充
実
を
図
る
た
め
、
そ
の
責
務
を
法
律
上
明
確
に
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

２
　「
施
設
及
び
設
備
並
び
に
管
理
運
営
体
制
の
整
備
充
実
」
と
し
て
は
、
例
え
ば
、

保
健
室
の
相
談
ス
ペ
ー
ス
の
拡
充
や
備
品
の
充
実
、
換
気
設
備
や
照
明
の
整
備
、
自

動
体
外
式
除
細
動
器
（
A
E
D
）
の
設
置
な
ど
物
的
条
件
の
整
備
、
養
護
教
諭
や
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
適
切
な
配
置
な
ど
人
的
体
制
の
整
備
、
教
職
員
の
資
質
向
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上
を
図
る
た
め
の
研
修
会
の
開
催
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
。

（
５
）
学
校
保
健
計
画
に
つ
い
て
（
第
5
条
）

１
　
学
校
保
健
計
画
は
、
学
校
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
保
健
に
関
す
る
具
体
的
な
実

施
計
画
で
あ
り
、
毎
年
度
、
学
校
の
状
況
や
前
年
度
の
学
校
保
健
の
取
組
状
況
等
を

踏
ま
え
、
作
成
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
。

2　
学
校
保
健
計
画
に
は
、
法
律
で
規
定
さ
れ
た
①
児
童
生
徒
等
及
び
職
員
の
健
康
診

断
、
②
環
境
衛
生
検
査
、
③
児
童
生
徒
等
に
対
す
る
指
導
に
関
す
る
事
項
を
必
ず
盛

り
込
む
こ
と
と
す
る
こ
と
。

3　
学
校
保
健
に
関
す
る
取
組
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
学
校
の
み
な
ら
ず
、
保
護

者
や
関
係
機
関
・
関
係
団
体
等
と
連
携
協
力
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
学
校
教
育
法
等
に
お
い
て
学
校
運
営
の
状
況
に
関
す
る
情
報
を
積
極
的
に

提
供
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
学
校
保
健
計
画
の
内
容
に
つ
い
て

は
原
則
と
し
て
保
護
者
等
の
関
係
者
に
周
知
を
図
る
こ
と
と
す
る
こ
と
。
こ
の
こ
と

は
、
学
校
安
全
計
画
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
こ
と
。

（
６
） 
学
校
環
境
衛
生
基
準
に
つ
い
て
（
第
6
条
）

１
　
第
6
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
新
た
に
文
部
科
学
大
臣
が
定
め
る
学
校
環
境
衛
生
基

準
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
「
学
校
環
境
衛
生
の
基
準
」（
平
成
4
年
文
部
省
体
育
局

長
裁
定
）
の
内
容
を
踏
ま
え
つ
つ
、
各
学
校
や
地
域
の
実
情
に
よ
り
柔
軟
に
対
応
し

う
る
も
の
と
な
る
よ
う
、
今
後
内
容
の
精
査
な
ど
必
要
な
検
討
を
進
め
、
告
示
と
し

て
制
定
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
。

２
　
学
校
の
環
境
衛
生
に
関
し
適
正
を
欠
く
事
項
が
あ
り
、
改
善
措
置
が
必
要
な
場
合

に
お
い
て
、
校
長
よ
り
第
3
項
の
申
出
を
受
け
た
当
該
学
校
の
設
置
者
は
、
適
切
な

対
応
を
と
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
こ
と
。
こ
の
こ
と
は
、
第
28
条
に
基
づ
く
学
校

の
施
設
設
備
の
改
善
措
置
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
こ
と
。

３
　
学
校
の
環
境
衛
生
の
維
持
改
善
に
当
た
っ
て
は
受
水
槽
な
ど
環
境
衛
生
に
関
係
す

る
施
設
設
備
の
適
切
な
管
理
を
図
る
と
と
も
に
、
環
境
衛
生
検
査
に
必
要
な
図
面
等

の
書
類
や
検
査
結
果
の
保
管
に
つ
い
て
万
全
を
期
さ
れ
た
い
こ
と
。

（
７
） 
保
健
指
導
に
つ
い
て
（
第
9
条
）

1　
近
年
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
課
題
や
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
等
の
現
代
的
な
健

康
課
題
が
生
ず
る
な
ど
児
童
生
徒
等
の
心
身
の
健
康
問
題
が
多
様
化
、
深
刻
化
し
て

い
る
中
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
学
校
が
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
第
9
条
に
お
い
て
は
、
健
康
相
談
や
担
任
教
諭
等
の
行
う
日
常
的
な
健
康

観
察
に
よ
る
児
童
生
徒
等
の
健
康
状
態
の
把
握
、
健
康
上
の
問
題
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
児
童
生
徒
等
に
対
す
る
指
導
や
保
護
者
に
対
す
る
助
言
を
保
健
指
導
と
し
て
位

置
付
け
、
養
護
教
諭
を
中
心
と
し
て
、
関
係
教
職
員
の
協
力
の
下
で
実
施
さ
れ
る
べ

き
こ
と
を
明
確
に
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
保
健
指
導
の
前
提
と
し
て
行
わ
れ
る
第
8
条
の
健
康

相
談
に
つ
い
て
も
、
児
童
生
徒
等
の
多
様
な
健
康
課
題
に
組
織
的
に
対
応
す
る
観
点

か
ら
、
特
定
の
教
職
員
に
限
ら
ず
、
養
護
教
諭
、
学
校
医
・
学
校
歯
科
医
・
学
校
薬

剤
師
、
担
任
教
諭
な
ど
関
係
教
職
員
に
よ
る
積
極
的
な
参
画
が
求
め
ら
れ
る
も
の
で

あ
る
こ
と
。

２
　
学
校
医
及
び
学
校
歯
科
医
は
、
健
康
診
断
及
び
そ
れ
に
基
づ
く
疾
病
の
予
防
処

置
、
改
正
法
に
お
い
て
明
確
化
さ
れ
た
保
健
指
導
の
実
施
を
は
じ
め
、
感
染
症
対

策
、
食
育
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
歯
・
口
の
健
康
つ
く
り
等
に
つ
い
て
、
ま
た
、

学
校
薬
剤
師
は
、
学
校
環
境
衛
生
の
維
持
管
理
を
は
じ
め
、
薬
物
乱
用
防
止
教
育
等

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
は
、
学
校
と
地
域
の

医
療
機
関
等
と
の
連
携
の
要
と
し
て
の
役
割
も
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
各
学
校
に

お
い
て
、
児
童
生
徒
等
の
多
様
な
健
康
課
題
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
の

者
の
有
す
る
専
門
的
知
見
の
積
極
的
な
活
用
に
努
め
ら
れ
た
い
こ
と
。

三
　
学
校
安
全
に
関
す
る
留
意
事
項

（
８
） 
学
校
安
全
に
関
す
る
学
校
の
設
置
者
の
責
務
に
つ
い
て
（
第
26
条
）

１
　
本
条
は
、
学
校
安
全
に
関
し
て
学
校
の
設
置
者
が
果
た
す
べ
き
役
割
の
重
要
性
に

か
ん
が
み
、
従
来
か
ら
各
設
置
者
が
実
施
し
て
き
た
学
校
安
全
に
関
す
る
取
組
の
一

層
の
充
実
を
図
る
た
め
、
そ
の
責
務
を
法
律
上
明
確
に
規
定
し
た
も
の
で
あ
る
こ

と
。

２
　「
そ
の
設
置
す
る
学
校
に
お
い
て
」
と
は
、
①
校
舎
、
運
動
場
な
ど
当
該
学
校
の

敷
地
内
の
ほ
か
、
②
当
該
学
校
の
敷
地
外
で
あ
っ
て
、
学
校
の
設
置
者
の
管
理
責
任

の
対
象
と
な
る
活
動
が
行
わ
れ
る
場
所
（
農
場
な
ど
実
習
施
設
等
）
を
想
定
し
て
い

る
こ
と
。

な
お
、
通
学
路
に
お
け
る
児
童
生
徒
等
の
安
全
に
つ
い
て
は
、
通
学
路
を
含
め
た

地
域
社
会
に
お
け
る
治
安
を
確
保
す
る
一
般
的
な
責
務
は
当
該
地
域
を
管
轄
す
る
地

方
公
共
団
体
が
有
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
法
に
お
い
て
は
、
第
27
条
に
規
定
す

る
学
校
安
全
計
画
に
基
づ
き
、
各
学
校
に
お
い
て
児
童
生
徒
等
に
対
す
る
通
学
路
に

お
け
る
安
全
指
導
を
行
う
こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、
第
30
条
に
お
い
て
警
察
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
地
域
の
関
係
機
関
・
関
係
団
体
等
と
の
連
携
に
努
め
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
各
学
校
に
お
い
て
は
適
切
な
対
応
に
努
め
ら
れ
た
い
こ

と
。

３
　「
加
害
行
為
」
と
は
、
他
者
の
故
意
に
よ
り
、
児
童
生
徒
等
に
危
害
を
生
じ
さ
せ

る
行
為
を
指
す
も
の
で
あ
り
、
学
校
に
侵
入
し
た
不
審
者
が
児
童
生
徒
等
に
対
し
て
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危
害
を
加
え
る
よ
う
な
場
合
等
を
想
定
し
て
い
る
こ
と
。

ま
た
、「
加
害
行
為
」
に
は
、
い
じ
め
や
暴
力
行
為
な
ど
児
童
生
徒
同
士
に
よ
る

傷
害
行
為
も
含
ま
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。
こ
の
場
合
、
い
じ
め
等
の
発
生

防
止
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
生
徒
指
導
の
観
点
か
ら
取
り
組
ま
れ
る
べ
き
事
項

で
あ
る
が
、
い
じ
め
等
に
よ
り
児
童
生
徒
等
が
身
体
的
危
害
を
受
け
る
よ
う
な
状
態

に
あ
り
、
当
該
児
童
生
徒
等
の
安
全
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
な
場
合
に
は
、

学
校
安
全
の
観
点
か
ら
本
法
の
対
象
と
な
る
こ
と
。

４
　「
災
害
」
に
つ
い
て
は
、
地
震
、
風
水
害
、
火
災
と
い
っ
た
す
べ
て
の
学
校
に
お

い
て
対
応
が
求
め
ら
れ
る
災
害
の
ほ
か
、
津
波
、
火
山
活
動
に
よ
る
災
害
、
原
子
力

災
害
な
ど
に
つ
い
て
も
、
各
学
校
の
所
在
す
る
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
適
切
な
対
応

に
努
め
ら
れ
た
い
こ
と
。

５
　「
事
故
、
加
害
行
為
、
災
害
等
」
の
「
等
」
と
し
て
は
、
施
設
設
備
か
ら
の
有
害

物
質
の
発
生
な
ど
が
想
定
さ
れ
う
る
こ
と
。

６
　「
施
設
及
び
設
備
並
び
に
管
理
運
営
体
制
の
整
備
充
実
」
と
し
て
は
、
例
え
ば
、

防
犯
カ
メ
ラ
や
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
の
導
入
な
ど
安
全
管
理
面
か
ら
の
物
的
条
件
の
整

備
、
警
備
員
や
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
リ
ー
ダ
ー
の
配
置
な
ど
学
校
安
全
に
関
す
る
人

的
体
制
の
整
備
、
教
職
員
の
資
質
向
上
を
図
る
た
め
の
研
修
会
の
開
催
な
ど
が
考
え

ら
れ
る
こ
と
。

（
９
）　
学
校
安
全
計
画
に
つ
い
て
（
第
27
条
）

１
　
学
校
安
全
計
画
は
、
学
校
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
安
全
に
関
す
る
具
体
的
な
実

施
計
画
で
あ
り
、
毎
年
度
、
学
校
の
状
況
や
前
年
度
の
学
校
安
全
の
取
組
状
況
等
を

踏
ま
え
、
作
成
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
。

２
　
学
校
に
お
い
て
は
、
生
活
安
全
（
防
犯
を
含
む
。）
、
交
通
安
全
及
び
災
害
安
全

（
防
災
）
に
対
応
し
た
総
合
的
な
安
全
対
策
を
講
ず
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

改
正
法
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
各
学
校
が
策
定

す
る
学
校
安
全
計
画
に
お
い
て
、
①
学
校
の
施
設
設
備
の
安
全
点
検
、
②
児
童
生
徒

等
に
対
す
る
通
学
を
含
め
た
学
校
生
活
そ
の
他
の
日
常
生
活
に
お
け
る
安
全
指
導
、

③
教
職
員
に
対
す
る
研
修
に
関
す
る
事
項
を
必
要
的
記
載
事
項
と
し
て
位
置
付
け
た

も
の
で
あ
る
こ
と
。

①
　
学
校
の
施
設
設
備
の
安
全
点
検
に
つ
い
て
は
、
校
舎
等
か
ら
の
落
下
事
故
、
学

校
に
設
置
さ
れ
た
遊
具
に
よ
る
事
故
な
ど
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
や
近
年
の
地
震

か
ら
想
定
さ
れ
る
被
害
等
も
踏
ま
え
、
施
設
設
備
の
不
備
や
危
険
箇
所
の
点
検
・

確
認
を
行
う
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
補
修
、
修
繕
等
の
改
善
措
置
（
第
28

条
）
を
講
ず
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
。

な
お
、
学
校
の
施
設
設
備
の
安
全
管
理
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
児
童
生
徒
等

の
多
様
な
行
動
に
対
応
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
留
意
さ
れ
た
い
こ
と
。

②
　
児
童
生
徒
等
に
対
す
る
安
全
指
導
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
等
に
安
全
に
行
動

す
る
能
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
う
も
の
で
あ
り
、
児
童
生

徒
等
を
取
り
巻
く
環
境
を
安
全
に
保
つ
活
動
で
あ
る
安
全
管
理
と
一
体
的
に
取
り

組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
。
近
年
、
学
校
内
外
に
お
い
て
児
童
生
徒
等
が
巻

き
込
ま
れ
る
事
件
・
事
故
・
災
害
等
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
防
犯
教

室
や
交
通
安
全
教
室
の
開
催
、
避
難
訓
練
の
実
施
、
通
学
路
の
危
険
箇
所
を
示
し

た
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
安
全
指
導
の
一
層
の
充
実
に
努
め
ら
れ
た
い
こ
と
。

③
　
教
職
員
の
研
修
に
つ
い
て
は
、
学
校
安
全
に
関
す
る
取
組
が
す
べ
て
の
教
職
員

の
連
携
協
力
に
よ
り
学
校
全
体
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
文
部
科
学
省
が
作
成
し
て
い
る
安
全
教
育
参
考
資
料
や
独
立
行
政
法
人
日

本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
が
作
成
し
て
い
る
事
故
事
例
集
等
も
活
用
し
つ
つ
、

ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
警
察
等
の
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
学
校
安

全
に
関
す
る
教
職
員
の
資
質
の
向
上
に
努
め
ら
れ
た
い
こ
と
。

（
10
）
危
険
等
発
生
時
対
処
要
領
の
作
成
等
に
つ
い
て
（
第
29
条
）

１
　
危
険
等
発
生
時
対
処
要
領
は
、
危
険
等
が
発
生
し
た
際
に
教
職
員
が
円
滑
か
つ
的

確
な
対
応
を
図
る
た
め
に
作
成
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
内
容
と
し
て
は
、
不
審
者

の
侵
入
事
件
や
防
災
を
は
じ
め
各
学
校
の
実
情
に
応
じ
た
も
の
と
す
る
こ
と
。
ま

た
、
作
成
後
は
、
毎
年
度
適
切
な
見
直
し
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。

２
　
第
3
項
の
｢そ
の
他
の
関
係
者
｣
と
し
て
は
、
事
故
等
に
よ
り
心
理
的
外
傷
そ
の
他

の
心
身
の
健
康
に
対
す
る
影
響
を
受
け
た
保
護
者
や
教
職
員
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
。

ま
た
、
｢必
要
な
支
援
｣
と
し
て
は
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
に
よ
る
児
童
生
徒

等
へ
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
関
係
医
療
機
関
の
紹
介
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
。

第
２
　
学
校
給
食
法
関
連

（
省
略
）

（
参
考
）文
部
科
学
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

学
校
保
健
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
関
係
資
料
（
概
要
・
法
律
・
新
旧
対
照
表
）

ht
tp
:/
/w
w
w
.m
ex
t.g
o.
jp
/b
_m
en
u/
ho
ua
n/
ka
ku
te
i/
08
04
07
03
.h
tm

（
 ホ
ー
ム
>
政
策
関
連
情
報
>
国
会
提
出
法
律
>
第
16
9回
国
会
に
お
け
る
文
部
科
学

省
成
立
法
律
）

別
添
1、
2、
3、
4
省
略
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○
「
学
校
に
お
け
る
転
落
事
故
防
止
の
留
意
点
」
に
つ
い
て

（平
20
・
8・
29
　
20
ス
学
健
第
25
号
　
文
部
科
学
省
ス
ポ
ー
ツ
・
青
少
年
局
学
校
健
康
教
育
課

長
、
大
臣
官
房
文
教
施
設
企
画
部
施
設
企
画
課
長
か
ら
附
属
学
校
を
置
く
各
国
立
大
学
法
人
事
務

局
長
、
各
国
公
私
立
高
等
専
門
学
校
担
当
課
長
、
各
都
道
府
県
私
立
学
校
主
管
課
長
、
各
都
道
府

県
教
育
委
員
会
施
設
主
管
課
長
、
各
指
定
都
市
教
育
委
員
会
施
設
主
管
課
長
、
各
都
道
府
県
教
育

委
員
会
学
校
安
全
主
管
課
長
、
各
指
定
都
市
教
育
委
員
会
学
校
安
全
主
管
課
長
あ
て
　
送
付
）

学
校
に
お
け
る
転
落
事
故
の
防
止
に
つ
い
て
は
、「
学
校
に
お
け
る
転
落
事
故
等
の
防
止
に

つ
い
て
」（
平
成
20
年
6
月
20
日
20
ス
学
健
第
16
号
）、
「
学
校
保
健
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
公
布
に
つ
い
て
」（
平
成
20
年
7
月
9
日
20
文
科
ス
第
52
2
号
）
等
を
踏
ま
え
、
適

切
な
対
応
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
文
部
科
学
省
で
は
、
今
後
の
学
校
安
全
の
推
進

を
目
的
と
し
て
「
学
校
安
全
教
育
資
料
作
成
協
力
者
会
議
生
活
安
全
部
会
」（
部
会
長
：
西
岡

伸
紀
　
兵
庫
教
育
大
学
大
学
院
教
授
）
及
び
「
学
校
施
設
整
備
指
針
策
定
に
関
す
る
調
査
研
究

協
力
者
会
議
学
校
施
設
安
全
対
策
部
会
」（
部
会
長
：
長
澤
悟
　
東
洋
大
学
教
授
）
の
合
同
会

議
を
開
催
し
、
転
落
事
故
防
止
を
中
心
と
し
た
対
策
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。
こ
の
た
び
、
同
会
議
に
お
け
る
検
討
結
果
を
、
別
添
の
と
お
り
「
学
校
に
お
け
る
転
落
事

故
防
止
の
留
意
点
」
と
し
て
取
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
送
付
し
ま
す
。

各
学
校
（
専
修
学
校
（
高
等
課
程
及
び
一
般
課
程
）・
各
種
学
校
を
含
む
）
や
設
置
者
に
お

か
れ
て
は
、
別
添
の
留
意
点
及
び
参
考
資
料
（
以
下
の
U
R
L
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）
も

参
考
に
し
な
が
ら
、
各
学
校
や
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
つ
つ
、
改
め
て
学
校
に
お
け
る
安
全
管

理
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
児
童
生
徒
等
に
対
す
る
安
全
指
導
の
充
実
に
努
め
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
施
設
主
管
課
及
び
学
校
安
全
主
管
課
に
お
い
て
は
域
内
の

市
町
村
教
育
委
員
会
に
対
し
て
、
各
都
道
府
県
私
立
学
校
主
管
課
に
お
い
て
は
所
轄
の
私
立
学

校
等
に
対
し
て
周
知
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
適
切
な
対
応
が
な
さ
れ
る
よ
う
御
指
導
を
お
願
い

し
ま
す
。

ま
た
、
関
係
国
立
大
学
法
人
に
お
い
て
も
、
上
記
と
同
様
の
対
応
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
学
校
開
放
事
業
及
び
「
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
」
な
ど
放
課
後
や
週
末
等
に
学

校
の
余
裕
教
室
等
を
活
用
し
た
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
地
域
に
お
い
て
は
、
事
業
関
係
部
局

に
対
し
て
も
別
添
の
留
意
点
を
周
知
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
本
件
に
関
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】
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別
添

学
校
に
お
け
る
転
落
事
故
防
止
の
留
意
点

１
．
安
全
対
策
の
基
本
的
な
考
え
方

ソ
フ
ト
面
と
ハ
ー
ド
面
一
体
と
な
っ
た
取
組

○
学
校
に
お
け
る
転
落
事
故
防
止
の
た
め
の
安
全
対
策
は
、
安
全
管
理
・
指
導
に
関
す
る

ソ
フ
ト
面
で
の
取
組
と
学
校
施
設
に
関
す
る
ハ
ー
ド
面
で
の
取
組
を
、
一
体
的
か
つ
計

画
的
に
、
教
職
員
の
み
な
ら
ず
学
校
関
係
者
が
相
互
に
連
携
し
、
実
施
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

事
故
情
報
の
共
有

○
安
全
面
の
課
題
を
明
確
化
す
る
た
め
、
全
国
の
学
校
等
に
お
け
る
転
落
事
故
情
報
を
適

切
に
把
握
し
、
個
別
の
安
全
対
策
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

学
校
の
現
状
把
握

○
学
校
環
境
を
学
習
及
び
生
活
の
場
と
し
て
安
全
に
維
持
す
る
た
め
に
、
各
学
校
の
施
設

設
備
や
そ
の
管
理
・
運
用
の
状
況
に
つ
い
て
、
教
職
員
、
設
置
者
及
び
設
計
者
等
関
係

者
の
共
通
理
解
を
継
続
的
に
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

○
法
令
に
基
づ
き
、
教
職
員
及
び
専
門
家
等
に
よ
る
多
面
的
な
安
全
点
検
を
行
い
、
適
切

な
維
持
管
理
及
び
補
修
等
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
際
、
児
童
生
徒
等
及
び

保
護
者
が
参
画
す
る
こ
と
は
、
多
様
な
視
点
で
安
全
点
検
を
行
う
上
で
有
効
で
あ
る
。

安
全
指
導
の
充
実

○
フ
ェ
ン
ス
が
な
い
屋
上
や
天
窓
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
所
な
ど
、
転
落
の
危
険
が
あ
る

場
所
に
つ
い
て
は
、
出
入
口
の
施
錠
や
立
入
禁
止
の
指
導
を
行
う
な
ど
、
適
切
な
対
策

を
講
じ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

○
窓
や
手
す
り
の
あ
る
バ
ル
コ
ニ
ー
な
ど
、
適
切
に
行
動
す
れ
ば
転
落
事
故
が
通
常
発
生

し
な
い
場
所
に
つ
い
て
も
、
転
落
に
つ
な
が
る
行
動
を
防
止
す
る
た
め
に
、
児
童
生
徒

等
へ
の
継
続
的
な
安
全
指
導
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
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○
教
職
員
同
士
の
連
携
を
密
に
し
、
安
全
指
導
に
関
し
て
共
通
理
解
を
徹
底
す
る
と
と
も

に
、
保
護
者
等
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
児
童
生
徒
等
が
自
ら
安
全
に
行
動
す
る
こ
と
が

で
き
る
資
質
能
力
を
は
ぐ
く
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

施
設
面
の
配
慮

○
児
童
生
徒
等
の
目
線
に
立
ち
、
児
童
生
徒
等
の
多
様
な
行
動
に
対
し
十
分
な
安
全
性
を

備
え
た
教
育
環
境
を
形
成
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

○
安
全
対
策
を
講
じ
る
に
当
た
っ
て
は
、
デ
ザ
イ
ン
面
で
の
配
慮
や
教
育
環
境
と
し
て
の

本
来
の
機
能
と
の
バ
ラ
ン
ス
等
が
重
要
で
あ
る
。

２
．
安
全
対
策
上
の
具
体
的
な
留
意
事
項

【
共
通
事
項
】

事
故
情
報
の
共
有

○
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の
提
供
す
る
事
故
情
報
の
活
用
や
、
教
職

員
及
び
設
置
者
等
の
連
携
に
よ
り
、
全
国
の
学
校
等
に
お
け
る
事
故
事
例
に
関
す
る
情
報

を
適
切
に
把
握
し
、
各
学
校
に
お
け
る
安
全
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

学
校
の
現
状
把
握

○
教
職
員
が
各
学
校
に
お
い
て
点
検
が
必
要
な
項
目
を
認
識
し
た
上
で
、
学
校
保
健
（
安

全
）
法
に
基
づ
き
、
日
常
的
に
安
全
点
検
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
際
、
児

童
生
徒
等
や
保
護
者
等
の
目
線
を
含
め
た
多
面
的
な
安
全
点
検
が
行
わ
れ
る
よ
う
工
夫

を
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。
特
に
、
改
修
等
に
よ
り
施
設
の
状
況
に
変
化
が
生
じ
た

場
合
に
は
、
改
め
て
安
全
点
検
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

○
建
築
基
準
法
に
基
づ
き
、
施
設
に
つ
い
て
専
門
的
な
知
見
の
あ
る
者
に
よ
る
定
期
的
な

安
全
点
検
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

○
経
年
劣
化
の
進
行
等
に
よ
り
安
全
性
が
低
下
し
て
い
る
場
合
は
、
速
や
か
に
補
修
等
適

切
な
対
応
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

○
設
計
意
図
、
点
検
結
果
、
補
修
・
改
修
履
歴
等
の
学
校
施
設
の
安
全
管
理
に
関
す
る
情

報
を
、
設
置
者
及
び
教
職
員
が
専
門
家
の
協
力
を
得
る
な
ど
し
て
文
書
等
に
よ
り
継
続

的
か
つ
確
実
に
共
有
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

○
通
常
の
経
路
か
ら
は
立
ち
入
れ
な
い
場
所
に
お
い
て
、
柵
を
乗
り
越
え
る
、
樋
を
伝
う

な
ど
に
よ
り
危
険
箇
所
に
移
動
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
場
合
に
は
、
安
全
指
導
の
徹

底
を
図
る
こ
と
や
施
設
面
で
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

安
全
指
導
の
充
実

○
死
亡
や
障
害
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
強
い
転
落
事
故
の
特
性
に
つ
い
て
児
童
生
徒
等
に

十
分
に
認
識
さ
せ
る
と
と
も
に
、
転
落
事
故
が
想
定
さ
れ
る
場
所
へ
の
立
ち
入
り
の
禁

止
や
、
窓
の
清
掃
時
な
ど
に
お
い
て
転
落
し
な
い
よ
う
細
心
の
注
意
を
払
う
こ
と
な

ど
、
保
護
者
等
の
協
力
も
得
な
が
ら
指
導
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
際
、
指
導

を
行
っ
て
も
、
な
お
、
児
童
生
徒
等
は
転
落
に
つ
な
が
る
行
動
を
と
っ
た
り
、
転
落
事

故
の
危
険
が
あ
る
場
所
へ
立
ち
入
っ
た
り
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
継
続
的
に

指
導
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

○
学
校
内
の
危
険
箇
所
を
児
童
生
徒
等
に
認
識
さ
せ
、
自
律
的
に
判
断
し
て
安
全
に
行
動

す
る
こ
と
が
で
き
る
資
質
能
力
を
は
ぐ
く
む
た
め
に
は
、
具
体
的
で
分
か
り
や
す
い
指

導
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
児
童
生
徒
等
と
教
職
員
が
一
緒
に
な
り
校

内
安
全
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
こ
と
な
ど
も
有
効
で
あ
る
。

○
児
童
生
徒
等
が
通
常
使
用
し
な
い
よ
う
な
場
所
で
活
動
す
る
場
合
に
お
い
て
、
児
童
生

徒
等
の
行
動
に
よ
っ
て
は
転
落
の
危
険
性
が
あ
る
と
き
に
は
、
事
前
に
点
検
を
実
施

し
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
た
上
で
、
教
職
員
が
同
席
し
適
切
に
指
導
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
ま
た
、
活
動
に
当
た
っ
て
、
例
え
ば
、
活
動
前
に
想
定
さ
れ
る
危
険
に
つ
い

て
児
童
生
徒
等
に
指
摘
さ
せ
る
、
転
倒
し
や
す
い
履
物
を
避
け
る
な
ど
の
安
全
確
保
の

た
め
の
指
導
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

○
教
職
員
は
、
相
互
の
連
携
を
密
に
し
、
必
要
に
応
じ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
協
力
を
得

て
、
事
故
が
発
生
し
や
す
い
休
憩
時
間
中
や
放
課
後
に
お
い
て
定
期
的
な
巡
回
等
を
行

う
な
ど
、
安
全
管
理
の
徹
底
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

施
設
面
の
配
慮

○
転
落
の
危
険
が
あ
る
場
所
に
つ
い
て
は
、
一
見
し
て
危
険
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
や
す

い
デ
ザ
イ
ン
や
、
具
体
的
で
分
か
り
や
す
い
効
果
的
な
表
示
等
に
よ
る
注
意
喚
起
な

ど
、
各
部
に
つ
い
て
、
細
部
に
至
る
ま
で
十
分
な
安
全
性
を
確
保
し
た
計
画
・
設
計
と

す
る
こ
と
な
ど
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
既
存
施
設
に
つ
い
て
も
、
点
検
を
適
切
に
行

い
必
要
に
応
じ
速
や
か
に
改
善
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
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【
個
別
事
項
】

天
窓
（
ト
ッ
プ
ラ
イ
ト
）

○
人
が
乗
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
な
い
天
窓
に
つ
い
て
は
、
転
落
の
危
険
性
に
つ
い
て
児

童
生
徒
等
に
十
分
理
解
さ
せ
、
絶
対
に
乗
る
こ
と
の
な
い
よ
う
周
知
徹
底
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

○
児
童
生
徒
等
の
近
づ
く
可
能
性
の
あ
る
場
所
に
設
置
さ
れ
た
天
窓
は
、
天
窓
の
構
造
や

設
置
状
況
等
を
把
握
し
た
上
で
、
周
囲
に
防
護
柵
を
設
置
す
る
こ
と
や
内
側
に
落
下
防

護
ネ
ッ
ト
を
設
置
す
る
こ
と
等
、
安
全
な
構
造
と
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、

天
窓
の
周
辺
に
植
栽
を
配
置
す
る
な
ど
、
天
窓
に
近
づ
き
に
く
い
状
況
を
作
る
こ
と
も

有
効
で
あ
る
。

○
通
常
、
児
童
生
徒
等
が
近
づ
く
可
能
性
の
低
い
場
所
に
設
置
さ
れ
た
天
窓
に
つ
い
て

も
、
児
童
生
徒
等
の
多
様
な
行
動
を
踏
ま
え
、
適
切
な
安
全
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

屋
上

○
屋
上
へ
の
出
入
口
は
、
必
要
に
応
じ
施
錠
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

○
行
わ
れ
る
活
動
内
容
・
活
動
形
態
を
踏
ま
え
つ
つ
、
児
童
生
徒
等
の
多
様
な
行
動
に
対

し
、
十
分
な
安
全
性
を
有
す
る
手
す
り
、
防
護
フ
ェ
ン
ス
等
を
設
け
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

○
塔
屋
等
の
タ
ラ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
等
が
容
易
に
登
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

一
段
目
が
高
く
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
な
ど
の
配
慮
が
重
要
で
あ
る
。
そ

の
際
、
必
要
に
応
じ
、
タ
ラ
ッ
プ
を
覆
い
施
錠
す
る
等
の
対
策
も
有
効
で
あ
る
。

窓
（
転
落
の
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
）

○
腰
壁
の
高
さ
や
窓
の
形
状
等
に
つ
い
て
確
認
し
、
必
要
に
応
じ
、
窓
面
へ
の
手
す
り
の

設
置
や
窓
の
開
閉
方
式
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

○
窓
か
ら
身
を
乗
り
出
す
こ
と
や
窓
枠
に
乗
る
こ
と
等
に
よ
る
転
落
の
危
険
性
に
つ
い

て
、
児
童
生
徒
等
に
十
分
に
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

○
窓
下
に
は
足
掛
り
と
な
る
も
の
を
設
置
し
な
い
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

○
転
落
防
止
用
手
す
り
の
設
置
に
当
た
っ
て
は
、
手
す
り
か
ら
身
を
乗
り
出
す
こ
と
や
手

す
り
の
上
に
乗
る
こ
と
等
に
よ
る
転
落
の
危
険
性
に
つ
い
て
、
児
童
生
徒
等
に
十
分
に

理
解
さ
せ
、
新
た
な
危
険
箇
所
と
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

○
暗
幕
な
ど
窓
の
開
閉
状
態
が
判
別
で
き
な
い
も
の
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、
窓
の
開
閉

状
態
を
確
認
し
た
上
で
、
適
切
な
配
慮
を
行
う
よ
う
指
導
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

庇 ○
児
童
生
徒
等
の
近
づ
く
可
能
性
の
あ
る
場
所
に
庇
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
日
頃

の
指
導
や
効
果
的
な
表
示
に
よ
り
立
ち
入
り
禁
止
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
児
童
生

徒
等
の
庇
へ
の
進
入
防
止
の
た
め
に
、
必
要
に
応
じ
、
窓
面
へ
の
手
す
り
の
設
置
や
窓

の
開
閉
方
式
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

バ
ル
コ
ニ
ー
等

○
バ
ル
コ
ニ
ー
、
階
段
、
吹
抜
け
、
外
廊
下
等
の
手
す
り
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
安
全
性

を
有
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
下
に
足
掛
り
と
な
る
も
の
を
設
置
し
な
い
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
ま
た
、
手
す
り
か
ら
身
を
乗
り
出
す
こ
と
や
手
す
り
の
上
に
乗
る
こ
と
等
に
よ
る
転

落
の
危
険
性
に
つ
い
て
、
児
童
生
徒
等
に
十
分
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
他

○
本
来
、
人
が
乗
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
な
い
、
渡
り
廊
下
や
駐
輪
場
の
屋
根
、
天
井
裏

等
に
つ
い
て
も
、
乗
る
こ
と
に
よ
り
破
損
し
て
重
大
な
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
を
、
児

童
生
徒
等
に
十
分
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

参
考
資
料
省
略

○
学
校
に
設
置
し
て
い
る
遊
具
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

（平
20
・
10
・
9　
20
ス
学
健
第
29
号
　
文
部
科
学
省
ス
ポ
ー
ツ
・
青
少
年
局
学
校
健
康
教
育
課
長
、
大
臣

官
房
文
教
施
設
企
画
部
施
設
企
画
課
長
、
初
等
中
等
教
育
局
幼
児
教
育
課
長
、
初
等
中
等
教
育
局
特
別
支

援
教
育
課
長
か
ら
附
属
学
校
を
置
く
各
国
立
大
学
法
人
事
務
局
長
、
各
都
道
府
県
私
立
学
校
主
管
課
長
、

各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
施
設
主
管
課
長
、
各
指
定
都
市
教
育
委
員
会
施
設
主
管
課
長
、
各
都
道
府
県
教

育
委
員
会
学
校
安
全
主
管
課
長
、
各
指
定
都
市
教
育
委
員
会
学
校
安
全
主
管
課
長
あ
て
　
依
頼

）
国
土
交
通
省
が
平
成
14
年
３
月
に
策
定
し
た
「
都
市
公
園
に
お
け
る
遊
具
の
安
全
確
保
に

関
す
る
指
針
」
に
つ
い
て
は
、
都
市
公
園
に
お
け
る
遊
具
の
安
全
確
保
に
関
す
る
基
本
的
な
考

え
方
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
学
校
に
設
置
し
て
い
る
遊
具
の
安
全
確
保
に
当
た
っ
て
も
参
考
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と
な
る
こ
と
か
ら
、
平
成
14
年
３
月
28
日
付
け
13
ス
学
健
第
38
号
に
よ
り
、
そ
の
活
用
を
お

願
い
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
た
び
、
遊
具
の
老
朽
化
対
策
や
安
全
点
検
体
制
を
強
化
す
る
観
点
か
ら
、
国
土
交
通
省
に

お
い
て
「
都
市
公
園
に
お
け
る
遊
具
の
安
全
確
保
に
関
す
る
指
針
（
改
訂
版
）」
が
策
定
さ
れ
、

各
都
道
府
県
・
指
定
都
市
都
市
公
園
管
理
担
当
部
局
長
あ
て
に
通
知
さ
れ
ま
し
た
（
別
紙
１
）。

ま
た
、
国
の
指
針
の
改
訂
に
合
わ
せ
て
、
社
団
法
人
日
本
公
園
施
設
業
協
会
が
見
直
し
を
進

め
て
き
た
遊
具
メ
ー
カ
ー
の
自
主
基
準
と
な
る
「
遊
具
の
安
全
に
関
す
る
規
準
」
に
つ
い
て

も
、
同
時
に
改
訂
さ
れ
、
各
都
道
府
県
・
指
定
都
市
都
市
公
園
管
理
担
当
部
局
長
あ
て
に
通
知

さ
れ
ま
し
た
（
別
紙
２
）。

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
学
校
に
設
置
さ
れ
て
い
る
遊
具
の
事
故
防
止
対
策
に
活
用
し
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
施
設
主
管
課
及
び
学
校
安
全
主
管
課
に
お
い
て
は
域
内
の

市
町
村
教
育
委
員
会
に
対
し
て
、
各
都
道
府
県
私
立
学
校
主
管
課
に
お
い
て
は
所
轄
の
私
立
学

校
等
に
対
し
て
周
知
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
適
切
な
対
応
が
な
さ
れ
る
よ
う
御
指
導
を
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
関
係
国
立
大
学
法
人
に
お
い
て
も
、
上
記
と
同
様
の
対
応
を
し
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

別
紙
1、
2
省
略

○
「
学
校
施
設
に
お
け
る
事
故
防
止
の
留
意
点
に
つ
い
て
」、
「
学
校
施
設

整
備
指
針
」、
「
環
境
を
考
慮
し
た
学
校
施
設（
エ
コ
ス
ク
ー
ル
）の
今
後

の
推
進
方
策
に
つ
い
て
（
最
終
報
告
）」
及
び
「
学
校
施
設
の
評
価
の
在

り
方
に
つ
い
て
（
最
終
報
告
）」
に
つ
い
て

（平
21
・
3・
31
　
20
文
科
施
第
80
44
号
　
文
部
科
学
省
大
臣
官
房
文
教
施
設
企
画
部
長
か
ら
附
属

学
校
を
置
く
各
国
立
大
学
法
人
の
長
、
独
立
行
政
法
人
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構
理
事
長
、
各
都

道
府
県
知
事
、
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
教
育
長
、
各
指
定
都
市
教
育
委
員
会
教
育
長
、
高
等
専

門
学
校
を
置
く
公
立
大
学
法
人
の
長
、
高
等
専
門
学
校
を
置
く
各
学
校
法
人
の
長
あ
て
　
送
付
）

こ
の
た
び
、
文
部
科
学
省
で
は
、「
学
校
施
設
整
備
指
針
策
定
に
関
す
る
調
査
研
究
協
力
者

会
議
」（
主
査
：
辻
村
哲
夫
　
近
大
姫
路
大
学
教
育
学
部
長
）
か
ら
調
査
研
究
結
果
の
報
告
を

受
け
ま
し
た
の
で
、「
学
校
施
設
に
お
け
る
事
故
防
止
の
留
意
点
に
つ
い
て
」、
「
環
境
を
考
慮

し
た
学
校
施
設
（
エ
コ
ス
ク
ー
ル
）
の
今
後
の
推
進
方
策
に
つ
い
て
─
低
炭
素
社
会
に
お
け
る

学
校
づ
く
り
の
在
り
方
─
（
最
終
報
告
）」
及
び
「
学
校
施
設
の
評
価
の
在
り
方
に
つ
い
て
～

学
校
施
設
の
改
善
の
た
め
に
～
（
最
終
報
告
）」
を
送
付
し
ま
す
。
ま
た
、
事
故
防
止
の
観
点

か
ら
「
学
校
施
設
整
備
指
針
」
を
改
訂
し
ま
し
た
の
で
、
併
せ
て
送
付
し
ま
す
。

つ
い
て
は
、
下
記
に
御
留
意
い
た
だ
き
、
こ
れ
ら
の
報
告
書
等
を
十
分
に
活
用
し
、
各
学
校

や
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
つ
つ
、
安
全
で
豊
か
な
施
設
環
境
の
確
保
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
事
故
防
止
や
環
境
を
考
慮
し
た
学
校
施
設
（
エ
コ
ス
ク
ー
ル
）
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
喫
緊
の
課
題
と
し
て
推
進
さ
れ
て
い
る
耐
震
化
事
業
や
新
増
改
築
事
業
、
大
規
模

改
造
事
業
等
の
施
設
整
備
に
併
せ
て
実
施
す
る
な
ど
、
学
校
施
設
に
お
け
る
事
故
防
止
や
環
境

対
策
の
観
点
か
ら
、
で
き
る
限
り
早
急
に
施
設
の
改
善
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。 な
お
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
に
お
い
て
は
、
域
内
の
市
町
村
教

育
委
員
会
に
対
し
て
、
各
都
道
府
県
私
立
学
校
主
管
課
に
お
い
て
は
、
所
轄
の
私
立
学
校
等
に

対
し
て
、
周
知
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す 記

１
．
報
告
書
等
の
概
要

（
１
）「
学
校
施
設
に
お
け
る
事
故
防
止
の
留
意
点
に
つ
い
て
」（
別
紙
１
）
及
び
「
学
校
施
設

整
備
指
針
」（
別
紙
２
）

学
校
は
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習
と
生
活
の
た
め
の
場
で
あ
り
、
豊
か
な
人
間
性
を
は
ぐ

く
む
の
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
環
境
と
、
十
分
な
防
災
性
、
防
犯
性
な
ど
安
全
性
を
備
え
た

安
心
感
の
あ
る
施
設
環
境
を
備
え
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

本
報
告
で
は
、
過
去
に
起
こ
っ
た
事
故
を
教
訓
と
し
つ
つ
、
事
故
防
止
に
向
け
た
関
係

者
そ
れ
ぞ
れ
が
果
た
す
べ
き
役
割
、
事
故
種
別
ご
と
の
事
故
防
止
の
基
本
的
な
考
え
方
、

建
物
の
部
位
ご
と
の
具
体
的
な
留
意
事
項
等
を
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
取
り
ま
と
め
た
報
告
書
に
基
づ
き
、
各
学
校
種
ご
と
の
「
学
校
施
設
整
備
指

針
」
の
安
全
対
策
関
連
規
定
を
充
実
さ
せ
ま
し
た
。

（
２
）「
環
境
を
考
慮
し
た
学
校
施
設
（
エ
コ
ス
ク
ー
ル
）
の
今
後
の
推
進
方
策
に
つ
い
て
─

低
炭
素
社
会
に
お
け
る
学
校
づ
く
り
の
在
り
方
─
」（
別
紙
3）

地
球
温
暖
化
対
策
の
強
化
な
ど
我
が
国
の
環
境
対
策
の
推
進
の
た
め
に
は
、
新
築
時
や

改
築
時
の
み
な
ら
ず
、
既
存
の
学
校
施
設
を
含
め
た
全
て
の
学
校
に
お
い
て
エ
コ
ス
ク
ー

ル
づ
く
り
を
目
指
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

本
報
告
書
は
、
学
校
施
設
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
、
学
校
施
設
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

実
態
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
長
期
的
展
望
等
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
、
既
存
の
学
校
施

設
に
お
い
て
、
適
切
な
教
育
環
境
を
確
保
し
つ
つ
、
環
境
へ
の
負
荷
を
低
減
さ
せ
る
計

画
・
設
計
上
の
方
策
や
今
後
の
エ
コ
ス
ク
ー
ル
の
推
進
方
策
等
を
示
し
て
い
ま
す
。
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（
３
）「
学
校
施
設
の
評
価
の
在
り
方
に
つ
い
て
～
学
校
施
設
の
改
善
の
た
め
に
～
」（
別
紙

４
）

学
校
施
設
は
、
基
本
的
な
教
育
条
件
の
一
つ
で
あ
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
に
と
っ
て

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
、
防
災
拠
点
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
、
学
校
施
設
は
、
耐
震
化
や
環
境
へ
の
配
慮
な
ど
の
様
々
な
課

題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

本
報
告
は
、
学
校
施
設
の
評
価
の
目
的
、
評
価
に
お
け
る
学
校
と
設
置
者
の
役
割
、
評

価
の
進
め
方
、
評
価
項
目
・
指
標
等
の
参
考
例
及
び
評
価
結
果
に
基
づ
く
改
善
・
支
援
の

考
え
方
等
を
示
す
と
と
も
に
、
幼
稚
園
・
高
等
学
校
・
特
別
支
援
学
校
に
つ
い
て
、
学
校

施
設
の
評
価
を
行
う
際
の
視
点
を
示
し
て
い
ま
す
。

２
．
留
意
事
項

（
１
）「
学
校
施
設
に
お
け
る
事
故
防
止
の
留
意
点
に
つ
い
て
」

学
校
施
設
に
お
け
る
事
故
防
止
の
留
意
点
に
つ
い
て
、
平
成
20
年
８
月
29
日
付
20
ス

学
健
第
25
号
「「
学
校
に
お
け
る
転
落
事
故
防
止
の
留
意
点
」
に
つ
い
て
（
送
付
）」
や

本
報
告
を
参
考
と
し
て
、
域
内
の
学
校
に
お
け
る
施
設
の
状
況
や
利
用
実
態
を
把
握
し
、

改
善
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

（
２
）「
環
境
を
考
慮
し
た
学
校
施
設
（
エ
コ
ス
ク
ー
ル
）
の
今
後
の
推
進
方
策
に
つ
い
て
」

本
報
告
を
参
考
と
し
て
、
学
校
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
状
況
に
つ
い
て
、
実
態
を

適
確
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、「
学
校
施
設
に
お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に
つ
い
て

（
教
職
員
向
け
）」
（
平
成
20
年
３
月
　
文
部
科
学
省
）」
も
参
考
と
し
つ
つ
、
域
内
の
学

校
が
行
う
「
こ
ま
め
な
消
灯
」
や
「
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
」
な
ど
身
近
な
エ
コ
ス
ク
ー
ル
へ

の
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
３
）「
学
校
施
設
の
評
価
の
在
り
方
に
つ
い
て
」

本
報
告
で
示
す
「
学
校
施
設
の
評
価
」
は
、
新
た
な
業
務
と
し
て
行
う
も
の
で
は
な

く
、
学
校
、
設
置
者
が
学
校
施
設
の
維
持
・
改
善
を
行
う
際
に
、
こ
れ
ま
で
も
何
ら
か
の

形
で
実
施
し
て
き
て
い
る
学
校
施
設
の
評
価
の
取
り
組
み
を
整
理
し
、
よ
り
効
率
的
・
効

果
的
に
施
設
の
維
持
・
改
善
が
行
え
る
評
価
手
法
と
し
て
提
案
す
る
も
の
で
す
。
本
報
告

を
参
考
と
し
て
、
日
常
の
学
校
施
設
の
維
持
・
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

（
省
略
）

※
報
告
及
び
施
設
整
備
指
針
の
全
文
は
、
文
部
科
学
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
国
立
教
育
政
策
研

究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
閲
覧
で
き
ま
す
。

ht
tp
:/
/w
w
w
.m
ex
t.g
o.
jp
/b
_m
en
u/
sh
in
gi
/c
ho
us
a/
sh
is
et
u/
00
1/
in
de
x.
ht
m

（
文
部
科
学
省
）

ht
tp
:/
/w
w
w
.n
ie
r.
go
.jp
/s
hi
se
ts
u/
（
国
立
教
育
政
策
研
究
所
）

別
紙
1、
2、
3、
4
省
略

○
水
泳
等
の
事
故
防
止
に
つ
い
て

（平
21
・
5・
22
　
21
文
科
ス
第
63
44
号
　
文
部
科
学
省
ス
ポ
ー
ツ
・
青
少
年
局

長
か
ら
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
教
育
長
、
各
都
道
府
県
知
事
、
附
属
学
校
を

置
く
各
国
立
大
学
法
人
学
長
、
各
国
立
高
等
専
門
学
校
長
あ
て
　
通
知
）

標
記
に
つ
い
て
は
、
例
年
関
係
方
面
の
御
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
海
や
河
川
に
お
け
る
水
難
事
故
及
び
プ
ー
ル
で
の
水
泳
事
故
等
に
よ
り
多
く
の
犠
牲
者
が

出
て
お
り
ま
す
（
別
添
参
照
）。

平
成
18
年
に
は
児
童
が
プ
ー
ル
の
吸
水
口
に
吸
い
込
ま
れ
て
死
亡
す
る
痛
ま
し
い
事
故
が

発
生
し
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
事
故
を
二
度
と
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
水
泳
等
の
事
故
防
止
に

つ
い
て
関
係
機
関
･
団
体
が
連
携
し
安
全
の
確
保
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

つ
い
て
は
、
今
夏
に
お
け
る
水
泳
等
の
事
故
防
止
の
た
め
、
関
係
機
関
･
団
体
と
密
接
な
協

力
の
下
、
下
記
事
項
並
び
に
「
プ
ー
ル
の
安
全
標
準
指
針
」（
平
成
19
年
3
月
文
部
科
学
省
、

国
土
交
通
省
）
を
参
考
と
し
て
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
適
切
な
措
置
を
取
る
と
と
も
に
、
衛

生
管
理
に
つ
い
て
も
十
分
御
配
意
願
い
ま
す
。

ま
た
、
水
泳
プ
ー
ル
の
利
用
が
増
加
す
る
夏
季
を
前
に
、
所
管
の
水
泳
プ
ー
ル
の
施
設
･
設

備
に
つ
い
て
、
安
全
点
検
及
び
確
認
を
徹
底
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
施
設
･
設
備
に
不
備
が
あ
る
と
さ
れ
た
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
利
用
開
始
前
に
、

安
全
確
保
の
た
め
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
ま
で
の
間
は
、
当
該
プ
ー
ル
の
使
用
を
中
止
す
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
教
育
長
及
び
各
都
道
府
県
知
事
に
お
か
れ
て
は
、
域
内
の

市
区
町
村
教
育
委
員
会
及
び
域
内
の
私
立
学
校
、
市
区
町
村
関
係
部
局
に
対
し
て
も
周
知
さ
れ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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記

１
　
プ
ー
ル
の
利
用
期
間
前
に
、
排
（
環
）
水
口
の
蓋
の
設
置
の
有
無
を
確
認
し
、
蓋
が
な
い

場
合
及
び
固
定
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
早
急
に
ネ
ジ
･
ボ
ル
ト
等
で
固
定
す
る
な
ど
の
改

善
を
図
る
ほ
か
、
排
（
環
）
水
口
の
吸
い
込
み
防
止
金
具
に
つ
い
て
も
丈
夫
な
格
子
金
具
と

す
る
な
ど
の
措
置
を
し
、
い
た
ず
ら
な
ど
で
簡
単
に
取
り
外
し
が
で
き
な
い
構
造
と
す
る
こ

と
。

２
　
プ
ー
ル
を
安
全
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
適
切
か
つ
円
滑
な
安
全
管
理
を
行
う
た
め
の
管
理

体
制
を
整
え
る
こ
と
。
監
視
員
に
つ
い
て
は
、
プ
ー
ル
全
体
が
く
ま
な
く
監
視
で
き
る
よ
う

十
分
な
数
を
配
置
し
、
救
護
員
に
つ
い
て
も
、
緊
急
時
に
速
や
か
な
対
応
が
可
能
と
な
る
数

を
確
保
す
る
こ
と
。

ま
た
、
安
全
管
理
に
携
わ
る
全
て
の
従
事
者
に
対
し
、
プ
ー
ル
の
構
造
設
備
及
び
維
持
管

理
、
事
故
防
止
対
策
、
事
故
発
生
等
緊
急
時
の
措
置
と
救
護
等
に
関
し
、
就
業
前
に
十
分
な

教
育
及
び
訓
練
を
行
う
こ
と
。

３
　
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、「
プ
ー
ル
の
安
全
標
準
指
針
」
を
参
考
と
し
て
安
全
管
理
の
徹
底

を
図
る
と
と
も
に
、
学
校
に
お
け
る
指
導
に
当
た
っ
て
は
、「
学
校
に
お
け
る
水
泳
事
故
防

止
必
携
（
新
訂
二
版
）」
（
平
成
18
年
6
月
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
）

及
び
「
水
泳
指
導
の
手
引
き
（
二
訂
版
）」
（
平
成
16
年
3
月
文
部
科
学
省
）
も
参
考
と
す
る

こ
と
。

４
　
プ
ー
ル
に
お
け
る
事
故
に
は
、
ス
タ
ー
ト
時
に
、
逆
さ
ま
に
深
く
入
水
し
、
水
底
に
頭
部
を

打
ち
つ
け
て
起
こ
る
も
の
が
少
な
く
な
い
の
で
、
ス
タ
ー
ト
の
指
導
に
つ
い
て
は
、
個
人
の
能

力
に
応
じ
た
段
階
的
な
取
り
扱
い
を
重
視
し
、
教
師
等
の
指
示
に
従
い
、
水
深
や
水
底
の
安

全
を
確
か
め
、
入
水
角
に
注
意
す
る
な
ど
、
安
全
に
配
慮
し
た
慎
重
な
指
導
を
行
う
こ
と
。

な
お
、
一
定
の
技
能
を
身
に
つ
け
て
い
る
児
童
・
生
徒
が
ス
タ
ー
ト
時
の
重
大
事
故
に

遭
っ
た
事
例
や
、
入
水
の
際
、
無
理
な
息
こ
ら
え
や
必
要
以
上
に
深
呼
吸
を
繰
り
返
し
行
わ

せ
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
重
大
事
故
事
例
も
報
告
さ
れ
て
い
る
の
で
十
分
注
意
す
る
こ
と
。

５
　
児
童
･
生
徒
の
水
難
事
故
が
特
に
学
校
の
夏
季
休
業
に
入
っ
た
直
後
に
多
発
す
る
傾
向
に

あ
る
の
で
、
学
校
に
お
い
て
は
、
水
泳
の
事
故
防
止
に
関
す
る
心
得
を
十
分
指
導
し
、

P
T
A
な
ど
を
通
じ
て
家
庭
に
も
指
導
の
趣
旨
を
周
知
す
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。

６
　
児
童
･
生
徒
が
個
人
や
グ
ル
ー
プ
で
水
泳
や
水
遊
び
に
出
か
け
る
と
き
に
は
、
必
ず
保
護

者
や
水
泳
の
熟
練
者
と
同
行
す
る
よ
う
指
導
す
る
と
と
も
に
、
事
前
に
、
行
き
先
、
帰
宅
の

予
定
日
時
、
同
行
者
等
を
家
庭
に
知
ら
せ
る
よ
う
習
慣
づ
け
る
こ
と
。

７
　
集
団
で
水
泳
を
行
う
場
合
に
は
、
引
率
者
や
指
導
者
の
責
任
分
担
を
明
確
に
し
て
、
指
導

･
監
督
が
周
知
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
ま
た
、
班
の
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
引
率
者
の

指
導
･
監
督
が
全
員
に
行
き
届
く
程
度
の
人
数
に
編
成
す
る
こ
と
。

８
　
児
童
･
生
徒
の
発
達
段
階
に
応
じ
て
、
水
泳
等
に
関
す
る
事
故
の
危
険
を
予
見
し
、
自
ら

回
避
で
き
る
よ
う
学
校
、
家
庭
、
地
域
に
お
い
て
適
切
に
指
導
す
る
な
ど
安
全
指
導
の
充
実

に
努
め
る
こ
と
。

９
　
海
、
河
川
、
湖
沼
地
、
用
水
堀
、
プ
ー
ル
な
ど
の
水
難
事
故
発
生
の
お
そ
れ
の
あ
る
場
所

に
つ
い
て
は
、
防
護
さ
く
、
蓋
、
危
険
表
示
の
掲
示
板
や
標
識
の
整
備
、
監
視
員
の
配
備
、

巡
回
指
導
の
周
知
な
ど
、
市
町
村
、
警
察
署
、
消
防
署
、
海
上
保
安
部
署
、
保
健
所
等
と
の

協
力
に
よ
り
点
検
等
を
行
い
、
事
故
防
止
の
た
め
万
全
の
安
全
確
保
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

な
お
、
幼
児
の
水
難
事
故
が
比
較
的
多
く
発
生
し
て
い
る
の
で
、
前
記
の
事
故
防
止
措
置

に
つ
い
て
は
、
幼
児
の
行
動
に
も
配
慮
し
た
万
全
の
も
の
と
す
る
と
と
も
に
、
保
護
者
が
、

監
督
を
怠
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
広
報
等
に
よ
っ
て
こ
の
趣
旨
の
周
知
を
図
る
こ
と
。

10
　
水
泳
場
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
保
健
所
そ
の
他
の
関
係
諸
機
関
の
協
力
を
得
て
、
農

薬
、
油
、
工
場
廃
液
、
そ
の
他
浮
遊
物
等
に
よ
る
水
の
汚
染
状
況
、
水
底
の
状
態
、
潮
流
な

ど
を
必
ず
事
前
に
調
査
し
て
適
切
な
場
所
を
選
定
す
る
こ
と
。
ま
た
、
水
泳
場
に
は
、
水
泳

区
域
標
識
、
監
視
所
、
救
命
用
具
な
ど
事
故
防
止
の
た
め
の
施
設
･
設
備
等
を
整
え
る
と
と

も
に
、
救
急
体
制
を
確
立
す
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。
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表
１
　
年
別
水
難
事
故
者
数

水
難
事
故
者
数

平
成
10
年

31
1人
（
11
60
）

11
年

28
9人
（
13
36
）

12
年

32
0人
（
12
55
）

13
年

25
4人
（
10
89
）

14
年

26
0人
（
11
31
）

15
年

21
8人
（
 8
75
）

16
年

26
4人
（
 9
35
）

17
年

20
9人
（
 9
61
）

18
年

22
3人
（
 9
20
）

19
年

22
9人
（
 8
77
）

20
年

20
5人
（
 8
69
）

表
3　
行
為
別
事
故
発
生
件
数
・
％
 

単
位
：
件

行
 為

平
成
20
年

平
成
19
年

水
泳
中

62
件
（
24
1）

38
.8
％

52
件
（
18
5）

27
.1
％

魚
と
り
・
釣
り

11
件
（
14
7）

6.
9％

11
件
（
16
0）

5.
7％

水
遊
び

57
件
（
10
2）

35
.6
％

97
件
（
16
5）

50
.5
％

通
行
中

2件
（
 4
8）

1.
2％

8件
（
 7
6）

4.
2％

ボ
ー
ト
遊
び

6件
（
 2
8）

3.
8％

5件
（
 1
8）

2.
6％

水
難
救
助
中

1件
（
 1
2）

0.
6％

1件
（
 1
7）

0.
5％

作
業
中

1件
（
 2
6）

0.
6％

0件
（
 2
2）

0.
0％

遊
技
・
ス
ポ
ー
ツ

4件
（
 4
0）

2.
5％

8件
（
 2
4）

4.
2％

そ
の
他

16
件
（
 9
5）

10
％

10
件
（
 9
9）

5.
2％

計
16
0件
（
73
9）

10
0％

19
2件
（
76
6）

10
0％

※
水
遊
び
・
水
泳
中
の
事
故
が
多
い

表
２
　
場
所
別
事
故
発
生
件
数
・
％
 

単
位
：
件

場
　
所

平
成
20
年

平
成
19
年

海
70
件
（
41
9）
43
.8
%

70
件
（
40
4）
36
.5
%

河
　
川

51
件
（
21
7）
31
.9
%

73
件
（
25
5）
38
.0
%

湖
沼
池

8件
（
 3
4）

5%
8件
（
 3
1）

4.
1%

用
水
堀

5件
（
 3
2）

3.
1%

9件
（
 4
1）

4.
7%

プ
ー
ル

25
件
（
 3
1）
15
.6
%

29
件
（
 3
1）
15
.1
%

そ
の
他

1件
（
  
6）

0.
6%

3件
（
  
4）

1.
6%

計
16
0件
（
73
9）
10
0%

19
2件
（
76
6）
10
0%

※
海
・
河
川
で
の
事
故
が
多
い

別
添

平
成
20
年
夏
期
（
6、
7、
8
月
）
に
お
け
る
中
学
生
以
下
の
水
泳
等
の
事
故

（
警
察
庁
調
べ
よ
り
　（
　
）内
は
、全
体
数
を
示
す
）

表
４
　
水
難
事
故
死
者
数
等

平
成
20
年

水
難
事
故
死
・
行
方
不
明
者
数

交
通
事
故
死
者
数
（
参
考
）

6
月

８
人

10
人

7
月

20
人

７
人

8
月

７
人

16
人

計
35
人

33
人

○
熱
中
症
事
故
等
の
防
止
に
つ
い
て

（平
21
・
6・
26
　
21
ス
学
健
第
8
号
　
文
部
科
学
省
ス
ポ
ー
ツ
・
青
少
年
局
学
校
健
康
教
育
課
長
、

企
画
・
体
育
課
長
か
ら
各
国
公
私
立
大
学
担
当
課
長
、
大
学
を
設
置
す
る
各
学
校
設
置
会
社
の
学
校

担
当
課
長
、
各
国
公
私
立
高
等
専
門
学
校
担
当
課
長
、
各
都
道
府
県
私
立
学
校
主
管
課
長
、
各
都
道

府
県
・
指
定
都
市
教
育
委
員
会
学
校
体
育
主
管
課
長
、
各
都
道
府
県
・
指
定
都
市
教
育
委
員
会
学
校

安
全
主
管
課
長
、
小
中
高
等
学
校
を
設
置
す
る
各
学
校
設
置
会
社
の
学
校
担
当
課
長
あ
て
　
依
頼
）

１
　
熱
中
症
事
故
の
防
止
に
つ
い
て

熱
中
症
事
故
の
防
止
に
つ
い
て
は
、
例
年
、
各
学
校
に
お
い
て
御
対
応
い
た
だ
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
別
添
の
と
お
り
、
学
校
の
管
理
下
に
お
け
る
熱
中
症
事
故
が
発
生
し
て
い

る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

学
校
の
管
理
下
に
お
け
る
熱
中
症
事
故
は
、
ほ
と
ん
ど
が
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
よ
る

も
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
気
温
（
25
～
30
℃
）
で
も
湿
度
が
高
い
場
合
に
発
生
し
て

い
ま
す
が
、
適
切
な
措
置
を
講
ず
れ
ば
十
分
防
ぐ
こ
と
が
可
能
で
す
。

つ
い
て
は
、
熱
中
症
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、「
熱
中
症
を
予
防
し
よ
う
─
知
っ
て
防
ご

う
熱
中
症
─
」（
平
成
15
年
６
月
発
行
）
や
環
境
省
で
作
成
し
て
い
る
「
熱
中
症
環
境
保
健

マ
ニ
ュ
ア
ル
（
20
08
年
６
月
改
訂
版
）」
を
参
考
と
し
て
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
適
切
な

対
応
に
よ
り
、
そ
の
趣
旨
を
徹
底
さ
れ
る
よ
う
御
配
慮
願
い
ま
す
。

な
お
、
政
府
に
お
い
て
は
、
熱
中
症
対
策
の
効
率
的
、
効
果
的
な
実
施
方
法
を
検
討
し
、

情
報
交
換
を
行
う
た
め
、
平
成
19
年
12
月
か
ら
関
係
省
庁
連
絡
会
議
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

各
省
庁
の
関
連
情
報
に
つ
い
て
は
、
環
境
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ht
tp
:/
/w
w
w
.e
nv
.

go
.jp
/c
he
m
i/
he
at
_s
tr
ok
e/
in
de
x.
ht
m
l）
か
ら
取
得
で
き
ま
す
の
で
、
適
宜
、
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
を
行
う
な
ど
、
御
活
用
く
だ
さ
い
。

２
　
落
雷
事
故
の
防
止
に
つ
い
て

昨
年
度
に
お
い
て
も
、
校
舎
外
で
の
学
校
行
事
実
施
中
な
ど
の
学
校
の
管
理
下
に
お
け
る

落
雷
事
故
が
発
生
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
以
下
の
点
に
留
意
し
、
落
雷
事
故
防

止
の
た
め
の
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
１
） 
　
屋
外
で
の
体
育
活
動
を
は
じ
め
と
す
る
教
育
活
動
に
お
い
て
は
、
指
導
者
は
、
落
雷

の
危
険
性
を
認
識
し
、
事
前
に
天
気
予
報
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
天
候
の
急
変
な
ど

の
場
合
に
は
躊
躇
す
る
こ
と
な
く
計
画
の
変
更
・
中
止
等
の
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
こ

と
。

（
２
） 
　
落
雷
に
対
す
る
安
全
対
策
に
関
す
る
科
学
的
知
見
（
日
本
大
気
電
気
学
会
編
「
雷
か

ら
身
を
守
る
に
は
─
安
全
対
策
Q
＆
A
─
改
訂
版
」《
平
成
13
年
5月
1日
発
行
》
よ
り
）
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に
よ
れ
ば
、
厚
い
黒
雲
が
頭
上
に
広
が
っ
た
ら
、
雷
雲
の
接
近
を
意
識
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
。
雷
鳴
は
か
す
か
で
も
危
険
信
号
で
あ
り
、
雷
鳴
が
聞
こ
え
る
と
き
は
、
落
雷

を
受
け
る
危
険
性
が
あ
る
た
め
、
す
ぐ
に
安
全
な
場
所
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建

物
、
自
動
車
、
バ
ス
、
列
車
な
ど
の
内
部
）
に
避
難
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。
ま
た
、

人
体
は
同
じ
高
さ
の
金
属
像
と
同
様
に
落
雷
を
誘
因
す
る
も
の
で
あ
り
、
た
と
え
身
体

に
付
け
た
金
属
を
外
し
た
り
、
ゴ
ム
長
靴
や
レ
イ
ン
コ
ー
ト
等
の
絶
縁
物
を
身
に
着
け

て
い
て
も
、
落
雷
を
阻
止
す
る
効
果
は
な
い
こ
と
。

な
お
、
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
学
校
安
全
主
管
課
に
お
い
て
は
、
域
内
の
市
区
町
村
教

育
委
員
会
に
対
し
、
各
都
道
府
県
私
立
学
校
主
管
課
に
お
い
て
は
、
所
管
の
私
立
学
校
等
に

対
し
て
も
周
知
す
る
よ
う
お
取
り
計
ら
い
願
い
ま
す
。

別
添

─
学
校
の
管
理
下
に
お
け
る
熱
中
症
の
発
生
状
況
─

 
（
単
位
：
件
）

平
成
18
年
度

平
成
19
年
度

平
成
20
年
度

幼
稚
園

9
7

11
小
学
校

15
0

36
7

20
2

中
学
校

1,
19
1

1,
77
8

1,
44
9

高
等
学
校

1,
47
6

1,
77
0

1,
64
6

高
等
専
門
学
校

14
9

23

（
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
調
べ
）

※
上
記
は
、
学
校
の
管
理
下
に
お
け
る
熱
中
症
に
対
し
て
医
療
費
を
支
給
し
た
件
数
で
あ
る

（
平
成
20
年
度
は
速
報
値
）。

0

20
0

40
0

60
0

80
0

10
00

12
00

14
00

16
00

18
00

平
成
18
年
度

平
成
19
年
度

平
成
20
年
度

幼
稚
園

小
学
校

中
学
校

高
等
学
校

高
等
専
門
学
校
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【
災
害
安
全
関
係
】

文
部
科
学
省
防
災
業
務
計
画
（
抄
）

（
平
成
13
年
1
月
6
日
）

（
平
成
20
年
6
月
30
日
最
終
修
正
）

目
次

第
１
編
 

総
則

第
２
編
 

地
震
災
害
対
策

第
１
章
 
災
害
予
防

第
２
章
 
災
害
応
急
対
策

第
３
章
 
災
害
復
旧
、
復
興

第
４
章
 
地
域
防
災
計
画
の
作
成
の
基
準

第
３
編
 

風
水
害
そ
の
他
の
災
害
対
策

第
１
章
 
災
害
予
防

第
２
章
 
災
害
応
急
対
策

第
３
章
 
災
害
復
旧
、
復
興

第
４
章
 
地
域
防
災
計
画
の
作
成
の
基
準

第
４
編
 

原
子
力
災
害
対
策

第
１
章
 
災
害
予
防

第
２
章
 
災
害
応
急
対
策

第
３
章
 
災
害
復
旧
、
復
興

第
４
章
 
地
域
防
災
計
画
の
作
成
の
基
準

第
５
編
 

大
規
模
な
事
故
に
よ
る
災
害
対
策

第
１
章
 
災
害
予
防

第
２
章
 
災
害
応
急
対
策

第
３
章
 
災
害
復
旧
、
復
興

第
４
章
 
地
域
防
災
計
画
の
作
成
の
基
準

第
６
編
 

東
海
地
震
の
地
震
防
災
対
策
強
化
地
域
に
係
る
地
震
防
災
強
化
計
画

第
７
編
 

東
南
海
・
南
海
地
震
防
災
対
策
推
進
計
画

第
８
編
 

日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
防
災
対
策
推
進
計
画

参
照
１
 

文
部
科
学
省
防
災
連
絡
会
議
設
置
要
領

参
照
２
 

文
部
科
学
省
非
常
災
害
対
策
本
部
設
置
要
領

参
照
３
 

文
部
科
学
省
災
害
応
急
対
策
本
部
設
置
要
領

参
照
４
 

文
部
科
学
省
災
害
情
報
連
絡
室
設
置
要
領

参
照
５
 

文
部
科
学
省
原
子
力
災
害
対
策
本
部
設
置
要
領

参
照
６
 

文
部
科
学
省
原
子
力
災
害
警
戒
本
部
設
置
要
領

参
照
７
 

文
部
科
学
省
原
子
力
災
害
対
策
支
援
本
部
設
置
要
領

参
照
８
 

文
部
科
学
省
原
子
力
事
故
対
策
チ
ー
ム
設
置
要
領

参
照
９
 

文
部
科
学
省
地
震
災
害
警
戒
本
部
設
置
要
領

参
照
10
 
文
部
科
学
省
地
震
発
生
時
非
常
参
集
要
領

参
照
11
 
首
都
直
下
地
震
発
生
時
に
お
け
る
文
部
科
学
省
非
常
時
参
集
要
員
の
代
理
指
名

等
に
つ
い
て

第
１
編
　
総
則

第
１
節
　
こ
の
計
画
の
目
的

こ
の
計
画
は
、
災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
36
年
法
律
第
22
3
号
）
第
36
条
第
1
項
及
び
第

37
条
第
1
項
、
大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
（
昭
和
53
年
法
律
第
73
号
）
第
6
条
第
1
項
、

東
南
海
・
南
海
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
14
年
法

律
第
92
号
）
第
6
条
第
1
項
並
び
に
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
係
る
地
震
防

災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
16
年
法
律
第
27
号
）
第
6
条
第
１
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
文
部
科
学
省
の
所
掌
事
務
に
つ
い
て
、
防
災
に
関
す
る
必
要
な
事
項
を
定
め
、

も
っ
て
防
災
行
政
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
２
節
　
こ
の
計
画
の
目
標

こ
の
計
画
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
目
標
達
成
に
努
め
る
。

（
１
） 
　
学
校
そ
の
他
の
教
育
研
究
機
関
（
以
下
「
学
校
等
」
と
い
う
。）
に
お
け
る
幼
児
、

児
童
、
生
徒
、
学
生
（
以
下
「
児
童
生
徒
等
」
と
い
う
。）
及
び
教
職
員
、
大
学
の
附

属
病
院
に
お
け
る
患
者
等
並
び
に
研
究
開
発
機
関
等
の
関
係
機
関
の
職
員
等
の
生
命
、
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身
体
の
安
全
を
図
る
こ
と
。

（
２
） 
　
災
害
に
よ
る
教
育
研
究
遂
行
上
の
障
害
を
取
り
除
き
、
教
育
研
究
活
動
の
実
施
を
確

保
す
る
こ
と
。

（
３
） 
　
学
校
等
の
土
地
、
建
物
そ
の
他
工
作
物
（
以
下
「
文
教
施
設
」
と
い
う
。）
及
び
設

備
並
び
に
研
究
開
発
機
関
等
の
関
係
機
関
の
土
地
、
施
設
及
び
設
備
の
防
護
、
復
旧
に

万
全
を
期
す
る
こ
と
。

（
４
） 
　
防
災
に
関
す
る
研
究
活
動
等
の
効
率
化
と
強
化
を
図
る
こ
と
。

（
５
） 
　
原
子
力
事
業
者
の
原
子
炉
の
運
転
等
に
よ
り
、
放
射
性
物
質
又
は
放
射
線
が
異
常
な

水
準
で
事
業
所
外
等
へ
放
出
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
原
子
力
災
害
の
発
生
及
び
拡
大
を
防

止
し
、
原
子
力
災
害
の
復
旧
を
図
る
こ
と
。

（
６
） 
　
被
災
者
の
救
援
活
動
に
関
し
、
的
確
な
連
携
、
協
力
を
行
う
こ
と
。

（
７
） 
　
本
計
画
は
、
今
後
の
科
学
技
術
の
進
展
に
伴
い
、
そ
の
研
究
成
果
等
を
取
り
入
れ
、

必
要
に
応
じ
て
修
正
を
行
う
。

第
３
節
　
防
災
体
制
の
確
立

第
２
　
学
校
等
の
防
災
体
制
の
整
備

（
１
）　
国
立
学
校
へ
の
指
導
及
び
助
言

・
　
国
立
学
校
（
国
立
大
学
法
人
の
設
置
す
る
学
校
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
に
対

し
、
そ
の
防
災
体
制
の
整
備
に
関
し
、
適
切
な
予
防
対
策
、
応
急
対
策
、
復
旧
対
策

（
以
下
「
災
害
予
防
対
策
等
」
と
い
う
。）
の
計
画
及
び
実
施
に
つ
い
て
、
文
部
科
学
省

の
所
掌
事
務
に
関
し
、
指
導
及
び
助
言
を
行
い
、
そ
の
防
災
体
制
の
整
備
の
推
進
を
図

る
。

（
２
） 
　
公
立
学
校
及
び
私
立
学
校
へ
の
指
導
及
び
助
言

・
　
公
立
学
校
（
地
方
公
共
団
体
の
設
置
す
る
学
校
及
び
公
立
大
学
法
人
の
設
置
す
る
学

校
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
及
び
私
立
学
校
（
大
学
、
短
期
大
学
及
び
高
等
専
門
学
校

を
除
く
。）
等
に
お
け
る
災
害
予
防
対
策
等
の
計
画
及
び
実
施
に
つ
い
て
、
文
部
科
学

省
の
所
掌
事
務
に
関
し
、
都
道
府
県
又
は
市
町
村
に
対
す
る
指
導
及
び
助
言
を
行
い
、

防
災
体
制
の
整
備
の
推
進
を
図
る
。

（
３
） 
　
私
立
大
学
等
へ
の
指
導
及
び
助
言

・
　
私
立
大
学
、
私
立
短
期
大
学
及
び
私
立
高
等
専
門
学
校
（
以
下
「
私
立
大
学
等
」
と

い
う
。）
に
対
し
、
そ
の
災
害
予
防
対
策
等
の
計
画
及
び
実
施
に
つ
い
て
、
文
部
科
学

省
の
所
掌
事
務
に
関
し
、
指
導
及
び
助
言
を
行
い
、
そ
の
防
災
体
制
の
整
備
の
推
進
を

図
る
。

第
２
編
　
地
震
災
害
対
策

第
１
章
　
災
害
予
防

第
１
節
　
防
災
に
関
す
る
計
画
等
の
整
備

・
　
学
校
等
に
お
い
て
、
災
害
時
の
安
全
確
保
方
策
、
日
常
の
安
全
指
導
体
制
、
教
職
員

の
参
集
体
制
、
情
報
連
絡
体
制
等
の
防
災
に
関
す
る
計
画
及
び
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の

整
備
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
関
係
機
関
に
対
し
、
指
導
及
び
助
言
を
行
う
。

・
　
学
校
等
の
防
災
計
画
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
学
校
等
が
避
難
所
と
な
っ
た
場
合
の
運

営
方
法
、
施
設
使
用
上
の
留
意
点
も
含
め
、
災
害
対
策
担
当
部
局
や
P
T
A
、
自
主
防

災
組
織
等
と
連
携
し
つ
つ
、
適
切
な
計
画
が
作
成
さ
れ
る
よ
う
、
関
係
機
関
に
対
し
、

指
導
及
び
助
言
を
行
う
。

・
　
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
災
害
発
生
時
別
の
避
難
、
保
護
者
へ
の
引

き
渡
し
又
は
学
校
で
の
保
護
方
策
、
臨
時
休
業
等
の
措
置
等
、
児
童
生
徒
等
の
安
全
確

保
が
適
切
に
行
わ
れ
る
も
の
と
な
る
よ
う
、
関
係
機
関
に
対
し
、
指
導
及
び
助
言
を
行

う
。

第
２
節
　
防
災
上
必
要
な
教
育
の
実
施

（
１
） 
　
学
校
に
お
け
る
防
災
教
育
等
の
充
実

・
  
 災
害
時
に
お
け
る
児
童
生
徒
等
の
安
全
の
確
保
及
び
防
災
対
応
能
力
育
成
の
た
め
、

防
災
上
必
要
な
安
全
教
育
や
自
他
の
生
命
尊
重
の
精
神
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
培
う

た
め
の
教
育
の
徹
底
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
関
係
機
関
に
対
し
、
指
導
及
び
助
言
を
行

う
。

・
  
 学
校
の
教
職
員
の
災
害
、
防
災
に
関
す
る
専
門
的
知
識
の
か
ん
養
及
び
応
急
処
置
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
等
の
技
能
の
向
上
を
図
り
、
防
災
対
応
能
力
を
高
め
る
よ
う
、
関
係

機
関
に
対
し
、
指
導
及
び
助
言
を
行
う
。

（
２
） 
　
関
係
職
員
に
対
す
る
教
育

・
  
 関
係
職
員
の
災
害
、
防
災
に
関
す
る
知
識
の
か
ん
養
及
び
技
能
の
向
上
を
図
り
、
防

災
対
応
能
力
を
高
め
る
た
め
、
防
災
関
係
の
指
導
資
料
の
作
成
、
配
付
、
講
習
会
の
実

施
等
を
促
進
す
る
。

（
３
） 
　
防
災
意
識
の
普
及

・
  
 公
民
館
等
社
会
教
育
施
設
及
び
P
T
A
、
青
年
団
体
、
婦
人
団
体
等
社
会
教
育
関
係

団
体
並
び
に
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
そ
の
他
の
関
係
団
体
の
諸

活
動
を
通
じ
、
防
災
意
識
の
普
及
を
図
る
。

第
３
節
　
防
災
上
必
要
な
訓
練
の
実
施
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（
２
） 
　
学
校
等
の
防
災
訓
練

・
  
 学
校
等
に
お
い
て
、
各
々
の
防
災
に
関
す
る
計
画
に
基
づ
き
家
庭
や
地
域
、
関
係
機

関
等
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
児
童
生
徒
等
、
学
校
及
び
地
域
の
実
情
に
即
し
て
、
多

様
な
場
面
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
、
情
報
伝
達
訓
練
等
の
防
災
上
必
要
な
訓
練
の
徹
底

が
図
ら
れ
る
よ
う
、
関
係
機
関
に
対
し
、
指
導
及
び
助
言
を
行
う
。

第
２
章
　
災
害
応
急
対
策

地
震
災
害
発
生
の
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
応
急
措
置
を
講
ず
る
。

第
３
節
　
学
校
等
に
お
け
る
安
全
対
策

（
１
） 
　
児
童
生
徒
等
の
安
全
の
確
保

・
 　
災
害
の
状
況
に
応
じ
、
児
童
生
徒
等
の
安
全
対
策
や
保
護
者
を
含
め
た
安
否
確
認
等

を
速
や
か
に
実
施
す
る
よ
う
、
関
係
機
関
に
対
し
、
指
導
及
び
助
言
を
行
う
。

第
４
節
　
教
育
に
関
す
る
応
急
措
置

（
１
） 
　
施
設
・
設
備
の
安
全
点
検
、
応
急
復
旧
等

・
 　
災
害
発
生
後
、
二
次
災
害
の
防
止
や
学
校
再
開
等
の
た
め
、
施
設
・
設
備
の
安
全
点

検
を
で
き
る
だ
け
早
急
に
行
い
、
被
災
に
よ
り
教
育
の
実
施
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
、

必
要
に
応
じ
、
危
険
建
物
の
撤
去
、
応
急
復
旧
や
仮
設
校
舎
の
設
置
等
の
措
置
が
講
じ

ら
れ
る
よ
う
、
関
係
機
関
に
対
し
、
指
導
及
び
助
言
を
行
う
。

・
 　
施
設
・
設
備
の
安
全
点
検
に
関
し
、
被
災
地
域
の
関
係
機
関
の
要
請
に
基
づ
き
、
必

要
に
応
じ
、
技
術
職
員
の
派
遣
等
技
術
的
支
援
の
実
施
に
努
め
る
。

（
２
） 
　
教
育
に
関
す
る
応
急
措
置
に
対
す
る
援
助

・
 　
被
害
を
受
け
た
児
童
生
徒
等
の
教
科
書
の
確
保
に
関
し
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と

と
も
に
、
都
道
府
県
等
に
対
し
、
指
導
及
び
助
言
を
行
う
。

ま
た
、
被
害
を
受
け
た
児
童
生
徒
等
の
学
用
品
の
確
保
に
関
し
て
当
該
市
町
村
へ
の

援
助
等
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
に
対
し
、
指
導
及
び
助
言
を

行
う
。

さ
ら
に
、
必
要
に
応
じ
、
関
係
団
体
等
に
援
助
の
要
請
を
行
う
。

・
 　
学
校
給
食
物
資
の
確
保
及
び
応
急
給
食
の
実
施
に
関
し
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と

と
も
に
、
関
係
機
関
に
対
し
、
指
導
及
び
助
言
を
行
う
。

ま
た
、
必
要
に
応
じ
、
関
係
団
体
等
に
援
助
の
要
請
を
行
う
。

（
３
） 
　
児
童
生
徒
等
の
転
入
学
に
関
す
る
措
置

・
 　
被
災
地
か
ら
一
時
的
に
転
校
す
る
児
童
生
徒
等
に
対
し
、
災
害
の
状
況
に
応
じ
、
速

や
か
に
転
入
学
の
受
け
入
れ
及
び
教
科
書
の
支
給
が
行
わ
れ
る
よ
う
必
要
な
措
置
を
講

ず
る
と
と
も
に
、
都
府
県
等
に
対
し
、
指
導
及
び
助
言
を
行
う
。

 
　
ま
た
、
転
校
し
た
児
童
生
徒
等
に
対
し
、
速
や
か
に
学
用
品
の
支
給
が
行
わ
れ
る
よ

う
当
該
市
町
村
へ
の
援
助
等
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
に
対
し
、

指
導
及
び
助
言
を
行
う
。

第
５
節
　
児
童
生
徒
等
及
び
教
職
員
の
健
康
管
理

・
　
災
害
後
、
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
等
児
童
生
徒
等
や
教
職
員
の
心
身
の
健
康
状
態
を

把
握
す
る
と
と
も
に
、
心
身
の
健
康
が
保
て
る
よ
う
、
関
係
機
関
に
対
し
、
指
導
及
び

助
言
を
行
う
。

・
　
被
災
に
よ
り
、
精
神
的
に
大
き
な
障
害
を
受
け
た
児
童
生
徒
等
の
心
の
健
康
の
問
題

に
対
応
す
る
た
め
、
心
の
健
康
相
談
活
動
等
の
支
援
体
制
の
整
備
に
関
し
、
関
係
機
関

に
対
し
、
指
導
及
び
助
言
等
の
措
置
を
行
う
。

第
３
編
　
風
水
害
そ
の
他
の
災
害
対
策

第
１
章
　
災
害
予
防

第
２
編
　
第
１
章
（
第
7
節
を
除
く
。）
に
よ
る
。

第
２
章
　
災
害
応
急
対
策

風
水
害
等
の
よ
う
に
事
前
に
警
戒
体
制
を
取
り
得
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
第
2
編
第
2
章
第

１
節
か
ら
第
8
節
ま
で
に
よ
る
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
応
急
措
置
を
講
ず
る
。

第
１
節
　
気
象
及
び
災
害
情
報
の
収
集
、
伝
達

・
 　
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
気
象
官
署
そ
の
他
関
係
機
関
と
の
緊
密
な
連

絡
を
保
ち
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
等
の
情
報
に
も
留
意
し
、
気
象
及
び
災
害
情
報
の
収
集

に
努
め
る
。

・
 　
学
校
等
に
お
い
て
、
児
童
生
徒
等
及
び
教
職
員
並
び
に
大
学
附
属
病
院
の
患
者
等

に
、
災
害
に
関
す
る
予
報
、
警
報
及
び
警
告
を
迅
速
か
つ
正
確
に
伝
達
す
る
よ
う
、
関

係
機
関
に
対
し
、
指
導
及
び
助
言
を
行
う
。

第
２
節
　
児
童
生
徒
等
の
安
全
対
策

（
１
） 
　
臨
時
休
業
等
の
措
置

・
 　
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
、
授
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
困
難
と
思
わ
れ

る
と
き
に
は
、
臨
時
に
授
業
を
行
わ
な
い
こ
と
等
の
措
置
を
適
切
に
講
じ
、
児
童
生
徒

等
及
び
そ
の
保
護
者
に
対
し
、
そ
の
際
の
所
要
の
措
置
が
確
実
に
伝
達
さ
れ
る
よ
う
、
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関
係
機
関
に
対
し
、
指
導
及
び
助
言
を
行
う
。

（
２
） 
　
学
校
等
に
お
け
る
安
全
対
策

・
 　
学
校
教
育
活
動
時
中
に
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
は
、
予
測
さ
れ
る
災

害
の
規
模
等
を
勘
案
し
、
必
要
に
応
じ
、
臨
時
に
授
業
を
行
わ
な
い
こ
と
等
の
措
置
を

適
切
に
講
じ
、
保
護
者
へ
の
引
き
渡
し
、
学
校
で
の
適
切
な
保
護
又
は
児
童
生
徒
等
の

安
全
な
場
所
へ
の
集
団
避
難
等
を
適
切
に
行
い
、
児
童
生
徒
等
の
安
全
対
策
に
万
全
を

期
す
る
よ
う
、
関
係
機
関
に
対
し
、
指
導
及
び
助
言
を
行
う
。

第
３
節
　
施
設
・
設
備
の
緊
急
点
検
等

・
 　
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
学
校
等
に
お
い
て
施
設
・
設
備
の
緊
急
点
検

及
び
巡
視
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
、
被
災
防
止
措
置
が
適
切
に
講
じ
ら

れ
る
よ
う
、
関
係
機
関
に
対
し
、
指
導
及
び
助
言
を
行
う
。

・
　
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
必
要
に
応
じ
、
重
要
な
教
材
、
教
具
、
書
類

等
の
損
失
、
損
傷
を
防
護
し
、
安
全
な
箇
所
へ
の
移
動
等
、
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
る

よ
う
、
関
係
機
関
に
対
し
、
指
導
及
び
助
言
を
行
う
。

第
４
編
　
原
子
力
災
害
対
策

こ
の
編
に
お
い
て
は
、
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
11
年
12
月
17
日
、
法
律
第

15
6
号
、
以
下
「
原
災
法
」
と
い
う
。）
及
び
原
子
力
災
害
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
平
成
12
年
８

月
29
日
原
子
力
災
害
危
機
管
理
関
係
省
庁
会
議
、
以
下
「
関
係
省
庁
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
と
い
う
。）

等
で
規
定
さ
れ
て
い
る
文
部
科
学
省
の
所
掌
事
務
に
つ
い
て
原
子
力
防
災
対
策
に
関
す
る
必
要

な
事
項
等
に
つ
い
て
定
め
る
。

第
１
章
　
災
害
予
防

第
８
節
　
学
校
等
に
お
け
る
原
子
力
防
災
上
必
要
な
措
置
等

学
校
等
に
お
い
て
は
、
原
子
力
災
害
に
関
し
て
も
、
第
２
編
第
１
章
第
１
節
か
ら
第
３
節
ま

で
に
準
じ
て
、
防
災
計
画
の
整
備
、
防
災
教
育
等
の
充
実
、
防
災
意
識
の
普
及
、
学
校
等
の
防

災
訓
練
の
実
施
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
関
係
機
関
に
対
し
、
指
導
及
び
助
言
を
行
う
。

第
２
章
　
災
害
応
急
対
策

第
７
節
　
学
校
等
に
お
け
る
安
全
対
策
等

学
校
等
に
お
い
て
は
、
原
子
力
災
害
に
関
し
て
も
、
第
2
編
第
２
章
第
１
節
か
ら
第
４
節
ま

で
及
び
第
8
節
に
準
じ
て
、
情
報
の
収
集
、
伝
達
、
学
校
等
の
安
全
対
策
、
被
災
者
の
救
護
活

動
へ
の
連
携
、
協
力
に
万
全
を
期
す
る
よ
う
、
関
係
機
関
に
対
し
、
指
導
及
び
助
言
を
行
う
。

第
３
章
　
災
害
復
旧
、
復
興

第
３
節
　
教
育
研
究
活
動
の
再
開

学
校
等
に
お
い
て
は
、
原
子
力
災
害
に
関
し
て
も
、
第
2
編
第
３
章
第
３
節
に
準
じ
て
、
教

育
研
究
活
動
の
早
期
再
開
、
児
童
生
徒
等
及
び
教
職
員
の
健
康
管
理
に
万
全
を
期
す
る
よ
う
、

関
係
機
関
に
対
し
、
指
導
及
び
助
言
を
行
う
。

第
５
編
 大
規
模
な
事
故
に
よ
る
災
害
対
策

第
１
章
　
災
害
予
防

第
２
編
　
第
１
章
（
第
7
節
を
除
く
。）
に
よ
る
。

第
２
章
　
災
害
応
急
対
策

海
上
で
の
船
舶
か
ら
の
危
険
物
等
の
大
量
流
出
事
故
、
航
空
機
に
よ
る
事
故
、
鉄
軌
道
で
の

列
車
に
よ
る
事
故
、
道
路
構
造
物
の
被
災
、
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
危
険
物
等
関
係
施
設
で
の

事
故
、
大
規
模
な
火
事
、
林
野
火
災
そ
の
他
の
大
規
模
な
事
故
に
よ
る
災
害
（
以
下
「
事
故
災

害
」
と
い
う
。）
が
発
生
し
、
そ
の
影
響
が
及
び
、
又
は
及
ぶ
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
つ
い
て

は
、
第
2
編
第
２
章
第
１
節
か
ら
第
8
節
ま
で
及
び
第
３
編
第
２
章
に
よ
る
こ
と
と
し
、
災
害

対
策
担
当
部
局
そ
の
他
関
係
機
関
と
の
連
絡
を
密
に
と
り
、
影
響
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、

事
故
災
害
の
状
況
に
応
じ
学
校
等
に
お
け
る
安
全
対
策
等
、
必
要
な
応
急
措
置
を
講
ず
る
。

第
６
編
　
東
海
地
震
の
地
震
防
災
対
策
強
化
地
域
に
係
る
地
震
防
災
強
化
計
画

こ
の
編
に
お
い
て
は
、
大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
文
部
科
学
省
の

所
掌
事
務
に
つ
い
て
、
地
震
防
災
に
関
し
必
要
な
体
制
を
定
め
る
と
と
も
に
、
地
震
防
災
応
急

対
策
、
地
震
防
災
訓
練
並
び
に
地
震
防
災
上
必
要
な
教
育
及
び
広
報
（
以
下
「
地
震
防
災
応
急

対
策
等
」
と
い
う
。）
に
関
す
る
必
要
な
事
項
、
そ
れ
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
関
係
機
関

に
対
す
る
指
導
及
び
助
言
並
び
に
援
助
に
つ
い
て
定
め
る
。

第
２
節
　
地
震
防
災
応
急
対
策
に
係
る
措
置
に
関
す
る
事
項

第
6　
警
戒
宣
言
前
の
情
報
に
基
づ
く
準
備
行
動

・
　
学
校
等
に
お
い
て
、
警
戒
宣
言
前
の
情
報
に
基
づ
き
、
政
府
に
よ
る
準
備
行
動
を
行

う
旨
の
公
表
が
あ
っ
た
場
合
は
、
必
要
に
応
じ
た
児
童
生
徒
等
の
帰
宅
等
の
安
全
確
保
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対
策
等
あ
る
程
度
時
間
を
要
す
る
準
備
行
動
を
と
る
よ
う
、
指
導
及
び
助
言
を
行
う
。

第
9　
警
戒
宣
言
に
伴
う
退
避
等

・
 　
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
及
び
特
殊
教
育
諸
学
校
の
児
童
生
徒
等
の
保
護
の
方
法

に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
取
り
扱
う
よ
う
、
指
導
及
び
助
言
を
行
う
。

ア
．
在
校
中
に
警
戒
宣
言
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
に
お
け
る
児
童
生
徒
等
の
保
護
の
方
法
に

つ
い
て
は
、
通
学
方
法
、
通
学
距
離
、
時
間
、
通
学
路
、
交
通
機
関
の
状
況
等
を
勘
案

し
、
あ
ら
か
じ
め
保
護
者
の
意
見
を
聞
い
た
上
で
、
実
態
に
即
し
て
具
体
的
に
定
め

る
。

イ
．
登
下
校
中
又
は
在
宅
中
に
警
戒
宣
言
が
発
せ
ら
れ
た
場
合
に
お
け
る
措
置
に
つ
い

て
、
あ
ら
か
じ
め
児
童
生
徒
等
及
び
保
護
者
に
周
知
徹
底
す
る
。

ウ
．
上
記
ア
、
イ
の
場
合
に
お
い
て
、
教
職
員
が
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
定
め
る
。

・
 　
高
等
学
校
、
大
学
等
の
生
徒
、
学
生
の
退
避
等
に
つ
い
て
、
学
校
の
置
か
れ
て
い
る
状

況
等
に
応
じ
適
切
に
定
め
る
よ
う
、
指
導
及
び
助
言
を
行
う
。

・
 　
学
校
等
が
避
難
対
象
地
区
に
あ
る
と
き
は
、
避
難
場
所
、
避
難
ル
ー
ト
、
避
難
誘
導
方

法
、
避
難
誘
導
実
施
責
任
者
等
を
具
体
的
に
明
示
す
る
よ
う
、
指
導
及
び
助
言
を
行
う
。

・
 　
児
童
生
徒
等
の
災
害
時
要
援
護
者
に
必
要
な
支
援
を
行
う
。

・
 　
学
校
等
で
運
営
す
る
避
難
生
活
に
つ
い
て
、
原
則
屋
外
に
よ
る
よ
う
、
指
導
及
び
助
言

を
行
う
。

た
だ
し
、
児
童
生
徒
等
の
災
害
時
要
援
護
者
の
保
護
の
た
め
、
安
全
性
を
勘
案
の
う

え
、
必
要
に
応
じ
屋
内
に
お
け
る
避
難
生
活
を
運
営
で
き
る
。

第
３
節
　
大
規
模
な
地
震
に
係
る
防
災
訓
練
に
関
す
る
事
項

強
化
地
域
に
係
る
大
規
模
な
地
震
を
想
定
し
た
防
災
訓
練
を
年
1
回
以
上
実
施
し
、
そ
の
実

施
内
容
、
方
法
等
を
明
示
す
る
。

ま
た
、
都
県
、
市
町
村
及
び
学
校
等
に
お
い
て
、
強
化
地
域
に
係
る
大
規
模
な
地
震
を
想
定

し
た
防
災
訓
練
を
年
1
回
以
上
実
施
し
、
そ
の
実
施
内
容
、
方
法
等
を
明
示
す
る
よ
う
、
指
導

及
び
助
言
を
行
う
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
警
戒
宣
言
前
の
準
備
態
勢
、
警
戒
宣
言
に
伴
う
地
震
防
災
応
急
対
策

及
び
地
震
災
害
発
生
後
の
災
害
応
急
対
策
等
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
行
う
。

第
４
節
　
地
震
防
災
上
必
要
な
教
育
及
び
広
報
に
関
す
る
事
項

次
の
事
項
に
つ
い
て
、
関
係
職
員
に
対
す
る
地
震
防
災
上
必
要
な
教
育
の
充
実
を
行
う
。

ま
た
、
都
県
、
市
町
村
及
び
学
校
等
に
対
し
、
関
係
職
員
及
び
児
童
生
徒
等
に
対
す
る
地
震

防
災
上
必
要
な
教
育
の
充
実
並
び
に
保
護
者
等
に
対
す
る
広
報
を
行
う
よ
う
、
指
導
及
び
助
言

を
行
う
。

ア
．
警
戒
宣
言
の
性
格
及
び
こ
れ
に
基
づ
き
と
ら
れ
る
措
置
の
内
容

イ
．
東
海
地
震
の
予
知
に
関
す
る
知
識

ウ
．
地
震
予
知
情
報
等
の
内
容

エ
．
予
想
さ
れ
る
地
震
及
び
津
波
に
関
す
る
知
識

オ
．
 東
海
地
震
予
知
情
報
等
が
出
さ
れ
た
場
合
及
び
地
震
が
発
生
し
た
場
合
に
具
体
的
に

と
る
べ
き
行
動
に
関
す
る
知
識

カ
．
各
地
域
に
お
け
る
津
波
危
険
予
想
地
域
、
が
け
地
崩
壊
危
険
地
域
等
に
関
す
る
知
識

キ
．
各
地
域
に
お
け
る
避
難
地
及
び
避
難
路
に
関
す
る
知
識

ク
．
教
職
員
等
が
果
た
す
べ
き
役
割

ケ
．
地
震
防
災
対
策
と
し
て
現
在
講
じ
ら
れ
て
い
る
対
策
に
関
す
る
知
識

コ
．
今
後
地
震
対
策
と
し
て
取
り
組
む
必
要
の
あ
る
課
題

サ
．
そ
の
他
必
要
と
認
め
る
事
項

第
７
編
　
東
南
海
・
南
海
地
震
防
災
対
策
推
進
計
画

こ
の
編
に
お
い
て
は
、
東
南
海
・
南
海
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別

措
置
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
文
部
科
学
省
の
所
掌
事
務
に
つ
い
て
、
防
災
体
制
、
津
波
か
ら
の

円
滑
な
避
難
の
確
保
、
防
災
訓
練
並
び
に
地
震
防
災
上
必
要
な
教
育
及
び
広
報
等
（
以
下
「
地

震
防
災
対
策
」
と
い
う
。）
に
関
す
る
必
要
な
事
項
、
そ
れ
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
関
係

機
関
に
対
す
る
指
導
及
び
助
言
並
び
に
援
助
に
つ
い
て
定
め
る
。

第
２
節
　
津
波
か
ら
の
円
滑
な
避
難
の
確
保
に
関
す
る
事
項

第
２
　
避
難
対
策
等

・
 　
学
校
等
に
お
い
て
、
避
難
地
、
避
難
路
、
避
難
誘
導
方
法
、
避
難
誘
導
実
施
責
任
者
等

を
具
体
的
に
明
示
す
る
と
と
も
に
、
保
護
者
と
の
連
絡
方
法
等
を
平
時
か
ら
確
認
し
て
お

き
、
津
波
が
来
襲
し
た
場
合
の
備
え
に
万
全
を
期
す
る
よ
う
に
努
め
る
よ
う
、
指
導
及
び

助
言
を
行
う
。

　
　
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
児
童
生
徒
等
の
災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
誘
導
に
つ
い
て
配
慮

す
る
。

・
 　
学
校
等
に
お
い
て
、
必
要
な
安
全
確
保
対
策
を
計
画
に
明
示
す
る
場
合
、
強
い
揺
れ

（
震
度
４
程
度
以
上
）
を
感
じ
た
と
き
、
ま
た
は
、
弱
い
揺
れ
で
あ
っ
て
も
長
い
時
間

ゆ
っ
く
り
と
し
た
揺
れ
を
感
じ
た
と
き
は
、
直
ち
に
海
浜
か
ら
離
れ
、
急
い
で
安
全
な
場

所
に
避
難
す
る
こ
と
、
揺
れ
を
感
じ
な
く
て
も
、
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
た
と
き
は
、
直

ち
に
海
浜
か
ら
離
れ
、
急
い
で
安
全
な
場
所
に
避
難
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
。
そ
の
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後
、
津
波
に
関
す
る
情
報
を
把
握
し
津
波
到
達
ま
で
に
時
間
的
余
裕
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
場
合
に
は
、
避
難
に
要
す
る
時
間
を
十
分
確
保
し
た
上
で
、
必
要
な
安
全
確
保
対
策
を

実
施
す
る
旨
の
計
画
を
作
成
す
る
よ
う
、
指
導
及
び
助
言
を
行
う
。

第
３
節
　
防
災
訓
練
に
関
す
る
事
項

推
進
地
域
に
係
る
大
規
模
な
地
震
を
想
定
し
た
防
災
訓
練
を
年
1
回
以
上
実
施
し
、
そ
の
実

施
内
容
、
方
法
等
を
明
示
す
る
。

ま
た
、
都
府
県
、
市
町
村
及
び
学
校
等
に
お
い
て
、
推
進
地
域
に
係
る
大
規
模
な
地
震
を
想

定
し
た
防
災
訓
練
を
年
1
回
以
上
実
施
し
、
そ
の
実
施
内
容
、
方
法
等
を
明
示
す
る
よ
う
、
指

導
及
び
助
言
を
行
う
。

第
４
節
　
地
震
防
災
上
必
要
な
教
育
及
び
広
報
に
関
す
る
事
項

次
の
事
項
に
つ
い
て
、
関
係
職
員
に
対
す
る
地
震
防
災
上
必
要
な
教
育
の
充
実
を
行
う
。

ま
た
、
都
府
県
、
市
町
村
及
び
学
校
等
に
お
い
て
、
関
係
職
員
及
び
児
童
生
徒
等
に
対
す
る

地
震
防
災
上
必
要
な
教
育
の
充
実
並
び
に
保
護
者
等
に
対
す
る
広
報
を
行
う
よ
う
、
指
導
及
び

助
言
を
行
う
。

ア
．
 東
南
海
・
南
海
地
震
に
伴
い
発
生
す
る
と
予
想
さ
れ
る
地
震
動
及
び
津
波
に
関
す
る

知
識

イ
．
地
震
及
び
津
波
に
関
す
る
一
般
的
な
知
識

ウ
．
地
震
が
発
生
し
た
場
合
に
具
体
的
に
と
る
べ
き
行
動
に
関
す
る
知
識

エ
．
各
地
域
に
お
け
る
避
難
対
象
地
区
、
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
箇
所
等
に
関
す
る
知
識

オ
．
各
地
域
に
お
け
る
避
難
地
及
び
避
難
路
に
関
す
る
知
識

カ
．
教
職
員
等
が
果
た
す
べ
き
役
割

キ
．
地
震
防
災
対
策
と
し
て
現
在
講
じ
ら
れ
て
い
る
対
策
に
関
す
る
知
識

ク
．
今
後
地
震
対
策
と
し
て
取
り
組
む
必
要
の
あ
る
課
題

ケ
．
そ
の
他
必
要
と
認
め
る
事
項

第
８
編
　
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
防
災
対
策
推
進
計
画

こ
の
編
に
お
い
て
は
、
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の

推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
文
部
科
学
省
の
所
掌
事
務
に
つ
い
て
、
地
震

防
災
対
策
に
関
す
る
必
要
な
事
項
、
そ
れ
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
関
係
機
関
に
対
す
る
指

導
及
び
助
言
並
び
に
援
助
に
つ
い
て
定
め
る
。

第
２
節
　
津
波
か
ら
の
円
滑
な
避
難
の
確
保
に
関
す
る
事
項

第
2　
避
難
対
策
等

・
 　
学
校
等
に
お
い
て
、
避
難
地
、
避
難
路
、
避
難
誘
導
方
法
、
避
難
誘
導
実
施
責
任
者
等

を
具
体
的
に
明
示
す
る
と
と
も
に
、
保
護
者
と
の
連
絡
方
法
等
を
平
時
か
ら
確
認
し
て
お

き
、
津
波
が
来
襲
し
た
場
合
の
備
え
に
万
全
を
期
す
る
よ
う
に
努
め
る
よ
う
、
指
導
及
び

助
言
を
行
う
。

 
　
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
児
童
生
徒
等
の
災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
誘
導
に
つ
い
て
配
慮

す
る
。

・
 　
学
校
等
に
お
い
て
、
必
要
な
安
全
確
保
対
策
を
計
画
に
明
示
す
る
場
合
、
強
い
揺
れ

（
震
度
４
程
度
以
上
）
を
感
じ
た
と
き
、
ま
た
は
、
弱
い
揺
れ
で
あ
っ
て
も
長
い
時
間

ゆ
っ
く
り
と
し
た
揺
れ
を
感
じ
た
と
き
は
、
直
ち
に
海
浜
か
ら
離
れ
、
急
い
で
安
全
な
場

所
に
避
難
す
る
こ
と
、
揺
れ
を
感
じ
な
く
て
も
、
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
た
と
き
は
、
直

ち
に
海
浜
か
ら
離
れ
、
急
い
で
安
全
な
場
所
に
避
難
す
る
こ
と
、
津
波
注
意
報
で
も
海
水

浴
や
磯
釣
り
を
伴
う
学
校
教
育
活
動
は
行
わ
な
い
こ
と
を
原
則
と
す
る
。
そ
の
後
、
津
波

に
関
す
る
情
報
を
把
握
し
津
波
到
達
ま
で
に
時
間
的
余
裕
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に

は
、
避
難
に
要
す
る
時
間
を
十
分
確
保
し
た
上
で
、
必
要
な
安
全
確
保
対
策
を
実
施
す
る

旨
の
計
画
を
作
成
す
る
よ
う
、
指
導
及
び
助
言
を
行
う
。

第
３
節
　
防
災
訓
練
に
関
す
る
事
項

推
進
地
域
に
係
る
大
規
模
な
地
震
を
想
定
し
た
防
災
訓
練
を
年
1
回
以
上
実
施
し
、
そ
の
実

施
内
容
、
方
法
等
を
明
示
す
る
。

ま
た
、
道
県
、
市
町
村
及
び
学
校
等
に
お
い
て
、
推
進
地
域
に
係
る
大
規
模
な
地
震
を
想
定

し
た
防
災
訓
練
を
年
1
回
以
上
実
施
し
、
そ
の
実
施
内
容
、
方
法
等
を
明
示
す
る
よ
う
、
指
導

及
び
助
言
を
行
う
。

第
４
節
　
地
震
防
災
上
必
要
な
教
育
及
び
広
報
に
関
す
る
事
項

次
の
事
項
に
つ
い
て
、
関
係
職
員
に
対
す
る
地
震
防
災
上
必
要
な
教
育
の
充
実
を
行
う
。

ま
た
、
道
県
、
市
町
村
及
び
学
校
等
に
お
い
て
、
関
係
職
員
及
び
児
童
生
徒
等
に
対
す
る
地

震
防
災
上
必
要
な
教
育
の
充
実
並
び
に
保
護
者
等
に
対
す
る
広
報
を
行
う
よ
う
、
指
導
及
び
助

言
を
行
う
。

ア
．
 日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
に
伴
い
発
生
す
る
と
予
想
さ
れ
る
地
震
動

及
び
津
波
に
関
す
る
知
識

イ
．
地
震
及
び
津
波
に
関
す
る
一
般
的
な
知
識

ウ
．
地
震
が
発
生
し
た
場
合
に
具
体
的
に
と
る
べ
き
行
動
に
関
す
る
知
識

エ
．
各
地
域
に
お
け
る
避
難
対
象
地
区
、
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
箇
所
等
に
関
す
る
知
識

オ
．
各
地
域
に
お
け
る
避
難
地
及
び
避
難
路
に
関
す
る
知
識
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カ
．
教
職
員
等
が
果
た
す
べ
き
役
割

キ
．
地
震
防
災
対
策
と
し
て
現
在
講
じ
ら
れ
て
い
る
対
策
に
関
す
る
知
識

ク
．
今
後
地
震
対
策
と
し
て
取
り
組
む
必
要
の
あ
る
課
題

ケ
．
そ
の
他
必
要
と
認
め
る
事
項

事
故
災
害
防
止
安
全
対
策
会
議
報
告
書
（
抄
）

（
平
11
・
12
・
8　
事
故
災
害
防
止
安
全
対
策
会
議
）

１
．
は
じ
め
に

最
近
の
我
が
国
に
お
い
て
は
、
ウ
ラ
ン
加
工
施
設
事
故
、
宇
宙
開
発
分
野
に
お
け
る
H
－

Ⅱ
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上
げ
失
敗
、
鉄
道
ト
ン
ネ
ル
に
お
け
る
相
次
ぐ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
落
下
事

故
等
の
事
故
災
害
が
多
発
し
、
技
術
基
盤
へ
の
信
頼
性
の
低
下
か
ら
、
国
民
の
安
全
や
安
心

の
面
で
深
刻
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
か
か
る
事
態
は
、
技
術
立
国
を
標
榜
す
る
我
が

国
に
と
っ
て
由
々
し
き
も
の
で
あ
る
。

政
府
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
深
刻
な
事
態
に
早
急
に
対
応
す
る
た
め
、
関
係
省
庁
で
構

成
さ
れ
る
「
事
故
災
害
防
止
安
全
対
策
会
議
」（
議
長
：
内
閣
官
房
副
長
官
（
事
務
）、
関
係

省
庁
の
局
長
ク
ラ
ス
で
構
成
）」
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
た
。
同
会
議
に
お
い
て
は
、
10
月

6
日
の
初
会
合
以
来
、
各
種
の
事
故
災
害
等
の
総
括
に
立
ち
、
特
に
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ァ
ク

タ
ー
に
起
因
す
る
事
態
に
重
点
を
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
事
故
災
害
の
背
景
に
存
在
す
る
組
織

管
理
、
検
査
点
検
、
従
事
者
の
教
育
訓
練
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
を
徹
底
的
に
洗
い
出
す

と
と
も
に
、
問
題
点
に
対
す
る
共
通
的
対
応
方
策
に
関
す
る
検
討
を
関
係
省
庁
で
協
力
し
て

進
め
て
き
た
。

本
報
告
書
は
、
こ
う
し
た
検
討
を
踏
ま
え
、
事
故
災
害
防
止
に
関
す
る
共
通
的
な
対
応
方

策
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
我
が
国
全
体
の
問
題
と

し
て
、「
安
全
文
化
」
の
創
造
、
す
な
わ
ち
、
組
織
と
個
人
が
「
安
全
」
を
最
優
先
に
す
る

気
風
や
気
質
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
こ
の
た
め
に
は
、
学
校
教
育
や
企
業
内

教
育
に
お
け
る
安
全
教
育
の
充
実
等
を
通
し
て
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
事
業
者
、
労
働

者
、
国
民
一
般
が
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
積
極
的
な
取
組
を
行
い
、

社
会
全
体
で
の
安
全
意
識
（
モ
ラ
ル
）
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
立
っ

て
、
取
り
ま
と
め
を
行
っ
た
。

今
後
、
本
報
告
書
を
踏
ま
え
て
、
各
省
庁
に
お
け
る
所
管
事
業
に
係
る
具
体
的
な
安
全
対

策
に
つ
い
て
の
取
組
を
一
層
促
進
し
、
ま
た
、
産
業
界
を
は
じ
め
、
関
係
各
方
面
に
対
し
て
、

安
全
確
保
の
た
め
の
所
要
の
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
事
故
災
害
の
防
止
及
び

被
害
の
低
減
を
図
り
、
安
全
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
を
回
復
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
。

２
．
基
本
的
な
考
え
方

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
は
、
政
府
の
極
め
て
重
要
な
課
題
で

あ
る
。
過
去
に
発
生
し
た
事
故
災
害
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
、
原
因
究
明
と
再
発
防
止
対

策
等
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
今
回
は
特
に
、
第
一
回
事

故
災
害
防
止
安
全
対
策
会
議
の
決
定
に
従
い
、
関
係
省
庁
に
お
い
て
、
所
管
事
業
分
野
全
体

に
わ
た
り
最
近
発
生
し
た
事
故
災
害
や
ト
ラ
ブ
ル
の
う
ち
で
、
特
に
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ァ
ク

タ
ー
に
起
因
す
る
と
思
わ
れ
る
も
の
を
対
象
と
し
て
、
再
度
、
そ
の
原
因
と
対
策
に
つ
い
て

の
見
直
し
を
行
い
、
そ
の
背
景
に
存
在
す
る
組
織
管
理
、
検
査
点
検
、
教
育
訓
練
等
の
問
題

点
の
洗
い
出
し
と
対
応
方
策
に
関
す
る
調
査
を
行
い
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
予
防
及
び
事

後
の
両
面
で
、
事
故
災
害
防
止
の
た
め
に
必
要
な
基
本
的
な
対
応
方
策
の
検
討
を
行
っ
た
。

今
回
の
検
討
を
通
じ
た
安
全
確
保
の
た
め
に
重
要
な
基
本
的
な
考
え
方
は
、
以
下
の
と
お

り
で
あ
り
、
３
．
以
下
に
掲
げ
る
具
体
的
な
施
策
は
、
こ
れ
ら
の
考
え
方
に
基
づ
く
も
の
で

あ
る
。

（
１
）
安
全
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、「
安
全
文
化
」
の
創
造
、
す
な
わ
ち
、
組
織
と

個
人
が
安
全
を
最
優
先
に
す
る
気
風
や
気
質
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
ま
ず
重
要
で
あ

り
、
こ
の
た
め
に
は
、
学
校
教
育
や
企
業
内
教
育
に
お
け
る
安
全
教
育
の
充
実
等
を
通

じ
て
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
事
業
者
、
労
働
者
、
国
民
一
般
が
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て

安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
積
極
的
な
取
組
を
行
い
、
社
会
全
体
で
の
安
全
意
識
（
モ
ラ

ル
）
を
高
め
る
た
め
の
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

（
２
）～
（
９
）
略

３
．「
安
全
文
化
」
の
創
造
、
安
全
意
識
の
徹
底
を
図
る
た
め
の
政
府
の
取
組

安
全
な
社
会
の
実
現
は
、
政
府
の
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
安
全
な
社
会
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
ま
ず
、「
安
全
文
化
」
の
創
造
、
す
な
わ
ち
、
組
織
と
個
人
が
安
全
を
最
優

先
に
す
る
気
風
や
気
質
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
政
府
は
、
法
令
に
基
づ
く
安
全
規
制
に
よ
っ
て
、
安
全
へ
の
取
組
の
基
本
的

な
方
向
性
を
示
す
と
と
も
に
、
学
校
教
育
、
企
業
内
教
育
等
の
場
に
お
け
る
安
全
教
育
を
推

進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
政
府
に
お
い
て
は
、
法
令
遵
守
の
徹
底
、
事
故
災
害
に
対
す
る
原
因
の
徹
底
究
明

と
再
発
防
止
対
策
の
的
確
な
実
施
、
法
令
違
反
に
対
す
る
厳
正
な
対
処
を
図
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

さ
ら
に
、
安
全
確
保
の
た
め
の
適
正
な
コ
ス
ト
負
担
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
共
通
の
認
識

と
す
る
社
会
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
。

（
１
）
学
校
教
育
全
般
を
通
じ
た
安
全
教
育
の
充
実
の
た
め
の
対
策

小
・
中
・
高
校
等
の
初
等
中
等
教
育
の
各
段
階
に
お
い
て
、
各
教
科
や
道
徳
等
学
校
教
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育
全
般
を
通
じ
て
安
全
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
教
育
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
児
童
生

徒
に
安
全
な
生
活
を
営
む
上
で
必
要
な
事
柄
を
理
解
さ
せ
、
日
常
生
活
、
通
学
時
、
災
害

時
等
に
安
全
な
行
動
が
で
き
る
よ
う
な
態
度
や
能
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
な
ど
、
学
校
に

お
け
る
安
全
教
育
の
総
合
的
な
推
進
を
図
る
。
ま
た
、
児
童
生
徒
の
科
学
や
技
術
に
対
す

る
興
味
・
関
心
を
高
め
る
た
め
の
事
業
を
積
極
的
に
展
開
す
る
中
で
、
安
全
の
大
切
さ
の

観
点
に
つ
い
て
の
配
慮
を
行
う
。
さ
ら
に
、
大
学
等
の
高
等
教
育
機
関
に
お
い
て
も
、
技

術
者
教
育
の
中
で
安
全
や
技
術
者
倫
理
に
関
す
る
教
育
の
充
実
を
図
る
等
、
安
全
教
育
に

関
す
る
取
組
を
進
め
る
。

①
　
初
等
中
等
教
育
に
お
け
る
安
全
教
育
の
推
進

ア
．
各
教
科
等
担
当
指
導
主
事
研
究
協
議
会
等
の
各
種
会
議
に
お
い
て
、
安
全
教
育
の
重

要
性
に
つ
い
て
周
知
徹
底
す
る
。

イ
．
学
校
教
育
の
中
で
の
安
全
教
育
に
関
す
る
研
究
調
査
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
指
導
用

の
資
料
等
と
し
て
教
育
委
員
会
や
各
学
校
に
配
布
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
安
全
教
育
へ

の
積
極
的
な
取
組
を
促
進
す
る
。

ウ
．
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
伴
い
、
文
部
省
に
お
い
て
新
た
に
作
成
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
安
全
教
育
に
関
す
る
教
師
用
参
考
資
料
に
お
い
て
、
安
全
に
関
す
る
意
識
を
高
め

る
た
め
の
指
導
に
つ
い
て
の
内
容
を
盛
り
込
む
。

②
　
児
童
生
徒
の
科
学
や
技
術
に
対
す
る
興
味
・
関
心
を
高
め
る
た
め
の
事
業
の
展
開

ア
．
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育
を
通
じ
て
、
も
の
づ
く
り

の
楽
し
さ
、
素
晴
ら
し
さ
等
を
認
識
し
て
も
ら
う
た
め
の
体
験
教
育
・
学
習
等
の
効
果

的
な
施
策
の
在
り
方
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
「
も
の
づ
く
り
教
育
・
学
習
に
関
す
る
懇

談
会
」（
文
部
省
・
労
働
省
の
共
同
開
催
）
に
お
い
て
、
安
全
の
大
切
さ
の
観
点
に
つ

い
て
も
検
討
す
る
。

イ
．
中
高
生
を
対
象
と
し
て
、
大
学
、
大
学
共
同
利
用
機
関
等
の
最
先
端
の
研
究
成
果
や

研
究
現
場
に
直
接
触
れ
る
機
会
を
提
供
す
る
「
ふ
れ
あ
い
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
中
で
、
安
全
教
育
に
も
配
慮
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
を
推
進
す
る
。

ウ
．
全
国
の
公
民
館
、
科
学
博
物
館
、
科
学
館
、
学
校
施
設
等
に
お
い
て
子
ど
も
を
対
象

と
す
る
科
学
実
験
・
も
の
づ
く
り
体
験
教
室
に
対
す
る
支
援
等
を
行
う
「
子
ど
も
科

学
・
も
の
づ
く
り
教
室
」
の
中
で
、
安
全
教
育
の
観
点
に
配
慮
し
た
事
業
の
実
施
を
推

進
す
る
。

以
下
　
略

○
緊
急
地
震
速
報
に
関
す
る
周
知
等
に
つ
い
て

（平
19
・
7・
17
　
19
文
科
施
第
14
5
号
　
文
部
科
学
省
大
臣
官
房
文
教
施
設
企

画
部
長
、
初
等
中
等
教
育
局
長
、
ス
ポ
ー
ツ
・
青
少
年
局
長
か
ら
各
都
道
府
県

教
育
委
員
会
教
育
長
、
各
都
道
府
県
知
事
、
附
属
学
校
を
置
く
各
国
立
大
学
法

人
学
長
あ
て
　
依
頼

）
本
年
10
月
1
日
か
ら
、
緊
急
地
震
速
報
が
テ
レ
ビ
放
送
等
を
通
じ
て
一
般
に
提
供
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
緊
急
地
震
速
報
は
、
地
震
に
よ
る
強
い
揺
れ
を
事
前
に
知
ら
せ
、
人
的
・

物
的
被
害
を
軽
減
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
す
が
、
緊
急
地
震
速
報
を
受
信
し
て
か
ら
強

い
揺
れ
が
到
達
す
る
ま
で
の
時
間
は
短
く
、
適
切
に
活
用
さ
れ
る
た
め
に
は
国
民
の
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

こ
の
た
め
、
政
府
に
お
い
て
は
、
緊
急
地
震
速
報
の
一
般
へ
の
提
供
開
始
に
向
け
、
関
係
府

省
が
協
力
し
、
周
知
・
広
報
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

つ
い
て
は
、
下
記
の
と
お
り
、
貴
管
下
の
学
校
（
国
立
大
学
法
人
に
お
い
て
は
附
属
学
校
。

以
下
同
じ
。）
を
通
じ
て
、
児
童
生
徒
等
に
周
知
を
図
り
、
緊
急
地
震
速
報
に
関
す
る
理
解
が

深
ま
る
よ
う
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
学
校
に
お
け
る
緊
急
地
震
速
報
の
利
活
用
に
つ
い
て
も
、
今
後
、
検
討
を
進
め
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
に
お
い
て
は
、
域
内
の
市
区
町
村
教
育
委
員
会
に
対
し
、

各
都
道
府
県
知
事
に
お
い
て
は
、
所
轄
の
私
立
学
校
等
に
対
し
、
こ
の
こ
と
を
周
知
す
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

記

１
．
緊
急
地
震
速
報
に
つ
い
て

緊
急
地
震
速
報
の
概
要
は
、
別
紙
１
の
「
１
．
緊
急
地
震
速
報
に
つ
い
て
」
の
と
お
り
で

あ
る
。

別
紙
２
に
示
す
資
料
も
参
照
さ
れ
た
い
。

２
．
各
学
校
、
児
童
生
徒
等
へ
の
周
知
に
つ
い
て

１
）
別
紙
１
の
送
付

貴
管
下
の
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
中
等
教
育
学
校
、
高
等
学
校
、
特
別
支
援
学

校
へ
別
紙
１
を
送
付
し
、
緊
急
地
震
速
報
に
つ
い
て
、
周
知
を
図
ら
れ
た
い
。

２
）
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布

8
月
下
旬
を
目
途
に
、
以
下
の
と
お
り
文
部
科
学
省
か
ら
児
童
生
徒
等
へ
の
周
知
の
た

め
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
所
要
部
数
送
付
す
る
の
で
、
貴
管
下
の
学
校
を
通
じ
、
児
童
生
徒
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等
へ
配
布
す
る
と
と
も
に
、
児
童
生
徒
等
へ
の
説
明
が
行
わ
れ
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

○
文
部
科
学
省
か
ら
の
送
付
先

○
各
教
育
委
員
会
等
か
ら
の
送
付
先

都
道
府
県
教
育
委
員
会

都
道
府
県
立
学
校

市
区
町
村
教
育
委
員
会

市
区
町
村
立
学
校

都
道
府
県
知
事

所
轄
の
私
立
学
校

国
立
大
学
法
人

設
置
す
る
附
属
学
校

別
紙
1、
2
省
略

○
梅
雨
期
及
び
台
風
期
に
お
け
る
防
災
態
勢
の
強
化
に
つ
い
て

（平
21
・
6・
8　
21
国
文
科
施
第
60
08
号
　
文
部
科
学
省
大
臣
官
房
文
教
施
設
企
画
部
長
か
ら
大
臣
官
房

会
計
課
長
、
各
国
公
私
立
大
学
長
、
各
国
公
私
立
高
等
専
門
学
校
長
、
国
立
教
育
政
策
研
究
所
長
、
科
学

技
術
政
策
研
究
所
長
、
日
本
学
士
院
長
、
日
本
芸
術
院
長
、
水
戸
原
子
力
事
務
所
長
、
各
大
学
共
同
利
用

機
関
法
人
機
構
長
、
公
立
学
校
共
済
組
合
理
事
長
、
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
理
事
長
、
各
文

部
科
学
省
独
立
行
政
法
人
の
長
、
各
都
道
府
県
知
事
、
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
教
育
長
あ
て
　
依
頼
）

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
（
中
央
防
災
会
議
会
長
）
か
ら
別
添
（
写
）
の
と
お

り
通
知
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
貴
職
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
梅
雨
期
及
び
台
風
期
に
お
け
る
防

災
態
勢
の
強
化
に
つ
い
て
万
全
を
期
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

特
に
、
災
害
時
要
援
護
者
関
連
施
設
（
幼
稚
園
、
特
別
支
援
学
校
）
に
対
し
て
は
、
平
常

時
、
緊
急
時
と
も
適
切
な
情
報
提
供
を
行
い
、
警
戒
避
難
体
制
等
の
防
災
体
制
の
整
備
に
努
め

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
平
成
20
年
に
お
い
て
風
水
害
等
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
箇
所
に
つ
い
て
は
、
二
次

的
な
土
砂
災
害
に
十
分
留
意
し
、
万
全
の
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
平
成
17
年
3
月
に
中
央

防
災
会
議
で
報
告
さ
れ
た
「
避
難
勧
告
等
の
判
断
・
伝
達
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

並
び
に
平
成
18
年
4
月
に
中
央
防
災
会
議
で
報
告
さ
れ
た
「
災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
支
援
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」（
改
訂
版
）
及
び
平
成
19
年
6
月
に
中
央
防
災
会
議
で
報
告
さ
れ
た
「
災
害
時

要
援
護
者
対
策
の
進
め
方
」
の
趣
旨
及
び
内
容
を
踏
ま
え
、
適
切
な
防
災
対
策
の
推
進
に
努
め

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
災
害
発
生
の
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
に
授
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
困
難
と
思
わ
れ
る

と
き
は
、
必
要
に
応
じ
、
臨
時
に
授
業
を
行
わ
な
い
こ
と
等
の
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
異

常
気
象
下
の
登
下
校
時
に
お
け
る
児
童
生
徒
等
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
も
万
全
を
期
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
都
道
府
県
教
育
委
員
会
教
育
長
及
び
都
道
府
県
知
事
に
お
か
れ
て
は
、
域
内
の
市
町

村
教
育
委
員
会
又
は
所
管
の
私
立
学
校
等
に
対
し
て
周
知
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

〈
参
　
考
〉

○
「
避
難
勧
告
等
の
判
断
・
伝
達
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

ア
ド
レ
ス
　
ht
tp
://
w
w
w
.b
ou
sa
i.g
o.
jp
/o
sh
ira
se
/h
17
/0
50
32
8g
iji
/0
4_
sh
iry
ou
2.
pd
f

○
「
災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
改
訂
版
）

ア
ド
レ
ス
　
ht
tp
://
w
w
w
.b
ou
sa
i.g
o.
jp
/h
in
an
_k
en
to
u/
06
03
28
/h
in
an
gu
id
e.
pd
f

○
「
災
害
時
要
援
護
者
対
策
の
進
め
方
」

ア
ド
レ
ス
　
ht
tp
://
w
w
w
.b
ou
sa
i.g
o.
jp
/o
sh
ira
se
/h
19
/0
70
32
0g
iji
/1
_t
ai
ou
ho
u.
pd
f

ht
tp
://
w
w
w
.b
ou
sa
i.g
o.
jp
/o
sh
ira
se
/h
19
/0
70
32
0g
iji
/2
_fl
 o
w
ch
ar
t.p
df

ht
tp
://
w
w
w
.b
ou
sa
i.g
o.
jp
/o
sh
ira
se
/h
19
/0
70
32
0g
iji
/3
_t
or
ik
um
iji
re
i.p
df

ht
tp
://
w
w
w
.b
ou
sa
i.g
o.
jp
/o
sh
ira
se
/h
19
/0
70
32
0g
iji
/4
_s
an
ko
us
iry
ou
.p
df

ht
tp
://
w
w
w
.b
ou
sa
i.g
o.
jp
/o
sh
ira
se
/h
19
/0
70
32
0g
iji
/5
_t
ai
sa
ku
to
ha
.p
df

ht
tp
://
w
w
w
.b
ou
sa
i.g
o.
jp
/o
sh
ira
se
/h
19
/0
70
32
0g
iji
/6
_s
us
um
ek
at
a.
pd
f

別
添

梅
雨
期
及
び
台
風
期
に
お
け
る
防
災
態
勢
の
強
化
に
つ
い
て

（
平
21
・
6・
3　
中
防
災
第
１
３
号
　
中
央
防
災
会
議
会
長
(内
閣
総
理
大
臣
)

か
ら
文
部
科
学
大
臣
あ
て

）
貴
殿
に
お
か
れ
て
は
、
日
頃
か
ら
各
般
の
施
策
を
通
じ
て
災
害
対
策
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
な
お
頻
発
す
る
災
害
は
国
民
生
活
に
大
き
な
不
安
を
も
た
ら
し
て

お
り
、
昨
年
に
お
い
て
も
各
地
で
局
地
的
大
雨
や
集
中
豪
雨
が
観
測
さ
れ
、
河
川
の
は
ん
濫
・

急
な
増
水
・
低
地
の
冠
水
等
に
よ
り
多
数
の
人
的
被
害
及
び
住
家
被
害
が
発
生
し
た
。
梅
雨
期

及
び
台
風
期
を
迎
え
る
に
当
た
り
人
命
の
保
護
を
第
一
義
と
し
、
下
記
の
点
に
留
意
し
て
防
災

態
勢
の
一
層
の
強
化
を
図
ら
れ
た
い
。

そ
の
際
、
台
風
や
大
雨
の
際
の
外
出
時
死
亡
事
故
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
、
逃
げ
遅
れ
に
よ

り
命
を
落
と
す
高
齢
者
が
多
い
こ
と
、
都
市
部
の
河
川
の
増
水
に
お
い
て
逃
げ
遅
れ
た
者
が
い

た
こ
と
、
避
難
勧
告
等
の
発
令
に
も
か
か
わ
ら
ず
避
難
所
へ
避
難
す
る
住
民
が
少
数
に
と
ど

ま
っ
た
こ
と
等
の
近
年
の
被
害
状
況
等
を
踏
ま
え
、
被
災
者
の
目
線
に
た
ち
「
何
が
で
き
て
い

れ
ば
犠
牲
が
避
け
ら
れ
た
の
か
」
と
い
う
視
点
か
ら
、
風
水
害
の
危
険
性
お
よ
び
早
期
避
難
の
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重
要
性
に
つ
い
て
の
平
時
か
ら
の
国
民
へ
の
周
知
、
早
期
避
難
の
た
め
の
避
難
態
勢
の
徹
底

等
、
き
め
細
や
か
な
取
組
の
充
実
を
図
ら
れ
た
い
。

な
お
、
関
係
機
関
に
対
す
る
指
導
方
よ
ろ
し
く
お
願
い
す
る
。

記

１
．
近
年
に
お
け
る
局
地
的
大
雨
等
の
災
害
の
状
況
に
か
ん
が
み
、
土
砂
崩
れ
、
河
川
の
は
ん

濫
、
内
水
は
ん
濫
、
高
潮
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
よ
う
、
関
係
機
関
と

の
緊
密
な
連
携
の
下
に
、

①
災
害
発
生
の
恐
れ
の
あ
る
危
険
箇
所
等
の
巡
視
・
点
検
の
徹
底

②
異
常
降
雨
時
に
お
け
る
河
川
管
理
施
設
等
の
管
理
の
強
化

③
降
雨
時
の
気
象
状
況
及
び
大
雨
警
報
や
洪
水
予
報
、
土
砂
災
害
警
戒
情
報
等
に
関
す
る
情

報
の
収
集
・
伝
達
の
徹
底

④
浸
水
想
定
区
域
や
内
水
浸
水
想
定
区
域
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
、
土
砂
災
害
危
険
箇
所
を

は
じ
め
と
す
る
災
害
発
生
の
恐
れ
の
あ
る
箇
所
等
の
情
報
に
つ
い
て
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

等
を
活
用
し
た
周
知
徹
底

⑤
河
川
等
の
水
辺
利
用
者
に
対
す
る
情
報
提
供
及
び
自
助
意
識
の
啓
発

⑥
警
戒
避
難
態
勢
の
強
化

等
に
万
全
を
期
す
る
こ
と
。

ま
た
、
住
民
等
の
安
全
確
保
に
は
災
害
発
生
時
の
情
報
伝
達
が
重
要
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が

み
、
こ
う
し
た
情
報
伝
達
体
制
の
充
実
を
図
る
た
め
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
の
連
携
を
は
じ
め
、

広
報
誌
・
防
災
行
政
無
線
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
携
帯
電
話
等
、
多
様
な
伝
達
手
段
を
整
備

し
、
確
実
な
災
害
情
報
の
提
供
を
進
め
る
こ
と
。

な
お
、
地
下
空
間
に
お
け
る
浸
水
対
策
に
つ
い
て
も
施
設
管
理
者
と
連
携
し
、
非
難
誘
導
等

安
全
体
制
の
確
保
に
十
分
配
慮
す
る
こ
と
。

２
．
中
央
防
災
会
議
で
平
成
17
年
3
月
に
報
告
さ
れ
た
「
避
難
勧
告
等
の
判
断
・
伝
達
マ
ニ
ュ

ア
ル
作
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
並
び
に
平
成
18
年
4
月
に
報
告
さ
れ
た
「
災
害
時
要
援
護
者
の

避
難
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
改
訂
版
）
及
び
平
成
19
年
6
月
に
報
告
さ
れ
た
「
災
害
時
要

援
護
者
対
策
の
進
め
方
」
の
趣
旨
及
び
内
容
を
理
解
の
上
、
避
難
勧
告
等
の
判
断
基
準
・
伝

達
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、
災
害
時
要
援
護
者
情
報
の
共
有
及
び
避
難
支
援
プ
ラ
ン
の
作
成
等

を
推
進
し
、
適
切
な
防
災
対
策
の
推
進
に
努
め
る
こ
と
。

３
．
災
害
復
旧
事
業
施
行
中
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
再
度
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
適

切
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
特
に
、
平
成
20
年
に
お
い
て
風
水
害
等
に
よ
り
被
災
し
た
箇

所
に
つ
い
て
は
、
二
次
的
な
土
砂
災
害
に
十
分
留
意
し
、
万
全
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

４
．
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
迅
速
か
つ
的
確
な
災
害
応
急
・
復
旧
対
策
を
講
じ
る
よ
う

格
段
の
配
慮
を
行
う
こ
と
。

○
平
成
21
年
7
月
中
国
・
九
州
北
部
豪
雨
及
び
平
成
21
年
台
風
第
9
号
に

伴
う
大
雨
を
受
け
て
の
対
策
に
つ
い
て

（平
21
・
8・
13
　
21
文
科
施
施
企
第
18
号
　
文
部
科
学
省
大
臣
官
房
文
教
施
設
企
画
部
施
設
企
画
課
長
、
初

等
中
等
教
育
局
幼
児
教
育
課
長
、
初
等
中
等
教
育
局
特
別
支
援
教
育
課
長
、
ス
ポ
ー
ツ
・
青
少
年
局
学
校
健

康
教
育
課
長
か
ら
附
属
学
校
を
置
く
各
国
立
大
学
法
人
事
務
局
長
、
各
都
道
府
県
私
立
学
校
主
管
課
長
、
各

都
道
府
県
教
育
委
員
会
幼
児
教
育
主
管
課
長
、
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
特
別
支
援
教
育
主
管
課
長
、
各
都

道
府
県
教
育
委
員
会
施
設
主
管
課
長
、
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
学
校
安
全
主
管
課
長
あ
て
　
通
知
）

学
校
に
お
け
る
安
全
教
育
、
安
全
管
理
に
つ
い
て
は
、
か
ね
て
か
ら
特
段
の
配
慮
を
お
願
い

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、「
平
成
21
年
７
月
中
国
・
九
州
北
部
豪
雨
及
び
平
成
21
年
台
風
第

９
号
に
伴
う
大
雨
を
受
け
て
の
対
策
に
つ
い
て
」（
平
成
21
年
８
月
13
日
付
け
府
防
第
59
8号
、

消
防
災
第
32
8号
、
21
文
科
施
施
企
第
17
号
、
社
援
総
発
08
13
第
１
号
、
21
経
営
第
25
95
号
、

国
河
防
第
29
2
号
、
気
企
第
99
号
）
を
も
っ
て
、
内
閣
府
、
消
防
庁
、
文
部
科
学
省
、
厚
生
労

働
省
、
農
林
水
産
省
、
国
土
交
通
省
及
び
気
象
庁
の
担
当
課
長
か
ら
、
都
道
府
県
の
各
担
当
部

（
局
）
長
等
宛
に
、
関
係
機
関
と
十
分
な
連
絡
調
整
を
図
っ
た
上
で
、
災
害
時
要
援
護
者
及
び

災
害
時
要
援
護
者
関
連
施
設
に
係
る
避
難
支
援
対
策
を
重
点
的
に
実
施
い
た
だ
く
よ
う
通
知
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

貴
職
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
災
害
時
要
援
護
者
関
連
施
設
と
さ
れ
る
域
内
の
幼
稚
園
、
特
別

支
援
学
校
に
つ
い
て
、
下
記
に
留
意
の
上
、
当
該
学
校
等
に
お
い
て
適
切
な
避
難
支
援
対
策
を

重
点
的
に
実
施
い
た
だ
く
よ
う
、
防
災
担
当
主
管
部
局
等
関
係
機
関
及
び
学
校
の
設
置
者
と
十

分
連
絡
調
整
の
上
、
特
段
の
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
関
係
国
立
大
学
法
人
に
お
か
れ
ま
し
て
は
附
属
幼
稚
園
及
び
特
別
支
援
学
校
に
対
し

て
、
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
所
管
の
学
校
及
び
域
内
の
市
町
村
教
育
委

員
会
に
対
し
て
本
件
に
つ
き
周
知
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
各
都
道
府
県
私
立
学
校
主
管
課
に
お
か
れ
ま
し
て
は
所
轄
の
幼
稚
園
及
び
特
別
支
援

学
校
に
対
し
て
、
設
置
者
で
あ
る
学
校
法
人
と
の
連
絡
調
整
を
含
め
本
件
に
つ
き
周
知
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

記

１
　
防
災
担
当
所
管
部
局
等
関
係
機
関
か
ら
提
供
さ
れ
る
情
報
（
土
砂
災
害
計
画
区
域
等
の
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指
定
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、
大
雨
・
洪
水
等
の
警
報
、
土
砂
災
害
警
戒
情
報
、
避
難
勧
告

等
に
係
る
発
令
の
判
断
基
準
、
警
戒
避
難
体
制
、
災
害
時
要
援
護
者
の
避
難
支
援
対
策

等
）
の
受
入
れ
体
制
を
確
立
し
て
お
く
こ
と
。

２
　
幼
稚
園
及
び
特
別
支
援
学
校
の
施
設
及
び
設
備
の
定
期
点
検
や
事
後
措
置
な
ど
の
学
校

環
境
の
安
全
管
理
、
避
難
訓
練
を
行
う
な
ど
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
機
関
と
連
携
を
取
り

な
が
ら
、
防
災
体
制
の
整
備
・
充
実
に
万
全
を
期
す
こ
と
。

３
　
防
災
教
育
の
た
め
の
参
考
資
料
「『
生
き
る
力
』
を
は
ぐ
く
む
防
災
教
育
の
展
開
」
等

を
参
考
に
す
る
と
と
も
に
、
幼
児
、
児
童
及
び
生
徒
の
発
達
段
階
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
や

地
域
の
実
情
、
特
性
を
考
慮
し
、
効
果
的
な
防
災
教
育
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

４
　
学
校
施
設
は
、
幼
児
、
児
童
及
び
生
徒
が
一
日
の
大
半
を
過
ご
す
活
動
の
場
で
あ
り
、

非
常
災
害
時
に
は
地
域
住
民
の
応
急
避
難
場
所
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
い
る
た
め
、

防
災
機
能
の
充
実
・
強
化
の
観
点
か
ら
、
大
規
模
地
震
に
よ
り
倒
壊
等
の
危
険
性
の
高
い

学
校
施
設
に
つ
い
て
速
や
か
に
耐
震
化
を
推
進
す
る
こ
と
。

○
降
積
雪
期
に
お
け
る
防
災
態
勢
の
強
化
に
つ
い
て

（平
21
・
12
・
11
　
21
受
文
科
施
第
26
6
号
　
文
部
科
学
省
大
臣
官
房
文
教
施
設
企
画
部
長
か
ら
大
臣
官
房

会
計
課
長
、
各
国
公
私
立
大
学
長
、
各
国
公
私
立
高
等
専
門
学
校
長
、
国
立
教
育
政
策
研
究
所
長
、
科
学

技
術
政
策
研
究
所
長
、
日
本
学
士
院
長
、
日
本
芸
術
院
長
、
水
戸
原
子
力
事
務
所
長
、
各
大
学
共
同
利
用

機
関
法
人
機
構
長
、
公
立
学
校
共
済
組
合
理
事
長
、
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
理
事
長
、
各
文

部
科
学
省
独
立
行
政
法
人
の
長
、
各
都
道
府
県
知
事
、
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
教
育
長
あ
て
　
依
頼
）

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
か
ね
て
か
ら
ご
配
慮
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
た
び
内

閣
総
理
大
臣
（
中
央
防
災
会
議
会
長
）
か
ら
別
添
（
写
）
の
と
お
り
通
知
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
今
後
の
気
象
状
況
を
十
分
に
注
視
し
つ
つ
、
雪
害
防
止
対
策
の
徹
底
及
び
雪
崩
に
対
す
る

警
戒
態
勢
の
強
化
に
一
層
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
多
雪
区
域
内
の
学
校
建
物
、
と
り
わ
け
屋
内
運
動
場
に
つ
い
て
は
、
倒
壊
事
故
の
発

生
を
未
然
に
防
止
す
る
よ
う
、
適
切
な
雪
害
防
止
対
策
の
実
施
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
都
道
府
県
教
育
委
員
会
教
育
長
及
び
都
道
府
県
知
事
に
お
か
れ
て
は
、
域
内
の
市
町

村
教
育
委
員
会
又
は
所
轄
の
私
立
学
校
等
に
対
し
て
周
知
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

別
添

降
積
雪
期
に
お
け
る
防
災
態
勢
の
強
化
に
つ
い
て

（
平
21
・
12
・
9　
中
防
災
第
26
号
　
中
央
防
災
会
議
会
長
(内
閣
総
理
大

臣
)か
ら
文
部
科
学
大
臣
あ
て

）
貴
殿
に
お
か
れ
て
は
、
日
頃
か
ら
各
般
の
施
策
を
通
じ
て
災
害
対
策
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
依
然
と
し
て
毎
年
犠
牲
者
が
発
生
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

過
去
の
10
年
間
の
自
然
災
害
に
よ
る
犠
牲
者
を
み
る
と
、
雪
害
に
よ
る
犠
牲
者
は
43
3
人
に

も
の
ぼ
り
、
風
水
害
に
続
く
第
二
の
自
然
災
害
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
近
年
の
要
因
を
み
る

と
屋
根
の
雪
下
ろ
し
等
除
雪
作
業
中
の
死
者
が
多
く
、
ま
た
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
占
め

る
割
合
が
高
い
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
を
念
頭
に
置
い
た
克
雪
体
制
の
整
備
な
ど
、
被
災
者
の
目

線
に
立
っ
て
、「
何
が
で
き
て
い
れ
ば
犠
牲
が
避
け
ら
れ
た
の
か
」
と
い
う
視
点
か
ら
き
め
細

や
か
な
取
組
を
行
い
対
策
の
徹
底
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
昨
冬
に
お
い
て
は
降
雪
量
が

平
年
を
下
回
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
21
人
の
死
者
、
25
2
人
の
重
軽
傷
者

が
発
生
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
高
齢
者
が
無
理
を
す
る
こ
と
な
く
除
雪
で
き
る
体
制
の
整
備
や
地
元
の
ニ
ー
ズ

を
よ
り
一
層
踏
ま
え
た
除
雪
等
の
支
援
、
克
雪
住
宅
の
整
備
促
進
等
、
除
雪
中
の
事
故
防
止
対

策
の
徹
底
に
早
急
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

併
せ
て
、
こ
れ
ま
で
の
と
お
り
、
雪
崩
の
お
そ
れ
の
あ
る
危
険
箇
所
の
巡
視
・
点
検
の
実

施
、
気
象
等
に
関
す
る
情
報
の
収
集
・
伝
達
、
警
戒
態
勢
の
強
化
等
に
万
全
を
期
す
と
と
も

に
、
高
齢
者
・
障
害
者
等
の
災
害
時
要
援
護
者
に
十
分
に
配
慮
し
、
特
に
災
害
時
要
援
護
者
関

連
施
設
に
対
し
て
は
、
平
常
時
、
緊
急
時
と
も
適
切
な
情
報
提
供
を
行
い
、
警
戒
避
難
体
制
等

の
防
災
体
制
の
整
備
に
努
め
ら
れ
た
い
。

上
記
に
つ
き
、
貴
管
下
関
係
機
関
に
対
す
る
指
導
方
よ
ろ
し
く
お
願
い
す
る
。
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参考情報
【全体に関するもの】

「子どもを事件・事故災害から守るためにできることは」（平成21年3月　文部科学省）
小学校教職員用研修資料（映像、DVD）
内容：1．できていますか 来校者対応の基本 ～ 不審者を学校に入れないために ～

2．事故の原因をさぐる ～ 事故に学び、事故を繰り返さないために ～ 
3．熱中症から子どもを守る ～ 正しく知って予防するために ～ 
4． 子どもに伝える 安全な自転車の乗り方 ～ 事故にあわない、起こさない
ために ～ 

5．自然災害に備えた 施設・設備の安全点検 ～ 被害を少なくするために ～
6．自然災害時の避難 ～ 子どもの安全を確保するために ～ 
7．安全ですか 通学路 ～ 見えない危険に気づくために ～ 
8．応急手当の重要性 ～ 子どもの命を救うために ～ 

「生徒を事件・事故災害から守るためにできることは」（平成22年3月　文部科学省）
中学校・高等学校教職員用研修資料（映像、DVD）
内容：1．安全点検のポイント ～ 学校での事故や自然災害から命を守る ～ 

2．できていますか 不審者対策 ～ 日常の備えが生徒を守る ～ 
3．熱中症の予防 ～ 熱中症を正しく理解しよう ～ 
4．交通社会の一員として（中学校） ～ 自転車の安全を考える ～ 
5． 交通社会の一員として（高等学校） ～ プレドライバーとして交通安全
を考える ～ 

6． 自然災害から生徒を守る ～ 普段から災害発生時の対応を考えていますか？ ～
7．AEDを用いた心肺蘇生法等の応急手当 ～ 生徒の命を救うために ～ 

学校安全参考情報（文部科学省）
通学路を含めた学校における子どもの安全確保に関する「通知、刊行物、調査等」
の情報を提供しているサイトです。
http://www.mext.go.jp/a_menu/kenko/anzen/1289303.htm

【生活安全に関するもの】

「学校の管理下の死亡・障害事例と事故防止の留意点」（平成22年3月 独立行政法
人日本スポーツ振興センター）
学校管理下における死亡・障害事故の発生傾向を示すとともに、事故防止の留意
点を記しています。日本スポーツ振興センターのホームページからダウンロード
できます。
http://naash.go.jp/anzen/anzen_school/anzenjouhou/jirei_toukei/tabid/284/
Default.aspx
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「学校施設における事故防止の留意点について」（平成21年3月　文部科学省）
学校施設の事故防止に向けた事故種別毎の事故防止の基本的な考え方や、建物の
部位ごとの具体的な留意事項等を示しています。文部科学省のホームページから
ダウンロードできます。
http://www.mext.go.jp/a_menu/shisetu/seibi/1291482.htm

「学校における転落事故防止のために」（平成20年8月　文部科学省）
転落事故防止のための留意点をまとめたパンフレットです。文部科学省のホーム
ページからダウンロードできます。
http://www.mext.go.jp/a_menu/kenko/anzen/1289310.htm

「安全で快適な学校施設を維持するために」（平成13年3月　文部科学省）
学校施設の安全・維持管理に関する点検のポイントをまとめたパンフレットです。
文部科学省のホームページからダウンロードできます。
http://www.mext.go.jp/a_menu/shisetu/shuppan/05010601.htm

「都市公園における遊具の安全確保に関する指針（改訂版）」（平成20年8月　国土
交通省）
我が国で唯一となる遊具の安全に関する国の指針を示したものです。国土交通省
のホームページからダウンロードできます。
http://www.mlit.go.jp/crd/park/shisaku/ko_shisaku/kobetsu/yuugu.html

「遊具の安全に関する規準」（平成20年8月　社団法人日本公園施設業協会）
国の指針の改訂に合わせて日本公園施設業協会が見直しを行った、遊具メーカー
の自主基準です。日本公園施設業協会が販売しています。
http://jpfa2.aaw.ne.jp/jpfa/jigyou/jigyou_kijyun.html

「仲良く遊ぼう安全に（幼児編、児童編）」（平成20年3月、平成18年3月　社団法
人日本公園施設業協会）
遊具と遊び場にかかわる事故を軽減することを目的として日本公園施設業協会が
制作したパンフレットです。日本公園施設業協会のホームページからダウンロー
ドできます。
http://jpfa2.aaw.ne.jp/jpfa/nakayoku/nakayoku.html

「学校の危機管理マニュアル －子どもを犯罪から守るために－」（平成19年11月
文部科学省）
学校への不審者侵入への対応及び登下校時において緊急事態が発生した場合の対応
を示したパンフレットです。文部科学省のホームページからダウンロードできます。
http://www.mext.go.jp/a_menu/kenko/anzen/1289310.htm
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「学校における防犯教室等実践事例集」（平成18年3月　文部科学省）
各学校等における特色ある防犯教室等の実践事例を取りまとめた事例集です。文
部科学省のホームページからダウンロードできます。
http://www.mext.go.jp/a_menu/kenko/anzen/1289310.htm

「登下校時の安全確保に関する取組事例集」（平成18年1月　文部科学省）
児童生徒等の登下校時における安全確保に関する特色ある事例をまとめた事例集です。
文部科学省のホームページからダウンロードできます。
http://www.mext.go.jp/a_menu/kenko/anzen/1289310.htm

「学校の安全管理に関する取組事例集」（平成15年6月　文部科学省）
学校への不審者侵入時を中心として学校における犯罪被害防止のための特色ある
安全管理の取組等を掲載した事例集です。文部科学省のホームページからダウン
ロードできます。
http://www.mext.go.jp/a_menu/kenko/anzen/1289310.htm

「学校施設における地域ぐるみの防犯対策事例集」（平成21年3月　文部科学省・
国立教育政策研究所）
地域ぐるみで学校施設の防犯対策に取り組む学校・地方公共団体等の事例を紹介
し、地域と連携した学校施設の防犯対策に係る主なポイントについてまとめた報
告書です。文部科学省のホームページからダウンロードできます。
http://www.mext.go.jp/a_menu/shisetu/seibi/1291482.htm

「学校施設における防犯対策の点検・改善のために」（平成19年8月　文部科学省・
国立教育政策研究所）
学校施設の防犯対策の点検・改善に取り組む学校や地方公共団体の事例を紹介
し、学校施設の防犯対策を点検・改善する際の視点についてまとめた報告書です。
文部科学省のホームページからダウンロードできます。
http://www.mext.go.jp/a_menu/shisetu/seibi/1291482.htm

「学校施設の防犯対策に係る点検・改善マニュアル作成の取組に関する調査研究
報告書」（平成18年6月　文部科学省・国立教育政策研究所）
防犯対策に係る点検・改善マニュアルについて、取組事例の調査分析及びマニュ
アル策定に当たっての視点や留意事項をまとめた報告書です。文部科学省のホー
ムページからダウンロードできます。
http://www.mext.go.jp/a_menu/shisetu/seibi/1291482.htm
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「学校施設の防犯対策事例集」（平成18年2月　文部科学省・国立教育政策研究所）
学校施設の防犯対策について、学校及び自治体の特色ある取組事例がまとめられ
ています。文部科学省のホームページからダウンロードできます。
http://www.mext.go.jp/a_menu/shisetu/seibi/1291482.htm

「学校施設の防犯対策に関する調査研究報告書」（平成16年9月　社団法人日本建
築学会）
学校施設の防犯対策に係る計画・設計上の留意点を写真やイラストで分かりやす
く解説した報告書です。文部科学省のホームページからダウンロードできます。
http://www.mext.go.jp/a_menu/shisetu/seibi/1291482.htm

「学校施設の防犯対策について」（平成14年11月　学校施設の安全管理に関する
調査研究協力者会議）
学校施設の防犯対策に関する計画・設計上の留意点及び防犯対策の推進方策につい
てまとめられた報告書です。文部科学省のホームページからダウンロードできます。
http://www.mext.go.jp/a_menu/shisetu/seibi/1291482.htm

「みんなで気をつけて事件をふせごう」（警察庁）
子どもが興味を持って学べる内容の防犯テキストです。保護者や学校関係者への
解説も含まれています。 警察庁のホームページからダウンロードできます。
http://www.npa.go.jp/safetylife/seianki75/kodomo_bouhan_text.htm

「熱中症を予防しよう －知って防ごう熱中症－」（平成15年6月　文部科学省・
独立行政法人日本スポーツ振興センター）
熱中症に対する正しい理解を促し、適切な事故防止対策の指針となる啓発用のパン
フレットです。日本スポーツ振興センターのホームページからダウンロードできます。
http://naash.go.jp/anzen/anzen_school/kankobutu/anzen/tabid/470/Default.aspx

「熱中症環境保健マニュアル」（平成21年6月改訂　環境省）
保健活動にかかわる方々向けの保健指導マニュアルです。「熱中症とは何か」「熱
中症の予防策」「保健指導のあり方」等を紹介しています。環境省のホームペー
ジからダウンロードできます。
http://www.env.go.jp/chemi/heat_stroke/manual.html

「スポーツ活動中の熱中症予防ガイドブック」（平成18年6月改訂　財団法人日本
体育協会）
スポーツ活動中の熱中症事故を予防するためのガイドブック及びDVDです。日
本体育協会が販売しています。ガイドブックは日本体育協会のホームページから
ダウンロードできます。
http://www.japan-sports.or.jp/medicine/guidebook1.html
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キッズデザインの輪（経済産業省）
子どもの不慮の事故を減らすことを目的として開設されたポータルサイトです。
事故事例の動画集、事故データの検索などができます。
http://www.kd-wa-meti.com/index.html

環境省熱中症予防情報サイト（環境省）
暑さ指数（WBGT：湿球黒球温度）や熱中症患者速報など熱中症を予防するた
めの関連情報を提供するサイトです。携帯用サイトもあります。
http://www.nies.go.jp/health/HeatStroke/index.html

【交通安全に関するもの】

「中・高校生に対する自転車の安全利用に関する教育マニュアル」（平成21年5月
警察庁・財団法人全日本交通安全協会）
中・高校生向けの自転車安全利用に関する教育指導マニュアル及びDVDです。
自転車が関連する事故の危険性について、視覚的に学べるようスタントマンによ
る自転車事故の再現映像を収録しています。
http://www.jtsa.or.jp/topics/index.html

「自転車安全教育用　図説パンフレット＆パソコンソフト」（警察庁）
児童・生徒に対して自転車の交通ルール・マナーの周知を図るための、指導者用
の指導マニュアルとパソコンソフトです。警察庁のホームページからダウンロー
ドできます。
http://www.npa.go.jp/bicycle/index.htm

「自転車安全利用チラシ（小学生用）」（警察庁）
児童に対して自転車の交通ルール・マナーの周知を図るためのリーフレットです。
警察庁のホームページからダウンロードできます。
http://www.npa.go.jp/bicycle/index.htm

「自転車安全利用チラシ（一般用）」（警察庁）
自転車の交通ルール・マナーの周知を図るためのリーフレットです。警察庁のホー
ムページからダウンロードできます。
http://www.npa.go.jp/bicycle/index.htm
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「自転車の安全な乗り方　～守ろうルール・減らそう自転車事故～」（平成21年9月
財団法人全日本交通安全協会）
平成19年の道路交通法の改正を踏まえた自転車の正しい乗り方、安全な通行方法
等を視覚的にとらえたDVDです。幼児二人同乗用自転車の正しい使い方、乗り
方についても解説しています。
http://www.jtsa.or.jp/topics/index.html

「自転車の交通安全ブック ～自転車の安全な乗り方～」（財団法人全日本交通安
全協会）
自転車の安全な乗り方、点検と手入れ、交通のきまりなどを、イラスト入りでわ
かりやすく解説した冊子です。全日本交通安全協会が販売しています。
http://www.jtsa.or.jp/about/teaching.html

「交通安全に関する危険予測学習教材『次はどうなる？』」（平成14年3月　文部
科学省）
歩行中や自転車乗車中などに交通事故や予想される場面や状態と、その危険を予
測し回避する方法を示した資料です。文部科学省のホームページからダウンロー
ドできます。
http://www.mext.go.jp/a_menu/kenko/anzen/1289310.htm

「自転車安全整備制度と TSマーク」（財団法人日本交通管理技術協会）
自転車安全整備士が点検整備した普通自転車に貼付されるTSマークと、TSマー
クに付帯した保険制度の内容について解説しています。
http://www.tmt.or.jp/safety/index.html

「小学校（中学校、高等学校）効果的な自転車安全指導のために」（財団法人日本
交通安全教育普及協会）
交通安全教室（学校行事）の展開例や自転車に関する安全指導のQ＆Aなどを
示した冊子です。財団法人日本交通安全教育普及協会が販売しています。
http://www.jatras.or.jp/gakkou.html

「交通安全教育の新たな展開　高等学校教師用指導資料」（財団法人日本交通安全
教育普及協会）
交通安全教育の意義や内容、関係機関・団体との連携を強化した指導や実技を含
めた指導の展開例などを示した冊子です。財団法人日本交通安全教育普及協会が
販売しています。
http://www.jatras.or.jp/gakkou.html
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【災害安全に関するもの】

「災害から命を守るために」（平成20年3月　文部科学省）
小学生用（低学年・高学年）防災教育教材（スライド、CD）
低学年用内容：1．総論「さいがいから命を守るために」

2．地しん①「地しんがきた！」
3．地しん②「地しんがおさまったら」
4．火さい「火事が起きた！」
5．きしょうさいがい「大雨だ！ 強風だ！ かみなりだ！」
6．火山さいがい「知っておこう　火山のふん火」

高学年用内容：1．総論「災害から命を守るために」
2．地震・津波①「地震だ！ まず自分たちの身を守ろう！」
3．地震・津波②「地震がおさまっても注意しよう」
4．風水害「気をつけて！ 激しい雨や風」
5．落雷「ピカッ、ゴロゴロときたら急いでひ難！」
6．火山災害「噴火する日本の山」
7．災害後の暮らし「助け合おう　災害の後の生活」
8．心のケア「大きな災害の後で」

「災害から命を守るために ～防災教育教材（中学生用）～」（平成21年3月　文部
科学省）
中学生用防災教育教材（映像、DVD）
内容：1．総論「災害から身を守ろう」

2．地震・津波「地震だ、命を守れ！」
3．火山災害「火山の噴火に注意する」
4．風水害「強い風や雨に注意しよう」
5．落雷「雷をあなどるな！」
6．災害後の暮らし「助け合いの生活」

「災害から命を守るために ～防災教育教材（高校生用）～」（平成22年3月　文部
科学省）
高校生用防災教育教材（映像、DVD）
内容：1．総論「災害から命を守る」

2．地震・津波「地震・津波から身を守れ」
3．火山災害「火山噴火に要注意」
4．風水害「強風や大雨に注意する」
5．落雷「落雷から身を守る」
6．災害後の生活「地域社会で支え合う」
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「学校施設における非構造部材等の耐震対策事例集」（平成17年12月　国立教育
政策研究所）
実際の地震による被災状況やその対策等について、写真やイラストを使って分か
りやすく解説した事例集です。国立教育政策研究所のホームページからダウン
ロードできます。
http://www.nier.go.jp/shisetsu/html/04.html

「地震による落下物や転倒物から子どもたちを守るために ～学校施設の非構造部
材の耐震化ガイドブック～」（平成22年3月　文部科学省）
学校施設の非構造部材の耐震化の重要性とともに、その点検及び対策の進め方や
実施体制、点検内容等についてわかりやすく解説しています。文部科学省のホーム
ページからダウンロードできます。
http://www.mext.go.jp/a_menu/shisetu/shuppan/1291462.htm

「台風・集中豪雨に対する学校施設の安全のために」（平成17年3月　文部科学省）
台風や集中豪雨に対して学校施設の安全を確保するための、点検、措置のポイン
トをまとめたパンフレットです。文部科学省のホームページからダウンロードでき
ます。
http://www.mext.go.jp/a_menu/shisetu/shuppan/05030701.htm

「未来をひらく夢への挑戦『地震災害を究明せよ』」（平成18年3月　文部科学省）
子どもたちに科学技術に対する興味・関心を高めていくため、写真やデータも用
いながら、マンガでわかりやすく解説した「子ども科学技術白書」です。文部科
学省のホームページからダウンロードできます。
http://www.mext.go.jp/a_menu/kagaku/kodomo/index.htm

「緊急地震速報 ～まわりの人にも声をかけながら あわてず、まず身の安全を!!～」
（平成21年11月　気象庁）
緊急地震速報を聞いた時の対処法を、様々な場面ごとに解説したリーフレットです。
気象庁のホームページからダウンロードできます。
http://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/eew2009/index.html

「大雨や台風に備えて」（平成21年3月　気象庁）
大雨や台風によってどのような災害が起こるか、また災害気象情報の正しい活用法
などを示したパンフレットです。気象庁のホームページからダウンロードできます。
http://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/ooametyphoon2009/index.html
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「竜巻から身を守る ～竜巻注意情報～」（平成21年3月　気象庁）
竜巻注意情報とは何か、発表された場合にどう対処すればよいのかを示したリー
フレットです。気象庁のホームページからダウンロードできます。
http://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/tatumaki/index.html

「竜巻等突風災害とその対応」（平成19年6月　内閣府・気象庁）
竜巻などの突風からの身の守り方など、個人レベルでの対策の周知をすすめるた
めに作成されたパンフレットです。気象庁のホームページからダウンロードでき
ます。
http://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/tornado/index.htm

「局地的大雨から身を守るために」（平成21年3月　気象庁）
局地的大雨によって発生する事故や災害、局地的大雨から身を守るための三要素
などを示したリーフレットです。気象庁のホームページからダウンロードできます。
http://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/kyokuchiame/index.html

防災情報のページ（内閣府）
災害情報等を掲載した内閣府のホームページです。
http://www.bousai.go.jp/

防災教育支援ページ（国土交通省）
各地方整備局等において地域の防災に関する情報とともに職員がもつ知見を交え
て説明・紹介する多種多様な出前講座開設、防災に関する各種ビデオ、パンフレッ
トの紹介をしています。
http://www.mlit.go.jp/bosai/education/index.htm

気象庁ホームページ
毎日の気象情報、台風や地震、火山などの詳細な情報を提供しています。気象災
害に関する各種パンフレット等をダウンロードできます。
http://www.jma.go.jp/
http://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/index.html

緊急地震速報について（気象庁）
緊急地震速報に関する様々な情報を紹介している気象庁のホームページです。
http://www.seisvol.kishou.go.jp/eq/EEW/kaisetsu/

総務省消防庁ホームページ
「生活密着情報」のページに、防災全般についての情報や家具の転倒防止等の防
災対策が詳しく解説されています。
http://www.fdma.go.jp/
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防災・危機管理 e－カレッジ（総務省消防庁）
総務省消防庁が開設するホームページです。災害に関する基礎知識や備えなどを
学習することができます。
http://www.e-college.fdma.go.jp/

独立行政法人防災科学技術研究所ホームページ
地震、火山、気象、土砂及び雪氷災害等の情報や、被害の軽減に関する様々な研
究開発の結果が公表されています。
http://www.bosai.go.jp/index.html

子ども災害コレクション（独立行政法人防災科学技術研究所）
500点以上の防災や災害に関する絵本、児童書、紙芝居、カルタなどが閲覧でき
ます。学校・地域などへの団体貸出を行っています。
http://www.bosai.go.jp/library/kodomo/index.htm

【応急手当に関するもの】

生活密着情報（総務省消防庁）
「生活密着情報」のページに、応急手当の基礎知識や心肺蘇生法の手順などが詳
しく解説されています。
http://www.fdma.go.jp/html/life/

日本赤十字社ホームページ
救急法等の講習に関する情報や、各種の応急手当についての情報が紹介されてい
ます。
http://www.jrc.or.jp/study/index.html

※ここに記したURL及び入手方法等は平成22年3月現在のものです。
　最新の情報については、各行政機関・団体等に問い合わせてください。
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